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序

岩手県には旧石器時代の遺跡をはじめとする多くの埋蔵文化財包蔵地が各地に

あり、平成10年度の岩手県教育委員会のまとめでは10,278箇所を越えております。

先人の残したこれらの埋蔵文化財を保護し、保存してゆくことは私達県民に課せ

られた重大な責務であります。

本調査の原因となりました広域農道整備事業を例に挙げるまでもなく、現代社

会を豊かにし、快適な生活をおくるための地域開発もまた県民の切実な願いであ

ります。埋蔵文化財の保護・保存と地域開発という、相容れない要素をもつ事業

の調和のとれた施策が今日的な課題となっております。

財団法人岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センターの創設以来、埋蔵文化

財の保護の立場にたって、その記録を残す措置を取ってまいりました。

本書は、平成 6年度から3年間にわたって発掘調査が行われた、長倉 I遺跡の

調査結果をまとめたものであります。遺跡は、北上高地の北端にある南北に長い

尾根頂部に立地している縄文時代後期から晩期の集落跡であることがあきらかと

なりました。約1000年間に及ぶ長い間に集落が営まれてきたことが明らかとなっ

ております。

この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する理解

の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成にご援助、ご協力を

賜りました岩手県土木部二戸土木事務所 (現岩手県二戸地方振興局土木部)、 軽

米町教育委員会を始めとする関係各位に衷心よりの謝意を表します。

平成12年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 船 越 昭 治
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1 本書は岩手県九戸郡軽米町大字長倉字一本木10-1ほかに所在する長倉 I遺跡の発掘調査結果を収録 し

たものである。

2 本遺跡の発掘調査は、広域農道整備事業関連施設に伴う事前の緊急発掘調査であり、岩手県教育委員会

文化課の指導と調整のもとに、岩手県二戸土地改良事業所の委託を受け、財団法人岩手県文化振興事業

団埋蔵文化財センターが実施 したものである。

3 本遺跡の岩手県遺跡台帳番号はI F63-2309、 当センターの調査略号はNKI-94、 95、 96で ある。

4 野外調査の期間、調査面積、担当者は以下の通りである。

平成 6年 7月 1日 ～11月 10日 1000ポ 中川重紀・酒井宗孝・稲垣雅宏・鎌田精造

平成 7年 4月 11日 ～ 9月 5日 1004ポ 中川重紀 。工藤利幸・星 雅之・高木 晃・村上 拓・千葉貴子

平成 8年 4月 16日 ～11月 8日 1342Hf中 川重紀 。星 雅之 。平澤里香 。高橋実央

5 室内整理期間、担当者は以下の通りである。

平成 6年 11月 1日 ～平成 7年 3月 31日 中川重紀・稲垣雅宏

平成 7年 11月 18日 ～平成 8年 3月 31日 中川重紀 。千葉貴子

平成 8年 11月 9日～平成 9年 3月 31日 中川重紀 。平澤里香

平成 9年 4月 1日 ～平成10年 3月 31日 中川重紀

平成10年 4月 1日 ～平成11年 3月 31日 星 雅之

6 出土品の鑑定は次の方々、機関に依頼 した。

石器・石製品の石材鑑定 佐藤二郎 (長内水源工業)

獣骨類の鑑定 佐々木務

7 本報告書の執筆・編集は星 雅之が行った。表は中川が作成 したものを星が引き継ぎ加筆・構成 した。

8 調査および室内整理に際 しては次の方々、機関に御指導・御協力を賜った。(順不同・敬称略)

熊谷常正 (盛岡大学)、 鈴木恵治(久慈水産高校)、 日下和寿(岩手県立博物館)、 末光正卓・ 阿部明義 (北

海道埋蔵文化財センター)、 鎌田裕二(宮古市教委)、 原川雄二・ 山口慶一・ 山本孝司(東京都埋蔵文化財セ

ンター)、 稲野裕介(北上市埋蔵文化財センター)、 安斎正人・佐藤宏之(東京大学)、 大塚達朗(南山大学)、

鈴木克彦 (青森県立郷土館)、 福田友之・木村鐵次郎 。中村哲也 。茅野嘉雄(青森県埋蔵文化財センター)、

堀江格(福島市振興公社)、 川向聖子(山田町教委)、 中村明央(一戸町教委)、 松本建速(筑波大学)

9 野外調査は軽米町教育委員会をはじめ地元の方々のご協力をいただいた。

10 室内整理作業は、下記の方々の協力を得た。

浅沼啓子、浅沼八千代、高橋妙子、吉田美香、菊池貴子、熊谷静江、川原悦子、阿部桂子、依々木麻臥

阿部敏子、高橋棄子、上開知子、山崎さなえ、内藤佐知子、吉田里和、水日要、藤村憲子、横井内シミ子、

白崎理家、吉田加代子、高倉京子、筒井律子、佐々木宏子、岩館富士子、橋本順子、浅沼則子、浅沼光子、

滝村テツ子、川村美智子、泉谷久美子、佐々木薫、田村菊代、三上美智、菅原厚子、福士夕紀枝、浅沼美紀、

熊谷知恵子、佐藤由美子、桐田欄子、勝政房江、西村美智子、菅原ゆかり、照井歩美、高橋道代、

小笠原邦子、本館京子、小笠原千春、吉田育子、高橋史佳、須藤千賀子

11 発掘調査に伴う出土遺物および諸記録は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管 している。

12 調査成果は現地公開資料、調査略報、岩手考古学会発表資料ほかに掲載 したが、内容は本書が優先する。
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一

第 二章 調査に至る経過

広域農道整備事業軽米九戸地区は、軽米広域営農団地内に設置された農業近代化施設の利用と農畜産物の

効率的集出荷を行うため、基幹的農道を東北自動車道まで整備 し高速交通体系を確立するものである。

当事業の施工にかかる埋蔵文化財の取 り扱いについては、岩手県二戸地方振興局二戸土地改良事務所 (平

成10年度改め二戸農村整備事務所)か ら平成 5年 4月 11日 付け第17号「埋蔵文化財発掘の通知について」の

文書によって岩手県教育委員会に対 して調査依頼 (長倉 I)を実施 したのが最初である。

依頼を受けた岩手県教育委員会では、平成 5年 5月 26日 付け「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事

等について (通知)」 により確認調査 (試掘)を行う事となった。

回答を受けた二戸土地改良事務所では、平成 5年 9月 20日 付け二土地第188号「平成 5年度試掘調査実施

予定遺跡に係わる現地調査立ち会いについて」の文書で岩手県教育委員会に依頼 し、依頼を受けた教育委員

会では平成 5年 9月 30日 試掘調査を行った。

試掘調査の結果は、平成 5年 11月 16日 付け教文第692号 により回答があり、発掘調査の必要ありと判断さ

れた。

発掘調査については、平成 6年 2月 21日 付け教文第944号「平成 6年度埋蔵文化財調査事業の実施につい

て」で (財)岩手県文化振興事業団が行う旨通知があった。

発掘調査は岩手県教育委員会の調整により、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの平成 6

年度委託事業となった。埋蔵文化財センターと二戸土地改良事業所との間では、平成 6年 4月 10日 付けで

2,450だ について委託契約を締結 し、平成 6年 7月 1日 ～同年11月 10日 まで現地調査を実施 した。 しか し当

初調査対象面積の2,450雷全域について調査を終了できず、残る1,450Hrと今年度範囲に入 っていない部分 と

合わせて次年度改めて調査することにした。

平成 7年度の調査については、平成 7年 4月 1日 付けで委託契約を締結 し、前年度の残 り1,450だ と新規

に調査範囲に含まれた850ど の合計2,300ぎ について、平成 7年 4月 11日 ～同年 9月 5日 まで現地調査を実施

した。今年度も調査範囲全域についての調査を終了できず、1,296だ が次年度に残ることとなった。

平成 8年度の調査については、平成 8年 4月 1日 付けで委託契約を締結 し、前年度の残 り1,296だ と新規

に調査範囲に含まれた46雷 の合計1,342nfに ついて、平成 8年 4月 10日 ～同年 11月 8日 まで現地調査を実施

し、調査範囲全域の調査を終了 した。

第Ⅱ章 遺跡の立地と環境

1 遺 跡 の位 置

長倉 I遺跡の所在する軽米町は岩手県北部、北上山系の北端部に位置し、雪谷川の河岸低地に発達 した町

である。国土地理院発行の 5万分の 1地形図によると、本遺跡は北緯40° 21′ 28″、東経 141° 29′ 33″ 付近 とな

り、軽米町役場の北東約4.4km、 瀬月内川と雪谷川の合流地点から東に約2.2血 の地点に位置する。遺跡は南

北方向に舌状に延びる尾根の丘陵平坦部から中腹の斜面部にかけて立地 し、標高は285～ 297mで ある。遺跡

の西側には長倉の集落が見渡せ、遠方には名久井岳や八甲田山が眺望される。遺跡の現況は山林、原野で、

以前には畑地として利用されていた時代もあり、地形が改変を受け段上になっている場所 もある。
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本遺跡の周辺では当埋蔵文化財センターにより、昭和54年 に「長倉N014遺跡」、昭和55年 に「長倉遺跡」

の調査が行われているが、遺構 。遺物ともに少量の出土であった。また調査地点は不明であるが、鈴木孝志

氏により昭和39年 5月 に「明神下遺跡」(註 1)が調査されている。「明神下遺跡」は、『十腰内遺跡調査報

告書』中にもふれられている縄文時代後期初頭～晩期初頭にかけての遺物が出土 した遺跡であるが、岩手県

遺跡台帳にも登録がなく、その所在地は未だ不明である。『長倉遺跡発掘調査報告書』を参照すると、「明神

下遺跡」調査参加者からの間き取 りなどから推測 して本遺跡調査区外の南側斜面部あたりが該当する可能性

が高いらしい。

その他としては、本遺跡の西500mに位置する長倉小学校から、過去に晩期の遮光器土偶などが出土 して

おり、その一帯には縄文時代後～晩期の遺跡 (集落跡)が所在する可能性が極めて高い。

2 地形・ 地質

(1)地形

軽米町の所在する北上山地は、南北に延びる紡錘形を呈する高原状の山塊で、北端は青森県八戸市、南端

は宮城県牡鹿半島で、岩手県の東側に広がり県全面積のおよそ 3分の 2を 占める。この山地は中央部の標高

が最も高 く、北方と南方は次第に低 くなる。軽米町は上記 した北上山地の北部に位置し、東に久慈平岳 (706

m)、 南に語岳 (567m)、 西に折爪岳 (852m)な どに囲まれた丘陵地で、この丘陵地を開析 しているのが、

瀬月内川と雪谷川である。この 2つ の河川について若干説明すると、瀬月内川は、葛巻町北部の多々良山と

山形村の平庭岳・ 明神岳の間付近が水源で、九戸村を縦貫 し、軽米町の山内 。晴山 。高家を通る。全長は約

49kmで ある。対 して雪谷川は、九戸村雪屋と山形村日野沢の境にある丘陵付近が水源で、軽米町に入り円子 。

小軽米・ 増子内を通り、町中心を抜ける。全長約31kmで ある。この 2つ の河川は、軽米町北部の大鳥地内で

合流 し、更に水吉を過ぎて青森県に入り新井田川となって、更に北流 して八戸湾に注 ぐ。

この 2つ の河川とその支流によって開析された沖積地に現在の集落は広がっている。

(2)地質

軽米町の地質については、佐々木嘉直氏が『吹屋敷 Ib遺跡発掘調査報告書』中で詳 しく触れており、同

報告書を参照 して記述する。

瀬月内川及び雪谷川沿いには、北上山地北部型古生層が、北西から南東方向の走向で垂直に近い地層傾斜

で分布する。粘板岩・ チャート・輝緑凝灰岩を主体としている。古生層分布地域より西部には第二紀砂岩を

主体とする北西に緩 く傾斜する下斗米層及び末の松山層が広 く分布 している。上位は新期火山岩類によって

被覆されている。軽米町の丘陵地の大部分は、十和田・八甲田系と推定される新期火山砕屑物に被覆されて

いる。十和田火山を中心とする火山灰編年については大池昭二氏 (1972年、1973年など)の研究があり、更

新世 (洪積世)の火山灰には、古い方から天狗平火山灰 (模式地 八戸市天狗平)、 高館火山灰 (模式地

八戸市高館)、 八戸火山灰 (模式地 八戸市根城)がある。完新世 (沖積世)の火山灰には、古い方か ら二

ノ倉火山灰 (模式地 青森県新郷村)、 南部浮石 (模式地 青森県南部町)、 中撤浮石 (模式地 青森県十和

田市中級)、 十和田b降下火山灰 (模式地 新郷村迷ケ平)、 十和田a降下火山灰 (模式地 新郷村ニノ倉ダ

ム付近)がある。

『吹屋敷 Ib遺跡発掘調査報告書』の記述にある完新世火山灰の中で、本遺跡から検出された火山灰は、
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古い順に南部浮石、中撤浮石、十和田 b降下火山灰、十和田 a降下火山灰の 4種である。それ らの火山灰の

噴出年代については、最近の火山灰研究の成果が述べ られている『火山灰ア トラス』を参照 して記述する。

南部浮石 (地元ではゴロタと呼ばれている)は、縄文時代早期中葉期の降下 と推定される。

中撮浮石 (地元ではアワズナと呼ばれている)は、縄文時代前期前葉期の降下 と推定されているが、大木

式及び円筒下層式のどの型式と前後関係になるのか明確な解決をみていない (註 2)。 今後 に究明を求め ら

れる研究課題の一つと思われ、今後の調査成果に期待 したい。

十和田 b降下火山灰は、弥生時代後期に降下 したものと捉えられている。岩手県北部の遺跡発掘では、頻

繁に見 られる火山灰の一つであるが、詳細な噴出年代がはっきりとはわかっていないように思われ、併せて

土器型式 との前後関係についても研究が進んでいない部分である。その原因として、十和国 a降下火山灰や

中級浮石 と比較すると分布範囲 も狭 く、純層的な堆積が少ない (岩手県内ではほとんど見 られない)こ とが

あげられよう。また該期の遺跡が、東北地方北部に少ないこともあり、年代測定を行 った事例が少ないこと

も併せてあげられよう。

十和田 a降下火山灰は、A D915年 前後に降下 したものと捉えられている。古代の遺構検出のキーとなる

場合が多い。なお、本遺跡か らは検出されていないが、十和田 a降下火山灰より上位にのる朝鮮半島を起源

とする白頭山火山灰が、本遺跡の l km程北に位置する「長倉V遺跡」や 3 km程西に位置する「大鳥 I遺跡」、

「大鳥 Ⅱ遺跡」か ら検出されている。

更新世のテフラについては、本遺跡か ら旧石器時代の遺物が出土 していないことか ら、詳細な観察や同定

は行わなかった。本遺跡に見 られる八戸火山灰は、地点によつては上位 と下位の 2区分される様相を示す。

推測の域を越えるものではないが八戸火山灰上位 として捉えた内には、ニノ倉火山灰であった部分が含まれ

ていた可能性がある。また、八戸火山灰下位の大不動浮石流凝灰岩や高館火山灰 については、注記 に記述

(大不動は「TO― of」、高館は「TO― t」 と記載 している)し たが、その区分や同定は明確ではない。

(註〉

(註 1) 「明神下遺跡」について『軽米町史』を参照して記述する。昭和39年 5月 2日～5日 まで軽米町大字長倉第四地割

92俗称「明神下」を、鈴木孝志氏が調査を行った遺跡である。同遺跡からは、十腰内Ⅳ～V式の良好な資料や、加曽利B式併

行の土器とその下から大湯式上器が出上したほか、大洞B― C式上器や石器が出土している。鈴木孝志氏については、国学院

大学史学科を卒業した考古学研究家で、昭和36年 に軽米高校に教諭として赴任し、当時軽米高校郷土研究会を指導しながら同

町内の遺跡を精力的に回られていた方で有られる。鈴木孝志氏は若くしてお亡くなりになっているため、その調査地点は不明

(曖味)のままである。長倉 I遺跡の発掘調査を主に担当した中川は、「出土遺物の状況やそのあり方からみて、今回の調査区

域の南側調査区外 (『長倉遺跡調査報告書』の記述)ではなく、調査区北西側付近 (本稿で西部捨て場と呼称した空間内あるい

はその続き)がそれに該当する可能性がある」と推測している。なお、「明神下遺跡」の出土遺物は、昭和48年軽米高校に赴任

した鈴木恵治教諭 (『軽米町史』編纂委員で現久慈水産高校教頭)が同校郷土クラブの顧問となり、その遺物整理を試みたが、

作業途中で転出したため未整理のままとなっている。その一部の遺物は、岩手県立博物館に保管されている。

(註 2) 土器型式 (大木式土器)と 中諏テフラの関係について、問題提起もかねて記述しておきたい。筆者は山田町「沢田

I遺跡」の第4次調査 (1997年 )を行った際に、中諏テフラが埋土上位～下位に堆積する (テ フラの層厚は10～ 30 cm程 の住居

跡が多く、良好な堆積様相であった)住居跡を多数検出し、精査する機会に意まれた。同テフラがプライマリーかどうかの間

題はあるが、住居跡の床面から出土した土器の主体は、現在の考古学的見地からは大木 1～ 2a式 に相当する土器で、大木 2

b式に比定される土器が含まれているかどうかについては筆者の眼力からは同定できなかった (所見としては、 S字状連鎖沈
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文を施文する土器が出土した住居跡は、埋土中に同テフラが層を成して堆積していると言うより、ブロック状に埋土上部に混

入する場合が多かったように思う)。「沢田I遺跡」の現地説明会の際に、最近の発掘成果から中諏テフラが大木 1式 より新 し

く、大木 3式より古く、大木 2式 との新旧 (遺跡によって異なった出土状況を示すらしい)が不明であると熊谷常正盛岡大学

助教授からお聞きした。また、最近同テフラを埋土中に含む住居跡が、遠野市の「新田Ⅱ遺跡」と北上市の南部工業団地関連

の遺跡発掘調査から相次いで検出されている。中抑テフラと大木式土器との上下関係解明の資料となる可能性がある。上述し

た3遺跡に見られる中諏火山灰は、いわゆる県北で「アヮズナ」と呼ばれるような砂状を呈する浮石粒ではなく、肌色～黄色

の粉状あるいは粘土化したテフラで、比較的堅密である場合が多いようである。

円筒下層式上器と中傲テフラの関係については、中撤テフラとの上下関係を示す最新の発掘成果に筆者が疎いため、言及が

難しい。参考までに二戸市の「中曽根遺跡」から円筒下層a式を出土した下位から中撤テフラを検出した遺構の報告例がある。

(参考引用文献〉

岩手県農政部北上山系開発室 (1979年 )『土地分類基本調査「三戸・階上岳」』

(株)長谷川地質事務所 (1981年 )『北上川流域地質図 (二十万分之―)説明図』

大池昭二 。中川久夫・七崎修・松山力・米倉伸之 (1966年 )「馬渕川中 。下流沿岸の段丘と火山灰」『第四紀研究第 5巻第 1

号』

町田洋、新井房雄 (1992年 )『火山灰アトラス』東京大学出版会

佐々木嘉直 (1983年 )『吹屋敷 Ib遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第63集

木戸口俊子 (1998年 )『大鳥Ⅱ遣跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第270集

3 基 本 層 序

長倉 I遺跡の立地する地形は、尾根の丘陵平坦部から中腹の斜面地で、調査区の現況は山林であるがその

以前は畑地として利用されていた土地である。

発掘調査初期の段階で、第 5図に示 した17カ 所にトレンチを入れ標準層序の確認を行った。調査区中央部

に広がる平坦地と調査区の東西にある斜面地では堆積土層に若干の違いが見られるが、概ね第 4図のような

堆積順を示す。基本的に十和田を起源とする各時期のテフラを指標とした。

基本層序と遺構との関係について、大部分の遺構は黒色土中で検出し、精査についても柱穴状土坑などの

ように特出して深い遺構を除き、壁・床が南部浮石粒層や八戸火山灰層まで掘り込まれていない場合が多い。

検出・精査の作業は、移植ベラの感覚といった抽象的な手掛かり以外に黒色土中に含まれる南部浮石粒の含

有率の違いを見極める必要があった。黒色土中の南部浮石粒の含有率の違いについては、わずかな違いであ

り、地山に相当する黒土についても多い場合と少ない場合の両者があった。例として、東部捨て場で検出さ

れたB21住居跡 3号の場合は、検出面 。壁 。床面とも黒色土であったが、基本層序的には検出面がⅢ層、壁

はⅢ～V層、床面はV層 と言うように違いがある。ただし、実際の精査時は平面的に違いを見極めるのは非

常に難 しく、埋上の部分が地山の部分より南部浮石粒の含有率が若干少ないといった様相で、小形の竪穴で

あったがかなりの時間を費やした。南部浮石粒の含有率の違いから遺構を同定 して発掘調査を行った遺跡は、

過去に同じ軽米町内で調査を行った大日向Ⅱ遺跡なども同じ様相であったように記憶 しているし、南部浮石

粒の分布が確認される地域 (主 に県北地方)に は比較的多いのではないだろうか。地形の傾斜角度による作

用や人為層か自然層かの違いによるものと思われるが、要因 (メ カニズム)ははっきりわからなかった。県
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Ⅱ層

北地方で行う発掘調査に際しては、今後も上記のような内容検討も含めて観察を行っていきたいと思ってい

る。

I層 黒色土シル ト層 表土・盛土・耕作土を一括する。層厚は、所々で lmを越える盛土が見られるが、

平均すると20～50cm程 である。平坦地付近からは遺物の出土が少なかったが、捨て場の上部付近は

遺物包含層 (Ⅲ層)が耕作などにより二次堆積を示 し、遺物も相当量含まれる。

黒褐色土シル ト層 層厚は10～ 30cm程である。局所的に十和田a火山灰 。十和田b火山灰が含まれ

る。十和田a火山灰は、主に斜面下位部分などに粉あるいは粘土化 したブロック状に堆積が見られ

る。十和田b火山灰は、主に住居跡や柱穴状土坑などの埋土中や緩斜面地の窪地部分などに白色の

粒状のものが確認される。両火山灰ともプライマリーな堆積様相ではなく、また両者の上下関係を

示す堆積状態の地点もほとんどない。本層の遺物の混入量は比較的少ない。

黒褐色土シル ト層 層厚は30～250cmで ある。南部浮石粒が 3～ 5%程含まれる。縄文時代後～晩

期の遺物包含層で東西の斜面地を中心に分布する。

黒褐色土シル ト層 層厚は20～40cmで ある。中諏浮石粒の二次堆積が確認される層で、南部浮石粒

が 5～ 7%含まれる。主に傾斜の緩い斜面部分や斜面下方に分布が見 られ、平坦地や傾斜の急な斜

面部分には見 られない。同層上位で縄文時代前期の遺物を少量含む。

黒褐色土シル ト層 層厚は50～ 150cm程である。全般に堅 く締まる。南部浮石粒が15%程含まれる。

遺物は皆無である。

暗褐色～黒褐色土シル ト層 層厚は10～ 50cm程 である。南部浮石粒が20%以上含まれる。V層 とⅦ

層の漸移層的な層に相当する。

明黄褐色～黄橙色南部浮石粒層 層厚10～ 80cm程である。調査区中央平坦地や一部調査区南側斜面

地においては、人為 (縄文人による)の削平を受けたと判断され、分布が確認できない。東西の斜

面地においては、黒褐色土を剥がした段階では比較的良好に見 られる。

褐色～暗褐色土八戸火山灰層 調査区中央平坦地では、本層を掘り込んで遺構が構築されている。

上層と下層の様相が異なって検出される部分があるが、遺物の出土に関わらなかったことから明確

な区分は行っていない。上層は黒色を呈 し、浮石粒が少量混入するロームで、混入されている浮石

粒は本層上位に堆積する南部浮石粒が混在 したものと思われる。下層は明褐色～褐色土を呈するロー

ム層で、層厚も厚い部分が多い。なお、厳密には同定できなかったが、上層は三ノ倉火山灰である

可能性がある。

明黄褐色～灰白色 砂質土～ローム 十和田起源の火山灰と思われる。調査区中央平坦地で検出さ

れた柱穴状土坑の中で、際立って深 く掘り込まれているものは、上位砂質土、下位白色土 (大不動

浮石流凝灰岩 ?)ま で達 しているものがある。

浅黄橙色 ローム 高館火山灰相当と推定される。遺構の精査に関わりが少なかったことから、本

層下位の火山灰の観察を軽視 したが、さらに古期の火山灰 (天狗平火山灰相当 ?)が数枚 (紫 っぽ

い火山灰や炭の混入される火山灰などが、深い柱穴状土坑の側面や底面で観察された)見られた。

岩盤 褐色の粘土質土で非常に堅 く、小角礫が含まれる。調査区北側のL21～ L22グ リッド付近で

顕著に見られることから、斜面上方など火山灰が流入 しやすい部分に見られると判断される。集石

遺構に使用された礫は、本層に見られる礫と思われる。

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

Ⅷ層

Ⅷ層

Ⅸ層

X層

�層
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4 周 辺 の遺 跡

軽米町内の遺跡は、岩手県教育委員会文化課遺跡台帳によると、402カ 所余りが登録されており、遺跡の

宝庫として古 くから知られている。

本稿では、『大鳥Ⅱ遺跡発掘調査報告書』の中で木戸口俊子氏がまとめた「周辺の遺跡」 を参照 とした。

また、第 6図の周辺の遺跡図及び第 1～ 2表の周辺遺跡分布表には、軽米町に隣接する青森県南郷村の遺跡

の中で本遺跡の主体である縄文時代後期の主な遺跡を併せて挙げた。

軽米町での発掘調査は昭和39年 に鈴木孝志氏他により板橋遺跡、下野場遺跡、明神下遺跡の調査が始めら

れるが、本格的な調査は東北自動車道関連から始まる。

縄文時代草創期 。早期の遺跡について、唯一馬場野Ⅱ遺跡から草創期と見 られる土器と土坑が早期の竪穴

状遺構とともに検出されている。また、土弓 I遺跡からは早期後半の土器とともに土坑 5基が検出されてい

る。他の遺跡においても早期の土器片が出土する事例はあるが、遺構が検出されることは稀である。

縄文時代前期に入ると、遺跡数が増え始め、吹屋敷 Ia遺跡では竪穴住居跡、吹屋敷 Ib遺跡では大形の

フラスコ状土坑が、大日向Ⅱ遺跡 (第 2～ 5次調査)では長軸が14m前後と考えられる大形住居跡が検出さ

れている。

縄文時代中期以降の遺跡の増加は顕著であり、特に中期末～後期にかけては大規模な集落遺跡が増えてく

る。馬場野Ⅱ遺跡や君成田Ⅳ遺跡、吹屋敷 Ia遺跡、大日向Ⅱ遺跡などが有名である。中期終末期の住居跡

が30棟以上検出されている吹屋敷 Ia遺跡は住居に伴う青龍刀形石器も出土 している。君成田Ⅳ遺跡では、

縄文時代後期の住居跡が44棟、駒板遺跡では34棟検出している。

縄文時代晩期に入ると前述の駒板遺跡で晩期の住居跡 8棟、君成田Ⅳ遺跡で 5棟が検出されたのを始め、

馬場野Ⅱ遺跡、大日向Ⅱ遺跡などがあり、板橋沢遺跡では大形の土版が出土 している。

弥生時代の遺跡では、11棟の住居跡が検出された馬場野Ⅱ遺跡や和当地遺跡がある。

その後の時代においては徐々に遺構数は減少 していくが、吹屋敷 Ia遺跡、君成田Ⅳ遺跡、駒板遺跡など

については古代～平安時代にかけての遺構、遺物を出土 している。徳楽寺では平安時代後期の薬師如来巫像

脇侍日光菩薩立像などが収められている。

軽米町の遺跡は大規模な集落跡であることが多 く、また長い間にかけて生活が営まれたと見 られる複合遺

跡がほとんどである。

本遺跡の主体となる後～晩期の遺跡の分布については、第Ⅷ章で若干述べることとする。

(参考引用文献〉

木戸口俊子 (1998年 )『大鳥Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第270集
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I層

Ⅱ層

Ш層

Ⅳ層

Ⅵ層

Ⅸ層

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅷ層

Ⅸ層

X層

�層

黒色シル ト 表土・盛土・耕作土、層厚20～ 100cm

黒褐色土ンル ト 十和田a火山灰・十和田b火山灰混入層、

層厚10～ 30cm

黒褐色土シル ト 縄文時代後～晩期の遺物包含層、層厚30～

250cm、 南部浮石粒 3～ 5%含有

黒褐色土ンル ト 中撤浮石粒混入層、層厚20～ 40cm、 南部浮

石粒 5～ 7%含有、Ⅲ層との漸移層～本層上位で円筒下層 d

式出土

黒褐色土シル ト 層厚は50～ 150cm、 南部浮石粒約15%含有、

遺物皆無

暗褐色～黒褐色土シル ト V層 とⅦ層の漸移層、層厚は10～

50cm、 南部浮石粒は20%以上含有、無遺物層

明黄褐色～黄橙色南部浮石粒層 (ゴ ロタ層) 層厚10～ 80clll

褐色～暗褐色土ローム (八戸火山灰層) 上位と下位に三分

される、局所的に浮石混入

大不動浮石流凝灰岩

高館火山灰～天狗平火山灰相当

岩盤 褐色の粘土質土に小角礫が混入、非常に堅密

V層
V層

X層

第 4図 基本層序
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第 6図 周辺の遺跡位置図
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第 1表 周辺の遺跡
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第 2表 周辺の遺跡
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第Ⅲ章 調査方法 と整理方法

野外調査

(1)調査運営の経過について

延べ 3カ 年の調査を行い、調査の大部分 (西部捨て場付近や調査区中央部分の遺構精査など)は中川が主

に担当し、平成 8年度 9月 中旬以降の調査 (主に東部捨て場付近の調査)に関しては星が主に担当した。

(2)調査区の設定と遺構の呼称

本遺跡の調査区域は、東西約110m、 南北約65m、 北西～南東方向に最大長をもつ。調査区の設定は、基

準点測量を委託 し、平面直角座標系第X系を利用 して調査区域を網羅できるように設定 した。設定 した基準

点 1・ 2の成果値は以下のとおりである。

基準点 l X=39,930,000 Y=56,000.000 H=292.065m

基準点 2 X=39,930.000 Y=55,964.000 H=294.422m

調査区は基準点を基点に、 4m毎に小区画し、南側～北側に向かってA～ Rの名称を付け、西側～東側に

向かって 1～28の名称を付けた。すなわちAl、 R27な どのグリッド名を付ける方法を取 り、南西を起点 と

して遺物の取 り上げを行った。遺構名は調査区名と遺構の種類を組み合わせてB21住居跡 1号、F17土坑 1

号などと呼称 した。遺構 。遺物ともに遺構が二つ以上のグリッドにかかる場合は、検出時のプランで北端が

含まれるグリッドで遺構名を命名 した。基準点やグリッドについては、第 7図を参照戴きたい。

(3)粗掘り。遺構精査

当初約 4× 2mの トレンチを17カ 所に入れ、遺跡の状況把握に努めた。第 5図はトレンチを入れた地点を

示す。その結果、調査区の東西に位置する斜面部からは遺物包含層 (捨て場)の存在が確認され、平坦部 は

遺構の密集が予見された。排土場の確保の関係から、調査区西側から精査を開始 した。

遺構の精査は、住居跡を4分法、土坑等その他の遺構は原則として 2分法を採用した。竪穴住居跡を例に

取 り上げその手〕隕を説明する。

まず、 4分 と土層観察用のベル トを設定 し、各分割区は】ヒ東を起点にQl～ Q4と 時計回りに呼び、遺物

の取 り上げの際の単位とした。各区ごとに埋土を掘り下げて床面を検出した。次に土層の写真撮影を行い、

断面図を作成 した後に除去 した。

床まで掘り下げた後の作業は、柱穴 。ピット等の精査を行い、写真撮影 。平面実測を終えた後に炉の精査

を行った。上記 した床面の定かでないものと貼床をもつものについては、柱穴の検出のため写真撮影・ 平面

実測終了後に、だめ押 し的に掘り下げ確認に努めた。

遺物包含層の精査については、調査開始初期に試掘 トレンチを入れ、遺物包含層の形成されている分布範

囲の把握に努めた。その結果、東西の斜面地は層厚 1～ 2mで、調査区中央部分は層厚が薄いかあるいは分

布がみられないことがわかった。

遺物包含層が厚 く堆積する斜面地の遺物の取り上げ方については、斜面の傾斜方向に直交する土層ベル ト

とそれに垂直になるベル トを設定 して、遺物取り上げの際に層位の目安とした上で、グリッド単位で取 り上

げた。また、遺物取 り上げ時には、 トータルステーションを使用 し、可能な限りの遺物点を計測 した。

―- 15 -―



遺物包含層の精査に関わる詳細は、第Ⅳ章12の捨て場の項で述べる。

2 室 内整 理

室内整理については、検出遺構及び出土遺物が多いことから、冬期間の 5カ 月間のみでは整理が終了でき

ず、平成 9・ 10年度 も引き続き通年24カ 月の室内整理を実施 した。

(1)整理経過

平成 6～ 9年度の室内整理は、野外調査時の主担当である中川が担当 し、遺構図の点検・合成・修正、遺

物水洗、土器の接合・復元、遺物の仕分 。選別、登録作業、不掲載遺物の収納、各種の表作成、遺構 トレー

ス、遺物の実測を行った。

平成10年度の室内整理は、星が担当し、各種の表作成、遺構 トレース、掲載遺物の選択、遺物の実測 。ト

レース及び図版作成作業、原稿執筆、報告書の編集、遺物収納を行った。

野外調査と同様に整理作業においても担当調査員の途中変更を行ったことにより、調査成果や報告書掲載

上の不備が存在する可能性はあるが、最終的に総括 した平成10年度整理担当者の星の責任のもとに原稿を執

筆 し、編集 した。

(2)遺構図面

遺構図面は、野外調査時は平面図、断面図ともに縮尺1/20を原則とし、必要に応 じて1/5、 1/10で作成を

行い、補足的にトータルステーションで遺構の輪郭 (上端線)を測量 した。特に遺構の密集が激 しかった調

査区中央部分は、野外時に実測 した平面図と断面図が合わない等の問題が多 くあった。本稿に掲載 している

遺構図の中で、特に重複の激 しい土坑類の大部分は、写真等を参照 して修正 した第 2原図を作成 した上で、

トレースを行ったものであることをお断りしておく。

(3)遺物

遺物は、洗浄 (遺物水洗)と 出土地点ごとの仕分けを現場で野外調査と並行 して進めたが、大部分の遺物

の洗浄は室内整理の段階で行った。注記・接合・復元を行った後に、登録 。選別の作業を行った。報告書に

掲載 した遺物は、中川が選別 し一次登録 した中から星が 2～ 3回 ほどのセレクトを重ねた上で抽出したもの

で、特殊性を強く感 じる遺物などを除き、原則としては各種類とも総点数の15～20パ ーセントを掲載 した。

(4)写真

野外調査中に撮影 した写真は、 フィルムの規格 ごとにモノクロはネガアルバムに、 リバーサルフィルムは

スライ ドアルバムに、ポラロイ ドはインスタントフォトアルバムに整理 した。

(5)報告書について

<遺構の記載> 遺構の事実記載は、住居跡と掘立柱建物跡は原則として調査区西側から順に行い、その他

の遺構はグリッド順に行った。ただし、検出数も多く重複も激しい土坑や柱穴状土坑については、遺構配置

図 (第 9～ 14図)に記した遺構番号順に表記載のみで割愛した。
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<遺物の掲載> 掲載遺物は、掲載順に 1か ら連番を付けている。遺物掲載番号は、図版 。写真とも同一の

番号である。時間の関係で写真のみを掲載する遺物もある。個々の遺物の観察内容は、できるだけ観察表中

に記載 し、本文では最小限度の記載を行う。なお、土製品や石器の観察表は、器種毎に掲載順に作成したが、

時間及び紙面の幅の関係で図版・写真番号とも記載 していない。

<遺構図版> 遺構図版は、1/60を基本とするが、遺構の性格に応 じて縮尺を変えている。但し、三角スケー

ルで計測できる定型縮尺とし、挿図の右下にスケールを付けている。また、土坑類は、重複が激 しい部分に

ついては集合図的なスタイルで掲載 した。

<遺物図版> 遺物図版は、土器を1/3を基本として大きさにより1/2・ 1/4・ 1/5、 土製品を1/2、 石器類を2

/3～ 1/3で掲載 し、挿図の右下にスケールを付けた。集成図については、不定型縮尺であることをお断 りし

ておく (土器は基本的に1/6や2/9な どが多い)。

<集成図> 第Ⅷ章に掲載 した集成図は、基本的に住居跡は 1/80、 土器は2/9、 土製品は1/2で作成 したが、

大形の住居跡及び土器は不定型縮尺で作成 したものが含まれる。

<遺構写真図版> 遺構写真図版は、全て任意である。遺構図版と同様に重複の激 しい土坑類は、集合写真

を採用 した。

<遺物写真図版> 遺物写真図版は、土器類1/3・ 石器類2/3 or1/2を 基本とし、大きさにより1/401/5な ど

定型縮尺で掲載に努めたが、台紙の関係で一部の遺物は2/9と いった縮尺になったものもある。遺物の掲載

スケールについては、図版の右下にS≒ 1/3(≒ は若干の誤差)と 言った具合に添付 している。

3 遺物の掲載について

はじめに

本稿作成にあたっては、遺物出土の主体を占める遺物包含層の分布する範囲を捨て場として扱い、一つの

空間 (遺構的)と して捉え、図版作成を進めた。図版作成途中に時間との関係で土製品や石器類を遺構外的

に扱うことに変更 した経緯がある。

上記に起因して、遺構外遺物の掲載方法は、本稿の遺物を見る (調べる)時分に不親切であり、混乱を招

く恐れがある。それと本稿に掲載できなかった遺物量 も相当数存在する。

よって、本報告書の内容を理解 しやすくするため本項を設定 し、遺物に関する掲載方法や基準・分類基準

を述べておく。

(1)遺物の掲載スタイル

述べ 3年間の調査で出土 した遺物の総量は、大コンテナ約600箱分に達する量であった。

出土遺物の時期は、縄文時代後期初頭～晩期前葉に比定されるものが大部分 (土器について言及すれば98

%以上が後～晩期のものである)である。

整理期間の問題から、これらの遺物全てを報告書に掲載することは不可能であり、選択を行った。報告書

に掲載する遺物をどのような基準のもとに選択 し、どのようなスタイルで掲載するかについては、かなり苦

慮 した経緯がある。特に、遺物包含層出土遺物を遺構内遺物として扱 うか遺構外遺物として扱 うかは難 しい

問題と考える。

本稿では遺物包含層出土遺物を、遺構外遺物として扱うこととするが、遺物包含層の分布する空間である

―- 17 -―



東西の斜面地を、それぞれ「東部捨て場」、「西部捨て場」と呼称 し、遺物包含層の分布が見られない調査区

中央部の表採・表土 (耕作土や盛土などを含めて一括する)出土の遺物とは分けて捉えることとした。

遺物の掲載は、「出土地域」と言 う項目を設定 し、下記のように大別 した上で、観察表にはコー ド化 した

ものを記入する。以下のようになる。

<N=遺構内出土遺物> 住居跡、土坑、柱穴状土坑、焼土遺構などの遺構から出土 した遺物には、出土地

域の項にNと 記入する。

<GE=東 部捨て場出土遺物・ GW=西部捨て場出土遺物> 東西の斜面地に堆積する遺物包含層部分を、

それぞれ東部捨て場と西部捨て場と呼称 し、東部捨て場の出土地域の項にはGE(Gは 遺構外の呼称で、E

はイースト)、 西部捨て場の出土地域の項にはGW(Gは 遺構外の呼称で、Wは ウエスト)と記入する。

<GC=調 査区中央部表土出土遺物> 基本的にⅢ層 (遺物包含層)の堆積が見 られない調査区中央部 (平

坦部や南側の丘陵部)の I層 (表採、表土、盛土、耕作土、攪乱層)出土遺物には、出土地域の項にGC

(Gは遺構外の呼称で、 Cはセンター)と記入する。ほとんどのものが粗掘 り時や遺構の検出作業中に出土

している。

(2)図版の掲載順について

土器類は、上記 したN、 GE、 GW、 GC毎に大別 した後に出土地点毎に掲載する。

土製品と石器類は、Nと GE・ GW・ GCに大別 した後、器種毎に掲載する。遺構外遺物について、土製

品を例に説明すると、以下のような順になる。

GE出土 ミニチュア土器→GW出土 ミニチュア土器→GC出土 ミニチュア土器→GE出土土偶→GW出土土

偶→GC出土土偶→GE出土動物形土製品…

(3)掲載遺物の抽出方法

掲載遺物の抽出にあたっては、上述 したとおり2～ 3回のセレクトを行ったことから、整理担当者の恣意

的な部分 も介在 し、大なり小なり客観性に欠ける内容となった可能性がある。各種遺物の抽出方法と内容を

下記に記述 しておく。

<土器> 基本的には、以下のような基準で掲載遺物を採用 した。

a 住居跡、土坑、柱穴状土坑などの遺構内出土土器については、遺構の構築や廃棄の時期推定に関わるた

め、小片においてもできるだけの掲載を行ったつもりである。遺構内出土土器は、大コンテナ30箱分以上の

出土量で、立体・小片含めて約2000点 を抽出し、第一次登録 した。その中から時期同定の困難な地文のみを

施文する粗製深鉢の小片などを除き (非優先として)、 約1400点を第二次登録 した後に、再度選択を行い809

点を第二次登録 し掲載土器とした。

b 遺構外出土土器は、約500箱分の出土量で、内訳は東部捨て場250箱分以上、西部捨て場250箱弱、調査

区中央部などの表採から約10箱分が出上 した。

全般的な傾向として東西の捨て場からは、完形品 。半完形品が多 く、土器の接合率も概ね良好であった。

遺構外出上の中で残存率50%以上の基準を満たす土器は、接合作業によるものを含めて約2306個体となった。

報告書掲載にあたっては、それらの立体土器に分析対象となりそうな約900点の破片を加えた約3201点 を一

次登録 した。一次登録 した約3201点 は、器種区分と時期区分などの観察まで行った。整理期間を加味して、

その中から1264点 を掲載予定土器として二次登録 し、観察表を作成 した。 しかし、時間の都合上、器種構成
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率を加味した上で、更にセレクトを行い979点を第二次登録 し、掲載土器とした。よって、残存率50パ ーセ

ントを越えるものや文様から時期の推定の可能なものであっても、不掲載あるいは写真掲載に留めざるを得

なかったものも多数存在する。ただし、突起資料及び孔が穿たれているなど特殊な土器については、小破片

であってもできるだけ掲載を行ったつもりである。

<土製品> 原則として、全て掲載する予定で整理作業を進めたが、 ミニチュア土器、円盤状土製品、三角

形土製品など出土点数の多いものは各器種とも15～ 20パ ーセントの掲載に留め、その他のものは80パ ーセン

ト以上の掲載数とした。遺物個々の出土点数や掲載点数については、第V章を参照して戴きたい。

<石器・石製品> 石器・石製品の掲載基準は、出土数の極端に少ないものを除き、各器種とも出土点数の

20%を原則としたが、15%程度 しか掲載できなかったものもある。詳細は第V章を参照 して戴きたい。

トータルステーションについて

先に トータルステーションの導入から活用について若千説明する。

当センターにおいては、平成 4年度の調査からトータルステーションを導入 し、主に旧石器出土遺跡の調

査において活用 してきた経緯がある。 トータルステーションを使用 して調査を行った遺跡としては、「大渡

Ⅱ遺跡」、「峠山牧場 I遺跡A・ B地区」、「耳取 I遺跡B地区」など主に東北横断自動車道秋田線建設に関連

した遺跡で、旧石器の出土地点の測点に効力を発揮 した (ユ ニット・ ブロック及び文化層の把握 )。 その他

の種別遺跡に関しても、調査区の輪郭線や遺構の実測に使用 したケースも若千ある。 しかし、遺物包含層を

抱えた縄文の集落遺跡に トータルステーションを本格的に活用 したのは本遺跡が始めてのケースであった。

本遺跡の調査は、 トータルステーションを使用 し、一部の遺構と遺物の測量を行ったが、そのデーターは

本稿には充分生かしきれず掲載 しきれなかったデーターが多い。

(1)測量内容

a 遺構について

基本的には従来通りの人力による実測図作成をおこなっている。 トータルステーションによる実測は、主

に重複の激 しい地点 (特 に調査区中央部)の把握と実測漏れ防止のため、遺構の上端線やセクションポイン

トなどの実測を行った。

b 遺物について

当初遺物の全点 ドットを予定 していたが、予想された以上の遺物が出上 したため、調査途中から使用方針

を変更 し、現場作業中に認識 した土製品・石製品、大部分の完形土器、出土石器の6割以上の各測点データー

を測点 した。測点数は合計で約6500点 である。

(2)報告書への掲載データー

a 遺構の計測データー

遺構の計測データーは、上述のとおり第二原図作成時の補足資料として用いた。

b 遺物の計測データー

遺物の計測データーは、一部の遺物点を下記のように図示 した。

平面分布データーは、第401～ 419図 に掲載 した遺物の出土分布図や土製品 (土偶など)や石器 (磨製石斧
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など)の接合関係図作成の資料に1用 いた。

垂直分布のデー|タ ーは、土器の層位的出土状況を示す資料として用いた。第120～124図は、捨て場内で観

察用に設定tた土層断面の細分層位に対比 (ただし、大部分の土器は土層断面内出土)させて作成した。土

器とその他の遺物の共伴性などについても、データーをまとめ図化を行う予定であったが、データー整理に

膨大な時間を費やし、作成は途中で申断した。第Ⅵ章で、整理できた分のデーターの内容を文章で記載する

ことで代用とする。
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第Ⅳ章 検出された遺構

検出された遺構は、住居跡・ 住居跡状30棟、掘立柱建物跡15棟、炉跡 4基、焼土遺構 6基、土坑452基、

柱穴状土坑436基、柱穴列 1条、集石 1基、立石 1基、溝状遺構 1基、旧沢跡 1条、古地震跡 1カ 所、捨て

場 2カ 所である。

遺構の時期同定は、困難なものも多いが、概ね縄文時代後期から晩期と推定 (判断)さ れる。

第 9図に全体の遺構配置図 (縮尺 1/500)を、第10～ 14図に部分アップの遺構配置図 (縮尺 1/200)を

掲載 している。なお、第10～ 14図 の遺構配置図には、土坑及び柱穴状土坑については遺構名ではなく遺構番

号で記 した。それらの遺構番号は、第 5～ 19表の遺構表と対照する。

個々の遺構の記載の前に、若干の説明をしておく。

遺構埋土の記載について、自然堆積層か人為堆積層かの判断は、八戸火山灰のブロックが入る明らかな土

層は判断が容易であるが、大半は南部浮石粒の顔付きで判断するようなものが多かった。南部浮石粒の顔付

きについて説明すると、汚れた様相のものや潰れたもの (粒径が若千小さい)と いった状態である南部浮石

粒で、これらは人為によるなんらかの作用を受けていると判断した。

出土遺物について、時間と紙面の都合もあり各遺構の出土遺物の項では、遺物個々の記載は割愛したので、

観察表と実測図を参照戴きたい。

遺構の時期について、土器の時期をとりあえず概ね以下のように捉え記述する。

十腰内 I式 =後期初頭～前葉、十腰内Ⅱ～Ⅲ式=後期中棄、十腰内Ⅳ式=後期後葉、十腰内V式=後朗木葉、

大洞Bl式 =晩期初頭、大洞B2～ BC式 =晩期前葉

卜篭1集

卜lm6700m  Bi

一Q熙
Ⅲ、 建漂 括色土 熱 色ELXく

焼成受ける
下位と境の部分は5YR3/6
暗赤褐色土
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第15図  Q12住居跡
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住居跡・ 住居跡状

住居跡を16棟、住居跡状を14棟検出した。尚、本遺跡においては、炉か柱穴の何れか一方でも検出した竪

穴を住居跡とし、それ以外の竪穴を住居跡状と定義 した。

住居跡 。住居跡状の時期は、後期と推定されるのが 5棟、後期末葉～晩期前葉と推定されるのが25棟であ

る。

Q12住居跡 (第 15図、写真図版 5)

<位置 。検出状況> 調査区北端部のQ12グ リッド付近においてⅡ層を除去 した段階で検出した。本遺構が

検出された付近の現況地形は、南東から北西にかけて傾斜する緩斜面地である。西部捨て場内に位置し、遺

構は遺物包含層中に構築されている。

<平面形・規模> 斜面下方側である西側プランは、土砂の自然流出により消失 したと思われ、竪穴の一部

分が残存するのみであるため、平面形、規模ともに詳細は不明である。確認された東側プランより平面形は

円形と推定される。

<埋土> 第15図の 1層 は耕作土、 2層は基本層序のⅡ層 (十和田b火山灰混入層)に相当し、 3～ 7層が

本住居跡の埋土と判断される。 4・ 5層は自然流入されてきた堆積層と思われる。

<壁・床> 黒土中であったこともあり、壁は把握できなかった。第15図の断面図A― A′ ではとりあえず

壁と思われる立ち上がりを図示 したが、確かなものではない。床面は地床炉の検出面を参考として判断した。

<柱穴> 未検出である。

<炉> 床面上で焼土化 した部分が地床炉と判断される。平面形は楕円形で、40× 25cm程 に広がる。

<出土遺物>(第 136図、写真図版177)縄文時代後期の土器が少量出土 している。

上器 (第 136図 1、 写真図版177)床面に近い層 (埋土下位)か ら出土 した 1の鉢は、十腰内Ⅲ～Ⅳ式に相

当する。

<時期> 十腰内Ⅲ式期の上器は、流入されたと判断される土中からの出土であり、本遺構が後期中葉とは

思われない。検出面は遺物包含層の上位であることから晩期初頭期と推定される。

Kll住居跡 (第 16・ 17図、写真図版 6～ 10)

<位置 。検出状況> 調査区中央部のK13・ L13グ リッドを中心とし、直径14～ 16mの範囲に広がると想定

される大形の住居跡である。

本遺構が検出された付近の現況地形は、南から北に向かって緩 く傾斜 した後に平坦化する。住居プランの

大部分が西部捨て場内に所在 し、遺構は遺物包含層中に構築されている。

本遺構は、石囲炉が特出して大きいことと、南側に弧状の石列を配するなどの状況から、調査当初は配石

的性格の遺構として捉え精査を進めた経緯があり、出入り日と推定される施設の検出から住居跡と認知 した。

よって、本来の遺構構築面はさらに上位であったと判断されよう。竪穴自体は把握できず、また床面は住

居の大部分が遺物包含層中に構築されていることもあって、把握が困難な状況であった。全般に不明な点が

多く、内容は推定的な記述が多いことをお断りしておく。

<建て替え> 小柱穴の配列具合から、少なくとも3時期 (2回の建て替え)が推定される。第16図には小

柱穴の配列から推定されるプランを明示 した。古い方からプラン1・ 2・ 3の順となる。
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<重複遺構> 本住居跡が 」12住居跡を哉る。Kll掘立柱建物跡 1号 とKll掘立柱建物跡 2号 との新旧関係

は、検出状況から推定 して本遺構が新 しいと判断された。現段階での筆者の見解は、野外時に単独の掘立柱

建物跡と捉えられたKH掘立柱建物跡 2号は本住居跡の主柱穴であろうと思っている。

<平面形・規模> ほぼ円形を呈すると推定される。規模は直径14～16m程であるう。

<埋土> 黒色～黒褐色土を主体とする。第16図の土層断面図A― A′ は、 1～ 17層 に区分 しているが、 12

層までが本住居跡の覆土と捉えられる。上位に堆積すると。2・ 3層 は、十和田 b火山灰を含む層で、基本

層序のⅡ層に相当する。中位～下位は遺物包含層の再堆積で構成される。また、床面自体も遺物包含層であ

る部分もあり、埋土下位と床面の区分が明確でない部分がほとんどであつた。

<壁・床> 壁は上述のとおり把握できなかった。よって、厳密には竪穴状に掘 り窪めていたものかわから

ない。

第16図の平面図に付随させた南側の高い段は、図上では南壁であるような位置関係にあり、誤解をまねく

恐れがあるので説明しておく。本住居跡精査時は、壁を探 して中央である】ヒ側から南側に向かって掘り進ん

だ経緯があり、いかにも壁 らしく掘って しまった可能性が高い。本住居跡が拡張され、その一部あるいは別

の住居跡である可能性も全 く否定はできないが、傾斜変換点と思われる自然地形的な立ち上がりである可能

性が有力と考えられる。記載上は、本住居跡とは無関係としておく。

床面は黒褐色土中であるため明瞭ではない。石囲炉の検出面 レベルと部分的に堆積する十和田b火山灰を

指標にして精査を行い、12層下位付近が床面と判断 した。床面と想定 した12層のダメ押 しを行った結果、下

位の13層から中撤火山灰 (基本土層のⅣ層相当)が検出され、人為的作用を受けていない層であることがわ

かった。よって、12層下位付近かもしくは13層 の上面が床面で相違ないと思われる。想定 したレベルが床面

であれば、平坦ではなく若千凹凸がある。

<柱穴> 検出された柱穴は、壁柱穴と思われる小形のものを含め131基である。大形の柱穴を主柱と捉え

ると、柱穴配列は4本ないし6本による方形に配置されると思われる。柱穴の規模は大小様々であるが、開

口部径60～ 110cm、 深さ20～ 150cmの範囲のものである。

柱穴の配列や間隔から、柱穴状土坑として登録 したK14柱穴状土坑、K12柱穴状土坑 1号、M12柱穴状土

坑、 L14柱穴状土坑は、本遺構のプラン3に伴う主柱穴の可能性が高いと思われる。 4本とも大形の柱穴で、

開口部径60cm以上、深さ150cm以上のもので、柱穴間の距離は5.3～6.4m程である。柱穴同士の重複関係が見

られることから、山側 (南側)は柱の建て替えを行っていると推定される。

なお、プラン3よ り外となるPPl・ PP2・ PP3・ PP5。 PP6・ PP25。 PP31 C PP32・ PP36・ PP131な どは、

竪穴の屋外に存在 した柱穴の可能性を示唆して採用 した。

<壁柱穴> プラン2に伴い、南側 (山側)の壁際に径20cm程 の壁柱穴が部分的に巡るようである。北側

(谷側)が、畑の耕作や自然流失によって消失 した可能性もあるため、住居を全周するかどうかは不明であ

る。また、小形の柱穴については、本来壁溝が存在 し、その壁溝内の柱穴であった可能性がある。

<石列> 壁柱穴の外側に、20～ 50cm程の角礫が連続 して巡る。状況から判断 して、この石列は一番新 しい

プラン3に伴うものと思われる。個々の石は、それぞれ約20cmの掘 り方を持つ。石が設置されている状況は、

第17図の断面図や写真図版 9を参照戴きたい。この石列が全周するかについては、谷側が畑の耕作や自然流

失などの作用によって消失 した可能性 もあり、調査では判明できなかった。

<炉> 角礫を環状気味に配列する石囲炉で、住居中央に位置する。規模は210× 170cm程 である。個々の炉

石は、掘 り方等は持たず、床面上に直接置かれ、縁辺を黒土のシル トで固めて構築されている。炉石は加熱
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を受けた部分が確認されるが、炉内及び周辺からは明瞭な焼土は検出されず、焼土粒を微量検出したにとど

まる。

<出入 リロ施設> PP62と したものが出入 り口施設 と推定される。住居の東側に位置する。長方形に近い

形で土坑状の掘り込みを呈する。土坑の規模は、長軸約 140cm、 短軸約80cm、 深さ約100cmで ある。第17図 の

断面図K― K′ は、南北に割った状況を示 し、 1層の部分に石かあるいは木柱が埋め込んであったと想定 さ

れるが、断面の様相から抜き取 られている可能′
l■ がある。おそらくは、 4箇所に石か木柱が設置されていた

と想定されるが、詳細は不明である。

<出土遺物>(第 136・ 137図、第168図、第173図、写真図版177・ 199・ 202・ 203)縄文時代後～晩期を主

体に、弥生時代の土器が 2点が出土 している。土器片は柱穴からの出土が多い。

土器 (第 136・ 137図 2～ 58、 写真図版177) 2が床面からで、 3～ 7が埋土中からの出土、 8～ 58が柱穴

からの出上である。柱穴からの出土土器は、後期前葉～弥生までと時期幅が広い。弥生土器は2点の出土で、

PPlか ら天王山式、PP3か ら砂沢式 ?が出土 している。PPllま 推定プランより外に位置するため、本住居跡

に伴う柱穴かどうか定かではない。PP8については、出土 している19は小さな土器片であるが、とりあえず

砂沢式と同定 した。

上製品 (第 168図810～ 814、 写真図版199) ミニチュア土器 1点 (814)と 円盤状土製品 4点 (810～ 813)

が出土 している。814の ミニチュア土器はPP93よ り出土 した。また812の 円盤状土製品は、出入 り日施設 と

思われるPP62と L15土坑 1号より出土 したものが接合 して完形となった。ただし、状況か ら推定 して、両

者は重複関係にあるため、特殊性を考えるより精査時の混乱と思われる。

石器 (第 173図907～ 921、 写真図版202・ 203)第 173図 に掲載 した石器が出土 している。908の磨製石斧 は

出入り口施設と思われるPP62か ら出土 した。

<時期> 十和田b火山灰の降下年代より古 く、遺物包含層の形成時期より新 しいことがわかった。出土遺

物や他の遺構との切り合い関係などから縄文時代晩期前葉と推定 した。PPlと PP8か ら弥生土器 と思われる

土器が出土 していることについて、上述 したとおりの理由で時期判断の材料としては考え難いことから、全

く否定はできないが本住居を弥生時代とは考えていない。

」12住居跡状 (第 16図、写真図版11)

<位置・検出状況> 調査区中央やや南側の」11グ リッド付近に位置する。本遺構が検出された付近の現況

地形は、KH大形住居跡などが立地する調査区中央部平坦地部分より面的に高い段 (山側)と の変換点に位

置する。

<重複遺構> Kll住居跡に哉 られる。

<平面形・ 規模> 不明である。

<埋土> 全般に南部浮石粒を含む黒褐色土を主体とする。自然堆積である。

<壁・床> 南壁は外傾気味に立ち上がる。床面はKll住居跡の構築時に削平を受けたと考えられる。

<柱穴> 開日部径12cm程 の小形の柱穴を 1基検出した。

<出土遺物>(第 137図、写真図版177) 縄文時代後期中葉～晩期初頭の遺物が出土 している。

土器 (第 137図59～ 64、 写真図版177) 全て埋土中からの出土である。

<時期> 他遺構との切り合い関係としては、 K ll住居跡 (晩期前葉)よ りは古い。ただし、状況からKH
住居跡とは大差ない時期と思われることから、縄文時代晩期と推定される。
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Gll住居跡状 (第 18図、写真図版12)

<位置・検出状況> 調査区中央やや南側のG llグ リッド付近に位置する。現況地形は、Kll大形住居跡な

どが立地する調査区中央部平坦地部分より面的に高い段に位置する。

本遺構やG12住居跡状などが立地する付近は、本来の旧地形は南から北に向かって緩 く傾斜する緩斜面地

であったと推定される。現況の標高295～296m(調査前)付近の等高線の間隔が不自然に広いことと、南部

浮石粒層が肖1ら れた様相であることから判断して、かなり大規模な造成工事を行い平坦面を作り出したと思

われる。この作 り出したと思われる平坦面上に本遺構など複数の住居跡が点在する。

<重複遺構> 本住居跡状が、 G ll土坑 1号、HH土坑 1・ 2号、H12土坑 1号、Hll柱穴状土坑を我る。

<平面形・規模> 平面形は円～楕円形状を呈する。規模は6× 5,3m、 深さは 1～ 1.2mで ある。山側であ

る南西は、自然的作用で崩落 したものと思われる。

<埋土> 全般に南部浮石粒を含む黒褐色土を主体とする。埋土上位の 2～ 3層 は、十和田b火山灰が見 ら

れることからⅡ層に相当する。 4～ 29層 は、遺物包含層 (Ⅲ層)に相当する土壌である。第18図土層断面 A

―A′ の堆積様相からは、自然堆積とも捉えられるが、調査記録に従えば 102・ 2aC3層 以外 は人為堆

積層である。出土遺物の有り方からは、付近に所在 した遺物包含層を使って埋め戻 し (整地化)を行 ったと

思われる。

<壁・床> 壁は外傾気味に立ち上がり、断面形は浅鉢状を呈する。床面はほば平坦である。

<柱穴> 開日部径12cm程 の小形の柱穴を竪穴中央部付近で検出した。

<炉> 検出されなかった。

<出土遺物> (第 137・ 138図、第168図、第174図、写真図版178・ 199・ 203)縄文時代後期末葉～晩期前

葉、及び弥生時代 (土器小片 1点)の遺物が出上 している。

土器 (第 137・ 138図65～ 83、 写真図版178)埋土上位を中心に比較的多 くの上器が出上 した。出土土器 は

大洞BC式の破片が多い。

上製品 (第 168図 815、 写真図版199) 後期末葉と思われる土偶が 1点出土 している。

石器 (第 174図922～ 98と 、写真図版203) 石鏃 1点、石錐 1点、削器 1点、楔形石器 2点、円盤状石器 1点

敲石 1点が出土 している。

<時期> 出土遺物などから判断 して縄文時代晩期前葉と推定される。

G12住居跡 (第 19図、写真図版13)

<位置 。検出状況> 調査区中央やや南側のG12グ リッド付近に位置する。現況地形は、KH大形住居跡な

どが立地する調査区中央部平坦地部分より面的に高い段に位置する。

本遺構やGH住居跡状などが立地する付近は、本来の旧地形は南から北に向かって緩 く傾斜する緩斜面地

であったと推定されるが、現況地形の標高295～ 296m付近の等高線の間隔が不自然に広いことと南部浮石層

が削 られた痕跡があることから判断して、かなり大規模な造成工事を行い平坦面を作り出し、居住域 とした

可能性が高い。

<重複遺構> 本住居跡が、G12土坑 1・ 2・ 3号に哉 られる。

<平面形・ 規模> 明確には不明であるが、残存する南壁から、円形で 3m程 と推定される。

<埋土> 本住居跡の埋土と認定できるのは、わずかに残存する南西側の一部分のみである。南部浮石粒が

混 じる黒褐色土による単層で、黒褐色土中に含有されている南部浮石粒の様相から、人為により動かされた
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斗

瓢
襲
鞘
酬

蒔
嗣

Kll 住居跡状 A― A′・B― B′

1 10YR2/1    黒色土
2 10YR17/1   黒色土
2a 5Y4/2～ 25Y4/3 灰オリープ

～オリープ褐色土
3 10YR17/1   黒色土
4 10YR3/1    黒褐色土
5 75YR2/1    黒色土
6 木根撹乱
7 10YR3/1    黒褐色土
8 10YR3/1    黒褐色土
9 10YR3/1    黒褐色土
10 10YR3/1    黒褐色土
■ 10YR3/1    黒褐色土
12 75YR3/1    黒褐色土
13 10YR3/3    暗褐色土
14 10YR2/3    黒褐色土
15 75YR3/1    黒褐色土
16 10YR3/1    黒褐色土
17 75YR3/1    黒褐色土
18 10YR3/1    黒褐色土
19 10YR3/1    黒褐色土
20 10YR3/1    黒褐色土
21 10YR2/1    黒褐色土
22 10YR2/3    黒褐色土
23 10YR2/2    黒褐色土
24 10YR3/3    暗褐色土
25 10YR3/3    暗褐色土
26 10YR3/2    黒褐色土
27 10YR2/3    黒褐色土
28 10YR2/3    黒褐缶+
29 10YR3/3    暗褐色土

※全層人為堆積

旧表土 基本土層 1層相当
十和田b。 南部浮石粒微量混入 基本土層Ⅱ層相当
粒子の細かい土・ 径 1～ 2 1tat程 の砂土プロック混入 2層の下位に

見 られる
2a層の一部・灰オリープ小プロック。南部浮石粒徴量混入
砂・ 南部浮石粒微量混入
黒褐色土 。砂 。南部浮石粒多量 (径 5 matの ものが多い)混入

砂 。南部浮石粒微量混入
砂主体 南部浮石粒混入
砂 。径 211mの 南部浮粒多量混入
砂・ 南部浮石粒少量混入
砂徴量混入
砂 。南部浮石粒多量混入
褐色土・砂混入
13層 に黒褐色土多量混入
砂少量・南部浮石粒多量混入
砂主体
18層類似
黒色土微量 。砂微量・南部浮石粒微量混入
砂少量・ 南部浮石粒多量混入
18層相当
砂少量・ 南部浮石粒混入
暗褐色土との混合土 南部浮石粒多量混入
19層 より南部浮石粒少量・ 下位に炭化物混入
南部浮石粒少量混入 上面が本来の床面 ?

粒子の細かい土層
22層より黒褐色土少量混入
南部浮石粒少量混入 基本土層■層中位相当 ?

暗褐色土に南部浮石粒多量・ 土器混入
25層に黒色微量混入

第18図 Gll住居跡状
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土と判断できる。よって、本住居跡は廃絶後に埋め戻され、その後に人為により削平されていることが推定

される。

<壁 。床> 残存する南側壁は、外傾気味に立ち上がる。壁高は30cm程である。床面は北東方向に向かって

穏やかに傾斜する。

<炉> 竪穴中央部やや南壁よりの床面上で、地床炉と思われる焼土を検出した。40× 25cm程の楕円形に広

がる。焼土の発達は悪い。

<出土遺物>(第 138図、写真図版178) 土器小片が出土 している。

土器 (第 138図84～ 87、 写真図版178) 大洞BC式と十腰内Ⅱ式に相当する土器が埋土中より出土している。

<時期> 埋土中から出土 した土器から、縄文時代晩期前葉と推定されるが、明確には不明である。

G13住居跡 (第 19図、写真図版14)

<位置 。検出状況> 調査区中央やや南側のG13～ 14グ リッド付近に位置する。現況地形は、Kll大形住居

跡などが立地する調査区中央部平坦地部分より面的に高い段に位置する。北～東側はG14住居跡を破壊 して

いる。

本遺構やGll住居跡状などが立地する付近は、本来の旧地形は南から北に向かって緩 く傾斜する緩斜面地

であったと推定されるが、現況地形の標高295～ 296m付近の等高線の間隔が不自然に広いことと南部浮石層

が削 られた痕跡があることから判断して、かなり大規模な造成工事を行い平坦面を作り出し、住居域とした

可能性が高い。

<重複遺構> 本住居跡がG14住居跡を哉 り、G14土坑 4号・ G14柱穴状土坑 1号に我 られている。

<平面形・ 規模> 平面形、規模ともに不明である。残存する南壁から円形で 4m程 と推定される。

<埋土> 本住居跡の埋土と認定できるのは南西側の一部のみで、南部浮石粒が混 じる黒褐色土による単層

である。黒褐色土中に含有されている南部浮石粒の様相から、人為により動かされた土と判断できる。よっ

て、本住居跡は廃絶後に埋め戻され、その後に人為により削平されていることが推定される。

<壁 。床> 残存する南壁は、外傾気味に立ち上がる。床面はほぼ平坦である。

<柱穴> 南壁際で 1基検出した。

<炉> 未検出。

<出土遺物>(第 138図、写真図版178) 後～晩期の土器片が出土 している。

上器 (第 138図88～ 91、 写真図版178) 十腰内Ⅳ式及び大洞B式に相当する土器片が、埋土中から出土 して

いる。

<時期> 縄文時代晩期初頭と推定される。

G14住居跡 (第 19図、写真図版14)

<位置 。検出状況> 調査区中央やや南側のG14グ リッド付近に位置する。現況地形は、Kll大形住居跡な

どが立地する調査区中央部平坦地部分より面的に高い段に位置する。北～東側はG13住居跡構築時に破壊を

受け消失 している。

本遺構やG ll住居跡状などが立地する付近は、本来の旧地形は南から北に向かって緩 く傾斜する緩斜面地

であったと推定されるが、現況地形の標高295～ 296m付近の等高線の間隔が不自然に広いことと南部浮石層

が削 られた痕跡があることから判断 して、かなり大規模な造成工事を行い平坦面を作り出し、住居域とした
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可能性が高い。

<重複遺構> 本住居跡がF14土坑 4号を我 り、G13住居跡・ G13土坑 2号に哉 られている。

<平面形・規模> 平面形、規模ともに不明である。残存する南西壁より、円形で 3m程 と推定される。

<埋土> 本住居跡の埋土と認定できるのは南西側のわずかな部分のみである。南部浮石粒が混 じる黒褐色

土による単層である。黒褐色土中に含有されている南部浮石粒の様相から、人為により動かされた土と判断

できる。よって、本住居跡は廃絶後に埋め戻され、その後に入為により削平されていることが推定される。

<壁・床> 残存する南西壁は、外傾気味に立ち上がる。

<炉> 床面で地床炉と思われる焼土を検出した。残存する南壁から竪穴の輪郭を推定すると、ほぼ中央部

に位置する可能性が高い。焼土の発達は悪い。

<出土遺物>(第 138図、写真図版178) 土器片数点が出上 している。

土器 (第 138図 92、 写真図版178) 十腰内Ⅳ式に相当するこの胴部片が出土 している。

<時期> 出土遺物から縄文時代後期後葉以降でG13住居跡 (晩期初頭と推定される)よ り古い時期と思わ

れる。

G15住居跡 (第20・ 21図、写真図版15。 16)

<位置・検出状況> 調査区中央部のG15グ リッド付近に位置する。現況地形は南から北に向かう斜面部と

平坦地との傾斜変換点付近に相当する。検出面はⅦ (南部浮石粒層)～Ⅷ層 (八戸火山灰層)であるが、本

来は更に上位であろう。

野外調査時は、建て替えの回数や新旧関係の把握はできなかったが、壁溝が 2条検出され、また壁溝の底

面かあるいは壁柱穴と思われる小柱穴の配列が 5条想定されることから、少なくとも6回以上の建て替えが

行なわれていることが推定される。

記載上、内側の壁溝に伴うプランを 1、 外側の壁溝に伴うプランを 7と し、その他の柱穴配列をインコー

スからプラン2～ 6と し、第20図 の平面図にスクリーントーンで図示 した。

内側の壁溝に伴う住居 (プ ラン1)の壁の残存がないことと、壁溝内自体がプラン2に伴うと推定される

柱穴に哉 られていることなどから判断 して南側に向かうにつれ新 しいと推定される。推定が正 しければ、プ

ラン1か ら拡張あるいは南側に徐々に住居空間が変遷 して行き、最終的にプラン7と なったと推定され、精

査担当者の所見もそれに一致する。

<重複遺構> 本住居跡がF13土坑 3号を哉り、 F15柱穴状土坑 9号・ G14柱穴状土坑 8号に我られている。

G15住居跡-1(プ ラン1)

<平面形・規模> 明確には不明である。南側～西側に巡る壁満と柱穴の分布から平面形は円形あるいは楕

円形、規模は6m前後と推定される。

<埋土> 表土層による単層である。

<壁・床> 壁の残存はない。床面はほぼ平坦で、大部分が八戸火山灰層を床とし、局所的に南部浮石層が

見られる。

<柱穴> プラン1～ 7ま で合わせて132基の柱穴を検出した。内側の壁溝より内側か らは98個 の柱穴を検

出した。径20cm前後の小形のものが多い。

<炉> 住居中央付近から地床炉を検出している。直径40cm程 の円形に広がり、床面上で火を炊いたと思わ
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G12住居跡

G14住居跡 1l G13住 居跡
II

卜 L293400m  引

弾 違跡A
1 75YR4/4 褐色土  暗褐色土。細かい

野

G12土坑
1号

提

暉

た

南部浮石粒微量・

炭化物粒混入
2 10YR3/4 暗褐色土 南部浮石粒少量

混入

_50cm

G12 住居跡 A― A′

】II¥鵡尤 重糧琶圭 得批売喜筆鷺名冦屏豊盈入 央篭建積

o                        2m

C13。 14 住居跡 A― A′ ・B― g
l 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒・ 炭化物粒微量混入
2 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒30%程混入

二鍔¥ミ鶉雲糧色圭霜穀言壽鞣霊暑糧合(婉 暗褐色土微量混入
5 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒・ 炭化物微量混入

第19図 G12・ 13・ 14住居跡

れる現地性の焼土で、掘 り込みなどは伴っていない。焼土の発達はやや良好である。

<壁溝> レベル的に若干高い南側～西側に巡る部分のみ検出した。壁溝の開日部径は、20cm程の場所や50

cmを越える場所まであり、深さについても浅い部分と深い部分があり、一定ではない。壁溝内には小形の柱

穴が伴い、特に開日部の広い部分に密に見 られる。壁溝自体が住居を全周 していたかどうかは不明であるが、

壁溝が東側に続 くとすれば、PP79やPP82な どが壁溝底面に伴う柱穴である可能性がある。

<出入 り口施設> 住居の北端にあたると推定される付近から、出入り日と思われる不整形の浅い土坑を検

出した。PPlと PP2は この土坑に伴う柱穴と考えられる。内側 。外側どちらのプランに伴 うのかは不明であ

る。

<出土遺物> 壁溝内から後期中葉の土器が出土 している。

G15住居跡-2(プ ラン2)

<平面形 。規模> 明確には不明である。壁溝と柱穴の分布から平面形は円形あるいは楕円形、規模は8m

前後と推定される。

<床> 床面はほぼ平坦で、大部分が八戸火山灰層を床とし、局所的に南部浮石層が見 られる。

<柱穴> 開日部径が15～ 20clll前後の柱穴で構成される。本来は壁溝であった可能性がある。

G15住居跡-3(プ ラン3)

<平面形・規模> 明確には不明である。南側～西側に巡る壁溝と柱穴の分布から平面形は円形あるいは楕

円形、規模は6m前後と推定される。

G12土坑 3号

―- 39 -―



〒
　
Ｔ
酌Ｆ
ぃｏｏ
ョ

出入口

仄

碑
プ ラ ン 1

1覇 士ェ. プラン 2
4と、基,_ ё

碑

謂

単
騨蹴

ⅢJ/

F13土坑 3号

靴
理
鋭

プ

1轟と

ラン 5

y

μ い203500m

G:住

涙旨サす
ξをとここ

稚 r色
土プロック混入

3躍壽傷浄養∴晨覇&鴨色～黄橙色土
4孔機昆

Ⅸ醐当堀普進邑多
?

5希金お弓
Ⅸ層下位相鞣翌

過ぎ

6∴銅読鬼
南都浮石粒律曇焉儀褐色土

7難とこ撮名きこ塩羅 混入

G15住居跡 (1)

- 40 -―

・箭
―朝輔:鰈評

卜 L298500m

m

第20図



暫

卜

(吾 勧

引

卜 J
了

L292200m

卜  引

了
『∵

卜 r292劇Om   引

―
G15住居跡炉 C― C′

1 5YR4/3 にぶい赤褐色土

_50卿

r203000m

卜  呵

卜 引

す

Ⅷ〕寸

『四Ｖ 柳］す
帥］肖

0                       2n
t

第21図 G15住居跡 (2)

<床> 床面はほぼ平坦で、大部分が八戸火山灰層を床とし、局所的に南部浮石層が見られる。

<柱穴> 径20cm前後の小形のものが多い。本来壁溝であった可能性がある。

G15住居跡-4(プ ラン4)

<平面形・規模> 明確には不明である。南側～西側に巡る壁溝と柱穴の分布から平面形は円形あるいは楕

円形、規模は6m前後と推定される。

<床> 床面はほば平坦で、大部分が八戸火山灰層を床とし、局所的に南部浮石層が見 られる。

<柱穴> 径20cm前後の小形のものが多い。本来壁溝であった可能性がある。

G15住居跡-5(プ ラン5)

<平面形・規模> 平面形、規模とも一切不明である。南側～西側に巡る壁溝と柱穴の分布から平面形は円

形あるいは楕円形、規模は6m前後と推定される。

<床> 床面はほぼ平坦で、大部分が八戸火山灰層を床とし、局所的に南部浮石層が見られる。

<柱穴> 径20cm前後の小形のものが多い。本来壁溝であった可能性がある。

G15住居跡-6(プ ラン6)

<平面形・規模> 平面形、規模とも一切不明である。南側～西側に巡る壁溝と柱穴の分布から平面形は円

現地性   卜292 500m    L 202 400m‐T ∵

『ず 『］
Ｖ

『騨し
G15住居跡内柱穴  D― D′・ E― E′・ F― F′ ・ G― G′・ H― H′ 。1-r

10YR3/4   暗掲色土     南部浮石粒 5～ 7%混入
上位は25Y7/4 浅黄色土     下位は10YR4/6褐 色土 南部浮石粒 1～ 2%混入
10YR2/3   黒褐色土     南部浮石粒30%・ 炭化材微量混入
10YR3/4   嗜褐色土     浅黄色土プロック・南部浮石粒 3～ 6%混入
10YR4/4   褐色土と10YR7/6 明黄褐色土との混合土 南部浮石粒 2～ 3%混入
10YR3/2   黒褐色土     黒褐色土と黄褐色土 (明黄褐色土)と の混合土 南部浮石粒微量混入

卜 引
L292 400m     L 202 3110m
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け

G15住居跡内柱 J― 」
′
・K― K′ ・L― L′ ・ M一 M′ ,N― N′

1 10YR3/3 暗褐色土    黄褐色土微量・黒掲色土微量混入
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土 褐色土・ 暗褐色土混入

響 :尊 懃 :ζ
gtt gsg言

ぞ尋::塚唇興

浮石苅硝 拗 入

G15住 居跡内柱穴 S― S′・ T― T′・U― U′ ,V― V′

1 10YR3/3 暗褐色土 黒褐色土との混合土・ 南部浮石粒・ 炭化物微量混入
2 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒微量・ 炭化物粒微量混入
3 10YR3/3 暗褐色土 黄褐色土 (小 ブロック多い)と の混合土

枷凹帯）
G15住居跡内柱穴 O― O′ 。P一 P′ ・Q― Q′・R― R′

1 10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土 。南部浮石粒多量混入
2 10YR2/3 黒褐色土 褐色土ブロック・南部浮石粒徴量混入
3 10YR3/3 暗褐色土 黄褐色土 (小 プロック多量)と の混合土
4 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒微量混入
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形あるいは楕円形、規模は6m前後と推定される。

<床> 床面はほぼ平坦で、大部分が八戸火山灰層を床とし、局所的に南部浮石層が見 られる。

<柱穴> 径20cm前後の小形のものが多い。柱穴の中には平面形が楕円形のものがあり、柱の据え方痕ある

いは柱の抜き取り痕跡の可能性がある。

G15住居跡-7(プ ラン7)

<平面形・規模> 平面形、規模とも一切不明である。南側～西側に巡る壁溝と柱穴の分布から平面形は円

形あるいは楕円形、規模は9m前後と推定され、大形の住居と思われる。

<埋土> 基本層序の I層による単層である。

<壁・床> 斜面上方側にあたる南側のみ壁が残存する。壁形は直立気味の部分と外傾気味の部分がある。

壁高は検出面から約30cmで ある。床面はほぼ平坦で、大部分が八戸火山灰層を床面とし、局所的に南部浮石

層が見られる。 G15住居跡-1の床面より15cm程高位になる。

<柱穴> 柱穴の中には平面形が楕円形のものがあり、明瞭ではないが柱の据え方あるいは柱の抜き取り痕

跡の可能性がある。

<壁溝> 山側に相当する南側部分からのみ検出された。開口部径20～30cm、 底部径10cn前後、深さは床面

から10～ 20cmほ どである。

<出土遺物>(第 138。 139図、第168図、第174。 175図、写真図版178・ 179。 1999203・ 204) 主に埋土上

位から後～晩期の遺物が出土 している。

土器 (第 138・ 139図93～ 108、 写真図版178・ 179) 十腰内 I式～大洞BC式までの土器が出土 している。内

側の壁溝 2号 (プ ラン1)よ り十腰内Ⅲ式が、外側の壁溝 1号 (プ ラン7)よ り十腰内V式が出土している。

土製品 (第 168図816～ 817、 写真図版199) 円盤状土製品が 2点出土 している。

石器 (第 174・ 175図932～ 934、 写真図版204) 石鏃 1点、石皿 1点、石錘 1点が埋土中より出土 している。

<時期> 縄文時代後期末棄～晩期初頭と推定されるが、厳密には不明である。

F10住居跡状 (第22図、写真図版17)

<位置・ 検出状況> 調査区中央やや南側のF10グ リッド付近に位置する。Gll住居跡などが立地する人工

的に作 り出したと思われる面 (縄文人により造成された居住空間)よ り、一段高い平坦気味の面イこ立地する。

4本の柱穴の検出に留まるが、本遺跡で検出されている掘立柱建物跡と比較 して柱穴間隔が狭いことと、精

査担当者の所見として調査時に竪穴を検出できなかった可能性が高いと判断されることから、掘立柱建物跡

ではなく小形の竪穴住居と推定 し、住居跡状として登録 した。

<平面形・規模> 不明である。

<柱穴> 柱穴 4個 は規模約60cmで、深さは20～48cmで ある。

<出土遺物>(第 139図、第175図、写真図版179・ 203) 柱穴より土器数点と削器 1点が出土 している。

土器 (第 139図109～ Hl、 写真図版179) PPlか ら十腰内Ⅱ式の土器片、PP4か ら大洞BC式の土器片が出

土 している。        ,
石器 (第 175図 985、 写真図版203) PP4か ら削器 1点が出土 している。

<時期> 明確には不明であるが、縄文時代晩期と推定される。
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F12住居跡 (第22図、写真図版18)

<位置・検出状況> 調査区中央やや南側のF12グ リッド付近に位置する。検出面は、Ⅱ層を除去 した段階

である。GH住居跡などが立地する人工的に作り出したと思われる面 (縄文人により作り出された居住空間)

より、一段高い平坦面に立地する。

<重複遺構> F12土坑 1号と重複関係にある。本遺構と土坑の新旧関係について、野外調査時においては

土坑を先に検出し精査に着手 したため、図面上は本住居跡より土坑が新 しく図示をしているが、現況地形と

しては傾斜変換点付近に相当するため検出状況からの新旧関係は明確ではない。尚、本遺構及び土坑何れも

晩期の土器を出上 している。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は2.4m程である。

<埋土> 黒褐色土を主体とし、局所的に八戸火山灰ブロックが混在する。人為堆積と判断される。

<壁・床> 壁は外傾気味に立ち上がり、壁高は検出面から約50cmで ある。床面はほぼ平坦で、八戸火山灰

層中であるが、一部分のみ南部浮石粒層である。

<柱穴> 検出されなかった。

<炉> 住居ほば中央部付近から地床炉を検出した。焼土は南部浮石粒層部分に、24cm程の円形気味に広が

る。焼土の発達は悪い。

<出土遺物>(第 139・ 140図、第168図、第175図、写真図版179・ 199・ 204)土器、土製品、石製品が出

土 した。

上器 (第 139・ 140図 112～ 119、 写真図版179)床面からの出土土器は、小片であり明確ではないが、後～

晩期と思われるものである (不掲載)。 埋土中～下位では後期末葉の出土が多く、一括性が強いと判断され

る。115や 1191よ南東北的な特徴を持つ土器である。

土製品 (第 168図 818、 写真図版199) 円盤状土製品が 1点出土 した。

石製品 (第 175図 986、 写真図版204) 円盤状石製品が 1点出土 している。

<時期> 晩期初頭あるいはそれ以前の住居跡と推定される。本住居跡は埋め戻 しを行っているが、床面か

ら出土 している土器と埋土中から出土 している土器は、両者何れも後期末葉～晩期初頭の土器で時期差はほ

とんどない。住居として廃絶された時期と埋め戻 しを行った時期に大差なく、床面出土土器についても住居

廃絶後に廃棄された土器である可能性が考えられる。

また、異系統的な土器がまとまって出土 している点も興味深い事象である。

F13住居跡 (第22図、写真図版19)

<位置 。検出状況> 調査区中央やや南側のF13グ リッド付近に位置する。検出面はⅧ層上面である。GH

住居跡などが立地する人工的に作り出したと思われる面 (縄文人により作り出された居住空間)よ り、一段

高い平坦面に立地する。

本遺構の周辺は土坑が密集するエリアで、精査当初は土坑と想定 していたが地床炉の検出から住居跡と認

知 した。周辺で検出された土坑は、本住居跡の構築に伴い破壊を受けているものが多い。

<重複遺構> 本住居跡が、E13土坑 4・ 7・ 8号・ F13土坑 1・ 2号を我り、 F13土坑 6・ 7号に我 られ

ている。

<平面形・規模> 平面形は楕円～円形で、規模は301× 260cmで ある。

<埋土> 黒褐色土シルトを主体とする。黒褐色土中には、南部浮石粒15%前後、炭化物、八戸火山灰少量
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A― A′・B― B′

黒褐色土
黒褐色土
黒色土
明黄褐色土
黒褐色土
暗褐色土
黒褐色土

F10柱穴状土坑

4号

南部浮石粒との混合土 炭化物粒混入

暗褐色土 。南部浮石粒少量混入

南部浮石粒小量混入 腐植土
南部浮石層 黒褐色土微量混入
1層担当
南部浮石粒少量混入
褐色土・ 南部浮石粒混入 柱痕跡 ?

卜r294600m   ■
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F13住居跡 A一 A′

1 10YR3/3～ 3/4
2 10YR2/2～ 2/3
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m

第22図  F10住居跡状、 F12・ 13住居跡

F12住居跡

引

F12土坑 1号

F12住居跡 A― A′ ・B― B′

1 10YR2/2 黒掲色土  南部浮石粒多量・八戸火山灰・炭化物粒 。角礫混入
2 10YR2/3 黒褐色±  1層 よりしまり強 木根撹乱
3 10YR2/3 黒褐色±  1層 より若干 しまり強
4 10YR2/3 黒褐色±  1層 より若干 しまり強で南部浮石粒多量混入
5 10YR6/6 明黄褐色土 南部浮石粒・ 八戸火山灰混入
6 10YR3/1 黒褐色土  南部浮石粒多量・炭化物粒少量混入

※ 2層以外人為堆積 F12土杭 1号に切られている

F13住居跡炉 B― B′

1 5YR4/4 にぶい赤褐色土 南都浮石粒が焼成を
受けて変色 したもの
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が含まれる。野外調査時は、土の堆積が自然か人為か判断できなかった。第22図 の土層断面A― A′ は自然

堆積的様相であるが、埋土中に八戸火山灰が含まれることを考慮すると人為堆積の可能性が高い。

<壁・ 床> 斜面下方にあたる北壁側は、竪穴の上位～中位が自然流出したと思われ、明瞭ではなかった。

斜面上方側にあたる南壁は残存状況が良好で、直立気味に立ち上がり、壁高は検出面から約90cmで ある。南

壁を考慮すると、本遺跡の中ではかなり深い竪穴である。床面はほば平坦である。

<柱穴> 14個何れも小形で、壁際から検出されている。

<炉> 中央よりやや東側で地床炉と思われる70× 40cm程に広がる焼土を検出した。現地性で、掘 り込みは

伴わない。焼土の発達は悪い。

<出土遺物>(第 140図、第168図、第175図、写真図版179・ 199・ 204) 晩期の遺物が多く出土 している。

土器 (第 140図 120～ 127、 写真図版179) 十腰内V式～大洞BC式までの土器片が出土 している。

土製品 (第 168図 819、 820、 写真図版199) 土偶 1点 (819)と 円盤状土製品 1点 (820)が 出土 している。

石器 (第 175図987・ 938、 写真図版204) 砥石 1点、敲石 1点が出土 している。

<時期> 出土遺物から縄文時代晩期前葉と思われる。

F18住居跡 1号 (第23図、写真図版20)

<位置・検出状況> 調査区ほぼ中央のF18グ リッド付近に位置する。現況地形は南側が幾分高位であるが、

北東方向に向かうにつれ平坦化する。

<重複遺構> 本遺構の南側床面で検出されたF18土坑 2号との新旧関係は、明確には不明である。土坑は、

本住居跡床面の精査中に検出したが、土層断面を検討 した結果、土坑が新 しい可能性が高い。 また、北東狽1

の出入り口施設と思われる付近は、大形の柱穴状土坑や土坑と重複関係にあるが、本遺構が古い。

<平面形・規模> 平面形は東側に張りだしを持つ柄鏡状を呈する。規模は605× 477cmで ある。

<埋土> 第23図土層断面A― A′ の 2～ 7層が本住居跡の埋土と判断される。八戸火山灰 ブロックの混入

具合から判断 して人為堆積である。 9～ 12層 はF18土坑 2号の埋土で、 1層 は表土層である。

<壁・床> 壁は直立気味の部分と外傾気味の部分がある。壁高は検出面から20～40cmで ある。床面はほぼ

平坦で、八戸火山灰層を床面とする。床面には、人工的か自然的な要因かは不明であるが八戸火山灰が変色

して白色を帯びる部分が見られる。

<柱穴> 本住居跡に伴うと思われる柱穴は29個である。土器埋設炉周辺に主柱穴と思われる25cm前後の柱

穴が点在するが、柱穴配列を考慮すると不規則と言える。山側にあたる南壁～西壁際にのみ10～ 15cm程 の小

柱穴が配列される。出入 り日と思われる張り出し部分から東壁にかけては、小柱穴が見られない。竪穴外で

検出したPP25～PP27は、屋外柱穴の可能性が示唆されるため、本住居跡の柱穴として図示 した。

<炉> 竪穴中央で土器埋設炉を検出した。炉の構築方法としては、開口部径70cm、 底部径20cmほ どの穴 を

掘った後に正立で設置 し、その周辺に土や土器片で固めて作 り、床面と同じ高さで平たく敷いた様相である。

敷いたと思われる土器が散在するのは、埋設土器の西側付近のみである。土器片や土器を敷いた痕跡は、埋

設土器の西側付近以外の場所からは検出されなかったが、本来は全面 (全周)に敷いていた可能性 も考え ら

れる。焼土はみられない。

<出入り口> 住居北東側に、幅約120cm、 奥行き約100cmの張 り出し部分があり、出入り口施設と推定され

る。長楕円形の土坑状に掘り込まれ、住居に向かって若千傾斜する。楕円形の石あるいは木材が設置されて

いた可能性が考えられる。PP30についても出入り口に関係 した柱穴と思われる。
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<出土遺物> (第 140～ 142図、第175図、写真図版179・ 180・ 204) 晩期初頭～前葉の土器が出土してい

る。

土器 (第 140～ 142図128～ 138、 写真図版179。 180) 135が炉内から、128・ 1290134・ 137が 床面か ら、他

は埋土中からの出上である。炉内及び床面から出土 している土器は、何れも晩期の粗製土器である。

石器 (第 175図989～ 941、 写真図版204) 削器 1点、円形掻器 1点、磨石 1点が出土 している。 941の 磨石

の欠損品は、PP17か ら出土 している。

<時期> 床面出土土器から縄文時代晩期初頭～前葉と思われる。

<その他> 出入り口施設と思われる張り出しを持つことで、関東地方中期に見られる柄鏡形住居跡に類似

する形状を呈する。筆者は本住居跡を直接は見ていないが、精査を担当した調査員の所見を記述すると、

「当初住居跡と重複する土坑類の存在も念頭に置きながら、特にも念入りに観察し、精査を行った経過があ

る」との調査記録から形状に間違いはないと判断される。東北地方の当該期住居跡に、類例があるのかどう

か本稿執筆中には探せなかった。今後の調査例の増加に期待したい。

F18住居跡 2号 (第23図、写真図版21)

<位置 。検出状況> 調査区ほぼ中央平坦部のF18グ リッド付近に位置する。竪穴の大部分がF18住居跡 1

号構築に伴い破壊を受けている。

<重複遺構> 本住居跡が、F18土坑 1号を哉り、F18住居跡 1号・ F18土坑 3号に我られている。

<平面形・規模> 平面形、規模ともに不明である。残存する南壁から推定して円形である可能性が高い。

<埋土> 南部浮石粒を含有する暗褐色土を主体とする。

<壁・床> 壁は直立～僅かに外傾し、壁高は検出面から5～ 10cmで ある。床面は平坦である。

<柱穴> 4個を検出した。何れも壁際に巡る小柱穴である。

<出土遺物>(第 142図、第175図、写真図版1800204) 縄文時代晩期の土器が出土している。

土器 (第 142図 139～ 142、 写真図版180) 大洞B～ BC式の土器片と晩期の粗製土器片が出土している。何

れも埋土中からの出土である。

石器 (第 175図 942、 写真図版204) 削器 1点が出土している。

<時期> 出土遺物から縄文時代晩期初頭～前葉と思われる。

F19住居跡状 (第23図、写真図版22)

<位置 。検出状況> 調査区ほぼ中央平坦部のF19・ G19・ G20グ リッド付近に広がる。

<重複遺構> なし。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は234× 232cmで ある。

<埋土> 黒褐色土シルトを主体に、暗褐色土がブロック状に混じり、南部浮石粒が5%程混入する。自然

堆積と判断される。

<壁・床> 壁は外傾気味に立ち上がり、壁高は検出面から15cmで ある。床面は平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 縄文時代晩期と推定される。
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E15住居跡状 1号 (第24図、写真図版23)

<位置・検出状況> 調査区南側のE15グ リッド付近に位置する。 E15住居跡状 2号の床面のだめ押 し作業

中に検出した。現況地形は、Kll大形住居跡などが立地する調査区中央部平坦地部分よリー段高い面である。

<重複遺構> 本住居跡がE15住居跡状 2号・ E15柱穴状土坑10019・ 22号・ F15土坑 1号に哉 られている。

<平面形・規模> 平面形は明瞭ではなく、野外調査では張り出しを持つ不整形とした。本来は円形であっ

た可能性が高い。

<埋土> 褐色土シル トを主体とする。自然堆積と判断される。

<壁・床> 壁は外傾 して立ち上がり、壁高は検出面から約25cmで ある。床面は平坦である。

<出土遺物>(第 168図、第176図、写真図版199・ 204)

上製品 (第 168図821・ 822、 写真図版199) 耳飾 り1点、円盤状土製品 1点が出上 した。

石製品 (第 176図948・ 949、 写真図版204) 軽石製品 2点が出土 している。何れも孔が穿けられている。

<時期> 出土土器はないが、検出状況や位置から推定すると縄文時代晩期と思われる。

E15住居跡状 2号 (第24図、写真図版24)

<位置・検出状況> 調査区南側のE15・ E16・ F15・ F16グ リッド付近に位置する。検出面は I層を除去

した段階である。現況地形は、KH大形住居跡などが立地する調査区中央部平坦地部分より面的に高い段に

位置する。

本遺構の精査当初は住居とは判断できず、遺物包含層分布域に所在する土坑群の集合体として捉えていた。

精査の過程で斜面地がテラス状の平坦な面となったことから、炉や柱穴は検出されなかったが住居跡状とし

て認知 した。

本遺構やGll住居跡状などが立地する付近は、本来の旧地形は南から北に向かって緩 く傾斜する緩斜面地

であったと推定されるが、現況地形の標高295～ 296m付近の等高線の間隔が不自然に広いことと南部浮石層

が削 られた痕跡があることから判断して、かなり大規模な造成工事を行い平坦面を作り出し、住居域とした

可能性が高い。

<重複遺構> D15柱穴状土坑・ D16柱穴土坑 1・ 7号・ E15土坑 4号・ E15柱穴状土坑24号・ E16柱穴状

土坑 3・ 11号に哉 られている。

<平面形・規模> 平面形は長楕円～楕円形と推定されるが明確ではない。規模についても推定の域は越え

ないが、長軸 8m以上、短軸 3m以上と思われる。

<埋土> 埋土上位に褐色土、中～下位ににぶい黄褐色土の堆積が見 られる。八戸火山灰の混入の有り方か

ら見て、人為堆積と思われる。

<壁・床> 検出された東壁は、直立気味に立ち上がり、壁高は検出面から35～50cmで ある。床面はほぼ平

坦である。

<出土遺物>(第 142図、写真図版180) 晩期初頭～前葉の土器が出上 している。

上器 (第 142図 143～ 155、 写真図版180) 大洞BC式を主体に大洞B式の土器が出土 している。 1491ま 床面

付近から出土 した小形の壺形土器で、大洞BC式に相当する。

<時期> 床面出土土器から縄文時代晩期前葉と推定される。

<その他> 第24図の土層断面B― B′ を観察すると、 2層を主体とする住居跡と2a・ 2b層 を主体 とす

る住居の重複の可能性がある。床面 レベルがほぼ同一であり、土色や土質も明瞭に区分できなかったため、
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調査では認知 しなかった。仮に 2棟の住居跡であれば、形状は長楕円形ではなく、円形である可能性があろ

つ。

E19住居跡 (第25図、写真図版25)

<位置 。検出状況> 調査区中央部やや東側のE19グ リッドに位置する。竪穴本体としては南西壁が残存す

るのみである。現況地形は南から北に向かって穏やかに傾斜する。

<立て替え> 柱穴の配列から少なくてとも1回の立て替えが推定される。

<重複遺構> D19住居跡に我 られている。

<平面形・規模> 平面形・規模ともに明確には不明である。残存する南西壁から推定 して、円形あるいは

楕円形の大形の住居跡であった可能性がある。

<埋土> 黒褐色土シル トを主体とする。

<壁・床> 残存する南西壁は、外傾気味に立ち上がり、壁高は検出面から約40cmである。床面は地形1こ沿っ

て平坦である。

<柱穴> 39個の柱穴を検出した。柱穴同士の重複から推定 して、数回の建て替えを行っていると思われる。

<壁溝> 本遺跡の中で最大規模の壁溝を検出した。残存するのは、山側となる南西部分だけである。開回

部径90～ 110cm、 底部径50～ 60cm、 深さ5～ 10cmで、埋土は南部浮石ブロックを含む黒褐色土で構成される。

<出土遺物>(第 143図、第168図、写真図版1810199) 埋土上位から、後～晩期の土器が少量出土 してい

る。

上器 (第 143図 156、 写真図版181) 埋土上位から156の 台付浅鉢が出土 している。

土製品 (第 168図 823、 写真図版199) 円盤状土製品 1点が出土 している。

<時期> 出土遺物は縄文時代晩期の上器であるが、埋土上位のため時期推定材料としては弱いと判断する。

C16住居跡 1号 (第26図、写真図版26)

<位置・検出状況> 調査区南端部のC16～ 17グ リッド付近に位置する。標高296～ 297m付近の比較的平坦

面に構築されており、全体の 3分の 1程が調査区外に延びる。周辺から検出された土坑や住居跡を本遺構が

哉っている。

<重複遺構> 本住居跡の直下でC16住居跡 2号を検出。

<平面形・規模> 平面形はほぼ円形で、規模は約420cmで ある。

<埋土> 調査区境で作成 したのが、第26図の土層断面図A― A′ である。 3・ 4・ 100H・ 12層 が本住居

(竪穴内)に伴う堆積土層である。全体に南部浮石粒を多量に包含する黒褐土を主体とする。 3層 は中諏火

山灰の 2次堆積が確認されるが、下位に堆積する4層から晩期の上器が出土 していることから考えて、斜面

上方から流出した再堆積層と判断される。出土遺物はほとんどが 4層からの出上である。12層 は南部浮石粒

を主体とする土壌で、壁の崩壊土と思われる。

<壁・床> 壁は外傾 して立ち上がり、壁高は検出面から東側で約50cm、 西側は約80cmで、Ⅶ (南部浮石粒

層)～Ⅷ層 (八戸火山灰層)で構成される。床面は南部浮石粒層の部分と八戸火山灰層の部分に分かれ、一

部貼床が施されている。

<柱穴> 9個 検出した。開日部径10～ 15cmの小形のものである。第26図の平面図には図示 していないが、

住居跡の北側で検出したC16柱穴状土坑 1～ 3号は、規模や配列から推定 して本住居跡の屋外柱穴の可能性
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があろう。

<炉> 竪穴中央付近で地床炉と思われる75× 65cm程に広がる焼上を検出した。現地性で焼土の発達は悪く、

掘り込みは伴わない。焼上の発達は悪い。

<出土遺物>(第 143・ 144図、第168図、第176図、写真図版1810199・ 204) 後～晩期の土器片が出土 し

ており、主体は晩期前葉である。

上器 (第 143・ 144図 157～ 175、 写真図版181) 主に埋土下位の 4層か らの出上である。大洞 B～ BC式に

相当する土器が主体である。

石器 (第 176図950～ 952、 写真図版204) 石鏃 1点、石匙 1点、磨製石斧の欠損品 1点が出土 している。

土製品 (第 168図824・ 825、 写真図版199) 円盤状土製品 2点が出土 している。

<時期> 出土遺物から縄文時代晩期前葉と思われる。

C16住居跡 2号 (第27図、写真図版27)

<位置・検出状況> 調査区南端部のC16・ C17・ C18・ D16。 D17・ D18・ E17・ E18グ リッドに広がる

と想定される。検出状況としては、 C16住居跡 1号のダメ押 しを行った結果、柱穴群を検出したことから、

本住居跡の存在を推定 した。本住居跡は柱穴の検出に留まるが、柱穴の検出数及び配列から住居跡と認定 し

た。柱穴が壁際を巡る様相であり、推定プランとしては比較的大形の住居跡の存在が認められる。また、数

回の建て替え (拡張)が行われた可能性がある。北側は人的活動 (縄文時代の土木工事 ?)に より削平を受

けている。

<重複遺構> 本住居跡の上にC16住居跡 1号が構築されている。

<平面形・規模> 柱穴の分布や配列から推定 して、平面形は円形で、規模は8m前後と思われる。

<埋土> 黒褐色土シル トを主体とする。

<壁・床> 壁は検出されていない。また床面についても明確ではない。住居の大部分は、他の遺構構築時

に破壊されていたと推定される。ただし、斜面上方側に相当するC17～ 18グ リッド付近については、 C16住

居跡 1号などと重複 しない部分である。同グリッド付近は黒色土中であるため、壁などの把握ができずに破

壊 した可能性も否めない。

<柱穴> 100個の柱穴を検出した。住居中央付近に所在するやや規模の大きい柱穴は、主柱穴になると思

われるが、柱配置は明確ではない。

<出土遺物>(第 144図、第176図、写真図版181・ 204) 埋土中及び柱穴から後～晩期の土器が出土 してい

る。

上器 (第144図 176～ 191、 写真図版181)PPlか ら184・ 186、 PP18か ら187、 PP32か ら188、 PP37か ら189、

PP65か ら190、 PP89か ら191が出土 している。他は本遺構検出作業中に出土 した土器で、埋土中出土 と判断

される。

石器 (第 176図953～ 956、 写真図版204) 石鏃 2点、削器 2点が出土 している。

<時期> 縄文時代晩期前葉 と推定する。ただし、壁柱穴の在り方か ら推定すれば、通例的に後期中葉～末

葉に多い形態である。

<その他> 本遺跡で検出されている規模の大きな住居跡 (大形住居跡)は、入り回と思われる施設を伴 う

が、本住居の北端から検出されたPPl・ PP3及びPP2・ PP4が それに該当する可能性がある。
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D19住居跡 (第28図、写真図版28)

<位置 。検出状況> 調査区中央部やや南東のD19～ 20グ リッド付近に位置する。東部捨て場と接する部分

に位置するため、検出プランは不明瞭であった。現況は傾斜変換点よりは西側であるため、比較的平坦であ

る。

<立て替え> 精査では解明できなかったが、柱穴数から推定 して建て替えを行っている可能性がある。

<重複遺構> 本住居跡が、 E19住居跡を哉 っている。また、本住居跡の北側に密集する土坑群及び柱穴状

土坑群との新旧関係については、十和田aob火山灰の混合土が埋土に含まれるE20土坑 2号が本住居跡よ

り新 しく、それ以外の土坑類は本住居跡より古い。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は342× 312cmで ある。

<埋土> 黒褐色土シル トを主体とする。南部浮石粒の混入量で区分すると2・ 6・ 7層が多量に含む層で、

1・ 3・ 5層が微量に含む層である。土層観察から1・ 2・ 6層は自然堆積層で、 3・ 4・ 5層 は人為的に

埋められた層と判断される。

<壁・床> 壁は直立～外傾 して立ち上がる。壁高は検出面から20～50cmで平均すると40cm程の部分が多い。

床面は八戸火山灰層で、若干硬い部分もあるが全体的には踏み締めた様相ではなく、ほぼ平坦である。

<柱穴> 17個の柱穴を検出した。竪穴の埋土に比べて、南部浮石粒の混入量の多い (7%以上含む)黒～

黒褐色土を埋土 とするものがほとんどである。

<出土遺物>(第 144図、第168図、写真図版1810182・ 199・ 204・ 205) 晩期初頭～前葉の土器 と晩期 と

推定される腕輪 1点、石器 4点が出土 している。

土器 (第 144図 192～ 199、 写真図版181。 182) 192・ 196が床面から出土 した土器である。他は埋土中の 3・

5層からの出土である。

土製品 (第 168図 826、 写真図版199) 朱の塗布が見 られる826の腕輪は、埋土上位の 3層から出土している。

3層 は上記 したとおり人為堆積層と判断される層であり、本住居跡を埋め戻 した土中に混入されていたと判

断される。 3層からは大洞B式及び大洞BC式が出土 していることから、本製品の所属時期は晩期前半期と

推定される。

石器 (第 176図957～ 960、 写真図版204・ 205)尖頭器 1点、削器 1点、磨製石斧の欠損品 1点、敲石 1点

が出上 している。

<時期> 出土遺物から縄文時代晩期初頭～前棄と推定される。

<その他> 西壁際から土坑を 1基検出した。検出状況から本遺構に伴 う土坑と判断 したが、土坑が新 しい

可能性もある。土坑の埋土と本住居の埋土が同じであることから廃絶時期は同じと推定される。

C22住居跡状 1号 (第28図、写真図版29)

<位置 。検出状況> 調査区東側のC22・ D22グ リッド付近に位置する。本住居跡は東部捨て場内に構築さ

れており、Ⅱ層を除去 した段階で検出した。現況地形は南西～北東方向に傾斜 し、遺物包含層が厚 く堆積す

る付近である。

<重複遺構> 本住居跡が、D22柱穴状土坑 1号に我 られている。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は310× 284cmである。

<埋土> 埋土は黒褐色土による自然堆積で 2層に大別される。上部に堆積する1層 には、十和田 b火山灰

が微量含まれる。 2層は炭化物が微量混入 し、晩期の土器が出上 している。
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C16住居跡 1号炉 C― C′

1 10YR2/2 黒褐色土
2 5VR3/2 暗褐色土

6  10YR17/1
7  10YR2/2～ 17/1
8  10YR2/2
9  10YR1 7/1
10 10YR3/2～ 3/3

11 10YR2/1
12 10YR4/4
13 10YR2/1

第26図  C16住居跡 1号

南部浮石粒 3%混入
1層 より粘性強 南部浮石粒 5%程混入
中撤微量 。南部浮石粒 7%程混入

南部浮石粒 7%以上 。炭化物粒混入
6層 より南都浮石粒多量混入 表土

十和田 b。 南部浮石粒微量混入
十和田a30%程混入

南部浮石粒 7～ 10%混入

南部浮石粒殆 ど含まず
八戸火山灰 ?混入

南部浮石粒少量混入 住埋土

南部浮石粒80%以上混入

南部浮石粒含 まず

・ B― B′

黒色土
黒色土

黒褐色土
黒褐色土

黒色土
黒色土

黒褐色～黒色土
黒褐色土

黒色土
黒掲色～暗褐色土

黒色土

褐色土

黒色土

辛――――――――――――十~~~~~―――――――†m

<壁・床> 壁は外傾して立ち上がり、壁高は検出面から20～30cmで ある。床面はやや凹凸があり、若千堅

ヽヽ。

<出土遺物>(第 145図、第177図961、 写真図版182・ 205)埋土中からは晩期の土器片が微量出土 してい

る。

上器 (第 145図200～ 203、 写真図版182) 床面の直下から大洞Bl～ B2式に相当する200～ 203の土器が出

土 している。

石器 (第 177図 961、 写真図版205) 埋土中より磨石 1点が出土 している。

<時期> 床面の直下から縄文時代晩期初頭の土器が出土 している。状況から推定 して晩期初頭～前葉期と

推定される。

C22住居跡状 2号 (第28図、写真図版30)

<位置 。検出状況> 調査区東側のC22グ リッドに位置する。本住居跡は東部捨て場内に構築されており、

Ⅱ層を除去した段階で検出した。現況地形は南西～北東方向に傾斜し、遺物包含層が厚く堆積する付近であ

る。

<重複遺構> 本住居跡が、 C22柱穴状土坑に哉 られている。

<平面形・規模> 平面形は楕円形で、規模は237× 198cmで ある。
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C16住 居跡 2号内柱穴 E― E′

1 10YR2/3 黒褐色土
2 10YR6/8 明黄褐色土
3 10YR2/2 黒褐色土
4 10YR3/1 黒褐色土
5 10YR3/1 黒褐色土

Ⅷ
寸 即Ｖ

『日Ｕ

・F― F′・ G― G′・H― H′・ J―」
′

細かい南部浮石粒少量混入 人為堆積
汚れた南部浮石粒層 黒褐色土徴量混入

南部浮石粒微量混入
南部浮石粒30%混入
南部浮石粒微量混入
南部浮石粒30%混入

�

柳日予人為とと13く
|,ど

『凹Ｕ

鱒叫ζ＼ゞ耶

呻了C16住 居跡 2号内柱穴 A― A′・ B― B′ ・C― C′・ D― D′

1 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒多量混入
2 10YR3/1 黒褐色土 南部浮石粒50%程混入
3 10YR3/1 黒褐色土 南部浮石粒50%程混入
4 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒混入
5 10YR3/1 黒褐色土 南部浮石粒80%混入
6 10YR3/1 黒掲色土 南部浮石粒 5%混入
7 10YR3/1 黒褐色土 南部浮石粒徴量混入
※この地区は浅い南部浮石粒層と思っていたが、

更に掘り下げると、loYR3/2の黒褐色土層にいきつく

十――――――――――――キー~~~~~――――――イ

m 6 10YR3/1 黒褐色土
7 10YR3/1 黒tS色土

第27図  C16住居跡 2号

畢 _
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D19住 居跡 A― A′ ・B― B′

1 10YR3/1 黒褐色土
2 10YR3/2 黒褐色土
3 10YR2/2 黒褐色土
4 10YR3/1 黒褐色土
5 10YR2/3 黒褐色土
6 10YR2/2 黒褐色土
7 10YR2/3 黒褐色土
8 10YR3/3 暗褐色土

L291800m

ヘ リ

D19住 居跡内柱穴 C― C′ ・ D― D′ 。E― E′・ F― F′ ・ G― G′・ H― H′・ 1-I′

鉤四〉　　　『］サ
鉤四了 枷］（ｒ

C22住居跡状 1号

C22住居跡状 1号 A― A′・ B― B′

1 10YR3/1 黒褐色土 上位に十和田b・ 南部浮石粒微量・木根多量・土器微量混入 全体的に

粒子が粗い

2 10YR2/2 黒褐色土 細かい南部浮石粒・ 炭化物粒微量 。晩期土器微量混入

第28図  D19住居跡、 C22住居跡状 1号・ 2号
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南部浮石粒層

南部浮石粒微量・ 炭化物粒微量混入 基本土層 I層相当
褐色土微量 。1層 より南部浮石粒多量・炭化物粒微量混入
南部浮石粒多量・ 炭化物粒微量混入
ブロック土 砂多量・炭化物粒微量混入
粒子の細かい土 南部浮石粒微量・炭化物粒微量・ 土器混入
南部浮石粒多量・ 炭Tヒ物粒微量混入
南部浮石粒多量・炭化物粒微量混入
粒子の細かい土 南部浮石粒微量・ 炭化物粒微量混入

10YR2/1 黒色土   南部浮石粒 7%以上混入
10YR2/1 黒色土   南部浮石粒 7%以上混入
10YR7/8 明黄褐色土 南部浮石粒層 暗褐色土混入
10YR2/2 黒褐色土  南部浮石粒混入 底部付近はしまり強
10YR2/1 黒色土   黒褐色土 。南部浮石粒・焼土粒少量・炭化物少量・

土器混入
10YR2/1 黒色土   南部浮石粒10%以上混入
10YR2/1 黒色土   南部浮石粒10%以上混入

C22住居跡状 2号

C22住居跡状 2号 A― A′

1 10YR3/1 黒褐色土
10YR2/3 黒褐色土
10YR3/2 黒褐色土
10YR7/2 灰白色土
10YR3/2 黒褐色土
10YR7/2 灰白色土
10YR3/2 黒掲色土

・ B― B′

粒子の細かい土 十和国 b少量混入
砂粒・ 中撤・ 南部浮石粒微量混入

南部浮石粒微量混入

十和田 b 下位に砂粒混入

南部浮石粒微量混入

汚れた基本土層IV層 相当
3層相当

― ―

n

192

⑤ ,, 〒

I  Ca
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<埋土> 埋土は黒褐色土を主体とし、 7層に大別される。上部に堆積する 1層 と下位～床面に堆積する4

層に十和田 b火山灰が微量含まれ、 2・ 6層に中倣火山灰が微量含まれる。よって、 1・ 4層 は基本層序の

Ⅱ層に、 2・ 6層 はⅣ層に相当する土壌である。土層の堆積様相からは自然堆積と判断される。それらの下

位に堆積する 7層はⅢ層 (遺物包含層)に相当するが、あるいは掘り過ぎである可能性もある。調査では不

明瞭であったが、 5・ 6層 は貼床かもしれない。 1・ 2・ 4層については、 4層はプライマリーの可能性が

高 く、 1・ 2層 は地滑りなどに起因する再堆積で土層が上下逆転現象を生 じていると判断される。

<壁・床> 壁は外傾 して立ち上がり、壁高は検出面から30～50cmで ある。床面はやや凹凸があり、若千堅

ヽヽ。

<出土遺物>(第 145図、写真図版182) 埋土中か らの出土土器はな く、床面の直下からの出土土器を掲載

した。

上器 (第 145図 204、 205、 写真図版182) 床面の直下か ら十腰内 I式に相当する204・ 205の土器が出土 して

ヽヽる。

<時期> 床面の直下から縄文時代後期初頭～前葉の土器が出土 していることから、後期前葉より新 しい時

期である。ただし、床面直下から出土 した土器は、遺物包含層中に包含されていた土器と判断されることか

ら、住居本来の時期は明確ではない。

C23住居跡状 1号 (第29図、写真図版31)

<位置 。検出状況> 調査区東側のC23グ リッドに位置する。本住居跡は東部捨て場内に構築されている。

現況地形は南西～北東方向に傾斜 し、遺物包含層が厚 く堆積する付近である。検出状況は、包含層精査時

に設定 したB25～ M20土層断面の観察から検出した。平面的に検出できなかったため、プランの半分程は破

壊 してしまった。

<重複遺構> なし。

<平面形・規模> 平面形、規模ともに不明であるが、残存部から楕円形で2.2m程と推定される。

<埋土> 1層 が本遺構の埋土で、基本層序のⅢ層 (遺物包含層)に相当する。自然堆積的様相である。

<壁・床> 壁はⅢ～V層中に相当し、外傾～外反気味に立ち上がり、壁高は45cm程である。床面はV層中

で、やや凹凸がある。

<出土遺物>(第 145図、第177図、写真図版182・ 205) 埋土中より後期初頭の土器と礫石器 1点が出土 し

ている。

土器 (第 145図206～ 210、 写真図版182) 十腰内 I式に相当する土器が埋土中より出上 している。

石器 (第 177図 962、 写真図版205) 9621よ 石刀と推定される。

<時期> 遺物包含層の下位に近い部分で構築されていることと、出土遺物から判断 して縄文時代後期初頭

～前葉と推定される。

C23住居跡状 2号 (第29図、写真図版32)

<位置・検出状況> 調査区東側のC23～ C24グ リッドに位置する。本住居跡は東部捨て場内に構築されて

いる。現況地形は南西～北東方向に傾斜 し、遺物包含層が厚 く堆積する付近である。検出状況は、包含層精

査時に設定 したB21～ F27土層断面の観察から検出した。平面的に検出できなかったため、プランの半分程

は破壊 して しまった。
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<重複遺構> 本住居跡が、 C24土坑に我 られている。

<平面形・規模> 平面形、規模ともに不明であるが、残存部から円～楕円形で2.5m程と推定される。

<埋上> 黒色～黒褐色土により構成される。全て基本層序のⅢ層に相当する土壌であり、自然堆積的様相

であることから、遺物包含層の再堆積層と思われる。

<壁・床> 壁は外反気味に立ち上がり、壁高は45cm程である。床面は丸底気味である。

<出土遺物>(第 145図211～ 220、 第177図 963、 写真図版182・ 205)後期初頭～中棄の上器と石器 1点が

出土 している。

土器 (第 145図211～ 220、 写真図版182) 十腰内 I式相当を主体に、十腰内Ⅲ式相当の土器が微量出土 して

いる。なお、晩期の土器は出上 していない。

石器 (第 177図 963、 写真図版205) 削器 1点が出土 している。

<時期> 出土遺物から縄文時代後期初頭～前葉と推定される。

C24住居跡状 (第29図、写真図版33)

<位置・検出状況> 調査区東側のC23・ C24・ D24グ リッドに位置する。本住居跡は東部捨て場内に構築

されている。現況地形は南西～北東方向に傾斜 し、遺物包含層が厚 く堆積する付近である。検出面は基本層

序のⅢ層中位～下位で、V～Ⅶ層中に構築されている。斜面下方側に相当する東壁は、検出できずに破壊 し

てしまった可能性が高い。

<重複遺構> なし。

<平面形 。規模> 平面形、規模ともに不明である。残存する西壁から推定 して、精円形で4m程の住居跡

と思われる。

<埋土> 黒～黒褐色土シル トにより構成される。自然堆積層である。

<壁・床> 壁は外反 し立ち上がり、壁高は検出面から60～70cmで ある。床面はほぼ平坦である。

<柱穴> 本住居跡遺構に伴う可能性の高い柱穴は図示 した3基を認定 したが、規模にばらつきが多 く、精

査時から明瞭に把握されたものではなく、特にPP3と したものは単独の土坑の可能性 もある。

<出土遺物>(第 146図、第168図、第177図、写真図版182・ 183・ 199・ 205) 後期初頭～中葉の土器を主

体とし、晩期の土器が微量出土 している。埋土上位の 1層からの出土が多い。

土器 (第 146図221～ 233、 写真図版182・ 183)掲載 したのは、十腰内 I～Ⅳ式に相当する土器主体である。

土製品 (第 168図827・ 828、 写真図版199)土偶 1点と円盤状土製品 1点が出土 している。土偶は、後期の

中空土偶の足部である。

石器 (第 177図964～ 967、 写真図版205) 石鏃 1点、削器 2点、快入石器 1点が出上 している。

<時期> 出土遺物は縄文時代後期前葉～晩期初頭までのものが出土 しており、時期の断定が難 しい。検出

面から推定すれば、遺物包含層の中～下位であることから後期と思われる。

B21住居跡 1号 (第30図、写真図版34)

<位置 。検出状況> 調査区東側のB21・ C21グ リッドに位置する。本住居跡は東部捨て場内に構築されて

いる。現況地形は南西～北東方向に傾斜 し、遺物包含層が厚 く堆積する付近である。北側プランの大部分が

調査区外に延びる。また、本住居跡状の北西側プランは、調査初年度に入れた試掘 トレンチで破壊している。

<重複遺構> 本住居跡直下からB21住居跡状 2号を検出している。

―- 58 -―



C23住居跡状 1号

南部浮石粒 3%混入

名遭笙雫畠覇韓著羅甘止τ党を撮全粒・炭化物粒混

令義
基

蓋読辱暑母∵読混入 基本土層W層相当

南部浮石粒15%混入 基本土層V層相当

C24住居跡状

卜い289800m

C24住居跡状 A― A′

1  10YR2/1～ 3/1

la 10YR17/1
2  10YR2/1
3  10YR2/2

4  10YR2/1
5  10YR2/1
6  10YR7/8

黒色～黒褐色土

黒缶十

黒色土

黒褐色土

黒色土

黒色土

明黄褐色土

南部浮石粒 3%・ 炭化物粒・土器多量混入 住埋土

南都浮石粒 3%。 土器混入 住埋土

竃巷量今南轟葎考最平πY現檸議土粒 .炭化物粒混入 。

語森
土

昂獣最署議 %混入 基本土層W層相当

壽謙運客廷遥
% 基本土層V層相当

第29図 C23住居跡状 1号 。2号、C24住居跡状

C23住 居跡状 1号
10YR1 7/1
10YR2/2
10YR2/2

10YR2/1 黒色土  ンルト
10YR2/1 黒色土  シルト

C23住居跡状 2号

卜 L200」 00m

A― A′

黒色土  ンル ト

黒褐色土 砂質ンル ト

黒褐缶十 ンルト
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B21住居跡状 1号

B21住居跡状 2号

卜 L29&朗m

B21住居跡状 3号

図
２３５

盆
２３６吻

魅,2慈郵
升 9

237

B21住居跡状 2号

引
B21住居跡状 1。 2号  A― A′ ・ B― B′

1 10YR2/1～ 2/2 黒色～黒褐色土
2 10YR2/1   黒色土
3 10YR2/2   黒褐色土

卜 L292600m

表土 耕作土・ 腐棄土等
十和田 b混入
南部浮石粒少量 。後～晩期の遺物
多量混入

中撫・ 南部浮石粒少量・ 炭化物粒
微量混入

南部浮石粒少量混入
南部浮石粒少量・ 焼土粒微量・ 炭
化物粒微量混入
黒褐色土・ 細かい醇 僻躍謎沙糧・
炭化物粒微量混入
中諏多量 。南部浮石粒少量混入
南部浮石粒少量混入
南部浮石粒少量・力畑部妙渥握入・
炭化物粒少量混入
南部浮石粒少量・ 炭化物粒微量混
入

南部浮石粒少量・ 焼土粒微量混入
砂・ 南部浮石粒微量混入
南部浮石粒多量混入

南部浮石粒微量・炭化物粒微量混入
南部浮石粒微量・炭化物粒徴量混入

南鼻毒岩蔑雰畳f隻絶易建雰萱招笑
微量混入

雷藪影客経紘畳:錠花楊逸姦萱整奨微量混入

欝課選客経多畳:委イと物経繊畳盪灸
霜誠雷冨鎌雀暑癌飯豊整箕

量・炭化物粒微量混入

閉 住居跡状 3号 鉾 げ 中
蒟

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒少量・焼土粒少量・ 炭化物粒微量混入

2 75YR5/8 明褐色土
焼土層 南部浮石粒微量混入

3 10YR3/2 黒褐色土
南部浮石粒微量・焼土粒微量・炭化物粒微量混入

4 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒微量混入

5 10YR3/1 黒褐色土
南部浮石粒微量・焼土粒微量混入 炉石の掘り方 ?

一組韓組韓組韓韓韓韓韓

Ａ
　

　

　

海
蛉］］］‐ＯＹＲ２／２”］］］］］］

雅

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

7

8

9

9a

10YR2/3

10YR2/2
10YR2/1

75YR4/4

10YR2/2
10YR2/3
10YR2/1～ 2/2

黒褐色土

黒褐色土
黒色土

褐色土

黒褐色土
黒褐色土
黒色土～黒掲色土

との混合土
11 10YR2/2
12 10YR3/1
18 10YR3/1

辛――――――――――一一十――――――――――――ギ
n

10 5YR4/8赤 褐色土と75YR4/6褐色土

第30図  B21住居跡状 1号・ 2号・ 3号

土

土
土

色

色
色

褐
褐

褐

黒

黒
黒

トレンチ木根
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<平面形 。規模> 平面形、規模ともに不明であるが、残存部から円形で 3m程 と推定される。

<埋土> 黒褐色シル トを主体とする。第30図土層断面A― A′ は、上位がB21住居跡 1号で、下位が B21

住居跡状 2号に伴 う埋土である。斜面上方からの流入による自然堆積で、Ⅲ・Ⅳ層の再堆積層で構成される。

埋土下位に見 られる8層には中諏火山灰を含む。本遺跡に見 られる中倣火山灰は所謂アワズナと呼ばれるよ

うな粉状 (砂 っぽい)の もので、遺跡全面に見 られるものではなく、緩斜面部において遺物包含層 (Ⅲ層)

より下位の黒褐色土中 (Ⅳ層)に二次堆積で混入する。本住居跡付近の周辺は、他に比べ特にⅣ層中の中搬

火山灰の合有率が高い。

<壁・床> 壁は外傾 して立ち上がり、壁高は検出面から5～ 10cmで ある。床面は平坦を基調とするが、凹

凸がある部分がある。

<柱穴> 床面及び竪穴外周辺からは、柱穴の検出はない。

<炉> 竪穴中央部分で、地床炉と思われる楕円形に広がる現地性の焼土を検出している。焼上の発達は悪

ヽヽ。

<出土遺物>(第 146図、写真図版183) 埋土中からは晩期初頭～前葉の土器の小片が少量出土 している。

土器 (第 146図 234、 写真図版183) 文様が明確なものは、234の みである。

<時期> 検出面から縄文時代晩期前葉と推定される。

B21住居跡状 2号 (第30図、写真図版34)

<位置 。検出状況> 調査区東側のB21・ C21グ リッドに位置する。本住居跡は東部捨て場内に構築 されて

いる。現況地形は南西～北東方向に傾斜 し、遺物包含層が厚 く堆積する付近である。北側プランの大部分が

調査区外に延びる。本住居跡状の北西側は、調査初年度に入れた試掘 トレンチで破壊 している。

<重複遺構> 本住居跡直上からB21住居跡状 1号を検出している。

<平面形・規模> 残存部から円形で 3m程 と推定される。

<埋上> 黒褐色シル トを主体とする。自然堆積である。

<壁・床> 壁は直立気味に立ち上がる。床面は平坦である。

<出土遺物> 遺物の出土はない。

<時期> 縄文時代晩期初頭～前棄と推定される。

B21住居跡状 3号 (第30図、写真図版35)

<位置・検出状況> 調査区東側のB21・ B22・ C21・ C22グ リッドに位置する。本住居跡は東部捨て場内

に構築されている。現況地形は南西～北東方向に傾斜 し、遺物包含層が厚 く堆積する付近である。検出面は

Ⅲ層で、検出作業中には後～晩期の土器が混在 して出土 している。

<重複遺構> 重複関係にあるC21柱穴状土坑 3・ 4号との新旧関係について、 C21柱穴状土坑は本住居跡

の床面で検出したが、本遺構の土層断面を再観察 した結果、本遺構が古いと判断された。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は3.2m程である。

<埋土> 黒褐色土シル トを主体とする。自然堆積的様相である。

<壁・床> 壁はⅢ層中で、外傾気味に立ち上がり、壁高は検出面から15～ 25cmで ある。床はⅢ層に相当し、

平坦である。床面は特に硬 くはないことから、踏み締めは行 っていないと思われる。

<柱穴> 柱穴は検出されていない。
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<炉> 床面から石囲炉の存在を示唆させる石 1個 と焼土を検出した。ただし、周辺に石の抜き取り跡は検

出していないことから、石囲炉であったかどうか明確ではない。焼土は楕円形に広がり、規模は70× 50cm程

で、床面から10cm程 の掘 り込みを持つ。焼土は明瞭に把握できるわけではなく、不明瞭であった。

<出土遺物>(第 146～ 148図、第169図、第177図、写真図版183・ 1840199・ 205) 埋土上位～床面にかけ

て多量の土器が出上 している。土器については、埋土中～床面まで比較的単時期に近い様相である。

上器 (第146～148図235～ 254、 写真図版183・ 184)235～ 239は床面、240が床面直上、その他は埋土中か

らの出土である。240の注目土器は、床面より5 cmほ ど上で、横倒 しの状態で出土 した。

土製品 (第169図829～ 832、 写真図版199) ミニチュア土器 1点、耳飾 り1点、鐸形土製品 1点、人面付 き

土製品 1点が出土 している。

石器 (第 177図968～ 970、 写真図版205)石鏃 2点、削器 1点が出土 している。

<時期> 床面出土遺物から縄文時代晩期初頭の大洞Bl式古期と思われる。ただし、床面出土土器につい

ても家財道具ではなく、住居廃絶後に投げ込まれた様相である。住居として機能 していたのは大洞Bl式古

期より若千古い可能性が考えられる。

B22住居跡 1号 (第31図、写真図版36)

<位置・検出状況> 調査区東側のB22・ B23。 C22・ C23グ リッドに位置する。本住居跡は東部捨て場内

に構築されている。現況地形は南西～北東方向に傾斜 し、遺物包含層が厚 く堆積する付近である。検出面は

I層下位～Ⅲ層上位である。本遺構の下位よりB22住居跡状 2号を検出している。東側は調査初年度に入れ

た試掘 トレンチで破壊 している。

<重複遺構> 本住居跡の下位よりB22住居跡状 2号を検出している。東側は調査初年度に入れた試掘 トレ

ンチで破壊 している。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は3m程である。

<埋土> 黒褐色シル トを主体とする自然堆積層である。

<壁・床> 壁は直立～外傾 して立ち上がり、壁高は35cm程である。床面は平坦である。

<柱穴> 未検出である。

<炉> 床面から10～15cmの掘 り込みを持つ地床炉を検出した。平面形は楕円形で、規模は短軸で60cm程で、

長軸は調査区外に延びることから不明である。焼土の発達は良好であった。

<出土遺物>(第 149図、第178図、写真図版184・ 205・ 206)後期初頭の土器片が多いが、全て流れ込み

的な自然流入によると思われる。

土器 (第149図255～ 266、 写真図版184) 十腰内 I式～大洞BC式まで時期幅が広 く出土 している。

石器 (第178図971～ 980、 写真図版205・ 206) 石錐 1点、削器 8点、円形掻器 1点が出土 している。

<時期> 縄文時代晩期と推定される。出土遺物の中で最 も新 しいのは大洞BC式である。

B22住居跡 2号 (第31図、写真図版37)

<位置 。検出状況> 調査区東側のB22・ C22グ リッドに位置する。本住居跡は東部捨て場内に構築されて

いる。現況地形は南西～北東方向に傾斜 し、遺物包含層が厚 く堆積する付近である。検出面はⅢ層下位～Ⅳ

層上位である。本遺構の東側は、調査初年度に入れた試掘 トレンチで破壊 している。

<重複遺構> 本住居跡状の直上からB22住居跡 1号を検出している。
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B22住居跡 1号

卜 L291000m

Bそ住

離 蛎 菖電官こ

BΞ

ξ最暑趣寡聾呼鰯 ヒ物粒混入

3 10YR2/1 黒缶+  炭化物粒混入

B22住居跡 2号

第31図  B22住居跡 1号・ 2号

強

諏

考聯霧そ鰯鐵弊
?

BΥ住熙ミ昂/台罠笹土
南部浮石粒 5～ 7%混入

la 10YR2/1 黒色土

南部浮石粒 3%混入

2 10YR2/1 黒色土

中撤 。南部浮石粒 3%混入

3 10YR2/1 黒色土

中諏・ 南部浮石粒 1%弱混入

中
m

♀――――――――――一――十一―――――――――――-4m
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<平面形・規模> 平面形は不明であるが、残存する西壁から円形あるいは楕円形と推定される。規模1調10

cmである。

<埋土> 黒褐色シル トを主体とする自然堆積である。

<壁・床> 壁は外傾 して立ち上がり、壁高は30～ 40clll程 である。床面は平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 出土遺物がないモとから明確には不明である。検出面などの状況から後期前半期と思われる。
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2 掘 立 柱 建 物 跡

15軒を検出 (認知)し た。 4本の柱穴と6本の柱穴から構成されるものがあり、平面形は正方形及び長方

形を呈する。柱穴の埋土を観察 した結果、埋土に柱材が存在 した可能性を示すアタリが確認できるものや柱

の重量により底面が変色 したと思われる柱穴が見受けられることから、当時柱材が柱穴内に設置されていた

可能性は高いと言えよう。また、人為堆積と自然堆積の有無については、土層堆積の状況と南部浮石粒の様

相から判断している。南部浮石粒の様相について調査記録では以下の基準で自然 。人為に区分 している。

プライマリーな南部浮石粒と比較 して人為により埋め戻されたと思われる土層に混入する南部浮石粒は、

黒色土で汚れたりあるいは潰れた (粒径が細かい)様相を示す。ただし、黒色シル トなどの埋め土に意図的

に南部浮石粒を混入 したものとは捉えていない (黒色シル ト中における南部浮石粒の含有率の多少は、斜面

の傾斜角度などの違いによる地形的な影響と捉えている)。

個々の掘立柱建物跡については、本稿ではアタリの在り方などから柱材が設置されていたと想定 して記述

することとするため、憶測的な記載も多々あることをお断りするとともにお許 し願いたい。

時期については、晩期初頭以降で十和田b火山灰降下以前と捉えられる。本遺跡から弥生時代の土器が微

量 (総量で10片以下)しか出土 していないことと、掘立住建物跡の分布が晩期の住居跡の分布と重なること

から考えて、概ね晩期前葉と推定される。

C21掘立柱建物跡 (第32図、写真図版なし)

<位置 。検出状況> 調査区南東のC21・ C22・ D22グ リッドに位置する。本遺構の所在する付近は平坦部

と斜面部との傾斜変換点に位置する。遺構は遺物包含層 (Ⅲ層)を掘り込んで構築 している。

<構成する遺構名> C21柱穴状土坑 2号 (PPl)、 D22住穴状土坑 1号 (PP2)、 C22柱穴状土坑 1号

(PP3)、 C21柱穴状土坑 3号 (PP4)

<主軸方向> N24° W

<柱穴配置> 4本 柱で構成され、平面形は正方形である。

<壁・底面> 柱穴の壁・底面とも皿層中である。柱穴の検出面が当時の構築面かどうか不明であり、上屋

構造の存在が不明なことから推測の域を越えないが、柱穴の検出面を床面と想定すると地形に沿いかなり外

傾することになる。上屋構造があったと仮定するならば、斜面下方側に丈の長い柱材を使用 した可能性も考

えられる。

<埋土> 柱穴の埋土は、暗褐色土と黒褐色土で構成される。

PPlと PP2の上層断面には、中央にアタリと思われる層があり、柱材の太さが推定できる。PP llよ 約65cmh

PP2は約40cmで ある。アタリの形状から柱は直立気味であった可能性が高い。またPP2は、柱を途中から切

断し、埋め戻 した (2層)可能性が土層観察から推定される。

PP3は 自然堆積的様相で、アタリが見 られない。小形土坑状の痕跡が見られることから、柱材を支えた根

固め石的なものが設置してあったことが考えられる。

PP4の堆積の様相からは、自然堆積なのか人為堆積なのか判断できなかった。重複関係にあるC21柱穴状

土坑 4号とは新旧関係が明確ではないが、柱材を抜き取った時の痕跡かあるいは構築時に柱材を柱穴にはめ

込む上でのスロープ的な施設 (痕跡)と 言う2つ の可能性が推定される。

<柱穴の規模> PPl(135～ 165cm)・ PP2(108cm)。 PP3(102～ 110cm)・ PP4(132～ 200clll)
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C21柱穴状土坑 2号 E― E′

1 10YR3/3   暗褐色土

2 10YR3/2   黒褐色土

3 10YR2/2～ 2/3 黒褐色土

4 10YR2/3   黒褐色土

5 10YR3/1   黒褐色土
6 10YR2/2   黒褐色土

7 10YR2/3   黒褐色土

8 10YR3/4   暗褐色土

9 10YR2/2～ 3/2 黒褐色土

10 10YR2/3   黒褐色土
H 10YR2/1   黒色土

南部浮石粒多量・焼土粒多量・
炭化物粒微量混入
南部浮石粒少量 。焼土粒少量・
炭化物粒微量混入
南部浮石粒少量・ 焼土粒少量・
炭化物粒微量混入
南部浮石粒少量・ 炭化物粒微量
混入
南部浮石粒少量混入
南部浮石粒少量・ 炭化物粒微量
混入
南部浮石粒微量・ 焼土粒微量・
炭化物粒微量混入
南都浮石粒微量・ 焼土粒微量・
炭化物粒微量混入
南部浮石粒少量・ 焼土粒少量 。

炭化物粒少量混入
黒褐色土・ 南部浮石粒少量混入
南部浮石粒少量混入

7

C22柱穴状土坑 1号 C― C′

1 10YR3/3   暗褐色土
にぶい黄褐色土・南部浮石粒少量・ 焼土粒
(5YR4/8赤 褐色土)。 炭化物粒徴量混入

2 10YR2/2～ 2/3 黒褐色土
にない黄褐色土 。南都浮石粒少量・焼土粒
少量・ 炭化物粒微量混入

3 10YR2/1～ 2/2 黒色～黒褐色土
砂ぅぽい 中扱・ 南部浮石粒少量混入

4 10YR2/1   黒色土
南部浮石粒多量混入

5 10YR2/2   黒褐色土
南部浮石粒多量混入

6 10YR2/2～ 2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

7 10YR5/8   黄褐色土
南部浮石粒層

卜290。 900m

1卜い292.100m

C22柱 穴状土坑 1号 F― F′

1 10YR3/3 暗褐色土 南部浮翻 壇・卿 量・
炭化物粒微量混入

2 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒少量・焼土粒少量・
炭化物粒微量混入

3 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒少量混入
4a 10YR2/1 黒色土  南部浮石粒微量・ 炭化物粒微

量混入
4b 10YR3/1 黒褐色土 南部浮石粒少量・ 炭化物粒微

量混入
5 10YR3/4 暗褐色土 南部浮石粒多量混入
6 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒少量混入

C21柱穴状土坑 3号 H― H′

1 10YR3/2   黒掲色土
南部浮石粒少量・ 焼土粒・炭
化物粒微量混入

2 10YRν3   嗜褐色土
南部浮石粒多量混入

3 10YR2/3～3/2 黒褐色土
南部浮石プロック混入

4 10YR2/1   黒色土
ンル ト 南部浮石粒 7%混入

5 10YR3/3   暗褐色土
粘土質ンル ト 南部浮石粒30

%混入
6 10YR3/4   暗褐色土

粘土質ンル ト 八戸火山灰掲
り過ぎ ?

m

第32図  C21掘立柱建物跡

卜い291.500m引
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<〔柱穴深 ,寛> PPl(80cm) ・ PP2(84cm) ・ PP3(82cm) 。PP4(40cm)

<柱穴FHl隔> PPl― PP2(4m)・ PP2-PP3(4,2m)。 PP3-PP4(4.3m)・ PP4-PPl(4m)

<出土遺物>(第 164図、第172図、第191図、写真図版196・ 202・ 212)

土器 (第 164図690～ 692、 写真図版196) D22柱穴状土坑 1号 (PP2)よ り691と 692の土器が出土 している。

土製品 (第 172図 894、 写真図版202) D22柱穴状土坑 1号 (PP2)よ り円盤状土製品が 1点出土 している。

石器 (第 191図 1121～ 1123、 写真図版212) C21柱 穴状土坑 2号 (PPl)よ り1121の石鏃、 C22柱穴状土坑

1号 (PP3)よ り1122・ 1123の石鏃が出土 している。

D16掘立柱建物跡 1号 (第33図、写真図版38)

<位置・検出状況> 調査区中央平坦部のD16・ D17・ D18・ E16・ E17グ リッドに位置する。遺構は八戸

火山灰層を掘り込んで構築されている。

<構成する遺構名> E16柱穴状土坑 6号 (PPl)、 E16柱穴状土坑 4号 (PP2)、 E17柱穴状土坑 1号

(PP3)、 D18柱穴状土坑 1号 (PP4)、 D17柱穴状土坑H号 (PP5)、 D16柱穴状土坑 9号 (PP6)

<主軸方向> N55° W

<柱穴配置> 6本 柱で構成され、平面形は長方形状を呈する。

<底面> 八戸火山灰層に相当する。

<埋土> 柱穴状土坑の埋土は、黒褐色土を主体とする。

PPlは E16柱穴状土坑14・ 19号 と重複関係にあり、PPlが古いことがわかる。アタリは明確ではない。

PP2は 2層がアタリと思われる層で、柱の太さは約40cmと推定される。

PP3・ PP4・ PP5は黒褐色上による単層で、アタリは存在 しない。

PP6は D16柱穴状土坑 4号やD16柱穴状土坑10号を破壊 して構築されている。 6・ 7・ 9層がアタリと推

定される土層で、南部浮石粒の含有率が他より高い。また、10層 は人為堆積的様相を示す土層なことから、

柱の据え方に使用された土と思われる。土層観察を総括すると、柱は抜き取 られている可能性がある。

<柱穴の規模> PPl(64～ 82cm)・ PP2(74cm)・ PP3(80～ 94cm)・ PP4(60cm)・ PP5(64cm)・ PP6

(65～80cm)

<1主穴深度> PPl(60cm) 。PP2(84cm) ・ PP3(52cm) 。PP4(66cm) ・ PP5(24cm) ・ PP6(110cm)

である。

<柱穴間隔> PPl― PP2(3.3m)・ PP2-PP3(3.6m)・ PP3-PP4(3.6m)・ PP4-PP5(3,Om)・ PP

5-PP6(3.4cm)・ PP6-PPl(3.9cm)

<出上遺物>(第 164図、第191図、写真図版 196・ 213)※ 1125は写真掲載のみ

土器 (第 164図685・ 7030704、 写真図版196) E16柱穴状土坑 4号 (PP2)よ り703・ 704、 D16柱穴状土

坑 9号 (PP6)よ り685の土器が出土 している。

石器 (第 191図 1125・ 1134、 写真図版213) D17柱穴状土坑 1号 (PP3)よ り1125、 E16柱穴状土坑 4号

(PP2)よ り1134が出土している。

D16掘立柱建物跡 2号 (第34図、写真図版38)

<位置・検出状況> 調査区中央平坦部のD16・ D17・ D18・ E17グ リッドに位置する。
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<構成する遺構名> E17柱穴状土坑 2号 (PPl)、 D18柱穴状土坑 9号 (PP2)、 D17柱穴状土坑 2号

(PP3)、 D16柱穴状土坑 3号 (PP4)

<主軸方向> N35° E

<壁・底面> 何れも八戸火山灰を掘り込んで構築されている。

<柱穴配置> 4本 柱で構成され、平面形は正方形である。

<埋土> 柱穴の埋土は、南部浮石粒が少量混入する黒褐色土シル トを主体とする。

PPl・ PP2は検出面の関係で、柱穴の下半を検出したに過ぎない。黒褐色土を主体する。

PP3・ PP4は 当時の構築面に近い検出面で検出したと思われるものである。柱材を柱穴に入れる際のスロー

プと思われる浅い掘 り込みが伴 う。PP3は北東方向に傾斜することから柱の出し入れ ?の作業は、】ヒ東方向

から行ったと考えられる。

PPl、 PP2、 PP3、 PP4と もアタリは確認されていない。

<柱穴の規模> PPl(50cm)。 PP2(66cm)・ PP3(88～ 110cm)。 PP4(80cm)

<柱穴深度> PPl(10cm)・ PP2(42cm)・ PP3(110cm)・ PP4(100cm)で ある。

<柱穴FHl隔> PPl―PP2(4.Om)・ PP2-PP3(4.Om)・ PP3-PP4(4.lm)・ PP4-PPl(4.Om)

<出土遺物>(第 164図、第172図、写真図版196・ 202)

土器 (第 164図 686・ 687、 写真図版196) D17柱穴状土坑 2号 (PP3)よ り686・ 687の土器が出土 している。

土製品 (第 172図 893、 写真図版202) D16柱穴状土坑 3号 (PP4)よ り勾玉 (飾 り玉に分類)が 1点 出土

している。

E15掘立柱建物跡 (第35図、写真図版38)

<位置 。検出状況> 調査区南側のE15。 E16・ F15グ リッドに位置する。

<構成する遺構名> F15柱穴状土坑 2号 (PPl)、 E16柱穴状土坑 16号 (PP2)、 E15柱穴状土坑19号

(PP3)、 E15柱穴状土坑 2号 (PP4)

<主軸方向> N25° W

<柱穴配置> 4本 柱で構成され、平面形は正方形である。

<壁・底面> 八戸火山灰層を掘り込んで構築 している。

<埋土> 埋土は黒褐色土、暗褐色土、黄褐色土で構成される。

PPlは 1・ 3層がアタリと思われる層で、柱の太さは40cm前後と推定される。

PP2は アタリが明確ではない。開口部付近の土層堆積から考えて、柱が抜き取 られている可能性がある。

PP3は八戸火山灰に南部浮石粒が少量混入する。

PP4は黒褐色土による単層で、南部浮石粒を多量に包含する。

<柱穴の規模> PPl(84cm)・ PP2(60～ 108cm)。 PP3(44cm)・ PP4(48clll)

<柱穴深度> PPl(98cm)・ PP2(74～ 104cm)・ PP3(24～ 30cm)・ PP4(26cm)で ある。

<柱穴FHl隔> PPl― PP2(3.64m)。 PP2-PP3(3.64m)。 PP3-PP4(3.64m)。 PP4-PPl(3.58m)

<出土遺物>(第 164図、第165図、写真図版196・ 197)

上器 (第 164・ 165図693・ 694・ 720、 写真図版196・ 197) E15柱穴状土坑 2号 (PP4)よ り693・ 694、 F

15柱穴状土坑 2号 (PPl)よ り720の上器が出土 している。

<その他> 斜面下方側に位置するPP3・ PP4は、PPl・ PP2と 比較 して深さが非常に浅い。本遺構 は、整
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局所的に黒色土・ 南都浮石粒
10%・ 八戸火山灰徴量混入
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南部浮石粒殆ど含まず

D18柱穴状土坑 1号 H― H′

1 10YR2/2 黒褐色土
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微量・ 炭化物混入

D16柱穴状
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(PP6)
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卜⑬イ瑚

E16柱穴状土坑
4=}(PP2)
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崖
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T
E16柱穴状土坑 4号 F― F′

1 10YR3/1 黒褐色土
暗褐色土プロック混入

2 10YR3/3 暗褐色土
汚れた褐色土 局所的に

黒褐色土・ 南部浮石粒多
量混入

3 10YR4/4 褐色土
暗褐色土混入

4 10YR2/2 黒掲色土

南部浮石粒少量混入
5 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒多量混入

D17柱穴状土坑i甚
(と

二》ジ

部浮石粒層生
卜

一

卜294.500m

八戸火山灰上位層 南部浮石粒層

八戸火山灰下位層 ´ 八戸火山灰上位層

黄褐色上 プロック 八戸火山灰下位層

D16柱穴状土坑 4。 9。 10号・ D16土坑 1号 」―J′

1 10YR2/2 黒褐色土    南部浮石粒 との混合土
2 10YR2/3 黒褐色土    南部浮石粒微量混入
3a 10YR3/3 暗褐色土    褐色土プロック混入
3b 10YR4/3 にぶい黄褐色土 黄褐色土に黒褐色土少量

混入
褐色土微量混入 壁崩落
土 ?

2層より少量の南部浮石
粒との混合土

6 10YR2/2 黒褐色±    5層 より多量の南部浮石
粒との混合土ｍ

＝
引

い
ト

4 10YR4/4 褐色土

5 10YR2/3 黒褐色土

7 10YR2/3 黒褐色土

8 10YR2/3 黒褐色土

9 10YR2/2 黒褐色土

5層より多量の南部浮石
粒との混合土

南部浮石粒 との混合土褐
色土混入
多量の南部浮石粒との混
合土
汚れた黄色褐色土に黒褐
色土がはさまっている

基本土層Ⅷ a層相当
黒褐色土と南部浮石粒と
の混合土

10YR4/3 にぶい黄褐色土

10YR2/3 黒褐色土
10YR2/3 黒褐色土

第33図  D16掘立柱建物跡 1号
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E17柱穴状土坑 2号 E― E′

1 10YR2/2 黒褐色土
ンルト 南聞浮モ池10%・

炭化物粒微量混入

D18柱穴状土坑 9号 F― F′

1 10YR3/2 黒褐色土
南部浮石粒10～ 15%
・焼土粒・ 炭化物粒
少量混入

2 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒10～ 15%
混入

卜い294,300m

卜294.400m

D17柱穴状土坑 14号

南部浮石粒層二_

八戸火山灰上位層

南部浮石粒層

八戸火山灰上位層

八戸火山灰下位層

『日Ｕ
D17柱穴状土坑 2号 G― G′

1 10YR2/1   黒褐色土

南部浮石粒微量混入 基本土層
I層相当

2 10YR2/2～ 2/3 黒褐色土
褐色土プロック・ 南部浮石粒多
量混入

3 10YR3/2   黒褐色土

南部浮石粒少量混入
4 10YR6/8   明黄褐色土

南部浮石プロック層
5 10YR2/2   黒褐色土

褐色土プロック徴量・南部浮石

粒混入
6 10YR3/3   暗褐色土

八戸火山灰上位層に南部浮石粒
混入

7 10YR2/2   黒褐色土
5層 より南部浮石粒少量混入

8 10YR3/4   暗褐色土
黒褐色上混入

八戸火山灰下位層

D16土坑 4号 D16柱穴状土坑 3号

D16柱穴状土坑 3号 H― H′

1 10YR2/3 黒褐色土 多量の汚れた南部浮石粒との

混合土 自然堆積 ?

2 10YR3/3 暗褐色土 褐色土と混合土 南部浮石粒
微量 。炭化物粒徴量混入

3 10YR3/3 暗褐色±  2層 に多量の南部浮石粒・ 焼
土粒・ 炭化物粒多量混入

4 10YR2/2 黒褐色土 褐fb+と の混合土 南部浮石
粒徴量混入

5 10YR3/2 黒褐色土 南部浮石粒微量・ 土器混入
6 10YR3/2 黒褐色土 径 2 cm大の褐色土とのプロッ

クとの混合土
7 10YR2/3 黒褐色土 多量の南部浮石粒との混合土
8 10YR2/2 黒褐色土 多量の南部浮石粒との混合土

炭化物粒微量混入
9 10YR2/3 黒褐色土 基本土層租層相当 掘 り過ぎ

※ 2～ 6層人為堆積

0            2m

第34図 D16掘立柱建物跡 2号

ト ト294。 300m  
叫
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1 10YR2/3 黒褐色土

2a 10YR3/3 黒褐色土
2b 10YR3/3 黒褐色土

3 10YR4/6 褐色土

4 10YR3/4 暗褐色土
5 10YR4/6 褐色土
6 10YR4/6 褐色土

7 10YR4/3 にぶい黄掲色土

褐色土・ 南部浮石粒多量混入
上位にある遺構の埋土 ?

褐色土・南部浮石粒少量混入
褐色土多量・ 南部浮石粒微量
混入
八戸火山灰層に黒褐色土微量
。南部浮石粒少畳混入
黒褐色土微量混入
黒褐色土微量混入
明黄褐色土 (基本土層Ⅸ層)

粒微量・南部浮石粒少量混入

褐色土との混合土 明黄褐色
土プロック混入

2

F15柱穴状

土坑 2号

F15柱 穴状土坑 2号 E― E′

1 10YR3/3   暗褐色土

南部浮石粒微量混入 柱痕

跡 ?

2 10YR4/4   褐色土
基本土層IX層下位で褐色

土プロック土
3 10YR3/3   暗褐色土

1層より南部浮石粒多量混
入 柱痕跡 ?

4 10YR4/3～ 4/2 灰黄褐色土

明黄褐色土粒含む黒褐色土
との混合土

5 10YR4/2   灰黄褐色土

明黄褐色土粒含む黒褐色土
との混合土 本柱穴の再利

用した柱根固め部分 ?

※本柱穴はF15土坑 2号 より新
しい
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2 10YR4/6 褐色土  南部浮石粒少量混入
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第35図  E15掘立柱建物跡
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F21柱穴状上坑4号 G― G′

1 10YR2/3 黒褐色土

1柱穴状土坑 1,3号 F― F′

10YR2/3 黒褐色土
, 10YR3/3 暗褐色土

10YR2/2 黒褐色土
10YR2/2 黒褐色土
10YR2/2 黒褐色土
10YR3/1 黒褐色土
10YR4/3 にぶい黄褐色土
10YR3/1 黒褐色土
10YR2/3 黒褐色土

中諏少量・細かい南部浮石粒少量・
炭化物粒徴量混入
南部浮石粒少量混入
砂・ 細かい南部浮石粒少量混入
南部浮石粒多量・ 炭化物粒微量混入
南部浮石粒多量混入
南部浮石粒少量混入
南部浮石粒多量混入
南部浮石粒多量混入

南部浮石粒多量混入
黄褐缶+・ 黒褐色土混入
1層 に黄褐色土混入 新規柱穴 ?

黄褐色土プロック・ 南部浮石粒少量混入

細かい少量の南部浮石粒との混合土

南都浮石粒少量混入
黄褐色土 (ア(戸火山灰層)と 南部浮石粒との混合土

南部浮石粒少量混入
1層より南部浮石粒多量混入

第36図  E20掘立柱建物跡
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F20柱 穴状土坑 E― E′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量・焼土粒微量・

炭化物粒微量混入
2 10YR3/4 暗褐色土

黒褐色土 。南部浮石粒多量・ 炭
化物粒微量混入

3 黒色土と南部浮石粒の混合土
4 10YR4/4 褐色土

暗褐色土・ 南部浮石粒多量混入
5 10YR2/1 黒色土

南部浮石粒多量混入
6 10YR4/3 にぶい黄褐色土

南部浮石粒少量混入

E20柱穴状土坑 H― H′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒混入

2 10YR3/2 黒褐色土
黒色土・ 南部浮石粒多量
混入土
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3

4

5

6

10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量混入
黒褐色土と暗褐色土 と南
部浮石粒の混合土
10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入
10YR2/3 黒褐色土
南都浮石粒多量混入
10YR2/1 黒褐色土
暗褐色土・南部浮石粒少
量混入
10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土 。南部浮石粒少
量混入C21桂

穴状土坑

3号

G21柱穴状土坑

れi縫央摂工第粧考ひωPの

導
卜291.900m

卜291.000m

南部浮石粒層

1号

南部浮石粒層
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理作業において柱間隔から掘立柱建物跡に認定 したものである。よってPPl・ PP2は北側 (削平を受けた地

形と推定される地域)に対応する別グループの掘立柱建物跡であった可能性 もある。

E20掘立柱建物跡 (第36図、写真図版39)

<位置・検出状況> 調査区南東のE20・ E21・ F20・ F21・ F22・ G21グ リッドに位置する。

<構成する遺構名> F20柱穴状土坑 (PPl)、 G21柱穴状土坑 1号 (PP2)、 F21柱穴状土坑 4号 (PP3)、

E20柱穴状土坑 (PP4)

<主軸方向> N25° W

<柱穴配置> 4本 柱で構成され、平面形は正方形である。

<壁・ 底面> Ⅵ～Ⅷ層中にかけて構築されている。

<埋上> 埋土は黒褐色土、暗褐色土、黄褐色土で構成される。

PPlは 2・ 6層がアタリと思われる層で、柱の太さは45～ 50cmと 推定される。

PP2は 4層がアタリと思われ、開口部付近の痕跡から考えて柱が抜き取 られている可能性がある。

PP3は土層断面からは人為堆積か自然堆積か判断できなかった。

PP4は 4・ 7層がアタリの可能性があるが、明確ではない。

<柱穴の規模> PPl(88cm)・ PP2(80～ 128cm)・ PP3(82cm)。 PP4(80～ H2cm)

<柱穴深度> PPl(164cm)・ PP2(130cm)。 PP3(116cm)・ PP4(206cm)で ある。

<柱穴FHl隔> PPl― PP2(5.2m)。 PP2-PP3(5.2m)・ PP3-PP4(5,2m)・ PP4-PPl(5.2m)

<出土遺物>(第164図、第165図、第172図、写真図版196・ 197・ 202)

土器 (第 164図 706、 第165図723・ 736、 写真図版196・ 197)E20柱穴状土坑 3号 (PP4)よ り706、 F20柱穴

状土坑 (PPl)よ り723、 G21柱穴状土坑 1号 (PP2)よ り736の上器が出土 している。

上製品 (第 172図 899、 写真図版202) G21柱穴状土坑 1号 (PP2)よ り899の 円盤状土製品が出土している。

E21掘立柱建物跡 (第37図、写真図版40)

<位置・検出状況> 調査区南東のE21・ E220F21・ F22グ リッドに位置する。

<構成する遺構名> F21柱穴状土坑 1号 (PPl)、 F22柱穴状土坑 (PP2)、 E22柱穴状土坑 (PP3)、 E

21柱穴状土坑 1号 (PP4)

<主軸方向> N18° E

<柱穴配置> 4本 柱で構成され、平面形は正方形である。

<壁・底面> 壁はⅢ (遺物包含層)～Ⅶ (南部浮石層)層で、底面はⅧ (八戸火山灰層)層に相当する。

<埋土> 柱穴の埋土は、南部浮石粒を含む黒褐色土シル トを主体とする。

PPlは土層断面を観察した結果、人為的に埋め戻された可能性がある。

PP2は堆積様相からは、人為堆積か自然堆積か判断をできかねる。

PP3は 自然堆積的様相である。 7層 (南部浮石粒)は掘り過ぎの可能性がある。

PP4は 自然堆積的様相である。

<柱穴 の規模> PPl(80～ 90cm)・ PP2(96～ 100cm)・ PP3(76cm)・ PP4(80～ 110cm)

<柱穴深度> PPl(114～ 120cm)。 PP2(90cm)・ PP3(128cm)・ PP4(170cm)

<柱穴FHl隔> PPl― PP2(4.7m)・ PP2-PP3(4.65m)・ PP3-PP4(4.7m)・ PP4-PPl(4。 7m)
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<出土遺物>(第 165図、第172図、写真図版197・ 202)

土器 (第 165図 707・ 708・ 711～ 714・ 725、 写真図版197) E21柱穴状土坑 1号 (PP4)よ り707・ 708、 E

22柱穴状土坑 (PP3)よ り711～ 714、 F22柱穴状土坑 (PP2)よ り725の土器が出土 している。

土製品 (第 172図 897・ 898、 写真図版202) F22柱穴状土坑 (PP2)よ り897の ミニチュア土器と898の三角

形状土製品が出土 している。

F14掘立柱建物跡 (第38図、写真図版40)

<位置・ 検出状況> 調査区中央平坦部のF14・ F15・ G14グ リッドに位置する。

<構成する遺構名> F14柱穴状土坑 7号 (PPl)、 G14柱穴状土坑 8号 (PP2)、 F15柱穴状土坑 9号

(PP3)、 F14柱穴状土坑 1号 (PP4)

<主軸方向> N40° W

<柱穴配置> 4本 柱で構成され、平面形は正方形である。

<壁・底面> 南部浮石層から八戸火山灰層にかけて構築されている。

<埋土> 埋土は南部浮石粒を少量含む黒褐色土シル トを主体とする。

PPlは 自然堆積的様相で、 8層に細分される。

PP2・ PP3は黒褐色土による単層である。深さから推定 して上部は削平を受けている可能性が高い。

PP4は 自然堆積的様相で、 4層に細分される。

<柱穴 の規模 > PPl(60cm)・ PP2(60cm)。 PP3(60cm)。 PP4(64cm)

<柱穴深度 > PPl(104cm)・ PP2(20clll)・ PP3(15cm)。 PP4(114cm)で あ る。

<柱穴 間隔> PPl― PP2(2.6m)。 PP2-PP3(2.9m)・ PP3-PP4(2.7m)・ PP4-PPl(3.Om)

<出土遺物>(第 165図、写真図版197)

土器 (第 165図 716。 7180719、 写真図版197) F14柱穴状土坑 1号 (PP4)よ り716、 F14柱穴状土坑 7号

(PPl)よ り718・ 719の土器が出土 している。

G16掘立柱建物跡 (第39図、写真図版41)

<位置 。検出状況> 調査区中央平坦部のG16・ G17・ H16・ H17グ リッドに位置する。

<構成する遺構名> H16柱穴状土坑 1号 (PPl)、 H17柱穴状土坑 5号 (PP2)、 G17柱穴状土坑 1号

(PP3)、 G16柱穴状土坑 2号 (PP4)

<主軸方向> N15° W

<柱穴配置> 4本 柱で構成され、平面形は正方形である。

<壁・底面> 八戸火山灰層、及び大不動浮石流凝灰岩層を壁とする。底面は大不動浮石流凝灰岩の下位に

堆積する火山灰層 (高館火山灰相当 ?)で ある。PPl・ PP2・ PP3の底面には土が酸化により、変色 した部

分がみられる。ほぼアタリの大きさと同様の範囲に広がることから、柱の重量により土が酸化 したものと思

われる。

<埋土> 埋土は黒褐色土、にぶい黄褐色土、暗褐色土を主体とする。

PPlは、 1・ 2・ 3層がアタリで柱の太さは約60cmと 推定される。 4・ 5・ 6層が据え方の土層 と推定さ

れる。

PP2は、 2・ 3層がアタリで柱の太さは約60cmと推定される。 4・ 5・ 6・ 7・ 8層が据え方の土層と推
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褐色土少量・南部浮石粒 3%・ 炭化物粒少量混入
8 10YR2/1   黒色土

砂土 。南部浮石粒 1～ 3%混入 者干水分に富む

卜い291.700m

黒色土     南部浮石粒 7～ 10%・ 土器少量混入

黒色土     南部浮石粒 3%混入

黒色～黒褐色土
黒褐色土    南部浮石粒 1～ 2%混入

黒色～黒褐色土 南部浮石粒 2%混入
黒色土     南部浮石粒 2～ 3%混入
黒色土     南部浮石粒 3%混入

黄褐色土    南部浮石粒層

第37図  E21掘立柱建物跡

8

F22柱穴状土坑 F― F′

1 10YR2/2   黒褐色土
中如 。南部浮石粒微量混入

2 10YR2/2   黒褐色土
中撤・ 南部浮石粒多量混入

3 10YR2/2黒 褐色土と10YR3/3暗 褐色土との混合土

南部浮石粒少量・焼土粒・ 木炭混入
4 10YR2/2黒 褐色土と10YR3/3暗 褐色土との混合土
5 10YR2/2黒 褐色土と10YR3/3暗 褐色土との混合土

南部浮石粒微量 3～ 5%程混入
6 10YR2/1～ 3/1 黒色～黒褐色土

南部浮石粒 5～ 7%程混入
7 10YR17/1   黒色上

南都浮石粒 7～ 10%混 入
8 10YR4/3   にぶい黄褐色土

南部浮石粒多量混入

い291.800m

卜   引

E21柱穴状土坑 1号 H― H′

1 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒少量混入
2 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒多量混入
3 10YR3/1 黒褐色土

褐色土・南部浮石粒少量混
入

4 10YR3/3 暗褐色土
褐色土 。南部浮石粒少量混
入

5 10YR4/6 褐色土
黒褐色土・ 南部浮石粒少量

混入
6 10YR2/3 黒褐色土

褐色土・南部浮石粒少量・

焼土粒混入
7 10YR3/3 暗褐色土

褐色土・ 局所的に南部浮石
粒多量混入

8 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

9 10YR2/3 黒褐色土
局所的に褐色土混入

10 10YR4/4褐 色土と10YR2/2
黒褐色上の混合土 南部浮
石粒少量混入

H 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒少量混入
12 10YR2/3 黒褐色土

上位に褐色土 。南部浮石粒
少量混入

2冊

F21柱穴状土坑 1号 E― E′

1 10YR3/1   黒褐色土
南部浮石粒 5%混入

2 10YR2/1～3/1 黒色～黒褐色土

南部浮石粒 3～ 7%混入
3 10YR17～ 2/1 黒色土

南部浮石粒 1%以下混入
4 10YR2/2   黒褐色土

南部浮石粒10～ 15%混入
5 10YR2/1   黒色土

10YR4/6褐 色粘土質シル ト (八 戸火山灰 )

部浮石粒 5～ 7%混入
6 10YR3/2   黒褐色土

褐色粘土質ンル トとの混合土 (八戸火山灰)

部浮石粒 7～ 10%。 炭化物粒混入
7 10YR2/1～ 2/2 黒色～黒褐色土

E22柱穴状土坑 G― O′

1  10YR17～ 1

2  10YR2/1
3 10YR2/1～ 3/1

4  10YR3/1
5a 75YR2/1～ 10YR3/1
5b 10YR2/1
6  10YR17/1
7  10YR5/6
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X層

F14柱 穴状土坑 7号 E― E′

10YR2/3 黒褐色土

6

7

8

10YR3/1
10YR3/1
10YR2/2
10YR2/3

10YR2/3

10YR2/3

10YR2/3

多量の南部浮石粒と
の混合土

黒褐色土
黒褐色土 南部浮石粒少量混入
黒褐色土 南部浮石粒少量混入
黒褐色土 南部浮石粒多量 。炭

化物微量混入
黒褐色± 5層 より南部浮石粒

少量混入
黒褐色± 6層より細か くて少

量の南部浮石粒混入
黒褐色± 7届相当 F15柱穴状土坑 9号 G― α

l 10YR2/3 黒褐色土
白色砂土プロック・南部
浮石粒多量・炭化物粒微
量混入

_他遺構

八戸火山灰層

Ⅸヽ層

が啓I三
.

MttΨ

式    iユ賦瞥

吼 沖…謂
醐

響 轄Ⅷ ・

『∵F14柱穴状土坑 1号 H― H′

1 10YR2/1 黒色土     南部浮石粒多量・ 炭化
物粒少量混入

2 10YR2/3 黒褐色土    細かい南部浮石粒との

混合土
3 10YR4/3 にない黄褐色土 明黄褐色土との混合土

4 10YR3/3 暗褐色±    3層 に暗褐色土多量・
明黄褐色土小プロック

混入

第38図  F14掘立柱建物跡

r294.400m

卜  ‖
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G17柱穴状土坑 1号

H16柱穴状土坑 1号  E― E′

1 10YR2/2 黒褐色土

黄褐色土微量 。南部浮石粒

多量 。炭化物粒微量混入
2 10YR4/3 にない黄褐色土

明黄鰤 ・褐色土プロッ
ク・ 南部浮石粒混入

3 10YR4/3 にぶい黄褐色土
2層よりしまり弱で南部浮

石粒少量混入
4 10YR4/2 灰費褐色土

褐色土 (Ⅲ b層 )に黒褐色

土 。南部浮石粒混入
5 10YR4/4 褐色土

輻 b層主体 Ⅸ層微量・ 岩

盤の礫片混入
6 10YR4/3 にない貢褐色土

Ⅷ b層主体 明黄褐色 土

(Ⅸ層)。 岩盤の礫片混入

G16柱穴状土坑 2号 I― I′

1 10YR2/3 黒褐色上
南部浮石粒多量・ 焼土徴量混入
住痕跡

2 25Y7/4 浅費色土
にぶい黄褐色土との混合土 炭
化物粒徴量混入

3 10YR4/6 褐色土
南部浮石粒少量混入

4 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒・ 炭化物粒微量混入

5 10YR3/3 暗褐色土
Ⅸ層 (浅黄色土)混入

※ 2～ 5層柱の据え方部分

G17柱穴状土坑 1号 G― g oH_H′
10YR2/3 黒褐色土    暗褐色土との混合土 南部浮

石粒少量・炭化物粒混入
10YR4/3 にぶい黄褐色土 租層にIX層微量混入
10YR3/3 暗褐色土    黒褐色土に黄褐色土・ 南部浮

石粒微量混入
10YR4/3 にぶい黄褐色± 2層に暗褐色土・ 明黄褐色土

粒混入
10YR5/3 にぶい黄褐色土 Ⅸ層に明黄褐缶+～黒褐色土

少量混入
10YR2/3 黒褐色土    明黄褐色土混入
10YR3/4 暗褐色土    明黄褐色土との混合土
10YR3/3 暗掲色土    黄褐色土プロック・ 南部浮石

粒少量混入 柱痕跡部分

暗褐色上と黒褐缶キの混合土 南部浮石粒少量混入
黒褐色土との混合土 褐色土プロック混入 柱痕跡部分
黒褐色土との混合土 褐色土と明黄褐色土のプロック混入 柱痕跡部分
黄褐色土少量 (局所的にプロック)。 南部浮石粒少量混入
褐色土主体 灰白色砂土 。明黄褐色土プロック・黒褐色土微量混入
黒褐色土 。南部浮石粒少量混入
小ブロック土 暗褐色土微量混入
黒褐色土と暗褐色土の混合土 ゴ0夕 少量含む

第39図  G16掘立柱建物跡

H17柱穴状土坑 5号 F― F′

1 10YR2/3 黒褐缶十

2 10YR3/3 暗褐色土
3 10YR3/3 暗褐色土
4 10YR3/3 暗褐色土
5 10YR4/3 にぶい黄褐色土
6 10YR3/3 暗褐色土
7 10YR8/2 灰白色土
8 10YR3/3 暗掲色土

卜い292,200m引

卜292.000m

卜    引
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H20柱穴状土坑
4=争 (PP2)
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G18柱穴状土坑1号 1-r
l 10YR2/2 黒褐色土

2 25Y3/2 黒褐色土
3 10YR3/2 黒褐色土

4 25Y7/6 明黄褐色土

V
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一
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上 D5

黒褐色土と褐色土プロックと

明黄褐色土との混合土 炭化

物粒微量・岩盤が粒状混入

暗褐色土と黄褐色土との混合
土 明黄掲色土粒・ 炭化物粒

微量混入
暗褐色土と明黄褐色土との混

合土
ほぼ 1層相当 柱痕跡 ?

黒褐色土と褐色土と明黄褐色

土と岩粒との混合土

明黄褐色上に暗褐色土混入壁

崩落土 ?

3畳より明黄褐色土多量混入

壁崩落土 ? プロック土

暗褐色土少量混入

明黄褐色上と褐色土との混合

土 上位に局所的に褐色土ブ
ロック混入

卜291.700m

卜   引

H20柱穴状土坑4号 F― F′

1 10YR2/3 黒褐色土

2 10YR4/3 にぶい黄掲色土

3 10YR3/2 黒褐色土

4 10YR2/3 黒褐色土
5 10YR3/2 黒褐色土

6 10YR6/4 にぶい黄褐色土

7 10YR3/3 暗オリーブ褐色土
8 10YR4/4 褐色土
9 10YR2/3 黒褐色上
10 10YR3/2 黒褐色土

■19柱穴状土坑 1号 E― E′

1 10YR3/3 暗褐色土

暴線号莞患撮長毒岸々篭只石
2 
璃婆蒲雹土堂観岳落浅黄色土
混入

3a鰹
望の樋容里声響是毒片

混入
3b 10YR4/3 にぶい黄褐色土

3層 に暗褐色土多量混入

4 10YR4/4 褐色土

八戸火山灰層であるブロック

土
5 10YR3/4 嗜褐色土

6〔離孵義熱盤
浅黄色土～明剤町■し小プロッ

ク多量混入
※前層埋め戻 し層

G19柱穴状土坑 9号
C― G′・ H― H′

1 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒少量混入
2 10YR3/3 暗褐色土

基本土層Ⅸ層粒少量・

基本土層X層 プロック

少量・南部浮石粒少量
混入

3 10YR2/3 黒褐色土
汚れた南都浮石粒多量
混入

4 10YR3/2 黒褐色土
褐色土小プロック混入

5 10YR7/6 明黄褐色土
砂土 基本土層Ⅸ層相
当 掘り過ぎ

士_________― 一弩

m X

第40図 G18掘立柱建物跡

褐色土・南部浮石粒少量・ 炭

化物粒微量混入

基本上層Ⅸ層混入
基本土層Ⅸ層 。南部浮石粒少

量混入
基本土層Ⅸ層主体 局所的に

黒褐色土徴量混入

卜291.800m

伴  引
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定される。

PP3は、 8層がアタリと思われ、柱の太さは50cmと 推定される。

PP4は、 1層がアタリと思われる層で、柱の太さは約50cmと 推定される。

<柱穴の規模> PPl(98～ 108cm)・ PP2(96～ 106cm)。 PP3(100～ 108cm)・ PP4(100cm)

<柱穴深度> PPl(112cm)。 PP2(100cm)・ PP3(120cm)。 PP4(140cm)で ある。

<柱穴間隔> PPl― PP2(5。9m)・ PP2-PP3(5.5m)・ PP3-PP4(5,9m)・ PP4-PPl(5.6m)

<出土遺物>(第 165図、第192図、写真図版197・ 213)

土器 (第 165図728～ 731・ 748、 写真図版197) G16柱穴状土坑 2号 (PP4)よ り728・ 729、 G17柱穴状土

坑 1号 (PP3)よ り730。 731、 H16柱穴状土坑 1号 (PPl)よ り748の土器が出土 している。

石器 (第 192図 1135、 写真図版213) G17柱 穴状土坑 1号 (PP3)よ り1135が 出土 している。

G18掘立柱建物跡 (第40図、写真図版43)

<位置・ 検出状況> 調査区中央平坦部のG18・ G19・ H190H20グ リッドに位置する。

<構成する遺構名> H19柱穴状土坑 1号 (PPl)、 H20柱穴状土坑 4号 (PP2)、 G19柱穴状土坑 9号

(PP3)、 G18柱穴状土坑 1号 (PP4)

<主軸方向> N24° W

<柱穴配置> 4本 柱で構成され、平面形は正方形である。

<壁・底面> 八戸火山灰層、大不動浮石流凝灰岩層を壁とし、底面は大不動浮石流凝灰岩層及び下位の火

山灰層 (高館火山灰 ?)である。

<埋土> 埋土は黒褐色土、暗褐色土、にぶい黄褐色土を主体とする。

PPlは、人為堆積的様相である。

PP2は、自然堆積的様相である。H20土坑 3号と重複 し、本柱穴が古い。本柱穴に対 してスロープ状に哉

り合うわけではないが、本柱穴の 1層 とH20土坑 3号の埋土が酷似することから柱の抜き取 り跡の可能性 も

考えられる。

PP3は、 1層がアタリで、 2・ 3・ 5層が据え方時に埋めた土層と思われる。 4層 はⅨ層 (大不動浮石流

凝灰岩)相当で掘り過ぎであろう。

PP4は、八戸火山灰土を使用 して埋め戻されている。

<柱穴の規模> PPl(78～ 82cm)・ PP2(71～ 80cm)。 PP3(78～ 82cm)・ PP4(69cm)

<柱穴深度> PPl(130cm)。 PP2(92cm)・ PP3(124cm)・ PP4(108cm)で ある。

<柱穴間隔> PPl― PP2(4.6m)・ PP2-PP3(4.8m)・ PP3-PP4(4.8m)・ PP4-PPl(4.7m)

<出土遺物>(第 165図、第166図、写真図版197)

上器 (第 165図732、 第166図 753・ 755、 写真図版197) G18柱穴状土坑 1号 (PP4)よ り732、 H19柱穴状

土坑 1号 (PPl)よ り753、 H20柱穴状土坑 4号 (PP2)よ り755の上器が出土 している。

G19掘立柱建物跡 (第41図、写真図版43)

<位置 。検出状況> 調査区中央平坦部のG190G20・ H18・ H19グ リッドに位置する。

<構成する遺構名> H18柱穴状土坑 1号 (PPl)、 H19柱穴状土坑 2号 (PP2)、 G20柱穴状土坑 2号

(PP3)、 G19柱穴状土坑 2号 (PP4)
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<主軸方向> N17° W
<柱穴配置> 4本柱で構成され、平面形は正方形である。

<壁・底面> 八戸火山灰下位のⅨ層 (大不動浮石流凝灰岩 ?)。 X層 (高館火山灰 ?)中まで掘り込まれ

ている。

<埋土> 埋土は黒褐色土、暗褐色土、にぶい黄褐色土で構成される。 4基とも人為により埋め戻されたと

思われる堆積様相である。

PPlは南部浮石層 と八戸火山灰層の混土で構成 され、人為堆積的様相である。

PP2・ PP3は埋土の様相からは自然 。人為の明確な判別ができなかった。全体に黒褐色土、黄褐色土、褐

色土が混在 して見 られることか ら人為により埋め戻された可能性が高い。

PP4は人為堆積である。

<柱穴の規模> PPl(56～ 64cm)。 PP2(58～ 80cm)・ PP3(52～ 60cm)・ PP4(64～70cm)

<柱穴深度> PPl(120cm)・ PP2(140cm)・ PP3(142cm)。 PP4(148cm)で ある。

<柱穴間隔> PPl― PP2(5,2m)・ PP2-PP3(5.4m)・ PP3-PP4(5.3m)・ PP4-PPl(5,4m)

<出土遺物>(第 166図、第192図、写真図版197・ 213)

土器 (第 166図 754、 写真図版197) H19柱穴状土坑 2号 (PP2)よ り754の土器が出土している。

石器 (第 192図 1136、 写真図版213) G20柱穴状土坑 2号 (PP3)よ り1136が出土している。

H13掘立柱建物跡 (第42図、写真図版42)

<位置 。検出状況> 調査区中央平坦部のH13・ H14・ 112・ 113グ リッドに位置する。

<構成する遺構名> 112柱穴状土坑 2号 (PPl)、 113柱穴状土坑 2号 (PP2)、 H14柱穴状土坑10号

(PP3)、 H13柱穴状土坑 5号 (PP4)

<主軸方向> N15° W
<柱穴配置> 4本柱で構成され、平面形は正方形である。

<壁・底面> 八戸火山灰層中に掘り込まれている。

<埋土> 埋土は黒褐～暗褐色土を主体とし、南部浮石粒や八戸火山灰を混入する。

PPlは土質の調査記録 (注記)か らは人為堆積と判断されるが、底面に残る変色した部分の範囲と7層が

対応するため、 7層がアタリで、 6層が据え方の埋土と推定される。柱材の上方を切断したものか ?。

PP2は 5層がアタリ、 1層が埋め戻された土 (貼床 ?)と 判断される。

PP3は 6層がアタリと推定される (調査記録から)が、203層の様相 (自然 。人為堆積の有無)は解釈

しかねる。

PP4は 2層がアタリ、 7層が据え方の埋土と推定される。

<柱穴の規模> PPl(98～ 120cm)・ PP2(88～ 120cm)・ PP3(110～ 121clll)・ PP4(65～ 80cm)

<柱穴深度> PPl(178cm)。 PP2(140cm)・ PP3(144cm)・ PP4(172cm)である。

<柱穴間隔> PPl― PP2(4.lm)・ PP2-PP3(4.3m)・ PP3-PP4(4,2m)・ PP4-PPl(4。3m)

<出土遺物>(第 165図、第166図、写真図版 197・ 198)

土器 (第 165図 743・ 744、 第166図764、 写真図版 197・ 198) H14柱穴状土坑10号 (PP3)よ り743,744、

113柱穴状土坑 2号 (PP2)よ り764の土器が出土 している。
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石粒層

H18柱穴状土坑 1号  E― E′

1 10YR5/6 黄褐色土
上位は荒く中位は細かい南部

浮石粒層 局所的に黒褐色土

で汚れる
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

黄褐色土に黒褐色土微量混入

上 壷               ■

い291.800m

Ⅸ層

H19柱穴状土坑 2号 F― F′

1 10YR2/2 黒褐色土

2 10YR4/3 にない黄褐色土

3 10YR5/3 にぶい黄褐色土
4 10YR4/2 灰黄褐色土

5 10YR4/4 褐色土

6 10YR4/3 にぶい黄褐缶+

7 10YR3/4 暗褐色土
8 10YR3/3 暗褐色土

020柱穴状土坑 2号 G― G′

1 10YR2/3 黒褐色土

2 10YR3/3 暗褐色土

3 10YR4/3 にぶい黄褐色土

4 10YR2/2 黒褐色土

5 10YR3/4 暗褐色土

291,900mい
卜

ｍ

田

「

ｒ
ａ
卜

X層

�層

第41図  G19掘立柱建物跡

南部浮石粒微量混入 基本
土層 l or Ⅱ層相当
基本土層Ⅸ層との混合土

南都浮石粒多量混入
汚れた基本土層Ⅸ層相当
基本土層Ⅸ層・ 黒褐色土・

褐色土混入
基本土層X層 プロック上に
4層・ 黒褐色土混入
基本土層 I層・ 暗褐色上 。

褐色土プロック混八
黒褐色土多量混入
褐色土t遊割避梶M層プロッ
ク混入

黄褐色土プロック・褐色土ブ
ロック。上部に十和田 b?・
南部浮石粒少量混入
黄褐色土プロック・ 褐色土ブ
ロック・ 南部浮石粒徴量混入

黄褐色土プロック・ 褐色土プ
ロック混入
黄褐色土プロック・ 褐色土ブ
ロック混入
黄褐色土プロック・ 褐色土ブ
ロック・ 南部浮石粒徴量混入

o           2m
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H14柱穴状土坑10号

H13柱穴状土坑 5号
(PP4)

卜 L292.900m

113柱 穴状土坑 2号 F― F′

1 10YR4/4 褐色土
南部浮石粒少量混入

2 10VR4/4 褐色土
1層より色調が若干明るく、 しまり弱で
南部浮石粒多量 (特に上位壁際)混入
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H14柱穴状土坑10号 G― G′

1 10YR3/3 暗褐色土

南都浮石粒 5%混入
2 10YR3/4 暗褐色土

南部浮石粒 3%混入
人為堆積
10YR3/4 暗褐色土
南部浮石粒混入
10YR3/4 暗褐色土
南部浮石粒 5%・ 八戸火
山灰小プロック5%混入
10YR3/4 暗褐伍十

4層相当
10YR4/4 褐色土
八戸火山灰に暗褐色土大
小プロック50～ 70%混入

柱痕跡

5

6

112柱穴状土坑 2号 E― E′

1 10YR3/1 黒褐色土
基本土層Ⅱ層下位相当

2 10YR3/3 暗褐色土
南部浮石粒・ 八戸火山灰
下位混入

3 10YR2/2 黒褐色土
基本土層皿層の黒色土・

南部浮石粒多量混入
4 10YR3/2 黒褐色土

汚れた径 2 dta程 の南部浮
石粒多量混入

5 10YR3/4 暗褐色上
汚れた南部浮石粒・ 八戸
火山灰上位微量混入

6 10YR3/3 暗褐色土
南部浮石粒・八戸火山灰
混入

7 10YR2/3 黒褐色土

汚れた南部浮石粒・ 八戸
火山灰上位層混入

卜293.400m

卜   期

10YR4/6 褐色土
南部浮石粒含まず
10YR5/6 黄褐色土
局所的に明黄褐色土プロック・汚れた南
部浮石粒少量混入
10YR3/3 嗜褐色土
1層より南部浮石粒少量混入
10YR5/8 黄褐色土
南部浮石粒殆ど含まず
10YR3/3 暗褐色土
5層より暗い色調で 4、 5層 よりしまり
強 砂粒・ 黒褐色土プロック・南部浮石
粒多量混入
10YR6/3 にぶい黄橙土
粘土質シル ト 1～ 7層よりしまり強
南部浮石粒殆ど含まない
10YR4/4 褐色土
7層 より粗い砂粒多量 。南部浮石粒多量
混入
10YR3/4 暗褐色土
7層 よりしまり強 汚れた南部浮石粒少
量混入

H13柱穴状土坑 5号 H― H′

1 10YR2/1 黒色土
ンル ト 局所的に径10～20mmの
黒褐色土プロック・ 径 2～ 5 mm

の南部浮石粒 7%混入 10YR5
/6黄褐色土 黒褐色土 +南部
浮石粒より粘性強

2 10YR3/2 黒褐色土
ンル ト 1層 よりしまり弱 径
2～ 5d皿 の南部浮石粒 7%混入

3 10YR2/3 黒褐色土
黄褐色土と褐色土と南部浮石粒
との混合土 柱痕 ?

4 10YR2/3 黒褐色土
炭化物粒微量混入

5 10YR4/3 にぶい黄褐色土
黄橙色と褐色土とバ ミスとの混
合土

6 10YR3/1 黒褐色土
細かい南部浮石粒との混合土

7 10YR3/4 暗褐色土
褐色土と南都浮石粒との混合土

8 10YR4/4褐 色土 と10YR8/6黄
橙色土と10YR2/3黒 褐色土の
ブロックで構成されている土0            2m

第42図 H13掘立柱建物跡

卜292.800m

―- 82 -―



W008・ 76Z司 司

〒排〒

Ｔ
遇
ω
・ど
。
ョ

0・urゴ

ゝ

トト293.200m

E

と

112柱 穴状土坑 9号 G― G′

1 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒多量混入
2 10YR2/3 黒褐色±  1層 より若干 しまり強

南部浮石粒少量混入
3 10YR4/4 褐色土  南部浮石粒含まず
4 10YR2/2 黒褐色± 3層より少 ししまり強

南部浮石粒微量混入

位多量中央下位少量)10%混 入
壁 は上 位 に10YR4/4褐 色 土

(南部浮石粒混入)、 下位は径 2

～ 5 11alの 南部浮石粒混入
2 10YR2/3 黒褐色土

1層相当 1層 よりしまり強
1層 との境界面は中央部のみ、
下位少 ししまり弱 径 2～ 5 aua

の南部浮石粒15%混入
3 10YR4/4 褐色土  ンル ト

2層相当 径 1～ 2 mln程 の南部
浮石粒 5%混入

4 10YR3/3 嗜褐色土 ンル ト

径 5～ 10mm程 の南部浮石粒20%
混入

3 10YR3/2
4 10YR2/2

5 10YR3/1

卜い別・側Omtt nガ鞠霧藉越
′

南部浮石粒多量混入
焼土粒少量 。炭化物多
量混入
暗褐色土微量 。南部浮
石粒多量混入
南部浮石粒多量・炭化
物粒少量混入
暗褐色土との混合土
4層より南部浮石粒少
量混入
暗褐色土少量 。細かい

南部浮石粒少量混入
汚れた南部浮石粒多量
混入 (径 3～ 4 um大 の

ものが日立つ)

暗褐色土・ 細かい南部
浮石粒多量混入
細かい南部浮石粒少量
混入

9 10YR3/1 黒褐色土 砂粒・細かい南部浮石
粒混入

卜292.000m

卜   J｀

1ヽミ岳F5「
瓦
〔
柱
謝 畠 ♂1蜘 的 箭

粒混入
2 10YR2/2 黒褐色±  2層 より南部浮石粒少量

混入

3 10YR2/2 黒褐色土

4a 10YR2/2 黒褐色土

4b 10YR3/1 黒褐色土

5 10YR2/2 黒褐色土

6 10YR2/2 黒褐色土

7 10YR2/3 黒褐色土

8 10YR2/2 黒褐色土

黒褐色土 径大の南部浮石粒混入
黒褐色± 2、 3層 より若干 しまり

強 細かい南部浮石粒と
の混合土

黒褐色上 ノ(戸火山灰層との混合土

111掘立柱建物跡

―- 83 -―

ひ
洋攪奔

状土訂

Чdデ至畏管
状土

(PP3)

引

い292.400m

第43図



Ш000■ 6Z呵 却

ダ    可

市Ｆ　ｒ「ぃｏ干囀一一ョ
>

ゴトト
碗 穴状

Ｅ
ま
〓
〓
■

土上     (PP4)

卜い291.400m
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K12柱穴状 土坑2号

装

引
L-291.200m

卜    引

鬱 瑠藍土詠霧鋳
5 10YR3/1 黒褐色土  南部浮石粒少量・炭化物

粒微量混入

r291.400m

T K:与牟:;?3s:::H:自
身骨喜車豊::,

2m

講  Kザ

名愚総議を
言尋阜吉緩豊捲入

第44図  K12掘立柱建物跡 1号

K12柱穴状土坑 2号 I― r
l 10YR3/1 黒褐色土

2 10YR3/1 黒褐色土

3 10YR3/3 暗褐色土

4 10YR3/1 黒褐色土

※ 2～ 4層柱の据え方

細かい南部浮石粒と
の混合土 柱痕跡
1層 より南部浮石粒
多量混入
褐色土 。黒褐色土・
南部浮石粒混入
南部浮石粒微量混入
基本土層Ⅳ層相当 ?
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111掘立柱建物跡 (第43図、写真図版42)

<位置・検出状況> 調査区中央平坦部の In・ 112・ 」11・ J12グ リッドに位置する。

<構成する遺構名> 」11柱穴状土坑 (PPl)、 J12柱穴状土坑 (PP2)、 112柱穴状土坑 9号 (PP3)、  I

ll柱穴状土坑 5号 (PP4)

<主軸方向> N3° W

<柱穴配置> 4本柱で構成され、平面形は正方形である。

<壁・底面> 八戸火山灰層中に掘り込まれている。

<埋土> 埋土は黒褐色土を主体に、暗褐色土、褐色土、南部浮石粒が混入する。

PPl・ PP3は 自然堆積的様相である。

PP2・ PP4は土層注記からは人為堆積的様相である。人為堆積とする根拠資料として、含有する南部浮石

粒の粒径が他に比べて細く、埋め戻す際に潰れた状態になったことを示すからである。

<柱穴の規模> PPl(80cm)・ PP2(80cm)・ PP3(92～ 100clll)・ PP4(82～ H2cm)

<柱穴深度> PPl(80clll)。 PP2(54cm)・ PP3(130cm)・ PP4(192cm)で あ る。

<柱穴間隔> PPl― PP2(3.4m)・ PP2-PP3(3.3m)・ PP3-PP4(3.6m)・ PP4-PPl(3.6m)

<出土遺物>(第 166図、第192図、写真図版197・ 198・ 213)

上器 (第 166図757～ 759・ 774・ 775、 写真図版197・ 198) IH柱穴状土坑 5号 (PP4)よ り757～ 759、 」

11柱穴状土坑 (PPl)よ り774・ 775の上器が出土 している。

石器 (第 192図 H40、 写真図版213) 」11柱穴状土坑 (PPl)よ り1140が出土 している。

K12掘立柱建物跡 1号 (第44図、写真図版43)

<位置・検出状況> 調査区中央やや西寄 りのK12・ K13・ L12グ リッドに位置する。配置関係から考えて

Kll住居跡の主柱の可能性が高い。

<構成する遺構名> L12柱穴状土坑 (PPl)、 K13柱穴状土坑 (PP2)、 K12柱穴状土坑 3号 (PP3)、 K

12柱穴状土坑 2号 (PP4)

<主軸方向> N20° E

<柱穴配置> 4本 柱で構成され、平面形は正方形である。

<壁・底面> 遺物包含層 (Ⅲ層)中 に構築されている。

<埋土> 埋土は黒褐色土を主体とする。

PPlは南部浮石粒を微量含む (3%前後)黒褐色土で構成される。調査記録から人為堆積と推定される。

PP2は黒褐色土による単層である。

PP3は 2層がアタリと思われる。

PP4は 1層がアタリで、 2～ 4層が据え方と思われる。

<柱穴の規模> PPl(84cm)。 PP2(84～98cm)。 PP3(78cm)・ PP4(100cm)

<柱穴深度> PPl(52cm)・ PP2(58cm)・ PP3(74cm)・ PP4(78cm)で ある。

<柱穴間隔> PPl― PP2(3.5m)・ PP2-PP3(3.9m)・ PP3-PP4(3.5m)・ PP4-PPl(4m)

<出土遺物>(第 166図、第167図、第172図、写真図版198・ 202)

土器 (第 166図 782、 第167図786～ 788、 写真図版198) K12柱穴状土坑 3号 (PP3)よ り782、 L12柱穴状

土坑 1号 (PPl)よ り786～788の上器が出土している。
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土製品 (第 172図904・ 905、 写真図版202) L12柱 穴状土坑 (PPl)よ り三角形状土製品が 2点出土 してい

る。

K12掘 立柱建物跡 2号 (第45図、写真図版43)

<位置・検出状況> 調査区中央やや西寄 りのK12・ K13・ L12グ リッドに位置する。

<構成する遺構名> M12柱穴状土坑 (PPl)、 L14柱穴状土坑 (PP2)、 K14柱穴状土坑 (PP3)、 K12柱

穴状土坑 1号 (PP4)

<主軸方向> N88° W

<柱穴配置> 4本柱で構成され、平面形は正方形である。

<壁・底面> Ⅲ層から掘り込まれ、Ⅸ層中を底面とする。

<埋土> 埋土は黒褐色土を主体とし、暗褐色土、明黄褐色土、にぶい黄褐色上で構成される。

PPlは 1層が人為堆積であることはわかる。

PP2は 1～ 4層がアタリで、 6～ 8層 (人為堆積)が据え方と推定される。

PP3は 9012層がアタリと推定される。アタリが 1～ 4層の人為堆積層で覆われていることから、柱の上

部は切断されている可能性がある。

PP4は人為堆積か自然堆積か判断できなかった。

<柱穴の規模> PPl(62～ 66cm)・ PP2(62～78cm)・ PP3(80～ 96cm)。 PP4(74cm)

<柱穴 深度> PPl(56cm)。 PP2(146cm)・ PP3(60～ 84cm)・ PP4(48～ 112clll)で あ る。

<柱穴FHl隔> PPl― PP2(6.38m)。 PP2-PP3(6.4m)・ PP3-PP4(6.32m)。 PP4-PPl(6.53m)

<出上遺物>(第 166図、第167図、第198図、写真図版198・ 214)

土器 (第 166図778～ 781・ 783、 第167図 789。 790～ 793、 写真図版198) K12柱穴状土坑 1号 (PP4)よ り

778～ 781、 K14柱穴状土坑 (PP3)よ り783、 L14柱穴状土坑 (PP2)よ り789。 790、 M12柱穴状土坑 (PP

l)よ り791～ 793の上器が出土 している。

石器 (第 193図 1143・ 1145、 写真図版214) K12柱穴状土坑 1号 (PP4)よ り1143、 M12柱穴状土坑 ●Pl)

より1145が 出土 している。

N15掘立柱建物跡 (第46図、写真図版なし)

<位置・ 検出状況> 調査区中央やや西側のN15・ 014・ 015グ リッドに位置する。ほば西部遺物包含 (西

部捨て場)中に構築 している。

<構成する遺構名> 015柱穴状土坑 4号 (PPl)、 015柱穴状土坑 7号 (PP2)、 N15柱穴状土坑 2号

(PP3)、 014柱穴状土坑 5号 (PP4)

<主軸方向> N22° E

<柱穴配置> 4本 柱で構成され、平面形は正方形である。

<壁・底面> 検出面の関係も考慮 しなければならないが、 4基金て浅い柱穴である。調査時は八戸火山灰

層が検出面であるため、本来は黒色土中から構築されていたために浅い可能性もあろうが、削平 (縄文時代

の造成 ?)さ れていた可能性もあることを追記する。

<埋土> 埋土は黒褐色土を主体とし、黒色土、暗褐色土で構成される。堆積様相としては、 4基とも自然

堆積と思われる。
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K12柱穴状土坑 1号

(PP4)

M12柱穴状土坑
(PPl)途

準σ静鋤 �嶽聴≦》
L

q■
~‐

トト290,900m

『］詈
L14柱穴状土坑
1 10YR3/1

い290.600m

い201.500m

16

褐色土
3

0             2m

Ψ
M12柱穴状土坑 E― E′

1 10YR2/3 黒褐色土
褐色土少量・ 汚れた南部
浮石粒多量混入 基本土
層Ⅲ層上位相当

2 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒徴量混入

3 10YR2/2 黒褐色土
2層 より南部浮石粒多量
混入

F― F′

黒褐色土
細かい南部浮石粒との混合土 炭
化物粒微量混入 基本土層Ⅲ層上
位相当

2 10YR2/2   黒褐色土
細かい南部浮石粒との混合土 黄
褐色土微量混入 東壁際には南部
浮石粒崩落土

3 10YR3/2   黒褐色土
黄褐色土と南部浮石粒との混合土

4 10YR2/3   黒褐色土
少量の南部浮石粒との混合土

5 10Y馳 /4～4/6 褐色土
八戸火山灰層プロック土 黒褐色
土微量混入

6 25Y4/4    オリープ褐色土
八戸火山灰下位相当 黒褐色土ブ
ロック・ バ ミス混入

7 10YR2/2   黒褐色土
八戸火山灰下位 (6層)と の混合
土で少量混入

8 10YR4/3   にぶい黄褐色土
汚れた南部浮石粒に黒褐fb十徴量
混入

K12柱穴状土坑 1号 H― H′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量 八戸火山灰
層小ブロック・ 焼土粒・ 炭化
物粒微量・土器少量混入

2 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒微量・焼土粒・ 炭
化物粒混入

3 10YR4/3 にぶい黄褐色土
褐色土・ 黒褐色土混入

褐色土少量・南部浮石粒多量混入
白色砂土 (黄褐色)・ 黒褐色土混入
自色砂土 (黄褐色)・ 黒褐色土混入
暗褐色土との混合土
黄褐色土微量混入
炭化物粒微量混入
褐色土に黒褐色土混入
八戸火山灰下位層
褐色土・南部浮石粒少量混入 柱のアタリ部分 ?

褐色土に黒褐色土混入
八戸火山灰下位層 基本土層Ⅸ層相当
柱のアタリ部分 ?

基本土層Ⅸ層相当
南部浮石粒少量混入
黄褐色土 (基本土層Ⅸ層大プロック)と の混合土

Gi卜
K14柱穴状土坑 G― C′

1 10YR2/2 黒褐色土

6
7

8

9
10

11

12
13

14
15

16

10YR3/3 暗褐色土
10YR5/4 にぶい黄褐色土
10YR4/3 にぶい黄褐色土
10YR3/3 暗掲色土
10YR6/6 明黄褐色土
10YR6/6 明黄褐色土
10YR4/4 褐色土
10YR2/3 黒褐色土
10YR3/3 暗褐色土
10YR7/6 明黄褐色土
10YR2/2 黒褐色土
10YR7/6 明黄褐色土
10YR3/3 暗褐色土
10YR3/3 暗褐色土
10YR2/2 黒褐色土

第45図 K12掘立柱建物跡 2号

Ｅ
０
０
０
．一
Ｏ
Ｎ
Ｌ
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ド_ L「 290.300m

015柱穴状土坑 4号 E― E′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

015柱穴状土坑 7号 F― F′

1 10YR17/1 黒色土
南部浮石粒 3～ 5%混入
柱穴

2 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

3 10VR17/1 黒色土
南部浮石粒 5～ 7%混入

2m

トト2,0.甲 Om 引

N15

土坑 2号

Ш008・ 06B司 却

N15柱穴状土坑 2号 G― G′

1 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒多量・炭化物
粒微量混入

2 10YR2/3 黒掲色± 1層に焼土粒徴量混入
3 10YR2/2 黒褐色±  1層より南鉛噺齢辺魁監・

炭化物粒微量混入
4 10YR3/3 暗褐色土 褐色上に南部浮石粒混入

基本土層Ⅵ層類似 掘 り
過ぎ ?

5 10YR2/3 黒褐色土 褐色土・焼土粒微量混入

一ド
　
Ｆ「
呻
∞
一
・一
一
一
ヨ

響

い290.300m

卜  呵
―

」

0

N16柱穴状   
―土坑 2号  N15柱穴状

柳四一

土坑 1号

014柱穴状土坑 5号  H― H′

1 10YR2/2 黒褐色±  2～ 3m大の南部浮石粒
(局所的に焼けている)

少量・ 焼土粒 。炭化物粒
微量混入 人為堆積

第46図  N15掘立柱建物跡

<柱穴の規模> PPl(38clll)・ PP2(78cm)・ PP3(80cm)。 PP4(72cm)

<柱穴深度> PPl(4～ 8 clll)。 PP2(36cm)。 PP3(12cm)・ PP4(16～ 24clll)で ある。

<柱穴間隔> PPl― PP2(4.2m)・ PP2-PP3(3.6m)・ PP3-PP4(4.Om)。 PP4-PPl(3,7m)

<出土遺物>(第 167図、写真図版198)

上器 (第 167図 808、 写真図版198) 015柱穴状土坑 7号 (PP2)よ り808の土器が出上している。

N15柱穴状土坑 2号
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3 炉=跡 (第47図、写真図版44)

合計で 4基検出した。何れも東部捨て場 (東側遺物包含層分布地)の上層付近で検出されている。単独の

炉跡遺構 (屋外炉)で はなく、本来は竪穴住居跡に伴う炉であったと思われるが、壁・床面とも黒色土中な

ため検出できなかったものと捉えられる。遺物包含層中においてかなり上位で検出されていることから、本

遺跡の中では比較的新 しい時期に構築されていると推定される。本遺跡は大洞Cl式以降の土器が皆無に等

しいことから、推測の域を越えないが積極的に言えば縄文時代晩期前葉の大洞B2～ BC式期と思われる。

B23炉跡 (第47図、写真図版44)

<位置・検出状況> 調査区東側のB23グ リッドに位置する。検出面はⅢ層上位で遺物包含層中に構築され

ている。

<平面形・規模> 炉石 2個を検出したのみで、他の石は試掘 トレンチ時に破壊 してしまったと思われる。

<埋土> 炉石は角礫 (不整形気味)で、炉の周辺には焼土の発達は見 られない。また、掘り方も明瞭では

ないが、周辺に比べて若千褐色の砂が混 じり乾きが良いことか ら区分を試みた。本来は黒土中に炉石を突 き

刺 して構築 した可能性 もある。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> この周辺において、炉の下位層からは後期の土器が出土 していることと、炉の形態から判断 して

晩期と推定される。

B24炉跡 1号 (第47図、写真図版44)

<位置・ 検出状況> 調査区東側のB24グ リッドに位置する。検出面はⅢ層上位で、遺物包含層中に構築 さ

れている。検出状況か ら本来は住居内に構築されていた炉であろう。

<平面形・規模> 72× 65cmの 円形に礫が配置される。

<埋土> 焼土は石囲炉内に見 られるが、発達は悪い。

<出土遺物>(第 149図、第169図、写真図版185。 200)石囲炉内焼土層の下から晩期の土器が出土 している。

土器 (第 149図 267、 写真図版185)粗製の壺形土器が出土 している。

土製品 (第 169図 833、 写真図版200) 円盤状土製品 1点が出土 している。

<時期> 炉の形態からは晩期と推定される。また、この周辺において炉の下位層からは後期の土器が出土

している。

B24炉跡 2号 (第47図、写真図版44)

<位置・検出状況> 調査区東側のB24グ リッドに位置する。南側調査区境の上層断面沿いで検出した。

<平面形・規模> 平面形、規模共に不明であるが、円形に礫が配置されると推定される。

<埋土> 1層 が表土、 2～ 4層が遺物包含層系であるが 2層 (別住居埋土 ?)・ 2a層が再堆積層、3層・

3a層が竪穴内埋土、 4層が地山である。焼土層である3b層 は、炉石の検出面付近から炉石の下位に発達

する。調査時は明確には把握できなかったが、炉は作り替えが行われていて古い段階の炉に伴った焼土が 3

b層でないかと捉えた。また、土質や土色には明瞭な違いは確認できないが、 3層・ 3a層についても南部

浮石粒の含有率と焼土粒・炭化物混入の有無で区分される。単純に堆積時間の差によるものか、あるいは把
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握できなかった別遺構が存在 したのか不明である。

<出上遺物> 石囲炉内焼土層の下から晩期の注目土器小片が出土 している。

<時期> 炉の形態からは晩期と推定される。周辺において炉の下位層からは後期の土器が出上 している。

D23炉跡 (第47図、写真図版44)

<位置 。検出状況> 調査区東側のD23グ リッドに位置する。検出面は、 レベル的には他の 3基より低位に

なるが、層序的には同じⅢ層上位に相当する。周辺に壁の立ち上がりが確認できなかったことと、柱穴の検

出がなかったことから、屋外炉の可能性が考えられるが詳細は不明である。

<平面形・規模> 80× 65cmの 円形に礫が配置される。炉の真ん中付近に、炉を仕切っているかのような石

が設置されている。

<埋土> 石囲炉内に焼土が発達する。炉石は明確な掘り方をもたないことから、床面に直接刺 して構築 し

たと思われる。

<出土遺物>(第 149図、第169図、写真図版185・ 200) 炉石の検出面付近とその直下より後～晩期の遺物

が出上 した。

土器 (第 149図268～ 271、 写真図版185) 2681よ大洞BC式、271は十腰内V式 ?、 その他は後～晩期の粗製

土器である。

上製品 (第 169図8340835、 写真図版200) 三角形状土製品 2点が、本遺構の直下から出土 した。

<時期> 炉の形態から晩期と推定される。

4 焼 土 遺 構 (第48図、写真図版45)

6基何れも東部捨て場中から検出した。東西の遺物包含層中からは多数の焼土を検出しているが、現地性

と判断されるもののみ焼土遺構とし、投げ込みによるものについては焼土遺構として登録 していない。

B19焼土遺構 (第48図、写真図版45)

<位置・検出状況> 調査区南端部やや東側のB19グ リッドに位置する。調査区境に入れた試掘 トレンチの

北側で検出した。現地性の焼土と判断される。

<平面形・規模> 明瞭部分は30× 26cm程 の円形に発達するが、周囲約55cmの 範囲に焼土粒が分布する。

<埋土> 厚さは 5 cm程で、焼土の発達は悪 く明瞭には判断できない。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 後～晩期と思われるが、詳細な時期は不明である。

C19焼土遺構 (第48図、写真図版45)

<位置・検出状況> 調査区南端部やや東側のC19グ リッドに位置する。検出面はⅢ層上位である。現地性

の焼土と判断される。

<平面形・規模> 40× 35cmの 円形に発達する。

<埋土> 厚さは14cmで、焼土は粒状に見られる。焼土層内からは、土器片や礫が出土 している。

<出土遺物> 地文のみの土器小片が数点出土 した。
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B23炉跡

■

卜 r291.800m

B24炉跡 2号

B24炉跡 1号

イ

鯵
蟻卜

耳

引

引

≧＼
B23炉跡 A― A′

1 10YR2/1
・B― B′

黒色土
5YR3/6暗 赤褐色の極小
の粒微量混入

2 10YR2/2 黒褐色土
75YR5/8明褐色上の粗 い

砂状土 (焼土)混入
3 10YR2/2 黒褐色土

75YR5/8明褐色土 。粗 い

砂状焼土少量混入
4 75YR5/8 明褐色土

粗い砂状焼上に黒褐色土
微量混入

5 10YR2/1 黒色土 10YR2/2
10YR2/2

10YR2/2
10YR4/6

10YR2/2
5YR2/4
10YR2/2

引

B24炉跡2号 A― A′

1  10YR2/1

2  10YR3/1～ 2/2

2a 10YR3/1～ 3/3

3  10YR2/1～ 3/1

3a 10YR2/2～ 3/1

3b 10YR2/1～ 3/1

4  10YR17/1

黒色土

黒褐色上

黒褐色～暗褐色土

黒色～黒褐色土

黒褐色土

黒色～黒褐色土

黒色土

吐

卜 r291.600m

Ｅ
Ｏ
〓
．一Ｒ

コ
吐

B24炉 跡 1号

卜 L292.200m

第47図 B23炉跡、 B24炉跡 1号・ 2号

<時期> 検出面から後期後棄～晩期初頭と推定される。

A一 A′ ・B― B′

黒褐色土
黒褐色土   ほぼ 1層相当 南部浮石

粒微量混入
黒褐色土   ほぼ 1層相当

褐色土    焼土 砂状土に黒褐色土
混入

黒褐色土   ほぼ 1層相当
極暗赤褐色土 砂状土
黒褐色土   褐色土混入

木根多量混入 基本土層 I層相
当
南部浮石粒 5%混入 基本土層
皿層再堆積
南部浮石粒 5%混入 基本土層
Ⅲ層再堆積
南部浮石粒 5%。 焼土粒微量混

入
南部浮石粒 7%～ 10%。 炭化物
粒混入
砂質 10YR5/6～ 75YR5/8
黄褐色～明褐色土ブロック・ 南

部浮石粒 5%・ 焼±30%混入

部浮石粒 5～ 7%混入 基本土

層Ⅲ層相当

0                      1m

課 鞄
X

引卜
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D23炉跡

聯 観
吐

ドL291200m

D23炉 跡 A― A′・ B― B′

1 10YR2/1 黒色±  5YR4/8赤褐色土 (焼土)少
量 。5YR4/8赤褐色の南部浮
石粒徴量混入

2 5YR4/8 赤褐色± 1層微量混入
3 10YR2/1 黒色±  1層 相当
4 10YR2/1 黒色土  赤褐色土・南部浮石粒微量混

入
5 10YR2/3 黒褐色上と5YR4/8赤褐色土との混合土

南部浮石粒微量混入
6 10YR2/3 黒褐色土と少量の5YR4/8赤褐色土 との

混合土
7 10YR2/1 黒色±  4層 相当

/ 
~́~｀｀`

、`

ドい203 800 m   J

B19焼土 A― A′

1 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒少量・ 焼土粒

可

C19焼土

卜 L293,700m 引

C19焼土 A― A′

1 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒・焼土粒・

炭化物少量混入

19焼上、 C23焼上、
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C23焼土

ド L-290.000m

C23焼土 A― A′

1 10YR4/6～5/4 褐色～にぶい黄掲色土
粘土質土 (焼土)

2 10YR3/1   黒褐色土
炭化物粒・土器混入

C25焼土

≫

C26焼± 1号

@ Ｅ
一
一
Ｎ
．一
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｊ
　
　
・一‐一

八
B19焼土

A

第48図  D23炉跡、 B19焼土、C C25焼上、C26焼± 1号・ 2号



C23焼土遺構 (第48図、写真図版45)

<位置・検出状況> 調査区東側のC23グ リッドに位置する。検出面はⅢ層中～下位に相当する。現地性の

焼土と判断される。

<平面形・ 規模> 第48図 には、焼土の発達は悪いものの炭化物粒が多量に見られる範囲までを トーンで示

した。290X160cmの ほぼ楕円形に分布する。

<埋土> 第48図 1層が発達の良好な焼土で、粘性が強 く (焼 けて粘土化 ?)局所的に見られる。 2層 は炭

化物粒の混入は多いが、周辺の土との区分は不明確である。

<出上遺物>(第 149図、写真図版185) 後期初頭～中葉の上器で、全て 2層から出土 している。

土器 (第 149図272～ 276、 写真図版185) 十腰内 I～ Ⅲ式までの土器片である。

<時期> 後期で間違いないと思われるが、詳細な時期判断はできない。

C25焼土遺構 (第48図、写真図版45)

<位置 。検出状況> 調査区東側のC25グ リッドに位置する。検出面はⅢ層中～下位に相当する。現地性の

焼土と判断 したが、明確ではない。

<平面形・規模> 150cm程の円形に広がる。

<埋土> 焼土の発達は悪い。断面の図化は行っていない。

<出土遺物>(第 149図、写真図版185) 焼土内から土器片が 1点出土 した。

土器 (第 149図 277、 写真図版185)十腰内V式と思われる土器片である。

<時期> 後期末葉と推定される。

C26焼土遺構 1号 (第48図、写真図版45)

<位置 。検出状況> 調査区東側のC26グ リッドに位置する。検出面はⅢ層中～下位に相当する。現地性の

焼土と判断される。 C26焼± 2号 と隣接するが、本来同一の遺構であった可能性がある。

<平面形・規模> 80× 75cm程の不整に広がる。断面の図化は行っていない。

<埋土> 焼土の発達は悪い。断面の図化は行っていない。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 後期と思われる。

C26焼土遺構 2号 (第48図、写真図版45)

<位置・ 検出状況> 調査区東側のC26グ リッドに位置する。検出面はⅢ層中～下位に相当する。現地性の

焼土と判断される。

<平面形・規模> 60× 40cm程の台形状に広がる。断面の図化は行っていない。

<埋土> 焼上の発達は悪い。断面の図化は行っていない。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 後期と思われる。
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5 土坑 (第49～ 109図、写真図版46～ 150、 遺構番号 1～888)

ほぼ調査区全域から大小合せて452基を検出した。個々の土坑の内容については、第 5～ 19表 に記載 して

いるので参照戴きたい。また、土坑及び柱穴状土坑には 1～888番まで遺構番号を添付 しており、第 10～ 14

図の遺構配置図とも対照する。本遺跡で検出された土坑の様相は、他の遺構や土坑同士の重複により削平を

受けている場合が多い。必然的に平面形や規模が不明なものが大半であるが、平面形を把握できたかあるい

は推定できるものには円形のものが多 く、規模は大小様々であるが開口部径が lmを越えるものが目立つ。

断面形の違いから大別するなら、フラスコ状、ビーカー状、鍋底状、浅皿状を呈するものに分かれる。

土坑の時期について、他の遺構との重複関係から時期の推定を試みると、最 も密に検出されている調査区

中央部の平坦地付近は、ほとんどの土坑が埋め戻されており (整地化)、 土坑群を埋め戻 し整地 した後に、

住居や掘立柱建物跡や柱穴状土坑が構築されている。住居跡や掘立柱建物跡や柱穴状土坑については、大半

が晩期初頭～前葉に構築されたと推定されることから、土坑の大半 (約400基)は後期に構築されたものと

捉えられる。

晩期の可能性が高い土坑としては、 C17土坑、D15土坑 2号、 E13土坑 9号、 E19土坑 2号、E20土坑 1

号、 E15土坑 4号、F12土坑 1号、 F12土坑 5号、 F12土坑 6号、 F13土坑 6号、 F13土坑 7号、F14土坑

1号、F14土坑 2号、 F15土坑 1号、 F18土坑 3号、G12土坑 1号、G12土坑 2号、 G12土坑 3号、 G13土

坑 2号、G14土坑 4号、H12土坑 2号、H13土坑 2号、H13土坑 4号、H14土坑 1号、H15土坑 1号、 H15

土坑 2号、H16土坑 1号、H16土坑 2号、H17土坑 1号、H17土坑 2号、H18土坑13号、H20土坑 2号、 H
20土坑 4号、 111土坑 5号、 114土坑 1号、 」15土坑 2号、M7土坑、 L16土坑 1号、M15土坑 1号、M15

土坑 2号、N15土坑 3号の41基である。上記 した土坑は、出土遺物 (主 に土器片)や住居跡・柱穴状土抗な

どとの重複関係から推定されるものである。晩期の上器片を出上 した土坑については、必ずしも晩期に構築

したとは断言できないが、とりあえずの位置付けとして晩期とした。全般に時期の同定が困難な土坑が多く、

上記 した以外にも存在する可能性を否定はできないが、晩期の土坑が非常に希少であることは確かである。

なお、土坑の構築時期に関わる掘立柱建物跡や柱穴状土坑の時期については、後期初頭～晩期前葉に形成さ

れた遺物包含層内に構築されているものもあるため、時期の下限は晩期初頭より新 しいことは言えるが、上

限については晩期前葉ととりあえず位置付けて置くが明確ではない。詳細は第Ⅷ章のまとめで述べることと

するが、参考までに記述すると、本遺跡からは弥生時代の遺物は極微量である。

次ぎに、土坑から出土 している遺物について、上記のとおり整地する際に使用 した土中に含まれていたと

判断される遺物が多いことから、出土遺物の時期が本来の構築や廃棄の時期と推定するのは危険であろう。

<出土遺物>(第150～ 164図、第169～ 172図、第179～190図、写真図版185～ 196、 200～ 202、 207～ 212)

土器 (第150～164図278～ 673、 写真図版185～196)遺物の出土状況から、一括廃棄された可能性がある土

坑を列記すると、 C17土坑 (晩期初頭)、 E26土坑 (後期末葉)、 F12土坑 1号 (晩期初頭～前葉)、 114土

坑 1号 (晩期前棄)、 117土坑 8号 (後期後葉)、 118土坑 4号 (後期末葉)、 L16土坑 1号 (晩期前葉 )、 H
12土坑 1号 (晩期)な どが挙げられる。中でも118土坑 4号については、完形の壺が 3個体出土するなど特

殊性が窺える。

上製品 (第169～ 172図836～ 891、 写真図版200～202) 埋土から土偶などの土製品が出上 している土坑は約

50基あるが、野外時に出土状態の詳細な記録を残さず取 り上げを行った。特殊性の有無などは不明である。

石器類 (第 179～190図991～ 1119、 写真図版207～212)石器類についても土製品同様で、詳細な記録を残
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さず取 り上げを行った。

6 柱 穴 状 土 坑 (第49～ 109図、写真図版46～ 150、 遺構番号 1～ 888)

大小合わせて436基を検出した。個々の柱穴状土坑の内容については、個々の柱穴状土坑に土坑 と通 しと

なる遺構番号を添付 して第 5～ 19表 に記載 しているので参照戴きたい。併せて添付 した遺構番号は、第10～

14図の遺構配置図とも対照する。

柱穴状土坑は、重複が激 しく、平面形の定かでないものが多いが、円形を基調とする。若干数不整形を呈

するものも見られるが、おそらく柱の設置時かあるいは柱を抜き取った時分の土坑状の痕跡が付随するもの

と判断される。規模は重複が激 しく明確ではないものも多いが、傾向としては開田部径が100cm以上のもの

が多い。深さについては、検出面から50～ 150cmの ものが多 く、全般に土坑 としたものよりも深い。

分布から見た占地としては、調査区中央部の平坦地に密集 し、重複する柱穴同士も多 く、また晩期の住居

跡とも占地を共有する傾向が窺える。柱穴配列を検討 した結果、平面形的に見て配列が正方形か長方形状に

並ぶ群は、掘立柱建物跡と認定 し、柱穴配列を想定できない単独のものを柱穴状土坑として登録 した。

柱穴状土坑の時期については、土坑の項でも述べたとおり、後期と推定する土坑群を整地 した後に、構築

されていることは明瞭である。占地を共有する傾向が窺える晩期の住居跡群との新旧関係については、掘立

柱建物跡や柱穴状土坑が新 しい場合が多い。出土遺物は後～晩期の土器小片が多いが、時期推定資料として

は認知できない出土状態である。

<柱材の有無について>

柱材が残存する柱穴はなかったが、柱穴内に柱材を設置した可能性を示唆する資料として下記の事項が上

げられる。

a アタリ 全てではないが、埋土にアタリが確認された柱穴がある。

b 付属土坑 開口部付近に浅い土坑状の掘り込み (ス ロープ)を伴うものが多 く、柱を据えたかあるいは

抜いた時の痕跡と推定される。

c 柱穴底面の痕跡について 柱穴底面に酸化や変色が確認された柱穴がある。検出される例としては、八

戸火山灰層より深 く掘 り込まれている柱穴に多 く、底面が白色の火山灰 (大不動浮石流凝灰岩 ?)に相当す

る場合である。黒色土 (遺物包含層)や褐色～暗褐色土 (八戸火山灰)を底面とする柱穴では酸化や変色が

明瞭に確認されなかった (把握できなかった ?)。 柱穴底面の酸化や変色化については、分析や鑑定は行 っ

ていないため推測の域を越えるものではないが、柱や上屋 ?の重量に起因すると思われる。

<柱穴状土坑に付随する上坑 (ス ロープ)について>

柱の設置かあるいは抜き取 り痕と思われる痕跡が確認された柱穴状土坑は、相当数見 られた。おそらくは、

柱穴状土坑同士の重複として処置した中にも該当するものが含まれていると思われる。

<出土遺物>(第 164～ 167図、第172図、第191～ 193図、写真図版196～ 198、 202、 212～214) 特殊性が窺

える出土状態を示 した遺物はない。

土器 (第164～ 167図674～ 808、 写真図版196～198)全て後～晩期で小片が多い。完形品の資料としては、

D15柱穴状土坑出上の683と 112柱穴状土坑11号出土の763が ある。

上製品 (第172図892～ 905、 写真図版202) 土偶、土器片再利用土製品などが出土 している。

石器類 (第191～ 193図1120～ 1147、 写真図版212～214)捨て場出土と同種の石器類が出土 している。
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7 柱 穴 列

溝状に細長 く延び、溝内に柱穴を伴う遺構である。検出状況が、他の遺構に比べて明瞭であったことか ら

検出当初は現代に構築された遺構と推定されたものである。 1条検出された。

G23柱穴列 (第 110図、写真図版151)

<位置 。検出状況> 調査区東側斜面上位のG23～ 122グ リッドにかけてⅢ層上面で検出された。検出面及

び埋土共に黒色上であるが、比較的明瞭に検出できた。ほぼ南北方向に斜面を切るように延びる。溝内か ら

は6個の柱穴を検出した。

<主軸方向> N16° W

<重複関係> H22土坑 2号 と重複 し、本遺構が新 しい。

<平面形・規模> 平面形は溝状、断面形は逆台形状あるいはU字状を呈する。規模は開口部径40～ 60clll、

底部径30～ 45clll、 深さは 7～61cmで平均すると12cm程である。南側に穏やかに傾斜する。

<埋土> 上位 (1層 )に粘性がやや強く締まりが弱い黒色シル トが堆積 し、中～下位 (2～ 4層)に締 ま

りが堅密で南部浮石粒を多量に混入する黒褐色土シル トが堆積する。土の様相から1層 は基本層序のⅢ層相

当に、 2～ 4層 は南部浮石粒の含有率から基本層序のⅣ～V層に相当する。明確な判断はできなかったが、

自然堆積と推定される。土質の様相からは、現代の遺構とは思われない。

<柱穴> 6基 検出した。柱穴の埋土は、溝の埋土と同じ土なことから同時期に埋没 したものと思われる。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 捨て場内に構築されており、遺物包含層を掘り込んでいることから時期の上限は晩期前葉であろ

う。時期の下限については、上述 した通り検出当初は現代のものと推定 して精査を行った経緯はあるが、はっ

きりしない。埋土の様相からの判断としては、現代の遺構とは考えられない土質であった。

―- 96 -―



サ《内〕）壁

坑土２５

∝ぱ6

卜い201.000m ヨ

B24土坑 B―g
l 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒少量・ 炭化物粒微量混入
2 10YR2/1 黒色土

南部浮石粒少量・ 炭化物粒徴量混入
3 10YR2/2 黒褐色土

細かい南部浮石粒微量混入

卜r291.380m引

マ
325土坑 C― C′

1 10YR2/1 黒色土
基本土層 I層 より黒色
強 焼土粒・ 炭化物粒
微量混入

ギ
5

325柱穴状土坑 A― A′

1 10YR2/1 黒色土
基本土層 I層より黒色強
でしまり弱 南部浮石粒

微量混入

卜r20‖ 0的Щ

C15土 坑 1号

C15土 坑 2号

C15土坑 1。 2号  E― Eイ

1 10YR2/1 黒色土
南部浮石粒混入

2 10YR3/4 暗褐色土

南部浮石粒多量混入
3 10YR3/3 暗褐色土

南部浮石粒多量混入

ピ
四0晋

ゝ
C16柱 穴状土坑 1号  B― B′

1 10YR3/1 黒褐色土
南部浮石粒微量混入

L-296B00m

卜  J

C16土坑 2号

1
C16柱穴状

C'6土坑 4号

卜い295,200m

土坑 3号

トト296.508m

第49図 土坑 。柱穴状土坑 (1)

卜 r296.000m

C16住 居跡 1号

C16土坑 4号 I― r
l 10YR2/2 黒褐色土 シル ト

南部浮石粒 7%以上・炭化物混入

トト205る 00m 引

C16土坑 3号 H― H′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

2 10YR4/4 褐色上
下位に南部浮石粒少量混入

3 10YR2/3黒褐色土と

多量の南部浮石粒の混合土

引

トト296.300m引

C15柱穴状土坑 A― A′

1 10YR2/1 黒色土
南部浮石粒少量混入

ド
295400顎

～

Cゞ土坑 2謗
戸 G―量褐色土 南部浮石粒多量混入

2 10YR2/2   黒褐色土 南部浮石粒少量混入

C16柱穴状土坑 2号 C― C′   C16柱 穴状土坑 3号 D― ヴ

1 10YR3/2 黒褐色±     1 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒多量混入       南部浮石粒少量混入

卜い286.900m 呵

引

一

C16土坑 5号
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岳彗
柱穴状土

看
(E》E池

甥褐奪
状 唖

攀

C18柱穴状

土坑 1号

B18柱穴状土坑 2号 B―g
l 10YR2/1 黒色上

南部浮石粒 5～ 7%混入

卜  呵

ひ
C18柱穴状土坑 4号 F― F′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

抹

く(ま
:こ穴状土坑

土坑14号

B18柱 穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR3/1 黒褐色土
基本土層 I層類似

卜 r203.900m引

C18柱 穴状土坑 3号 E― E′

1 10YR2/2  黒褐色土
南部浮石粒少量・下位に
八戸火山灰混入

2 75YR17/1 黒色土
南部浮石粒微量混入

トト293.800m引

C18柱穴状土坑 2号 D― D′

1 10YR17/1 黒色土
南部浮石粒少量・炭化物
粒少量混入

卜い294.000m当

C18柱穴状土坑 5号 G― G′

1 10YR17/1 黒色土
南部浮石粒少量・八戸
火山灰少量・ 焼土粒・
炭化物粒微量混入

C18柱穴状土坑 6号 H― H′

1 10YR1 7/1 黒色土
南部浮石粒少量混入

2 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒少量・ 八戸
火山灰少量混入

C18柱 穴状土坑16号  C17土坑 J― J′

1 10YR3/1 黒褐色土
南部浮石粒30%混入

C19柱穴状土坑 1号 K― K′

1 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒少量混入

卜293,700m

C19柱 穴状土坑 2号 L― L′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

C21柱穴状土坑 1号

C19柱穴状土坑 3号 M― M′

1 10YR2/2 黒褐色土
基本土層Ⅲ層より黒色強
南部浮石粒少量・ 土器混入
底面 は基本土層Ⅶ～Ⅷ b
層相当

第50図 土坑・柱穴状土坑 (2)

卜鮭)4

C19柱穴状土坑 2号

▼◎

X

⑬

氏

C19柱穴状土坑

1号

C18柱穴状

土坑 7号

C18柱 穴状土坑 1号 C― C′

1 10YR2/2～2/3 黒褐色土
南部浮石粒 5～ 10%・ 焼土徴量・
炭化物粒微量混入

2 10YR2/3   黒褐色土
南部浮石粒 2～ 3%・ 八戸火山灰
プロック・焼上粒微量・炭化物粒
微量混入

卜卜29朝00m引

鎚 胤 状
土坑 8号   土坑 9号

C18柱 穴状土坑 8・ 9号 I― r
l 10YR2/2～2/3 黒褐色土

南部浮石粒 3～ 5%混入
2 10YR2/1   黒色土

南部浮石粒 2～ 3%混入

卜r20部00m引

ドr29佃80m引

トト20■008m判
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L296.700m
Dl 坑 6号

D13土坑 4号
D13土 坑 3号

D13土坑 3・ 4・ 6号  D13柱 穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR2/3 黒褐色土 ンル ト 径 1～ 5mの南部浮石粒 7%混入
2 10YR4/4 褐色土  ンル ト 1層より若干 しまり強 南部浮石粒 3%

混入
3 10YR4/6 褐色土  シル ト 1層 よりしまり弱 南部浮石粒 ワ%混入
4 10YR3/3 暗褐色土 ンル ト
5 10YR2/3 黒褐色土 1層 より若干黒色強  1層 よりしまり強

南部浮石粒 5%混入
10YR3/4 暗褐色土 ンル ト ー部径10～ 20mmの 黄褐色土ブロ ンク・南

部浮石粒 5%混入
10YR2/3 黒褐色土 ンル ト 6層よりしまり強 南部浮石粒 2%混入
10YR4/6 褐色±      3層 より若干明るい色調  2、 10層 より

しまり強 南部浮石粒 1%混入
10YR4/4 褐色土  ンル ト 8層 よりしまり弱 南部浮石粒 3%混入
10YR2/3 黒褐色土 ンル ト 9層 よりしまり強 南部浮石粒 5%混入
10YR2/3 黒褐色土 ンル ト 10層 より若干黒色強 8層 よりしまり強

南部浮石粒15%混入
10YR2/3 黒褐色土 シル ト 11層 より若子明るい色調 H層 と同じし

まり 南部浮石粒 7%混入

Lピ 6■

判
D伴

誅 訪
2桑

描益

了

r296.900m

卜  引

V
D13柱穴状土坑 6号  F― F′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

∵
D14柱 穴状土坑 3号 」―J′

1 10YR2/2 黒褐色土
ンル ト 南部浮石粒殆 ど

含まず

D14柱穴状土坑 1号 H― H′

1 10YR2/3 黒掲色土
ンル ト 約 1～ 5 mmの

南部浮石粒 3%混入

トト29“8粗
柱巽歌土坑

8号
D13柱 穴状
土坑 7号

D13土坑
1号

D13柱 穴状土坑 7・ 3号 G― G′

1 10YR4/4   褐色土
南部浮石粒多量混入

2 10YR3/3   暗褐色土
南部浮石粒多量混入

D13琲

D14柱 穴状土坑 5号 L― L′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

D14土坑 2号 R― R′

1 10YR3/1 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土
暗褐色土層中に南部浮石粒
多量混入

3 10YR4/3 にぶい黄褐色土
2層 より南部浮石粒多量・

炭化物粒微量混入
4 南部浮石粒層 掘り過ぎ ?

純粋層よりしまり弱

ンフレト 径 2～ 5 mmの

南部浮石粒 1%混入

い29a400m

卜 引｀
〔あご謁部浮石粒層

D14柱穴状土坑 4号  K― K′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

C13土 坑 1・ 2号 M― M′

1 10YR2/3 黒褐色土 ンル ト

2 10YR3/4 暗褐色土  ンル ト

3 10YR2/3 黒褐色土  ンル ト

4 10YR2/2 黒褐色土  ンル ト

5 10YR3/3 暗褐色土 シル ト

6 5層 に南部浮石粒50%程混入

D13土坑 1。 2号  N― N′

2層 よりしまり強 径 2～ 12n d

の南部浮石粒 7%混入
南部浮石粒 2%混入 基本土層
Ⅷ層人為堆積 ?

1層より黒色強  1層 と同じし

まり 南部浮石粒 5%・ 底都付
近に炭化物粒少量混入
1層よりしまり弱 南部浮石粒
10%混入
4層 よりしまり弱 南部浮石粒

含まず 壁相当 ?

壁崩壊土 ?

卜 L298'00m

10L298800m

10YR3/3 褐色土  シル ト

10YR3/2 黒褐色土 ンル ト

10YR2/3 黒褐色土 暗褐色土・ 南部浮石粒・焼土粒多量・炭化物
粒多量混入

10YR2/2 黒褐色土 暗褐色土・南部浮石粒・炭化物粒混入
10YR2/1 黒褐色±  1、 2層 より南部浮石粒少量混入
10YR3/3 暗褐色土 南部浮石粒多量混入
10YR3/3 暗褐色± 4層 よりしまり強 南部浮石粒多量混入
10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒多量混入
10YR3/4 暗褐色土 上部に薄 く南部浮石粒混入 八戸火山灰
10YR2/2 黒褐色± 6層 より南部浮石粒多量混入
7層相当
基本土層Ⅷ層相当
10YR3/2 黒褐色土 南部浮石粒多量混入

卜 L296800m

D13土坑 4号

トレ296.200m 4

D13土坑 5号 O― O′

1 10YR3/2 黒褐色土 ンル ト
2 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト

3 10YR2/3 黒褐色土 シル ト

4 10YR2/3 黒褐色土 ンル ト

5 10YR2/2 黒褐色土
(2層極似)

6 10YR3/4 暗褐色土 ンル ト
7 10YR3/2 黒褐色土 シル ト

8 10YR2/2 黒掲色土 ンル ト

9 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト

径 10mm大以下の南部浮石粒 15%混入
1層 よりしまり弱

径 10mm大以下の南部浮石粒 7%混入
2層 よ りしまり弱

径 10 4at大以下の南部浮石粒 10%混入

径10噸 大以下の南部浮石粒30%(壁の南

部浮石粒含む ?)混入
1層 よりしまり弱  2層相当

径 10 oI代 の以下の南部浮石粒 3%混入

径 10 aE大 以下の南部浮石粒 5%混入
1層よ り黒色強  5層 と同 じしまり

径 104m大以下の南部浮石粒 15%混入
5層 よ り黒色強 10層 よりしまり弱

径 10mOl大 以下の南部浮石粒 3%混入
8層 より明 るい色調 10層よりしまり弱

径 10mm大以下の南部浮石粒 2%混入
8層類似
1層 と同 じしまり 径 10m血大以下の南部

浮石粒 15%混入
10層 よ りしまり弱  8層 相当

D13土坑 7・ 8号 P― P′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

2 10YR3/3 暗褐色土
南部浮石粒含まず

3 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒含まず

4 10YR2/3 暗褐色土
南部浮石粒多量混入

D14土 坑 1号 Q― Q′

1 10YR3/1 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

2 10YR2/2 黒褐色土
多量の南部浮石粒と
褐色上のプロックと
の混合土 炭化物粒
微量混入

3 10YR3/3 暗褐色土
褐色土との混合土
南部浮石粒少量混入

卜L298400m引

卜と296200m 引

D13土坑 1号

て 了
綿

第52図 土坑・柱穴状土坑 (4)
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DH土坑

ドト296600m

Dll土 坑 A― A′

1 10YR2/3 黒褐色土 シル ト

径 1～ 5 aIの 南部浮石粒 5%混入

卜 L295100m当
D15柱穴状土坑 A― A′

1 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒少量混入

ト

は
創
譴
阻
滸
一

将

子

T4

ハ
D17柱 穴状

土坑14号

D16柱穴状土坑 5号 E― E′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

15柱 穴状

土坑

a5勧4メ
堂

卜 L204400m         当

トト204700m
D16柱穴状土坑 1号 B― B′

1 10YR17/1   黒色土
2 10YR3/3～ 3//4 暗褐色土
3 10YR2/2～ 2/3 黒褐色土

4 10YR3/4   暗褐色土
5 10YR4/4   褐色土
6 5層 相当
7 10YR3/4   暗褐色土

南部浮石粒15～20%混入
南部浮石粒・ 八戸火山灰混入
南部浮石粒10～ 15%。 焼土・

炭化物微量混入
南部浮石粒・八戸火山灰混入
八戸火山灰混入

南部浮石粒微量・八戸火山灰
多量混入

褐色土  細かい南部浮石粒少量・ 八戸
火山灰多量混入

木根撹乱
黒褐色土 南部浮石粒・ 八戸火山灰混入

褐色土 ブロッ

D16柱

土坑 4号 っ D16柱穴状

土坑 9号  土坑10号

D16土坑 1号 つ16柱穴状土坑 4・ 9・ 10号 D― D′

1 10YR2/2 黒褐色土    南部浮石粒との混合土
2 10YR2/3 黒褐色土    南部浮石粒徴量混入
3 10YR3/3 暗褐色土    褐色土ブロック混入
3a 10YR4/3 におゞい黄褐色土 黄褐色土に暗褐色土少量混入
4 10YR4/4 褐色土     黒褐色土微量混入 壁崩壊土 ?

10YR2/3 黒褐色土    微量の南部浮石粒との混合土
10YR2/3 黒褐色土    黒褐色土 。南部浮石粒混入
10YR2/3 黒褐色土    少量の南部浮石粒との混合土
10YR2/3 黒褐色土    南部浮石粒との混合土 褐色土

混入
10YR2/2 黒褐色土    多量の南部浮石粒との混合土
10YR4/3 にぶい黄褐色土 黄褐色土と黒褐色上の互層 人

為堆
10YR3/3 暗褐色土    基本土層Ⅷ a層相当

10YR4/4

8層相当
10YR2/3

D16土 坑 4号 D16柱 穴状土坑 3号 D17柱穴状土坑 4号 C― C′

1 10YR2/3 黒褐色土 多量の南部浮石粒との混合土
1層より若干黒色強 自然堆積 ?

2 10YR2/2 黒褐色土 多量の南部浮石粒との混合土

炭化物粒微量混入 人為堆積
柱の据える影に掘られた穴 ?

3 10YR2/3 黒褐色土 基本土層Ⅷ a層相当 掘り過ぎ ?

人為堆積
※土坑Nα 4は柱穴 進級関係は土坑No 4が 柱穴Nα 3に 切 られ

ている

第53図 土坑 。柱穴状土坑 (5)

D17柱 穴状

土坑16号

ゝ

D16柱穴状

穴状  土坑 9号

土坑 4号

D15土 坑 1号

―-101-―

m



トレ294400m引

脚＼
卜r294400m引

|ど !ン 2

D16柱穴状土坑 8号 H― H′

1 10YR2/2 黒褐色土
汚れた南部浮石粒多量混入

2 10YR3/3 暗褐色土
八戸火山灰層上位

卜 L296.100m

土坑 1・ 2号 I― r
10YR3/1 黒褐色土
10YR2/2 黒褐色土
10YR3/2 黒褐色土
10YR2/3 黒褐色土
10YR3/1 黒褐色土

10YR3/3 暗褐色土
10YR2/2 黒褐色土

D16柱穴状土坑 7号 C― G′

D16柱穴状土坑 6号 F一 F′    1 10YR2/3 黒褐色土
1 10YR2/2 黒褐色土      南都浮石粒との混合土

南部浮石粒混入        黄褐色土少量混入

トト296.200m  引 D15土坑 3号 J― 」
′

1 10YR3/1 黒褐色土 汚れた南部浮石粒混入
基本土層Ⅲ層相当 ほぼ
D15土坑Nα lの 1層相当

2 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒多量混入

D15
汚れた南部浮石粒混入 基本土層Ⅲ層相当
1層より若干色調に違い 汚れた南部浮石粒混入
1・ つ層より南部浮石粒多量混入
1・ 9。 3層より細かいの汚れた南部浮石粒混入
1層 より南部浮石粒少量混入 別土坑の埋上の可
能性あり
多量の南部浮石粒に土混入
八戸火山灰上部層 掘り過ぎ ?

トト296.100m対

D15土坑 4号 K― K′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

D15土 坑 5号 L― L′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒を下位に
特に多量混入

N― N′

黒褐色土 南部浮石粒多量・炭化
物粒微量混入

黒褐色土 暗褐色土との混合土
南部浮石粒微量混入

暗褐色土 八戸火山灰上位層
南部浮石粒微量混入
掘り過ぎ ?

D16土坑 2号 M― M′

1 10YR3/2 黒褐色土
細かい南部浮石粒多量混入

2 10YR3/3 暗褐色土
1層に焼土粒混入

3 5YR3/3 暗赤褐色土
焼土層 焼けた南部浮石粒混入

4 10YR2/3 黒褐色土
汚れた南部浮石粒多量・炭化物粒
少量混入

5 10YR4/4 褐色土
汚れた南部浮石粒層

D16土坑3号
1 10YR3/1

2 10YR3/2

3 10YR3/3

卜 L295.500m当

Vが
D21土 坑 1号

ヤ

堺

Э 坐長T督

C20柱穴状土坑 A=A′
1 10YR3/2 黒褐色土

周辺基本土層Ⅲ層より
着干黒色強で南部浮石
粒少量混入 底面は南
部浮石粒多量で基本土
層Ⅲ層相当

0助努
Q器 拝

穴状 ×
‐Ｄ２二十‐

十蓮蒐醐

第54図 土坑・柱穴状土坑 (6)

ドい293100m引

D21柱穴状

土坑 2号
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脚掏稗
『］帯Ｍ彪
D19土坑 2号 E― E′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒 焼土粒少量・
炭化物粒混入

D20柱穴状土坑 B一 B′

1 10YR2/1   黒色土  南部浮石粒微量 。炭
化物粒微量混入

2 10YR2/2～ 3/2 黒褐色土 南部浮石粒微量混入

柱穴状土坑 1号  C― C′

10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒多量混入
10YR2/3 黒褐色± 1層 より南部浮石粒少量混入
10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒少量混入
10YR2/1 黒色土  南部浮石粒微量混入
10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒少量混入 掘 り過ぎ ?

D19土 坑 3号 F― F′

1 10YR2/3黒 褐色土 と
南部浮石粒の混合土

トト291900m

C21柱穴 2号

D21柱穴状土坑 2号 D21土坑 2号  D― D′

1 10YR3/2 黒褐色土 中撤 。南部浮石粒少量・ 炭化物粒徴量混入
2 10YR3/3 暗褐色土 南部浮石粒徴量・ 炭化物粒徴量混入
3 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒微量・ 炭化物粒微量混入
4 10YR3/2 黒褐色土 南部浮石粒微量 。炭化物粒微量混入
5 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒微量・ 炭化物粒微量混入
6 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒少量・ 炭化物粒微量混入
7 10YR3/1 黒褐色土 細かい南部浮石粒微量 。焼土粒微量・炭化物粒微量混入
8 10YR3/3 暗褐色土 細かい南部浮石粒少量・炭化物粒微量混入
9 南部浮石粒層
10 八戸火山灰
11 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒少量混入
12 南部浮石粒層    10YR3/3暗褐色土混入
13 1oYR3/3 暗褐色土 南部浮石粒少量混入
14 10YR3/4 暗褐色土 南部浮石粒少量混入

D21土 坑 1号 H― H′

1 10YR2/1 黒色土 細かい土
細かい南部浮石粒微量・炭化物粒微
量混入 基本土層Ⅲ～W層相当 ?D20上坑  G― G′

1 10YR2/2黒褐色土 と
南部浮石粒の混合土
炭化物粒少量・ 土器
混入

トト292,900mョ 卜r291000m J

卜い201.900m引

卜 r291000m  引

D19土 坑 1号

卜292.100m

D19土 坑 1号 A― A′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒20%混入

D23土坑 2号

D22柱穴状土坑 2号

D22柱穴状土坑 2号 A― A′

1 10YR2/3   黒褐色土
黄褐色土 。南部浮石粒少量・ 焼土粒
少量・ 炭化物粒微量混入

2 10YR2/2   黒褐色土
南部浮石粒少量・炭化物微量混入

3 10YR3/1   黒褐色土
砂・ 南部浮石粒微量 。炭化物粒微量
混入
10YR3/1～2/1 黒褐色～黒色土
砂・ 南部浮石粒徴量混入
10YR3/2～2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量・ 焼土粒少量 。炭化
物粒少量混入
10YR2/1   黒色土
南部浮石粒多量・炭化物粒微量混入

第55図 土坑・ 柱穴状土坑 (7)

D23土坑 1号 A― A′

1 75YR2/2～ 10YR2/2 黒褐色土
焼土粒 。炭化物粒混入

2 10YR2/2      黒褐色土
南部浮石粒微量 。1層より少量の

焼土粒と炭化物粒混入
3 10YR3/1      黒褐色土

南部浮石粒少量混入 掘 り過ぎ ?

卜◎引廃

D23土坑 2号 A― A′

1 10YR2/3 黒褐色土
75YR6/6橙 色焼土
(黒褐色土が焼けて

変化)混入
2 10YR2/2 黒褐色土

焼土粒少量混入

r291.300m

-103-―

m



１‐‐‐‐
‐５号‐μ
坑
　
一

穴状土

（い中）］”

ｌ
⑭，

考，
Ｉ

諌

ト

染
D17柱穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR3/1 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

トト294.500m

D17柱穴

状土坑 7号

4

ド

D17柱穴状

土坑10号

D18柱穴状

土坑 7号

D18柱穴状

土坑 8号

D18柱 穴状

土坑 5号

D18柱穴状土坑 2号 H― H′

1 10YR17/1 黒色土
南部浮石粒 5～ 7%
焼土粒少量混入

D18柱穴状土坑 5号 K― K′

1 10YR2/2～2/3 黒褐色土
南部浮石粒 5～ 7%・ 焼土粒
微量・炭化物粒少量混入

D18柱穴状

土坑 2号
虫

L204.408m

卜   引

D17柱穴状土坑 5号 C― C′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒10%程混入

い294200m

卜   引

じ
D17柱穴状土坑 3号 B― B′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

トレ294.700m
D17柱穴状土坑10号 D― D′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒微量混入

卜L293700m当

D17柱穴状土坑15号 G― G′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石プロック・炭化
物粒徴量混入

硼日Ｕ
］

脚Ｖ

D17柱穴状土坑12号 D17土坑 E― E′

1 10YR3/1   黒褐色土
2層相当で汚れた南部浮石粒との混合
土 炭化物粒微量混入

2 10YR2/2～ 3/2 黒褐色土
褐色土プロック・ 南部浮石粒多量混入

3 10YR2/2   黒褐色土
細かい南部浮石粒少量混入

4 10YR3/1   黒褐色土
細かい南部浮石粒少量混入

5 10YR2/3   黒褐色土
暗褐色土・ 褐色土 。南部浮石粒混入

6 10YR5/6   黄褐色土
八戸火山灰下位の人為堆積

7 10YR3/3   暗褐色土
南部浮石粒少量混入

卵ＵD18柱穴状土坑 4号 J― 」
′

1 10YR2/2   黒褐色土
南部浮石粒5～ 10%。 焼土粒・
炭化物粒微量混入

2 10YR2/2   黒褐色土
南部浮石粒 3～ 5%・ 炭化物
粒微量混入

3 10YR3/3～ 3/4 暗褐色土
南部浮石粒多量・八戸火山灰
少量混入 掘 り過ぎ ?

D18柱 穴状土坑10号 N― N′

1 10YR2/1 黒色土
南部浮石粒10～ 15%(下
位にブロック)混入$

第56図 土坑・ 柱穴状土坑 (8)

D17柱穴状

土坑11号

状土坑 7号

ドト294.100m当

卜◎換
D19柱穴状土坑

2号

当

D18柱穴状土坑 3号  I― r
l 10YR17/1 黒色土

南部浮石粒 3～ 5%。 焼土粒
微量・炭化物粒微量混入

卜併203.700m当

―D18柱穴状土坑 6号 L― L′

1 10YR2/2 黒褐色土
中央部に南部浮石プロッ
ク混入

卜い20340螂 卜L293.500m引

早――――――――――一引「
―――――――一――一千

m
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μ卜293.600m 拍

E13柱穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR2/3 黒褐色土
シルト 径 1～ 5 ndの

南部浮石粒10%混入

D18柱穴状土坑 7号 M― M′

1 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒15～ 20%・

焼土粒微量・炭化物粒
微量混入
南部浮石粒10～ 15%・

焼土粒少量・炭化物粒
少量混入
南部浮石粒多量・八戸
火山灰 ?・ 炭化物粒微
量混入
南部浮石ブロック・ 八
戸火山灰混入
八戸火山灰上位層

Ⅲ293.300m

―   判

D19柱 穴状土坑 1号 O― O′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒微量混入

卜L293500m    当

E13土坑
8号

E13土 坑 7号

E14土坑

3号

D18土坑 Q― Q′

1 10YR1 7/1 黒色土
南部浮石粒 1～ 2%混入

一
土

入

‐９

１

10YR2/2 黒褐色土

10YR3/4 暗褐色土

10YR3/4 暗褐色土

10YR2/3 黒褐色土

郊， 〕］婢

l F13土坑 3号

土坑 4号

ゝ

学◎
E13柱穴状
土坑 1号

氏 //

卜295,980m

卜  引

U
E13柱穴状土坑 2号 B― B′

1 10YR2/3 黒褐色土
ンル ト 径 1～ 5 mmの南
部浮石粒 3%混入

E14住 穴状

土坑 6号

貿

r296.000m

卜   引

し
E13柱穴状土坑 3号 C― C′

1 10YR2/2 黒褐色土
シル ト 径 1～ 5 Hmの 南
部浮石粒 7%混入

卜い295,900m判

眺 圏
E13柱穴状土坑 4号 D― D′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

卜
◎

1

※
無

E鰈

O土 坑 5号

E14柱穴状

土坑 4号

E14柱穴状土坑 1号 E― E′

1 10YR2/3 黒褐色土
ンル ト 径 1～ 5 mmの 南
部浮石粒 7%混入

E14柱穴状

土坑 2号

E13土坑 3号 G― G′

1 10YR2/3 黒褐色土
汚れた大きい南部浮石
粒多量混入

E13土 坑 4・ 5号 H― H′

1 10YR3/3～ 3/4 暗褐色土

2 10YR2/2～ 2/3 黒褐色土

3 10YR2/3   黒褐色土

4 10YR2/3

10YR2/2～ 2/3 黒褐色土

10YR2/3   黒褐色土

黒褐色土との混合土
南部浮石粒10～ 15%
混入
講 解 辞 虚1虎明 。

炭化物微量混入
輔 酵 辞 立15-別 %。
八戸火山灰少量・炭
化物微量混入
螂 7～10%。

八戸火山灰少量・炭
化物微量混入
南部浮石粒15～20%
混入
南部浮石粒多量混入

第57図 土坑・柱穴状土坑 (9)

トト29840m珀

3土坑10号

E13土坑 1号

こ
獣ζ彗

 予
◎

虫

E14柱穴状
土坑 1号

[卜
295.900m当

卜い295,700m引
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トト298500m

E13土 坑 1・ 2号 F― F′

Fi トト295,700m

ll卜295800m

E14土坑 3号

E13土坑 9号 J― 」
′

1 10YR3/2 黒褐色土
基本土層 I層 ?・ 細かい南部
浮石粒混入

2 10YR3/3 暗掲色土
基本土層 (八戸火山灰層上 )・

南部浮石粒・粒少量の上器混
入

3 10YR4/3 にぶい黄褐色土
八戸火山灰下位に南部浮石粒
少量混入

E13土 坑 6,7号  I― r
l 10YR3/2 黒掲色土

南部浮石粒多量混入
2 八戸火山灰上位層

掘 り過 ぎ

10YR5/6 黄褐色土
ЮYR7/8 明黄褐色土
10YR5/6 黄褐色土
10YR2/2 黒褐色土
10YR2/3 黒褐色土
10YR3/3 黒褐色土
10YR3/4 暗褐色土
10YR7/8 明黄褐色土

10YR2/3 黒褐色土
10YR4/4 褐色土
10YR4/6 褐色土
10YR3/4 暗褐色土
10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒混入

南部浮石ブロック層

南部浮石粒混入

南部浮石粒少量混入

南部浮石粒混入

南部浮石粒少量混入

南部浮石粒殆ど含まず

喜獣君霧:冦散
ク
具 6離 当 ?

南部浮石粒含まず

南部浮石粒含まず

南部浮石粒混入

ン,レ ト

ンル ト

ンル ト
ンル ト

卜い296100m当

E13土 坑10号  K― K′

1 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒少量 (細

かいもの多い)混入

当 E14土坑2号 L― L′

1 10YR2/3 黒褐色土

2 10YR2/2 黒褐色土

3 10YR3/4 暗褐色土

4 10YR3/3 暗褐色土

5 10YR4/3 にぶい黄褐色土

南部浮石粒との混合土
基本土層Ⅲ層類似
南部浮石粒との混合土
基本土層Ⅲ層類似
八戸火山灰下位に南部
浮石粒少量混入
紳 ・ 蝉 ・

八戸火山灰混入
八戸火山灰層に南部浮

石粒少量混入

E14土 坑 4号 M一 M′

10YR2/3   黒褐色土
10YR2/2～ 2/3 黒褐色土
10YR3/4   暗褐色土

E14土坑 5,6号  N― N′

1 10YR3/3 暗褐色土 砂質ンル ト

2 10YR3/3 暗褐色土

3 10YR3/3 暗褐色土 砂質シル ト

4 10YR3/3 暗褐色土

シル ト

褐¥罷尤黒褐聰泊七rЮ
YR78ヲ帰干石による混合キき昴爆暑恙チ赤脇 量混入

10YR3/3暗褐色土と10YR3/2黒褐色上の混合土 ンル ト 南部浮石粒30%以下・ 八戸火山灰30

躊銃I統 語糧色圭弟飢 升ξ子班
eF今

'そ

壱興
警
只魯戻山戻識髯尾

ЮYR〃 3～γ3黒 褐色～暗褐色土 ンルティローム

 金属密サ
灰による再ILR層 壁の可

南部浮石粒10%混入
南部浮石粒 7%・ 炭化物粒徽量混入

南部浮石粒 2%以下混入 八戸火山

灰の再堆積層

卜い295400m

E14土坑 5号 E14土 坑 6号

引

Ｅ
Ξ
卜．一Ｒ
と

■

E10土坑 A― A′

1 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒少量・基本土

層混入
2 10YR3/4 暗褐色土

黒43-螂 醐 ・

八戸火山灰混入
3 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒・八戸火山灰
混入

4 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒少量混入

南部浮石粒 15%混 入
八戸火山灰上位層相当

崩壊落土

南部浮石粒10～ 15%・ 八

戸火山灰小 ブロック混入

八戸火山灰上位層相当

壁崩落土

トト295900m

E14土 坑 8号 0-O′
1 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒特に下位
に多量混入

Ell柱 穴状土坑

7
卜
(ここう引

卜W96200m引

一E■柱穴状土坑 A― A′

1 10YR2/2 黒褐色土
ンル ト 径 2～ 5 anlの

南部浮石粒 2%混入

第58図 土坑・柱穴状上坑 (10)
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__    南部浮石粒少量混入
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E15柱 穴状
｀
、土坑 18号

トト298300m

E15土坑 3号

E15柱 穴状土坑 17号
E15柱 穴状

土坑 8

卜伴294.300m当

E15柱穴状土坑10号 C― C′

1 10YR3/3 暗褐色土

2 10YR3/4 暗褐色土

3 10YR4/3 にぶい黄褐色土

4 10YR4/4 褐色土

5 10YR4/4 褐色土

トト293900m引

E15柱 穴状土坑 1号  A― A′

1 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒多量・炭化物微量混入
2 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒・炭化物微量混入
3 10YR6/4 にぶい黄橙色土

南部浮石粒少量混入

E16柱穴状土坑 18号

E15柱 穴状土坑11号 D― D′

1 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土との混合土
南部浮石粒少量混入
非常に深 く、細い柱穴

E15柱 穴状

土坑 13号

エ

E15柱 穴状

土坑16号

穴状

坑 9号

黒褐色土との混合土

南部浮石粒少量混入
黒褐色上との混合土
褐色土ブロック少量・

南部浮石粒少量混入

褐色土との混合土
パ ミス少量混入
褐色土プロック。明黄
褐色土粒・黒褐色土ブ
ロック混入
湿っている 南部浮石
粒少量混入

酬 6柱穴状 土坑u0 『］Ｕ/穏 Q6算畠

第59図 土坑・柱穴状土坑 (11)

E15柱 穴状

_土坑 1号

E16柱 穴状 1号

0                           2m

-107-



トト294.300m

E15柱 穴状

土坑郷号

卜294300m

ト   ヨ

E15柱穴状土坑14号 G― G′

1 10YR3/3 暗褐色土
下位に褐色土 。南部浮
石粒少量・ 炭化物微量
混入

2 10YR4/4 掲色土
南部浮石粒少量・炭化
物徽量混入

卜い294100m 当

卜い294.200m di

E15柱穴状土坑 7・ 8・ 20号 B― B′

10YR2/3  黒褐色土
10YR3/3  暗褐色土
10YR2/2  黒褐色土
10YR4/3  にぶい黄褐色土
10YR4/4  褐色土
10YR4/4  褐色土
10YR2/2  黒褐色土
10YR4/3  にぶい黄褐色土
南部浮石層

多量の南部浮石粒との混合土 炭化物粒微量混入
黄褐色土と南部浮石粒との混合土
多量の南部浮石粒との混合土 柱痕跡部分 ?

黄褐色土と暗褐色土と南部浮石粒との混合土 すえ方部分
明黄褐色土との混合土 バ ミス少量混入 すえ方部分
明黄褐色土ブロック・ 5層 に南部浮石粒混入 すえ方部分
多量の南部浮石粒との混合土
7層 より黒褐色土少量・ 南部浮石粒多量混入

鞘Ｖ

E15柱穴状  E15住穴状

土坑 8号   土坑 7号

E15柱穴状土坑12号 E― E′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入
基本上層 I OrⅢ 層相当

2 10YR2/3 黒褐色土
多量の南部浮石粒との混
合土 黄掲色土プロック
混入

E15柱 穴状  E15柱 穴状

土坑18号   土坑13号

E15柱穴状土坑16号  I―r
l 10YR2/3 黒褐色土

基本土層IK層・南部浮
石粒多量・ 炭化物少量
混入

D16柱穴状

土坑 1号

E15柱穴状土坑13・ 18号  F― F′

1 10YR3/3 暗褐色土

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

3 10YR3/4 暗褐色土

4 10YR4/3 にぶい黄褐色土
5 10YR4/6 褐色土

6 10YR6/4 にぶい黄橙色土
7 10YR7/4 におゞい黄橙色土

トト294 100m li

褐色土 ブロック・ 南部浮石
粒少量 (中位にプロ ック)。

焼土粒・ 炭化物少量混入
にぶい黄橙色土 プロ ック・

南部浮石粒少量 。炭化物微
量混入

南部浮石粒少量・ 炭化物徽
量混入

南部浮石粒少量混入

南部浮石粒少量・ 炭化物徴
量混入
南部浮石粒微量混入

南部浮石粒微量混入

『丁
ｍ
＝
引

ト
ト

E16柱穴状土坑18号 P― P′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量・ 炭化物
粒少量混入

E15柱 穴状土坑 15号 H― H′

1 10YR3/3 暗褐色土
細かい南部浮石粒多量・

炭化物微量混入

E16柱穴状土坑 2号 K― K′

1 10YR2/2～ 2/3 黒褐色土
南部浮石粒少量・ 炭化物微量・

紅殻 ?少量混入
2 10YR2/3   黒褐色土

南部浮石粒多量・炭化物微量・

紅殻 ?微量混入
3 10YR3/2   黒褐色土

南部浮石粒少量混入

E16柱穴状土坑 3号 L― L′

1 10YR2/3   黒褐色土
南部浮石粒10～ 15%。 八戸
火山灰・焼土微量・ 炭化物
混入

2 10YR2/2   黒褐色土
上位に南部浮石ブロック・
八戸火山灰・ 1層 との境に
焼土微量混入

3 10YR4/4～ 4/6 褐色土
ノ(戸火山灰層

E16柱 穴状土坑 1号 」―J′

1 10YR3/3 暗褐色土
南部浮石粒少量・炭化
物微量混入

2 10YR3/3 暗褐色土 汚れた八戸火山灰層プロック土
3 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒少量目炭化物粒多量混入

E16柱穴状土坑7・ 3号 N― N′

1 10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロックと
の混合土 南部浮石
粒混入

2 10YR2/3 黒褐色土 細かい南部浮石粒微
量混入

3 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒多量混入

渤硲土坑
喩 状

土坑13号  土坑15号

E16柱穴状土坑13,15号  E16土坑 3号 O-0′
1 10YR2/3   黒褐色土

南部浮石粒少量・焼土粒微量・ 炭化物少量混入
2 10YR3/4   暗褐色土

南部浮石粒少量・炭化物少量混入
3 10YR3/4～ 4/4 暗褐色～褐色土

南部浮石粒少量・炭化物微量混入
4 10YR3/3   暗褐色土

南部浮石粒少量・炭化物徴量混入

トト294.000m

E16柱 穴状土坑 16・ 20号 Q一 Q′

引  1 10YR2/3黒
褐色土

10YR3/3 黒褐色土
10YR3/3 黒褐色土

10YR4/6 褐色土

10YR3/4 暗褐色土
10YR4/6 褐色土
10YR4/6 褐色土

10YR4/3 にぶい黄褐色土

第60図 土坑・柱穴状土坑 (12)

褐色土・南部浮石粒多量混入
上位にある遺構の埋土 ?

褐色土・南部浮石粒少量混入
褐色土多量 。南部浮石粒徴量
混入
八戸火山阪層に韓 微量・
南部浮石粒少量混入
黒褐色土微量混入
黒褐色土微量混入
明黄褐色土 (基本土層IX層 )

粒微量 。南部浮石粒少量混入
褐色土との混合土 明黄褐色
土プロック混入

賠 293.500叫

洋
監制0粕 Eゞ
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缶部浮石粒微量混入
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◎ |禦 ゝ
E17土 坑

抹

E18土 坑 1号

睦ミ::ど」告F匙居跡
、`_、 3号

E18土坑 1号 D― D′

1 黒褐色土と暗褐色上の混合土
南部浮石粒少量混入

卜 い202.500m 引

ヽ
E18土坑 2号  E― E′

1 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒多量混入

E21柱穴状土坑 2号 A― A′

1 10YR2/1 黒色土
南部浮石粒微量・ 炭化物
粒徴量混入

2 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒少量混入
3 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒多量混入

南部浮石粒徴量混入
5 10YR5/6 黄褐色土

南部浮石粒層

! 3a 10YR2/3 黒褐色土

∵̈●fi,4罵朝尋弓伴塩土

0繋ず

σ
鱗

八戸火山灰徴量・ 焼土
微量混入

第61図 土坑 。柱穴状土坑 (13)
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トト291,100m引

トト291.900m

E19土坑 1号 E― E′

1 10YR3/2 黒褐色土 南部浮石粒多量混入
2 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒少量混入
3 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒少量混入

E19土 坑 2号  F― F′

1 10YR2/2   黒褐色土
南部浮石粒多量混入

2 10YR2/3   黒褐色土
南部浮石粒少量混入

3 10YR3/4   暗褐色土
南部浮石粒少量混入

4 10YR3/3   暗褐色土
細かい南部浮石粒微量混入

5 10YR3/3～ 3/4 暗褐色土
南部浮石粒微量混入

6 10YR4/6   褐色土
上位に黒褐色土 。南部浮石粒少量混入

E20土坑 4号 H― H′

1 10YR3/4 暗褐色土 南部浮石粒多量混入
2 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒多量混入
3 10YR3/3 黒褐色土 南部浮石粒多量混入
4 10YR3/2 黒褐色土 南部浮石粒多量混入

E20土坑 5号 I― r
l 10YR2/1 黒色土  黒褐色土 。南部浮

石粒 3～ 5%混入

E21柱穴状土坑 4号 C― C′

1 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒少量混入
2 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒少量混入
3 10YR2/1 黒色土  南部浮石粒少量混入
4 10YR2/3 黒褐色上 褐色土 。南部浮石粒少量混入
5 10YR3/4 暗褐色土 南部浮石粒少量混入

E20土坑 1。 2・ 3・ 9号 G― G′

1 10YR3/1 黒褐色土 十和田 b火山灰混入
2 10YR2/3 黒褐色土 黒褐色土 。十和田 b火 山灰

微量 。南部浮石粒混入
3 25Y3/1 黒褐色土 十和田 a火山灰混入
4 25Y6/2 灰黄色土 黒褐色土で汚れた十和田 a

プロック± 25Y8/2灰 白土
の砂粒状のもの微量混入

25Y8/2 灰白色土 プロック土 中諏より大きく
十和田 bよ りしまり弱
十和田 bのな、るい分 けされ
たもの ?

10YR3/2 黒褐色±  5層 。十和田 a火山灰混入
10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒徴量混入 基本土

層Ⅲ層相当 ?

10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒多量・炭化物粒微
量混入 基本土層江層相当 ?

7層 よりしまり弱
10YR3/4 嗜褐色土 黒褐色土・南部浮石粒混入
10YR2/2 黒褐色土 褐色土微量・ 細かい南部浮石

粒徴量混入
10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒少量混入 基本土

層Ⅲ層相当

ドL-291300m Ч
E21土坑 2号 M一 M′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒多量・ 炭
化物粒微量混入

卜 L-201.700m
E21柱穴状土坑 3号 B― B′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

2 10YR3/2 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

3 10YR3/1 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

南部浮石

粒 層 箭
纏

部
一
南

南部浮石
粒層

卜L291,900m 当

E20土坑 8号 K― K′

1 10YR2/2 黒褐色土
Ⅱ層類似だが十和田 a・

b火山灰含まず 南部浮
石粒徴量混入

卜 L291400m

E21土坑 1号 L― L′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

第62図 土坑・柱穴状土坑 (14)

南部浮石 粒層

卜292.300m

E20土坑 1号

E21柱 穴状土坑 6号

卜291.800m

孵

卜 L-291600m

卜 L-201.500m

E20土坑 6・ 7号 J― J′

10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒少量・ 炭化

物粒微量混入
10YR2/3 黒褐色土 下位に嗜褐色土 。南部

浮石粒多量混入
10YR3/2黒 褐色土と10YR3/3暗褐色上の混

合土 南部浮石粒多量混入
10YR3/2 黒褐色土 南部浮石粒多量混入
10YR3/4 暗褐色土 南部浮石粒多量混入
10YR4/4 褐色土  南部浮石粒多量混入
10YR2/3 黒褐色土 黒色土・暗褐色土・ 南

部浮石粒多量混入

E20土 坑 6号
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E26土 坑 A― A′

10YR2/3 黒褐色土

10YR2/2 黒褐色土

10YR2/2 黒褐色土
10YR3/1 黒褐色土

10YR2/2 黒褐色土

７

８

９

　

１０

　

■

　

１２

　

‐３

　

‐４

‐５

　

‐６

10YR3/1 黒褐色土 十和田a混入
10YR3/1 黒褐色土 十和田a多量混入

縄 律 昌竪 が 昌専講 給 :多畳罷灸

10YR2/1黒色土と炭化物 a層 細かい南部浮石粒微量・

戌化物混入
10YR2/3 黒褐色土 細かい南部浮石粒多量混入

10YR2/2 黒褐色土 細かい南部浮石粒少量混入

10YR2/1 黒色土  細かい南部浮石粒・ 炭化物粒多量

混入
10YR1 7/1 黒色土  上位に南部浮石粒少量・下位に炭

化物粒混入
10YR2/2 黒褐色土 上位に南部浮石粒少量 。一部炭化

物粒混入
11層 よりしまり強 褐色土・ 南部

浮石粒少量・炭化物粒少量混入

南部浮石粒少遺・ 炭化物粒微量混

入
細かい南部浮石粒微量混入

細かい南部浮石粒少量・ 炭化物粒

徴量混入
15層 よりしまり弱 15層 より南部

浮石粒多量・ 炭化物微量混入

F14土坑 4号

卜 L205400m引

F12柱穴状土坑 2号 B一 B′

1 10YR2/3 黒褐色土
汚れた南部浮石粒多量混入

F12柱穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒多量混入

2 10YR3/3 暗褐色土 ノ(戸火山灰下位層に

南部浮石粒混入
3 10YR3/4 暗褐色土 南部浮石粒少量混入

1層相当
4 10YR3/3 暗褐色土 汚れた南部浮石粒主

体 暗褐色土混入
F13土坑 2号

第63図 土坑・柱穴状土坑 (15)

F13土坑 9号
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卜L295200m 引

卜 L-295700m

卜 L295700m

卜 L295300m

卜 L295500m

F12柱穴状土坑 3号
F12土 坑 8号 C― C′

1 10YR2/2 黒褐色土
汚れた南部浮石粒・炭化物粒
微量混入 基本土層虹層相当

2 10YR3/1 黒褐色土
汚れた南部浮石粒との混合土

炭化物粒微量混入
3 10YR3/1 黒褐色土

2層 より南部浮石粒少量混入
4 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒少量・八戸火山灰
層上位・炭化物粒多量混入

F12土 坑

5号

F13柱 穴状土坑 1号  D― D′

1 10YR2/3 黒褐色土
汚れた南部浮石粒多量
混入

2 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒下位の八戸
火山灰層 掘 り過 ぎ

F12土 坑 3号 G― G′

1 10YR2/3 黒褐色土  南部浮石粒多量混入 基本
土層Ⅲ層上位相当

2 10YR6/8 明黄褐色土 南部浮石粒層 黒褐色土
ラ ミナ状に微量根 に結 う

3 10YR3/1 黒褐色土
4 10YR2/2 黒褐色土   I層 相当 ? 褐色土微量・

1層 より南部浮石粒少量混
入

5 10YR6/8 明黄褐色土 南部浮石粒層
6 10YR6/8 明黄掲色土 南部浮石粒層 黒褐色土多

量混入
※すべて人為堆積  2 5 6 自然堆積 (壁の崩れ等 )

他は掘 り込んだ排上の処理

F12土坑

F13柱 穴

2号

F12土坑 8号 K― K′

1 10YR2/3 黒褐色土    南部浮石粒多量混入
2 10YR3/3 暗褐色土    褐色土との混合土

南部浮石粒少量混入
3 10YR2/3 黒褐色±    1層 より黒色強 南部

浮石粒多量混入

6号
F13土 坑

4号 F13柱 穴
1号

F12土 坑 1・ 2号 F― F′

1 10YR2/2 黒褐色土
2 10YR3/1 黒褐色土
3 10YR2/3 黒褐色土
4 10YR2/3 黒褐色土
5 10YR2/2 黒掲色土
6 10YR3/3 暗褐色土
7 10YR3/1 黒褐色土
8 10YR6/6 明黄褐色土
9 10YR2/3 黒褐色土
10 10YR2/3 黒褐色土
■ 10YR2/8 黒褐色土

F13柱穴状土坑 2号 E― E′

1 10YR2/3 黒褐色土
汚れた南部浮石粒多量
混入

南部浮石粒多量・炭化物粒微量混入
1層より細かい南部浮石粒混入

号響亀き
と曇糧色圭と2優倉圭 霞郵鍾客態宏ま慶イと場欽量麗炎

琴書落雲

Ⅷ層下位 と黒褐色土 との混合土 南部浮石粒少量混入

南部浮石粒層 壁崩落土
八戸火山灰層 崩落土 ?

汚れた南部浮石粒多量混入
10層 よ り黄掲色土多量 ?・ 汚れた南部浮石粒多量混入

卜 L295200m 当

F12土坑 6号 J― 」
′

1 10YR2/3 黒褐色土
2 10YR6/4 褐色土

3 10YR3/4 暗褐色土

4 10YR3/2 黒褐色土

5 10YR2/3 黒褐色土

10YR2/3 黒褐色土

10YR2/2 黒褐色土

10YR3/3 暗褐色土

南部浮石粒多量混入
南部浮石粒・ 八戸火山
灰下位混入
員謝唱にユ土 ・ 鰤 ・

八戸火山灰下位混入
南部浮石粒多量・ 八戸
火山灰下位 プロック・

炭化物少量混入
4層 より南部浮石粒少
量混入
5層 より黒色土多量・
南部浮石粒混入
南部浮石粒・ 炭化物粒
微量混入
八戸火山灰上位に南部
浮石粒多量混入

4 10YR2/3 黒褐色土

5 10YR2/3 黒褐色土
6 10YR2/3 黒褐色土

6a 10YR2/3 黒褐色土

3層 より南部浮石粒少
量混入
南部浮石粒多量混入
南部浮石粒多量混入
基本的に 5層相当
南部浮石粒多量混入
基本的に 5層相当
南部浮石粒層 崩落土
八戸火山灰上位層崩落
土
八戸火山灰下土層 褐
色土との混合土

Ｙ

Ｙ

　

Ｙ

掲色土

黒褐色土

にぶい黄褐色土

F12土 坑 4号 H― H′

1 10YR2/3   黒色土
2 10YR4/3   におゞい黄褐色土
3 10YR2/3   黒褐色土
4 10YR3/3   暗褐色土
5 10VR2/3   黒色土
6 10YR3/1   黒褐色土
7 10YR2/1～ 3/1 黒色土
8 10YR3/3   嗜褐色土
9 10YR2/3   黒褐色土
10 10YR2/3   黒褐色土
11 10YR6/8   明黄褐色土
12 10YR3/1   黒色土

当

南部浮石粒多量・ 炭化物粒多量混入
黒褐色土・八戸火山灰混入
八戸火山灰上位崩落土
黒褐色土多量混入  2層相当
南部浮石粒多量・ 炭化物粒多量混入
南部浮石粒多量混入
砂質ンル ト 南部浮石粒混入
南部浮石粒多量混入
径 2 mm大の粒子 (十和田 b?)南 部浮石粒混入
八戸火山灰上位との混合土 南部浮石粒多量混入
南部浮石粒層 崩落土 ?

南都浮石粒多量混入 7層相当

F13土

坑 2

F12土坑 5,7号  F13土坑 4・ 5号 I― r

】 !解岳;だ  塁摺担重褐色土  昌祭縁者逐晏些4良厖蒻遷寡誓省員混入
3 10YR2/3  黒褐色土     汚れた南部浮石粒層に黒褐色土混入

南部浮石層 黒褐色土微量混入
10YR2/3  黒褐       2層 より南部浮石粒少量混入
10YR4/3  にぶい黄褐色土  南部浮石層・細かい南部浮石粒層

l膊晨〕だ  重糧畳圭     遷雹呈きふ喜振岳義鍵岳Ω吉伝落
9 10YR3/1  黒褐色土
10 10YR3/1  黒褐色土
11 10YR9/4  褐色土      八戸火山灰層下位プロック土
12 10YR2/3  黒褐色土     南部浮石粒少量・八戸火山灰上崩落混入

南部浮石層・細かい南部浮石粒層で構成
黒褐色土と黄褐色上の混合上に南部浮石粒混入
褐色土と少量の南部浮石粒との混合土
南部浮石粒少量混入 基本土層皿 b層類似
9層に暗褐色土・南部浮石粒混入

F13土坑

5号

F12土坑

2号

F12土 坑

7号

第64図 土坑 。柱穴状土坑 (16)

卜 L295400m 引 卜L295300m引

F13土刻Flワ柱穴状 土坑 3号

F12土坑 1号

F12土 坑 5号

-112-

0



卜 L295.580m

卜 L-295,500m 引

卜 L-294600m Pi

F13土坑 1号 L― L′

1 10YR1 7/1 黒色土

2 10YR2/3 黒褐色土

3 10YR3/2 黒褐色土

4 10YR3/3 暗褐色土
5 10YR2/3 黒褐色土

6 10YR2/2 黒褐色土
7 10YR4/3 にない黄褐色土

8 10YR2/3 黒褐色土
9 10YR2/3 黒褐色土

10 10YR7/8 明黄褐色土

南部浮石粒少量・ 腐食
土微量混入

南部浮石粒・ 炭化物粒
微量混入

暗褐色土多量 。南部浮
石粒混入

南部浮石粒多量混入
基本土層Ⅶ層下位～Ⅷ

層上位相当 南部浮石
右之少醜   ( 難 ?

南部浮石粒混入
基本土層Ⅷ層下位・ 南
部浮石粒粒・ 炭化物少
量混入
5層相当

炭化物粒多量・ 土器多
量混入

南部浮石層

10L295100m

F13土 坑 6号 0-O′
1 10YR3/3 暗褐色土 砂質ンル ト

ニ次中撤・ 南部浮石粒10～20%混入
2 10YR3/3 暗褐色土 砂質ンルト

ニ次中扱・南部浮石プロック・八戸
火山灰小プロック混入

3 10YR2/2 黒褐色土 砂質ンルト
ニ次中撤・南部浮石粒 5～ 10%・ 焼
土粒・ 炭化材混入

F13土 坑 3号 N― N′

1 10YR3/3 暗褐色土
汚れた南部浮石粒多量混入

2 10YR2/2 黒褐色土
汚れた南部浮石粒多量混入

3 10YR2/3 黒褐色土
汚れた南部浮石粒多量混入

F13土坑10号 R― R′

1 10YR2/2 黒褐色土
多量の南部浮石粒との

混合土 基本土層 I層
相当

当

F13土坑 2号 M― M′

1 10YR2/8 黒褐色土 ンル ト
径 2～ 5 ddの 南部浮石粒10%混 入

2 10YR3/2 黒褐色土 ンル ト
1層よりしまり弱 径 2～ 5 mmの

南部浮石粒 7%混入

F13土 坑

2号

普
坑

F13土 坑 7号

式

F14柱穴状土坑 l
4号  _!

/え     F

F13土坑 7号 P― P′

1 5YR5/6 明赤褐色土
焼土 南部浮石粒焼成
を受ける

2 5YR4/6 赤褐色土
焼± 4層が焼成を受
けた部分

3 10YR3/2 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

4 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒多量混入
基本土層Ⅲ層相当

坑10YR3/4 暗褐色土
南部浮石粒多量混入
南部浮石粒層の中に嗜
褐色土混入
10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

F14土 坑 2号

F13土坑 9号  Q― Q′

1 10YR3/4 暗褐色土
八戸火山灰層の黄褐色土
に黒褐色土プロック・ 南
部浮石粒少量混入

C15居住跡内柱穴

G15善
佳琢

Fラ ンク

雪種笏
F14土 坑 3号

F14柱 穴 3号 B― B′

1 10YR3/3 暗褐色土
南部浮石粒少量混入

◎
獣ピ 貿

F14土 坑Htt F14柱 穴 5号 C― C′

1 10YR2/2 黒褐色土
上位黒色強 南部浮石粒多量混入

2 10YR3/4 暗褐色土

3売監麗部そ希嚢き霊
量混入 .

細かい南部浮石粒多量混入
4 10YR2/3 黒褐色土

細かい南部浮石粒多量混入

土坑 2号 と

く

籍
帥 ピ 幣

第65図 土坑・柱穴状上坑 (17)

卜 L-295700m 当

G14住居跡 1号

F14柱穴状

土坑 7号

F15柱 穴状

土坑 6号    F15土 坑 1号

-113-



FA L 294400m
F14土 坑 1,12号  F14柱 穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR3/4 暗褐色土    黒褐色土少量 。南部浮
石粒少量混入

南部浮石粒少量混入
1、 ワ層よ りしまり強
上位に南部浮石粒多量

混入

南部浮石粒多量混入

南部浮石粒多量混入

南部浮石粒混入
八戸火山灰上位 南部

浮石粒混入

褐色土に南部浮石粒

多量混入

暗褐色土に南部浮石
粒多量混入
基本土層Ⅸ層 プロッ
クで背理 プロック中
に黒褐色土混入

暗褐色土 と黄褐色土
との混合土 細かい

浮石混入

卜L294400m

F14柱 穴状土坑 7号 F14土坑 4号  D― D′

1 10YR2/2 黒褐色土 多量の南部浮石粒との混合土
2 10YR3/1 黒褐色土 木根部分 ?

3 10YR3/1 黒褐色土 南部浮石粒少量混入
4 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒少量混入
5 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒多量 。炭化物粒微量混入
6 10YR2/3 黒褐色± 5層 より南部浮石粒少量混入
7 10YR2/3 黒褐色± 6層 より細かい南部浮石粒少量混入
8 10YR2/3 黒褐色土 ほぼ 7層相当
9 10YR2/2 黒褐色± 1層 より南部浮石粒少量混入
10 10YR2/3 黒褐色土 炭化物粒微量混入
11 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒微量混入
12 10YR2/2 黒褐色土 褐色土ブロック混入

卜 L294100m

引

10YR2/3 黒褐色土
10YR4/3 にかい黄褐色土

10YR2/2 黒褐色土
10YR2/3 黒褐色土
10YR2/3 黒褐色土
10YR3/3 暗褐色土

F15柱穴状土坑 ユ号 E― E′

卜
と-294200m当   1 10YR3/3 

暗褐色土

2 10YR2/3 黒褐色土

3 10YR7/6 明黄褐色土

4 10YR4/3 にぶい黄褐色土

F15柱穴状土坑 4号 H― H′

1 10YR2/3 黒褐色土

F15柱穴状土坑 2号  F― F′

1 10YR2/2 黒褐色土
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

3 10YR4/3 にぶい気化部

4 10YR2/2 黒褐色土

5 10YR4/4 褐色土

6 10YR3/3 暗褐色土

7 25Y5/6 黄褐色土

F15柱 穴状土坑 3号 G― G′

1 10YR3/4 暗褐色土
2 10YR2/3 黒褐色土
3 10YR2/3 黒褐色土

4 10YR4/3 にぶい黄褐色土
5 10YR3/4 暗褐色土

6 10YR5/4 にぶい黄褐色土
7 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒多量混入

褐色土少量・ 南部浮石粒
多量混入

黄褐色土 ブロック・ 南部
浮石粒多量混入

南部浮石粒少量混入 木
根痕 ?

基本土 層Ⅷ b層 ブ ロ ッ
ク混入
基本土層VI層 と黒褐色土
との混合土 南部浮石粒
少量・ 焼土粒微量混入
基本土層Ⅸ層 に 6層少量
混入の汚れたブロック土

南部浮石粒多量混入

南部浮石粒少量混入

褐色土・ 南部浮石粒多
量・ 炭化物微量混入

南部浮石粒少量混入

南部浮石粒少量・ 炭化

物微量混入

南部浮石粒少量混入

南部浮石粒多量混入

F14土坑 1・ 2号  K― K′

1 10YR3/1 黒褐色土

2 10YR2/3 黒褐色土

3 10YR3/2 黒褐色土

10YR3/3 暗褐色土

25Y5/6 黄褐色土

10YR3/3 嗜褐色土

10YR2/2 黒褐色土

卜 L294400m

汚れた南部浮石粒微量・ 炭化

物粒徴量混入

暗褐色土・ 汚れた南部浮石粒

少量 。炭化物粒微量混入
2層より褐色土多量・ 炭化物

粒微量混入
一部褐色土 ブロック・ 汚れた

南部浮石粒・ 炭化物粒少量混

入

自色砂土・ 褐色土・ 南部浮石

粒 ?混入
色調は 4層相当だが炭化物粒

含まず

褐色土 プロック・ 南部浮石粒

少量混入

当

卜 L293.800m ni

トト283900m引

F15柱 穴状土坑 7号 J― ]

1 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒少量混入
2 褐色土 と黒褐色土の

混合土

2 10YR2/3 黒褐色土

3 10YR6/4 にぶい黄褐色土

4 10YR3/3 暗掲色土

F15柱穴状土坑 7号 I―r
l 10YR4/4 褐色土

2 10YR3/4 暗褐色土

3 10YR4/4 褐色土

10YR2/3 黒褐色土

10YR4/3 にぶい黄褐色土

卜 L294.100m

黒褐色土 と褐色土 と
の混合土 南部浮石

粒多量混入
1層相当だが細かい

南部浮石粒多量混入

潰れた南部浮石粒混

入 掘 り過 ぎ

黒褐色土 との混合土

南部浮石粒微量混入

南部浮石粒少量・

炭化物微量混入

南部浮石粒多量・

炭化物微量混入

下位に暗褐色土・

南部浮石粒少量 。

炭化物微量混入
上位に南部浮石粒
多量・ 炭化物微量

混入

南部浮石粒多量・

炭化物微量混入

当

当

F14土 坑 7号

F15土坑 7号  M― M′

1 10YR2/3 黒褐色土
多量の南部浮石粒との混合土
炭化物粒微量混入 南部浮石
起源の黒との混合土 ?

2 10YR4/6 褐色土
微量の南部浮石粒との混合土
一部暗褐色土混入

3 10YR4/3 にぶい黄褐色土
1層 と褐色土と黄褐色土との
混合± 1層より細かい南部
浮石粒混入

土坑 6・ 9,10号  L― L′

10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒多量混入
10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒混入
10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒混入
10YR4/4 褐色土  細かい南部浮石粒少量混入

10YR4ん  褐色土  南部浮石粒多量混入
10YR3/4 暗褐色土 南部浮石粒少量混入
10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒少量混入
10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒多量混入

卜 L-294600m

F14土 坑 8号 N― N′

1 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒少量混入
2 10YR3/3 暗褐色土

1層 より南部浮石粒少量混入
3 10YR4/3 にぶい黄褐色土

1、 2層 よりしまり弱 細か

い南部浮石粒微量混入

第66図 土坑・柱穴状土坑 (18)

F14上 坑 1号

―-114-―



ド L293800m 引

卜 L293500m

F16土 坑 2号

卜r292800m  引

F15土 坑 1号 0-O′
1 10YR3/3 暗褐色土

基本上層Ⅷ b層・ 黒褐色土 。南部浮

石粒微量混入
2 10YR2/2 黒褐色土

明黄褐色土に小プロック・南部浮石粒

少量混入
3 10YR3/1 黒褐色土

焼けた南部浮石粒・炭化物粒徴量混入
4 10YR2/3 黒褐色土

褐色土と微量の南部浮石粒との混合土
5 10YR4/3 にぶい黄褐色土

明黄褐色土プロック・黒褐色土混入

トト294100m当

ドr293100m当

サ

卜 い203.800m引

F16土坑 2号 C― C′

1 10YR3/4暗 褐色 土
と10YR4/6褐 色土
の混合土 南部浮石
粒多量混入

F15土 坑 4号 Q― Q′

1 10YR2/3 黒褐色土

ド L294100m

黄褐色土プロック

F15土 坑 6号 S― S′

1 10YR3/1 黒褐色土
2 10YR3/3 暗褐色土

暗褐色土プロック・

南部浮石粒多量混入

瓜
ミ 望瞑亀健禁:鷺 葵 褐堪 髭藝

量混入

F15土坑 3号 P― P′

黒色土  南部浮石粒 3%混入
黒褐色土 南部浮石粒 2%混入
黒褐色土 南部浮石粒 5%混入
褐色土と10YR3/2黒 褐色上の混合土
南部浮石粒 5%・ 八戸火山灰多量・炭化材混入

10YR2/1 黒褐色土と10YR2/3黒 褐色土の混合土
南部浮石ブロック10%混入

10YR2/2 黒褐色土 中撤微量・ 南部浮石粒 1%・ 八戸火
山灰 1%混入

10YR2/1 黒色土  南部浮石粒 1%程混入

10YR2/1
10YR2/3
10YR3/2
10YR4/4

F15土 坑 5号 R― R′

1 10YR2/3 黒褐色土

白色砂土少量・ 南部浮石粒

多量混入

10YR2/2 黒褐色土

10YR2/3 黒褐色土

10YR3/3 暗褐色土

南部浮石粒少量混入

黒褐色土 と褐色土 との

混合土 南部浮石粒少
量・ 炭化物粒微量混入

南部浮石粒少量・ 焼土

粒微量混入

暗褐色上に黒褐色土・

南部浮石粒微量混入

基本土層 Ⅷ b層・ 黒

褐色土・ 南部浮石粒微
量混入

球

穴

づ

F17柱穴状土坑 A― A′

1 10YR2/1 黒色土 シル ト

南部浮石粒 7～ 10%・ 八戸火
山灰10%・ 炭化物粒微量混入

卜 r292.,00m 引

1 10YR2/3 黒褐色土
褐色土ブロック少量・ 南部浮石
粒多量・ 炭化物粒微量混入

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土
明黄褐色土プロック。暗褐色土
混入

F16土 坑 1号  B― B′

1 10YR3/3 暗褐色土

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

3 10YR5/4 にぶい黄褐色土

4 10YR3/4 暗褐色土
5 10VR3/3 暗褐色土

褐色粘土と多量の南部浮石
粒との船 土 焼掛捌畳・

炭化物粒少量混入
明黄褐色土と暗褐色土と南
部浮石粒との混合土
褐色土との混合土 南部浮
石粒多量混入
基本土層Ⅷ b層相当
細かい南部浮石粒 。1層よ
り炭化物粒少量混入

6 10YR4/4褐色土と10YR7/4に ぶい黄橙色土 (明 黄褐色
土)との混合土

7 10YR2れ  灰黄褐色土   明黄褐色土粒と細かい南部
浮石粒との混合土

8 10YR4/4褐色土と10YR7/4に ぶい黄橙色土 (明 黄褐色
土)と の混合土 暗褐色土混入

1層 より炭化物粒少量混入

第67図 土坑・柱穴状土坑 (19)
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卜 い203.100m

卜い292.400m

F19柱 穴状土坑 A― A′

1 10YR3/4 暗褐色土
南部浮石粒少量混入

F16土坑 3。 4号 G16土 坑 3号
1 10YR3/3 暗褐色土

2 10YR2/3 黒褐色土

3 10YR3/2 黒褐缶十
4 10YR3/2 黒褐缶+

5 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色土
6 5YR2/3 極暗褐色土

7 10YR2/2 黒褐色土
8 10YR2/3 黒褐色土

9 10YR3/3 嗜褐色土

10 10YR4/3 にぶい黄褐色土

H 10YR42 褐色土
12 10YR2/3 黒褐色土
13 10YR4/4 褐色土
14 10YR3/4 贈褐色土

15 10YR5/4 にぶい黄褐色土

D― げ
南部浮石粒多量
・ 炭化物徴量混入 人為堆積
汚れた南鰤 ・焼J膨弗酢
炭化物粒少量混入 人為堆積
4層相当
汚れた南部浮石粒多量・ 焼土粒
徴量混入
10層相当
南部浮石粒少量 。焼土プロック
多量混入 人為堆積
南部浮石粒多量・ 焼土微量混入
自色砂土少量・ 南部浮石粒多量
混入
黒褐色土に自色砂土・ 褐色土・
八戸火山灰層混入
八戸火山灰層 ,大不動浮石凝灰
岩・ 焼土粒・炭化物粒混入
八戸火山灰層 掘 り過ぎ ?

焼土粒・ 炭化物粒混入
八戸火山灰層プロック土
南部浮石粒多量・ 炭化物粒徴量
混入
細かい南部浮石粒・八戸火山灰
混入

F17土坑 3号 G一 G′

1 10YR2/3 黒褐色土
明黄褐色土 (砂土 )。

褐缶十プロック・ 南
部浮石粒多量混入

トト292.080m

坤縦駐弾弾弾阻阻仕縦盤離盤駐駐弾弾弾

。６
黒
黒
に
に
に
暗
黒
褐
暗
褐
黒
褐
黒
暗

に
に
に

坑‐．４．５］］］］］］］］呻］］］］］］］］

吐
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
■
１２
お
‐４
‐５
‐６
Ｗ

南部浮石粒少量・炭化物粒微量混入
南部浮石粒少量・八戸火山灰層混入
ノ(戸火山灰層 暗褐色土少量・ 南部浮石粒徴量混入
暗褐色土微量 。南部浮石粒・八戸火山灰層混入
黒褐色土多量目名仏・八戸火山灰混入
八戸火山灰層 黒褐色土多量 。南部浮石粒混入
南部浮石粒少量混入
八戸火山灰層に暗褐色土微量混入
黒褐色土・南部浮石粒・ 八戸火山灰層混入
ノヽ戸火山灰プロックに南部浮石粒少量混入
黒褐色土・ 細かい南部浮石粒・八戸火山灰層混入
ノ`戸火山灰下位の褐色土部分 掘り過ぎ
南部浮石粒少量・ 炭化物粒混入
黒褐色土・南部浮石粒少量・ 八戸火山灰層混入
汚れた基本土層Ⅸ層相当 (高舘火山灰) 人為堆積
15層 よリプロック状になっている 黒褐色土微量混入
砂層 基本土層Ⅸ層の粒子の細かい部分 ?

本層下位に基本土層X層

Xガ
嘘Ю土坑      ン

引

F18土坑 3号 D― D′

1 10YR3/4 嗜褐色土

浮砦経夢畳争黄花蕩祗
2謡

羅娩駁飢

卜 r202.600m 引

F18住居跡

2号

F18土 坑 1号 B― B′

1 10YR2/3   黒褐色土
南部浮石粒多量・ 炭化物粒徴量混入

2 10YR4/6   褐色土
暗褐色土・ 南部浮石粒少量混入

3 10YR4/4～ 3/4 褐色～暗褐色土
南部浮石粒少量混入

4 10YR3/3   暗褐色土
南部浮石粒少量混入

卜 r291,700m

F18土坑 2号 F18土 坑 5号

F18土坑 2・ 5号 C― C′

1 10YR5/4 にぶい黄褐色土 明黄褐色土・ 褐色土混入
F18住居跡 1号の貼 り床
部分 ?

2 ЮYR3/4 暗褐色土    八戸火山灰層プロック土
3 10YR2/3 黒褐色土    暗褐色土と炭化物層との

混合土 南部浮石粒混入
m
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F21柱穴状

F21こと坑 1号  E― E′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

2 10YR2/1 黒色土
南都浮石粒少量混入

3 10YR3/4 暗褐色土
黒褐色土 。南部浮石粒多量混入

沐
≒Ⅲ

鞠 i

トト200.500m

F22土坑 F23上坑 F― F′ ・ G― G′

1 75YR2/2～ 5YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒微量・ 焼土 。炭化物粒・ 土器微量混入

E23土 坑

学《こ3)虫
卜Ⅲ200.580m叫

ヽ
E23土坑  D― D′

1 10YR2/1 黒色土
土器混入

ド L200,800m 引

座
願 沸

F21柱穴状土坑 2・ 5号 A― A′

1 10YR2/3 黒褐色土 細かい南部浮石粒少量混入
2 10YR2/2 黒褐色土 細かい南部浮石粒少量混入
3 10YR2/3 黒褐色土 細かい南部浮石粒少量混入
4 10YR3/2 黒褐色土 細かい南部浮石粒少量混入
5 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒少量混入
6 10YR2/1 黒色±  1層 より南部浮石粒少量混入
7 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒徴量混入

F21柱穴状

土坑 3号

■瞥鷲
土坑 2号

.・・・
・・・

・・・
・

・ ・

減

・・
・・・

・・・
・・・

・・

―ず
南部浮

石粒層

八戸火山

卜 r200.600m

脚し

卵Ｕ

く
勧
碍

⑥

虫

F22土坑

2号

南部浮

石粒層

F21柱穴状
土坑 3号

C6土坑

＼半
G6土坑 A― A′

1 10YR2/1 黒色土

2 10YR2/2 黒褐色土

3 10YR3/3 暗褐色土

4 10YR3/1 暗褐色土
5 10YR3/4 暗褐色土

6 10YR4/6 褐色土
※全層自然堆積

南部浮石粒微量混入
基本土層 I層相当
南部浮石粒20%混入
基本土層Ⅱ層相当
南部浮石粒40%・ 下位
に高舘火山灰層混入
南部浮石粒20%混入
黒褐色土との混合土
南部浮石粒10%混 入
高舘火山灰層

ト 卜201.300m

F21土 坑 3号 A― A′

1 10YR3/1 黒褐色土
2 10YR2/3 黒褐色土
3 75YR4/4 褐色土

4 10YR2/3 黒褐色土

5 10YR2/1 黒色土

焼土粒微量混入
南部浮石粒 。焼上粒混入
焼土 (焼けた票円色土 ?)
焼けた南部浮石粒混入
南部浮石粒徴量混入 基
本土層Ⅲ層相当 ?

南部浮石粒少量混入

トト293.800m

第69図 土坑・柱穴状土坑 (21)
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GH土坑

トト295.500m

Gll土坑 A― A′

1 10YR3/1 黒褐色土
基本土層 I層相当

2 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

3 10YR4/3 1こぶい黄褐色土
潰れた南部浮石粒少量混入

4 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

5 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

6 10YR6/8 明黄褐色土
南部浮石粒層

7 10YR2/3 黒褐色土
汚れた南部浮石粒多量混入

8 10YR3/3 嗜褐色土
粗い南部浮石粒多量混入

廃暫
Qソ

G13土坑 5号

ト L294900m 引

G12柱穴状

上坑 2号

G12柱穴状土坑 1・ 2号 A― A′

1 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒少量 。

炭化物粒混入
2 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒微量・

炭化物粒混入

トト295,288m

｀
篭
｀ヽヽ‐‐――イ

C13柱穴状土坑 6号 C― C′

1 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色土
南部浮石粒微量混入

2 10YR4/4 褐色土
八戸火山灰下位土 南都浮石
粒少量混入

3 10YR2/3 黒褐色土
径 1～ 2 ndの 南部浮石粒混入

4 10YR3/3 暗褐色土
3層 より南部浮石粒多量混入

5 10YR3/3 暗褐色土
黄褐色土・黒褐色土 。南部浮
石粒少量混入 掘り方部分

6 10YR3/3 暗褐色土
5層 より黄褐色土少量混入
掘り方部分引

H13柱穴状土坑 I号  D― D′

1 10YR4/3 にぶい黄褐色土
黒褐色土・南部浮召馳鍵野
八戸火山灰混入 G13土坑
4号貼り床部分

2 10YR3/2 黒褐色土
南部浮石粒微量混入

3 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

4 10YR3/3 嗜褐色土
南部浮石粒少量混入

G12柱穴状土坑 2号 G12土 坑 1号 B― B′

1 10YR3/1 黒褐色土
南部浮石粒若干少量混入 撹乱 ?

2 10YR3/1 黒褐色土
基本土層 I層 Or Ⅱ層類似

3 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒層プロック混入

4 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

5 10YR2/2 黒褐色土
炭化物粒徴量混入

6 10YR2/2 黒褐色土
八戸火山灰層上位の黒褐色土層
南部浮石粒微量混入

第70図 土坑・柱穴状土坑 (22)
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卜 L295.200m 当

南部浮石粒層

卜 r294700m

G12土坑 4号 G― G′

1 10YR3/4 暗褐色土 南部浮石粒多量・壁際
に炭化物徴量混入

2 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒少量・ 壁際
に炭化物微量混入

3 10YR3/3 暗褐色土 八戸火山灰上位層 掘
り過ぎ

Cと 2土坑 3号 F― F′

1 10YR2/3 黒褐色土  南部浮石粒多量混入
2 10YR3/1 黒褐色土  基本土層 1層相当 ?

3 10YR3/3 暗褐色±  1層 に褐色土混入
4 10YR6/8 明黄褐色土 南部浮石粒層
4a 汚れた南部浮石粒層
5 10YR3/1黒褐色土と10VR4/3に ぶい黄褐色土 と汚

れた南部浮石粒層の混合土
6 1oYR2/3 黒褐色土  汚れた南部浮石粒少量混入
7 1oYR2/3 黒褐色土  汚れた南部浮石粒少量・ 炭

化物粒微量混入

汚れた南部浮石粒少量・ 炭
化物粒徴量混入 7層相当 ?

白色粘土小 ブロック・ 炭化

物粒少量混入
八戸火山灰層 プロック土
南部浮石粒少量・ 炭化物粒

微量混入  1層類似

南部浮石粒多量混入
黒褐色土 と八戸火山灰上位
との混合土

C12土坑

3号

G12土 坑 2号 E― E′

1 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒多量混入

卜 L298600m

卜 L293900m

ド L294.500m

卜 に294,100m

10YR3/2 黒褐色土

10YR2/3 黒褐色土

10YR3/4 嗜褐色土
10YR2/3 黒褐色土

10YR2/3 黒褐色土
10YR3/3 暗褐色土

引

G12土坑 5・ 6号 H― H′

1 10YR2/3 黒褐色土

2 10YR3/3 暗褐色土

3 10YR3/3 暗褐色土

4 10YR4/4 褐色土

5 10YR2/3 黒褐色土

10YR3/3 黒褐色土

10YR5/6 黄褐色土
10YR6/4 褐色土

引

汚れた南部浮石粒多
量混入
八戸火山灰上位層

南部浮石粒微量混入
八戸火山灰上位層

南部浮石粒微量混入

黒褐色土 。南部浮石

粒微量・ 八戸火山灰

下位混入

黄褐色土少量 。南部

浮石粒微量混入

汚れた南部浮石粒多
量混入
八戸火山灰下位層
黒褐色土微量混入

本層下位に厚さ I cl

程の暗褐色土層

G13土坑 5号  L― L′

1 10YR3/2 黒褐色土

南部浮石粒微量混入
2 10YR3/3 嗜褐色土

南部浮石粒少量混入
3 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒少量混入
4 10YR3/2 黒褐色土

暗褐色上に炭化物微量混入
5 10YR3/1 黒褐色土

混入物なし

C∵土
鴇 学k:,7虫摺七土    南部浮石粒多量混入 基本土層 n層相当

拿 ilとξ:′: 昌悟魯三    畳電琶三こ脅暑きΞ特警S毯暑患ケ畳今炭化物微量混入
:認¥彫息雲糧色圭 大昌災蕊侯暑幸金ぞ覺合れ祉層偏歓倣り
7 10YR3/4 暗褐色±    5層 より黄橙色土多量混入

8 10YR2/3 黒褐色土    細かい南部浮石粒多量混入
9 10YR3/4 暗褐色±    7層 より黄橙色土多量混入

10 10YR4/3 にぶい黄褐色土 八戸火山灰の壁崩落土

I】 1解畳ちえ 員糧色圭    雲碧琶互夢省予ケ写騒家F鶴鑑留箸建早優ん物少量混入
13 10YR3/2 黒褐色土    南部浮石粒少量混入

i: !解ミζチ: 羅福色圭    買警災宙挟宝経[公混合土 南部浮石粒少量混入
t, I群長ζチ: 麗橿色圭    雷漕蟹τ量省置量分量混入 別土坑埋土

G13土坑 2・ 6号 F13土坑 8号 」―J′

1 10YR3/1 黒褐色土    南部浮石粒少量混入 基本土層Ⅲ層上位相当 ? 基本土層 I層

10YR4/4 褐色土
10YR2/2 黒褐色土

10YR2/3 黒褐色土
3層相当
南部浮石粒層ブロック
八戸火山灰下位層 南部浮石粒 (ブ ロック)混入
10YR4/3 にない黄褐色± 6層 より南部浮石粒多量・八戸火山灰層混入

南部浮石粒少量混入 (上層の土)

八戸火山灰下位層に黒褐色土微量・南部浮石粒微量混入

南部浮石粒殆ど含まず
南部浮石粒多量・ 炭化物粒微量混入

南部浮石粒少量・炭化物粒微量混入
八戸火山灰層に汚れた褐色土混入

汚れた南部浮石粒少量混入
黄褐色土粒少量混入
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の可能性あ り

南部浮石粒・ 八戸火山灰層下位混入

南部浮石粒多量・ アヽ戸火山灰層混入 基本土層Ⅲ層類似 人為

堆積

南部浮石粒・ 八戸火山灰 ブロック混入

C13土坑 2号

当
G13土坑3号
1 10YR3/1
2 10YR4/6
3 10YR3/3
4 10YR3/3
5 10YR3/4
6 10YR4/3
7 10YR3/4
8 10YR2/3

K一 K′

黒褐色土
褐色土
暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土
にぶい黄褐色土

暗褐色土
黒褐色土

G12土 坑 6号

黄褐色土

C13土 坑 6号

― ■9-



卜  引
じ

G14柱穴状土坑 2号 B― B′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒少量・ 炭化
物粒帯状に混入

C14土坑 1号
1 10YR2/3

2 10YR3/3

H15柱穴

状土坑10号

H15柱穴状

土坑 6号

H15柱穴状

土坑 8号G14柱穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR2/3～ 3/4

黒褐色～暗褐色土
南部浮石粒多量混入

G14柱穴状土坑 5号 E―y
l 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒30%混入
2 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒20%程混入
3 10YR4/4 褐色土

南部浮石粒15%程混入

ドト203.200m

聴

居跡

J_G15土 坑

G15土坑     5号
3号

飩才哲◎
「

■

萎

G15住居跡内

柱穴87

…………………ュ翻 殊

卜 r293.500m 引

G14柱穴状土坑 3号 C― C′

1 10YR3/3 暗褐色土
南部浮石粒多量混入

2 10YR3/4 暗褐色土
南部浮石粒多量混入

3 10YR2/2 黒褐色土
明費褐色土プロック・
黄褐色土プロック・ 南
部浮石粒少量・炭化物
粒混入

トト293 100m  li

G15住居跡内

柱穴90

G14土坑 4号

ド129&200粕 GY篭鐘rど鍮ξ三:′
_    南部浮石粒混入

G15住居跡

径 5～ 101alの南部
浮石粒微量混入
径 5～ 10EIの 南部
浮石粒径少量・ 炭
化物粒 。骨片 ∽
微量混入
木根痕
八戸火山灰曹 南
部浮石粒微量混入
壁崩落土 ?

卜  →

了
G14柱穴状土坑 7号 G― σ
l 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒混入

H― H′

黒褐色土

暗褐色土

10YR2/3 黒褐色土
10YR3/3 暗褐色土

G14土坑 2号 I―r
l 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒混入
2 10YR4/6 褐色土

南部浮石粒少量混入
3 10YR3/3 暗褐色土

南部浮石粒微量混入
4 10YR4/4 褐色土

細かい南部浮石粒徴量混入
5 10YR4/6 褐色土

暗褐色土・ 細かい南部浮石粒
少量混入

G15土坑 1号 L― L′

1 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒少量 。炭化
物粒微量・ 土器混入

2 10YR3/2 黒褐色土 南部浮石粒微量混入
3 10YR3/3 贈褐色土 黄褐色土・ 褐色土・ 黒

褐色土微量混入
4 10YR2/3 黒褐色± 1層 より南部浮石粒徴

量混入

G14土坑 3号 」―J′

1 10YR3/2 黒褐色土
南部浮石粒20%混入

2 10YR3/4 暗褐色土
南部浮石粒15%混入

G14土坑 4号 K― K′

1 10YR3/4 暗褐色土
八戸火lLD黒 褐色土プロッ
ク。南部浮石粒少量混入

2 10YR4/6 褐色土
壁崩落土 木根撹乱あり

3 10YR7/6 明黄褐色土
八戸火山灰層下位土 粗い砂
土混入 いくらか汚れている

4 10YR6/4 にぶい黄橙色土
明黄褐色土に黒褐色土 。南部
浮石粒混入

トト292.70a m 当

ト

ドい292.000m J

トーーーーーーーーーーー→―――――――――――一千
m
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ドL292600m Ч

G15]7電 ξ こ と
、 ＼

3号   2号

円い292.800m引

∀

隣L292580m  引

d__デ写荒竜
H15柱穴状

土坑 8号

G15土坑 2・ 3号 M― M′

1 10YR2/3 黒褐色土
掲色土・ 南部浮石粒多量混入

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土
黄褐色土・暗褐色土・南部浮
石粒少量混入

3 10YR3/3 暗褐色土
黒掲色土・ 褐色土プロック・

南部浮石粒少量混入

G15土坑 4・ 5号 H15柱穴状土坑 8号 N― N′ ・ O-0′
1 25Y5/4 黄褐色土    徴量の黒褐色土 との混合土

パ ミス混入 貼 り床部分
10YR4/4 褐色土     基本土層 X層 ブロック混入

掘り過ぎの可能性あり
10YR4/4 褐色土     基本土層 X層・ Ⅷ層混入
10YR3/3 暗褐色土    褐色土との混合土 南部浮

石粒少量混入
10YR3/4 暗褐色土    褐色土との混合土 南部浮

石粒微量混入
25Y4/2 暗灰黄色土   明黄褐色土との混合土
10YR7/4 にぶい黄橙色土 基本土層 X層 ブロック土

黒褐色土微量混入

(OA
G16柱 穴状

G17柱穴状   14号
土坑 2号

C16柱穴状土坑 1号  A― A′

1 10YR2/2 黒褐色土 褐色土・ 南部浮石粒・ 炭化物粒

微量混入
2 10YR4/4 褐色土  基本土層 X層 に黒褐色土微量・

南部浮石粒微量混入
3 10YR4/4 褐色土  基本土層 X層 に黒褐色土微量・

南部浮石粒微量混入

G16柱穴状土坑 3号 B― B′

1 10YR4/3 にぶい黄褐色土
黒褐色土との混合土 南部
浮石粒少量混入

G16柱穴状土坑 4号 C― C′

1 10YR2/2 黒褐色土

褐色土粒・ 南部浮石粒・

焼土粒・ 炭化物混入
2 10YR4/4 褐色土

南部浮石粒・八戸火山灰
起源の′ヾ ミス ?混入

3 10YR3/3 暗褐色土
八戸火山灰層

l ET
G16土坑 2号

G16柱穴状

土坑 4号

15号

土坑 3号

卜 L292000m

G16土 坑 1号  E― E′

1 とOYR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量・炭
化物微量混入

引

C17柱穴状

土坑 2号

C17土坑 13号

G17土坑 H号

G17土坑 7号

G17柱穴

状土坑 3号

くと 、 G17土 坑 9号

G17土坑 6号

G17土坑 16号

虫 G17柱穴状
卜  土坑 1号

卜L492400m呵

理

G17柱穴状土坑 2号  C17土坑14・ 15号 H18土坑 2号 D― D′

1 10YR2/3 黒褐色土    南部浮石粒微量混入 柱穴部分
2 10YR2/2 黒褐色土    南部浮石粒微量 。礫片 (小石)多量混入
3 10YR6/6 明黄褐色土   暗褐色土微量混入
4 10YR2/2 黒褐色土    明黄褐色土微量混入
5 10YR2/3 黒褐色土    南部浮石粒少量混入
6 10YR3/3 暗褐色土    南部浮石粒少量混入 柱穴部分
7 10YR2/3 黒褐色土    黄褐色土と少量の南部浮石粒との混合土
8 10YR3/4 暗褐色土    黄褐色土と少量の南部浮石粒との混合土
9 10YR4/3 にぶい黄褐色土 黄褐色土 (明黄褐色土)。 暗褐色土・南部浮石粒混入
10 10YR4/4 褐色土     基本土層Ⅸ層下の褐色土層 掘り過ぎ

第73図 土坑・柱穴状土坑 (25)

G16柱穴状

G16土坑 2号 F― F′

1 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土との混合土
南部浮石粒・炭化物
粒微量混入

m
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卜 L292.300m

G17土坑 1号 C― C′

1 10YR6/6 明黄褐色土

2 10VR4/4 褐色土

3 10YR2/3 黒褐色土

4 10YR3/3 暗褐色土

5 10YR2/3 黒褐色土
6 10YR2/2 黒褐色土

卜r292.300m J

G17柱穴状

土坑 2号

基本土層Ⅸ層 プロック土

黒褐色土小 ブロック混入

汚れた基本土層 X層 ブロッ
ク土 黒掲色土粒微量混入

南部浮石粒少量・ 炭化物粒
混入

黒褐色土に声筆抱出位斃直・

南部浮石粒少量・ 炭化物粒
混入

炭化物粒微量混入
暗褐色土 との混合土 組い

南部浮石粒・ 焼土粒微量・

炭化物粒少量混入

r292300m

卜   判

C17土坑 2号 H― H′

1 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土・ 南部浮石
粒少量混入

黄褐色土・ 南部浮石粒微
量 。炭化物粒微量混入

褐色土 との混合土 南部

浮石粒少量・ 炭化物粒少
量混入
黒褐色土微量・ 焼土・ 炭
化物粒微量混入
黒褐色土・ 褐色土・ 下位
に幅 2 cEで基本」目画 肇

炭化物粒微量混入

褐色土 プロック混入
基本土層Ⅸ層に黒褐色土
ブロック少量・ 炭化物粒
微量混入

G17土坑 3号 I― I′

1 10YR2/3 黒褐色土

貢褐色土 との混合土 南部浮石粒
微量混入
10YR4/3 にぶ い黄褐色土
汚名黄褐色土微量・ 黄褐色土・ 褐
色土・ 南部浮石粒微量混入
10YR3/4 暗褐色土
褐色土 (基本土層X層)ブ ロック
上に黒褐色土・ 南部浮石粒微量混
入
25Y5/3 黄褐色土
基本土層Ⅸ層とX層の混合土に黒
褐色土混入
10YR4/4 褐色土
基本土層X層プロック土
掘り過ぎ
10YR2/2 黒褐色土
基本土層Ⅳ層ブロック土

縣 序
」17土坑 8号 L― L′

1 10YR3/3 暗褐色土 黄褐色土・詳蘭岬晒粒・
炭化物微量混入

2 10YR3/4 暗褐色土 黄褐色土・膏剥第妬脱 。

炭化物少量混入
3 10YR3/3 暗褐色土 八戸火山灰下位相当

南部浮石粒微量・炭化
物粒少量混入

鮒
号

『］

G17土坑

13号

G17土坑 4号 J― 」
′

1 10YR3/2 黒褐色土

2 10YR2/3 黒褐色土

3 5YR4/3 にぶい赤褐色土

4 10YR3/3 暗褐色土

10YR2/2 黒褐色土
25Y5/4 黄褐色土

G17柱穴

状土坑 1号

引

CW土坑 6・ 7号
1 10YR2/2

2 10YR2/2

3 10YR2/3

4 10YR3/3

5 10YR7/4

K― K′

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

にぶい黄橙色土

褐色土 ブロック・ 南部浮
石粒少量混入 基本土層
I層類似
1層より南部浮石粒少量

混入
褐色土 との混合土 南部
浮石粒微量・ 炭化物粒微
量混入

褐色土・ 黒褐色土・ 南部
浮石粒少量混入
4層 より褐色土多量混入

引FM L 292 200m

G17土坑 10・ H。 12・ 13号  M― M′

1 10YR4/4   褐色土
2 10YR3/2   黒褐色土

3  25Y4/3

4  10YR4/4
5  10YR2/2

■ 10YR7/6   明黄褐色土
12 10YR3/3   暗褐色土

卜い292200m引

鶏
ダ

G17土坑16号 N― N′

1 10YR5/6 黄褐色土
2 10YR4/6 褐色土
3 10YR5/8 黄褐色土
4 10YR4/4 褐色土
5 10YR2/1 黒色土
6 10YR5/4 にぶい黄掲色土

南部浮石粒徴量混入
南部浮石粒微量混入
南部浮石粒微量混入
南部浮石粒微量・炭化物粒混入
南部浮石粒少量・炭化物微量混入
南部浮石粒微量混入

10YR4/4   褐色±        1層 相当
10YR7/6   明黄褐色土      砂土 基本土層X層相当
10YR4/4～ 5/3 褐色～にぶい黄褐色土 基本土層X層 プロック土
10YR7/6明黄褐色土 (砂土)基本土層Ⅸ層ブロックと10YR4/4褐 色土プロックとの混合土
10YR3/3   暗褐色土

八戸火山灰層ブロック土 ?

黒褐色土と明黄褐色土との混合土 南部浮石粒少
量混入

オ リーブ褐色土    明黄褐色土・黄褐色土・黒褐色土・南部浮石粒少
量・炭化物粒微量混入

褐色±        1層 相当
黒褐色土       黄掲色土と褐色土と黒褐色土との混合土 南部浮

石粒微量・炭化物粒微量混入

褐色土・ 黒褐色土 。南部浮石粒微量・ 12層 よりに

黄褐色土多少多量混入
砂土 基本土層X層相当
褐色土・黒褐色土・南部浮石粒少量・ 炭化物粒微
量混入

13 10YR5/4   にぶい黄褐色土    基本土層Ⅸ層とX層の混合土
14 10YR4/3   にぶい黄褐色±    13層 に暗褐色土混入
15 10YR2/2   黒褐色土       南部浮石粒微量混入
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脚可日̈了
G18柱穴状土坑 3号 B― B′

1 10YR4/4 褐色土

南部浮石粒多量混入
2 基本土層 X層相当

実測のため掘 り込み

G20柱穴状

土坑 1号 半
ｒ

G18柱 穴状土坑 2号 A― A
l 10YR4/3 にぶい黄褐色土

南部浮石粒少量・炭化物粒

微量混入

L-291000m

卜   引

小

G19柱穴状

土坑 8号

G19柱穴状土坑 4号 C― C′

1 25Y3/2 黒褐色土

黒褐色土 と明黄 褐 色 土

(基本土層Ⅸ層 )と の混

合土 パ ミス少量混入

‐
ヌ
ｉ

ノが
宅

G18柱穴状

祗こ穴状
■  土坑 2号

Ｏｍ
日
「

Ｗ

卜

G19住穴状土坑 8号 F― F′

1 10YR3/3 暗褐色土

南部浮石粒多量混入
2 10YR3/4 暗褐色土

褐色土・ 黒褐色土 。南部

浮石粒多量混入

卜 L29J00m 引

南部浮石

粒 層

F18住居跡

内柱穴30

G19土坑 3号 J― J′

1 10YR3/4 暗褐色土
下位に褐色土・ 南部
浮石粒少量混入

C18土坑 1・ 2号 G― G′

l ЮYR4/4 褐色土
南部浮石粒少量・ 炭化
物粒微量混入

2 10YR3/4 暗褐色土
南部浮石粒少量混入

沢G19柱穴状土坑 7号 E― E′

1 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒少量・ 炭化
物粒微量混入

卜 L291900m

G19柱穴状土坑 5号 G19土坑 1号
1 10YR2/2 黒褐色土
2 10YR3/3 暗褐色土

2a 10YR4/2 灰黄褐色土

3 10YR3/2 黒褐色土

4 25Y4/3 オリープ褐色土

5 10YR4/4 褐色土

10YR2/3 黒褐色土
10YR7/6 明黄褐色土

10YR5/4 にぶい黄褐色土

10YR5/4 にぶい黄褐色土

10YR2/3 黒褐色土

5号

F18居住跡 1号内柱穴29 D― D′

南部浮石粒多量混入
黒褐色土・事護隆と。

南部浮石粒多量混入
2層に基本土層Ⅸ層
粒混入
褐色土との混合土

南部浮石粒少量混入

黒褐色土・ 褐色土・

基本土層Ⅸ層粒混入

基本土層X層 プロッ
ク土 基本土層Ⅸ層

少量混入
細かい褐色土粒混入

汚れた基本土層Ⅸ層
部分
南部浮石粒・ 八戸火

山灰層混入
南部浮石粒少量・ 八

戸火山灰層混入
南部浮石粒微量混入

G18土坑 3号 H― H′

1 10YR2/3 黒褐色土
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

南部浮石粒・炭化物粒微量混入
基本土層Ⅸ層相当の小ブロック・

南部浮石粒少量混入
明黄褐色土と微量の南部浮石粒
との混合土
明黄褐色土ブロック・暗褐色土
プロック・ 炭化物粒微量混入
明黄褐色土との混合土 焼土粒
混入 4層相当
南部浮石粒微量混入
南部浮石粒微量混入
南部浮石粒徽量混入 木根授乱
痕 ? 基本土層 1層相当

10YR2/2

10YR4/4

10YR4/4

10YR2/2
10YR2/3
10YR3/1

黒褐色土

褐色土

褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

引卜 L291.800m G19土坑 2号 I― r
l 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒微量混入
基本土層 Itt or m
層相当

G19柱穴状

土坑 9号

G19柱穴

Gl

土坑 3号

619柱穴状土坑

C18土坑

G18土坑 3号

卜r291600mJ

第75図 土坑・柱穴状土坑 (27)
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G19柱穴

状土坑 1号

ドい291500m

C19柱穴状

土坑 1号

G21柱穴 2号 B一 B′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒微量混入

す
...ピ

・
・・

・・・
・・・

・

期
号

G20柱穴状

土坑 1号

G19柱穴状土坑 1号  C20柱 穴 1号 A― A′

1 10YR2/1 黒色上     十和日 a・ b層・ 南部浮石粒混入
2 10YR5/6 黄褐色土    基本土層Ⅸ層相当 掘り過ぎ
3 10YR2/3 黒褐色土    南部浮石粒少量混入 1層類似
4 10YR3/3 暗褐色土    黒褐色土との混合土 南部浮石粒混入
5 10YR3/4 暗褐色土    南部浮石粒微量・炭化物粒微量混入
6 10YR4/3 にぶい黄褐色土 暗褐色土・明黄掲色土・南部浮石粒少量混入
7 10YR3/4 暗褐色土    明黄褐色土・ 浅黄橙色土混入
8 10YR4/3 にぶい黄褐色土 明黄褐色土・ 浅黄橙色土・褐色土少量混入
9 25Y6/4 にぶい責褐色土 基本土層Ⅸ層の上 若干自濁 ?(砂質土)

卜 L201400m

卜 L291300m

南部浮石

粒届

G20土坑 3号

G20土坑 3・ 4号 E― E′

1 10YR2/3 黒褐色土 細かい南部浮石粒・下位に焼土粒
と炭化物粒混入

la 細かい南部浮石粒多量混入土層
2 10YR3/3 暗褐色土    褐色土ブロック土
3 10YR2/3 黒褐色土    黄褐色土徴量混入
4 10YR4/2 灰黄褐色土   黄褐色土プロック多量混入
5 10YR2/2 黒褐色±    1、 3層 より南部浮石粒少量混入
6 10YR3/2 黒褐色±    1、 3、 5層 より南部浮石粒少量

混入
10YR2/3 黒褐色土    大きい南部浮石粒少量混入
10YR2/3 黒褐色±    1層 より南部浮石粒少量混入
10YR2/2 黒褐色±    8層 より南部浮石粒多量混入
10YR5/4 にぶい黄褐色土 黄褐色土・黒褐色土微量 。大きい

南部浮石粒多量混入 壁崩壊土
10YR6/4 にぶい黄橙色土 壁崩壊土
10YR3/3 暗褐色土    黒褐色土・ 褐色土混入
10YR4/3 にぶい黄褐色± 12層 より黒掲色土少量混入
10YR2/3 黒褐色±    1層 より南部浮石粒少量混入

『］一
G20土坑 1号 C― C′

1 10YR2/3 黒褐色土
褐色土・南部浮石粒混入
人為堆積

G20土坑 2号 D― D′

1 10YR2/3 黒褐色土
暗褐色土と多量の南部
浮石粒との混合土 黄
褐色土ブロック混入

南部浮石

粒層

10YR5/8 黄褐色土
10YR7/8 黄褐色土

8 1oYR2/1 黒色土
9 10YR2/1 黒色土

土坑 F― F′

10YR2/1 黒色土
10YR2/2 黒褐色土
10YR2/1 黒色土
10YR4/3に おゞい黄褐色土と
10YR4/6褐色土の混合土
10YR2/3 黒褐色土
10YR2/1 黒色土

南部浮石粒 3%以下混入
砂土・ 南部浮石粒 3%以下混入
砂土・ 南部浮石粒 3%以下混入 木根撹乱
南部浮石粒20%混入

南部浮石粒 5～ 7%混入
南部浮石粒 7～ 10%混入
基本土層Ⅷ b層の再堆積
7層相当
南部浮石粒10～ 15%混入
南部浮石粒10～ 15%混入
南部浮石粒堆積層
基本土層Ⅷ層の再堆積

シル ト

粘土質 ンル ト

ンル ト
ンル ト

粘土質土

ンル ト
ンル ト

10 10YR3/1黒 褐色土と10YR6/6明黄褐色上の混合土
11 10YR4/3 にぶい黄褐色土
※床面は基本土層Ⅷ b層相当

第76図 土坑 。柱穴状土坑 (28)
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漁
イ

ｍ
∬
引

卜

‐Ａ卜

駄
深

HH土坑

1号

ゝ

虫 ゑ ず

GH住居跡状

H‖柱穴状土坑 A― A′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

H12柱穴状土坑 1号 B― g
l 10YR3/1 黒褐色土

南部浮石粒少量混入

H12柱穴状土坑 2号 C― C′

1 10YR2/3 黒褐色土
汚れた南部浮石粒混入

貿

H12柱穴状

土坑 1号

抹

に

卜293.400m

卜  →
村

『］し
H12柱穴状土坑 5号 F― F′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒層に黒褐色土
がラミナ状に混入

3 10YR2/3 黒褐色土
汚れた南部浮石粒層主体
で黒褐色土との混合土

Hll土坑 1号 G― G′

1 10YR2/3 黒色土
南部浮石粒多量混入

い293380m

H12柱穴状土坑 3号 D― D′

1 10YR2/2 黒褐色土
汚れた南部浮石粒多量混入

2 10YR3/1 黒褐色土
汚れた細かい南部浮石粒多
量混入

トト293.100m

H12柱穴状土坑 4号 H12土坑 2号 E― E′

1 10YR2/3 黒褐色土    暗褐色土微量・ 南部浮石
粒多量混入

2 10YR4/3 にぶい責褐色土 八戸火山灰下位層 南部
浮石粒状のパ ミス混入

トト292.000m引

H12モ

,zF~

トト293.000m引

G11鞘

3 10YR2/3

4 10YR2/3

10YR3/3
10YR3/3
10YR3/3
10YR2/3

10YR2/2

黒褐色±    1層 より南部浮石粒少量
混入

黒褐色土    八戸火山灰上位の土 ?

南部浮石粒微量混入
暗褐色土    八戸火山灰層の壁崩壊上
暗褐色土    八戸火山灰層の壁崩壊土

暗褐色土    八戸火山灰層の壁崩壊土
黒褐色土    南部浮石粒多量混入 本

層の上位に汚れた南部浮
石粒層

黒褐色土    南部浮石粒多量混入

H12土坑 1号 I―r
l 10YR2/3 黒褐色土

暗褐色土 。南部浮石
粒混入 人為堆積

2 10YR4/6 褐色土

汚れた南部浮石粒層
に黒褐色土少量混入
人為堆積と自然堆積

Hl14LE跡

Hll土坑 2号 H― H′

1 10YR2/3 黒褐色土
暗褐色土・南部浮石粒
少量混入

2 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒多量・ 炭化
物微量混入

第77図 土坑・ 柱穴状土坑 (29)
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H13柱穴状土坑 2号 A― A′

1 10YR3/4 暗褐色土
八戸火山灰上位に責褐色土
。南部浮石粒少量・炭化物
粒微量混入

2 10YR5/6 黄掲色土
八戸火山灰下位に黒褐色土
小プロック混入

3 10YR4/6 褐色土
八戸火山灰層

4 10YR4/4 褐色土
黒褐色土・八戸火山灰下位
混入

H14柱穴状

土坑 11号大

H13柱穴状

土坑 2号
F々と

H13柱穴状土坑 3号 B― B′

1 10YR2/3 黒褐色土
黄褐色土 ブロック・ 汚れた

南部浮石粒混入
2 10YR4/4 褐色土

基本土層Ⅷ～Ⅸ層相当

トト292400m

H13土坑

1号

卜 い292800m引

H13柱穴状土坑 4号 C― C′

1 10YR3/4 暗褐色土
細かいパ ミス (南部浮石
粒 ?)。 炭化物微量混入

H14柱穴状

土坑 4号

H14土坑

4号

脚Ｕ

9  25Y6/6
10 10YR3/4
11 10YR4/3
12 10YR4/3
13 10YR3/3
14 10YR4/6

引

トト292.700m引

H14柱穴

状土坑 9号

(

H14桂穴状土坑 1号 D― D′

1 10YR4/4 暗褐色土
ンフレト 八戸火山灰
下位 ブロック混入
人為堆積

ヽ
H14柱穴状

土坑 1号

卜い292400m

■14柱穴状

土坑 2号

H14柱穴状土坑 2号 H14土 坑 1号 E― E′

1 10YR3/3 暗褐色土    南部浮石粒 との混合土  木根
多量混入

H14柱穴状

土坑10号

土坑 4号  土坑 3号

H14柱穴状土坑 3・ 4・ 6号 F― F′

1 10YR2/2 黒褐色土
2 10YR2/3 黒褐色土
3 10YR3/3 暗褐色土
4 10YR4/6 褐色土

5 10YR3/4 暗褐色土

6 25Y4/6 オリープ褐色土

7 10YR2/3 黒褐色土
8 25Y6/6 明黄褐色土

壽祭縁老雑多藝整矢石糧農詠畳拿1 焼土粒微量
。炭化物粒混入

つ層よりしまり強 褐色土と南部浮石粒との混合土

需〒蓬電豊 ;八
戸火山灰層混合 検出面に見られる土 基本土層

棄亀晃著
(粘土)・ 褐色土・嗜褐色土 。南部浮石粒・土器混入

黄
皇黒整天

粘土)主体で褐色土粒と細かい暗褐色土粒との混合土

黄褐色土少量混入

線 噺 対 憲 7懇
鷺批 夢脇 塚∞∝

8層相当であるが 8層 より若干 しまり弱
褐色土・ 炭化物粒微量混入
褐色土 と黄褐色土 と暗褐色土 との混合土 かたい粒子混入
H層相当であるが しまりのない土
褐色土に黒褐色土混入 柱穴痕一部 ?

基本土層Ⅷ b層相当

10YR4/3 にぶい黄褐色土

10YR2/3 黒掲色土
10YR3//4 暗掲色土
10YR2/3 黒褐色土
10YR3/4 暗褐色土
10YR3/3 暗褐色土
基本土層Ⅸ層相当

10YR3/3 暗褐色土

25Y6/6明黄褐色土 と暗褐 色
土 との混合土 粘土質褐色土
プロック混入
粒子の粗 い土多量混入
基本土層Ⅷ層 に暗褐色土混入
3層相当
4層相当 3層 少量混入
細かい南部浮石粒多量混入
25Y6/6明褐色土に褐色土小
ブロック混入

多量の南部浮石粒 との混合土

炭化物粒混入

明帰化 と

暗褐色土
にぶい黄褐色土
になゞい黄褐色土
暗褐色土

褐色土

第78図 土坑・ 柱穴状土坑 (30)
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H15柱穴状
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柱穴部分

:

5

牲響 :錢鋭:
との混合土 木根撹乱

H13土坑 3号 H14土坑 3号
1 10YR3/1 黒褐色土

引   2 10YR3/3 暗褐缶+

10YR2/2 黒褐色土

10YR3/4 暗掲色土

10YR2/3 黒褐色土

M一 M′

黒褐色土

黒褐色土

明黄褐色土
黒褐色土

南部浮石粒少量・ 八戸

火山灰上位プロック・

炭化物粒微量混入
南部浮石粒と八戸火山

灰との混合土
1層より南部浮石粒多
量混入

H14柱穴状土坑 7号 G― G′

1 10YR3/3 暗褐色土

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

3 10YR3/4 暗褐色土

H14柱穴状上坑 8号 H― H′

1 10YR3/4 嗜褐色土

砂質ンル ト 南都浮石粒
20%混入

H13土坑 5号
1 10YR2/2

2 10YR2/3

トト293.000m

H13土坑 2号 J― J′

1 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト

A4Eか い南部浮石粒多量混

入 基本土層 I層相当
細かい南部浮石粒多量・

炭Tヒ物微量混入
大不動浮石凝灰岩 ?

2層 より汚れた南部浮石

粒多量混入

トト292.700m

Hf土坑4易
3 累楢色土

 罠花協履畳亀貢
・

2 ЮYRν2鶏笠 逢魔?戻賜綴
量混入

3 mYRν3暗 褐色土
倫霧空

山灰上位層

一部径10～ 20HIInの 黒褐色土プロッ

ク5%・ 径 5 dld以 下の南部浮石粒
7%混入
径 1～ 5 11taの 南部浮石粒10%混 入

崩壊土 ?

2層より若干 しまり弱
k層相当
1、 4層 よりしまり弱

径 1～ 5 mmの 南部浮石粒 5%混入

径 1～ 2 mmの 南部浮石粒 3%混入
4層 よりしまり強 径 1～ 2 1dmの

南部浮石粒 2%混入

雇で廷,緒怠畠素浮署起考%混入
9層相当
径 1～ 5 1ulの 南部浮石粒 7%混入

崩落土 ?

南部浮石粒混入

径 1～ 2画の南部浮石粒 3%混入

壁相当

粒子の細かい土 基本
土層 I層類似
嗜褐色土ブロックと南

部浮石粒との混合土

南部浮石粒多量混入

10YR3/3 暗褐色土 ンル ト

10YR3/3 暗褐色土 ンル ト

10YR2/3 黒褐色土 シル ト

10YR2/3 黒褐色土

10YR3/3 暗褐色土 シル ト

10YR3/3 暗褐色土 ンル ト

10YR4/6 褐色土  ンル ト

10YR2/3 黒褐色土
10YR2/3 黒褐色土
10YR2/3 黒褐色土

10YR3/3 暗褐色土 ンル ト

10YR4/6 褐色土  ンル ト

トト292.600m

K― K′

少量の南部浮石粒との

混合土
黒褐色土と八戸火山灰
との混合土 南部浮石

粒少量混入
汚れた細かい南部浮石

粒多量混入
八戸火山灰下位プロッ

ク土
雑 ・鰤 ・
八戸火山灰上位混入
人為堆積

ん

ん

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

H22土坑 1号 A― A′

1 10YR3/1 黒褐色土
2 10YR2/2 黒褐色土

3 10YR2/2 黒褐色上

4 10YR2/2 黒褐色土
5 10YR3/3 暗掲色土

6 10YR2/2 黒褐色土
7 10YR3/1 黒褐色土
8 10YR2/3 黒褐色土

炭化物微量混入
褐色土粒少量・ 炭化物
粒微量混入
褐色土粒少量・ 炭化物
粒微量混入
南部浮石粒微量混入
褐色土層・ 細かい南部
浮石粒混入
南部浮石粒微量混入
細かい黒褐色土
黄褐色土徴量混入

H22土坑 1号

トト290.300m

H22土坑 2号

m

第79図 土坑 。柱穴状土坑 (31)

H22土坑 2号 A― A′

1 10YR3/1 黒褐色土

2 10YR2/3 黒褐色土

3 10YR2/1 黒色土
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卜い292.400Щ ⑮『

H15柱穴状土坑 6号 E― E′

1 10YR4/4 褐色土
基本土層X層の褐色土に明
黄褐色土混入

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土
八戸火山灰層に黒褐色土微
量・ 南部浮石粒微量混入

3 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

かG幹
H15土坑 1号

ト
ト292500血

耳  H15柱
穴状土坑 7号 F― F′

1 10YR2/3 黒褐色土
黄褐色土粒 。南部浮石粒粒
・ 炭化物粒微量混入

2 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土との混合土 炭化
物粒微量混入

3 10YR4/4 褐色土
黒褐色土微量混入

4 10YR4/4 褐色土
ブロック上に入っている土
黒褐色土プロック微量混入

H15柱穴状土坑

10号

H15柱穴状

土坑 6号
H15土坑 3号

5土坑
(上坑 4号 y

2号

第80図 土坑・柱穴状土坑 (32)

》

トト292.500m

い292500m

H15柱穴状

土坑 5号
3号

H15柱穴状土坑 3・ 5・ 6。 10号 C― C′

1 10YR3/1 黒褐色土    責褐色土粒・炭化物粒
微量混入

2 10YR2/3 黒褐色±    1層 より黄褐色土粒多
量 。炭化物粒混入

3 10YR4/3 にぶい黄褐色土 責褐色土・褐色土・暗
褐色土・ 炭化物粒微量
混入

4 25Y5/4 黄褐色土    明黄褐色土・ 褐色土 。

暗褐色土混入
5 10YR2/3 黒褐色±    2層 より黒褐色土多量

で黄褐色土粒少量混入
柱痕 or木根痕

H15柱穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR6/3 1こ ぶい黄褐色土
南部浮石粒混入

2 10YR4/6 褐色土
黄褐色土・ 南部浮石粒混入 ぴ

半

寸

捌Ｕ
H16柱穴

状土坑 7号

‐/A
尺
H16柱穴状

H16柱穴状 .   土坑 6号
土坑8号 ■  (ノH15柱穴状土坑 2号 B― B′

1 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土微量・黄褐色土粒

微量混入
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

褐色土 。暗褐色土混入
3 10YR4/4 褐色土

黒褐色土微量混入

@置 豊T督

卜い292600m 呵

゛
入

上

渉螺
i 装

ネク  ■
i

上            i

Q明 斃

『］Ｕ
H15柱穴状土坑 8号 G― G′

1 25Y4/2 暗灰黄色土
明黄褐色土との混合土

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土
褐色土との混合土
南部浮石粒微量混入

輔 哲
T瞥

1匁碍毬 挺

勢整』墾7
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H16柱穴状

土坑 3号

トト292.100m

］Ｊ
H16土坑 4号 H16柱穴状土坑 2・ 3号 H― H′

1 10YR3/4～4μ 暗褐色～褐色土 明黄褐色土と褐色土と南部浮石粒
との混合土 炭化物粒微量混入

2 25Y5お     黄褐色土    明黄褐色土と褐色土との混合土
(径 3～ 5m大プロック)

3 25Y8/4    淡黄色土    基本土層Ⅸ層相当 褐色粘土混入
4 10YR4/3   にぶい黄褐色土 明黄褐色土と褐色土と黒褐色土と

南部浮石粒との混合土
5 10YR4/3   にぶい黄褐色±  4層 よりややしまり弱で南都浮石

粒少量混入
南部浮石粒・炭化物粒微量混入
4層 より少量の明黄褐色土・黄褐
色土・褐色土・ 暗褐色土混入
明黄褐色土プロック混入

黒褐色土
にぶい黄褐色土

褐色土

H16柱穴状土坑 6号 K― K′

1 10YR2/2 黒褐色土

八戸火山灰下位 プロック・ 八

戸火山灰起源のパ ミス混入

2 10YR4/3 にぶ い黄褐色土

八戸火山灰層  基本土層Ⅷ層

相当

H16柱穴状

土坑 2号

6 10YR2/2
7 10YR4/3

8 10YR4/4

10YR4/3

10YR5/4

10YR5/6

10YR4/6   褐色土
10YR6/8   明黄褐色土
10YR6/6   明黄褐色土
10YR5/6   黄褐色土

10YR5/6   黄褐色土

10YR4/6   褐色土

卜
勧
碍

Ｈ

卜292200m 引

卜い292200m引

H16柱穴状土坑 4号 I― r
l 10YR2/3 黒褐色土
2 10YR2/2 黒褐色土
3 10VR2/3 黒褐色土
4 10YR4/3 にぶい黄掲色土
5 10YR2/3 黒褐色土
6 10YR4/3 にぶい黄褐色土
7 10YR4/4 褐色土

H16柱穴状土坑 5号 J― 」
′

1 10YR4/4～ 4/6 褐色土

南部浮石粒微量混入
南部浮石粒微量・炭化物粒少量混入
1層より南部浮石粒粒多量混入
暗褐色土・ 褐色土混入
2層より炭化物粒少量混入
4層 より褐色土多量混入
汚れた基本土層 X層 プロック上

南部浮石粒多量・炭化物粒
微量混入 柱穴痕部分 ?

1層よりしまり弱 南部浮
石粒少量・ 炭化物微量混入

柱穴痕部分 ?

H16柱穴

状土坑 7号

H16土坑 2号  0-O′
1 10YR4/6ネ 島どと土 と10YR6/3

にぶい黄橙色土 との混合土

灰白色粒・南部浮石粒 7～ 10

%混入

圧16柱穴状

土坑 8号

H16柱穴

状土坑 1号

H16柱穴

状土坑 5号

2

H16柱穴

状土坑
4号

にぶい黄褐色土

にぶい黄褐色土 南部浮石粒少量 (上位に多
量)・ 炭化物粒微量混入
柱穴痕部分 ?

黄褐色土    南部浮石粒少量・炭化物粒
微量混入
南部浮石粒徴量混入
南部浮石粒少量混入
南部浮石粒少量混入
にかい黄褐色土・ 南部浮石
粒多量混入
にぶい責橙色土・細かい南
部浮石粒少量混入
南部浮石粒少量混入

H16柱穴状土坑 7・ 8号  L― L′

1 10YR3/1 黒褐色土

南部浮石粒微量混入
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

黒褐色土微量・ 南部浮石粒
少量・炭化物粒微量混入

3 10YR3/4 暗褐色土
黒褐色土・褐色上 (八戸火

山灰)・ 南部浮石粒微量・

炭化物粒徴量混入
4 25Y7/6 明黄褐色土

基本土層Ⅸ層プロック土
5 10YR4/4 褐色土

基本土層Ⅸ層粒少量混入

di

H15土坑 1号 M― M′

1 10YR2/3 黒褐色土

2 10YR7/6 明黄褐色土

明黄褐色土粒・ 炭化物粒微量
混入
基本土層Ⅸ層相当 H15土 坑
Nα lを構築 した際の貼 り壁の

一部
明黄褐色土・褐色土混入
明市価度・黒褐色土混入
明黄褐色土と暗褐色土との混
合土 炭化物粒微量混入
黄褐色土・ 褐色土混入

トト292000m

H17土坑

1号
10YR4/3 にぶい貢褐色土
10YR4/2 灰黄褐色土
25Y6た  にぶい黄色土

10YR4/3 にぶい黄褐色土

トト292400“ 当

トト292300m

H16土坑 3号 P― P′

1 10YR2/3 黒褐色土

2 10YR3/3 暗褐色土

3 10YR2/3 黒褐色土
4 10YR4/4 褐色土

5 10YR4/4 褐色土

H16土坑 1号 N― N′

1 10YR2/2 黒褐色土
汚れた南部浮石粒少量・炭化
物粒微量混入

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

褐色土と八戸火山灰の混合土
プロック

3 10YR3/3 暗褐色土
白色土・八戸火山灰・ 炭化物
粒微量混入

4 10YR4/4 褐色土
八戸火山灰下位プロック土

卜L292000m 引

ーH16土 坑 5号 Q一 Q′

1 10YR2/3 黒褐色土
褐色土微量・ 南部浮石
粒混入

トト292200m

ブロック   H17土 坑 3号

H16土坑 6号 H17土坑 3号 R― R′

1 10YR3/1     黒褐色土
南部浮石粒少量 。炭化物粒微量混入

2 10YR4/4     褐色土
基本土層Ⅷ層プロック土 ?

3 10YR4/4     褐色土
基本土層X層 プロック土 or掘 り過ぎ

4 10YR3/3～ 25Y4/3 暗褐色～オリーブ褐色土
黒褐色土と褐色土と明黄褐色土との混合土
南部浮石粒・炭化物粒少量混入

明黄褐色土粒 。南
部浮石粒少量混入
南部浮石粒微量・

炭化物粒微量混入
1層より黒色強
明黄褐色土と褐色
土との混合土
基本土層IX層下位
の褐色粘土

第81図 上坑・柱穴状土坑 (33)
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H17住穴状

土坑 1号

H17土坑

H号

H17土坑1号  企`

亡
292000駒

H17土坑

4号

H17柱穴状

土坑 3号

H17柱穴状土坑 2号 B― B′

1 25Y4/3 オリープ褐色土
基本土層X層 に暗褐色土混入

2 10YR3/4 暗褐色土
基本土層X層 の褐色土層

ソ

H18柱穴状土坑 2号  C― C′

1 10YR2/3 黒褐色土

明黄褐色土微量混入
2 10YR3/4 暗褐色土

南部浮石粒微量・ 炭化物

粒多量混入
3 10YR2/3 黒褐色土

炭化物粒微量混入
4 10YR4/4 褐色土

黒褐色土微量混入

< G17土 坑 7号 為
H17土坑

H17土 坑13号

H17土坑

10号

H17土坑 2号

ヤ

12号

〒
H17柱穴状

土坑 4号
H18土坑】

阻碓穴状襲
土坑 2号

トト291800m 引

と:゛ⅢⅢ
十

H18柱穴 3号

H18柱穴状土坑 3号 D― D′

1 10YR2/2黒 褐色土
と3/4暗褐色土との
混合土 南部浮石粒
3%混入

2 10YR4れ  褐色土

卜い292000m

HW土坑 1号 ■17柱穴状土坑 1号
1 10YR2/3 黒褐色土
2 10YR3/4 暗褐色土
3 10YR3/2 黒褐色土

9号

H18土坑

10号

髯
H18土坑 3号

H18土坑 11号

H17柱穴状

土坑 1号

A― A′

南部浮石粒多量・ 炭化物粒少量混入
にぶい黄橙色土・ 1層より少量の南部浮石粒・ 炭化物粒少量混入
褐色土・南部浮石粒少量・ 炭化物粒少量混入
細かい南部浮石粒少量混入
褐色土混入
南部浮石粒少量・炭化物粒微量混入

南部浮石粒多量・炭化物粒多量混入
南部浮石粒少量・感化物粒微量混入

南部浮石粒少量・炭化物粒少量混入

南部浮石粒微量・炭化物粒微量混入
南部浮石粒少量・炭化物粒微量混入
南部浮石粒少量・ 炭化物粒微量混入
褐色土粘土 。南部浮石粒少量・ 炭化物粒微量混入
南部浮石粒微量混入

H18柱穴状土坑 7号 G― C′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒微量・炭化物粒
混入
25Y5/4 黄褐色土
褐色土・ 明黄褐色土混入
25Y4/6 ォリーブ褐色土
褐色土 。明黄褐色土混入

H18土坑
H18柱

H18柱穴状

土坑 3号

色 ▼
H18柱穴状

土坑 6号

H18柱穴状

土坑 5号

H18土坑

5号

H18柱穴状土坑 8号 H― H′

1 10YR2/3 黒褐色土
褐色土との混合土
南部浮石粒微量混入

工 3号

『日じ5

6
7

8
9

10
11

12

13
14

OYR4/6 褐色土
OYR6/3 にぶい黄橙色土
OYR3/4 暗褐色土
OYR2/3 黒褐色土
OYR4/6 褐色土
OYR3/3暗褐色土と
OYR4/4褐色上の混合土
OYR4/3 にぶい黄褐色土
OYR3/3 暗褐色土
OYR4/4 褐色土
OYR5/4 にぶい黄褐色土
OYR4/6 褐色土

マ蒲
土坑 7号

卜L291700m引 トト292000m

H18柱穴状土坑 6号 F― F′

1 10YR3/3 暗褐色土

南部浮石粒 1～ 2%混入

H17土坑 2号 I― I′

1 10YR2/3 黒褐色土
黒褐色土 と南部浮石粒 との混
合土
10YR4/3 にない黄褐色土

暗褐色土 と明黄褐色土 (局部
的にブロック)と の混合土
10YR4れ  褐色土
10YR4/6 褐色土
基本土層Ⅸ層の下位 に見 られ
る褐色土 掘 り過 ぎ ?

H18柱穴状土坑 4号 E― E′

1 10YR5/4 にぶい黄褐色土
明黄褐色土・褐色土・黒褐
色上がラミナ状に混入 柱
穴の方が高い

m

第82図 土坑・柱穴状土坑 (34)

H18柱 穴状

土坑 2号

H18土坑 8号

土坑 7号
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H17土坑 7号
トト292000m

卜 r291900m 当

H17土坑 3号 」―J′

1 10YR4/3   にぶい黄褐色土

明黄褐色土 と褐色土 と黒褐色土 との混合土

2 10YR3/3   暗褐色土

掲色土と黒褐色土との混合土 径 5 mmの 明

黄褐色土粒多量混入
3 10YR7/6～ 8/3 明黄褐色～浅黄橙色土

基本土層Ⅸ層ブロック土
4 10YR3/4   暗褐色土

基本土層Ⅸ層下位の褐色土ブロック混入

卜291900m

H17土坑 8。 9号 N― N′ 。O― O′

1 10YR3/3 暗褐色土

黒褐色土・ 黄掲色土・ 南部浮石

粒微量混入

H17土坑

5号

H17土坑

4号

H17土 坑 4・ 5号  K― K′

1 10YR3/3 暗褐色土

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

3 10YR3/2 黒褐色土

4 10YR3/4 暗褐色土

黒褐色土・ 黄褐色土・

南部浮石粒多量混入

黒褐色土・ 1層より

黄褐色土若干多量 。南

部浮石粒多量混入

黄褐色土・ 南部浮石粒

少量混入

黒掲色土・ 黄褐色土・

南部浮石粒少量混入

2

3

4

5

6

10YR4/4 褐色土

基本土層 X層 プロック土

10YR7/6 明黄褐色土

汚れた基本土層 I層相当

10YR3/3 暗褐色土

炭化物粒微量混入
25Y5/4 黄掲色土

基本土層Ⅸ層・ 黒褐色土混入

10YR5/4 にぶい黄褐色土

汚れた基本土層Ⅸ層・ X層混入

トト291900m    木根授乱引

孵
建全で暫∫孵

H17土坑12号 Q― Q′

1 10YR4/4 褐色土
2 10YR3/3 暗褐色土

黒褐色土・黄褐色土プロック・

南部浮石粒少量混入
3 10YR3/2 黒褐色土

黄褐色土との混合土 炭化物粒
微量混入

4 10YR4/3 にない黄褐色土
径 l cm大の明黄褐色土プロック
・灰白色砂土 。暗褐色土混入

gナ

プロック

トト292000m 引

卜 r292000m Ч

H17土坑 5号  L一 L′

1 10YR4/3 におゞい黄褐色土

10YR7/4 にぶい黄橙色土
10YR4/4 褐色土
10YR4/3 暗掲色土

10YR2/3 黒褐色土
10YR3/4 暗褐色土

10YR7/6 明黄褐色土
10YR3/3 暗褐色土

明黄褐色土・ 黒褐色土・

南部浮石粒微量混入

基本土層IK層 相当

基本土層 X層相当

褐色土多量・ 南部浮石粒

混入

南部浮石粒微量混入

径 5 cll大 の褐色土ブロ ノ

ク・ 南部浮石粒少量混入

基本土層Ⅸ層相当

明責褐色土との混合土

トト291900m Ri H18土坑 1号  R― R′

1 10YR3/3 暗褐色土

多量の南部浮石粒との混合土
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

黒褐色土との混合土 明黄褐
色土粘土微量・南部浮石粒微
量混入

3 10YR3/4 暗褐色土

黄褐色土との混合土 南部浮
石粒微量混入

4 10YR4/3 にぶい黄褐色土

黄褐色土との混合土H17土坑 7号 M― M′

1 10YR2/2 黒褐色上
2 25Y4/3 オ リーブ褐色土

基本土層Ⅷ層 との混合土

ド

機
弩

卜譜試堤軽盟樫猪粒層

南部浮石粒層

南部浮石粒層に褐色土

混入
H18土坑 5号

H18土坑 4・ 5号 T― T′

1 10YR2/3 黒褐色土
2 10YR3/3 暗褐色土

3 10YR4/4 褐色土

4 10YR4/3 にぶい黄褐色土

H18土坑 6号 U― U′

1 10YR5/6 黄褐色土

褐色土 と黒褐色土との混合土

局所的に 75YR4/3褐 色粘土質

・ 南部浮石粒 1%未満混入

H18香

ゲ
垂

諄
多

万

H17土坑Htt P― P′

1 10YR3/3 暗褐色土
にぶい黄橙色土ブロック・

南部浮石粒 7～ 10%混入
2 10YR4/6 褐色土

にぶい黄橙色土ブロック・

黒色土粒 (腐 蝕土 ?)混入

H18土坑 4号

明黄褐色土微量混入

明黄褐色土粒微量・

南部浮石粒微量混入

地山基本土層IX層下

位相当
明黄褐色土粒 。南部

浮石粒微量混入 掘

り足りない ?

FVい291700m  引

H18■

H18土坑 7号 V― V′

1 10YR4/4 褐色土
黒褐色土 。明黄褐
色土ブロック・ 南
部浮石粒 3%混入

第83図 土坑・柱穴状土坑 (35)

ドト291.800m

H18土坑 3。 13号  S― S′

1 10YR2/3 黒褐色土
2 10YR4/2 灰黄褐色土

3 10YR3/3 暗褐色土
4 10YR4/4 褐色土
5 10YR5/4 にぶい黄褐色土
6 10YR6/6 明黄褐色土
7 10YR2/3 黒褐色土
8 10YR2/3 黒褐色土
9 10YR3/4 暗褐色土
10 10YR2/3 黒褐色土
11 10YR6/6 明黄褐色土
12 10YR6/6 明黄褐色土
13 10YR4/4 褐色土
14 10YR3/3 暗褐色土
15 木根痕  6層 と7層 との混合土
16 10YR4/4 褐色土
17 10YR3/4 暗褐色土
※全層人為堆積で本根撹乱多量

鞘
t召

H18土坑10号 X― X′

1 10YR3/3～ 4/4

暗褐色～褐色土

南部浮石粒少量混入

ト ト291900m 引

熙
弩

霜糧呈き慈電琶量奮揖鹿各呈
合叢部毒砦整鞍窒亭晏ん物粒微量混入

黄褐色土 と暗褐色土 との混合土

明黄褐色土層下位に見 られる褐色土 ブロック

明黄褐色土 と黄褐色土 との混合土 黒褐色土微量混入

亀目主 多営;'輩 1層より南部浮石粒多量・ 炭化物粒少量混入

7層 より若干黄褐色土多量・ 南部浮石粒少量混入

褐色土が汚れたブロック土

7層相当

基本土層Ⅸ層相当
H層相当

明黄褐色土微量混入

明黄褐色土・ 褐色土・ 黒褐色土混入

13層相送
14層 に褐色土多量混入

卜い291.800mtt   H18土
坑12号 Y― Y′

削 整:纂身曜藍
脚

黄褐色土微量・黒褐色土微量

混入
3 10YR4/3 にぶい黄褐色土

黒褐色土微量混入
4 10YR3/3 暗褐色土

1層相当

i H17土 坑

H17柱穴状

土坑 5号

―-131-―



H18土坑 8号 W― W′

1 10YR4/3 にぶい木戸
2 10YR4/4 褐色土
3 10YR2/3 黒褐色土
4 10YR4/3 にぶい黄褐色土
5 10YR4/4 褐色土
6 10YR3/2 黒褐色土
7 10YR4/3 にぶい黄褐色土
8 10YR3/2 黒褐色土
9 10YR4/2 灰黄褐色土
10 10YR2/3 黒掲色土
11 10YR3/2 黒褐色土
12 10YR3/2 黒褐色土
13 10YR4/4 褐色土
14 10YR4/3 にぶい黄褐色土

黄褐色土・ 黒褐色土混入
汚れた黄褐色土ブロック土 黒褐色土徴量混入
明黄褐色土粒混入
黒褐色土と明黄褐色土との混合土 パ ミス混入
基本土層X層下位の褐色土層 掘 り過ぎ ?

黄褐色土との混合土 南部浮石粒微量混入
南部浮石粒少量混入
黄褐色土と南部浮石粒との混合土 炭化物粒少量混入
黒褐色土と黄褐色土との混合土
8層 より炭化物粒多量混入

蓉趨籍董
との混合土 褐色土粒・炭化物粒微量混入

褐色土ブロック上
掲色土・黒褐色土・パ ミス (八戸火山灰層 ?)少量混入

H19柱穴状土坑 3号 A― A′

1 25Y5/4 黄褐色土
暗褐色土・ 明黄褐色土
(基本土層Ⅸ層)混入

L291300m

μ  判
ヽ

H20柱穴状土坑 2号 D― D′

1 10YR3/3 暗褐色土
南部浮石粒微量混入

H19土 坑 3号 !

H19柱穴状土坑

⑬ぱ

r29‖00m

卜 引

了

H∵略能を4畠

fttl HT電緯純羅鋲
σ

物粒微量混入

r団
2弊 H鶴甜誹3品とg

＼ッ

■9土坑 4号

H20土坑 5号

H20柱穴状

土坑 7号H19柱穴状

土坑 2号
H20土坑 4号

H20柱 穴状

土坑 6号

H20土坑 3号

G18建物跡

卜２９‐．５００ｍ日予

H19柱穴状土坑 3号

が

脚レ

卜L291700m引 卜r291600呵

引

H21柱穴状

土坑

感 が
土坑 8号   H20柱 穴状

土坑 3号

H19土坑 4号

H20柱穴状土坑 5号  F― F′

1 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土・黄褐色土・
南部浮石粒少量混入

卜L291300m tt HT4覇義誠争鍵』三
G′

―
     螺最老蓬麗矢

色土。南

H21柱 穴状土坑 H― H′

1 10YR3/4 暗褐色土
多量の南部浮石粒と褐色
土との混合土 炭化物粒
微量混入

2 10YR4/4 褐色土
基本土層X層が汚れたブ
ロック土 橙色の粒 ?少
量混入

卜 r291500m
引

H19土坑 1号    H20土 坑 4号

H19土坑 1号 H20土 坑 4号 I― I′

1 10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土微量・南部
浮石粒少量混入

2 10YR4/6 褐色土  明黄掲色土プロック
との混合土 黒褐色
土微量混入

3 10YR5/6 黄褐色土 汚れた南部浮石粒層
黒褐色土混入

囃建
W機結鋲

第34図 土坑・柱穴状土坑 (36)

i彬
マ錐健上
が禦

H20柱穴状

土坑 2号

H19土坑 4号  L― L′

1 10YR3/3 暗褐色土
褐色土・ 炭化物粒微量
混入

■19土坑 5号 M一 M′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒微量混入

H20土坑 1号

H20土坑 2号

H19土坑

δ

ミ

:望境奪
鐸 ∵

禰
1議

釜六

L291お 00m

トト291608m蜘

―-132-―



判

H20土坑 6号 Q― Q′

1 10YR4/4 褐色土

明黄褐色土 プロック・ 南

部浮石粒 3～ 5%混入

小

111柱穴状

土坑 2号

H20柱穴状

土坑 4号

H20土坑 1・ 2号 N― N′

1 10YR2/3 黒褐色土
黒褐色土・ 炭化物粒微
量混入

2 10YR3/3 暗褐色土
1層に褐色土 ブロック

多量混入

十和田 bが上位微量 。南部浮石
粒微量・毛根多量混入
明黄褐色土微量・南部浮石粒微量
混入

10YR3/3 暗褐色土    南部浮石粒多量混入
10YR3/4 暗褐色土    明黄褐色土プロック・黄褐色土・

南部浮石粒・炭化物粒微量混入
10YR4/3 にぶい黄褐色土 褐色土と暗褐色土との混合土
10YR2/3 黒褐色土    南部浮石粒微量混入
10YR3/3 暗褐色土    黄褐色土・褐色土混入
10YR2/3 黒褐色土    褐色土微量・南部浮石粒少量混入

112土坑

2号

111土坑 2号

IH柱穴状

土坑 6号
111土坑 5号 r292800m

卜   J
土坑 4号

卜292900m

T
In柱穴状土坑 3号 C― C′

1 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒少量混入

第85図 土坑・柱穴状土坑 (37)

112柱穴状

土坑 1号

112柱穴状土坑

IH柱穴状上坑 2号 B― B′

1 10YR3/1 黒褐色土
南部浮石粒少量・炭化
物粒微量混入

×

112柱穴状

土坑 3号

■2柱穴状Jと

土坑 4号

112土坑

3号

≫ 112柱穴状

土坑 7号

H20土坑 5号 P― P′

1 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土と褐色土との混合土
八戸火山灰粒・焼土粒・ 炭化
物粒少量混入
10YR4/3 にぶい責褐色土
暗褐色土 と黄褐色土 との混合
土 局部的に壁崩落土混入
10YR4/3 にぶい黄褐色土
2層 より若干明るい色調のブ
ロック土
10YR2/3 黒褐色土

褐色土 。1層 より八戸火山灰
粒少量混入

112柱穴状

土坑 5号

卜い298600m

110柱穴状

土坑 1号
110柱穴状土坑
110土坑 1号  A― A′

1 10YR3/1 黒褐色土

南部浮石粒少量混入 基本土層
Ⅲ層中位相当 自然蛙積

2 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量混入 人為堆積

3 10YR3/4 暗褐色土
南部浮石粒・八戸火山灰層混入
人為堆積

トト293300m召

IH柱穴状土坑 8号 E― E′

1 10YR2/3 黒褐色土

潰れた南部浮石粒少量

混入

di

H20土坑 3号 O― O′

1 10YR2/3 黒褐色土

2 10YR2/3 黒褐色土

イ

吐

引
6号

一
土

入

卜 r291300m引

H20土 坑 1号

H2柱穴状

112柱穴状  土坑12号

土坑13号
 _ 哲 112柱穴状

戸
童
＼ψl傷

112柱穴状
!

土坑■号

111柱穴状

土坑 5号

-133-



卜L298.300m J

In柱穴状土坑 9号 F― F′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

トト293800m

トト292800m

穴状

1号

112柱 穴状土坑 6号 I― r
l 10YR2/2 黒褐色土

卜 い293.600m当

4

5

6

卜292800m

卜   引

112柱穴状土坑 7号 」―J′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入
基本土層 l or正 層相当

110土坑 2号 M― M′

1 10YR3/1 黒褐色土
南部浮石粒混入 基
本土層Ⅲ層相当 ?

トト203100m  甘

10YR3/3 暗褐色土
10YR4/4 褐色土

10YR4/6 褐色土

10YR2/3 黒褐色土
10YR2/3 黒褐色土

10YR3/3 暗掲色土

『四秘

IH柱穴状土坑10号  111土坑 2号 G― C′

1 10YR2/3 黒褐色土 径 1～ 10mm程の南部浮石粒 10%混 入
壁 は大部分に10YR3/3暗褐色土

局部的に褐色土・ 南部浮石粒混入
径 1～ 5 mmの 南部浮石粒 15%混 入
1、 9層 よりしまり強 径 l mm以 下
の砂粒・ 径 2～ 5 mm程の南部浮石粒
10%混入

局部的に径 l mm以下の砂粒少量・ 径
5～ 10mm程 の南部浮石粒混入
径 2～ 5 mmの 南部浮石粒 7%混入
1層よりしまり弱 径 2～ 1041の 南
部浮石粒15%混入
1層 と同じしまり 南部浮石粒含ま
ず

壁賃行督 主斥i▼

112柱穴状土坑 1・ Htt H― H′

1 10YR3/1 黒褐色土
南部浮石粒少量混入
基本土層Ⅲ層中位相当 ?

2 10YR3/1 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

3 10YR2/3 黒褐色土
暗褐色土との混合土
南部浮石粒多量混入
人為堆積

※全層人為堆積

トト292000m   当

112柱 穴状土坑10号 L― L′

1 10YR3/1 黒褐色土

南部浮石粒少量混入 基本土

層 Ⅲ層中位相当 自然堆積
2 10YR2/2 黒褐色土

粘土粒微量・ 汚れた南部浮石

粒多量・ 炭化物粒混入 人為
堆積

3 10YR3/3 暗褐色土
南部浮石粒に八戸火山灰層混
入 崩落土

4 10YR2/3 黒褐色土
黒褐色土微量混入 崩落土

5 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒混入 崩落土

111土坑 5号 Q― Q′

1 10YR2/2 黒褐色土
細かい南部浮石粒多量・炭
化物微量混入

2 10YR3/4 暗褐色土
黄褐色土・南部浮石粒混入

3 10YR2/2 黒褐色土
汚れた南部浮石粒多量混入

4 汚れた南部浮石粒層
5 10YR5/6 黄褐色土

漬れた南部浮石粒層 壁の

掘り過ぎ 二次堆積

い292 400m Hi

卜い293,600m

IH土坑 4号 P― P′

1 10YR2/3 黒褐色土
2 10YR2/2 黒褐色土

3 10YR4/4 褐色土

4 10YR3/3 褐色土
5 10YR6/6 明黄褐色土
6 10YR2/2 黒褐色土

7 10YR2/2 黒褐色土

112柱穴状土坑 8号 K― K′

1 10YR3/3 暗褐色土  ンル ト

局所的に径10～20mmの 黒褐色
土 ブロック 2%・ 径 1～ 5 nd

の南部浮石粒 10%混 入
2 10YR3/4 暗褐色土  ンル ト
3 10YR3/4 暗褐色土

2層より色調暗い 径 1～ 2

naの 南部浮石粒 2%混入

111土 坑 1号 N― N′

1 10YR2/2 黒褐色土
ンル ト 径 2～ 10mmの 南部浮
石粒10%混 入

2 10YR2/3 黒褐色土
ンル ト 1層 よりしまり強
径 2～ 5 mmの 南部浮石粒30%
混入

3 10YR4/4 褐色土
ンル ト 径 1～ 5 mmの 南部浮
石粒 7%混 入

Ч

In土坑 3号 O― O′

1 10YR2/2 黒褐色土
暗褐色土少量 。南部浮
石粒多量混入

2 10YR2/3 黒褐色土
1層より細かい南部浮
石粒少量混入

3 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量・八戸
火山灰上位少量混入

4 10YR3/4 暗褐色土
南部浮石粒・ 八戸火山
灰層混入 掘り過ぎ

※全層人為堆積

南部浮石粒多量混入
焼土粒少量・ 炭化物多量
混入
粒子の粗い土 汚れた南
部浮石粒少量混入
3層に黒褐色土混入
南部浮石粒層 壁崩落土
暗褐色土微量・ 南部浮石
粒少量混入
6層より南部浮石粒多量
混入

卜293.000m

卜   引

穿
112土 坑 1号 R― R′

1 10YR2/3 黒褐色土
汚れた南部浮石粒多
量混入

卜い292600m引

112柱穴

状土坑

10号

112土坑 2号 S― S′

1 10YR3/1 黒褐色土
南部浮石粒少量混入
基本土 I層相当

第86図 土坑・柱穴状土坑 (38)

卜 い203100m

112土坑 3号 T― T′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量・灰
微量混入

112柱 穴

状土坑 9号

い292.000m

-134-―



望

n4柱穴状

土坑 2号

115柱穴状

土坑 4号

イ 115土坑 3号

115土 坑 2号

H15柱穴状

土坑 15号

第87図 土坑・柱穴状上坑 (39)

卜292300m

卜   引

115柱穴状

土坑14号

H15住穴状土坑15号 C― C′

1 10YR4/3 にない黄掲色土

黄褐色土・ 暗褐色土・ 八戸火山
灰混入

2 10YR4/4 褐色土
黄褐色土・褐色土プロック混入

3 10YR4/4 褐色土
2層 より褐色上が均―に混入

4 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土との混合土 細かいパ

ミス ?混入

土坑 8号

逸 μ
@ギ

113柱穴状

土坑 1号

卜い292.300m

H15柱穴状土坑14号 B― B′

1 10YR4/4 褐色土
明黄褐色土・岩盤の礫
石混入

い292300m 引

■5柱穴状

土坑 6号

■5柱穴状

土坑 5号
115柱穴状

土坑12号 115柱穴状

土坑14号

H15柱穴状土坑 12・ 14号  115柱穴状土坑 5・ 6号 A― A′

10YR2/2 黒褐色土    植痕跡
10YR4/6 褐色土     ノ(戸火山灰下位の白黄褐色土に褐色土混入
10YR3/3 暗褐色土    黒褐色土と八戸火山灰層との混合土 パ ミ

ス混入

黄褐色土・ 暗褐色土・ パ ミス混入

褐色土・ 八戸火山灰層・ パ ミス混入
自黄褐色土 と褐色土 と八戸火山灰 との混合
土 パ ミス混入
基本土層Ⅸ層 と八戸火山灰層 との混合土

黄褐色土 ブロック・ 褐色土 プロック混入
白黄褐色土・ 基本土層Ⅸ層 ブロック混入
黒褐色土・ 褐色土 。南部浮石粒微量混入
自黄褐色土小 プロック混入

自黄褐色土粒混入
自黄褐色土 。褐色土・ 炭化物粒微量混入
地山ブロック土 ? 掘 り過 ぎ ?

黒褐色土との混合土 細かいパ ミス混入
自黄褐色土 と八戸火山灰 との混合土
基本土層Ⅸ層の汚れた褐色土

黄褐色土・ 黒褐色土混入
18層 に黄褐色土多量混入
暗褐色土混入

10YR4/4
10YR4/3
10YR4/4

褐色土
にぶい黄褐色土

褐色土

褐色土

褐色土
にぶい黄橙色土

暗褐色土

掲色土

褐色土

暗褐色土

掲色土

暗褐色土

褐色土

脚土

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

褐色土

114柱 穴状土坑 1号 E― E′

1 10YR3/3 暗褐色土

南部浮石粒多量混入
2 10YR4/4 褐色土

南部浮石粒少量混入

113柱穴状土坑 1号 D一 D′

1 10Vi3/4 暗褐色土

南部浮石粒多量混入
2 10YR2/3 黒掲色土

南部浮石粒多量混入
3 10YR4/4 暗褐色土

南部浮石粒多量混入
4 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒多量混入
※全層人為堆積

枷̈̈中̈中］中中中中中中］̈「中一一日中】［〕４
『Ｙ

呵

■5柱穴状

土坑 3号

115柱穴

状土坑 4号
y

H15柱 穴状

土坑13号

―-135-―

土坑 7号



トト292.200m

■5土坑 3号

115柱穴状

土坑 4号

6号

115土坑 2号 115柱穴状土坑 6号
1 10YR3/4 暗褐色土

2 よOYR3/4 暗褐色土

3 10YR4/3 にぶい黄褐色土

10YR4/3 にぶい黄褐色土
10YR4/4 褐色土

10YR3/3 暗褐色土
10YR4/4 褐色土

10YR4/3 にぶい黄褐色土

10YR2/3 黒褐色土
10YR4/3 にぶい黄褐色土

卜291900m

卜  J

115柱穴状土坑 9号 」―J′

1 10YR2/3黒 褐色土 と10
YR3/4暗 褐 色土 との混
合土 南部浮石粒 50%以
上混入

卜い292.400m

い291.000m

115柱穴状土坑 1・ 2・ 3・ 4号 115土坑 3号
1  10YR2/8   黒褐色土
2  10YR4/3   にぶい黄褐色土
3  10YR2/3   黒褐色土
4  10YR2/3   黒褐色土
5  10YR4/6   褐色土
6  10YR4/6   褐色土
7  10YR3/3   暗褐色土

8  10YR3/3   暗褐色土
9  10YR3/4   暗褐色土
10 10YR3/3   暗褐色土
11 10YR5/6   黄褐色土

F― F′

表土層残存
褐色土 。南部浮石粒混入

褐色土・ 汚れた細かい南部浮石粒多量混入
3層より径大の南部浮石粒多量混入

南部浮石粒・ 八戸火山灰層混入
八戸火山灰層 プロ ック土

南部浮石粒少量・ 八戸火山灰層小 プロック・ 炭化物

粒微量混入
7層 より南部浮石粒少量混入

褐色土・ 南部浮石粒少量・ 八戸火山灰層混入
八戸火山灰層 に黒褐色土少量 。南部浮石粒微量混入
八戸火山灰下位の自色砂土の上に局所的に見 られる
パ ミス混入

南部浮石粒微量混入
八戸火山灰下位の自色砂土

汚れた細かい南部浮石粒混入
八戸火山灰 ブロック混入 柱痕一部残存 ?

八戸火山灰下位の白色砂土 ブロック混入 人為堆積
八戸火山灰 ブロック混入 人為堆積
人為堆積
八戸火山灰 ブロック 人為堆積
16層 に暗褐色土微量・ 南部浮石粒混入 崩壊土

暗褐色土・ 八戸火山灰層大 ブロック混入 人為堆積
人為堆積
人為堆積
黒褐色土微量混入

115柱穴状

土坑 3号

115柱
115柱穴状

土坑 1号
土坑 2号

卜い202100m

G― G′

黄褐色土との混合土 南部
浮石粒・炭化物粒微量混入
1層より細かい南部浮石粒
少量混入
黄褐色土・ 暗褐色上 。南部
浮石粒混入
3層 より黒褐色土多量混入
明黄褐色土プロック・南部
浮石粒混入
南部浮石粒との混合土
基本土層 X層の褐色土に明
黄褐色土混入
八戸火山灰層に黒褐色土微
量 。南部浮石粒微量混入
南部浮石粒少量混入
暗褐色土と南部浮石粒との

混合土
10YR7/4 にぶい黄褐色土 汚れた基本土層Ⅸ層相当

12  10YR4/3
13  10YR5/6
14  10YR3/4
15  10YR3/3
16  10YR5/6
17  10YR4/3
18  10YR4/4
19  10YR4/4
20  10YR5/6
21  10YR4/3
22a 10YR4/4
22b 10YR5/6
23  10YR6/6～ 5/6

にぶい黄褐色土

黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土
にぶい黄褐色土

褐色土

褐色土

黄褐色土
にぶい黄褐色土

褐色土

黄褐色土

明黄褐色～黄褐色土

115柱穴状土坑 7号 H― H′

10YR2/2 黒褐色土

10YR3/3 暗褐色土

10YR4/4 褐色土
10YR3/2 黒褐色土
10YR2/8 黒褐色土

10YR3/3 暗褐色土

115柱穴状土坑 8号 I― r
l 10YR2/2 黒褐色土

2 10YR2/3 黒褐色土

3 10YR4/6 掲色土

褐色土ブロック・南
部浮石粒少量混入
褐色土多量 。南部浮
石粒多量混入
南部浮石粒微量混入
南部浮石粒少量混入
汚れた南部浮石粒と
の混合土
八戸火山灰上位相当
壁崩落土 ?

褐色土プロック 。南
部浮石粒少量混入
褐色土ブロック・南
部浮石粒微量混入
八戸火山灰 下 位 ブ
ロック

卜し292.500m

114土坑 1号  L― L′

1 10YR4/3 にB.い黄褐色土

2 10YR2/3 黒褐色土

3 10YR4/6 褐色土

4 10YR3/3 暗褐色土
5 10YR4/4 掲色土
6 10YR3/2 黒褐色土
7 10YR4/3 にぶい黄褐色土

8 10YR4/6 褐色土

115土坑 4号 P― P′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒10%混入

2 10YR4/4 褐色土
南部浮石粒 5%混入

卜い292.300m→

ー
114土 坑 2号 M― M′

1 10YR3/3 暗褐色土

南部浮石粒多量混入

卜292400m

114土坑 3号 N一 N′

1 10YR5/6 黄褐色土
南部浮石粒層 黒褐
色土微量混入

115土坑 1号 O― O′

1 10YR3/3 暗褐色土
八戸火山灰上位層と
徴量の黒褐色土との
混合土 南部浮石粒
少量混入

2 10YR3/4 暗褐色土
ブロック状に混入

ri

113土坑 K― K′

1 10YR2/3 黒褐色土 ンル ト
径 2～ 5画の南部浮石粒15%混 入

2 10YR3/3 暗褐色土 ンル ト
1層よりしまり弱 径 1～ 2 mmの

南部浮石粒 3%混入 (底部付近は
殆ど含まず)

い292.100m

10    引di 南部浮石粒少量 。炭
化物粒微量混入
暗褐色土との混合土
南部浮石粒少量混入
八戸火山灰下位ブロ

ツク

南部浮石粒微量混入
南部浮石粒少量混入
南部浮石粒少量混入
南部浮石粒微量・炭
化物粒微量混入
八戸火山灰下位層

第88図 土坑・ 柱穴状土坑 (40)

当
116柱穴状

土坑 7号

115柱穴状土坑

―-136-―



116柱穴状

土坑 5号

イ
116柱穴状

土坑 6号

μ
116土坑

1号

4
と16柱穴状

土坑H号 116柱穴状土坑

9号

ご 輪

oL 116柱穴状

土坑 4号

褐色土

黒褐色土

褐色土

■6柱穴状

土坑 2号

116柱穴

状土坑 6号
116柱穴状

土坑 5号

116桂穴状土坑 5。 6号
116土坑 1号 D― D′

1 10YR4/3 にない黄褐色土
黒褐色土・褐色土・南部浮石
粒多量・ 炭化物粒微量混入

2 10YR4/4 褐色土
八戸火山灰層ブロック土
パ ミス少量・炭化物粒微量混
入

3 10YR3/2 黒褐色土
南部浮石粒混入

4 10YR3/1 黒褐色土
木根撹乱

5 10YR3/4 暗褐色土
南部浮石粒少量・炭化物粒微
量混入

116柱穴状

土坑10号

ド L291,900m

116柱穴状土坑 1・ 2号 A― A′

1 10YR3/3   暗褐色土

10Y黒4/6   褐色土

10YR4/4～4/6 褐色土

10YR3/4   暗褐色土

10YR3/3   暗褐色土

10YR5/6   黄褐色土

117土坑

12号

南部浮石粒・ 八戸火山灰

少量・ 焼土粒微量・ 炭化

物粒混入

南部浮石粒・ 八戸火山灰

少量混入

南部浮石粒少量・ 八戸火

山灰 ブロック混入

南部浮石粒少量・ 八戸火
山灰少量・ 炭化物粒微量

混入

南部浮石粒微量・ 八戸火

山灰少量混入

南部浮石粒少量・ 八戸火

山灰 ブロ ンク多量混入

南部浮石粒少量・ 八戸火

山灰多量混入

褐色土・ 南部浮石粒多量

混入

黒褐色土少量 。南部浮石
粒多量混入
2層 より若干 しまり強
黒褐色土・ 南部浮石粒少
量混入

南部浮石粒微量混入

116土坑

4号

117柱穴状

117土坑 9号

卜291800m

卜   引

116柱穴状土坑 7号 E― E′

1 10YR3/4 暗褐色土
粘性褐色土 との混合土
南部浮石粒 3～ 5%混入

2 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒10%混入

117柱穴状

土坑 3号

Ц
117土坑 1号

116柱

117柱穴状

土坑 4号

ni 呻孵ヽ
ノヽヽヽとィ沖

10YR4/6

10YR2/2

10YR4/6

10YR4/4   褐色土

10YR4/3   にぶい黄褐色土
10YR4/4   褐色土

卜 L291000m   ョ

卜
L292200祀 4  H6柱 穴状土坑10号 H― H′

116柱 穴状土坑 3号 116土坑 3号 B― B′

1 10YR3/3～3/4 暗褐色土 南部浮石粒 7～ 10%・ 八戸

火山灰ブロック混入
2 10YR17/1   黒色土  大根撹乱 ?

3 10YR4/4   褐色土  八戸火山灰層 南部浮石粒

少量混入
黒褐色土 南部浮石粒少量・ 八戸火山

灰多量混入

黒褐色土 八戸火山灰少量混入

暗褐色土 南部浮石粒少量・ 八戸火山

灰多量・ 炭化物粒微量混入

褐色土  八戸火山灰層

第89図 土坑・柱穴状土坑 (41)

D                        2m

U10YR2/3

10YR2/3
10VR3/4

10YR4/4

トレ291900m 」

116柱穴

は前鰐土坑 12号

ドくて3)と舞♂管

学◎ 捲舞T管  
＼
〉でなパ

117土坑 4号
卜 L292000m

116土坑 1号

116柱穴状

土坑 4号

穴状土坑 4・ H号 116土坑 1号 C― C′

10YR3/4 暗褐色土    南都浮石粒少量・ 炭
化物粒微量混入

10YR2/2 黒褐色土    南部浮石粒少量混入
10YR3/3 暗褐色土    南部浮石粒少量混入
10YR4/6 褐色土     南部浮石粒少量・ 八

戸火山灰少量混入
10YR5/4 にない黄掲色土 八戸火山灰多量混入
10YR4/4 褐色土     八戸火山灰少量混入
10YR8/6 黄褐色土    八戸火山灰多量混入

1 10YR3/4暗 褐色土と10YR2/2
黒褐色土との混合土 南部浮石

粒・ 木炭混入
2 10YR3/4 暗褐色土

南部浮石粒30%・ 木炭微量混入

柱の据え方部分 ?

3 10YR4/6 褐色土

南部浮石粒30%・ 木炭微量混入

柱の据え方部分 ?

H17土坑 14号

116柱穴状

土坑 11号

土坑 3号

-137-



卜 L292,700m 116柱穴状土坑 8号
1 10YR3/3～ 3/4

2 10YR4/3

基本土層Ⅸ層 と褐色土 と暗
褐色土 と黒褐色土 との混合
土 径 l cld大 の基本土層Ⅸ

層 ブロック混入

明黄褐色土 (基本振 図⊃
と褐色土 との混合土根固め

部分 ?

2層 に褐色土 ブロック・ 黄
褐色土粒 (プ ロック)多量
混入  2層 よりしまり強
褐色土多量・ 細かい明黄褐
色土粒多量混入
明黄褐色土混入
基本土層Ⅸ層の明黄褐色土
粒微量混入
4層 より明黄褐色土粒多量
混入
7層 より明黄褐色土粒少量
混入

117柱 穴状土坑 1号 」―J′

1 10YR4/3～4/4 にかい黄褐色土
～褐色土 南部浮石粒微量混入
埋め戻 し

2 10YR2/3   黒褐色土
南部浮石粒少量混入

3 10YR2/3   黒褐色土
焼土粒との混合±  2層 に掲色
土ブロック混入

にぶい黄褐色土

にぶい黄褐色土

にぶい黄褐色土

黒褐色土

褐色土

にぶい黄褐色土

にぶい黄褐色土

卜 r292000m 引

い291700m

卜  判
予

117柱穴状土坑 7号 O― O′

1 10YR2/3 黒褐色土
焼土粒多量・ 炭化物粒
多量混入

116土坑 2号
暗褐色土

F― F′

116柱穴状

土坑 8号

8号

卜 L翌91,00m剌

116柱穴状土坑 13号  I― I′

1 10YR4/6 褐色土

2 10YR4/4 褐色土
3 10YR3/3 暗掲色土
4 10YR2/3 黒褐色土
5 基本的に 4層相当
6 10YR3/4 暗褐色土
7 10YR5/6 黄褐色土
8 基本的に 6諷相当
9 基本的に 4層相当
10 10YR5/4 にぶい黄褐色土
n 10YR4/3 にぶい黄褐色土
1ワ 10YR4/4 褐色土
13 1oYR2/2 黒褐色土

116柱穴状土坑 9号 G― G′

1 10YR4/4 褐色土
2 10YR5/4 にぶい黄褐色土

褐色土に黄褐色土混入
3 10YR2/3 黒褐色土

黄褐色土・ 褐色土ブロック

混入
4 10YR4/3 にぶい黄褐色土

基本土層Ⅸ層下位の褐色土
ブロック土に黄褐色土少量
混入

5 10YR4/3 にぶい黄褐色土
基本土層IX層下位の褐色土
ブロック上に封 離 生 縫孝
褐色土多量混入

南部浮石粒少量混入

基本土層Ⅷ b相 当
基本的に 2層相当

炭化物微量混入

南部浮石粒少量混入

南部浮石粒微量混入

炭化物微量混入

南部浮石粒少量混入

南部浮石粒混入

南部浮石粒少量混入

暗褐色土との混合土

南部浮石粒少量混入

117柱 穴状土坑 2号
117土 坑13号 K― K′

1 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土 との混合土

炭化物粒微量・基本
土層Ⅸ層 Or色 パ ミ
ス混入

2 10YR4/4 褐色土

明黄褐色土粒混入
3 10YR4/4 褐色土

つ層に明黄褐色土 ブ
ロ ノク・ 黒褐色土微
量混入

5

6

7

8

10YR4/3

10YR4/3

10YR2/3
10YR4/4

10YR4/3

10YR4/3

卜 L291800m 引

【17柱穴状土坑 5号
[17土坑 1号 M― M′

1 10YR3/4 暗褐色土

明黄褐色土 と黄褐色土 と南部浮

石粒 との混合土
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

暗褐色土含む黄褐色土 と南部浮

石粒微量 との混合土
3 10YR4/3 にぶい黄褐色土

明黄褐色土粒 。2層 より南部浮
石粒多量・炭化物粒微量混入

L-291,800m

117土坑 2号 R― R′

1 10YR2/2 黒褐色土

2 10YR4/4 褐色土

3 10YR3/3 暗掲色土

4 10YR4/3 にぶい黄褐色土

5 10YR4/4 褐色土

117土坑

2号

ドL-291.800m

117柱 穴状土坑 4号 L― L′

1 10YR3/3 暗褐色土

2 10YR7/2 にぶい黄褐色土

3 10YR4/4 褐色土

4 10YR2/8 黒褐色土

5 10YR3/4 暗褐色土

6 10YR3/3 暗褐色土
7 10YR4/3 にぶい黄褐色土

黒褐色土・ 褐色土・

基本土層 X層粒混入
基本土層Ⅸ層 に黒褐
色土少量混入
基本土層 X層 にⅨ層
小 ブロック混入

褐色土粒・ 南部浮石
粒微量混入

褐色土 に黒褐色土微
量・ 南部浮石粒混入

木根撹乱部分
細かい基本土層Ⅸ層
粒多量・ 黒褐色土微
量・ 礫片混入

116土坑 4号 P― P′

1 10YR2/2 黒掲色土
表土層 (基本土層 I層)。
小石片等混入

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土
明黄褐色土・暗褐色土混入

3 10YR3/3 暗褐色土
明黄褐色土・ 炭化物粒微量
混入

116土坑 5号 Q― Q′

1 10YR3/4 暗褐色土
暗褐色土 (/＼ 戸火I興 ?)
に径 2面の南部浮石粒少量
混入

2 10YR2/3 黒褐色土
汚れた径 5～ 10mm大の南部
浮石粒混入

3 10YR2/3 黒褐色土
つ層に褐色土微量と径 2 mm

大の南部浮石粒多量混入
4 10YR4/3 にぶい黄褐色土

灰白色粘土 。暗褐色土混入
5 10YR2/2 黒褐色土

径 5 cDAの褐色止ブロック・

南部浮石粒微量混入
6 10YR4/6 褐色土

八戸火山灰上位 細かい南
部浮石ブロック混入

卜と291.000mョ

す
4 10YR4/4 褐色土

3層が しまる

ドL291700m引

蓄
IW柱穴状土坑 6号 N一 N′

1 10YR2/3 黒褐色土

焼土粒微量・ 炭化物粒
微量混入

2 10YR4/4 褐色土
地山部分 掘 り過 ぎ

」16柱穴

状土坑

南部浮石粒 15%程・ 木
炭微量・ 土器混入

褐色土粘土 (基本土層
Ⅸ層の下)に 南部浮石
粒微量混入
明黄褐色土 (基本土層
Ⅸ層相当)に径 10m大
ブロック・明黄褐色土・

黒褐色土混入
褐色土・ 明黄褐色土・

黒褐色土微量混入

明黄褐色土微量混入
壁の一部 ?

卜い291500m 司

117柱穴状

土坑 1号

トト291800m 呵

117土坑 6号 T― T′

1 10YR4/3 にぶい黄褐色土
黒褐色土・褐色土 。明黄褐色
土粒少量混入

2 10YR4/4 褐色土
八戸火山灰層ブロック土

3 10YR4/6 褐色土
八戸火山灰層 Or基 本土層Ⅸ

層下位の褐色土 掘り過ぎ

第90図 土坑・柱穴状土坑 (42)

【17土坑 5号  S― S′

1 10YR4/6 褐色土
明黄褐色土粒・黒褐色土粒混入
基本土層Ⅸ層下位相当

2 10YR3/3 暗掲色土
明黄褐色土・褐色土粒・黒褐色
土粒混入

3 10YR4/3 にぶい黄褐色土
明黄褐色土・褐色土・土器混入

翠
17才

召
卜r291,900m判

儡
び督

117土坑 7号 U― U′

1 10YR4/3 にぶい黄褐色土
黄褐色土粒多量・黒褐色土
混入

2 10YR3/3 暗褐色土
パ ミス (南部浮石粒 ?)少
量混入

3 10YR2/3 黒褐色土
黄褐色土・ 暗褐色土 。炭化
物微量混入

トト291800m呵

/2

116柱穴状土坑

卜L291,700m引

117柱穴状土坑 2号

【17柱穴状

土坑 5号
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卜 L291900m

卜 r291900m

2  10YR2/2
3  10YR3/1
4  10YR3/2
5  10YR4/4
6  10YR2/2
7  10YR4/3
8  10YR2/3
9  10YR4/3
10 10YR3/3
11 10YR3/2
12 10YR2/3
13 10YR2/2
14 10YR3/1
15 10YR3/3
16 10YR4/4
17 10YR3/4
18 10YR7/4
19 10YR4/4
20 10YR3/4
21 10YR4/4

118柱穴状

土坑 4号

黒褐色土

黒褐色土
黒褐色土

褐色土
黒掲色土
にぶい黄褐色土
黒褐色土
にぶい黄褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土
黒褐色土

暗褐色土

褐色土

暗褐色土
にぶい黄褐色土

褐色土

暗褐色土

褐色土

H17土坑14号  117土坑 8号 V― V′

1 10YR2/3 黒褐色土    黒褐色土と暗褐色土 (黄褐色土)と の混合土 南部浮石粒
少量混入
南部浮石粒少量混入

南部浮石粒微量混入
黄褐色土 との混合土 南部浮石粒少量混入
基本土層 X層・ Ⅸ層混入
南部浮石粒少量・ 炭化物粒微量混入
明黄褐色土・ 黒褐色土・ 南部浮石粒微量混入
明黄褐色土・ 暗褐色土・ 黒褐色土・ 南部浮石粒微量混入
明黄褐色土・ 黒褐色土・ 南部浮石粒微量混入
黒褐色土・ 南部浮石粒少量・ 焼土粒・ 炭化物粒混入
24層 類似 褐色土 ブロ ック混入
南部浮石粒少量混入

南部浮石粒少量・ 炭化物粒微量混入
焼土粒微量・ 炭化物粒少量混入
黒褐色土 との混合土
基本土層 X層 ブロック土
黒褐色土・ 褐色土混入
基本土層Ⅸ層相当
基本土層 X層相当
黒褐色土・ 南部浮石粒少量・ 焼土・ 炭化物粒少量混入
明黄褐色土 との混合土

117土坑 9号 W― W′

1 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土との混合土 南部
浮石粒少量・焼土粒微量・

炭化物粒微量混入
2 10YR3/4 暗褐色土

明黄褐色土と黒褐色土との

混合土 南部浮石粒・焼土
粒微量・炭化物粒微量混入

3 10YR7/4 にぶい黄橙色土
基本土層Ik層相当

4 10YR2/2 黒掲色土
南部浮石粒微量・炭化物粒
微量混入

117土 坑 11号 X― X′

1 10YR2/2 黒褐色土

焼土粒微量・ 炭化物粒多量

混入
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

暗褐色土 との混合土 褐色
土 ブロック・ 明黄褐色土 ブ
ロック多量 ,炭 化物微量混

入

卜291500m

卜   引

▼
118柱穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR2/3黒 褐色土と10YR3/4暗
褐色土との混合土 南部浮石粒 1

～ 2%。 炭化物粒 1～ 2%混入

118柱穴状土坑 2号 B― B′

1 10YR4/4掲色土 と10YR6/6
明黄褐色上の混合土 南部浮
石粒 1%未満混入

2 75YR4/4 褐色粘土質

■9柱穴状 、

土坑 2号

H20柱穴状

土坑 7号

ド
119土坑 4号

ヘ

118柱穴状

土坑 5号

引
卜

Ｂ
庁

O守
119柱穴状

土坑 4号

118土坑

8号

金

ｍ
日
「

卜
£
Ｆ

119土坑 2号

X18柱穴状土坑 5号  C― C′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量・ 炭化物粒微
量混入

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

黄褐色土・黒褐色土・南部浮

石粒微量混入
3 10YR4/4 褐色土

基本土層X層相当 掘り過 ぎ

m

第91図 土坑・柱穴状土坑 (43)

117土坑 8号

L-291900m

鷲
⊆働η
【19柱穴状

土坑 3号

119柱穴状

土坑 1号

118柱穴状

土坑 3号    118土 坑 9号

八五

→
 119土挑1号
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罵勢
∵銘1繍

′

119柱穴状土坑 1号  D― D′

1 10YR2/3 黒掲色土
暗褐色土との混合土
南部浮石粒少量混入

2 10YR3/4 暗褐色土
南部浮石粒少量混入

3 10YR2/3 黒褐色土
黒褐色土との混合土
南都浮石粒少量混入

4 10YR4/4 褐色土
基本土層 X層 ブロッ
ク土

5 10YR3/3 暗褐色土
少量の黒褐色土との

混合土 南部浮石粒
混入

い291500m

卜  呵

V

卜291800m

卜    引

ヴ

119柱穴状土坑 3号 F― F′

1 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土・掲色土・

南部浮石粒少量・ 炭
化物粒微量混入

119柱 穴 4号 G― G′

1 10YR3/1 黒褐色土
上位に十和田 b・ 南
部浮石粒少量混入

117土坑 3・ 4号 118土坑 9号
1 10YR3/2 黒褐色土

2 10YR3/3 暗褐色土

3 10YR7/4 にぶい橙色土
4 10YR4/4 褐色土
5 10YR2/3 黒褐色土

6 10YR3/3 暗褐色土

7 10YR4/3 暗褐色土

トト291500m

118土 坑13号  119土坑 5号
1 10YR3/3 暗褐色土

118土 坑 号

海榊‐ＯＹＲ２
」―J′

黒褐色土

暗褐色土
暗褐色土
黒褐色土

にぶい黄褐色土

南部浮石粒多量・ 炭化物粒
微量混入

黒褐色土・ 褐色土混入

南部浮石粒少量混入

南部浮石粒多量・ 炭化物粒

微量混入

掲色土・ 南部浮石粒微量・

焼土粒混入
褐色土微量・ 南部浮石粒微
量・ 焼土粒微量・ 炭化物粒

微量混入

南部浮石粒微量混入

焼土粒少量 。炭化物粒少量

混入

褐色土・ 黒褐色土・ 焼土粒

微量・ 炭化物粒微量混入
八戸火どと灰上位 プロック土

卜 い291608m

118土坑 4号 K― K′

1 10YR2/2 黒褐色土

2 10YR3/3 暗褐色土

3 10YR3/4 暗褐色土

4 10YR3/4 暗褐色土

5 10YR4/3 にぶい黄褐色土

6 10YR4/3 にぶい黄褐色土

7 10YR2/3 黒褐色土

8 10YR3/3 暗褐色土

卜い291580m イ
118土坑 1号

10YR3/3
10YR3/4
10YR2/2

10YR4/3

10YR3/3 暗褐色土

10YR3/4 暗褐色土
10YR2/3 黒褐色土

10YR4/3 にぶい黄褐色土

10YR4/4 褐色土

基本土層Ⅲ層に南部浮石
粒少量・焼土粒微量混入
黒褐色土・褐色土 。南部
浮石粒少量・土器混入
ノ＼声火山園詈に賠褐色土・

南部浮石粒・炭化物粒混
入
3層相当だが南部浮石粒

多量混入
黄褐色土に南部浮石粒微
量混入 木根撹乱 ?

黄褐色土多量 。炭化物粒
微量混入
2層 より黒褐色土多量混
入
黄褐色土少量混入

118土坑 6号 M一 M′

1 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土との混合土 南部

浮石粒少量混入
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

暗褐色土と黄褐色土との混

合土
3 10YR4/4 褐色土

汚れた基本土層Ⅷ b層相当

掘り過ぎ ?

lL卜 291600m 引

一
118土坑 5号 L― L′

1 10YR2/2 黒褐色土
焼土粒微量・ 炭化物粒多量
混入

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土
明黄褐色土ブロック・ 褐色
土・褐色土ブロック・暗褐
色土・炭化物粒微量混入

2 10YR4/3 に4・ い黄褐色土
3 10YR3/4 暗褐色土

4 10YR3/2 黒褐色土

5 10YR4/4 褐色土

6 10YR4/6 褐色土

7 10YR3/4 暗褐色土

P― P′

トト291.300m          引

遜 吾 暮 轟 歩 書 壽 琶

≡
≡ 電 :2号

■8土坑

13号
119土 坑 1・ 2号 Q― Q′

1 10YR2/2 黒褐色土

2 10YR3/4 暗褐色土

木根授乱

卜 L291300“ 引

■7土坑 3号

J18土 坑 3号

吟   督

第92図 土坑・柱穴状土坑 (44)

上位に十和田b火 山

灰少量含む南部浮石

粒少量との混合土

炭化物粒少量混入

黒褐色土微量 。南部

浮石粒少量混入

119土坑 3号 R― R′

1 10YR4/4 褐色土
微量の黒褐色土との混
合土 南部浮石粒 ?

or八戸パ ミス?少量・
炭化物粒微量混入

119土坑 4号 S― S′

1 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土・ 褐色土・ 南
部浮石粒少量・ 炭化物
粒微量混入

2 10YR2/3 黒褐色土
褐色土・南部浮石粒少
量・ 炭化物粒微量混入

H― H′

黄褐色土との混合土
南部浮石粒少量混入
黒褐色土・南部浮石
粒少量・焼土粒・炭
化物粒混入
基本土層Ⅸ層相当
基本土層 X層相当
黒褐色土との混合土

南部浮石粒混入
黄褐色土・ 黒褐色土
混入
1層より褐色土多量・

南部浮石粒混入

引

褐色土・ 黒褐色土・ 南

部浮石粒少量混入

南部浮石粒少量混入

黒褐色土・ 八戸火山灰

上位層 饉 本J琶Ⅷ a)・

炭化物粒微量混入

黄掲色土少量・ 汚れた

南部浮石粒少量混入

八戸火山灰層 (基本土

層Ⅷ b)プ ロック土

黒褐色土微量混入 掘

り過 ぎ ?

3層 に南部浮石粒少量

混入

い291500m

■8土坑13号

出
1罪推 Jlζ 可

瞬 逮幹 祉彎
3 10YR3/3 暗褐色土

炭化物粒微量混入 柱穴部分 ?

※ 1層 は昨年度土坑の埋土

卜291500m

卜  引

盈理
118土坑12号 O― O′

1 10YR3/2 黒褐色土
黄褐色土との混合土 南部
浮石粒少量混入

2 10YR2/3 黒掲色土
黒褐色土との混合土 南部
浮石粒混入

3 10YR3/3 暗褐色土
黄褐色土・黒褐色土混入

4 10YR4/4褐 色土 ブロック
と10YR3/3暗褐色土ブロッ
クが入り混じった層
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『］ヽワ　　『四苛
い291200m

卜  ri

(アI響柱合鰯為色ゴ
′

幾
120上坑 1号 H― H′

こ とOYR4/3 にぶい黄褐色土
黒褐色土との混合土 南部
浮石粒少量混入

トト292.708m

120土坑 2号 1-r
l 10YR2/3～ 3/2黒褐色土及び

10YR3/4暗褐色土 との混合
土 南部浮石粒 1～ 2%混入

黒褐色土との混合上

炭化物粒微量混入

卜
い291200m引    120柱 穴状土坑 4号 D― D′

1 10YR4/3 にぶい黄褐色土

朔 十響    尋磐羅森豊£長
合土 南部

鞘嗣0粕  ゝ
帯

120柱穴状土坑 5号 E― E′

1 10YR3/3 暗褐色土

黄褐色土粒微量 。南部

浮石粒微量混入

畔
m彎 I守柱

會増港と}餓重悸最圭
u     

粒微量混入

トト290,00冊

121■坑6号 乾と勇2号

121土坑 2・ 6号 K― K′

1 10YR2/3 黒褐色土

焼土粒・炭化物粒微量混入
2 10YR3/3 暗褐色土

黄褐色土との混合土
3 10YR4/4 褐色土

汚れた基本土層X層相当

第93図 土坑・柱穴状土坑 (45)

X
い290700m

121土坑 1・ 3・ 5号 122土坑 2号 J― 」
′

1 10YR3/1 黒褐色土    基本土層 I層に岩盤片 。暗

褐色土粒混入
2 10YR3/4 暗褐色土    貢褐色土粒と炭化物粒との

混合土 焼土微量混入
3 10YR5/4 にぶい黄褐色土 汚れた黄褐色土 炭化物粒

微量混入
10YR3/3 暗褐色土    褐色土 ブロック・小石片・

炭化物粒微量混入
10YR3/2 黒褐色土    褐色土粒少量混入
10YR4/4 褐色土     汚れた基本土層 X層相当
10YR3/4 暗褐色±    2層 相当 褐色土ブロック

少量混入
10YR4/6褐 色土と10YR5/4に ぶい黄褐色土との混合土

南部浮石粒 5%混入

121土坑 4号  L― L′

1 10YR2/2 黒褐色土    南部浮石粒・焼土粒・炭化

物粒微量混入
2 ЮYRγ3い墳褐色土重摺雹垂森萱層ホ匡握諄混

入

10YR2/3 黒褐色土
八戸火山灰微量混入
10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土 。南部浮石粒・ 八戸

火山灰層混入
10YR3/3 暗褐色土
八戸火山灰層 黒褐色土少量

混入 壁崩落土 ?

10YR2/3 黒褐色土
八戸火山灰層プロック混入

引

120柱 穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR4/3 にぶい黄褐色土

黒褐色土 との混合土 南部

浮石粒少量混入

2 10VR3/4 暗褐色土

黒掲色土微量・ 南部浮石粒

少量混入

120柱穴状土坑 2号 B― J
l 10YR3/4 暗褐色土

基本土層 X層 に黒褐色

土微量・ 南部浮石粒微

量混入

121柱穴状

土坑

トト290500m

H22土坑 3号
122土坑 1号 C― G′

1 10YR2/2 黒褐色土
基本土層 I層相当

2 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒混入箸
◇ 121土坑

7号

雪

i H20土 坑

穀 聖
122土坑 1号 M一 M′

1 10YR3/3 暗褐色土

黒褐色土 。南部浮石粒・

八戸火山灰層混入
2 10YR3/3 暗褐色土

八戸火山灰層 黒掲色土

少量混入 壁崩落土 ?

121土坑 6号

121土坑 3号

-141-

3 10YR4/6 褐色土 基本土層X層 プロック土 ?



J15柱穴状土坑 A― A′

1 10YR3/2 黒褐缶+
褐色土・南部浮石粒多
量・炭化物粒微量混入

2 10YR4/4 褐色土
八戸火山灰層 南部浮
石粒微量混入 掘り過
ぎ

卜 L292100m

」15土坑 1号 G一 G′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量・炭
化物粒微量混入

卜 L291500m

J13土坑 Kll住居跡内柱穴74 B― B′

1 10YR2/2～2/3 黒褐色土

2 10YR1/2～ 2/1 黒色～黒褐色土

3 10YR2/2   黒褐色土

4 10YR4/4～ 4/6 褐色土

5 10YR4/6   褐色土

6 10YR4/6   褐色土

7 10YR2/2～ 2/3 黒褐色土

8 10YR2/2   黒褐色土
9 10YR3/3   暗褐色土

ドとL-291780m

J14土坑 3号 E一 E′

1 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒多量混入
2 10YR4/4 褐色土

黒褐色土少量 。南部
浮石粒少量混入

サ Kll住居

深

上位に十和田b微量 。南部浮石

粒少量・ 八戸火山灰少量混入

南部浮石粒・ 八戸火山灰少量・

炭化物粒微量混入

南部浮石粒微量・八戸火山灰少

量混入  1、 ぬ層相当 ?

八戸火山灰層 南部浮石粒微量

混入 掘 り過ぎ
八戸火山灰層 細かい南部浮石

粒微量混入
八戸火山灰層 径 2～ 3 malの 南

部浮石粒少量混入 掘 り過ぎ

径 4～ 10 dmの南部浮石粒少量・

下位に八戸火山灰少量混入
1、 2、 3層相当 ?

汚れた南部浮石粒との混合土

南部浮石粒・ 八戸火山灰混入

呵 トト291,60,T

卜 L-291900m

南部浮石粒層

」14土坑 2号 D― D′

1 10YR3/2 黒掲色土
径大の南部浮石粒混入

Ｊ‐５柱穴、∪ゞ

A

5

6

7

8

」14土坑 4号 K14土坑 1号 F― F′

1 10YR2/2 黒褐色土

径 2～ 3 1uHの 南部浮石粒との混
合土 炭化物粒微量混入

2 10YR3/1 黒褐色土
1層相当 径 5～ 1011 alの南部浮
石粒混入

3 10YR2/3 黒褐色土
褐色土 。南部浮石粒多量混入

第94図 土坑・柱穴状土坑 (46)

ドr291.800m引

K14土坑 よ号

」14土坑 4号

J14土 坑 1号

叫
内壁構   」14土坑 1号

J14土坑 1号 C― C′

1 炭化材集積層
2 10YR3/1 黒褐色土

十和田b微量 。南部浮石粒少
量・焼土粒・ 岩粒微量混入

3 26YR5/4 にぶい赤褐缶十

褐色土が焼成を受けた南部浮

石ブロック状で混入
4 10YR2/3 黒褐色土

褐色土・南部浮石粒少量混入

lL L 291000m

」15土坑 2号

J15土坑 2・ 3号 H― H′

1 10YR2/3 黒褐色土    南部浮石粒多量混入
柱痕跡

2 10YR2/2 黒褐色±    1層 よりしまり強
南部浮石粒多量混入
人為堆積

3 10YR3/3 暗褐色±    1層 よりしまり強
南部浮石粒多量混入
人為堆積

4 10YR4/4 褐色土 八戸火山灰層 白色

浮石 (南部浮石粒で

はない)混入 人為
堆積

10YR2/3 黒褐色±    3層 より黒褐色土多
量混入 人為堆積

南部浮石粒層 二次堆積層とプロック状に入った
もの 掘 り過ぎ ?

10YR2/3 黒褐色土    木根痕 ? 掘り過ぎ?

10YR4/4 褐色土 砂質ンル ト 八戸火
山灰層下位にある褐
色± 4層相当 掘
り過ぎ ?

K14土坑 1号

―-142-―

9 10YR4/3 にぶい黄褐色± 8層に黒褐色土微量
混入 人為堆積



J17土 坑 4号

トト291600m引

黒掲色土力灌 地に溜まっ

た もので泥状 南部浮
石粒少量混入
1層が自濁 したもの

南部浮石粒多量混入

本柱穴周囲相当 南部
浮石粒少量混入

南部浮石粒多量混入

(八戸火山灰起源の浮

石粒 ?)
汚れた八戸火山灰相当
基本土層Ⅷ層下・ 黒褐
色土・ 暗褐色土混入

」18柱穴状

土坑 3号

」18柱穴状土坑 2号 C― C′

10YR3/3 暗褐色土

10YR4/4
10YR4/3
10YR3/3
10YR3/4
10YR3/3

7 10YR3/4 暗褐色土

トト291、300m  引

10YR4/6 褐色土
10YR5/6 黄褐色土
10YR5/4 にぶい黄褐色土
10YR5/6 黄褐色土

掲色土     暗褐色土 ブロック混入

にぶい黄褐色土 炭化物粒微量混入

暑糧魯:    茅糧&考豊名担色表量

J18土坑 1号

J18土坑 4号

J18柱穴状土坑 3号 D― D′

1 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒 5%混入
2 10YR3/4 暗褐色土

」18柱穴状土坑 5号  E― E′

1 10YR4/4 砂質褐色土

南部浮石粒10%以 上混入
2 10YR3/4 暗褐色土

南部浮石粒 3～ 5%混入

黄褐色土・ 黒褐色土・
パ ミス混入

混入
5層相当

」16柱穴状

土坑

声

o

J16柱穴状土坑 A― A′

1 10YR4/3 にぶい黄褐色土

黄褐色土 。暗褐色土・細かい

南部浮石粒多量混入

トト291800m

J18土 坑

5号

感”
Ｊｌ

状
下《］》ょ
号

J18柱 穴状

土坑 1号

ャ◎

氏

J18柱 穴状

土坑 6号 『四▽
」18柱穴状

土坑 2号

巽

J18柱 穴状土坑 1号  B― B′

1 10YR2/2 黒褐色土

2 10YR2/3 黒褐色土

3 10YR4/3 にぶい黄褐色土

4 10YR3/4 暗褐色土

5 10YR4/4 褐色土
6 10YR4/3 にぶい黄褐色土

※壁・床とも八戸火山灰層

響  
」
fig鱚なこ励書ギ

′

J17土坑 2号 H― H′

1 10YR4/4 褐色土
八戸火山灰層に暗褐色土・

南部浮石粒 ?混入
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

1層 と黒褐色土との混合土

南部浮石粒少量混入
3 10YR3/2 黒褐色土

褐色土・焼土粒微量・炭化
物粒混入

4 10YR4/4 褐色土
暗褐色土微量混入

6 10YR5/4 黄褐色土
7 10YR5/4 黄褐色土
8 10YR3/4 暗褐色土
9 10YR3/3 暗褐色土

10 10YR3/4 暗褐色土

※ 1、 8～ 10層人為堆積

卜r291000m      剌

卜い291500m

J17土 坑 3号 1-r
l 10YR3/3 暗褐色土

汚れた褐色土 南部
浮石 ?パ ミス混入

J J17土 坑 4号 J― J′

10YR3/3 暗褐色土

」17土坑 1号 G― G′

1 10YR2/2 黒褐色土
暗褐色土との混合土 南部
浮石粒少量混入

2 10YR3/3 暗褐色土
褐色土との混合土

3 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒微量混入

4 10YR3/3 暗褐色土

褐色土との混合上
5 10YR4/3 にぶい黄褐色土

褐色土・ 黒褐色土混入

[書をζ烹手怠旨鱗与な]ζ:戸
八戸火山灰下位層 掘り過ぎ ?

チヽ冒炎出優雫桂層 曇晶盪三
?掘

り過ぎ

八戸火山灰下位層

黄褐色土・ 褐色土混入

第95図 土坑・柱穴状土坑 (47)

トト291500m 引

卜い296708m叫

下こここ二」ここ]ケノ
4
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黄褐色土・褐色土混入

黄褐色土・褐色土混入

2～ 5層人為堆積 ?



に

」18柱朱

状土坑

4号

J18土坑 2号 L― L′

1 10YR3/3 暗褐色土
褐色土・黒褐色土・
パ ミス混入

2 10YR4/4 褐色土
汚れた基本土層X層
相当

トト291.400m

2 10YR3/3

M― M′

褐色土  黄褐色土・八戸火山灰
層 (基本土層Mb)・
南部浮石粒ではないパ

ミス混入
暗褐色土 汚れた褐色土 南部浮

石 ?パ ミス混入

卜い291.400m 引
J18土坑 1号  K― K′

1 10YR2/2 黒褐色土

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

3 10YR4/6 褐色土

4 10YR4/4 褐色土
※壁・床とも八戸火山灰下位層

褐色土・径 3mは大の南部
浮石粒混入
八戸火山灰層に南部浮石
粒少量混入
南部浮石粒・ 八戸火山灰
下位混入
南部浮石粒少量混入

卜   雪

堤解
J18土坑 4号 N― N′

1 10YR3/4暗 褐色土 と
10YR2/3黒 褐色土 と
の混合土 南部浮石粒
3～ 5%混入

2 10YR3/4 暗褐色土
3 10YR2/1 黒色土

暗褐色土・南部浮石粒
1～ 2%混入 腐蝕土 ?

木根 ?

r291.500m

卜   引

恥僣
J18土坑 5号 0-O′
1 10YR3/3 暗褐色土

掲色土・ 黒褐色土・
バ ミス混入

”］
‐８

１

い292800m

卜291,300m

卜  当

J19柱穴状土坑 2号 A― A′

1 10YR3/4 暗掲色土
南部浮石粒 3%混入

r291300m

卜  引
寸

J19柱 穴状土坑 3号 B一 g
l 10YR3/4 暗褐色土

南部浮石粒 1～ 2%混入

卜い291.400m

」19柱穴状

土坑 1号

土坑 3号

J19土坑 1号 C一 C′

1 10YR3/4 暗褐色土
褐色土・黒褐色土・南部
浮石粒微量混入

2 10YR3/4 暗褐色土
1層相当 白色 (5Y4/1
～4/2灰～灰オリーブ)

火山灰 ?混入
3 10YR4/6 褐色土

八戸火山灰層下位相当掘
り過ぎ

卜い291400m 判

卜 r292.600m

」19土坑3号

J19土坑 3・ 4号 E― E′

1 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土・ 褐色土・ 炭化物粒微
量混入

2 10YR3/3 暗褐色土
1層より黒褐色土多量 ?・ 褐色
土・炭化物粒微量混入

3 10YR3/4 暗褐色土
汚れた褐色土主体 掘 り過ぎ ?

J20土坑 1号 F― F′

1 10YR3/1 黒褐色土
炭化物粒微量混入
木根による撹乱 基
本土層 1層相当

2 10YR2/3 黒褐色土
暗褐色土との混合土
明黄褐色土粒混入

r291.100m

J20土坑3号 H― H′

1 10YR3/2 黒褐色土

2 10YR3/3 暗褐色土

3 10YR3/4 暗褐色土

チ20土坑 2号 G一 G′

1 10YR2/2 黒褐色土
暗褐色土との混合土
炭化物粒微量混入

即離呻申弾激
鉾］蝉働

‐９

１

褐色土との混合土

南部浮石粒少量・

炭化物粒微量混入
褐色土との混合土
′ヾ ミス (南部浮石
粒 ?)微量混入
褐色土との混合土
バ ミス (南部浮石
粒 ?)微量混入

J20土 坑 2号

レ291000m¬

J19土坑 4号

J20

第96図 土坑 。柱穴状土坑 (48)

-144-



予 J21柱 穴状

辛辞 『］γ
±

２

卜○
」21柱穴

状土坑 2号

J21柱穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR3/3 暗褐色土
掲色土・南部浮石粒 5

～ 7%。 焼土粒・ 炭化
物粒 。岩盤片混入

」21土坑 1号 C― C′

1 10YR4/3 にぶい黄褐色土

黄褐色土・暗褐色土・ 焼土

粒微量混入

J21土坑 3号 E― E′

1 10YR3/3 暗褐色土
褐色土 。南部浮石粒 5～ 7%・ 焼
土粒・ 炭化物粒 。岩盤片混入

2 10YR3/3暗 褐色土 と5/6黄褐色
上の混合土 南部浮石粒5～ 7%・
炭化物粒・灰白色岩盤片

3 75YR6/4に ぶい橙色の岩盤片及
び粉体状を含む褐色土

」21柱穴状土坑 2号 B一 B′

1 10YR4/3 にない黄褐色土

黄褐色土・暗褐色土・擁土

粒微量混入

J21土坑 2号 D― D′

1 10YR3/3 暗褐色土
基本土層Ⅸ層・黄褐色土・

擁土粒・炭化物粒混入
2 10YR4/3 にない黄褐色土

1層に炭化物粒多量混入
3 10YR4/4 褐色土

八戸火山灰層ブロック土

K10土坑

Ｔ

Ｔ
ど
ｏ・Ｂ
一ョ

2

3

第97図 土坑・柱穴状土坑 (49)

K10上 坑 A― A′・B― B′

1 10YR2/3 黒褐色土 白色に色落ちしている (焼 けて
いる)南報 既 池・焼」靭題・

炭化物粒混入
1層より白色化 していない南部

浮石粒・ 炭化物粒多量混入
基本土層Ⅲ層中位～Ⅳ層相当

崩落土 ?

焼土粒・ 炭化物粒微量混入

焼土粒多量・ 炭化物粒少量混入
3層相当
焼土粒徴量・ 炭化物粒少量混入

焼土粒微量 。炭化物粒少量混入

炭化物粒徴量混入 基本的に 3

層相当

10YR2/3 黒褐色土

10YR3/1 黒褐色土

10YR2/2 黒褐色土
10YR2/3 黒褐色土
10YR3/1 黒褐色土
10YR2/2 黒褐色土
10YR3/2 黒掲色土
10YR3/1 黒褐色土

トト290000m
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K12土坑 1号

K13土坑 2号

卜い291.100 引
K12土坑 3号 B― y
l 10YR3/1 黒褐色土

南部浮石粒少量混入

KY土 坑 4i昇
2 黒名色土 八戸火山灰層との混合土

南部浮石粒少量混入
2 10YR3/1 黒褐色土 南部浮石粒微量・炭化物

粒微量混入
3 10YR3/4 暗褐色土 黒褐色土少量・ 南部浮石

粒少量混入

K12土坑 2号

K12土坑 1・ 2号 K12柱穴状土坑 1号 KH大型住居跡内柱穴70 A― A′

1 10YR2/3   黒褐色土
南部浮石粒多量・八戸火山灰層小プロック・ 焼土粒・ 炭化物粒微
量・土器少量混入

2 10YR2/3～ 3/3 黒褐色～暗褐色土
1層 より綱かくて少量の南部浮石粒混入 漸移層の可能性あり
ビットではない ?

3 10YR2/2   黒褐色土
南部浮石粒微量・ 焼土粒・ 炭化物粒混入

4 10YR2/2   黒褐色土
南部浮石粒微量・ 焼土粒 。炭化物粒混入 3層相当 ?

5 10YR4/3   にぶい黄褐色土

褐色土・ 黒褐色土混入
6 10YR4/3   にぶい黄褐色土

中間に黒褐色土厚さ 3∞で混入
7 10YR2/2   黒褐色土

褐色土ブロック・南部浮石粒 。焼土粒・ 炭化物粒微量・ 土器混入

※ 1、 3、 4、 6層柱の据え方 ? 5層貼り床

卜い291.280m

K12土坑 2号

K12土坑

1号

Kll大型住居

跡内柱穴 70

トト291.300m 引

K12土坑 4号

K12柱穴状

土坑 1号

K13土坑 1号 D― D′

1 10YR3/2 黒褐色土
ンルト ニ次中撤・

南部浮石粒 5%混入
1

トト291,100m呵

K13柱穴状

土坑 1号

K13土坑 2号 E― E′

1 10YR3/1 黒褐色土

多量の南部浮石粒と
の混合土 基本土層
Ⅲ～Ⅳ層相当

トト291.300m■

ー

K13土坑 3号 F― F′

1 10YR3/1 黒褐色土

多量の南部浮石粒と
の混合土 基本土層
Ⅲ～Ⅳ層相当

K13土坑 4号 G― G′

1 10YR3/1 黒褐色土

多量の南部浮石粒と
の混合土 基本土層
Ⅲ層上位～Ⅳ層相当

第98図 土坑・柱穴状土坑 (50)

トト291200坐

K滝瀧 V

K17土坑 4号
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ドい291500m当

『日〉

K18柱穴状土坑 B― B′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒微量混入

卜 L291500m

J17土 坑

1号

K17柱穴状土坑 A― A′

1 10YR4/3 にぶい黄褐色土

2 25Y4/3 オ リーブ褐色土

3 10YR2/3 黒褐色土

4 10YR4/3 にぶい黄褐色土

5 10YR4/4 褐色土

卜 r291.500m 」

い29‖ 00m

卜   当

黒褐色土・ 黄褐色土・ 南部

浮石粒微量・ 炭化物粒微量

混入
黒褐色土・ 黄褐色土・ 南部

浮石粒微量混入

褐色土 ブロック・ 南部浮石

粒少量混入
黒褐色土・ 黄褐色土 。南部

浮石粒多量混入
基本土層 X層 プロック上

KW土坑 6号 D― D′

1 25Y4/3 オ リーブ褐色土
基本土層Ⅸ層に黒褐色土混入

2 10YR3/2 黒褐色土
基本土層Ⅸ層に黒褐色土・ 炭化
物粒微量混入

3 25Y4/3 オ リープ掲色土

基本土層Ⅸ層 ブロック混入
4 10YR3/3 暗褐色土

南部浮石粒微量混入
5 10YR3/4 暗褐色土

汚れた基本土層 X層相当 バ ミ
ス (南部浮石粒 ?)微量混入

K17土坑 1・ 2・ 3・ 4・ 5号 C― C′

1 10YR2/2   黒褐色土
2 10YR2/2   黒褐色土
3 10YR5/4   にぶい黄褐色土
4 10YR4/4   褐色土

5 10YR3/1   黒褐色土
6 10YR3/3   暗褐色土
7 10YR3/1   黒褐色土
8 10YR3/2   黒褐色土

14 10YR3/2   黒褐色土
15 10YR4/4   褐色土
16 10YR4/4   褐色土
17 10YR4/4   褐色土
18 10YR3/2   黒褐色土
※壁、油化面はすべて八戸火山灰層

10YR6/8   明黄褐色土
10YR3/2   黒褐色土

10YR3/1   黒褐色土
10YR4/3   にぶい黄褐色土
10YR3/3～ 4/3 暗褐色～になゞい黄褐色土

K17土 坑 5号
K17土坑 3号

白色粘土・ 南部浮石粒少量・ 炭化物粒微量混入

汚れた南部浮石粒少量混入
八戸火山灰下位の粘土層 ブロック

暗褐色土小 ブロック微量混入 (ノ(戸火山灰層 +
暗褐色土)

南部浮石粒少量混入

褐色土・ 黒褐色土・ 南部浮石粒多量混入

基本土層 I層相当

局所的に褐色土 ブロック・ 南部浮石粒少量・ 炭

化物粒微量混入

南部浮石粒層 径 ワ～ 3 dmの 炭化物微量混入
8層 より若千南部浮石粒多量・ 径 2～ 3 mmの 炭

化物微量混入

南部浮石粒少量混入

汚れた 2 mm大の南部浮石粒多量混入

褐色土大 ブロックと黒褐色上が径 2 caの帯状 に

入 っている 南部浮石粒多量混入
10層 より南部浮石粒少量・ 炭化物粒微量混入

八戸火山灰層 掘 り過 ぎ ?

暗褐色土微量混入 壁崩落土 ?

八戸火山灰層 掘 り過 ぎ

褐色土小 ブロックとの混合土

K17土坑

2号

ッ打写
K∵

轄遇玩艶夫
4号

Kll住居跡

内柱穴55

ド L291200m

K14土坑 2号

K14土坑 2号 を14土坑 1号
1 10YR2/3 黒褐色土

A― A′

径 2 mm大の南部浮石粒多量・

炭化物粒微量混入

褐色土・ 南部浮石粒混入

基本土層Ⅲ層中位類似

南部浮石粒・ 焼土粒・ 炭化物

粒混入
4層 に白色粘土少量混入

自色粘土・ 径 2 daの 南部浮石

粒・ 焼土粒・ 炭化物粒混入

6層に南部浮石粒多量混入
10YR3/3 暗褐色土 褐色土・南部浮石粒混入
10YR3/4 暗褐色± 8層 に褐色土混入
ЮYR3/1 黒褐色土 南部浮石粒少量混入 基本土

層皿層上位類似
n 10YR3/1 黒褐色土 基本土層 I層相当 木根の撹

乱 ?

12 10YR3/1 黒褐色土 南部浮石粒少量・炭化物粒微
量混入

13 10YR3/3 暗褐色土 黒褐色土・ 南部浮石粒混入
※ 1～ 11層 はKH大型住居跡内柱穴56・ K14土坑 2号 ?

12～ 14層 はし14土坑 1号

K15土坑 1・ 2号  B一 B′

10YR2/2 黒褐色土 径 2 mm大 の南部浮石粒混入
10YR2/2 黒褐色土 径 2m饉大の南部浮石粒・ 八戸火山灰層混入
10YR2/3 黒褐色土 径 2 mm大の南部浮石粒・ 八戸火山灰層混入
10YR3/1 黒掲色土 南部浮石粒微量混入
10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒少量混入
10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒・ 八戸火山灰層混入
10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒・ 八戸火山灰層・炭化物粒微量混入
10YR3/1 黒褐色土 褐色土・ 南部浮石粒微量混入
10YR2/3 黒褐色土 褐色土微量 。南部浮石粒多量・焼土粒微量混入

10 10YR3/3 暗褐色土 南部浮石粒・ 八戸火山灰層混入
■ 10YR4/4 褐色土  ノ(戸火山灰層 (基本土層Ⅷ b)暗褐色土微量混入
12 10YR3/1 黒褐色土 径 2 mm大の南部浮石粒混入
※ 1～ 7層の壁、床とも八戸火山灰層  8～ 12層 は 9層の床面 ?

第99図 土坑・柱穴状土坑 (51)

南部浮

石粒層

10YR3/3 暗褐色土
10YR3/1 黒褐色土
10YR2/2 黒褐色土

10YR2/2 黒褐色土
10YR3/2 黒褐色土

L14土 坑 1号

L291800m

K15土坑 2号
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K20土坑 2号

K20土坑 1号  D― y
l 10YR3/3 暗褐色土

黒褐色土・ 褐色土ブ
ロック・炭化物粒微
量混入 浅い土坑

浜坐勇奪!〈
(〔::))子

(

|◎
Υ

K21柱穴状

土坑 4号

ドr291000m

K20柱穴状

土坑 2号

K20柱穴状土坑 1。 2号 K20土坑 2号 A― A′

1 10YR2/2黒 褐色土と10YR3/4暗褐色土の撹乱状混

合土 灰白色岩石粒混入
2 1oYR3/3 暗褐色土    黒褐色土・褐色土・焼

土粒微量・炭化物粒混
入

黒褐色土    基本土層 I層相当
木根撹乱

暗褐色土    褐色土との混合土
小礫破片混入

にぶい黄褐色土 岩盤礫片混入
灰黄褐色土   岩盤礫片との混合土

当

K21柱穴状土坑 1・ 2・ 3・ 6号 A― A′・B― B′ ・C― C′・ F― F′

1 10YR3/3 暗褐色土 岩盤小破片多量混入

曹

第100図 土坑・柱穴状土坑 (52)

理

L8土坑 A― A′

l ЮYR〃2黒褐色土
繕み豊甲食泥蕩粒電巽浮藝

登ど甚と為%露伊

3 10YR2/3

4 10YR3/4

5 10YR4/3
6 1oYR4/2

卜r291,200m ョ

一
K19土坑 1号 C― C′

1 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土・ 褐色土・ 八
戸パミス微量 。焼土粒・
炭化物粒微量混入

‐
Ｋ２〇

一
‐

『日サ
『〕Ｕ

卜290.500m

卜  引

〒 「中予 トト289.600m

K21柱穴状土坑 4号 D― D′

1 10YR2/2 黒褐色土
暗褐色土・ 岩盤小礫片
混入

2 10YR3/3 暗褐色土
岩盤小破片多量混入

K21柱穴状土坑 5号 E― E′

1 10YR2/2 黒褐色土
暗褐色土・ 岩盤小礫片混入

2 10YR2/3 黒褐色土
褐色土・黒褐色土・焼出位・
炭化物粒少量・ 岩盤小破片
混入

3 10YR3/3 暗褐色土
岩盤小破片多量混入

トト290500m4

―-148-―



ド L-200.800m

Lll土坑 1号 A― A′

1 10YR3/1 黒褐色土

汚れた南部浮石粒・

炭化物微量混入 基

本土層Ⅱ層上位相当
2 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒多畳混入

掘り過ぎ ?

卜い290.400m

rrrピ

r

※

Lm土坑 2・ 3号 B― B′

】II¥鵡チj員糧亀圭霞難錘召夢省写夢参量混入
3 10YR3/1 黒褐色土 南部浮石粒少量混入

4 10YR3/1 黒褐色土 細かい南部浮石粒微量混入 卜い200000m

LH土坑 4号 C― C′

1 10YR3/1 黒褐色土

2 10YR3/2 黒褐色土
3 10YR2/2 黒褐色土

4 10YR3/2 黒褐色土

周辺の上層 (基本土層Ⅱ

層中位)よ り南部浮石粒

少量混入
南部浮石粒との混合土
1層 より南部浮石粒少量

混入
褐色土・ 南部浮石粒混入
基本土層Ⅵ層類似

卜い200500m

D― D′

黒掲色土 粒子の細かい土 南部
浮石粒微量混入

黒褐色土 南部浮石粒 (細かいも
のが少ない)混入

第101図 土坑・ 柱穴状土坑 (53)

L12土 坑 2号 E― E′

黒褐色土

黒掲色土
黒褐色土
黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土
黒褐色土

5YR3/1

10YR3/1
10YR3/2
10YR2/2

10YR2/2

10YR2/3

10YR3/3
10YR3/1

汚れた南部浮石粒劉曇。

焼土粒・ 炭化物粒混入

南部浮石粒少量混入

南部浮石粒多量混入
南部浮石粒少量・ 炭化

物粒混入
4層より南部浮石粒少
量混入
褐色土・ 汚れた南部浮
石粒混入
南部浮石粒少量混入
南部浮石粒少量混入

L12土坑 2号

KH

I」
H
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坑

号

拌

L13土 坑 3号

L13土 坑 2号

ｍ
ぼ
呵

い
ｆ
ト

め"
し13土坑 4号  C― C′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量 (下位は

焼成を受け5YR3/4暗 赤
褐色土)混入

L13才

警ユ

トト291100m

L13土坑 1。 2・ 5号 A― A′

1 10YR3/2 黒褐色土

焼成を受けた南部浮石粒・

汚れた南部浮石粒混入
2 10YR3/1 黒褐色土

南部浮石粒多量混入 基本
土層Ⅲ層上～中位相当

L14土 坑 1号

L14土坑 2号 E― E′

1 10YR3/1 黒褐色土
南都浮石粒多量 。炭化
物粒微量混入 基本土
層皿層上位相当

L13土坑 6号 D― D′

1 5YR2/2 黒褐色土
焼成を受けた黒褐色土

南部浮石粒混入
2 10YR2/3 黒褐色土

着干焼成を受けた黒掲色
土 南部浮石粒混入

トト291.000m   引

Kn大型住居跡内
柱穴53

L14土坑 4号 F― F′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

2 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒多量・土器混入

L13土坑 1号

L13土 坑 1号

ドに291.300m当

L15柱 穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR3/1 黒褐色土

南部浮石粒多量混入
2 10YR7/8 明黄褐色土

南都浮石粒層

卜r291000呵

一
L15柱 穴状土坑 2号 B― B′

1 10YR3/1 黒褐色土

南部浮石粒少量・炭化

物粒微量混入

⑥l蝉
“
L 土坑2号

翌
L16柱穴状
土坑 1号

L16柱 穴状土坑 C― C′

1 10YR3/3 暗褐色土
南部浮石粒少量混入

0                         2m

第102図 土坑 。柱穴状土坑 (54)
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卜 r291100m 引

卜 r291000m

Lf土坑
領 /テ ぜ 括色土 南部浮石粒少量・炭化物粒

微量混入
2 10YR2/3 黒褐色土
3 10YR2/2 黒褐色土

汚れた南部浮石粒多量混入

褐色土少量 。2層 より細か

い南部浮石粒少量・ 焼土粒

微量・炭化物粒少量混入
3層 より褐色土多量・ 汚れ

た南部浮石粒・炭化物粒少
量混入
褐色土少量・南部浮石粒少
量・ 炭化物粒微量混入

南都浮石粒少量混入

褐色土 。南部浮石粒混入

褐色土 。黒褐色土 。南部浮

石粒微量・土器混入
八戸火山灰の人為堆積
八戸火山灰の人為堆積 南

部浮石粒少量混入
八戸火山灰層
南部浮石粒混入

黒褐色土

黒褐色土

し18土坑

L-291100m

L15土 坑 1号 D― D′

1 75YR2/1 黒色土

砂質 シル ト ニ次中撤・ 南部

浮石粒 5%・ 炭化材片混入
2 10YR3/2 黒褐色土

砂質ンル ト ニ次中撤 。南部
浮石粒 5～ 10%混入

3 崩落土  南部浮石ブロック

M19柱穴状土坑 A― A′

1 10YR3/1 黒褐色土

十和田も少量混入

し18土坑 B― B′

1 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒微量混入
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

白色砂土・パ ミス・南部浮石
粒微量・ 炭化物粒微量混入

3 10YR4/4 褐色土
パ ミス混入 掘り過ぎ ?

卜 r291 40a m 引

L16土坑 1号 F― F′

1 10YR1 7/1 黒色土
南部浮石粒少量混入

2 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒混入

3 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

4 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

5 10YR3/4 暗褐色土
南部浮石粒微量混入

6 10YR4/6 褐色土
南部浮石粒多量混入

トト291.200m 引

L16土 坑 2号 G― G′

1 10YR4/3 にぶい黄褐色土

南部浮石粒・ 八戸火山灰層混入
2 10YR2/2 黒褐色土

八戸火山灰層と南部浮石粒との

混合土 炭化物粒微量混入

トト291.380m

L17土 坑 A― A′

1 10YR2/3 黒褐色土

褐色土 ブロック少量・

南部浮石粒多量・ 炭

化物粒微量混入

I

10YR2/2

10YR2/2

10YR3/1 黒褐色土
10YR3/2 黒褐色土
10YR3/3 暗褐色土

10YR3/4 暗褐色土
10YR3/4 暗褐色土

10YR3/4
10YR2/2

土

土
色
色

褐
褐

暗

黒

日〉 X

撃
麟 歎

卜 r291.100m

L20土坑 1号 E― E′

1 10YR2/2黒 褐色土 と10YR3/3
暗褐色土の混合土 底部に暗褐
色土 。南部浮石粒 2%混入

卜290.000m

卜   J
製 l哲

L20土 坑 2号 F― F′

1 10YR2/2 黒褐色土

褐色土との混合土

引

L19土坑 2号 つ―D′

1 10YR2/2 黒褐色土

褐色土少量・ 白色浮石
(十和田 b?)。 南部浮

石粒微量・焼土粒・炭
化物粒微量混入

浸

第103図 土坑・柱穴状土坑 (55)
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調査区外

L20土坑3号 A― A′

1  75YR3/1
2 7.5YR3/1～ 10YR3/1
2a 10YR3/1
3  10YR2/1
4  10YR3/1
4a 10YR3/1

L20土坑 3号

トト289,600m

ンル ト 木根等多量混入
シル ト 十和日 a・ b混入
シル ト
シル ト 径 l cal程 の角礫少量混入
ンル ト
ンル ト 黄褐色土・ 小角礫少量混入

韓韓軸組韓韓

<

く
曙

朝
護
揮
澪
翠
Ж

・
揮
憚
雄
船
杷

く
哩
Щ
Ｓ
婆

牌
職
吊
経

・
へ
、
口
ふ
刊
劇
軍

ル
　
　
ル

ル
　
　
ル

シ
　
　
ン

シ
　
　
ン

土
　
土
土
　
土

絶
　
絶
絶
　
絶

凹
抑
憚
雅
緒
担
　
引
劇
叩
租
黎
　
∞
卜
ば
”
皇

剤
翠
凹
Ｆ
凹
引

持
螂
　
く
鰹
預
Ｒ
却
陣
雄
酷
経
　
　
引
劇
理
睡
　
∞ヽ

営
”
ヨ

珀
躍
凹
営
理
「
柊
爛

く
電
嘲
慧
郵
憚
職
踏
樫

・
重
÷
　
　
引
劇
理
雌
　
∞
ヽ
出
”
Ξ

引
劇
躍
唯
　
「お
区
皆
】

引
ｄ
軍
酢
　
ミト
営
＞
ヨ

当
―
く
　
ぷ
引
斜
〓

M7土坑 A― A′

1  10YR2/1 黒色土 径 2～ 10mの 南部浮石粒徴量混入
2層極似 2層 に踏みしめられた部
分
径 2～ 10mmの 南部浮石粒微量・ 炭化
物粒微量混入
径 ワ～10 HI南部浮石粒徴量混入
6層相当

径 2～ 10mmの 南部浮石粒微量混入
(3層極似 南部浮石粒多量 3層
と6層 は流入上で 6層がその下部?)

径 5～ 10mmの 南部浮石粒多量混入
10a層 より南部浮石粒少量混入
径 5～ 10剛の南部浮石粒少量混入
10a層 より若干茶色強 径 5～ 10mm
の南部浮石粒少量混入
南部浮石粒層 崩落土

10YR2/1

10YR2/1
10YR2/1
7層相当
10YR2/1

南部浮石プロック状の混入部
10YR2/1 黒色土   シル ト
10YR2/1 黒色土   ンル ト
10YR2/1 黒色土   シル ト
10YR2/1 黒色土   ンル ト

10YR6/8 明黄褐缶+

８

９

１０

Ю

　

Ｈ

＜
哩
嘲
Ｓ
揮
憚
離
峨
経
　
引
ｄ
躍
睡
　
飩卜
営
＞
皇

く
囀
驚

引

・
田
慈
揮
陣
雄
踏
経
　
引
劇
理
囃
　
Ｈお
露
【
皇

(2ム
M10柱穴状

土坑 1号

卜
(〔:,シ;穴状

土坑 2号

ドL-280800m引

M10柱穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR1 7/1 黒色土
南部浮石粒・ 炭化物少
量混入

卜L-208.700m引

タ
M10柱穴状土坑 2号 B― B′

1 10YR17/1 黒色土
南部浮石粒少量・八戸
火山灰徴量混入

卜
(こ)・

堅鍔
柱穴状 『］汀

N10柱穴状土坑 C― C′

1 10YR17/1 黒色土
南部浮石粒 2～ 3%混入

第104図 土坑・ 柱穴状土坑 (56)
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卜 r290,700m

M14土坑 3号 E― E′

1 75YR2/1 黒色土

南部浮石粒 1～ 3%混入
2 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒 1%混入

M14土 坑 4号

M16柱

土坑

M15柱穴状

土坑 3号

M15土 坑 2号

M15柱穴状

土坑 2号

マ

誓

卜

⑭

引

卜L291 308m  J

M16土坑 A― A′

1 10YR3/4 暗褐色土
径 1～ 2 alnlの 南鵠醇百粒。

八戸火山灰層混入

卜い291.100m

M14土 坑 2号  D― D′

ユ 10YR2/1 黒色上
二次中撫・ 南部浮石粒 5

～10%炭 化材片混入
2 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒10%・ 八戸火
山灰プロック・ 炭化材片
多量混入

3 10YR2/1 黒色土
1層相当

4 10YR2/2 黒褐色土
2層相当

M15土坑 1号 F― F′

1 10YR3/2 黒褐色土
軟 E「諏 o蜘 ●

炭化材片混入 基本土
層Ⅲ層上位相当

2 10YR2/2 黒褐色土
中掘・南部浮石粒混入
基本土層皿層上位相当
掘り過ぎ ?

第105図 土坑・柱穴状土坑 (57)

M15柱穴状

土坑 1号

M16柱穴状土坑 B― B′

1 10YR3/2 黒褐色土

2 10YR2/2 黒褐色土

3 10YR3/1 黒褐色土

4 10YR3/1 黒褐色土

卜 L201000m コ
~ム

〔`とこ?:;7万謁部浮石粒層

》

八戸火山灰に南部浮石
粒・ 炭化物粒微量混入
人為堆積 ?

八戸火山灰層上位混入
柱痕跡の可能性あり
南部浮石粒微量混入
基本土層Ⅲ層相当 柱
痕跡の可能性あり
3層 より若干 しまり強
で南部浮石粒多量混入

卜 r291000m

M15柱穴状
土坑 2号

M15柱穴状土坑 2号  M15土坑 2号 A― A′

1 10YR3/1 黒褐色土  南部浮石粒少量・炭化物
粒少量混入 基本土層Ⅲ

層上位相当
2 10YR3/4 暗掲色土  南部浮石粒多量混入
3 10YR4/2 灰黄褐色± 2層 より南部浮石粒多量

(径 5 mm大多い)混入
4 10YR3/3 暗褐色土  褐色土・南部浮石粒 (径

l lea大 多い)混入

※壁の下位と床が南部浮石粒層

トト290.000m  引

1 75YR3/2 黒褐色土
二次中撤・ 南部浮石粒10%・

焼土粒・ 炭化材片混入
2 10YR2/2 黒褐色土

二次中凱混入
3 75YR3/2 黒褐色土

1層相当

トト290.900m 呵
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卜L291280叫

ーM17柱穴状土坑 1号  A― A′

1 10YR3/1 黒褐色土
十和田 b火山灰少量混入

M18柱穴状

土坑 2号

卜129日80呵

υ
M17柱穴状土坑 5号 E― E′

1 10YR3/1 黒褐色土
黄褐色土少量 。南部浮
石粒少量混入

卜L29120C咽

W

土坑 3号

M18柱穴状土坑 5号 G― G′

1 10YR3/1 黒褐色土
南部浮石粒徴量混入

2 10YR2/3 黒褐色土
褐色土・ 南部浮石粒微
量混入

3 10YR3/3 暗褐色土
黄褐色土・ 黒褐色土混
入

4 10YR4/6 褐色土
基本土層WIE a層 相当 ?

財
号

予
ｑ

勤
寸

亀と摂望境な号

状

号

穴

５蝦勧
イ《い〕）土

N18柱穴状土坑 H― H′

1 10YR3/1 黒褐色土
十和田 b火山灰少量混
入

2 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土・ 八戸火山灰
層混入

3 10YR2/2 黒褐色土
1層に褐色土混入

ト ト290,900m  引

猷
号

柱

５

Ｗ

坑

Ｍ
土

寸③ 2
4

5

M18柱穴状土坑 4号 F― F′

1 10YR3/1 黒褐色土
十和田 b火 山灰少量
混入

2 111YR3/3 暗褐色土
黒褐色土・八戸火山灰
層混入

卜L2団 .30碕喝

ー

卜L291.100m引

拳

N10土坑 1号

トト288100m

M17柱穴状土坑 2号 B― B′

1 10YR3/4 暗褐色土
暗褐色土・八戸火山灰
層混入

M18土坑 I― r
l 10YR3/1 黒褐色土

基本土層Ⅱ層下位の黒褐色土・褐色
土・ 南部浮石粒少量混入

2 10YR3/4 暗褐色土
八戸火山灰層の黄褐色土に黒褐色土
微量・ 南部浮石粒少量混入

3 10YR3/3 暗褐色土
黒褐色土多量混入 ほぼ2層相当

4 10YR3/4 暗褐色土
南部浮石粒微量混入 2層相当

5 10YR2/3 黒褐色土
褐色土 。南部浮石粒微量混入

6 10YR4/3 にぶい黄褐色土
褐色土・ 暗褐色土微量・パ ミズ混入

M17柱穴状土坑 3号  C― C′

1 10YR2/2 黒褐色土
2 10YR5/4 にぶい黄褐色土

黒褐色土・ 八戸火山灰下位
層混入

MW住穴状土坑 4号 D― D′

1 10YR3/3 暗褐色土
南部浮石粒微量混入

2 10YR3/1 黒褐色土
木根痕 ?

3 10YR4/4 褐色土
八戸火山灰下位層に黒褐色土
微量混入

4 10YR4/3 にぶい黄褐色土
黒褐色土徴量混入
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N14柱穴

状土坑 1号

卜 L200.200m 引

N14柱穴状土坑 1・ 2号 A― A′

1 10YR2/2 黒褐色土
細かい南部浮石粒少量・

焼土粒・炭化物粒混入
2 10YR2/3 黒褐色土

漬れた南部浮石粒微量混
入

3 10YR2/3 黒褐色土
2層より南部浮石粒少量

(漬 れていない)混入

N14土坑 1号 I一 r
l 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒微量・ 焼

土粒・ 炭化物粒混入

トト200200m 引

N14柱穴状土坑 3号 B― B′

1 10YR3/2 黒褐色土 大きい韓 ・

焼土粒・炭化物粒少量
混入

鮒
号峨切

2 10YR2/3 黒褐色土

3 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒少量・ 焼土

粒・ 炭化物粒混入

南部浮石粒混入 基本

土層Ⅵ層相当 掘 り過

ぎ部分 ? 壁崩落土

黒褐色土 南部浮石粒微量・ 焼土

粒多量・ 炭化物粒微量

混入
4層 は炉 or焚 火後か らの人為堆積 ?

卜290400m

卜   J
寸

N∵
幣鮎が品と

Ⅳ
南部浮石粒少量混入

卜290180n

卜   引

N15柱穴状土坑 4・ 5号  G― G′・ H― H′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量・焼土粒微量・炭化
物粒少量混入

『〕Ｕ

い289900m

卜  引

N14柱穴状土坑 4号 C― C′

1 10YR2/2 黒褐色土
焼土粒・炭化物混入
基本土層Ⅲ層相当

卜い290200m 引

木根授乱      4 6YR2/2

※ と、 つ、

N15柱穴状土坑 1号  D― D′

1 10YR2/2 黒褐色土 汚れた南部浮石粒・ 焼土粒微
量・跛化物粒少量混入

2 汚れた南部浮石ブロック土層
3 10YR3/2 黒褐色土 汚れた南部浮石粒・焼土プロ

ック・炭化物粒・骨片混入
4 10YR3/1 黒褐色土 南部浮石粒少量・炭化物粒微

量混入

N15柱穴状土坑 2号 N15土坑 と。2号 E― E′

1 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒多量・炭化物
粒微量混入

2 10YR2/3 黒褐色± 1層 に焼土粒微量混入
3 10YR2/2 黒褐色± 1層より醐 晴弩油沙量・

炭化物粒微量混入
4 10YR3/3 暗褐色土 褐色土に南部浮石粒混入

基本土層Ⅵ層類似 掘り
過ぎ ?

5 10YR2/3 黒褐色土 褐色土・焼土粒微量混入

N15土坑 3号 J― J′

1 10YR3/2 黒褐色土

焼成を受けた南部浮石
粒・ 焼上位・焼土ブロッ
ク・ 炭化物粒微量混入

卜い290,400m 引

脚Ｖ
N16柱穴状土坑 2号 B― B′

1 10YR3/1 黒褐色土

基本上層 I層 に褐色土

微量混入

N16柱穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR3/1 黒褐色土

褐色土小ブロック混入
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土

灰白色土と褐色土との混合土

南部浮石粒 orパ ミス少量混入

卜 L290800m  引

卜  引
了

N17柱穴状土坑

N16柱穴状

土坑 2号g
〇
］眸

lr(そ

をラ)守
N16柱穴状
土坑 1号

N16土坑 2号  E― E′

1 10YR3/1 黒褐色土

南部浮石粒微量混入

基本土層 I層類似

2 10YR3/3 暗褐色土

褐色土・ 黒褐色土 。南部

浮石粒微量混入

3 10YR6/8 明黄褐色土

南部浮石粒層
4 10YR4/4 褐色土

八戸火山灰層
5 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒多量・炭化物
粒微量混入

ドr2v100m

ヽ
髯

第107図 土坑・柱穴状土坑 (59)
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卜い290800m 判

聖
N17土坑 G― G′

1 10YR4/4 褐色土
暗褐色土・ 南部浮石
粒混入

卜 L200000m

N16土坑 1号  D― D′

1 10YR2/2

2 10YR2/3

3 10YR2/2～ 3/3

4 10YR6/8

5 10YR3/2

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色～暗褐色土

明黄褐色土

黒褐色土

黒褐色土
黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

基本土層 I層に南部浮石
粒微量混入
南部浮石粒・ 焼土粒・ 炭
化物粒混入
南部浮石粒・焼土粒多量・
炭化物粒微量混入
細かい南部浮石プロック
土層
八戸火山灰プロック土
南部浮石粒微量混入
5層相当
汚れた南都浮石粒との混
合土
南部浮石粒混入
南部浮石粒・八戸火山灰
層混入

トト200.600m

10YR3/2
10YR2/3

10YR3/2
10YR3/3

017土坑 H― H′

1 10YR3/3 暗褐色土

2 10YR4/3 にない黄褐色土

3 10YR3/3 暗褐色土

N16土坑 3号 F― F′

1 10YR2/2～ 2/3 黒褐色土
南部浮石粒15～20%混入

2 10YR2/3   黒褐色土
南部浮石粒 7～ 10%混入

3 10YR2/2   黒褐色土
南部浮石粒 5～ 7%混入

4 10YR1 7/1   黒色土
南部浮石粒 2～ 3%混入

5 10YR2/3   黒褐色土
南部浮石粒10～ 15%。 焼土
粒微量・ 炭化粒混入

6 10YR2/2   黒褐色土
南部浮石粒 7～ 10%・ 八戸
火山灰少量・焼土粒微量・
炭化物粒混入

引 南部浮石粒・八戸火山
灰層混入 人為堆積
1層より八戸火山灰多
量・ 土器少量混入 人
為堆積
南部浮石粒少量混入
自然堆積

ゝ堪

百

q撃鷲

的日ｙ

014柱穴状土坑 1号 A― A′

1 10YR2/2 黒褐色土
径 2～ 3 mm大の南部浮石
粒 (局所的に焼けている)

少量・ 焼土粒・ 炭化物粒
微量混入 人為堆積

014柱穴状土坑 2号 B― B′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒混入

2 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量混入
基本土層WI層相当

卵一け　的日帯）　的日一

014柱穴状土坑 4号 D― D′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒微量・ 焼土
粒・ 炭化物粒混入

015柱穴状土坑 1号  E― E′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量・ フレ
ーク混入

015柱穴状土坑 2号  F― F′

1 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒微量混入

r200.600m

卜  」

卜L289808吋

第108図 土坑・柱穴状土坑 (60)
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卜い209.500m呵

014土坑 3号 K― K′

1 10YR2/2 黒褐色土
焼土粒・ 炭化物粒混入 人為堆積

2 10YR2/2 黒褐色土
1層より粘土粒多量混入

3 10YR2々  黒褐色土
1、 2層より焼土粒少量混入

4 10YR3/3 暗褐色土
焼土粒微量・ 炭化物粒微量・土製
品・ 骨片等多量混入

5 10YR2/2 黒褐色土
1層より焼土多量混入

014土坑 2号

014土坑 2号 」―J

5号

1 10YR2/2 黒褐色土

径 2～ 3 dm大の南部浮石粒

(局所的に焼けている)少
量・焼土粒・ 炭化物粒微量

混入 人為堆積

卜 1200100m 引

014柱穴状

土坑 6号

N14土坑 2号
1 10YR2/3

2 10YR3/1
3 10YR3/2

10YR2/3～ 3/2

10YR3/1

10YR2/3

10YR2/2～ 3/1

堀り過ぎ?

015柱穴状土坑 5・ 6号 H― H′

1 10YR2/3 黒褐色土 南部浮石粒多量 。焼土
粒・ 炭化物粒微量混入

2 10YR3/3 暗褐色土 褐色土・局所的に潰れ
た南部浮石多量混入

3 10YR2/2 黒褐色土 南部浮石粒少量・ 焼土
粒・炭化物粒微量混入

4 10YR2/3 黒褐色± 3層 より若干白色強
南部浮石粒少量 。1層
より焼土粒と炭化物粒
多量混入

014土坑 1号 I― r
黒褐色土 南部浮石粒少量 。焼土粒

多量・ 炭化物粒多量混入
黒褐色土 南部浮石粒少量混入
黒褐色± 5YR3/3暗褐色土 焼上

粒多量混入
黒褐色土 褐色上 。1層より焼土粒

少量・ 炭化物粒多量混入
黒掲色土 局所的に焼土粒・ 炭化物

粒・骨片混入
黒褐色土 南都浮石粒少量・焼土粒

多量 。炭化物粒多量混入
黒褐色土 南部浮石粒少量・ 炭化物

粒微量混入 基本土層正

層上位相当 掘 り過ぎ

015柱穴状土坑 3号 G― G′

1 10YR2/2 黒褐色土

汚れた南部浮石粒少量

混入

4

5

6

7

呻し
第109図 土坑・柱穴状土坑 (61)
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C23柱穴列内柱穴 1号 A― A′

1 10YR2/1 黒色土
南部浮石粒少量・炭化物粒
微量混入

2 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

3 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒少量混入

4 10YR2/1 黒色土
南部浮石粒微量混入

5 10YR2/1 黒色土
南部浮石粒少量混入

G23柱穴列内柱穴 3号 C― C′

1 10YR3/1 黒褐色土
中諏少量・細かい南部浮石
粒少量混入

2 10YR2/1 黒色土
南部浮石粒微量・ 炭化物粒
微量混入

3 10YR2/2 黒褐色土
南部浮石粒微量混入

4 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

G23柱穴列内柱穴 2号 B― B′

1 10YR2/3黒 褐色土 と10YR3/3
暗褐色土の混合土 中諏少量・
南部浮石粒多量混入

2 10YR2/2 黒褐色土
中諏少量 。南部浮石粒少量混入

3 10YR3/1 黒褐色土
南都浮石粒徴量混入

4 10YR2/1 黒色土
南部浮石粒微量混入

5 10YR2/2 黒褐色土
細かい南部浮石粒多量混入

G23柱穴列内柱穴 4号 D― 」
1 10YR2/2 黒褐色土

中扱少量・南部浮石粒少量・

炭化物粒微量混入
2 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒多量混入
3 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒多量混入
4 10YR2/1 黒色土

南部浮石粒少量混入

脚彰

脚▽

脚る
中

脚じ
G23柱穴列内柱穴 5号 E― E′

1 10YR2/3   黒褐色土
黒色土・ 南部浮石粒多量混入

2 10YR2/2～ 2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

3 10YR2/2   黒褐色土
南部浮石粒多量混入

4 10YR2/3   黒褐色土
南部浮石粒多量混入

G23柱穴列内柱穴 6号 F― F′

1 10YR2/3 黒褐色土
南部浮石粒多量混入

2 10YR2/2 黒褐色土
1層より南部浮石粒少量
混入

3 10YR2/1 黒色土
南部浮石粒多量混入

G23柱穴列 G― G′

1 10YR2/1 黒色土

南部浮石粒多量混入
2 10YR3/2黒 褐色土 と

南部浮石粒の混合土
3 10YR2/2 黒褐色土

南部浮石粒多量混入
4 10YR2/3 黒褐色土

南部浮石粒多量混入

出1200000m引

南部浮石粒層

rLい
289,900mli

第110図 G23柱穴列
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8 集 石・ 立 石 遺 構 (第 111～ 112写真図版152～ 154)

集石 1基 と立石 1基を検出している。

E19集石 (第 Hl図、写真図版152)

<位置 。検出状況> 調査区E19グ リッドに位置する。検出状況は、 E19住居跡の精査終了後に行ったダメ

押し作業中に検出した。

<平面形・規模> 径 3～ 20cm大 の角礫が200× 50cm程 の範囲内で密に集められ、南から西へ溝状に延びる。

少量ではあるが、後期の上器片が混在する。

<埋土> 黒褐色土に覆われていた。

<出土遺物>(第 193図 1149～ 1150、 写真図版214) 縄文時代後期の土器小片と石器 2点が角礫と混在 して

少量出土 している。

石器 (第 193図■49～ 1150、 写真図版214) 1149と 1150は、角礫と混在 して出土 したものである。

<時期> E19住居跡より古い時期であることがわかった。よって、晩期以前の可能性が高い。

M17立石 (第 112図、写真図版153・ 154)

<位置・ 検出状況> 調査区東側のM17グ リッドに位置する。基本層序Ⅱ層の除去中に検出した。個々の礫

はⅢ～Ⅳ層中に設置 (置かれる)さ れている。M17立石が所在するM17・ 18グ リッド付近は、遺物包含層の

分布範囲ではあるが、周辺からの出土土器量が極めて少ないェリアであった。

<平面形 。規模> 細かい石片や石刀片が直径 2m程の範囲に環状気味に集散 し、その外側に径100cm程 の

角礫が配置される。外側に見られる礫は、配列に規則性などは窺えない。

角礫が配置される内側には、細かい石が環状気味に集散される施設 ?があるが、本遺構に伴うのかM15溝

跡に伴うものかあるいは併せて一つの遺構として捉えられるのか明確な判断はできなかった。

<礫の設置状態> 角礫の設置状態は、黒土中なため事実確認が困難であったようであるが (調査記録がな

く、図と写真から判断)、 明確な掘り込みは見られないことから埋め込んだとは思われない。 また、地面に

石を突き刺 したという様相でもないことから、地面に角礫を置いたといった様相で捉えられる。

<出土遺物> 本遺構の周辺からは、検出作業時を含めて遺物の出上が少なく、出上 している土器も小片の

みであった。

<時期> 明確には不明であるが、検出面や周辺出土の土器から晩期と推定される。

9 溝 状 遺 構 (第 113図、写真図版155)

調査では明確な性格付けができなかった遺構で、一カ所検出した。

M15溝状遺構 (第 113図、写真図版155)

<位置 。検出状況> M15～ M19。 N16～ N19グ リッド付近において、Ⅲ層の精査中に検出した。周辺の黒

土に比べて、明瞭に黒色の濃い土が溝状に広がる。現況地形はほぼ平坦で、本遺構の西端部分付近から西側

に向かって穏やかに傾斜する。付近の土層堆積状況は、遺物包含層の層厚が薄い地点である。
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当初は、竪穴住居跡を想定 して精査を進めたが、竪穴住居跡と認知できる施設の検出がなく、明確な竪穴

の掘り込みも確認されなかったことから、自然の落ち込みとして捉えていた。 しか し、精査が進むにつれ、

埋土中や床面 (Ⅳ層)か らフレーク・ チップがまとまって出土 したことから、石器製作工房的な施設である

可能性も考え、遺構として登録 した経緯がある。

<規模> 東西方向に長軸を取る様相であるが、東端と西端が途切れ、北側は調査区外なことから全貌は不

明である。

<埋土> 第113図には表土からの断面図を掲載 している。本遺構の埋土として捉えられるのは 3層で、黒

褐色土シル トに粘土ブロックと南部浮石粒が少量混入する。また、局所的ではあるが十和田b火山灰が底面

近 くまで見 られる。

<出土遺物>(第 198～ 195図■51～ 1159、 写真図版214、 215) 晩期の土器小片と礫石器が出土 した。

石器類 (第 193～195図1151～ H59、 写真図版214、 215) 磨石、敲石、凹石がフレーク。チップに混在 して

出土 した。

<時期> 晩期と推定される。

10 +日沢 跡 (第114図、写真図版156)

旧沢跡は、東部捨て場より1条検出した。

C26旧沢跡 (第114図、写真図版156)

<位置 。検出状況> 自然現象により地表に掘り込まれた急な側壁をもつ小規模な溝状である。形成原因は

降水が地表面を流れるとき、わずかなくばみに集中して浅い溝 (リ ル)が作 られ、深さを増すことによるも

のと思われる。調査区東端部のB26～ G27グ リッドにかけて検出され、検出面はⅧ層中、標高は286～ 291m

である。 E26土坑 1号及びC23土坑 1号は本沢跡上に作られている。

<規模> 全長は調査区外に延びることから不明である。規模は、開口部径60～ 140cmで平均すると65cm程 、

底部径10～100cmで平均すると40cm程、深さ20～ 100cmで、平均すると40cm程である。

<埋土> 第H4図に掲載 した土層断面図は、現地表面までを図示 したものである。 1層が表土、 2層系が

十和田aCb火山灰混入層、 3層系が遺物包含層、 4・ 5層が中倣火山灰混入層、 6層が南部浮石層、 7層

系が沢跡を覆う主埋土で、一部 4・ 5・ 6層が 7層系に流れ込んでいる様相である。 7層系は南部浮石粒及

び八戸火山灰の二次堆積が確認される。

<出土遺物>(第 167図、第172図、第195図、写真図版198、 202、 215) 上方付近で遺物包含層が局所的に

流れ込んでいることから、後～晩期の上器や石器は出土 しているが、本沢跡の埋没時に伴うと思われる遺物

はない。よって、捨て場中の出土と同種の遺物は不掲載とし、単孔土器と土・石製品の掲載にとどめた。

土器 (第 167図 809、 写真図版198) 809は 単孔土器で、 C25グ リッド付近で出土 した。

土製品 (第 172図 906、 写真図版202)下方より三角形状土製品 1点が出土 している。

石器類 (第 195図 1160、 写真図版215) 孔が穿たれた石製品が 1点出土 している。

<時期> 沢の形成された時期について、八戸火山灰層が削られて形成されていることから、八戸火山灰降

下時期より新 しいことがわかるが、南部浮石粒降下時期との新旧は不明である (※沢跡と南部浮石粒の我り

合い関係が明確に把握できうる場所がないため、形成時期の下限は明確ではない)。 沢の埋没 した時期につ

―-162-―



鬱

て,ず
◇

晶
鱗
聾

MI瑚蔦テエう彦
~鼻

係護互上
植物遺体多量・土器微最混入
表土層ね
貫軸 ヶ.賀謀予議き盪

?報
歌窃量混だ獣 主

層工層相当3騨
,ク .褐畳望1善蔀

浮石粒少量混入4湛
鍮x選催

採1れ12層骨片少曇出土

第113図 M15薄状遺構

-163-



L-205.600m

C25土坑No l

イ

C2創 日沢跡 A― A′

1  10YR3/1
la 10YR2/1
lb  10YR2/1
lc 75YR6/8
2  75YR2/1
2a 10YR2/1
3 75YR2/1

3a 10YR3/4～ 4/4
3b 10YR3/3～ 4/3

3c 10YR17/1

10YR2/2～ 3/1

10YR17/1

10YR5/6
10YR17/1

10YR3/3
10YR17/1
10YR2/2
10YR2/2
10YR2/3

10YR2/1～ 2/2

10YR3/4
10YR2/2
10YR3/3

黒褐色土

黒色土
黒色土

橙色土

黒色土

黒色土

黒色土

暗褐色～褐色土

暗褐色～にぶい黄褐色土

黒色土

黒褐色土

黒色土

黄褐色土

黒色土

暗褐色土

黒色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒色～黒掲色土

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土

4

5

6

7

7a
7b
7c
7d
7e

7f

7g
7h
7i

草根多量混入 基本 1層相当
車根多量混入
草根多量混入
焼土 ?

局所的に十和田 a・ b混入 基本土層Ⅱ層相当

十和田 a混入
南部浮石粒 5～ 7%・ 土器多量混入 基本土層亜

層相当
南部浮石粒 7～ 10%・ 炭化物粒・ 土器多量混入

粘土質ンル ト 南部浮石粒 5%・ 炭化物粒・ 土器

多量混入
南部浮石粒 3～ 5%混入 基本土層Ⅲ層最下部相

当 無遺物層
砂質シル ト 中扱・ 南部浮石粒 1%程混入 基本
土層Ⅳ層相当
上部に中撤少量・ 南部浮石粒10%混入 基本土層
V層相当
南部浮石粒層 基本土層Ⅶ層相当

褐缶十プロック・ 南部浮石粒 1～ 3%混入 基本
土層Ⅷ層の再堆積層相当
南部浮石粒 3%混入
南部浮石粒 5%混入
黄褐色土 。南部浮石粒 7%。 八戸火山灰混入

砂質ンル ト 南部浮石粒 3～ 5%混入
ンル ト質粘土質± 7d層 と7h層 との混合土

黄褐色土少量混入
粘質ンル ト 南部浮石粒 1%混入

粘土質土 八戸火山灰層
泥質土 黄褐色土少量混入 水成堆積層
泥質粘土質 シル ト

第114図 旧沢跡
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L=2団お00m

北西 卜 Lw86500m

F26～F27グ リッド

G25グ リッド

D25グ リッド 引 南西

第115図 古地震跡
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引 南西

A― A′・ B― B′・ C― C′

噴砂 10YR4/6～ 5/8 褐色～黄褐色土

粘土質土 八戸火山灰の噴き上がっ

たものと考えられ る。 十和田 b迄
は確認できるが、 十和田 aと の新
旧関係は把握できない。調査所見と

しては、十和田 aよ りは古 く、晩

期より新 しいと推定される。

卜い28t900m



土層断面位置図

捨て場斜面区域区分区

第116図 捨て場範囲図
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いては、第114図 に掲載 した土層断面の観察から中諏火山灰の二次堆積を含む 4層の黒褐色土層 (Ⅳ層相当)

が沢の主覆土 (7層)よ り上位に堆積することと、 4～ 7層は出土遺物が皆無な状況を示すことから、中撤

火山灰降下時期 (縄文時代前期)よ りは古い時期に埋没 した可能性が高い。

11 古 地 震 跡 (第 115図、写真図版157)※断面図のみ

<位置・検出状況> 東部捨て場内のD24・ D25グ リッド付近及びF25～ 27・ G25～ 26グ リッド付近の土層

断面で、液状化現象による噴砂を確認 した。幅 3 cm前後の黄褐色上の筋が上に向かって細 く延びる柱状構造

を呈 し、F25～ G25グ リッド付近においては平面での分布も確認された (調査終了間際の確認であったため

平面の記録は行っていないが、噴砂は北東方向から延びるようである。ただし、震源地の方向が北東かどう

かは不明である)。 噴砂が確認されたのは東部捨て場の標高288m付近以下で、調査区中央平坦部より5m前

後低く、他の地点では確認されない。上記のことから、東部捨て場の最下部付近が地下水の噴き上げられや

すい地質的条件を持つことが推定される。

<時期> 地震の発生時期について、基本層序Ⅲ層 (後～晩期遺物包含層)を噴砂が我ることから縄文時代

晩期より新しいことは断定できる。Ⅲ層より上位に局所的に見 られる十和田a火山灰との新旧関係は、第115

図の土層断面作成時は噴砂に哉 られているのかどうか微妙で判断ができかねた。東部捨て場の精査時の所見

としては、平面的に捉えて噴砂が十和田a火山灰より古いと推定 していた。ただし、十和田 a火山灰まで噴

砂が到達 しなかった可能性や十和田a火山灰が最堆積層である疑いもあるため、地震発生時期が十和田a火

山灰降下年代より新 しいか否かは断定できない。北側調査区外 (H26・ G27グ リッド付近)に噴砂が存在す

るのは明白であるため、将来この周辺に調査の機会があれば、地震発生時期は解明される可能性があろう。

<類例> 岩手県内において古地震跡が報告されている発掘調査例は、佐藤嘉広氏が『発掘された期

(1996年埋文関係救援連絡会議埋蔵文化財研究会)の中で「大久保遺跡」(二戸市福田)、 「馬立 I遺跡」 (二

戸市福田)、「馬場野Ⅱ遺跡」(九戸郡軽米町)、「夏本遺跡」(上開伊郡大槌町)の 4遺跡を取り上げて概要を

報告 している。

「大久保遺跡」では、フラスコピット型陥し穴と溝状陥し穴の一部に地滑 り状の断層と地割れが確認され

ている。時期は縄文時代前期以前である。

「馬立 I遺跡」では、溝状の陥し穴10基に断層が認められる。時期は明確ではないが、縄文時代後期以降

弥生時代中期の間に地滑 りが起こった可能性が高い。

「馬場野Ⅱ遺跡」は、断層と噴砂が確認されている。遺構との関係から少なくても2時期の地震跡があり、

縄文時代後期以降弥生時代中期の間に発生 したものと1968年 5月 の十勝沖地震に由来すると推定されるもの

がある。

「夏本遺跡」では、縄文時代中期の竪穴住居跡に地割れが生 じている。時期は古代の遺構とのからみが不

明なことから縄文時代中期以降に発生 したものとしか同定できない。

最後に、古地震跡の報告例は、大槌町の「夏本遺跡」を除き、何れも県北地方の馬淵川流域の事例で、特

筆すべきはこの3遺跡の調査を担当したのは工藤利幸氏である。同氏の微細な観察力と彗眼によって報告さ

れた類例と言える。地震跡などの自然現象の報告例が少ない現状は、時間の都合などから割愛される場合が

多いことに起因されると思われるが、阪神大震災以降、古地震跡の研究が再認識されている現状もある。調

査終了間際の検出であったこともあるが、問題意識の欠落から詳細な記録を残せなかった点は否めない。発
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掘調査時に、平面図作成などの事実確認を行うべきではなかったかと筆者は再認識させ られたので、調査時

の反省も含めて紙面を割き記述 した。

12 捨 て場 (第 116～ 124図、写真図版158～ 172)

本遺跡に見 られる遺物包含層は、縄文時代後期初頭～晩期前葉にかけて形成されたもので、調査区の東西

に位置する斜面地に厚く堆積する。遺物を包含する層は、基本層序の I～Ⅳ層で、主体となる遺物包含層は

Ⅲ層に相当する土層である。今回の調査で確認された遺物包含層の分布する範囲は、第 116図 にスクリーン

トーンで示 した部分である。

本稿では、調査区の東側斜面地 (東部遺物包含層分布エリア)を東部捨て場、調査区の西側斜面地 (西部

遺物含層分布エリア)を西部捨て場と呼称 した。

先に捨て場の調査方法と整理方法を説明し、次いで東西の捨て場の内容を記述する。なお、遺物について

は第V章で概略を説明することとするが、個々の内容は観察表と実測図・写真図版を参照戴きたい。

(1)捨て場の調査方法と遺物整理方法について

膨大な量の遺物が出土 した捨て場は、当時の生産活動を考える上で、貴重な情報を提供する空間と判断さ

れる。捨て場からの出土量が特出して多い縄文時代後期初頭 (十腰内 I式の古い段階)～晩期前葉 (大洞 B

C式)ま での各時期の土器は、断絶することなく変遷を追えることが窺える資料である。

捨て場から出土 した土器は、層位的上下関係 (廃棄単位)が良好とは言い難いものの、完形品 (接合によ

る完形品も含め)や ほぼ完形品といった残存率の高い土器が多 く見られることから、型式学的に良好な資料

を提供すると思われる。併せて当該期の多種多様な土製品、石器、石製品が出土 したことから、当時の社会

性を考える上で貴重な資料と捉えられる。

① 遺物包含層の概要について 3年間の調査で捨て場から出土 した遺物の総量は、大コンテナに換算 して

500箱分以上 (概算で550箱分程と思われるが正確な数字ではない)に上る。その大部分が縄文時代後～晩期

にかけてのものである。他時期の出土遺物としては、主に東部捨て場より縄文時代前期の上器 (出土層位は

Ⅲ層下部～Ⅳ層上部)が大コンテナで約 5箱分と西部捨て場から縄文時代早期及び弥生時代の土器が数点出

土 している。

本遺跡の基本層序は、17カ 所に入れた試掘 トレンチの結果を踏まえて設定を行ったが、その中で南部浮石

粒層 (Ⅶ層)よ り上位に堆積する I～Ⅵ層は土色にほとんど差のない黒色～黒褐色土である。黒色を呈する

土同士を土色で平面的に区分するのは非常に困難な作業であった。層区分の大略は、Ⅱ層中には十和田 a・

b火山灰の混入、Ⅳ層中には中倣火山灰の混入、V・ Ⅵ層は他の層に比較 して南部浮石粒の含有率が高い、

というように現在の十和田湖を起源とする各時期のキーとなる火山灰の混入 (I～Ⅵ層中に含まれる火山灰

は、プライマリーな堆積はなく二次堆積によるが、時期大別には有効である)の有無やその合有率により設

定 (区分)し た。それらの層の中で、遺物の出土が確認されたのは I～Ⅳ層である。

遺物の出土が確認された I～Ⅳ層の中で、本遺跡の主体となる後～晩期の遺物包含層は、Ⅲ層と呼称 した

層で、基本的には十和田aob火山灰が混入する黒色土層 (Ⅱ 層)と 中撤火山灰が混入する黒褐色十 (Ⅳ層)

に挟在される層である。ただし、上記 したとおり肉眼で土色からの区分は非常に困難を極めることと、十和
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田 a・ b火山灰や中撤火山灰がかならず しも捨て場全域 (全面)に分布 しないため、上下の層と比較して南

部浮石粒の含有率の違い (1～ 7パーセント程含有する)や上下層との遺物の出土量の違いで認識 した。遺

物包含層の層厚は、斜面の傾斜角度によっても若干の差が見 られるが、およそ0.3～2.5m(平均すると1.2m

程)の厚さで堆積する。

Ⅲ層は出土する土器の内容から、調査開始初期の段階で縄文時代後～晩期における各時期の文化層 (所謂

十腰内 I式土器から大洞BC式土器への変遷)が、層位的上下関係 (廃棄単位)を示す可能性があると判断

された (斜面地であるため、全域と言 うよりは局所的に)。 遺物の取り上げについては、層の細分を試みた

上で、できるだけ層位的な取り上げ方法を用いた。

② 遺物包含層の堆積様相について 東西の捨て場を調査 (野外・整理)し た結果、本遺跡に形成されてい

た遺物包含層は、良好な層位的上下関係を示さないと結論付けられる。

本来の廃棄単位が堆積土層に反映されていない原因としては、傾斜の急な斜面地であるため、上方の堆積

層が流出や地滑り現象などを起こし、所謂再堆積を繰 り返 したことに起因する可能性が考えられよう。

また、捨て場全体が、黒色～黒褐色土中のため明確な立証はできなかったが、遺構構築に伴う授乱層や再

堆積層に混 じり、新 しい時代 (近現代 ?)の ものと思われる土坑状の攪乱 (か き回された跡 ?)も複数箇所

見 られた。長倉という集落 (地区)は、古今から土偶や土製品が多く見つかることで収集家の間では有名な

土地であったと言 う伝聞から推定するに、盗掘や宝探 し (明治時代以降と思われる)がかなり頻繁に行われ

ていた可能性も考えられよう。

筆者は厳密には西部捨て場の精査に携わっていないため、西部捨て場については状況資料から判断して記

述するものであるが、実際に精査に携わった東部捨て場について所見を述べれば、東部捨て場の「標高290

～291m(現況地形)付近」と「 E25グ リッド付近」は、十和田b火山灰が互層を示す ことにより比較的明

瞭に再堆積層を確認できた (遺物包含層であるⅢ層が、十和田b火山灰に狭まれている地点が局所的に見 ら

れる)。 上記 した「標高290～291m付近」は、斜面傾斜変換点付近に相当するため、第116図 など現況地形段

階での等高線を記 した図をみるとおり、等高線の間隔が他より狭く、傾斜角度が急である。「 E25グ リッド

付近」は、現況地形からは穏やかな傾斜地と読み取れるが、表土を除去すると急な落ち込みが確認されるな

ど当初竪穴住居跡と判断した経緯のある地点である。実際の旧地形は傾斜変換が顕著に確認される地点であっ

た。東部捨て場の他の部分については、再堆積と明瞭には把握できなかったが、層の細分を行った土層ベル

トを観察する限り、遺物の出土状況から整堆積とは言い難い地点が頻繁に確認された (例 としては大洞 B式

が出土 している同一層から十腰内 I式が出土 し、その下位から十腰内Ⅱ式が出土するケースなど)。

ただ、後～晩期の遺物包含層 (Ⅲ層)の下層に堆積するⅣ層 (前期土器少量出土層)か らは、後期・ 晩期

の遺物の出土は皆無であり、Ⅲ層とⅣ層の混在が少ないことは野外調査時から把握できた経緯がある。Ⅳ層

について若千説明すると、土色はⅢ層とほぼ同様の黒色～黒褐色土であるが、中撤浮石粒 (縄文前期に降下

した十和田起源の火山灰)の二次堆積が局所的に確認される層である。少量ではあったが、縄文時代前期の

円筒下層 dl～ d2式に比定される土器群は、東部捨て場のⅢ層最下位～Ⅳ層上位で出土 している。Ⅳ層の

堆積は、緩斜面地～斜面地には確認されるが、平坦地部分では希薄であった。また、出土土器群のなかで前

期に属する土器は、円筒下層 dl～ d2式に相当するものが大半 (註 2)であり、現時点での考古学資料か

らは同型式土器は中撤火山灰より新 しいと同定されることから、本来Ⅳ層自体もかなり流出されている可能

性が高い土層とも捉えられる。ただし、円筒下層 d式に相当する土器は、Ⅲ層下位より上位の層ではほとん
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ど確認されていない (た だし、円筒下層式土器に伴うと思われる半円状偏平打製石器と思われる石器が、一

部Ⅲ層上位で出土 している)。 出土する土器から判断 して、Ⅲ層 (後～晩期)とⅣ層 (前期)の混在が少な

いことは明確であるが、Ⅲ層内 (後～晩期)のみ土層の破壊や移動が激 しいことについては、理論的に説明

できかねる。ただ、Ⅳ層の有 り方から「生きていた廃棄単位」部分が、調査方法次第ではⅢ層において確認

できた可能性は考えられよう。

③ 捨て場遺物の掲載方法について

出土遺物は平成 9年度の整理作業の段階で、土器はグリッド毎に、土製品と石器類は器種毎に登録を行っ

た。

層位的な上下関係が破壊されている以上、層位学的には遺物の時期変遷をたどれる資料とは判断できない。

よって、層位的な遺物掲載は不採用とした。ただし、各時期の廃棄占地の傾向や遺物の共伴関係が窺える

ユニットがないのか確認する方法を模索 した結果、土器については以下のような掲載方法を採用することと

した。

先ず捨て場を東西に大別 した上で (観察表上、東部捨て場をGE、 西部捨て場GWと 略称 した)、 それぞ

れの中で地形に沿った形 (現況地形での等高線を基本的な目安とし、現場で実測を行った地形に直交する土

層断面上でのⅢ層の層厚を検討要素とした)で区域を設定 し、設定 した同区域の中ではグリッド順に土器を

掲載することとした。 1つのグリッドが、複数区域に跨がる場合について、 トータルステーションのデーター

がある土器はデーターを参照 し、データーのない土器については3つ に大別 した層位 (Ⅲ層上位 。中位 。下

位)を基準に判断した。なお、等高線の間隔に着眼したのは2点の理由からである。

a 土の流出が激 しいエリアと比較的穏やかなェリアの存在を想定。

b 地形の傾斜方向と調査で設定 したグリッド (平面直角座標系第X系)の直角方向にずれが生じる 鱈関 )

ことから、土の流出する方向を考慮 してグリッドより等高線同士の範囲を優先。

<東部捨て場について> 東部捨て場は、傾斜に応 じて下記の 4区域に区分 し、その区域の中でグリッド順

(例 としてはB21、 B22… )に掲載する。

「斜面上域」 標高291m以上の範囲を主体に遺物包含層の分布する境界付近までを同エリアとする。

「斜面変換点域」 標高290～ 291m付近において、等高線の間隔が特に狭 くなる付近を同エリアとする。下

位の南部浮石粒層あるいは八戸火山灰層まで掘り下げると、より顕著に急傾斜となる地点である。

「斜面中域」 傾斜変換点域の下方で、等高線の間隔が均等になるエリアである。標高287～289m付近に相

当する。遺物の出土が最も多い区域である (た だし、下域は調査区外にも相当広がりそうなので、調査 した

範囲での見解となることを追記する)。

「斜面下域」 調査地においては、斜面の最 も下方に位置するエリアで、標高285～ 287m付近に相当する。

<西部捨て場について> 西部捨て場は、 4区域に区分 し、その区域の中でグリッド順 (例 としてはLl、

L2… )に掲載する。斜面上方域は290～ 291mの 等高線の間隔が特出して広い範囲を一つのエリアとして捉

え、 2区分 した。その下方の標高282～ 290mに かけては、等高線の間隔が均一化を示すため、機械的に上方

を中域 と、下方を中域 2と した。

「斜面上域 1」 291m以上の範囲から遺物包含層の分布する境界付近までを同エリアとする。

「斜面上域 2」  290～291m付近において、等高線の間隔が特出して広 くなる付近を同エリアとする。
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「斜面中域 1」  標高282～ 290mに かけては、等高線の間隔が均一化を示すため機械的に 2つ に大別 し、286

m以上の範囲を同エリアとする。中域 と。2と 区分 した段階では遺物の出土状況を意識 した設定ではなかっ

たが、結果として中域 2か らは遺物の出土が皆無に等 しい結果となった。

「斜面中域 2」  斜面中域の下方の無遺物地帯を斜面下方域とする。標高282～ 286m付近に相当する。

(2)捨て場の層名について (報告書記載上)

捨て場の層名について、本遺跡の基本層序はローマ数字 (I、 Ⅱ、Ⅲ…)で標記 してきたが、捨て場内に

設定 した土層ベル ト出土遺物と土層ベル トに対比できる状態で取り上げた遺物については、個々の層名はア

ラビア数字 (1、 2、 3… )で行い、細分 したものについてはアルファベッドを付けて区分する。アルファ

ベットは、東部捨て場が小文字 (a、 b、 c… )、 西部捨て場が大文字 (A、 B、 C… )を採用 し、遺物の

観察表の層位の項もそれに準 じている (例 としては、Ⅱ (2a)と かⅢ (3B)と いった具合である)。 遺

物包含層であるⅢ層系を例に説明すると、東部捨て場は 3、 3a、 3b、 3c…、西部捨て場は3A、 3B、

3C… といった標記である。

遺物の掲載については、東西の捨て場毎とする。土器については、現況地形の等高線の分布から東西の捨

て場とも上述 した区域毎順に掲載する。第■6図捨て場斜面区域区分図を参照願いたい。

補足資料として、第120図～124図 は、第117～ 119図 に示 した12本の土層断面図の内、 5本の土層断面を部

分的に抽出して拡大 した図である。それらの図に添付 した土器は、細分層位で取 り上げた中から再抽出また

はトータルステーションで取り上げた土器の一部を細分層位に対比させ合成を試みたものである。

(3)東部捨て場 (第■6～ 118図・ 第120～ 121図、写真図版15801590161～ 168)

<位置・概要> C21グ リッドとK23グ リッドを結んだラインより東側が、東部捨て場と呼称する範囲であ

る。土坑や柱穴状土坑の密集する調査区中央部の平坦地との傾斜変換点が、上記 したC21グ リッドとK23グ

リッドを結んだライン付近にあたり、平坦部と比較 してⅡ～Ⅵ層 (黒土)の堆積が急激に厚 くなり、また、

斜面下方に向かうほどⅢ層の堆積が厚 くなる。傾斜方向は南西～北東方向に向かって傾斜 し、標高は斜面上

方付近が290～ 293m、 斜面下方付近が285～ 287mで ある。

第117～ 118図の土層断面①～⑤が東部捨て場の土層断面である。斜面の傾斜角度は平均すると20～25度で、

上記 した「斜面変換点付近」が30～ 40度 と急勾配になる。また東部捨て場内東端部分のC26～ F27グ リッド

付近にかけて、Ⅷ層 (八戸火山灰)上面で旧沢跡を検出した。

<面積> 平面的な広がりは約700Hf弱である。南西～北東方向に傾斜 し、斜面下方に向か うにつれ遺物量

が増加する傾向が窺えることと、等高線の配列から推測すると斜面下方にあたる調査区外の北東側には、か

なりの密度の遺物包含層が広がっていることが予想される。また、斜面上方の南側についても、北東側ほど

ではないまでも遺物包含層が分布するのは確実である。今回調査 した東部捨て場の面積は、全体の2/3以下

と推定される。

<土層の堆積> 第117～118図 に掲載する5本が、東部捨て場の上層断面である。Ⅲ層系が縄文時代後～晩

期の遺物包含層である。

基本層序 I層系は、 1～ lh層に細分 した。表土、攪乱層、盛土、耕作土、Ⅲ層の再堆積土などである。

Ⅲ層の再堆積土については、Ⅱ層系より上位に堆積するものは I層系に含めた。 I層からの遺物出土量は、

若干地点によっても相違があるが、基本的に少量である。
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基本層序Ⅱ層系は、 2～ 2c層に細分 した。十和田 a・ b火山灰の混入 (非 プライマリー)が認められる

土層を基本的に 2層系とした。十和田a火山灰と十和田b火山灰が整堆積を示す地点はなく、また大部分が

ブロック的に確認される場合がほとんどである。南部浮石粒の含有率は、 3%以下である場合がほとんどで、

Ⅲ層系より低い傾向を示す。出土遺物量はⅢ層系についで多 く、割合的にはⅢ層に比べて晩期の土器が後期

の上器より高い。

基本層序Ⅲ層系は、 3～ 3w層に細分 した。南部浮石粒を 3～ 7%含有する黒褐色土層である。堆積様相

は、等高線と水平気味に設定 した土層断面 (第 117図④の図など)を観察すると、 レンズ状を呈することか

ら概ね自然堆積に取れるが、 3r層をはじめ一目瞭然に再堆積層 (土)と 把握できる層が多々見 られる。再

堆積層として捉えられる層が、自然的要因か人為的要因かは判断できかねる場合が多かった。所見的になる

が、捨て場として機能されていた時期は、遺構構築などに伴い遺物 とともに土も頻繁に捨てられていたと思

われるが (人為層)、 永年の時間の中で自然的な堆積様相になったと思われる。

基本層序Ⅳ層系は、 4～ 4h層 に細分 した。上述 したとおり中撤火山灰 (ア ワズナと地元で呼ぶように砂

状を呈する)を混入する黒褐色土層で、同層上位で円筒下層土器が出土 している。

基本層序V層系は、 5～ 5o層 に細分 した。南部浮石粒を10～30%含有する黒褐色土層で、基本的には遺

物は出土 していない。早期の後半から前期前半に形成された土層と推定される。

基本層序Ⅵ層系は、 6～ 6b層 に細分 した。V層より南部浮石粒の含有率が高い黒褐色土層で、V層 とⅦ

層 (南部浮石粒層)の漸移的層と思われる。基本的には遺物は出土 していない。

基本層序Ⅶ層系は、 7～ 7a層に細分 した。南部浮石粒層で縄文時代早期に降下 したテフラで、本遺跡か

らはI～Ⅲ層で同テフラより古いと推定される早期の土器が微量出土 しているが、同層下位からの出土遺物

はない。

基本層序Ⅷ層系は、 8～ 8b層に細分 した。八戸火山灰層である。

古地震に伴う噴砂は、 9層 と命名 して一括する。

10層 は、調査区境南側で作成 した土層断面①において確認された調査区外に延びる竪穴住居の埋土と思わ

れる土層である。今回の調査では平面的には把握できなかったため、遺構登録はしていない。

<包含層中に構築されている遺構> 東部捨て場上方付近には、晩期 と推定される住居跡 (B21・ 22、 C22・

23・ 24グ リッド付近)や掘立柱建物跡などが、包含層中に構築されている。

調査区外南側にはかなりの密度で住居跡が存在する可能性があり、また上述 したとおり遺物包含層は調査

区外の北東側に広がることは明確である。旧沢跡は、 C26～ F27グ リッド付近にかけて、Ⅷ層上面で検出 し

た。沢跡に堆積する埋土の様相から、縄文時代前期以前に埋没 した可能性が高い。

<その他> 斜面下方付近のF26・ 27、 G25・ 26グ リッドから地震に起因すると思われる液状化現象 (噴砂)

がⅢ層中で確認された。包含層を哉っていることから縄文時代晩期以降に大規模な地震が発生 したと推定さ

れる。また、沢跡の東側付近で、数力所の雨裂跡が確認された。土層断面②や③に見 られる土坑状を呈する

落ち込みが雨裂跡である。

<出土遺物>(第196～ 241図1201～ 1651、 第297～307図2180～ 2424、 写真図版216～ 247、 282～ 305、 307～

360)東部捨て場からは、大コンテナ250箱分以上の遺物が出土 した。土器類や石器類に混 じり炭化物、焼

土ブロック、獣骨片が併せて出土 している。個々の遺物の内容は観察表と実測図を参照戴きたい。

土器 (第 196～241図1201～ 1651、 第297～307図2180～ 2424、 写真図版216～ 247) 東部捨て場からは、 コン

テナ約250箱分の上器が出土 した。その中から451点 (第二次登録土器)を掲載する。完形及びほぼ完形のも
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のが多く、残存率50パ ーセント以上のものだけで■50個体に及ぶ。それらに分類の資料となりそうな破片を

含め一次登録 し、分析対象とした。以下に同一グリッド・ 同一層位のまとまりを感 じるものを抽出してみる。

1203の 切断蓋付き壷は、上位の 3a層 と下位の3e層から別々に出土 した。 3a層 と3e層 は、間に3c層

(約40cmの層厚)を挟む。12Hと 1221は同グリッドで 3b層から出土 している。 1229と 1231は 同グリッドで

3a層から出土 している。1462の人面付き注目土器 ?は、1458、 1461と 同一層で出上 している。1467～ 1471、

1482～ 1486、 1611～ 1613は それぞれ一括気味での出土である。

上製品 (第297～307図 2180～ 2424、 第318～ 326図、写真図版282～305)

石器 。石製品 (第327～ 330図 2834～ 2931、 第334・ 335図3031～ 3050、 第337・ 338図3080～ 3109、 第340～ 342

図3133～ 3156、 第346図 3181～ 3187、 第347図3194～ 3209、 第348図 3210～ 3215、 第349～ 354図3224～ 3272、 第

360図3320～ 3324、 第362図3338～3347、 第363図 3352、 第364～ 369図 3359～ 3426、 第373図 3471、 第374・ 375

図3477～ 3510、 第376～ 378図3539～ 3549、 第認醒印558～ 3370、 第 81～383図3592～3596・ 3599～360へ 第385。

386図3618～ 3626、 第387図 3640～ 3641、 第388図3643～ 3645、 第389図3651・ 3652、 第390・ 391図3658～ 3670、

第393図 3685・ 3688・ 3689、 第394～ 398図 3700～ 3733、 第400図 3759・ 3760、 写真図版307～ 360)

鉱物 (写真図版360)

(4)西部捨て場 (第 118～ 119図・ 122～ 124図、写真図版160。 169～ 172)

<位置 。概要> 西部捨て場は、概ねG8グ リッドと018グ リッドを結んだラインより西側の範囲である。

傾斜方向は南東から北西方向で、標高は斜面上方付近が290～294m、 斜面下方付近が284～ 286mで ある。

斜面の傾斜角度は平均すると15度程で、東部捨て場より幾分勾配が穏やかである。

<面積> 平面的な面積は1100だ強である。遺物は、真北方向に向かうにつれ出土量が増加 し、斜面中域 2

とした調査区北西端付近からの出土は皆無となる。調査区外の北側付近 (012～ P14付近より北側)か らの

遺物量や等高線の有り方から推定 して、遺物包含層の主体は、北側調査区外に広 く分布する可能性がある。

<土層の堆積> 第118～119図 に掲載する6本が、西部捨て場の土層断面である。個々の層の土質や南部浮

石粒の含有率などは、東部捨て場と様相がほとんど変わらないため、記述は割愛する。

基本層序 I層系は、 1～ lE層に細分 した。

基本層序Ⅱ層系は、 2～ 2A層 に細分 した。

基本層序Ⅲ層系は、黒褐色シル トを主体とする遺物包含層である。南部浮石粒は概ね 1～ 3%含有される。

上位相当を 3～ 3」 層に細分 し、中位相当を 3Z層 と呼称 した。遺物は上位層からの出土が圧倒的に多い。

炭化物や焼土粒、獣骨片を含む

基本層序Ⅳ層系は、 4層 と呼称する。中搬火山灰を含有する層である。 4層の中で細分は行っていない。

基本層序V層系は、 5層 と呼称する。南部浮石粒を10～30%含有する黒褐色土層で、基本的には遺物は出

土 していない。早期の後半から前期前半に形成された土層と推定される。

基本層序Ⅵ層系は、 6層 と呼称する。V層より南部浮石粒の含有率が高い黒褐色土層で、V層 とⅦ層 (南

部浮石粒層)の漸移的層と思われる。基本的には遺物は出土 していない。

基本層序Ⅷ層系は、 7層 と呼称する。南部浮石粒の純層である。

基本層序Ⅷ層系は、 8層 と呼称する。八戸火山灰層である。

基本層序Ⅸ層系は、 9層 と呼称する。八戸火山灰より下位に堆積する火山灰層である。

<包含層中に構築されている遺構> 西部捨て場内は、比較的傾斜角度の穏やかなL13・ N14グ リッド付近
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に土坑や柱穴状土坑及びKll住居跡 (直径約16mの大形の住居跡で、同住居跡プランの1/3程が包含層中で

ある。)が構築されているものの、遺構構築が密ではなかった。

<出土遺物>(第242～ 295図 1652～ 2170、 写真図版247～ 280、 284～ 306、 308～360)土器類・石器類など

の遺物と炭化物、焼土ブロック、獣骨片が出土している。個々の遺物の内容は観察表と実測図を参照戴きた

ヽヽ。

土器 (第242～ 295図1652～ 2170、 写真図版247～280) コンテナ230～ 250箱分が出土 した。 その中か ら519

点を掲載する。完形及びほぼ完形のものが多く、残存率50パーセント以上のものだけで総数が約H56個 体

(註 4)に及ぶ。東部捨て場と比較 して、十腰内V式期の上器が多い傾向が窺える。以下に同一 グリッド・

同一層位のまとまりを感 じるものを抽出してみる。1675～ 1677、 1686～ 1689は 一括気味での出土である。

1769と 1771は同一層出土。1779～ 1795については共伴気味での出土。 L12グ リッド出土の1819～ 1823・ 1826・

1827は、後期中葉期がまとまって見られる。1831～ 1849は M10グ リッドⅢ層上位出土で、一括気味の資料 で

ある。1850～ 1859は Mllグ リッド出土のまとまった資料と捉えられる。1862、 1864、 1866は、M13グ リッ ド

3A層出土一括である。1868の 人面付き香炉形土器は表土からの出土である。1870、 1871、 1876は N13グ リッ

ド3A層出土一括であるが、個々の土器を見ると時期差があるようであり、混在 している様相が窺える。

1949～ 1953は一括気味の資料であろう。2038～ 2070は P14グ リッドからのほぼ一括資料である。2080～ 2084

はM9グ リッド出土のまとまった資料である。

土製品 (第308～ 317図2405～ 2544、 第318～326図、写真図版284～ 306)

石器・石製品 (第330～ 333図2932～ 3037、 第335・ 386図3054～3077、 第3380339図3110～ 3129、 第343～ 345

図3157～ 3179、 第346図3188～ 3192、 第347図3205～ 3208、 第348図3216～ 322、 第354～ 359図3273～ 3319、 第

360・ 361図3325～ 3335、 第362図3348～ 3349、 第363図3353、 第369～ 371図3427～ 3455、 第373図 3472・ 3473、

第375図3511～ 3536、 第378・ 379図3552～ 3556、 第380・ 381図 3579～3588、 第382図 3597・ 3598、 第383・ 384

図3606～ 3614、 第386図3627～ 8635、 第387図 3642、 第388図 3646～ 3648、 第3890390図 3653～ 3657、 第391・

392屁∃3671-3684、  傷営393S雪 3686・ 3687、  今害394じ雪3692-3695・ 3697・ 3698、  多寓3980399膠∃3734-3753、  傷密400

図3761～ 3776、 写真図版308～ 360)

鉱物 (写真図版360)

<註>
(註 1)遺 物包含層内に構築されている住居跡や掘立柱建物跡も多く、また検出・精査の作業も黒色土中の為、難航極まり

ない状況であった

(註 2) 西部捨て場から円筒下層式土器群より古い土器が数点出上しているが、東部捨て場からは出土 していない。尚、 中

撤火山灰は、科学的分析からは5300～ 5500年前に降下したと捉えられている。大日向Ⅱ遺跡第 6～ 8次調査で検出されたQⅣ

12住居跡などの事例から判断して、円筒下層a式が中撤火山灰より新しい。

(註 3) 東西の捨て場とも、傾斜方向とグリッドの直角方向は約45度のずれを生じる。

(註 4)東 西の捨て場を比較すると、全般に西部捨て場の方が残存率の高い土器が多い。ただし、接合作業を指示・担当 し

た中川によると、西部捨て場から接合作業に着手し、後に東部捨て場の接合を行った関係により、整理時間が切迫気味となっ

た後半に着手した東部捨て場の方が、全般的に接合を間引かざるをえなかったことに起因する可能性が高い。
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<東部捨て場土層注記>
1  10YR2/1 黒色土 ンル ト 粘性弱  しまり弱 草根多量・南部浮石粒混入

とa 10YR17/1 黒色土  ンル ト 粘性中 しまり中 暗褐色土・ 黒褐色土・ 南部浮石粒多量混入 攪乱層

lb 10YR2/2 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまり弱 木根多量混入

lc 10YR3海 暗褐色土  ンル ト 粘性弱 しまり中 南部浮石粒 7～10%混入

ld 10YR17/1 黒色土 シル ト 粘性弱 しまり弱 耕作機による攪舌L?

le 10YR2/1～ 2/2 黒色～黒褐色土  ンル ト 粘性弱 しまり中 南部浮石粒 3～ 5%混入 攪乱 Or土坑

lf 10YR2/1 黒色土 ンル ト 粘性中 しまりやや中 黄褐色土・ 南部浮石粒10%・ 八戸火山灰40%混入 盛土

lg 10YR2/1～ 3/1 黒色～黒褐色土 ンル ト 粘性弱  しまり弱 木根多量混入 表土 耕作土

lh 10YR17/1 黒色土 ンル ト 粘性中 しまり弱 南部浮石粒 3%以下混入 柱穴 ?

2  10YR2/1～ 3/1 黒色～黒褐色土 ンル ト 粘性やや中 しまり弱 十和田a・ b少量・南部浮石粒 3～ 5%・ 土器混入

2a 10YR3/3 暗褐色土 砂質 シル ト 粘性弱 しまり弱 十和田 b混入

2b 10YR2ρ～3/1 黒褐色土 ンル ト 粘性弱  しまり弱 斜面下方に十和田 a多量混入

2c 10YR3/1 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまり中 南部浮石粒 15%程・ 木炭粒混入

3  10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒 3～ 5%・ 炭化物粒少量混入

3a 10YR2/1～ 2/2 黒色～黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒 7～ 10%・ 炭化物粒・ 土器多量混入

3b 10YR2/2 黒褐色土  シル ト 粘性やや中 しまりやや中 南部浮石粒 1～ 3%混入

3c 10YR3/3 暗褐色土  ンル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒 5～ 7%・ 炭化物粒・ 土器多量混入

3d 10YR17/1～ 2/1 黒色土 粘土質 ンル ト 粘性強  しまりやや中 南部浮石粒 3～ 5%混入

3e 10YR3μ  暗褐色土  ンル ト 粘性強  しまり中 南部浮石粒 5%。 炭化物粒・土器混入

3f 10YR3/3 嗜褐色土 ンル ト 粘性中 しまり弱 Ⅲ層再堆積層

3g 10YR2/3 黒褐色土 シル ト 粘性中 しまり弱 嗜褐色土 との混合土 南部浮石粒 3%・ 炭化物粒・ 土器混入

3■  10YR3/4 暗褐色土 ンル ト 粘性強  しまり中 3e層 の再堆積層 水分に富む

3i 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性やや中 しまりやや中 3b層 と3e層 との混合土 水分に富む

3, 10YR3μ  暗褐色土 シル ト 粘性強 しまり中 3e層 と 6a層 との混合土

3k 10YR2/1 黒色土 泥炭土 粘性弱 しまり弱

31 10YR2/2～ 2/3 黒褐色土 ンル ト 粘性中 しまり弱 3b層 相当 ?

3m 10YR2/2 黒褐色土 砂質 ンル ト 粘性弱 しまり中 南部浮石粒 3～ 7%程・炭化物粒・骨片混入

3n 10YR2/1 黒色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒 1～ 3%・ 土器混入

3o 10YR2/1～ 3/1 黒色～黒褐色土 シル ト 粘性弱  しまり弱 南部浮石粒 5%・ 焼土粒混入Ⅲ層 Or住 居埋土

3p 10YR2/2～ 3/1 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒 7～ 10%・ 炭化物粒混入Ⅲ層 or住 居埋土

3q 10YR2/1～ 3/1 黒色～黒褐色土 砂質 ンル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒 5%。 黄褐色～明褐色土 ブロック・焼±30%混入 Ⅲ層 Or住 居埋土

3r 10YR3/1 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまりやや中 南部浮石粒 7～ 10%。 土器多量混入 皿層再堆積層

3s 10YR3/1～ 2/2 黒褐色土 シル ト 粘性弱  しまりやや中 南部浮石粒 5%混入 Ⅲ層再堆積層

3t 10YR3/1～ 3/3 黒褐色～嗜褐色土  ンル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒 5%混入 Ⅲ層 再堆積層

3u 10YR2β～3/3 黒褐色～暗褐色土  シル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒 3%・ 炭化物粒・ 土器多量 (後晩期含む)混入

3v 10YR2/1～ 3/1 黒色～黒褐色土  シル ト 粘性弱 しまり弱  3d、 3fの漸移層 南部浮石粒 3%。 土器多量 (後晩期含む)混入

3w 10YR17/1 黒色土 ンル ト 粘性やや中 しまりやや中 南部浮石粒 3～ 5%。 上位に土器 (後晩期含む)混入中～下位は無遺物層

3x 10YR3/3～ 4海 暗褐色～にぶい黄褐色土 粘土質 ンル ト 粘性中 しまり弱 南部浮石粒 5%。 炭化物粒・土器多量 (後晩期含む)混入

4  10YR2/2～ 3/1 黒褐色土 砂質 シル ト 粘性弱  しまり弱 中撤火山灰・ 南部浮石粒混入

4a 10YR3/2 黒褐色砂質土  ンル ト 粘性弱  しまりほぼ弱 中撤火山灰多量・ 南部浮石粒 3～ 7%混入

4b 10YR2/1 黒色土  シル ト 粘性弱 しまり弱 中撤火山灰少量・ 南部浮石粒 3%混入

4c 10YR2カ  黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり中 南部浮石粒15%程・炭化物粒混入

4d 10YR2/1 黒色土  ンル ト 粘性中 しまり中 黄褐色土・ 八戸火山灰30%程混入 人為堆積層 ?

4e 75YR17/1 黒色土 泥質粘土質 ンル ト 粘性中 しまり中 南部浮石粒殆ど含まず

4f 75YR17/1 黒色土 泥質粘土質 ンル ト 粘性中 しまり中 南部浮石プロック・ 八戸火山灰 ブロック混入

4g 10YR2/1 黒色土 粘土質 シル ト 粘性中 しまり弱 砂土混入

4h 10YR3/1 黒褐色土 粘土質 ンル ト 粘性中 しまり弱 褐色土・砂土混入

5  10YR2/1 黒色土  シル ト 粘性中 しまり中 南部浮石粒 10%混入

5a 10YR2/1 黒色土 ンル ト 粘性中 しまりやや中 南部浮石粒15～20%混入

5b 10YR17/1～ 2/1 黒色土 シル ト 粘性中 しまり中 南部浮石粒20%程混入

5c 10YR2/1 黒色土  シル ト 粘性やや中 しまりやや中 南部浮石粒10%混入

5d 10YR2/1～ 3/1 黒色～黒褐色土  ンル ト 粘性中 しまり中 南部浮石粒15%混 入

5e 10YR6/6 明黄褐色土  ンル ト質軽石層 粘性中 しまり中 南部浮石プロック層 黒褐色土混入

5f 10YR3/1 黒褐色土 ンル ト 粘性中 しまり中 南部浮石粒10%程混入

5g 75YR2/2 黒色土 シル ト 粘性中 しまりやや中 南部浮石粒20%程混入

5h 75YR17/1 黒色土 ンル ト質泥質砂質土 粘性やや中 しまりやや中 南部浮石粒 3～ 5%混入

5, 75YR1/2 黒色土 ンル ト質軽石層 粘性やや中 しまり弱 南部浮石粒30%混入

5j 75YR17/1 黒色土 ンル ト質泥質砂質土 粘性やや中 しまりやや中 南部浮石粒 3～ 5%混入

5k 10YR2/1～ 2/3 黒色～黒褐色土 砂質 ンル トと泥質 ンル ト質土の互層 粘性やや中 しまりやや中 砂土・ 南部浮石粒 5～ 7%混入

51 10YR2/1 黒色土 泥質 シル ト質土主体に砂質 ンル ト混合 粘性中 しまり中 南部浮石粒 3%以下混入

5m 10YR2/1～ 3/1 黒色～黒褐色土 泥質 ンル ト質土 粘性中 しまり中

5n 10YR17/1～ 2/1 黒色土 シル ト 粘性中 しまり弱 若千水分に富む 南部浮石粒 5～ 7%混入

5o 10YR3/2 黒褐色土 粘土質 ンル ト 粘性中 しまり中 南部浮石粒10～ 15%混入

6  10YR2海  黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり中 南部浮石粒30～40%混入

6a 10YR3/1 黒褐色土 ンル ト 粘性やや中 しまり強 南部浮石粒20～25%混入

6b 10YR3/1 黒褐色土 ンル ト 粘性中 しまり強 南部浮石粒15%混入

7  10YR7/8 黄橙色土 南部浮石粒層

7a 10YR4/6 褐色土 軽石層 南部浮石粒変色層 Ⅶ層再堆積層

8  10YR3/3 暗褐色土 粘土質土 粘性強  しまり中 八戸火山灰層 南部浮石粒 15%混入

8a 10YR2/3 黒掲色土 粘土質土 粘性中 しまり中 八戸火山灰再堆積層

8b 10YR2潟 黒褐色土 と10YR5/6黄 褐色土との混合土 粘土質土 粘性中 しまりやや中 炭化物粒少量混入 Ⅷ層再堆積層

9  10YR4ハ～5/8 黄褐色～褐色土 粘土質土 噴砂 八戸火山灰の噴き上がったものと推定

10 10YR2/2～ 2/3 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり中 南部浮石粒10%・ 炭化物粒・土器 (本住居か ら大洞 Bl古段階相当)混入 B21住居跡状 3号埋土

10a 10YR2/1 黒色土 ンル ト 粘性弱 しまり中 南部浮石粒 5～ 7%・ 炭化物粒少量混入 B21住居跡状 3号埋土
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<西部捨て場土層注記>
1   10YR2/1 黒色土 シル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒少量 。遺物少量混入 現況の表土層 (腐植土)局所的に耕作土層
lA  10YR3/1 黒褐色土  ンル ト 粘性弱  しまり弱 南部浮石粒少量・ 木根多量・遺物混入腐植土層 局所的に人為的攪乱層
lB  10YR3/1 黒褐色土  シル ト 粘性弱 しまり弱 十和田 b少量混入 耕作土層 ?

lC  10YR3/1 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱
lD  10YR2/2 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまり弱 遺物多量混入  3A層 が攪乱され再堆積 した層
lE  10YR3/3 暗褐色土 シル ト 粘性弱 しまり強 3A層 のブロック層 褐色土 ブロック・焼土粒・ 炭化物粒混入 攪乱層
2   10YR3/1 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱 ザラザラしている 十和田 b。 南部浮石粒微量混入 下位に洗い出された砂土 ブロックが見 られる
2A  10YR3/1 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまり弱 十和田 b微量・南部浮石粒・ 焼土粒 。炭化物粒微量混入
3   10YR2/2 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒・局所的に焼土・ 炭化物混入
3A  10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性弱  しまりやや強 南部浮石粒・ 焼土粒・ 炭化物粒多量・ 遺物・骨片微量混入
3B  10YR2/3 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまりやや強 暗褐色土 ブロック・南部浮石粒少量・ 焼土粒・炭化物粒少量・ 遺物・骨片微量混入
3C  75YR2潟  極暗褐色土 ンル ト 粘性中 しまり中 南部浮石粒 3%・ 焼土粒多量・ 炭化物混入
3D  10YR2/2 黒褐色土  シル ト 粘性弱 しまり弱
3E  10YR2/3 黒褐色土  ンル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒微量・焼土粒・炭化物粒微量混入
3F  10YR2/2 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒との混合土 焼上粒微量・炭化物粒・遺物混入
3G  10YR3海 暗褐色土 シル ト 粘性弱 しまり弱 汚れた褐色土 との混合土 焼土粒少量・炭化物粒・ 土器混入
3■   10YR2/2 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまりやや強 南部浮石粒少量 (細 かいもの多い)・ 焼土粒少量・ 炭化物粒 。遺物多量 (後期中～末)・ 骨片多量混入
3■   10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまりやや強 南部浮石粒 との混合土 炭化物粒多量・ 土器 (後期中)混入
31  10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性弱  しまり弱 南部浮石粒微量・ 焼土粒微量・炭化物粒・ 遺物多量 (後期中～末)・ 骨片多量混入
3J  10YR3/1 黒褐色土 シル ト 粘性中 しまりやや強 南部浮石粒微量・焼土粒微量・炭化物粒・ 土器混入 31層 より粘性ややあり
3K  10YR2/2～ 3/1 黒褐色土 シル ト 粘性弱  しまりやや強 南部浮石粒微量・焼土粒・ 炭化物粒微量・遺物 (後期中)混入  3A層 より南部浮石粒少ない
3L  10YR3/1 黒褐色土  ンル ト 粘性弱 しまり弱 細かい南部浮石粒・焼土粒・炭化物粒微量・土器混入
3A1 75YR3カ ～10YR3だ 黒褐色～暗褐色土 ンル ト 粘性中 しまり中 南部浮石粒 3%弱混入 Ⅲ層上位相当
3Al 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱 焼土粒微量混入
3A2 10YR2潟 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱 褐色土粒・ 炭化物粒多量 。上器混入
3A3 10YR3湘 暗褐色土 シル ト 粘性弱 しまり弱 褐色土中に黒褐色土微量・焼土粒・炭化物粒微量混入
3A4 10YR2/3 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまり弱
3A5 10YR2/3 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまり弱 炭化物粒少量混入
3A6 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性弱  しまり弱 炭化物粒少量混入
3A7 10YR3/2～ 3/3 黒褐色～暗褐色土 ンル ト 粘性弱  しまり弱 3Z層 より南部浮石粒多量・斜面下位に遺物混入
3A3 10YR3/2 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまり弱 褐色土・ 暗褐色土・ 南部浮石粒混入
3A9 10Y2/2 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまり弱  3A8層 より褐色土少量混入
3A10 10YR3/1 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱 暗褐色土 との混合土 焼土粒・ 炭化物粒 。土器混入
3Bl 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性中 しまり中 南部浮石粒 3%混入 Ⅲ層中位相当
3Cl 10YR2/2 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまり弱 褐色土・焼土多量・炭化物粒多量・灰多量・ 土器 (後期末～晩期初頭)混入
3C2 10YR2/3 黒褐色土 シル ト 粘性弱  しまり弱 褐色土多量混入
3C3 10YR2/2～ 2/3 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱 褐色土 ブロ ック・炭化物粒少量混入  3Cl層 相当 ?

3C4 10YR2/2 黒褐色土  ンル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒 3%混入
3C5 10YR2/3 黒褐色土  ンル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒 3%混入
3Dl 10YR2/3 黒褐色土 シル ト 粘性中 しまり中 径 3～ 10mmの南部浮石粒 3%・ 焼土粒多量・炭化物混入
3D2 5YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性中 しまり強 南部浮石粒 3%・ 焼土粒多量・ 炭化物混入 Ⅲ層下位相当
3D3 10YR3海 暗褐色土 シル ト 粘性やや中 しまり強 南部浮石粒 3%以下・焼土粒微量・ 炭化物混入 皿層下位相当
3D4 10YR2/2 黒褐色土 シル ト 粘性やや中 しまり中 南部浮石粒 3%以下混入 Ⅲ層下位相当
3D5 10YR3/4～ 4/6 暗褐色～褐色土 ンル ト 粘性中 しまり強 径 3～ 10mmの南部浮石粒 3%以下混入 Ⅲ層下位相当相当
3El 10YR2/3 黒褐色土 シル ト 粘性弱  しまり弱 褐色土 との混合土 焼土粒少量 。炭化物粒・土器混入
3E2 10YR2/3 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱 焼土粒・ 炭化物粒多量混入
3Hl 10YR2/2 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまりやや強 褐色土粒少量・炭化物粒少量・ 土器少量混入
3H2 5YR4/3 1こ ぶい赤褐色土 粘性やや中 しまり強 焼土層 人為堆積
3H3 5YR4海  にぶい赤褐色土 粘性やや中 しまり強 焼土層 人為堆積
3H4 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまりやや強 細かい南部浮石粒多量・焼土粒 。炭化物粒微量混入  3Hl層 相当 ?

3H5 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱 炭化物粒多量・土器混入  3Hl層 相当
3H6 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱 褐色土多量・ 炭化物粒多量・土器多量混入
3H7 10YR2/3 黒褐色土 ンル ト 粘性弱  しまり弱 汚れた細かい南部浮石粒多量混入
3」 1 10YR3/1 黒褐色土  ンル ト 粘性弱  しまりやや強 南部浮石粒微量・焼土粒微量・炭化物粒・土器混入  31層 より粘性ややあり 3J層 相当
3」 2 10YR2/2 黒褐色土  シル ト 粘性弱  しまりやや強 南部浮石粒少量・焼土粒微量・ 炭化物粒・土器少量 (後簸初～中)混入
3J3 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性やや中 しまりやや強 南部浮石粒少量・焼土粒微量・炭化物粒・ 土器少量 (後期初～中)混入
3」 4 10YR2/3 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまりやや強 南部浮石粒多量・褐色土多量・ 炭化物粒微量混入
3」 5 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒少量・炭化物粒微量混入
3」 6 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒少量混入 投乱 ?

3」 7 10YR2/2 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまりやや強 南部浮石粒・ 炭化物微量・ 褐色土少量・ 土器混入
3J8 10YR2/2 黒褐色土  ンル ト 粘性弱 しまりやや強 3」 7層より南部浮石粒少量・炭化物粒微量混入
3」 9 10YR3/3 暗褐色土 粘土質 ンル ト 粘性やや中 しまりやや強 褐色土・黒褐色土・焼土粒混入
3」 10 10YR2/2 黒褐色土  シル ト 粘性弱  しまり弱 3J7層 より南部浮石粒少量 。炭化物粒微量混入
3」 H 10YR2/3 黒褐色土  ンル ト 粘性弱 しまり弱 褐色土・ 南部浮石粒・焼土粒・炭化物粒少量混入
3」 12 10YR2/2 黒褐色土 シル ト 粘性弱 しまり弱 南部浮石粒多量・焼土粒少量 。炭化物粒・土器多量 (後期中)・ 骨片多量混入
3J13 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまりやや強 南部浮石粒少量・ 炭化物粒微量混入
3」 14 10YR2″ 黒褐色土 ンル ト 粘性弱 しまりやや強 南部浮石粒微量・ 焼土・炭化物粒微量・ 土器混入
3」 15 10YR2/2 黒褐色土 ンル ト 粘性弱  しまりやや強 南部浮石粒・ 炭化物粒微量混入
3」 16 10YR2/3 黒褐色土 ンル ト 粘性弱  しまりやや強 南部浮石粒混入
3」 17 10YR2/2 黒褐色土 シル ト 粘性弱  しまり弱 南部浮石粒混入
3Z  10YR2/1 黒色土 ンル ト 粘性中 しまり中 局所的に中撤火山灰・ 汚れていない南部浮石粒混入
4   10YR2/2 黒褐色土 砂質 ンル ト 粘性弱 しまりやや強 中掘火山灰・南部浮石粒微量混入
5   10YR3/3 暗褐色土  シル ト 粘性弱 しまりやや強 南部浮石粒混入
6   75YR2々 ～10YR2/2 黒褐色土 シル ト 粘牲弱 しまりやや強 南部浮石粒多量混入
7   75YR5/6 明褐色土

8   75YR4/6 褐色土 ローム 粘性中 しまり強 南部浮石粒 ?混入 八戸火山灰層 ?局所的に斜面の関係で自然移動 ?

9   10YR5/6 黄褐色土 ローム 粘性中 しまり強 砂土類似だが局所的に粘土化 高舘火山灰 ?層
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第123図 土層断面①
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第V章 出土遺物について

発掘調査で出土 した遺物は、本章で一括 して取り扱うこととする。すなわち遺構内出土分、遺構外出土分

を合わせてである。

3年間の調査で出土 した遺物の総量は、大コンテナに換算 して土器類550箱強、土製品約2324点、石器 。

石製品5330点 である。本稿に掲載 した遺物は、遺構内外合わせた通 し番号となっている。出土点数の多か っ

た遺物については、個々の遺物の中で若干の分類を行った。第125～ 135図 は、その概念図である。

個々の遺物の内容については、紙面の関係もあり代表的なもののみ文章記載を行うこととするので、遺物

の詳細は、基本的に遺物観察表、実測図、写真図版を参照戴きたい。

遺物の出土時の状況について、土中にどのような状態で埋まっていたかなどの出土記録が基本的にはない

ことから、「土器が横倒 しである」とか、「注目部が欠損 していた」とか、「土偶は地面に平坦気味に置かれ

ていた」といった記載は行っていない。調査員の人数にも起因する問題であるが、土偶などの出土状況は本

来重要な記録であったと反省 している。捨て場出土の遺物については、できるだけ出土時の状況写真を写真

図版161～ 172に掲載 したので参照戴 くこととして、お許 し願いたい。

1 土 器

縄文時代早期、前期、後期、晩期、弥生時代初頭・中期の土器が出上 している。主体は縄文時代後期初頭

から晩期前葉である。観察表の項目順にその基準を説明する。

<器種> 器種は、深鉢、鉢、浅鉢、皿、片口鉢、三、注目土器、筒形土器、単孔土器、香炉形土器、双回

土器、異形土器に大別 した。本稿において台 (脚)が付 く鉢類については、弥生時代と思われる土器を除 き

高杯と言う名称を用いず台付き鉢、台付き浅鉢、台付き皿と呼ぶこととした。土器の規模について、当初 は

個々の器種の中で平均的な大きさ以外のものを大形、中形、小形と付けて区分を試みたが、明確な基準値が

見いだせなかったので除外 した。鉢類の器種区分の概念図は第125図 を参照 して戴きたい。 また、主体 とな

る後～晩期の土器については、残存率の高い土器を採用 して深鉢、鉢、壺、注目土器の器種のみ器形分類を

試みた (第 126図～132図 )。 併せて記載する。

深鉢 器高が日径の2/3以上を深鉢とした。

鉢 器高が日径の2/3～ 1/2ま でを鉢とした。台が付 くものも見 られる。

浅鉢 器高が日径の1/2～ 1/3ま でを浅鉢とした。台が付 くものも見 られる。

皿 器高が日径の1/3以下を皿とした。台が付くものも見 られる。

片口土器 日縁部の一カ所に注ぎ日が設けられる (付 けられる)土器を片口土器とした。

壷 基本的には頸部と胴部との接する部分の長さが、最大径の2/3未満を壺とした。ただし、本稿では甕

と言う名称を採用 していないので、甕的な器形のものも壺に含めている。

注目土器 器体側面に注ぎ日が付 く土器を注目土器とした。台が付 くものも見 られる。

筒形土器 器形が筒状を呈する土器を筒形土器とした。

単孔土器 器体側面に孔が穿たれている土器を単孔土器とした。

香炉形土器 仏具の香炉に形態が類似する土器を香炉形土器とした。透かしが入るものが多い。
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双日土器 1個体の土器に 2つ の日縁部を付けた土器を双日土器とした。

異形土器 特殊な形態を呈する土器を異形土器とした。

<残存部位> 残存率の違いで、完形 (完形品や極一部分を欠損する土器や接合により完形個体になった土

器)、 ほぼ完形 (接合作業などにより全体の器形がわかるまで復元された土器、概ね残存率が80パ ーセント

前後の土器に呼称する)、 1/2完形 (残存率50パ ーセント以上のもので日縁～底部までの器形推定が可能と判

断される土器)に区分 し、それ以下の残存率のものは部位の名称 (例 としては日縁部～胴部上半付近までの

破片であれば「日～胴部上半」といった具合)で記載 した。

<口唇部形態> 平縁、波状口縁、山形状口縁、突起、縄文施文の有無と口唇部の形態を明示 した。日唇部

の形態は断面形が丸いものを「丸み」、平坦に面取りが行われた角 (か ど)がつ くようなものを「角状」、内

側に内傾するものを「内削ぎ」と言 う表現方法で明記 した。第125図を参照戴きたい。

<地文> 施文原体の種類を表記する。施文原体の方向については、実測図を参照 して戴きたい。

<内面調整> 内面の調整が把握できる場合について記載する。残存率の良好な土器は、部位によって調整

方法が複数施されるものも少なくない。壺の内面を例に説明すると、日縁部はナデ、胴部はケズリなどといっ

た具合であるが、観察表中には項目幅の関係で部位までの記載は割愛する。

<底部形態 。文様> 底部形態は、大きくは平坦 (平底)、 丸底、台付、上げ底に区分 した。底部文様は、

沈線による文様を持つものがある。その他としては網代痕、木葉痕、笹痕 ?擦過痕などの圧痕が確認された。

<内外面の状況> 内面及び外面に付着物がある場合に、観察表の備考の項に記載する。煤、炭化物、朱

(ベ ンガラ ?)、 黒色顔料 (漆 と思われる)な どが主なものとなる。

<胎土・焼成> 胎土は、基本的に含有率が高いと感 じた混入物のみを記載 している。砂の粒を砂粒、砂粒

よりも径の大きい小石を粗礫、透明なガラス質のものを石英や雲母などと備考に記載する。普通量以下は割

愛 し、記載 していない。ただし、この場合の多量と普通量の基準は説明が困難であり、また見解に個人差が

でると思われることから、観察を行った中川、星によっても若子の食い違いが生 じている可能性がある。あ

くまで参考資料的に取って戴きたい。

焼成は、硬い、やや硬い、普通、やや脆い、脆いの5ラ ンクで観察を行ったが、胎土同様に個人によって

見解にバラツキが生 じるところである。紙面上の項目幅の関係もあり、観察表からは割愛 した。本遺跡にお

いては、晩期の精製土器や後期中葉の精製土器などに硬いものが多く、胎土に砂が多 く入るような土器は脆

い場合が多い。

<分類> 土器の分類は、施文文様や器形などから所属時期の推定が可能な精製土器などはできるだけ周知

の土器型式名に比定させ、詳細な時期判断ができない無文土器や地文のみの粗製土器は基本的には型式名に

比定させない分類を行った。それらの中には、プロポーションから時期推定が可能 と思われるものもあるが、

明確ではないため詳細な位置付けを避けたものもある。ただし、補足すると本遺跡から出土 している精製土
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器は、 9割 9分以上が後期初頭～晩期前葉期 (前十腰内式～大洞BC式)であることから、粗製土器につい

てもその範疇に収まる可能性は高いと判断される。

(1)既知の土器型式との比定

土器の時期区分は概ね以下のような土器型式に比定させて捉え分類 した。なお、本遺跡から縄文時代中期

と思われる土器は出土 していない。

第 I群 縄文早期中葉    吹切沢式、寺の沢式

第Ⅱ群 縄文前期初頭 。末葉 長七谷地 3群、円筒下層 dl～ d2式

第Ⅲ群 縄文後期初頭～末葉 十腰内 I～ V式

第Ⅳ群 縄文晩期初頭～中葉 大洞Bl～ Cl式

第V群 弥生時代前半～中頃 砂沢式 。天王山式

第 二群 縄文時代早期土器

縄文時代早期中葉の貝殻沈線文土器が、微量出土 している。

<第 I群 1類> 貝殻腹縁文施文後に爪 ?に よる刺突文が施文される土器で、吹切沢式 と推定される。器種

は、小片のため明確ではないが、深鉢と推定される。今回掲載 したのは1658の 1点であるが、他に 2点吹切

沢式の可能性がある小片が出土 している。

<第 I群 2類> 貝殻条痕文及び貝殻腹縁文が観察される土器群で、寺の沢式に相当する。数点の出土であ

る。器種は小片のため明確ではないが、全て平縁の深鉢と推定される。2071は胎土に雲母の混入が多 く見 ら

れるなど、他の時期の上器に見られない特徴がある。

第Ⅱ群 縄文時代前期土器

縄文時代前期初頭の長七谷地 3群に比定するものと前期末葉の円筒下層 dl式～ d2式に相当する土器が、

東西の捨て場で出土 している。東部捨て場では、Ⅲ層下位 (Ⅲ層は後～晩期の遺物包含層)～Ⅳ層上位 (Ⅳ

層は中撤火山灰の二次堆積が確認される層)で出土 している。長七谷地 3群相当は数点、円筒下層 dl式～

d2式は大コンテナ 5箱分程出土 している。

<第Ⅱ群 1類> 胎土に繊維が多量に混入される土器群である。長七谷地 3群に相当する土器群と思われる。

器種は小片のため明確ではないが、深鉢と推定される。

<第Ⅱ群 2類> 円筒下層 d式に相当する土器群を本類とした。日縁部文様帯の幅や器形から円筒下層 dl

式と円筒下層 d2式 に細分される。

第二群 2類 -1 円筒下層 dl式に相当する土器群である。器種は全て深鉢である。日縁部文様帯の幅は 3

～ 5 cm程で、押圧縄文が施されるものが多い。胴部には、羽状縄文 (第 1種結束)や木目状撚糸文 (単軸絡

条体第 lA類第 5種)を施文する。胎土には若干量繊維が混入される。内外面に煤が付着するものが多い。

第Ⅱ群 2類 -2 円筒下層 d2式に相当する土器群である。器種は全て深鉢である。頸部に括れを持ち、日

縁部文様体の幅が先行する円筒下層 dl式より広めである。また、波状日縁 も顕著に見 られる。胎土には若

千量繊維が混入する。
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第皿群 縄文時代後期土器

本遺跡で最も出土量が多 く、大コンテナに換算すると400箱分以上となり、その大半が東西の捨て場か ら

の出土である。およそ形のわかる程度にまで復元できた個体数は2000点程で、接合率及び残存率は概ね良好

である。

第Ⅲ群土器は、後期初頭～末葉に至るまでの後期全般に渡る資料と判断される。 しかし、出土地の主体を

占める捨て場からの出土状態は、上下関係の把握が可能な層位状態ではなかった。本遺跡出土の中で主体と

なる土器群であり、住居跡や土坑や捨て場の形成された時期を判断する上でも、時期的な大略を示すことは

必要と考える。ただし、十腰内式編年は問題視される点が多い。

本稿では、鈴木克彦氏が最近発表 した十腰内式編年案である『東北地方北部の編年学研究』を一部参考と

し、本群土器の時期的位置付けを試みた。

本群土器の分類にあたっては、妥当性に欠 く部分の存在も否めないとは思 うが、大略を示 しておくことで、

該期の土器編年の問題提起にはなると考える。なお、分類に際して感 じた問題点などは、第Ⅷ章のまとめと

考察で触れることとする。

追記として、 ミニチュア土器については土製品に含めることとし、土器の分類からは削除した。

<第Ⅲ群 1類> 後期初頭から前棄に位置付けられる土器群で、十腰内 I式期に相当する土器群を一括する。

器種は深鉢、鉢、壺、浅鉢を主体に注目土器や片日鉢が少数見られる。本稿の分類は、鈴木克彦氏が行 っ

た上尾駁 2遺跡出土土器による「十腰内 1式の細分案」(註 1)を参照 して第Ⅲ群 1類 -1と 第Ⅲ群 1類 ―

2に区分 し、十腰内Ⅱ式により近似する特徴のものを 1類-3類 とし、大きくは3時期に区分を試みた。お

およそ鈴木編年案 1～ 3段階 (十腰内 la式)が第Ⅲ群 1類-1、 4～ 5段階 (十腰内 lb式)が第Ⅲ群 1

類-2に比定する (註 2)。 十腰内 正式が大きくは4段階 (4時期)に区分される型式であるのなら、第Ⅲ

群 1類-1に分類 した土器群が、最 も古い段階と古い段階に2分 される可能性を含むものと捉えている。

第Ⅲ群 1類 -1 +腰 内 I式の古い段階と思われる土器群を一括する。

器種は深鉢、鉢、浅鉢、壷などが主体で、台の付 く鉢や浅鉢 も見られる。また壷の中には切断蓋付き壺 も

含まれる。深鉢には完形品が少なく、鉢や大形の壷に完形品が多い。器形的特徴としては、日縁部の形態は

波状 。小波状日縁で 5単位のものが主体である。日唇部の形態は、「丸み」が主体で、折 り返 し口縁のもの

も多い。底部の形態は平坦がほとんどで、底面に沈線文を施文する土器も見 られる。

文様は、渦巻き状文、木状文、弧線状入組み文、括弧文、三角状文、円文などのほか、平行沈線による幾

何学文様、刺突文などが見 られる。また、無文地に沈線文を施文するものも見 られる。傾向としては、磨消

縄文手法は少ない。完形品が多い壼などについて言えば、胴部下半～底部にかけて無文や地文のみのものが

多い。

原体はL無節が主体のようであり、次いで無文のものが多い。単節を施文するものは極端に少ない。

第Ⅲ群 1類 -2 +腰 内 I式の新 しい段階と思われる土器群である。

器種は深鉢、鉢、浅鉢、片回鉢、壺、注目土器で、鉢と浅鉢は台が付 くものが多い。

器形的特徴としては、日縁部の形態は平縁、波状、小波状で、単位は4～ 6で 4も しくは5単位が多い。

日唇部の形態は丸みを主体に角状を呈 し、日唇に縄文及び波状口縁のものの頂部には刻み目が施されるもの

が目立つ。底部の形態は平坦がほとんどで、底面に笹や木葉痕などの痕跡が見 られる土器も多い。

文様は平行沈線による渦巻き状文、帯状文によるクランク状、多条沈線による入組み状文など、非常に多

彩である。また、稚拙な沈線による球根状やカニの鋏状や人面状の特殊文様を施文する土器も見られる。無
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文地に沈線文を施文する土器や磨消縄文手法の割合 も、第Ⅲ群 1類 -1よ り高 くなる傾向が窺える。

原体は、L無節を主体とするが第Ⅲ群 1類 -1と 比較 して単節の割合が高 くなる。

第Ⅲ群 1類 -3 +腰 内Ⅱ式に限りなく近い様相を示す土器群である。

器種は、深鉢、鉢、浅鉢、壺で、小形の壷が多い。深鉢については、文様の施文される完形品がほとんど

見られないが、あるいは地文のみを施文する粗製のもの (第Ⅲ群 6類-1に分類 したもの)が多いものかも

しれない。

器形的特徴としては、日縁部の形態は平縁が主体となり波状や小波状の割合が低い。底部の形態はほとん

どが平坦である。

文様は方形区画文を主体とする。

原体は、L無節と単節の割合が半々程で、無文は激減する。また、頸部に 2条の原体押圧文を施文する土

器も見 られる。

<第Ⅲ群 2類> 後期中葉に位置付けられる土器群で、十腰内Ⅱ式期に相当する土器群を一括する。後期土

器の中で、最も出土量が希少である。後続する十腰内Ⅲ式との区分が不明瞭 (困難)な土器については、第

Ⅲ群 2類 -2を設定 し分類 した。

第Ⅲ群 2類 -1 +腰 内Ⅱ式相当の土器群である。

器種は深鉢、鉢、浅鉢、壺、皿、筒形土器、単孔土器である。筒形土器や単孔土器が出現 し始めるが、注

目土器は確認されなかった。全体の器形が窺える資料としては、小形の壷類が多い。

器形のバ リエーションが増加するようで、非常に多彩な器形が見 られる。日縁部の形態は平縁・ 波状 。小

波状の他に山形状を呈するものもある。日唇部の形態は角状を呈する割合が高 くなり、併せて日唇部に縄文

を施文するものも多くなる。

文様は沈線による連続 S字状文や、やや広めの磨消縄文による入組み文などを主要モチーフとする。

原体は無節が激減 し、単節が主体となる。また、網目状撚糸文を施文する土器 も比較的見 られる。

第Ⅲ群 2類 -2 +腰 内Ⅱ～Ⅲ式相当の土器群である。

器種は深鉢、鉢、浅鉢、壺、注目土器、単孔土器で、台の付 く深鉢 も多 く見 られる。

器形的特徴としては、日縁部の形態としては平縁を主体とし、大形の突起や叉状突起 (二股状の突起)が

付 くものが見 られる。

文様は、磨消帯の幅が広めの曲線帯状文 (」 字やS字状のものが主体)や幾何学的な入組み文や羽状沈線

などが見 られる。また、曲線的磨消縄文を構成する沈線に沿って刺突文を連続 して施文する土器 も見られる。

原体は単節が主体で、無文のものも若干見 られる他、非結東羽状縄文 (1種の原体によるものと2種によ

るものがある)も 見られる。また、節の細かい原体を用いる土器がある。

<第Ⅲ群 3類> 後期中葉に位置付けられる土器群で、十腰内Ⅲ式期に相当する土器群を一括する。

器種は、深鉢、鉢、浅鉢、皿、壺、注目土器、双日土器、単孔土器などである。第Ⅲ群 2類に比べて、注

目土器の割合が高くなる。

器形的特徴は、日縁部の形態は平縁が主体で、器厚が肥厚気味のものも見 られる。日唇部の形態は丸み、

角状の他に内削ぎ (内側に内傾する形状)も 多 くなり、また突起の付 く割合も高 くなる。底部形態は平坦を

基調とするが、本類土器から上げ底状の割合が増加する。

文様は、幅の広めの磨消帯による帯状文を基調とする。帯状文によるモチーフとしては、木の棄決、す刺点

C字状といった入組み文様が多い。加曽利B式に類似する特徴である刻目帯が見 られる土器も多い。刻目帯
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を有する土器は、日縁に 1～ 3条の刻目帯 (刻 目が連続施文され全周する)を有 し、日～頸部までを無文 と

し、頸部に再び刻目帯を持ち、胴部に曲線的磨消縄文が展開する1322や 1345の土器などが基本形となろう。

原体は、ほとんどが単節であるが、 0段多条のものが目立つようである。その他の特徴としては、羽状縄

文を施文する割合が高 くなり、日縁部上方や頸部に刻目帯が見 られる。羽状縄文は、 1種類の縄文原体を異

方向に転がして施文するいわゆる異方向縄文より2種の原体によるものの方が高い割合であった。

第Ⅲ群 3類土器群の最大の特徴と思われるのが、他の時期と比べて器面が光沢を強 く感 じる程に研磨手法

が施されることである。この光沢は、研磨手法のみならずおそらくは、製作に使われた粘土自体が精錬され

たものであろうことが推定される。この手法 (調整)は、加曽利B式 と共通する特徴である。また1345は叉

状貼瘤が付加されること、2167の注目土器は文様モチーフなどから、後続する十腰内Ⅳ式に限りなく近い様

相を感 じる土器である。

<第Ⅲ群 4類> 後期後棄に位置付けられる土器群であり、十腰内Ⅳ式期に相当する土器群を一括する。

器種は深鉢、鉢、浅鉢、片口鉢、皿、壺、注目土器、香炉形土器、単孔土器などである。第Ⅲ群 3類 まで

には見られなかった香炉形土器は、本類土器から見られる。

他の類に比べて、全体の器形が窺い知れる資料が多い。器形的特徴は、日縁部の形態は平縁と波状を主体

として、山形状のものが見 られ、器厚が肥厚する土器 も多 くなる。日唇部の形態は内削ぎの割合が高くなり、

大形の突起及び叉状貼瘤が 2個一対や大形・小形を織 り混ぜて付加するものが見 られる。日唇部に付 く貼瘤

状の突起の単位は様々であるが、 5単位が多いようである。底部の形態は、深鉢以外の器種は上げ底状や台

が付 くものが主体となる。

文様は、入組み文様を基調とし、欅掛け状、釣状、木棄状のモチーフが描かれる。入組み状文を構成する

帯縄文内はほとんどが羽状縄文で、磨消縄文と充填縄文の両者が見 られる。また日縁～頸部が無文帯を構成

する土器も多い。羽状縄文を施文する割合は高 く、 2種の原体によるものが主体のようである。また、 0段

多条のものも見 られる。

前型式との大きな違いとして、本類の土器群から貼り瘤が顕者となる。また、欅卦け状の入組み文様の中

には、本類土器と第Ⅲ群 5類土器の何れに属するのか判断の困るものも多いが、それら文様からの区分が困

難なものは、貼 り瘤先端の具合に求め、瘤の先端が「丸い瘤」や「叉状貼瘤」(二股状の瘤)を第Ⅲ群 4類

に、瘤先が鋭 くとがる (先鋭貼瘤と表記)貼 り瘤が付 く土器を第Ⅲ群 5類として、とりあえずの区分材料に

用いた。よって、鈴木編年の位置付けと相違が生 じたとすれば、入組み帯状文による欅掛け状のモチーフの

文様において、第Ⅲ群 4類 と5類の何れに含めるか判断に苦慮する土器であり、瘤の状態を優先 したことに

ある。

また、本稿では細分を試みなかったが、瘤の形態やその付き方から考えて、第Ⅲ群 4類土器は少なくても

3細分 (時期 ?)で きる可能性があるように捉えている。

<第Ⅲ群 5類> 後期後葉～末葉に位置付けられる土器群であり、十腰内V式期に相当する土器群である。

ただし、後期最終末期に相当するであろう土器群については、古い様相と感 じたものを本類 (第Ⅲ群 5類 )

に、新しいと感 じたものを第Ⅳ群 1類 -1に便宜的に振り分けた。よって、分類上支障がある場合は、訂正

願いたい。

本遺跡で出土量の最 も多いのが、当該期の土器である。

器種は、深鉢、鉢、浅鉢、壷、注目土器、香炉形土器、単孔土器、皿などである。四足皿、双胴注目土糸

人面付き注目土器、人面付き香炉形土器などの特殊性を強 く感 じる土器 も見 られる。
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器形的特徴は、日縁部の形態は平縁を主体に山形状、波状が見 られ、器厚は肥厚するものの割合が高 くな

る。日唇部の形態は、内削ぎを主体とし、丸みや角状も見られ、突起についても2個一対の叉状突起や山形

状突起などバ リエーションが多い。底部の形態は、平坦、上げ底、台付きが見 られる。

文様は、入組み状文を基調とする。入組み状文を構成する帯状文は、その幅が狭いものが多 くなり、充填

縄文の割合が高 くなる傾向が窺える。観察所見として、十腰内V式期に多 く見 られる幅の狭い帯状文内 (言

わば枠の中に)に、無理に羽状縄文を構成するように施文するには、必然的に充填縄文が多用されても不思

議はないように思う。磨消縄文か充填縄文かの判別は、特に念入りに観察を行った結果から言及 しているつ

もりであるが、その判別に苦慮する土器が多かったのも事実である。十腰内V式に充填縄文が多い可能性に

ついては、本遺跡資料の特徴なのかあるいは全般的な傾向なのか今後の検討 としたい。

施文文様から十腰内Ⅳ式との区分が難 しい土器群については、付加される貼り瘤の種類でとりあえず区分

を試みた。また、数条の微隆起線により入組み文様を構成する土器群については、福島県の新地式に類似す

る土器群であろう。ただし、該期の土器を出土 している青森県の遺跡の発掘調査報告書などを散見 しても、

特別珍 しい土器ではないようである。他地域からの搬入品的なものか、あるいは文様手法の一つのバ リエー

ションなのか検討を要するが、時期的には後期末葉での位置付けで問題ないと思われるので、ここでは特別

扱わない。

<第Ⅲ群 6類> 後期に比定されると思われる粗製土器及び無文土器を一括する。すなわち地文のみを施文

する深鉢や無文の精製土器 (鉢や注目土器)な どが該当する。第Ⅲ群 6類土器の時期的な位置付けについて

は、明確な同定法方とは言い難いが、器形や胎上の特徴及び精製土器に見 られた諸特徴を考慮 して、時期の

位置付けを試みた。無文土器は捨て場からの出土が多い傾向が窺える。

第Ⅲ群 6類 -1 後期初頭～前葉と推定される土器群である。器形的特徴としては胴部上半～日縁部にかけ

て外傾する1606や 2022の深鉢が基調となる。網目状撚糸文を施文する土器や頸部に原体押圧縄文を施文する

土器、及び口唇部に縄文を施文する土器などを主体とする。その他の特徴として、複合日縁のものや底部に

笹、木葉痕、網代痕などの圧痕を持つ土器も多い。

第Ⅲ群 6類 -2 後期前～中葉と推定される土器群である。器形的特徴として、深鉢は頸部～日縁部にかけ

て外反する土器などを基調とする。刻目を持つものや 1種の原体を使用 した異方向による羽状縄文のものな

ども含めた。底部に笹、木葉痕、網代痕などの圧痕を持つ土器も本類まで見られるように思う。

第Ⅲ群 6類 -3 後期中～後葉と推定される土器群である。器形的特徴として、深鉢などは底部～日縁部ま

で外傾気味に立ち上がるものを基調とする。 2種の原体による羽状縄文のものは、基本的に本類に含めた。

上面観が楕円形を呈する土器なども多々見 られる。

第Ⅲ群 6類 -4 後期後～末葉と推定される土器群である。無文土器の中には、全面を研磨 した精製土器と

言えるものと粗面のままのものがある。一部晩期と思われる土器を含んでいる可能性がある。

第Ⅳ群土器 縄文時代晩期土器

後期に次 ぐ出土量である。大洞式諸型式に比定させ、分類を行った。後期の土器は捨て場出土が主体であっ

たが、晩期の土器は住居跡からの出土を主体とする。全般に完形資料は少なく、破片が多い。

<第Ⅳ群 1類> 縄文時代晩期初頭～前葉に位置付けられる土器群で、大洞B式期に相当する土器群を一括

する。新・古 2時期に大別 したものもある。1259。 1870(安行 3c式 ?)な ど他地域の影響を強く感 じる土
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器が、若干量見 られる (搬入品あるいは異系統土器か)。

第Ⅳ群 1類-1 晩期初頭の大洞Bl式に比定 して分類 した土器群であるが、後期最終末の土器群が混在 し

た可能性は否めない。須藤 la期、「小井田Ⅳ遺跡」第Ⅱ群第 6類、「田柄貝塚」第Ⅶ群に類似する後期と晩

期の過渡期と思われる土器群についても、区分は明瞭ではない。

器種構成は、深鉢、台付深鉢、鉢、浅鉢、皿、壺、注目土器である。文様を施文する深鉢や鉢形土器が、

本遺跡の資料には希少と言える。また地文はRLが主体で、羽状縄文や無文土器 も相当数見 られる。該期土

器の資料が豊富な『山井遺跡発掘調査報告書』を参照 した結果、「山井遺跡」下層出土土器 と類似する資料

が、本遺跡の中にも散見される。また「道地Ⅲ遺跡」 FⅡ -9号住居跡出土土器などにも、類似する。

文様は、入組み三叉文を主要文様とする。捨て場内出土より住居跡出土に良好な資料が見 られる。 239、

243、 247、 1681、 1889な どの土器の時期は検討を要 しよう。

第Ⅳ群 1類 -2 晩期前葉に位置付けられる土器群で、大洞B2式に相当する。三叉文を主要文様 とする土

器群で、入組み三叉文や玉抱き三叉文と呼ばれるモチーフの土器が多い。器種構成は深鉢、鉢、台付鉢、浅

鉢、台付浅鉢、皿、壷、注目土器である。地文はLRを主体とする。

<第Ⅳ群 2類> 縄文時代晩期前葉に位置付けられる土器群であり、羊歯状文を施文する土器群である。 2

時期に区分 したものもある。

第Ⅳ群 2類 -1 大洞B2式 と大洞BC式の漸移的と判断される土器群であり、大洞BCl式 に位置付けら

れると判断される土器群を一括 した。器種構成は鉢、台付浅鉢、台付皿、注目土器で、鉢を主体とする。地

文はLRを主体とする。

第Ⅳ群 2類 -2 大洞BC2式 に相当する土器群で、羊歯状文を主要文様とする。器種構成は深鉢、鉢、浅

鉢、台付浅鉢、台付皿、壺、注目土器である。地文はLRを主体とする。

<第Ⅳ群 3類> 縄文時代晩期中葉に位置付けられる土器群で、大洞Cl式に相当する。出土量は数点で、

先行する第Ⅳ群 2類と比較 して、極端に減少 (消える)す る。1246の雲形文を施文する注目土器は、丸底状

を呈する。

<第Ⅳ群 4類> 縄文時代晩期中葉に位置付けられる大洞C2式相当の土器群を意識 して設定 したが、該当

する土器は見当たらなかった。

<第Ⅳ群 5類> 縄文時代晩期初頭～前葉に属すると思われるが、詳細な時期の位置付けが困難な地文のみ

を施文する粗製の深鉢・鉢を一括する。

<第Ⅳ群 6類> 縄文時代晩期初頭～前葉に属すると思われるが、詳細な位置付けが困難な無文土器を一括

する。無文ではあるが、作り方や調整が丹念であり、精製土器に区分されると判断される土器群である。主

に注目土器や壺形土器が該当する。

第V群 弥生土器

弥生時代に属する土器群を本群とする。微量の出土点数であり、何れも小破片である。初頭の砂沢式に相

当するものと中～後葉の天王山式に相当するものが出土 している。

<第 V群 1類> 変形工字文の施文が見られることから、砂沢式に相当すると思われる。502と 503は付き起

こし状の刺突文を施文する。Kll住居跡から1点、H18土坑13号埋土中から1点、 117土坑 4号埋土中か ら

1点、東部捨て場から1点出土 している。
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<第V群 2類> 交互刺突文の施文が見 られることから天王山式に相当すると思われる。Kll住居跡PPlか

ら1点、Gll住居跡埋土中から1点出上 している。
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(2)本遺跡に見られる縄文時代後期～晩期土器の器形について

本遺跡における縄文時代後～晩期にかけての土器は、捨て場を中心に膨大な量が出土 した。出土状況は発

掘調査時点から完形品 。ほぼ完形品及び一括破損 している個体での出土が多 く、壊れたから土器を捨てたと

は思われない出土状態のものが多々見 られた。接合 。復元作業を行った結果、接合 した破片同士 も多 く、残

存状況は良好と言える。型式学的に見れば良好な資料を提供するものと判断され、多種多様な器形の土器が

見 られた。

分類上の問題と検討も兼ねて、本遺跡から出土 した完形土器をモデルとし、それぞれの器種の中で器形分

類を試み文様帯を図示 した。文様帯の名称については、第125図 に示 した山内清男博士に従 う。設定 した器

形分類では位置付けの難 しい器形の土器については、器形の部分一致、あるいは文様帯の類似性を優先とし

て、とりあえず分類を行った。詳細については第Ⅶ章で記述することとする。

本章では、第126～132図 に掲載 した概念図の説明とモデル土器の明示を行い、第Ⅶ章において、本稿で行っ

た分類の補足を兼ねて、検討を行うこととする。なお、完形資料が希少な浅鉢と皿及び特殊な土器 と思われ

る香炉形土器、筒形土器、双口土器、異形土器は除外 した。

深鉢、鉢、注目土器、壷の器種とも以下の基準で細分する。鉢については、「日径と器高の割合」 は割愛

する。

<口径と器高の割合>
I 器高に最大長を持つ

Ⅱ 口径と器高がイよば同じ長さ

Ⅲ 日径が器高より長い

<日縁部形態>
1 平縁

2 波状回縁 (単位はとりあず検索から削除する、個々の器形の中で傾向について触れることとする)

3 山形状日縁 (単位はとりあず検索から削除する、個々の器形の中で傾向について触れることとする)

<底部形態>
a 平坦

b 上げ底状 (や や上げ底状のものも含む)

c 丸底状 (や や丸底状のものも含む)

d 台付き (台の大小はとりあえず検索から削除する、個々の器形の中で傾向について触れることとする)

深鉢

底部～回縁部までの器形で深鉢A～Hの 8種類に区分 した。

<深鉢A> 底部から頸部にかけて外傾気味に立ち上がり、頸部から日縁部にかけて外反あるいは外傾気味

とこ立ち上がる。

深鉢A― I-1-a(モ デル1649、 2170)、 深鉢A― I-1-b(モ デル1219)、 深鉢A― I-2-a(モ デ

ル1606、  1920、  2022)

深鉢A― Ⅱ-2-a(モ デル1216)

-194-



深鉢A― Ⅲ-2-a(モ デル1386、 1519、 1921)

<深鉢B> 底部から胴部上半にかけて外傾気味に立ち上がり、胴部上半付近に膨 らみを持ち、日縁部にか

けて幾分内湾 した後に外反する。甕に近い器形と言える。

深鉢Bにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は5種である。B― Ⅲ-2-aと して採用 した土器

群は、深鉢Aと深鉢Bの折衷的な器形と言えるが、今回は深鉢Bに含めることとする。

深鉢B― I-1-a(モ デル1314、 1406、 1585)、 深鉢 B一 I-2-a(モ デル1319、 1473、 2159)

<深鉢C> 底部から日縁部まで外傾気味に立ち上がる。

深鉢Cにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 4種である。

深鉢C― I-1-d(モ デル1407)

深鉢 C― Ⅱ-1-a(モ デル1294)

深鉢 C― Ⅲ-1-a(モ デル1288)、 深鉢 C一 Ⅲ-2-d(モ デル1436)

<深鉢D> 底部から胴部中位付近まで曲線的 (膨 らみ気味)に立ち上がり、1同部中位に括れを持ち (内湾

気味)、 日縁部にかけて外傾気味に立ち上がる。幾分日縁部上位付近で直立気味のものが多い。

深鉢Dにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は8種である。

深鉢D― I-2-b(モ デル2137)

深鉢D― Ⅲ-1-a(モ デル1997)、 深鉢D― Ⅲ-1-b(モ デル2111)、 深鉢D― Ⅲ-1-d(モ デル179駄

2139)、 深鉢D― Ⅲ-2-b(モ デル1818、 2157、 2164)、 深鉢D― Ⅲ-2-な し (モ デル2004)

<深鉢E> 底部から胴部中位付近まで曲線的に立ち上がり、胴部中位にやや括れを持ち、日縁部にかけて

外傾気味に立ち上がる。胴部中位付近の括れは、深鉢Dよ り弱い。

深鉢 E― I-2-b(モ デル1776)

深鉢 E一 Ⅱ-1-b(モ デル304)、 深鉢 E一 Ⅱ-1-d(モ デル1341)、 深鉢 E― Ⅱ-2-b(モ デル1855)

深鉢 E― Ⅲ-1-b(モ デル1347、 2091、 1266)、 深鉢 E― Ⅲ-1-a(モ デル1857)、 深鉢 E― Ⅲ-3-b

(モ デル1772)

<深鉢F> 底部から胴部上半まで曲線的に立ち上がり、頸部が括れ、日縁部にかけて外傾気味に立ち上が

る。

深鉢 F― Ⅲ-1-a(モ デル2143)、 深鉢 F― Ⅲ-1-b(モ デル1795)

<深鉢G> 底部から口縁部にかけて屈曲を持たず、おだやかな曲線的に立ち上がる。

深鉢G― Ⅲ-1-a(モ デル1502、 2094、 2156)、 深鉢G― Ⅲ-1-b(モ デル2032)、 深鉢G― Ⅲ-1-d

(モ デル115、 1743)

<深鉢H> 底部から口縁部にかけて緩 く曲線的に立ち上がる。

深鉢H― I-1-a(モ デル1762)、 深鉢H― I-1-b(モ デル157)、 深鉢H― 正-2-a(モ デル169の、
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深鉢H― Ⅱ-1-d(モ デル238)、 深鉢H― Ⅱ-2-a(モ デル1729)

深鉢H― Ⅲ-1-a(モ デル1661、 1268)、 深鉢H― Ⅲ-1-b(モ デル1620)、 深鉢H― Ⅲ-1-d(モ デ

ル239、  253)

鉢

底部～日縁部までの器形の違いで10種類に区分 した後、日縁部の形態 (1～ 4)と底部の形態 (a～ d)

を加味して区分 した。

<鉢A> 底部から胴部中位まで曲線的に立ち上がり、胴部から頸部まで内湾 した後、日縁部にかけて外反

する。

鉢A-2-a(モ デル2030)、 鉢A-2-d(モ デル1397)

<鉢B> 底部から胴部中位まで外傾気味に立ち上がり、胴部から頸部まで内湾 した後、日縁部にかけて外

反する。

鉢B-1-a(モ デル1969、 2035)、 鉢B-1-d(モ デル1326、 1329)

鉢B-2-d(モ デル1534)

<鉢 C> 底部から胴部上位まで曲線的に立ち上がり、日縁部にかけて僅かに外反する。

鉢C-1-a(モ デル2068)、 鉢C-1-d(モ デル1247)

<鉢D> 底部から頸部まで外傾気味に立ち上がり、頸部で僅かに括れ、日縁部にかけて外傾する。

鉢D-1-a(モ デル1464、 1404、 1434、 1464)

<鉢 E> 底部から日縁部まで外傾気味に立ち上がる。

鉢E-1-a(モ デル1417、 1539、 1950、 2127)、 鉢E-2-a(モ デル1529、 1897)

<鉢 F> 底部から頸部まで曲線的に立ち上がり、頸部から内湾気味に立ち上がる。

鉢 F-1-a(モ デル2005)、 鉢F-1-d(モ デル1936)

<鉢G> 底部から胴部上半付近にかけて曲線的に立ち上がり、頸部を持ち、日縁部にかけて外反する。

鉢G-1-a(モ デル1979)、 鉢G-1-b(モ デル1581、 1687)

<鉢H> 底部から胴部中位付近にかけて曲線的に立ち上がり、日縁部にかけて穏やかに外傾 した後、強 く

外傾する。

鉢H-1-d(モ デル1560、 1578、 16H、 2082)

<鉢 I> 底部から日縁部にかけて曲線的に立ち上がる。

鉢 I-1-a(モ デル1448、 1794、 2101)、 鉢 I-1-b(モ デル1360、 450)、 鉢 I-1-c(モ デル1888、
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1958)、 鉢 I-1-d(モ デル1494)

<鉢 」> 底部か ら胴部まで曲線的に立ち上がり、括れを持 った後、日縁部にかけて直立気味に立ち上がる。

鉢 」-1-b(モ デル1750、 1693)、 鉢 J-1-d(モ デル156)

堅

底部～日縁部までの器形の違いで20種類に区分 した後、日径と器高の割合 (I～Ⅲ)と 口縁部の形態 (1

～ 4)と底部の形態 (a～ d)を加味して区分 した。

<壷A> 底部から胴部中位まで曲線的に外傾 し、胴部中位から頸部にかけて内湾 し、頸部から口縁部にか

けて外反する。広日形の壺で、胴部中位が張 り出す。

壺A一 I-2-a(モ デル2168)、 重A― I-2-な し (モ デル2018)

<壺B> 底部から胴部下半にかけて外傾気味に立ち上がり、頸部にかけて内湾 し、頸部から日縁部にかけ

て外反する。日が狭い形状を呈する。

壷B― I-2-a(モ デル1408、 2024)

<壺C> 底部から胴部中位にかけて外傾気味に立ち上がり、頸部にかけて内傾 し、頸部から口縁部にかけ

て外反する。壷Bに比べて日縁の開きがより強い。

壷 C― I-1-a(モ デル1389、 1471)、 壷C-2-a(モ デル2008)

<壺D> 底部から胴部中位にかけて穏やかに外傾 し、胴部中位から頸部にかけて内傾 し、頸部から口縁部

にかけて外反する。壷 Cに比べて胴部中位の張り出しが弱 く、幾分頸部が長い形状を呈する。

壺D― I-1-a(モ デル1232、 1482、 1968)

<壷E> 底部から胴部中位にかけて穏やかな曲線的に立ち上がり、胴部中位から頸部にかけて内湾し、頸

部から回縁部にかけて強く外傾する。頸部が長めで胴部中位の張り出しが弱いものが多い。

壺 E― I-1-a(1248、 1300、 1469、 1701)、 壷 E― I-1-b(モ デル1403)

<壺 F> 底部から胴部中位にかけて外傾気味に立ち上がり、頸部にかけて強 く内湾 し、頸部から日縁部に

かけて直立気味に立ち上がる。頸部が長めで日径が広めの形状を呈する広口壺が該当する。

壷 F― I-1-a(モ デル1213、 1214)

<壷G> 底部から胴部中位にかけて曲線的に立ち上がり、頸部にかけてやや内湾 し、頸部から口縁部にか

けて内傾 した後に穏やかに外反する。壷 Fに類似 した形状であるが、胴部中位から頸部にかけて内湾が穏や

かである。広口壷が多い。

壷 G― I-1-a(モ デル1744)、 壷 G― I-1-b(モ デル1677)、 壺G一 I-1-c(モ デル211∝ 189つ
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<壷H> 底部から胴部上半にかけて外傾気味に立ち上がり、頸部にかけてやや内湾し (肩がやや張 り気味

|こ )、 頸部から日縁部にかけて直立気味に立ち上がる。

壺H― I-1-a(モ デル1337、 1716)

<壺 I> 頸部に明瞭な括れを持たず、細身 (ス マー ト)で長目の頸に特徴を持つ壷である。頸部から口縁

にかけてほぼ直立気味に立ち上がる。

壼 I― I-1-a(モ デル1265)、 壺 I― I-1-b(モ デル1939)、 壺 I― I-1-d(モ デル168駄 1850

<壺 」> 頸部に段を持つ壺で、壺 Iに比べて頸が短めな器形を呈する。

壼 」― I-1-b(モ デル1602)、 壷 J― I-1-d(モ デル1252)

<壷K> 頸部に段を持つ壷で、壼Kに比べて日径が広めな器形を呈する。

壺K― I-1-c(モ デル223)

<壺 L> 胴部中位が強く膨らみ、頸部から回縁にかけて内傾する。

壺L― I-1-a(モ デル2160)、 壺L― I-1-d(モ デル1510、 2079)

<壷M> 胴部中位が膨 らみ、頸部に若千の段を持ち、日縁にかけて内傾する。壷 Lに比べて全体の器形は

スマー トである。

壺M― 正-1-b(モ デル1764)、 壺M― I-1-d(モ デル1572)

<壷N> 最大長を胴部上半付近に持ち、肩が張り、頸部から口縁にかけて直立する。

壺N― I-1-b(モ デル1782)

<壼O> 頸部に段を持つ広口壼。

壷O― I-1-b(モ デル532)

<壺 P> 明瞭な頸部を持たない甕型形状を呈する。

壺 P― I-1-a(モ デル194)

<壺Q> 底部が小さめで、胴部上半に幾分の張り出しを持つ。全体の形状は甕型を呈する。

壺Q― I-1-b(モ デル763)

<壷R> 胴部に明瞭な張り出しを持たず、頸も短めの形状を呈する。

壺 R― I-1-な し (モ デル286)

<壷 S> 胴部の形状が球形を呈 し、頸部から日縁にかけてやや外傾気味に立ち上がる。

壺 S― I-1-a(モ デル1296)
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<壺T> 胴部の形状が球形を呈 し、頸部から口縁にかけて直立気味に立ち上がる。

壷T― I-1-a(モ デル1297)

注目土器

底部～口縁部までの器形の違いで 7種類に区分 した後、日径と器高の割合 (I～Ⅲ)と 口縁部の形態 (1

～ 4)と底部の形態 (a～ d)を加味して区分 した。

<注目土器A> 底部から胴部中位にかけて曲線的に立ち上がり内湾 した後、頸部から口縁部にかけて外傾

気味に立ち上がり日縁部の上位で直立若 しくは内傾する。胴部は楕円形気味で日径の幅が広めの広日壺形を

呈する。

注目土器A― I-1-d(モ デル1262)

注目土器A― Ⅲ-1-a(モ デル1876、 1322)

<注目土器B> 底部から胴部中位にかけて曲線的に立ち上がり内湾 した後、頸部から日縁部にかけて直立

気味に立ち上がる。日径の幅が広めの広回壷形を呈 し、注目土器Aよ りやや頸部が長目である。

注目土器 B― I-1-b(モ デル1705、 1724、 1775、 1929)

<注目土器C> 底部から胴部にかけて曲線的に立ち上がり、日縁部にかけて直立 もしくはやや外反気味に

立ち上がる。明瞭な頸部は伴わない。

注目土器 C― I-1-b(モ デル1745)

<注目土器D> 底部から胴部中位にかけて曲線的に立ち上がり内湾 した後、頸部から日縁部にかけて直立

気味に立ち上がる。

注目土器D― I-1-a(モ デル1858)、 注目土器D― I-1-b(モ デル1610)

<注目土器E> 底部から胴部にかけて曲線的に立ち上がり、頸部から日縁部にかけて僅かに段を持った気

外傾気味に立ち上がる。胴部は球形に近い器形で、頸～日縁部は注目土器A～ Dに比べてスリムである。

注目土器 E― I-1-b(モ デル1302、 1779、 1442)、 注目土器 E― I-1-d(モ デル1786)

<注目土器F> 底部が丸底状で、胴部が算盤の玉状を呈 し、日径はやや広めの器形である。

注目土器 F― I-1-c(モ デル240)

<注目土器G> 底部から胴部にかけて強 く外傾 し、胴部は張 り出しを持ち、頸部から口縁部にかけて内傾

気味に立ち上がる。

注目土器 G― I― c(モ デル1282)
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<註>
(註 1) 『縄文時代第 9号』に著した「東北地方北部における十腰内式土器様式の編年学的研究 。4」 を参照している。

(註 2)鈴 木氏は、十腰内式を述べる場合に十腰内 1式、 2式、 3式、 4式、 5式 と言うようにアラビア数字を用いている

ので、鈴木氏の論文の内容を参照する場合は、アラビア数字で標記する。
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第132図 注目土器器形分類図
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土製品

本稿においては、当時の人間が粘上で製作 したものの中で、土器を除くものを上製品と定義 した。現在の

物との比較から製品と呼称されるものと、なにかしらの要因で偶然できあがった可能性のあるもの、用途が

不明で名称の付け難いものなど様々である。また、本稿においては、土器の小形模造品の可能性があると思

われるミニチュア土器 も土製品類に含めた。

器種構成は、 ミニチュア土器、土偶、動物形土製品、土製装身具、鐸形土製品、分銅形土製品、土鈴、 き

のこ形土製品、スタンプ形土製品、内面渦状土製品 (イ モ貝形土製品)、 スプーン形土製品、釧形土製品、

土錘、土器片再利用土製品 (円盤状土製品 。三角形土製品)、 用途不明土製品に区分 した。

土製品はミニチュア土器及び性格不明の粘土塊を含め総数で2324点 出土 し、その内748点を掲載する。

掲載基準は、特出して点数の多い種類のものはセレクトを行い代表的なものの掲載に留めたが、点数の少

ないものについては原形が良く掴めない残存率の悪いものを除き全て掲載遺物として抽出している。基本的

に1/2ス ケールで掲載を行った。

土製品の中で、ある程度まとまった点数が出土 している鐸形土製品と土器片再利用土製品については、

『大石平遺跡Ⅲ報告書』(1986年 青森県教育委員会)中で行っている分類を参照 し、同様の試みを行った。

(1)ミ ニチュア土器

673点出土 し、143点を掲載する。 ミニチュア土器は、袖珍土器あるいは手捏ね土器などと称されている小

形の上器群で、普通サイズの土器を模倣 したと思われる作 りであるが、煤などの付着がないことから日常用

品 (煮沸具など)と は捉え難い。分類する上で土器類に位置付けるか土製品類に含めるか問題のある遺物で

あるが、本稿では土製品として掲載することとする。また、土器類の中にも大きさ的にミニチュア土器と思

われるものもあるが、基本的には全長 7 cm以下のもので、普通サイズの土器を模倣 したと判断されるものを

ミニチュア土器とした。追記として、全長 7 cm以下と言う値については、本遺跡出土の完形土器を全て観察

した結果から筆者が分類基準に採用した数値であるが、特別な根型のある数値ではないことをお断りして置

く。

出土地点は、遺構内出±18点、東部捨て場396点、西部捨て場250点、表採 9点である。時期は全て後～晩

期で、後期が圧倒的に多い。器種は鉢と壺を主体とする。

本遺跡で出土 したミニチュア土器は、普通サイズの土器と同様の文様特徴やプロポーションを持つものが

ほとんどであり、他遺跡の資料を見ても概ね同様の特徴が窺える。

製作技法としては、手捏ねで製作されるものと粘土帯を積み上げて製作されるものの 2種類あり、手捏ね

で製作 (成形)さ れるものが多い。

器種は鉢、壺、台付鉢、注目土器、浅鉢、皿などで、鉢と壺が主体である。

(2)土偶

人間の形態を模倣、もしくは抽象化 して製作されたと思われる土製品である。部位同士が接合 したものを

1点 として計算 した総点数は313点で、255点 を掲載 した。残存率が逸脱 して悪いもの、例えば何処の部位か

不明な小片などは不掲載とした。

土偶の各部位については、鈴木克彦氏が作成 した「土偶の部位分類図」(鈴木1980年)に習い分類を行 っ
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た。第133図を参照戴きたい。完形品での出土がなく、接合・復元作業により土偶全体の容姿を窺い知れる

ものとしては、2416と 2442の 2点のみである。頸部、胴部 (腹部)、 足部 (脚部)な どにアスファル トの付

着が確認されるものも相当数見られる。

時期は全て後～晩期のもので、後期 (中実)と 晩期 (中空)に大別され、後期に比定されるものが圧倒的

に多い。出土状況としては特殊性は認められず、また土器型式との比定を掴める出土状態ではない。大略と

しての時期的な位置付けは第486～ 494図の集成図に示 したが、細部の検討は行っていない。

後期の中実土偶において、頭部と頸部が接合するものは、全般に顔がやや上向き状態であるものが多い。

全体の傾向としては胴長短足が主体で、足は内側方向にカーブするものが多い。例外として2392な どの足は、

直線的に外側方向に若干開 く。足部の膝頭や足首を表現 した物も見 られる (後期の中でも後半期と思われる)。

以下に代表的なものを取 り上げ文章記載するが、個々の内容は観察表を参照戴きたい。

2416は全長約29.8cm、 幅14.8cm、 厚さ4.7cmの大形の上偶で、左足の一部分を除きほぼ完全な姿をとどめて

いる。結髪が 2つ (兎の耳状)付き、耳と後頭部に貫通孔がある。胴部 (腹部分)は、一度切断した後、 ア

スファル トで補修 したものと思われる。2465の破損の状態を見ると、意図的に壊されている可能陛が窺える。

2486な どのように腹部が膨 らんだ妊婦を表現 したと思われる土偶 もある。2401や 2329に代表される頸が元々

存在 しないと思われる土偶 (頸なし土偶)も数点見 られる。2402は 胡座あるいは路178的なポーズをとるもの

と思われる (他遺跡の事例には子供を抱 く姿を描写 した例などもあるため、安易な推測は謹むべきかもしれ

ないが、「考える人」的な描写である可能性もあろう)。 後期初頭期と思われる板状土偶は、869の 1点 のみ

で、全体の形状が逆三角形を呈する。後期末葉期と思われる259と 3121ま 中空土偶として登録 したが、土器の

日縁などに付 く装飾部かあるいは特殊な器形の土器 (異形土器など)の一部である可能性もある。

(3)動物形土製品

5点出土 し、全て掲載する。四足動物の形態を抽象化 して製作されたと判断される土製品である。猪、負魚

ムササビなどの描写と推定されるが、はっきりとは判断できなかった。

(4)上製装身具

134点出上 し、96点を掲載する。 3種に大別 した。

a 耳飾り 60点出土 し、36点を掲載する。耳たぶに穴をあけて装着するタイプと捉えられる土製品であ

る。耳栓型、輪型、滑車型に区分 し、観察表に記載 した。

b 飾り玉 72点出土 し、58点を掲載する。形状で平玉、角玉、丸玉、子玉、管玉、勾玉、ペンダント状

(ネ ックレス)の 7種 (第 133図参照)に細分 した。

c ベンダント 2点出土 し、全て掲載する。『飾り玉』に分類 したペンダントとは、 とりあえず区分す

る。

(5)鐸形土製品

77点出土 し、32点を掲載する。全体の形状が鐘や鈴に類似 した中空の土製品である。

これまでに本製品を扱った報告書類を参照すると、付けられてきた名称が様々で、「鐸形土製品」のほか

に「鐸形状土製品」、「鈴形土製品」、「土製垂飾」などがある (註 1)。 本稿においては今 日一般的に使われ

ている「鐸形土製品」と言 う名称を用いる。
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本遺跡の出土状況では、土器型式との共伴関係が捉えられなかったが、事例などから推定すれば縄文時代

後期前葉の可能性が高い。

大きさは4 cm前後のものが多 く、沈線による渦巻き文様や弧線状文が主要文様である。文様のモチーフは、

十腰内 I式に施文されるものに類似する。本製品については、『大石平遺跡Ⅲ報告書』に習い、上部にある

突起 (『大石平遺跡Ⅲ報告書』中では「鉦」という名称で呼んでいる。本稿では土器など他の遺物の突起 と

混在しないよう以後「摘まみ」の名称で記述する)の貫通孔の穿つ方向の違いでA～ D類に区分した。なお、

本遺跡にはD類は確認されていない。

A類 開日面と平行で、摘まみの短軸方向に平行に穿孔するもの

B類 開口面と平行で、摘まみの長軸方向に平行に穿孔するもの

C類 開口面と平行で、摘まみが円形であるため、A・ Bの区分のつかない方向で穿孔するもの

D類 開口面と垂直で、摘まみ上面から中空部に向かって垂直に穿孔するもの

(6)分銅形土製品

13点出土 し、12点を掲載する。細部をみるとバラエティーに富み、特に先端の摘まみには丸みを帯びるも

の、 リング状、二股状がある。全般に縄文の施文が見られる。2682は 摘まみ部にアスファル トが付着する。

全般に胎上が良 く、特に2677は 光沢が強い。

(7)土鈴

1点出土 し、掲載 した。本遺跡からは、 1点の出土であり、他の上製品の出土点数と比較 しても稀な一品

であると言える。

(8)キ ノコ形土製品

茸を模 したと思われ、実物に限りなく近い形状を呈する土製品である。 19点 出土 し、残存部が傘の部分

1/3程のもの 1点を除いた18点を掲載する。全て東西の捨て場からの出土である。所属時期の特定や用途推

定になり得る出土状態ではない。

キノコ形土製品についての最近の研究としては、工藤伸一 。鈴木克彦両氏が『青森県文化財調査センター

研究紀要第 3号』に発表 した論文がある。同論文を参照すると、キノコ形土製品は十腰内 1式に伴うことが

多 く、最大の時間幅を考慮 しても中期末葉から後期前葉に存在 し、若子の類例が平安時代の遺跡からも出土

しているようである。本遺跡からも十腰内 I式に比定される土器は、相当量出土 していることから、時期的

には矛盾はない。用途については同論文を参照すると、「貴重な体験か ら食用と判明 した茸を模倣 し、人々

が茸を採取する際などの指針としたのではないだろうか」と結語されている。

本稿においては、スタンプ形土製品と区分 したが、類似する遺物であり、比較検討は行っていないが共通

する属性が存在する可能性がある。

(9)ス タンプ形土製品

3点出土 し、全て掲載する。印面 ?に あたる部分が平坦で、沈線による文様施文が見 られる。2702は キノ

コ形を呈し、数条の沈線が渦巻き状に巡る。2703は平面形が斧状を呈 し、沈線による右巻きの渦巻き文様が

施文される。渦巻きの文様は一見すると内面渦状土製品 (イ モ貝形土製品)に類似する。2704は茎の直線的
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なキノコ形状を呈 し、沈線による花弁状文様が描かれ、中央に円形の刺突文が施される。

(10)内面渦状土製品 (イ モ貝形土製品)

出土地は全て東部捨て場からで、 8点出土 した。直径 6～ 7 cm前後で内面が螺旋状の構造を持つ。イモ貝

を輪切りにした状態に似ていることから、イモ貝形土製品 (註 2)と も呼ばれる。全て東部捨て場からの出

土で、本遺跡からは石製のものは確認されていない。本遺跡から出土 したものは、内面の螺旋状を呈する渦

の方向が、右回りのものだけである。ただし、渦の方向が左回りを呈する出土例が、確認された遺跡もある。

完全な完形品での出土はないが、2705と 2709は ほば完形の状態で出土 した。その他は接合によりある程度ま

で復元された欠損品である。外面調整はやや粗 く、内面調整は比較的丹念である。

本製品の所属時期については、晩期前半に伴 う可能性が高いことは指摘されるところであるが、本遺跡の

出土状況からは土器型式との対比が難 しい。県内の事例としては「蒔前遺跡」(一戸町)、「山井遺跡」 (一戸

町)、 「大芦 I遺跡」(久慈市)な どから出土 している。

名称については、イモ貝を模 しているのかどうか賛否両論あり、近年二内丸山遺跡 (青森県)か ら出土 し

た前期の土製品の中にもイモ貝を模 した可能性がある土製品があるなど、本製品が「イモ貝形土製品」の名

称を独占してよいのか問題がある土製品と言える (註 3)。

(11)ス プーン形土製品

10点出土 し、全て掲載する。スプーン若 しくは匙に似た土製品で、小形の皿ないし椀に柄が付いたような

形態を呈する。

837は完形品でD13土坑 3号から出土 した。全長14.9cm、 皿の長さ9,3cm、 幅5。3cm、 高さ3.2clllで ある。全体

にかすかにミガキが施され、文様は皿部分にはなく、柄の先端と付け根部分に隆帯が巡 り、先端の上側 と付

け根部分の下側に三角形の窪みが付けられる。時期は明確ではないが、調整の具合などから晩劇と推定する。

(12)釧形土製品

7点出上 し、全て掲載する。土製装身具と捉えられる環状の上製品である。完形品 1点、ほぼ完形品 1点

で、その他 5点は欠損品である。2726は、片面 (表 ?)に浅い沈線が連続 して引かれ、内外面とも丁重 な ミ

ガキを施 し、片面 (裏 ?)に は所々に指頭圧痕が見 られる。穿孔途中と思われる円形の凹が 1箇所確認 され

る。当初は2個 1セ ットで身につける腕輪と推定 していたが、本遺跡で出土 している製品の輪の大きさでは、

手首のかなり細い女性でも身につけることができない。耳飾 りであろうか。

(13)土錘

12点出土 し、10点を掲載する。漁網の錘に用いられたと推定される土製品である。楕円形や長楕円形を呈

し、紐を懸ける溝や孔が施される。

(14)土器片再利用上製品

土器の破片を利用 し、その周囲を打ち欠いたり、擦るなどの加工を施 しているものである。835点出土 し、

128点を掲載する。本稿では全体の形状で、円形を呈するものを「円盤状土製品」に、三角形状を呈す るも

のを「三角形土製品」と言う名称を用いることとする。なお、厳密には2種以外の形状を呈するものも若干
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数見られるが、それらについては観察表中にて記載 している。

ア 円盤状土製品 612点出土 し、89点を掲載する。

イ 三角形土製品 223点出土 し、39点 を掲載する。

円盤状土製品と三角形土製品は、無文、沈線文、縄文、沈線十磨消・充填縄文の4種が見られる。

(15)そ の他土製品

34点出土 し、23点を掲載する。人面文様や動植物意匠と思われる形状のものなども散見される。細分す る

と、手作 り (人為的作用が加えられているもの)1点、長楕円形 1点、土版 2点、冠状 (腕飾)?1点 、角

状 1点、三角状 1点、棒状 1点、 くり形 1点、くるみ形 2点、貝形 1点、皿状 4点、不明器種 (見当がつか

ないもの)4点の12種 に区部 した。腕飾として考えられるのが、D19住居跡から出土 した用途不明の土製品

826で ある。児玉大成氏が『北方の考古学』の中で「玉象嵌土製品」と呼び集成を行った製品と同類のもの

である。側面から見た形状が、弓状を呈するもので、紐などを巻き付けて腕に装着 した腕飾の用途が推測さ

れる。朱の塗布が局所的に確認できるが、おそらく当時は全面に塗布されていたと推定される。

(16)粘土塊

179点出上 した。成形されていない直径 5 clllほ どの粘土の塊で、性格・用途等は不明である。実測は行 っ

ていない。10点を写真掲載 した。

<註>
(註 1)遠藤政夫ほか (1986年 )『大石平遺跡Ⅲ報告書』青森県埋蔵文化財調査報告書第103集 青森県教育委員会

(註 2)外形がさといもに類似するところからイモ員と命名された貝で、イモ貝形製品全般を扱った論文としては、福田友之

氏の「津軽海峡域と南海産貝類―津軽海峡域におけるイモガイ形製品をめぐって一」で詳細な分析をしている。また、芋貝の

記述については、『貝』(1996年 波部忠重、小管貞男)が詳しい。下記に引用する。「イモガイ科 (芋貝)の 日本産は120種 で、

普通は、殻はら塔が低く、体層は大きく、下端でつぼまり、肩で最も幅広になる。殻口も多くはせまく長い。ふたは非常に小

さく、葉状。」。

(註 3)イ モ貝形土製品についての研究は、稲野裕介氏が『史学第52巻 2号』で発表 した「亀ケ岡文化における内面渦状土

(石)製品とその分布」が詳しい。また、同氏は本製品に対する「イモ貝形土製品」と言う名称が不適切であることを『岩手考

古学第10号』の中で指摘されている。

<参考引用文献>

鈴木克彦 (1980年 )「土偶の研究序説」『青森県郷土館調査研究年報第 6号』

稲野裕介氏 (1982年 )「亀ケ岡文化における内面渦状土 (石)製品とその分布」『史学第52巻 2号』

児玉大成 (1998年 )「玉象嵌土製品」『北方の考古学』

福田友之氏 (1998年 )「津軽海峡域と南海産貝類一津軽海峡域におけるイモガイ形製品をめぐって一」『時の絆一石附喜三男先

生を偲ぶ―』
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3 石 器

石器・石製品は、チップ 。フレーク類及び原石を除き5330点出土 し、その内1120点 (写真掲載のみが6蜘

を掲載する。内訳は、写真掲載のみを除き石器983点、石製品73点である。

母材の違いで剥片石器と礫石器に大別されるが、快入石器のように一部両母材を使う器種もある。

石器と石製品の区分を行 うにあたっては、その定義に多少曖味なところもある。本稿においては直接の生

産活動にかかわったと思われるものを石器とする。器種構成は以下のように行った。

石鏃、石槍・ 尖頭器、石錐、石匙、異形石器、ピエス・ ェスキーユ、削掻器類、鋸歯状石器、快入石器、

コア、石斧、石鍬状、石皿、台石、凹石、磨石、敲石、砥石、石錘、円盤状石器、球状形石器、刻み入 り石

器

(1)剥片石器

剥片石器は、基本的に全て2/3ス ケールで掲載する。

石鏃 H48点出土 し、235点 を掲載 した。第134図 に示 した15種に形態分類 した。大きくは有茎と無茎に大別

される。形態別には有茎平基 2、 有茎平基 1、 有茎尖基 と、有茎凹基の順で多い。第416図 を参照戴 きたい。

石材はチャー トやチャー ト質粘板岩を主体とする。基部にアスファル トの付着が見 られるものは、全体的に

は少ない。

<有茎平基 1> 全体の形状が概ね正三角形を呈する。

<有茎平基 2> 全体の形状が概ね二等辺三角形を呈する。

<有茎平基 3> 全体の形状が身巾が狭い二等辺三角形を呈する。

<有茎平基 4> 形状が石槍状を呈する。

<有茎平基 5> 形状が十字形を呈する。

<有茎尖基 1> 茎部が尖 り、全体の形状が二等辺三角形を呈する。

<有茎尖基 2> 茎部が尖 り、全体の形状が棒状の二等辺三角形を呈する。

<有茎円基> 基部が丸みを呈するもの。

<有茎凹基> 基部に快入のあるもの。

<無茎平基> 基部が平坦を呈するもの。

<無墓凹基> 基部に快入のあるもの。

<無茎円基> 基部が丸みを帯びるもの。

<尖茎尖基> 基部が尖るもの。

<尖茎平基> 基部が直線的なもの。

<棒状>   全体の形状が棒状を呈するもの。

石槍・尖頭器 53点出土 し、38点を掲載 した。形状は、三角形状、木葉形状に大別される。石材はチャー ト

が主体である。先端部が欠損 したものが多い。

石錐 300点出土 し、55点を掲載 した。第134図に示 した 8種に形態分類 した。摘み付きとと棒状に分類 した

ものが多い。錐部について、錐部の幅は0.3cm、 錐部の厚さは0.2cmが平均的な規模である。身部を欠損する

ものが多い。石材はチャー トが主体である。

<摘み付き1> 錐部の長いもの。
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<摘み付き2> 摘まみ部と錐部が不明瞭で、全体の形状が細長い二等辺三角形を呈するもの。

<摘み付き3> 錐部が短い小形のもの。

<摘み付き4> 錐部が太 くて短いもの。

<摘み付き5> 破片の一部を錐とするもの。

<摘み付き6> 摘まみ太 く、錐太 く平 ら

<刺突状> 不整な形状を呈するもの。

<棒状> 全体の形状が棒状を呈するもの。

石匙 248点出土 し、53点を掲載 した。摘まみ状の小突起を持つ石器で、摘まみ部を上に した場合、主要な

刃部が縦にくるものと横にくるものに大別される。石材はチャートが主体である。縦長 1、 縦長 2、 縦長 3、

縦長 4、 縦長 5、 縦長 6、 縦長 7、 横長 1、 横長 2、 横長小形、横長太い柄付きの11種類に形態分類 した。

第134図を参照戴きたい。形態別では、横長 1、 縦長 1、 横長 2の順で多い。

異形石器 13点出土 し、全て掲載 した。石材はチャート及び粘板岩が主体である。片面に自然面を残すもの

が 4点確認される。927と 3209は 両極打法が用いられている。

楔形石器 (ピエス・ エスキーユ) 91点出土 し、19点を掲載 した。石材はチャー ト及び粘板岩が主体である。

平面形の形態は、主に四辺形状を呈する。剥離痕の連続する縁辺を上下に置いた場合、上下両端いずれも打

面のような平坦部を残さないのが普通のようである。

素材は礫核と剥片を利用 したものと2種類に細分され、剥片を使用 したものが多い。製作工程としては、

上下両縁辺または両尖端からほぼ平行に剥離痕が入り、両端には細かい砕屑の剥落 した痕跡が連続 して残さ

れ、多 くは階段状剥離 (ス テップ。フラクチャー)を残すことから、両極打法 (バ イポーラーテクニック)

によって作られている。ヮーキングエッジ (作業縁)は両端と考えられる。

鋸歯状石器 14点出土 し、全て掲載 した。剥片の一部に調整が加えられているものがほとんどである。石材

は粘板岩が主体である。

削器 925点出上 し、174点を掲載 した。石材はチャー トが主体である。捨て場出上が主体ではあるが、住居

跡や土坑からの出土数 も相当数に上る。本遺跡に見られる削器は、景1片の形状に依存 して縁辺に刃を設ける

ものと、刃潰 し (ブ ランテイング)加工を施 したもの、談1片の形状を変えて一定の形に仕上げているものの

3つ に大別される。主体は剥片の形状に依存するものであり、剥片自体を変えて一定の形態にしているもの

は少ない。また、小形の剥片を利用 したものもあり、石鏃や石匙を製作する途上で断念 した可能性のあるも

のや、石鏃状に仕上げたものなどもある。

掻器 54点出土 し、20点を掲載 した。石材はチャー トが主体である。本遺跡で掻器としたものは、縦長剥片

や横長剥片の端部に調整剥離を加えて急角度の刃部を作り出しているものを基本とし、剥片側縁にも同じ状

況で刃部を構成 しているものも含めている。

円形掻器 115点 出土 し、17点を掲載 した。石材はチャー トが主体である。基本的には円盤状を呈する石器

である。剥片の周囲に調整剥離を加えて片側が山状に突き出ているものと、円盤状になるものがある。周縁

については、片刃状になるものと両刃状になるものがあり、縁辺が潰れているかもしくは潰されているもの

がある。

扶入石器 56点出土 し、 4点を掲載 した。石材はチャー ト及び粘板岩が主体である。剥片の側縁に調整剥離

が施される。

石核 247点 が出土 している。実測図は作成 していない。
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(2)礫石器

石斧類 出土 している石斧は磨製石斧、あるいは磨製石斧の欠損品 。未製品 。敲石などへの転用品で、打製

石斧と思われるものは出土 していない。755点が出土 し、121点を掲載 した。礫片全体をペッキング整形を施

した後に研磨されたと思われるものが多い。また、一部擦り切り手法が確認できるものもある。長さは8～

14cm程が普通サイズのようで、 5 cm以下の ミニチュアと捉えられる製品も相当数見 られる。刃部は、未加工、

刃が潰れたもの、再加工 したもの、再加工途中と思われるものなども見 られる。ソケットに装着 したと思わ

れる痕跡を基部に確認できるものもある。

石斧の観察表中の「種別」について、以下のように略称 して記述する。完形品=永 未製品=未、欠損品=

欠、転用品=転、接合=接

石斧の「分類」については、横断面形態、刃部平面形態、刃部断面形態、頭部形態の属性を設定 し、観察

を行った。第135図を参照戴きたい。

<横断面形態> 大きくは3形態に区分される。

I 隅丸方形

Ⅱ 断面形

Ⅲ 円形

<刃部平面形態> 大きくは3形態に区分される。

a 台形

b 丸形を基調とする形態で、 2つ に大別する。

bl 丸形

b2 三角形状を呈する。

c 角形

<刃部断面形態> 大きくは3形態に区分される。

イ 両刃

口 片刃

<頭部形態> 大きくは3形態に区分される。

1 円錐形

2 台形

3 丸形

石鍬状石器 7点出土 し、全て掲載 した。石材は粘板岩が主体である。

石錘 396点出土 し、78(39)点を掲載する。全体の形状は分銅型を呈するものが多 く、短軸の両端中央部

を打ち欠き製作されている。石材は硬砂岩を主体とする。礫石器の中では、磨製石斧に次 ぐ出土点数である。

高地に所在する本遺跡から多量に出土 している点について、石錘の用途を考えた時に、はたして投網の錘な

どの漁労具とするには疑間が残る。

石皿 135点 出土 し、23点を掲載する。完形品での出土は表採から出土 した3557の みで、 その他 は全て欠損

品である。石材は砂岩、デイサイ トを主体とする。

敲石 244点出土 し、50(36)点を掲載する。全体の形状や大きさは様々である。石材は玄武岩、粘板岩、

デイサイ トなどである。断面がサッカーボールに近似 した形状を呈する3565・ 3566・ 3583・ 3584。 3587～

3589な どは、石斧の加工具の可能性が考えられる (ペ ッキング用 ?)。
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砥石 41点出土 し、 9点を掲載する。断面形U字状を呈する細い溝状が複数見 られるものもある。石材はデ

イサイ トを主体とする。石材の産地は軽米町内以外の周辺市町村と同定されたものがほとんどである。

磨石 146出土 し、27(24)点 を掲載する。形状が円形体、楕円体、直立方体の川原石が利用 されている。

円形体、楕円体の石は全面が磨かれているものが多い。直立方体の石は一辺ないし数辺の角部分を利用して

いる。凹石への兼用品あるいは転用品と思われるものも見られる。石材は安山岩、硬砂岩などである。

磨石は、石質の関係から風化の進み具合が早いため、野外調査時点で脆弱なものなどは処分 した経緯があ

り、実際の数量とは合わないものである。

凹石 H7点出土 し、23点を掲載する。磨石からの転用品と思われるものが多い。石材は砂岩や安山岩が主

体である。

台石 15点出土 し、 4点を掲載する。完形品での出土はなく、全て欠損品である。石材は硬砂岩を主体とす

る。

礫器 10点出上 し、 9点を掲載する (3650は写真掲載のみ)。 前期の円筒下層式土器に伴 う半円状偏平打製

石器と思われるものも見 られる。石材は硬砂岩を主体とする。

母岩と思われる礫 捨て場精査時に相当数の出土が確認された。おそらくは、土器類や石器類と同様に廃棄

されたものであろう。今回の調査では、その出土量や石材の種類を始め、それら一切の資料については記録

できなかった。

4 石 製 品

本稿においては、実用品とは考え難いものや土製品との関連から石器として扱わないこととしたものなど

を一括 して、石製品に採用する。器種構成は以下のように行った。

岩偶、三角柱状石製品、石剣・石刀、石棒、円盤状石器、有孔石製品 (環状石製品)、 軽石製石製品、ペ

ンダント、刻線礫、ブリッジ状石製品、その他未製品

基本的に全て、1/2ス ケールで掲載する。

岩偶 4点出土 し、全て掲載する。石材は凝灰岩系である。

三角柱状石製品 3点出上 し、全て掲載する。石材は凝灰岩及びアルコースである。

石剣・石刀 155点 出土 し、30点を掲載する。全て欠損品である。石材は粘板岩を主体にホルンフェルスな

どが見 られる。

石棒 4点出土 し、 3点を掲載する。石材は安山岩、流紋岩、粘板岩である。

円盤状石器 63点出土 し、 9点を掲載する。礫片の縁辺を打ち欠き円形状に製作されている。石材は流紋岩、

砂岩、粘板岩などである。

三角形状石製品 3点出土 し、全て掲載する。石材は砂岩、流紋岩、凝灰岩である。

有孔石製品 (環状石製品) 6点 出土 し、 5点を掲載する。接合 して完形となったものがある。

軽石製品 131点 出土 し、48点を掲載する。軽石を整形 して製品に仕上げたものである。形状はほぼ楕円形、

方形状、卵形状、石斧状、皿状などが見 られる。その中で、一端に一個の穴が穿たれているものと2個の穴

が穿たれているもの、及び穴が穿たれていないものが見 られる。方形状や楕円形状のものでは、擦 り減って

中央部が窪んでいるものなどがある。

用途について、本遺跡で出土 している製品 ?を、浮きとするには無理があると思われる。また、首飾り、
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腰飾り、耳飾りなどの装身具にするには疑問を感じる。磨石的な用1途の可能性は考えられ―ると思う。呪術具

など特殊な製品なのかもしれないが、現段階では不明である。

母材の産出地は不明である。軽石製φ製品は、服 井貝塚」(野田村)、「上村貝塚」(宮古市)、「山井遺跡」

(■戸め 「駒板遺跡」(軽米町)、「大日向Ⅱ遺跡」饉 米町)な ど比較的事例は多いようであ―る。

ベンタント (飾り) 8点出土し、全て掲載した.。 石材は、硬砂岩、1粘板岩、流紋岩な―どである。

刻線礫 9点出土し、2-点を掲載する。1石材は粘板岩、安山岩、凝灰岩などである。

ブリッジ状石製品 1点出土し、掲載する。石材は不明である.。

その他未製品 63点出土し、4点を掲載する。形状などから、その性格を窺い知れないものを一括する。

5 岩石類

水晶74点、琥珀6点、琥珀と思われる鉱物6点、黒曜石6点 壌化木%点が東西の捨て場から出土してい

る。図化は行っていない。写真で代表的なものを掲載するに留める。

-219-



無茎円基

有望O当 1小
有茎平基 2

Λ
無茎凹基

有茎尖基 2

馳
ＯＷＨＨＨＶ押

摘

緋

小

攀

◇
攀

ヅ

鱒

＼

＼

、

ｒム

　

・

ド
．
長縦

Ｊ
ゝ

＼

＼

ｆ

川
判

‐

　

＼

勲

，

ｒ

ヽ

‥

‐
‐

　
　
　
　

縦

潤

Ｊ

く

　

　

ゝ

Ｔ
守

心 て 己

横長小形太い柄付き

第134図 石器分類図 1(剥片石器 )

―-220-―

ハ
＝
日
Ｈ
Ｈ
日
Ｗ
υ
耕

胃

輔

ぶ
紳

基

Ａ
Ａ
∪
ｖ
割

乙
動

―

攀
有茎平基 3

摘み付き2

摘み付き6
摘み付き5

横長 2横長 1



頭部形態

∩
2(台形)

ろ (片刃)

3(丸 )

口

勒

Ｄ

ｂ ２

０

呻

横断面形態

[ |
I(隅丸方形)

日
日
∀

第135図 石器分類図 2(磨製石斧)

一-221-―



石槍・尖頭器

そ
の
他

不
定
形

棒
状

石
鏃
状

木
葉
状

三
角
型
状

棒
状

尖
茎
平
基

尖
茎
尖
基

無
茎
凹
基

無
茎
円
基

有
茎
凹
基

有
茎
円
基

有
茎
尖
基
２

有
茎
尖
基
１

無
茎
平
基

有
茎
平
基
５

有
茎
平
基
４

有
茎
平
基
３

有
茎
平
基
２

有
茎
平
基
１

太
い
柄
付
き

小
形

横
長
２

横
長
１

縦
長
８

縦
長
７

縦
長
６

縦
長
５

縦
長
４

縦
長
３

縦
長
２

縦
長
１

醐
□

そ
の
他

不
明

棒
状

刺
突
状

摘
み
付
き
７

摘
み
付
き
６

摘
み
付
き
５

摘
み
付
き
４

摘
み
付
き
３

摘
み
付
き
２

摘
み
付
き
１

表採

遺構内

巴置目東部捨て場
圧渥隠西部捨て場

石器形態分類グラフ

ーー222-―



Υ

４
サ

６

３勘
飲 サ

7

牌

第136図 遺構内出上土器 1

--223-―



４

５４

□

翻
55

鵜 !

翻

鯵″
63

５８

第137図 遺構内出土土器 2

--224-―



@
74      

茅

社
/韓

甥
75

ミ電醤雷鬱社|

m



シ 瑾ヽ韻絢ガ

第139図 遺構内出土土器 4

―-226-―



122

＼
υ

127

m

第140図 遺構内出土土器 5

-227-





床面  137

′爛 て
‐４‐

F18住居跡 1号 (3)

―

`
■ 録 B■ 聰 國 塵 褒 閣 腰 瑠 日 望 避 儀

`

F18住居跡 2号

饉
Ⅷ

畔一―卸甲 ‐５５153

第142図 遺構内出土土器 7

-229-―

E15住居跡状 2号



要 !
162

第143図 遺構内出土土器 8

--230-

m



鰯

D19住居跡

第144図  遺構内出土土器 9

--231-―

到
17υ

鰺 う耳
:‖

Ⅷ
 毎鸞

ヽ

199
198

ト ー ー ー ー ー ー ー 早 ― ― ― ― ― ― 一 叫
Cm



≦哀饗‖

Ⅷ

遺構内出土土器 10

--232-―

Ⅷ
２０８

≦
220     c23住居跡状 2号

m

第145図



228

床面  235

第146図 遺構内出土土器 11

―-233-―



募案萎「
~＼

244

245

B21住居跡状 3号 (2)

トーーーーーー__早 ――___― ―」甲
nI

′ ′
２４９

第147図 遺構内出土土器 12

--234-―



(251)
un

解 η
254

B21住居跡状 3号 (3)

lm

第148図 遺構内出土土器 13

-235-―



B22住居跡 1号

コ

‐ｒ

〃

〃

６９弾鮎
２韻了̈ |

271

D23炉跡

ミくヽ
本颯２７７　朔

第149図 遺構内出土土器 14

--236-一



ｈ
Ｈ
＝
Ⅳ
門
Ⅳ
М
性

７９

劉
２８９

，

８８

C17土坑

▽ 寧雑霊雷島I
К

２９‐

C24土坑

第150図 遺構内出土土器15

-237-―



制

け

(殴
近

第151図 遺構内出土土器 16

--238-―

電験,
303

D15土坑 3号

轟〕
312

D21土坑 2号



拳

�
'~∇ η

＝
ド
Ｈ
Ｈ
μ

く`や〔〔:::::::I:::::::`;'I
352

E26土坑 (1)

遺構内出土上器 17

--239-一



瓜
366

(364)

第153図 遺構内出土土器18

--240-―

m

E26土坑 (2)

364 F12土坑 1号



ペ

ミ

本

準

３７‐

Ｆｌ２

ｋ
Ц
Ｈ
川
μ
８‐

覇中靱
３８０

瑾鍾聾軽轟‖
376

F13土坑 2号

第154図 遺構内出土土器19

--241-―

藝 蕊

園 劃F13土坑 1号

8

F14土坑 1

鋼
F15土坑 6号

とい
―

攀

F14土坑



榊醐鞠４０８”握湧Кワ 軽掲

ｂ

０ ７

導馨欝埠尋ＷＶ４

即 彰
鰯

頭 7
421

督蓋ぶ乱濱従貴

割
422

t4・
― !郎

…

)     
― t中

“

靱
G14土坑 2号

Ｈ
‐Ｉ

Ｈ

Ｈ

凪

Ｈ

、

４２

12土坑 6号

臥
431

G17土坑 3号

嗚

４３３
臥

435

G17土坑13号

第155図 遺構内出土土器20

-242-



姶
G17土坑15号

鋼
443

G19土坑 2号

H13土坑 2号 ∞
H13土坑 3号 H13土坑 4号 453

『劇鋼『４６４　的

〕珀期Ｍ４６５舛

『『翔一４３８
麗 Ⅷ 娃ゝ

，

４４５

ｎ

Ｈ

〃

鸞
藝学弾Ｍ

期
456

駕 習
448

1■ 土坑 1号

・「『蜘〕４５５中
Ｈ

H12土坑 1号

H17土坑 1号

1晏盈

が

鯵〕
劇

471

H18土坑11号

６９　
　
　
嘴

４
　
　
　
坑土‐８Ｈ

第156図 遺構内出土土器21

--243-―

G19土坑 1号

H18土坑 7号



鶴
η
473

H18土坑 1

ヽ

４８‐

】
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
４７

蘭
――
‐ｌ
Ｗ
Ｈ
町

４７８
陰
靱

//

″
牛―――――――_埠_____――-4と1487

117土坑 4号 (1)

トーーーーーーー軒_――――_―」暉Cm

魏

498

m4土坑1号 に軍ダ

鮎禿鯵子
117土坑 2号

499     500 耶

第157図 遺構内出土土器22

--244-―

瑾畿鶴戯

480 H20土 坑 4号



唖ラ 溺
鰤

に ♂ 娃メ185

第158図 遺構内出土土器23

--245-―

117土坑 8号   512

【17土坑 9号

驀7
118土坑 3号

527 綾
５２８



朗 ⅧF即
539 119土

坑 1号

″″
サ

118土坑 5号

靱
J14土坑 3号  544

継
‰
中

モ

５４５

韓却瑚韓５４８　　Ｊ‐７土坑４号
J15土 坑 2号

:Xミ丞

J13土坑

541119土
坑 3

陀

５４９

」14土坑

5ヽ51

Cm

第 159図 遺構内出土土器24

--246-―



第160図 遺構内出土土器25

--247-―

鰯
571

0′
572

K13土坑 3号

円
ぃ
ｌｒ
日
日
旧
日
１ｌ
Ｗ
Ｈ
Ｈ
四
５６６

韓

下
ジ

朗 鯵

Cm



588 Lll土
坑 1号 (2)

中欝 参

第161図 遺構内出土土器26

--248-



」

第162図  遺構内出土土器27

--249-―



＼越Ω≡ジ/′

～

６６５

鯛
N15土坑 2号     661

Ⅷ
663

Ⅷ 近

第163図 遺構内出土土器28

-250-

制 0‖



斡サ

t.ミ や 弩

D16柱穴状土坑 7号

673

014土坑 1号

鵜β 劃
677

琲

６７８著〓

D14柱穴状土坑 1号

靱
６８６

D16柱穴状土坑 9号

鰯
705

疑と
単 ェ H4!

嘲

第164図 遺構内出土上器29

-251-―

髪医娃饉卦粧
C18柱穴状土坑 1号

劉
681

D14柱穴状土坑 2号
Ⅷ

696 El

私
―‐
出
Ｉ‐
Ｉｊ
川
Ｗ
／
６９７

議,
703 E16柱穴状土坑 4号

704

D15柱穴状土坑

E16柱穴状土坑 2号E15柱穴状土坑10号



707E21柱
穴状土坑 1号 E21柱穴状土坑3号

G21柱穴状土坑 3号

F14柱穴状土坑 3号

鰯
725

F22柱穴状土坑

ン

７２８
餓ザ

G16柱穴状土坑2号

733

G18柱穴状土坑 2号

736

G21柱穴状
土坑 1号

739

違麗多ll
740

H14柱穴状土坑 5号

響 帝
′
ν 741

H14柱穴状土坑 8号

‰ ‖
H14柱穴状土坑 9号

742

H16柱穴状土坑 1号  748

E21柱穴状土坑 4号

715

土坑 3号

‖

蜘
714

E22柱穴状土坑

719
F14柱穴状土坑 7号

墨
ゝ 22

F19柱穴状土坑 鰯
轡

勁 翻
H14柱穴状土坑10号

F21柱穴状土坑 3

G18柱穴状土坑 1号

轟藍
戦

，

７３８

出
Ц
Ｈ
Ｈ

１１
州

７４６

∞ 鬱藝議轟叢姦藤),

H15柱穴状土坑 4号

H16柱穴状土坑5号

抑

H酵

翻

第165図 遺構内出土土器30

--252-―

銹ご
H16柱穴状土坑 2号

H16柱穴状土坑4号



H20柱穴状土坑 8号

I■柱穴状土坑 8号

763112柱
穴状土坑11号

ψ

第166図 遺構内出土土器31

--253-―

Ⅷ

♭ 地
116柱穴状土坑 1号

755

H20柱穴状土坑 4号

116柱穴状土坑13号

醒篭党
J18柱穴状土坑 1号

劃
775

Jll柱穴状土坑

鏑 3

Kl

K12柱穴状
土坑 3号

784

H17柱穴状土坑 1号

757

囃脚 g

課Dl」

醗ガ
113柱穴状土坑 2号

115柱穴状土坑 1

117柱穴状土坑 6号

トーーーーーーー軒―一―――――」
早
m



M16柱穴状土坑

N14柱穴状土坑 2号

覇
791

L12柱穴状土坑

N14柱穴状土坑 3号

燻韻謂!騨 胤
798

L14柱穴状土坑

１

７９６

異曇安教μ
805

土坑 5号

第167図 遺構内出土土器32

--254-―

訂に7
015柱穴状土坑 5号 807 015柱穴状土坑7号

N15柱穴状土坑 1号

m



期

８‐６

⇒

,

817

∠ ―

G15住居跡

F12住居跡

―

⑬ :

―

Gll住居跡状 杵
豊 上

=空

上 _______辛 m

幾

中
鮎
一

ゝ �
-

F13住居跡

―

◎ 夏

鶏
い

(::::〕
》

―

825

― C16住居跡 1号ξ壱ききま脚号ポ

C24住居跡状

第168図 遺構内出土土製品 1

--255-―

(そ の他)



〔

彼

―ミミ鷺§尊ュξ
-

B24炉跡 1号

乱_(
⌒

834        _835

D23炉跡 1号

(840・ 841 ・ 844)

件――――――――――――茸
Cm

攀

６臆
＆
鍮

′めえ、ガ
843

E22土坑 2号

鞠
839

中

D13土坑 5号

(そ の他)         ~
0              5cm

D17土 :

・議

８４２

（

E22+坑 1丹

第169図 遺構内出土土製品 2

--256-―

D13土坑 3号



(845・ 853・ 860・ 866)

0                   5cm

(そ の他)

tヽtミここ三EttΞ:ヨ
)′

巨
~く

1     848

F13土坑 6号

戦49

⌒

F16土坑 4号

F12土坑 1号

Cm

５３ G17土坑 1号

、基                 甘Jititttillil:ti与 :`ュ、F18土坑 3号

―

Q;

藝

G14土坑 1号

854

G17土坑12号

G17土坑15号

H18土坑 3号

859

H17土坑 2号

疋
856              857

G19土坑 2号

H17土坑 6号

864

117土坑 4号

飴
―

865
117土坑 8号

‰
7″

′~~~~~~~――…―――」
l,7

866

118土坑 1号 119土坑 1号 I   121土坑 4号

第170図 遺構内出土土製品 3

--257-



O  ① I

目

餞
‐遜

ペ

G"レ

Cm

錫与痴
877

―

級時が認
883 ―

凸

_

_886

第171図 遺構内出土土製品 4

--258-―

功
°

F ″′~

蝿》4



一
　

　

〇

ｏ
風
い
―――
脚
脚
‐――
脚
叫
○

一　

　

　

　

　

　

　

一

o_5cm

―D14柱穴状土坑 1号 D22柱穴状土坑 1号 F12柱穴状土坑 3号

８
８９F15柱穴状土坑 1号

F22柱穴状土坑
一

G21柱穴状土坑 1 H15柱穴状土坑10号

鰯
902

―H16柱穴状土坑 4

H14柱穴状土坑 8号

―

&乙

⌒

―

盗

―

プ
′い"~｀

ヽ
905

〔   ¬
906

C26旧 沢跡

(887・ 888。 900)
0                               58m

第172図 遺構内出土土製品 5

-259-



Ａ

Ｎ

Ｖ

鯵

簸

ハ

Ｈ

Ｗ

Ⅵ

Ｖ

一

◇

◇

一

◆
915

1

く

==上
三ニデ

囲7

|

角
盗   (p。m  

囃 醐         m

第173図  遺構内出土石器 1

―-260-―



|

く(〔::::!:::iど こゝ

925

922

4

1     928

|

|

1    927

盗
谷

Cm

GH住居跡状



⇔

―
 罐

|

1    936

F12住居跡

(934・ 936～ 938・ 941)

Ы 5住居跡状 1号 ①      
印

遺構内出土石器 3

--262-―

F13住居跡

第175図



察十か
くとEE二」>   956

◇   953

―へ‖泳隠

959

(948・ 949。 959・ 960)

0              5cm
D19住居跡

第176図 遺構内出土石器 4

そ如
0                           5cln

―-263-



ぶ

峙

鰯

Ｖ

Ｖ
63



９７２

―∞ -9◇
_  975 B22住居跡 1号

∈勘O璽》
1         976

―

罐

く`〔【II:III)う
:77

I

◇ OO
1         978

第178図 遺構内出土石器 6

―-265-



９８６

Ａ
ｐ

D23炉跡 1号

1             990

〇
0(981・

824・ 991)     5Cm

号

＠

的

か
な熱
鰈
Ψ
ら

一

第179図 遺構内出土石器 7

―-266-―



(如
0                    5cm

‐００‐

緯 ワ▽
1      1002

(995。 997・ 1001・ 10o2)

1号             m

第 180図 遺構内出土石器 8

--267-―



�7

祇ヽ

『

第181図 遺構内出土石器 9

-268-―



〆

"爛

韻〃
一艤-9翰

▲

血 6

〇

〇

W6勧 ②     m

第182図 遺構内出土石器10

―-269-―



_な_昨 愈
工 Ю26

Ⅷ由
日
Ｈ
日
Ｗ
ｗ

ｌ０２

‐＄

‐ラ

〔か＝Ⅲ側田田旧田‐ｔｉ円‐‐ｔ円円ＷＶ
‐０３

一

◇

田
日
Ч
Ｄ

迷

硼 4

_△_0な

第183図 遺構内出土石器11

―塁

-270-―



０

‐０３８

第184図 遺構内出土石器 12

--271-―

戸
〆＼ご

ノ/  ′＼
/   ′/   /

(_ゝ 士

李メ (

G12土坑 3号

(1040。 1041 ・ 1044)

0                  〔
G18土坑 3号

_鯵_‖ 簸
H12土坑 2号



ハ

颯

ベ

ミ

削
Ⅶ

削
測
さ

＼

ド

ド
韻

訳
＼
＼
　

＼
＼い
＼
＼

゛

＼．

休
十＼＼＼
　
＼
＼

耐
日
「
ｑ

◆  
Ю56

1055

(そ の他)

m

(1051・ 1053・ 1054)

Cm

H18土坑12号

圃

釧

剛

ν

一

‐０５２

第185図 遺構内出土石器 13

--272-―

＼ミ
=!テ

ノ

米 __イ
―――

一

´́イラ



|

1        1ぉ 氏父

I

胞

鵜

噸
一

ロ

1069

(そ の他)

0                   5cm

第186図 遺構内出土石器14

--273-―

速一‖蕊
_  1065

121土坑 4号



く0

uW6

」21土坑 2号

|

- 1078

K10土坑

第187図 遺構内出土石器15

--274-―

―◇

一

く
9併

一

‖

_ 1077

眸 
―◇―叶◇

|

(1072・ 1074。 1080。 1082・ 1083)



ぐ

‐０９３

　

一

患
触
辮
躍
◇

一

‐０８８

痢

Ю94

1095

o(1084・ 1093～ 1095)  5cm

ｎ
鰯
聯

第188図 遺構内出土石器 16

--275-―



‐０９６

‐‐０

(そ の他)    L19土 坑 1号

0                    5cm

壊

珍

鯵

代

イーｌ

υ

ｌｏ２

　

　

Ｒ

‐‐

‐‐―

――Ｉ

Ｖ

ｖ

ｌｏ３

　

　

ハ

軸

ν

‐０４

６熱
蓼
統
湧

蘊
ぅ

は 凸鰯
 `1 ′ 1100   L16土坑 2号

(1096・ 1106。 1107)

性――――____〒 Cm

M12土坑 (1)〆
‐  ~

第189図 遺構内出土石器 17

--276-―



(そ の他)

トーーーーーーーーーーー18m

‐‐０９

一ⅧIけ
∩

Ш 6

贔
匙

℃

疹
生

盛

一

‐‐‐０

β
Ｈ
〔
Ｎ

第190図 遺構内出土石器 18

--277-―

_通_‖ 惑
基

HЙ

M14土坑 4号

-1・
9

014土坑 1号

N15土坑 1号



A

E15柱穴状土坑10号

F21柱穴状土坑 5号

翰‖鯵
基

l123

―総葛畿
1126

D18柱穴状土坑 1号

:

1129

(そ の他)   E16柱穴状土坑 4号

第191図 遺構内出土石器 19

--278-―



G20柱穴状土坑 2号

H14柱穴状土坑 9号

(1135。 1137・ 1142)

m

」11柱穴状土坑

(そ の他)

Cm

暮
B6

G17柱穴状土坑 1号

H15柱穴状土坑14号

第192図 遺構内出土石器20

--279-―

∩
Ｈ
Ｈ
日
Ｕ

一

`

112柱穴状土坑10号



凪
出
日
∪

一

川
側
日
Ч

一

第193図 遺構内出土石器21

―-280-―



M15溝跡 (2)

第194図 遺構内出土石器22

--281-―

士――――――――ギCm



M15溝跡 (3)

第195図 遺構内出土石器23

--282-―



第196図 遺構外土器 1(東部捨て場)

―-283-―



第 197図 遺構外土器 2(東部捨て場 )

一-284-―



1222上方域

第198図 遺構外土器 3(東部捨て場 )

―-285-―



(そ の他)      上方域

遺構外土器 4(東部捨て場 )

-286-―

第199図



1233

1232

1231

1237 1239

｀
ヽ

こ ィ
//

1242

第200図 遺構外土器 5(東部捨て場)

-287-―

上方域



＼
ノ

第201図 遺構外土器 6(東部捨て場)

―-288-―

1254 上方域



善

第202図 遺構外土器 7(東部捨て場)

―-289-―



帥

遺構外土器 8(東部捨て場 )

―-290-



⑩

‐２８０

第204図 遺構外土器 9(東部捨て場)

一-291-―



囲＼

変換点域

第205図 遺構外土器 10(東部捨て場 )

一-292-―



1304

変換点域

遺構外土器11(東部捨て場)

一-293-一



せヽ』主▼
1309

犠ヽ

:敬

翻河

〃

川

川

〃

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

′ ′

３０７

第207図 遺構外土器12(東部捨て場)

―-294-―

魏藝麟〉Ｖ‐３‐３　　鞠



変換点域

0       5       11m

(東部捨て場)



遺構外土器 14(東部捨て場 )

―-296-―



！ ‘

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

／

１

〃

″フ
〃
Ｈ
Ｈ

(1331)

第210図 遺構外土器15(東部捨て場)

―-297-―



第211図 遺構外土器 16(東部捨て場)

―-298-―



億

          i韓 弾

伴―――――洋一―――型仲  中域

第212図 遺構外土器17(東部捨て場 )

―-299-一



第213図 遺構外土器 18(東部捨て場 )

―-300-―

(そ の他) 1353

1357



慶�風
｀
i｀

iii::::::::i::i::::::::::`!;;|'″

′

1367

遺構外土器 19(東部捨て場 )

―-301-―

第214図



ヽ
ゝ

亀

第215図 遺構外土器20(東部捨て場)

―-302-―



可
〃
／

第216図 遺構外土器21(東部捨て場)

―-303-―



（一
一一
一

”
∠



′
ど。事 τケΦ

第218図 遺構外土器23(東部捨て場 )

―-305-―



ノ
グ

第219図 遺構外土器24(東部捨て場)

-306-―



(1429)

遺構外土器25(東部捨て場)

一-307-―

1430

中域



�

r― ″

湖 鰯
1433

1

睛

第221図 遺構外土器26(東部捨て場)

―-308-―



0           5           40Cm

第222図 遺構外土器27(東部捨て場)

―-309-―



m

「
�
ノ

<

第223図 遺構外土器28(東部捨て場)

-310-



ヽ

L^1465

遺構外土器29(東部捨て場)

-311-



観 ル
1475

”
４７８

第225図 遺構外土器30(東部捨て場)

一

一 /

-312-



岬町等
・杉

第226図 遺構外土器31(東部捨て場)

―-313-―



‐４９８

(そ の他)
齢

第227図 遺構外土器32(東部捨て場)

-314-



Ｖ
″
鎌

第228図 遺構外土器33(東部捨て場 )

-315-



/ノ
1514

(そ の他)   1517

第229図 遺構外土器34(東部捨て場)

-316-―



＼
Ⅶ
ＩＩ

1527

′ ザ

1525

第230図 遺構外土器35(東部捨て場)

―-317-―



″1 /1く

悸翫

第231図 遺構外土器36(東部捨て場)

-318-



1546

甕 篭 占 整 霊 嘉 ″ ″ φ ｀

中域

性_______卑 __――一―一守
m

第232図 遺構外土器37(東部捨て場)

-319-



第233図 遺構外土器38(東部捨て場)

-320-―



弾

鰯



遺構外土器40(東部捨て場 )

-322-

1583



第236図 遺構外土器41(東部捨て場)

一-323-―



爾
――

トーーーーーーー早―――――――ギ碕

遺構外土器42(東部捨て場)

-324-―

第237図



第238図 遺構外上器43(東部捨て場)

―-325-―

下域



Ｋ

Ｋ

1629

10"
引

S

―

~0 

侭

L

|＼
ミ

第239図 遺構外土器44(東部捨て場)

―-326-―



涯7(
1634

キ
li::::::::::iili:::::::::::::it:::::::i'―

liィ ||lil I

遺構外土器45(東部捨て場)

―-327-―

下域



トーーーーーーー雪L_____――聟
田

第241図 遺構外土器46(東部捨て場 )

一-328-―



摩

５６

域
‐６ 1659

トーーーーーーー早―――――――叫Cln

∽

ノ
マ

遺構外土器47(西部捨て場)

一-329-―





第244図 遺構外土器49(西部捨て場)

-331-―



"
1696

7

第245図 遺構外土器50(西部捨て場)

―-332-―



遺構外土器51(西部捨て場 )

―-333-―



t｀ 機 X抒 け 議

第247図 遺構外土器52

--334-―

1

(西部捨て場 )



第248図 遺構外土器53(西部捨て場 )

―-335-―



/てフ

襲

第249図 遺構外土器54(西部捨て場)

―-336-―



W岬

第250図 遺構外土器55(西部捨て場)

一-337-

1751  上方域 ユ



脇
『

輸 蟻 強 諄i涙コ恵 狩潔 葎― ョ

1763

第251図 遺構外土器56(西部捨て場 )

―-338-―



ooの 9 「ヽユぶくゴPX(0

甥

物

第252図 遺構外上器57(西部捨て場 )

―-339-―

∝

機挙



第253図 遺構外土器58(西部捨て場 )

―-340-―

(1732)     1782

碓 H
1783

(そ の他) 1786
m

(当 磯 亀 電 《 浄 解 甕 軍 軍



Ｎ
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
恥
Ｖ
肘
日
Ｈ
Ⅳ
川

７９‐

第254図 遺構外土器59(西部捨て場)

―-341-―



上方域 1

第255図 遺構外土器60(西部捨て場 )

一-342-―



1812

第256図 遺構外土器61(西部捨て場 )

―-343-―



． ，

‐８２７

　

ヽ
出

Ⅳ

日

日

‐
サ ー

日

日

Щ

‐８３０

II

諷
||

′

謙

一募一一一鋭

畔 黙斡 趨

Ⅷ
け
ミ〓ギ絲ミ

さ,試



第258図 遺構外土器63(西部捨て場)

―-345-―



1856

第259図 遺構外土器64(西部捨て場 )

―-346-―



７

‐８６７

伴一一―――――耳―――――――
」

中
m

上方域 1

第260図 遺構外土器65(西部捨て場 )

―-347-―

′7/r∝
隈



第261図 遺構外土器66(西部捨て場 )

―-348-



遺構外土器67(西部捨て場)

一-349-



遺構外土器68(西部捨て場)

―-350-―





ヾ   ぶ

／

／

‐

ヽ

＼

靡勿

遺構外土器70(西部捨て場)

―-352-―



く
1           1926

コ鯵 夏/

m

遺構外土器71(西部捨て場)

―-353-―



第267図 遺構外土器72(西部捨て場 )

―-354-―



‐９６２

m

遺構外土器73(西部捨て場)

―-355-―



℃Ⅷ韻覇子

‐９７０

1977

第269図 遺構外土器74(西部捨て場 )

一-356-―



第270図 遺構外土器75(西部捨て場)

-357-



「

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

側

「

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

Ｈ

日

Ｅ
３
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

第271図 遺構外土器76(西部捨て場)

―-358-―



＝
梨
乱

第272図 遺構外土器77(西部捨て場 )

―-359-―



(そ の他)

上方域 2

(2007)

第273図 遺構外土器78(西部捨て場 )

-360-―



院

磯

‖

上方域 2

Cm

第274図 遺構外土器79(西部捨て場 )

-361-



〃

′ ′

０ ２ ０

第275図 遺構外土器80(西部捨て場)

―-362-―



上方域 2               m

第276図 遺構外土器81(西部捨て場)

一-363-―



(2025,2027)
0     5     1開

上方域 2

第277図 遺構外上器82(西部捨て場)

一-364-―

(そ の他)



′ノ
2036´  上方域 2

第278図 遺構外土器83(西部捨て場 )

―-365-―

0       5       詢



2040

≪

第279図 遺構外土器84(西部捨て場)

―-366-―



1島毒患患Sig章奪患怠患ヨ事154
第 守

‐

第280図 遺構外土器85(西部捨て場 )

-367-

欝 隠

蝋



上方域 2

第231図 遺構外土器86(西部捨て場 )

―-368-―

"



トーーーーーーー|――一――一―ザm

第282図 遺構外土器87(西部捨て場 )

―-369-―



第233図 遺構外土器88(西部捨て場)

―-370-



可

／

第234図 遺構外土器89(西部捨て場)

-371-―



(2103)
an

0師

第285図 遺構外土器90(西部捨て場)

―-372-―



Ⅷ
トーーーーーーー当二―――――――翠蜘

第286図 遺構外土器91(西部捨て場 )

―-373-―



$卜
ぶ`

本ヽ＼`ゆ ドドゞ 幹 ＼ヾ 沢ヾ$

一″〕〕）屹蝉一一一ヽトーーーーー__早_____――翠Cm

遺構外土器92(西部捨て場 )

―-374-―

第287図



第288図 遺構外土器93(西部捨て場)

―-375-―



墨

‐ ２‐３

◎

可

ノ

〃

中域 1

2140 (2140)
0    5    山

一

第289図 遺構外土器94(西部捨て場 )

―-376-―

0         5         10"



遺構外土器95(西部捨て場)

―-377-―



遺構外土器96(西部捨て場)

―-378-―

第291図



0          5          10un

遺構外土器97(西部捨て場 )

―-379-―



中域 1

第293図 遺構外土器98(西部捨て場)

-380-



1 2161

第294図 遺構外土器99(西部捨て場 )

一-381-―

"
中域 1



＼

an

第295図 遺構外土器100(西部捨て場)

―-382-―

中域 1



2171

第296図 遺構外土器101(表採)

一-383-―

轡 鞠
2179

中域 1

性 一 ― ―
十 ~~~雪 二

一 ―
十 ~~~~ギ

Cm

な
「

~η
|

こ _辺



移 謬 留

2206

喝 町2

2217                   2218匙

「

___―――――――――――――
♀
Cm

遺構外土製品 1(東部捨て場)ミ ニチュア土器

2209

―-384-―



働
2225

５

努

2227

こ
υΩ

齢
レ

側

血
凪
阿

第298図 遺構外土製品 2(東部・ 西部捨て場)ミ ニチュア土器

―-385-―

は



2261                   2262

可
ν
国 ▽

冷

）
２２７０ V

2275

第299図 遺構外土製品 3(西部捨て場)ミ ニチュア土器

―-386-―



~~~i 

〔
 〔I!ニテ多

多
′

プ
′

¢

習

Cm

チュア土器遺構外土製品 4(西部捨て場 。表採)ミ ニ

ーー387-―



◇説4
∪熱、観

i

朕
ド

仲

ｙ

第301図 遺構外土製品 5(東部捨て場)土偶

―
マ 蒻

照   '

2316

管
Ｍ

0                  58m

―-388-―



射 κ
OⅢ i①

溶
報

ジ
く

『規

ぺ２

試

２３３６

④

２３３５

２３３

第302図 遺構外土製品 6(東部捨て場)上偶

存在多
へばヘリ

―-389-―



目

２３４３

０

２３４６

℃

議

乙
　
聯

亀
鋼
Ｖ

浮

砕

塗
豊
υ

３４２
解
２３４５
烏

或
¶
琶

え

ぶ

域
０

‐　　　　　　　〔
　　∝

〔
⊆
／
〉
ヽ
４
′侭

２３４‐

乙

２３

捻

総
絢

今

往

∞

　

‐
2353

2354

-390-



第304図 遺構外土製品 8(東部捨て場)土偶

-391-



8393

M綾、印

2394

∩
賜

第305図 遺構外土製品 9(東部捨て場)土偶

翻
/遥)J

矛
ノ

―-392-―



沖Ⅲ徹 〈

象7:
I膨登

篭 -1,平11i 蠍 【�

輸
２４０６

〕
２４０

鯵

２４０

け
」

⑥

２４０８２４

⑬ レ
2410

第306図 遺構外土製品10(東部捨て場)土偶

―-393-―



――フ68-―

欝T(争工軒解軍),[習溝T・lf摯夏 国と08等

縄漁静注
ぎξ電界聟蒔 。Os 。

でをデ了民ゼ奪静 笙圭生笙と
=笙

］
卜
μ
⇔

,轡

］
卜
岸
Ｎ

遭埒
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
０
３

阿
Ｈ

ＩＩ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

ｌｌ
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
」

開
に
働

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
ヽ
］
μ

悦
］
卜
］
∞



|~~~|

＼   /ケ

十
１

、＼
ぶ

粋欅リポ泌ジ
ヤ
ダ

|

Jと
11傷 卜ざ

-5cm

第308図 遺構外土製品12(東部 。西部捨て場)土偶

-395-―



阿
駕

ヽヽヽヽ‖昌RⅧ

鴛

懸

紙
購

第309図 遺構外土製品13(西部捨て場)土偶

―-396-―



t=´″ン く`ミi=多テ/→

十 μミミふ三「
~~/ハ

２４４６　　　（い修中２４４

０

２４４７

思

５０

』

２４ 2451

o                 5m

第310図 遺構外土製品14(西部捨て場)土偶

―-397-―



0                      5cm

第311図 遺構外土製品15(西部捨て場)土偶

-398-―



ヽ

―

‐

　

イ

／
′

あ
却

□

恒



行  く＼ レ、 フ
　
　
＼Ａ
日

１
／

ゞ
　
　
　
　
′‘川川ＨＨЦＩドーヽ
＼、

／
　
　
く
Ｌ
米
―
―
―
―
ｌ
ｌ
，
Ｉ
Ｉ
‐
′ノ″

grgワ冒
´

2467

2468

＼ヽ

第313図  遺構外土製品17(西部捨て場)土偶

-400-



2482

2483

2485

Φ蝦づ

i暗¨IUI

罵縁鬱
一
尉

o         SCm

第314図 遺構外土製品18(西部捨て場)土偶

-401-



第315図 遺構外土製品19(西部捨て場)土偶

―-402-―

0              5cm



は

　

健

２５２‐

泡

☆

局
祀
２５‐８
』
ヲ

一

も

れが
２５２

中
　

２５‐０「
　

２５‐４

呵

¢

0                    5m

第316図 遺構外土製品20(西部捨て場)土偶

―-403-―



６

２５３７

r依魯冒と0

飴
劫

鮪
２５３ヽ
⊇

砲

２５４７鰺

第317図 遺構外土製品21(西部捨て場 。表採)土偶

―-404-―

ワ一中中々



ね
 ` ′

n
2555            _

92関μ邪4階 :懺
‰ ＼

畿5∝

みl百W⊆穐区1 妬  も2躙 軍曲`
I

魅
｀
彰 56

遺還重重
=薬

互多多少そ:1~≦

 :軍

:(

―

―
/02567_-7_盗〒

」 _R T~～
  _   _(

|

|

く

口

　

５７７

‐圃
‐
◎

で

1          2590 飾り玉  ~「   妬孔

第318図  遺構外土製品22(東部 。西部捨て場 。表採)動物形土製品、耳飾 り、飾り玉

―-405-―

Ｗ
爾
‐胤‐２
（Ⅷ∞Ｍ

圏
∧
　
◎２５９硼

》（）飛側）

圃

ご

Ｔ

ｕ

◎

靱
Ｗ
Ψ

．　
　
玉

切

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り



[Ⅷ ハ烈6ヘ
2615

Ж
の
咆
①

迦

静Ｄ

ヽ

ｂ

小

め
２６４８

畠

凸
卿
々

墨

２６

３　　　　　　　　　　　　　　６４‐柿ぃ̈サ中

�
Ｑ
∩
　
２

２　　　　　　　　　　　　）▼〔肺〕〕‐

伽

３
Ｑ
①
　
　
　
♭

‐　　　　　　　　　　　　　　　　　４０
∩川川日Ⅵ）

鬱
‐２６
Ｑ
①
　

　

６

ｏ　
　
　
　
　
幣
風
鯵
ｗ

耐
Ш
９　
　
　
　
Ω
⑩
　
上

∞
躙
２
静

１
６２
８

６０
ｍ
鬱

◎
２６

□

Ｑ

］

‐
　

　

‐ ２６３９

Ｄ
梅
丞
‐ｏ
』
④
・

‐

∩

２６‐

５

Ⅲ

　

一

ｗ　
⑨
図
鰯
‐。

〔〕
υ
６３８

・　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
一一一一十　一一一

吼
ｃ
る
起

一

一

第319図 遺構外土製品23(東部・ 西部捨て場 。表採)飾 り玉、ベンダン ト、鐸形土製品

-406-

「ば



2649

2656

ゐ
／

２６５３

５０３
尚

５ ２

２６６４

２６６０お
頂

２６６３

第320図 遺構外土製品24(東部捨て場)鐸形土製品

-407-―



2695      2696

第321図 遺構外土製品25(東部・西部捨て場)鐸形土製品、分銅形土製品、土鈴、キノコ形土製品

∞ Λ

′ ,

2684

戸,I

⊆ 689

-408-



ゝ  十

獅

π
‐

ヽ
Ц
出
Ш

＼
ＨＺ

＼

ノ
√
ピ

ヽ

Σ

タ  ペ

(Clノ
ホ 、 _/

＼
ノ

一／
縄

第322図 遺構外土製品26(東部 。西部捨て場)キ ノコ形土製品、スタンプ形土製品、内面渦状土製品、

スプーン形土製品

―-409-一



く
督
り

赤

） 7「痺

愁生稚
傾

ヽ

図
尻ててこラ)2722   (ヶ

r三二〕2723

♂
Ｈ
Ｈ
日
電
ぎ
も

餞70
範 39

⌒

-Q二

⌒

盤状土製品
ulE

∩
Ｈ
日
Ｈ
〕

　

６

第323図 遺構外土製品27(東部・西部捨て場)スプーン形土製品、釧形土製品、土錘、円盤状土製品

√ ベ

【○ォ
も 、 シ

―-410-―



一

黙  ф

―

一

一

―
l

鞄
卿

-

―

~~2771   … 2772    弩弓“,773   攀‐イ2774   鞘`lイ
2775

- ―

 ⊂
=�

 )(―  )

第324図 遺構外土製品28(東部・西部捨て場)円盤状土製品

― ―
中

O                  hm

f  つ

0 「  )

-411-



2787 2788

―
√

~  
も

中

―

      :

⌒

―
(〔::H!::')一

2789

⌒

迷饉
―

溜

粥

響

9雲 0

ゐ _

市
|

|

β

　

　

　

　

　

　

　

　

２８２

第325図 遺構外土製品29(東部 。西部捨て場 。表採)円盤状土製品、三角形状土製品、その他土製品

0                    58m

(/.＼ヽ ノ/ tノ

fイ 1/

鴻
　
　
ｉ
Ｗ
〃
μ

募
霊 ^~募

多   ろ° 3の

-412-



0鑑
2824   1

|

028

1         2830

第326図 遺構外土製品30(東部・西部捨て場)その他土製品

-413-



ら

~李~(佑
8督《9Ж

→

~李 ~‖
28鰺

-

~幹 ~‖

281享字丼抵
→

~李 ~オ
2解ま懲営

蛍

-

余

⌒

◆

津

郁

　

　

癬

棒

Ａ

ｎ
ｍ

キーー

ｖ

　

　

　

Ａ
川
Ⅲ
ｖ
ｖ
　

　

　

ｈ

豊

李
↓
李
↓
傘
〒

一

一

隠

陣

辞

津

隠

件

鋒

鯵

蘊

一
袋

↓
　

　

　

　

　

　

　

化

八琲

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

珠

言
硲

迩
２８３４Ｖ
辞

～

　

　

　

＝

一

　

　

　

　

　

　

　

・

趨
≧
傘
｛
傘
金
峰
冨

　
　
　
　
．

ホ

珠

◆
珍

参

第327図 遺構外石器 1(東部捨て場)石鏃

―-414-



象
鳥

＝

―――

‐――

‐―Ｉ

Ｖ一

↓
熱

ｗ↓

黙
ハ
ーーー
椰
Ｖ

基
基

率

↓
来

◆

癒
蟹
琺
基

燃

醸

劇
基
撃

↓

一

け

麟

辟

⇔
李
◆
珍
匙
慕

◆

ハ

‐‐―

‐‐十

‐‐―

‐‐‐

――‐

Ｖ

一

Δ
鸞一

〒
撃

◇
襲

心
幾

◆

普

嫁
送

琺

◆

一

◇

熱

騨

　

↓

一
軸

・
朝

⇔
畿

◆
議
◆

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

◆

件―一――――一―一―茸
Cm

第328図 遺構外石器 2(東部捨て場)石鏃

―-415-―



◆    ⇔

第329図 遺構外石器 3(東部捨て場)石鏃

-416-

件 一 ― ― 一 ― 一 ― 一
_一

茸
8m



憩

　

　

饂
Ⅷ

瞼

騨

騨

ハ

ーーー

‐―Ｉ

Ⅵ

境

瓜

騨

Ψ

⌒

∩

‐‐‐

‐ ‐―

― ―Ｉ

Ч

賜

４

　

　

　

９

・　
　
◇
　
　
　
　
　
　
金

Ｗ
Ｗ

　
　
　
　
ヽ
ｈ
＝
　

　

　

２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

一除
触
熾
心
熱

俳

　

　

　

　

―

聾
荼

一
李

⇔

愈
那

・

か

△

靴

餘

郡

転

代

＝

州

�

Ｍ

Ｗ

ｎ
ｌｌｌ

Ｈ

地

愁
ｏ
Ⅷ

徘

剣
一

☆
一
建
躙
醐
▽
◇

一

憩

珍
◆
剣
金

一

２６

　

　

一

　

　

　

　

　

　

黙

駆

ハ
則
ｒｒｉ
醐
円
‐ＩＩ
聞
問
ｖ
２９

△

７

に

謬
　

蕊畿

９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａｎ
ｍ
ｍ
Ｗ
Ｍ
ｖ

＝

２

６

０

熱
⇔
臨
　
　
　

　
　

　
　
學

◆

選

§

監

熱

鉾

２５

　

　

　

　

　

　

　

・

創

塑
』

０助

◆ハ

ｍ

ｌｌｌ

ｔｌｌ

ｗ

Ａ

饉

鵡

鵜

鰤

甥

‐６

へ
魚

‰

辮

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

繕

學
◆

〔
――‐
―――
‐――
塩

　
ハ
川
田
円
ｌｔｌ
Ｈ
Ｖ
２９２０

　
　
　
は隠齢岬隠偽
Ｆ

　
　
Ａ
例
肌
船
級
却
【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・ 　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

９

８

湘

乳

　

　

　

　

　

　

　

　

▲
杵

刺

２９３３

　

慮

黙

嬢

Ｍ

麟

∩
――
―――
帖
眺

葵

蝿

鱒

◇
賤

ぞ
緯

螢

皐
一鋼
⇔

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一

~等 ~中
29件

今     西部
→

CIn

第330図 遺構外石器 4(東部 。西部捨て場)石鏃

-417-



→

件――――――――_―
―茸

Cm

第331図  遺構外石器 5(西部捨て場)石鏃

―

-418-



鹸

　

鞘

基

∞

□

マ　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

等

　

　

．

―

　

　

　

　

け
焦

⑬

一

韓

↓　　　　盗

診

簸

　

　

鋼

⇔姦

る

干

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．

ぬ
鰯
鸞
螂
▼

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

余

一

饒

靡

２
　

　

の

下
疹

◇

∩
州
――Ｉ
Ⅲ
ＩＩｌ
υ

日
◆

　

濃

一

八
鶴
鰯
硼
�
泌
　
　
Ａ

Ａ

ＩＩＩ

‐―‐

Ⅲ

Ⅲ

Ｖ

　

　

代

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

剣
風

普

幾
翌

瓜學
◆
臨
転
鰻

仄
饗

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

第332図 遺構外石器 6(西部捨て場)石鏃

―-419-一



９３

一

愚
嘲
即

⇔
総
徽
観

◇

一

◇
　

　

・

一

麟
燦

靭

◆
蘊

〒
％
◇

畿
ァ
∞
ぁ

　

隠
岬

一瞼

鞘

院

串
甲
騨

⇔筆
瓶
院

◇
鰺
↓

炎
翻

Ａ
凧
川
出
川
側
――Ｉ
Ｗ
Ψ
３

一

◆

△

０３

ＡＦｉｌ‐ｉ‐仰ⅥＷ３
熱
〒
％
Ⅷ
ぬ

は
３００２
緯
Ⅷ
Ⅷ
◆

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

∧

う

ぬ
院

観

◆

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

第333図 遺構外石器 7(西部捨て場 。表採)石鏃

―-420-―



冶
‐――
‐――
＝
Ｈ
‐――
刊
Ｗ

0                    5cm

第334図 遺構外石器 8(東部捨て場)尖頭器

―-42ユ ーー



ム
　
〕Ｖ３０４　

　
〈

河
は

＝
―

弐

‐淑
　

気

ｏ

也

一

ｌ縞江

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

Å
旧
く

⊆三>|

D
I

第335図 遺構外石器 9(東部・ 西部捨て場)尖頭器

-422-―



一

幹
１

３０

‐饉

０　　　　‐

一

第336図 遺構外石器10(西部捨て場 。表採)尖頭器

―-423-



郎
∩
―――
―――
――Ｉ
Ｖ

一
マ

今

◇

森鞠》Ｍ糊Ｍ鯉８２Ｖ

の

Ｗ

Ｌ

一

隠

騒

潤

偶
Ⅲ
旧
―――
―――
嶋

一

Ｏ

ｏ

Ｍ

郎

れ
―――
‐―Ｉ
Ⅲ
‐――
川
川
―――
――Ｉ
Ｖ

一
鱒

Ｍ

瑠

脚

駆

照

甘

一

・

一

翻
弼
Ｙ

耐

―――

――Ｉ

Ｗ

け摯
今

一

け
報
が

０
１１１

１１１

１１１
１１１

Ｖ

′

　

　

　

　

　

　

◆

◇

一ｍ
湖

∩
―――

―――

――Ｉ

Ｖ

一

〔

ο

一

金

（
Ｗ
ＩＩＩ
＝
＝
リ

一

今
お　挙羽聞朋鱒半
⇔
。

崇
）
糊
綴
酔
掬
嗣
脚
翻
Ｕ

畔

ｎ
ｌサＩ

Ｈ

開

＝

ｖ

一

↓

◇

　

紗

騨

碑

難

一

。

◆
◇

争

第337図 遺構外石器11(東部捨て場)石錐

0                    5cm

-424-―



⌒
      Φ

⇔

ら

―
()―‖

3104

２

ハ畑側＝旧円円旧悧旧旧旧Ｍ田悧）
３

為
轍
醐
脚
醐
サ
◇
◇

鯰
鶴
脚
瀾
爛
潤

∩

―――

‐――

円

吼

◇

◇

紛

鄭

〔
―――
牌
偽

一鍮
鞘
学

ら
◇

一

鬱

６

１

３

一

鸞

◆

◇

Ｏ

∽

ぐ

３

９

△

一

ぬ
麟
ｕ

◆
◇

蕊

絆

�

靴

瑯一　
　
踊
飛
暉
甘
（
金

＠
ぎ

◆

Ⅷ
↑ 会

心

第338図 遺構外石器12(東部・西部捨て場)石錐

一

愈

岬

雛

◇

◇

◇

げ

‐ ５

ハ
Ⅲ
ＩＶ
日
岬
Ⅲ
Ⅶ
Ｖ
３

一

藍

◆

◆

一

ｅ

‐４

凸
Ｖ
″
‐――
山
Ц
�
３

一

Clle

―-425-―



◇
⌒

鬱

４

〔
川
側
‐Ｗ
ツ

３

一

ａ触朧聰ｖ
　
◆

一

議

鰯

麟

Ａ
佃
――‐
帆

◇

総
爛
爛
謎

ハ
‐――
円
―――
吼

触
帥
瞬
離

◇
◆

肝
３

蛾

３

　

　

　

　

　

３‐

鞘

？

酸

芸

¢
念

曲闘脚閤岬３‐３２　線

撃

◆

◆

◆
◇

◆

第339図 遺構外石器13(西部捨て場 。表採)石錐

触

訛

難

◆

◇

一

‐２５

-426-―



ノ
際
寵
口
盗
ｒ
汐
整
Ｍ
肋
ペ
ー
監
司
、
　
　
　
　
３３

沿

脚

甲

鼈 墨

曰

）

汀

Ｗ

Ｈ

吐

一

勝
植
偽
爛
凋
脚
剛
▽
△

3140   ~~~

トーーーーーーーーーーー耳un

第340図 遺構外石器14(東部捨て場)石匙

-427-―



乃
――キ
ーーー
リ

Ｘ
州
劇
Ⅷ

第341図  遺構外石器15(東部捨て場)石匙

-428-―



◇
I

八
日

Ｗ

∀

◇‐　　　　　　‐金

鬱

D
⇔

I

◇
トーーーーーーーーーー雪甲

第342図 遺構外石器16(東部捨て場)石匙

―-429-―



第343図 遺構外石器17(西部捨て場)石匙

―-430-―



％

￥

払

船

Ｗ

吐

一

ｏ
締飴
磯
Ⅷ
胡
ｙ
◆
　
⇔
ぁ

第344図 遺構外石器13(西部捨て場)石匙

-431-



◆
I

&化7∞
|

学≒

◆

第345図 遺構外石器19(西部捨て場・表採)石匙

φ

I

透 1尚
1      3177

ρ
l

―-432-



⇔

∬9M
◇

◆ら 地
Cm

第346図 遺構外石器20(東部 。西部捨て場 。表採)異形石器

―-433-



|

|

|

|

ら

I

惨

０
姶

|

‐　　　鰺
‐基

全

I

I

~Q20□

第347図 遺構外石器21(東部 。西部捨て場 。表採)楔形石器

―-434-―



|

|

か

第348図 遺構外石器22(東部・西部捨て場 。表採)鋸歯状石器

―-435-―



W鴫

Ｋ
日
ν



4
|

ノ
  ]

多

m



I

珂

|

|

φ

I

基

第351図 遺構外石器25(東部捨て場)削器

杵―――――――――――〒Cm

―-438-―



|

I

第352図 遺構外石器26 (東部捨て場)削器

-439

Clle



岱と鯵―箇
“
Ⅲ…蔭―

|

////厖壬霊さ#

白

ｙ



閉

ハ

日

℃一

ｍ

β

仔

日

Ч

第354図 遺構外石器28(東部 。西部捨て場)削器

―-441-―



∩
‐Ｉ
日
咀

I

I

い

第355図 遺構外石器29(西部捨て場)削器

Cm

―-442-―



ゝ
虫

芦

岨



「
――
吐

第357図 遺構外石器31(西部捨て場)削器

―-444-―



帥

I

|

|

⇔

|

第358図 遺構外石器32(西部捨て場)削器

―-445-―



ハ
凪

呟
一

―　　　　　　　―◇

一

⇔

娃 t♂
1           3319

|

⇔

第359図 遺構外石器33(西部捨て場)削器

―-446-



∩
巳
蠍

向

Ⅳ

ＩＩ

Ｈ

聰

‐〔岬帷̈いい拗］］］］蜘］い柳灼蜘い］］』］嘘）‐
習
Ｗ
く

八

日

――

留

ａ
日
川
‐―
咀

第360図 遺構外石器34(東部・西部捨て場)掻器

-447-―



|

第361図 遺構外石器35(西部捨て場 。表採)掻器

-448-



⑬ハ
吼

一

‐鰺

‐全

一

|

>         ~
|

全

|

|

1              3351

1

|

+              ~

1 3349        2百宿謳

第362図 遺構外石器36(東部 。西部捨て場)円形掻器

-449-―

全



第303図 遺構外石器37(東部・西部捨て場)挟入石器
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遺物名

東都捨て場

表 採

遺
構
内

舗
ｍ上 変 中 下

不

明
上 1 」ヒ2 中 1

不

明
不 明

土

器

土器 (

土器 (コ

土器 (Ⅱ-3)

土器 (Ⅱ-6)

土器α -3)

土器 (V2)

上

製

土 器

土偶 (後 期 )

動物形土製

飾 り玉

丸 玉

勾 玉

特殊玉

状 玉

ベンアント

(形 土製品)

鐸形土製品

キノコ形土

製品

スタンプ形

土製品

内面渦状土

製品

スメーン形

土製品

91形 土製品

三角形状土
製品

手作 り上製

長楕円形土

製品

土板状土製

冠状土製品

角柱状土製

三角柱状士

製品

緯状土製品

くり形土製

くるみ形土
製品

貝形土製品

皿状土製品

円柱土製品

人面付き土
製品

不 明

遺物名 表鞣
遺
構
内

脚
利

舗
⑪上 変 中 下

不

明
上 1 」ヒ2

不

田

石

器

石鏃

器

石錐

黒形石器

楔形石器 1イ

肖1器

掻 器

快入石器

石核

石鍬状石器

石錘

散石

砥 石

合る

打製石器

原 石

製 品

石棒

円盤状石器

三角形状XH

製品

石製ペ ンタ
ント(飾 り)

刻線礫

ブリッチ状
石製品

石製未製品

鏡鉄鉱

※ 1 土器の点数は、東部・ 西部捨て場第一次登録段階、遠構内 は第二次登録段

階

※ 2 捨て場の出土地域は、第Ⅳ章参照

出土地毎遺物点数

―-488-―



第Ⅵ章 遺物の出土分布と接合関係について 彿401～42咽 )

遺物の出上分布の傾向について、種別毎に出土重量あるいは出土点数をグリッド単位で図示 した。併せて

一部の遺物を対象として接合関係図を作成 した。

対象とした遺物は、土器、 ミニチュア土器、土偶、鐸形土製品、耳飾 り、釧形土製品、内面渦状土製品

(イ モ貝形土製品)、 円盤状土製品、三角形状土製品、石鏃、石匙、石錘、掻器・削器、フレーク・ チップ、

磨製石斧、礫石器類、石棒、石剣、石刀、軽石製品である。

詳細な分析は割愛するが、作成 した図から読み取れる傾向や特記事項について、概要をまとめ、併せて若

千の考察を行った。

先に、作成 した図に関わる内容を説明する。

① 捨て場の斜面区域区分については、第Ⅲ章の 7及び第Ⅳ章の12で上述 したとおりである。東部捨て場は

「斜面上域」。「斜面変換点」・ 編 面中域」。「斜面下域」の4地点に、西部捨て場は「斜面上域 1」 。「斜

面上域 2」 。「斜面中域」。「斜面中域 2」 の4地点に区分 した。遺物出土地の空間占地を簡略 して示すこと

を目的としたもので、第116図の区分図を参照戴きたい。

② グリッドについては、一辺 4X4m、 各グリッドの名称は南西を基準として命名する。

③ 遺物の接合関係図について、土器、土偶、耳飾り、磨製石斧、敲石、凹石、石皿、環状石器、石棒、石

剣、石刀の各遺物において、異なるグリッドから出土 した部位同士が接合 したものを平面的に示 した。よっ

て、同じグリッドから出土 したもの同士が接合 した場合は割愛 している。

④ 第401図上段は遺構外出土土器のみの出土量、第402図 の後期・晩期毎の出土土器分布図は遺構内外を合

わせた出土量で資料を作成 している。

土器

(1)土器の分布状況について

① 全体の概要 土器の出土地点の傾向を探るため、第401図上段にはグリッド毎に遺構外出土土器の出土

重量を示 した。出土重量は、 0～50kg未満、50kg以上～100kg未満、100kg以上～150kg未満、150kg以上～200

kg未満、200kg以上の 5段階に大別 し、スクリーントーンでそれぞれ図示 した。なお目安 として当センター

で使用 しているコンテナ 1箱 (T40:42× 32× 30cm)に は、 9号のビユール袋で約10袋前後、重量に換算 し

て25～35kgの土器が入ることから、100kgの土器であればコンテナ 3～ 4箱分となる。

第401図上段の図を見ると100kg以上の土器が出土 したグリッドは、 C24・ C25・ D24・ D250E24・ E25・

E26・ F25・ F26・ F27・ G250G26・ LH o N12・ P12・ P13の 16カ 所である。特出して出土量が多かっ

たのは、東部捨て場斜面中域のD25・ F26・ E25グ リッドで、次いで東部捨て場斜面下域のG25・ G26グ リッ

ド及び西部捨て場斜面上域 2の P13グ リッドである。D25グ リッドは228kg、 F26グ リッドは257kg、 E25グ

リッドは183kg、 G25グ リッドは155kg、 G26グ リッドは192kg、 P13グ リッドは177kgの 出土量である。 これ

らのグリッドは全て主体となるのは後期の土器である。

土器の接合関係について、第401図下段には土器の動きをみるため、異なるグリッドか ら出土 した同士が

接合 した状況を示す接合関係図を作成 した。東部捨て場同士や西部捨て場同士で接合関係を示すものがほと
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遺構外出土土器分布図

土器接合関係図 (遺構内外)

第401図 土器出上分布図 1
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第402図 土器出上分布図 2
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後期土器出土分布図 (遺構内外)

晩期土器出土分布図 (遺構内外)
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んどであり、斜面の傾斜に対 して上下方向をとるグリッド同士での接合関係が多い。

状況資料から筆者が推定 した要因は、下記のa～ dである。

a 一個体の遺物を別々の場所に廃棄 した行為の可能性 (一次廃棄)。

b 本来遺物を廃棄 した中心は斜面の上方地域であったものが、自然現象により、土砂流入と共に斜面中

位～下方に流され、現在の出土位置となった可能性。

c 縄文人により、土器を包含する上自体が動かされている可能性。第Ⅳ章の住居跡の記載で若干触れた

縄文人による造成工事的な行為や遺物包含層中に遺構を構築 した際の排土中の土器が動かされたなどの要因

が考えられる。

d aに 多少関連するが、最初にある場所に一次廃棄 した後に、二次廃棄を行うなどの行為。

筆者の所見 (見解)と しては、本遺跡においては上記 したa～ cの要因は全て存在すると思っている。 d

の要因については、明確には立証できないが、後述する土偶、磨製石斧、石剣・石刀などの出土状況を加味

すると可能性が全 くないとは言い切れない。

② 東部捨て場における土器 調査区東側斜面地は、ほば全域にわたって捨て場として利用された空間であ

ることは、土器の出土量からも窺い知れる。

東部捨て場で最も出土量の多かったD25～ E25グ リッドは、東側斜面の中腹付近に位置 し、斜面傾斜変換

点の下方付近に相当する。斜面区域区分では斜面中域とした範囲内にあり、当初は竪穴住居跡と間違って精

査を行った経緯のある地点で、約 6m程の凹地状の地形を呈する。十和田b火山灰の分布するⅡ層面から無

遺物層までの層厚は250cm以上で、本遺跡中で最も厚 く遺物包含層が堆積する。ただし、土層は上位か らⅡ

層 (十和田b火山灰混入層)→Ⅲ層 (後～晩期遺物包含層)→Ⅱ層→Ⅲ層→Ⅳ (中撤火山灰混入層)→ V層

(無遺物層)の順で堆積するなど互層が顕著に把握できる部分である。下位の十和田b火山灰の堆積様相は、

地形に沿って線状を示すことからプライマリーに近い堆積と判断される。上位の堆積は、工層と皿層がセッ

トで流出してきた最堆積層と捉えられる。上記のことから、当時の人々がこの付近に集中的に土器を棄てた

のではなく、自然地形的要因により斜面上方から土砂 (主 に黒土)と 共に流出してきた土器が溜まり、出土

量が特出して多かったと判断される。なお、同付近からは後期前葉～末葉土器が全般に多く、また土偶、鐸

形土製品、怒器・削器、フレーク・ チップ、磨製石斧なども多 く出土 している。

上記に次いで出土量が多かったのがF27・ G25・ G26グ リッドで、東部捨て場斜面下域に相当する地点で

ある。後期前葉及び後期後～末葉の土器が主体であり、特に土偶の出土点数が多かった地点である。ただし、

土偶の出土状況としては後期の中実上偶と晩期の中空土偶が、ほぼ同一の層 (レ ベル差がない)か ら出土す

るなど、層位的には混在が多いと思われる地点であり、精査結果からは特異性を感 じれなかった。

東部捨て場について簡単にまとめると、斜面上域の北側部分 (H22～ H24・ 123～ 24グ リッド付近)か ら

の出土量が比較的少なかった以外は、ほぼ全域に渡って出土量が多かった。

また土器の動きとして、第401図下段に図示 した土器の接合関係図を見るとおり、斜面上域 と斜面中域及

び斜面中域と斜面下域同士で接合 した土器が頻繁に見 られる。ただし、東部捨て場における土器の行為とし

ては、上述 した a・ dの要因を証明できる出土状況になく、 bと cの要因が主なものと考えている。

bの要因については、斜面中域が土器に限らず土製品や石器類についても特出して出土量が多いことから、

本来の廃棄地は斜面上域であった可能性は充分考えられると思う。

cの要因については、斜面上域の南部周辺には遺物包含層中に構築されていた晩期の住居跡が多かったこ

とから、その際に生 じた排土は普通に考えれば斜面の下方に捨てるのが自然であると推定する。第401図下
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段に接合関係を示 した1318と 1325は何れも円筒下層式土器であり、 cの要因で矛盾はないと考える。

一方、仮にaの要因が東部捨て場に存在するなら、壊れて廃棄 したのか、あるいは意図的に壊 して廃棄 し

たのかと言った問題が生 じよう。結果としては、東部捨て場出土の土器について意図的に別の地点に廃棄 し

た可能性やわざと破壊 した行為などは認知できなかった。

③ 西部捨て場における土器 調査区西側斜面地は、捨て場として利用された空間に占地が存在 しそうであ

ることが、土器の出土量からも窺い知れる。

西部捨て場で最も出土量の多かったのが、上記 したP13・ P12・ N12の各グリッドで斜面上域 2に相当す

る地点である。この付近は、第401図上段の図などに記 した等高線 (現地表面の段階で作成)の流れを見ると

おり、標高290～ 291mの 間が不自然に広 く、遺物の出土も土器だけでなく土製品 。石器類全般に多かった。

西部捨て場において、全般に出土量が少なかったのが斜面中域 1、 皆無に等 しい状態であったのが斜面中

域 2である。第118図の上層断面図③を見るとおり、遺物包含層の堆積が薄い地域であり、斜面上方か らの

土砂流入がこの地域にまで及ぶことが少なかったと捉えられる。

西部捨て場について簡単にまとめると、本来遺物を廃棄 した中心地は、標高290mよ り上位に位置する斜

面上域 とや斜面上域 2に相当する範囲と思われる。斜面上域 2の 出土量から推定 して、調査区外のQ～ R12

～13グ リッドには、相当量の土器が包含されていることは確実であり、更にその北側についてもその可能性

が高いと思われる。

土器の動きについて、第401図下段の接合関係図を見ると、大半は斜面上下方向同士のグリッドで接合 し

ている。ただし、400・ 1660・ 1666・ 1804な どについては、等高線の流れから考えて斜面の上・ 下方向同士

ではないことから、地滑り現象 (土砂流入など)な どの自然的要因によるとは考え難い。400は、 G6土坑

の埋土から出土 した土器と、同土坑から約15m離れた 115グ リッド出土土器が接合 したものである。上述 し

た cの要因が考えられよう。

(2)土器の時期毎分布傾向

本稿で行った土器分類毎に、時期別の土器出土分布図 (第403～ 405図)を作成 した。資料としては、第二

次登録段階 (第二次登録段階が掲載 した土器)の遺構外土器数 (文様が明確なもの)を採用 して、その点数

を図示 した。完全な分析資料とは言えないが、傾向を窺うと言う目的であれば、資料としてたえられると判

断する。なお、出土数が微量であった早期～前期初頭の上器は割愛 し、前期末葉の円筒下層 d式についても

出土 したグリッドの明示のみとした。

① 前期土器 前期の円筒下層 d式土器については、 5箱分程の出土量である。第403図上段左の図を見 る

とおり、出土地の主体は東部捨て場の斜面上域と斜面中域で、わずかに西部捨て場の斜面上域 1か らの出土

となる。上記の周辺は、Ⅳ層 (中撤火山灰混入層)の堆積が比較的良好な地点である。

後～晩期の出土量が比較蜘少なかったF23・ G23・ H23・ H24グ リッドからの出土が多いことから、後～

晩期の土器とは出土占地が若干相違する傾向が窺え、あるいは廃棄地の旧地形 (斜面角度など)が前期の時

代と後期の時代では若千違うのかもしれない。また、本遺跡からは円筒式土器に伴い出土すると考えられて

いる半円状偏平打製石器 (3643～3648な ど)と 思われる礫石器が数点出土 している。ただし、層位的に伴出

関係にあったのは、後～晩期の土器である。
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第Ⅱ群 2類土器 (円 筒下層d式 ) 第Ⅲ群 1類土器 (十腰内 I)

第Ⅲ群 2類-1土器 (十腰内Ⅱ) 第Ⅲ群 2類 -2土器 (十腰内Ⅱ～Ⅲ)

土器出上分布図 3
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第Ш群 3類土器 (十腰内Ⅲ) 第Ⅲ群 4類土器 (十腰内Ⅳ)

第Ⅲ群 5類土器 (十腰内V) 第Ⅳ群 1類土器 (大洞B)

土器出土分布図 4
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② 後期土器 遺構内外を含めた後期土器の出上分布

図が、第402図の上段の図である。基本的には第401図

上段の遺構外土器出土分布図と同様の傾向が読み取れ

る。時期別の出土点数をみると、十腰内 I式期と十腰

内Ⅳ・ V式期の出土点数が圧倒的に多く、十腰内Ⅱ～

正式期の出土点数が少ないことがゎかる。

分布については、斜面区域区分での出十量の多少が、

必ず しも本来の廃棄地とは捉えられない。ただし、大

別 して東部捨て場内、西部捨て場内として見れば、時

期別の廃棄量の傾向は窺えるように思う。

十腰内 I式期においては、圧倒的に東部捨て場から

の出土が多 く、特に斜面中域に多い。西部捨て場にお

いては斜面上域 2の狭い範囲に分布が集中する傾向で

ある。

十腰内‖～Ⅲ式期については、土器の時期同定の問

題もあり、とりあえず第403図下段と第404図上段左の

3つ の図を作成 した。全般的な傾向としては、十腰内

I式期と同様の分布地が主体である。

十腰内Ⅳ式期においては、出土量的には西部捨て場

が多いが、東部捨て場と西部捨て場の両者に比較的均等に廃棄 した様相である。

十腰内V式期においては、西部捨て場が廃棄の主体となる。特に斜面上域 1の南部に廃棄地が広がる様相

である。

③ 晩期土器

後期土器の出土量と比較すると、概算で1/4以下 (約 100箱分)の出土量である。第402図下段の図は遺構

内外合わせた出土重量であり、第404図右下の図と第405図 は遺構外のみの出土点数である。

後期の土器に比べると、住居跡などの遺構からの出土量が多いためか、出土分布は後期より広範囲である。

捨て場への廃棄については、十腰内V式期と同様に西部捨て場の斜面上域 1が主体となる。

(3)注 口土器の分布状況について

本遺跡から出土 している注目土器は、全て後～晩期に属するものである。時期的に出土数が多いのは後期

後棄～末葉で、後期中葉以前は極端に少ない。

本遺跡からは、胴部と接合 しなかった注口部のみの (大部分は不掲載とした)出土 も相当数あることから、

それらも点数に加えて作成 したのが第406図 である。また、それら注口部にはアスファル トの付着が多 く、

また朱の塗布が確認されるもの見 られる。

① 後期の注目土器 上記 したとおり後期後～末葉のものが多いことから、第406図上段の図は十腰内Ⅳ・

V式期土器の分布と同様の分布傾向を示す。

第Ⅳ群2類土器 (大洞BC)

第405図   土器出土分布図 5
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後期注口土器出上分布図 (遺構内外)

晩期注口土器出上分布図 (遺構内外)

第406図  土器出土分布図 6
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朱塗り土器出土分布図 (遺構内外)

第407図 土器出上分布図 7

② 晩期の注目土器  第402図 の晩期土器の分布とほぼ同様のように取れる。

(4)朱塗り上器の分布状況について

赤色の顔料を塗布する土器について、時期は後～晩期である。総数は後期の上器が多いが、全体の出土量

の割合から考えれば、晩期の土器の割合の方が高いように思 う。

他の土器と同様に東西の捨て場からの出土が主体である。捨て場以外の出土地で目を引くのは、調査区南

側の一段高い面に相当する部分で、 F13グ リッドを中心に周辺のグリッドから相当数の出上がある。この周

辺は、遺物包含層の分布がほとんど見られない地点で、表採及びこの付近から検出された土坑の埋土上位層

などから出土 している。ただし完形品の上器はほとんどなく、小破片のみである。

出土分布に関連 した内容ではないが、朱が塗布されている器種としては、深鉢や鉢はほとんどなく、注目

土器、壺、台付浅鉢などに多い。また、晩期の土器で内・外面の両面に朱が塗 られる重が数点見 られる。

赤色の顔料が塗布されている行為自体が特殊性を予見させるのであるが、出土分布からは特殊性は窺えな

ヽヽ。

土製品

本遺跡で出土している土製品の時期的な大略は、全て後～晩期に属すると判断される。それらの分布地の
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ミニチュア出土分布図 (遺構内外)

第408図 土製品出上分布図 1

傾向から読み取れる属性についてまとめてみたい。また、それら土製品の中には、従来の考古学資料等など

から、土器型式と比定関係がある程度可能なものと比定関係が不明なものがある。先に行った土器の時期的

出土占地との比較検討を行い、土製品の所属時期の推定を併せて試みる。

(1)ミ ニチュア上器

第401図上段の図と第408図を比較すると、ほとんど同様の分布傾向を示す。東部捨て場斜面中域からの出

土数が最も多く、次いで西部捨て場斜面上域 1である。普通サイズの土器と比べて完形品の割合が高いよう

に思う。全般に後期に所属するものが多 く、器種としては鉢と壺が多い。十腰内Ⅳ～V式 と思われるものの

中には、日縁部の突起や瘤の配置といった細部に至るまで、普通サイズの土器を模倣 したと捉えられるほど

精巧なものもある。

(2)土偶の分布状況について

第409図上段の図を見ると、第402図上段の遺構外土器や第408図の ミニチュア土器の出土分布 と同様の傾

向を示す。

総点数311点中、晩期の土偶は28点 (推定を含めて)で、圧倒的に後期の土偶が多い。

後期の土偶の出土地は、東部捨て場と西部捨て場からの出上が大半を占め、両者においては西部捨て場が

若干多いものの、ほぼ同等の出土割合と捉えられる。
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中 や い 17 い 1, 2P 4 2P 23 24 25 26 2' 2B

土偶出土分布図 (遺構内外)

第409図  土製品出上分布図 2

土偶接合関係図
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第410図 土製品出上分布図 3

晩期の土偶の出土地は、遺構内 3点、東部捨て場 8点、西部捨て場14点、表採 1点である。晩期の土偶 は

西部捨て場がわずかに多い。

本遺跡で出土 した土偶は、時期を問わず全て欠損品であり、同じグリッドから出土 した部位同士が接合 し

たものが圧倒的に多い。第409図下段には異なるグリッドから出土 した部位同士の接合関係を示 した。特記

事項としては、2431、 2465、 2486の 3点が東西の捨て場同士で接合 した点が挙げられ、 3点 とも約70mの距

離をもって接合 した。要因 (原因)は不明であるが、上述 したaの要因つまり最初から別々の廃棄地に捨て

られた可能性が高い (dの要因とは捉え難いと思っている)。 なお、 3点 とも完形品にはなっていない こと

から、発見されていない部品 (部位)は調査区外に存在すると推定される。

捨てられたものなのか置かれたものなのかについて、本来検討すべき内容であると考えられるが、本遺跡

の出土状況からは窺い知れなかった。

その他に西部捨て場同士ではあるが、約10～ 20mの距離をもって接合 したものが複数見られる。西部捨て

場同士で約20mの距離をもって接合した2442・ 2438は 、 3つ のグリッドから出土 した部位が接合関係を示 し

た。斜面上下方向とは異なるグリッド同士であるため、自然的要因による土砂流入としては捉えられない。

同様の様相が土器においても見 られることから、そこには東部捨て場で上述 した cの要因である遺構構築な

どに伴い縄文人が土を動かした行為が考えられよう。

鐸形土製品出上分布図 (遺構内外)
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耳飾り出上分布・接合関係図 (遺構内外)

F  l, 1,  1,  17 1, 1, 中 11  22  23 24 25 26  2, 28  29

釧形 。内面渦状土製品出土分布図

第411図  土製品出上分布図 4
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(3)鐸形土製品の分布状況について

出土地の主体は東部捨て場である。本製品は今までの発掘調査成果から後期初頭～前葉の十腰内 正式期に

伴う出土例が多い。本遺跡においても、第403図右上に示 した十腰内 I式が最も多く出土 したE24グ リッド

からの出土数が圧倒的に多い。土器との比定関係が従来の指摘通り後期の前半期で間違いないとすれば、土

器と一緒に廃棄 した可能性が高いと言える。

(4)耳飾りの分布状況について

出土地の主体は西部捨て場である。出土分布は、大洞B式の出土地と類似する傾向が窺える。個々の製品

を見ても晩期と思われるものは多 く、該期に多く製作された可能性はあろう。ただし、後期中葉～後葉の土

偶に見 られる細かい刺突文を施文するものなども存在することから、タイプにより所属時期が異なる可能性

が高い。本来はタイプ分けを行った後に、土器型式との比定を行えばより本来の所属時期の推定資料となり

得る可能性が高いと言える。

(5)釧形土製品の分布状況について

他の土製品と比べても、その出土点数は極端に少ない。西部捨て場が出土地の主体で、大略は十腰内Ⅳ～

大洞BC式の出土分布と傾向が類似する。本製品は今までの発掘調査成果から晩期に伴う出土例が多いが、

本遺跡においても大洞B式の主要出土地である西部捨て場の」8・ K7グ リッドなどから出土 しており、晩

期前半期が所属時期である可能性が高い。

(6)内面渦状土製品 (イ モ貝形土製品)の分布状況について

特筆すべき点としては、全て東部捨て場からの出土である。本製品は晩期前半期の可能性が高いと言われ

ている土製品であるが、晩期に属すると思われる釧形土製品や晩期土偶は西部捨て場が主体であり、出土地

に相違が見られる。本遺跡の出土状況からは、伴出土器については明確には言及できない。ただし、層位的

問題を度外視すれば 8点中 4点が出土 した東部捨て場のC23グ リッドは、大洞B式の主要出土地の一つであ

り、興味ある結果と言えよう。

(7)円盤状土製品の分布状況について

西部捨て場からの出土数が、東部捨て場より若干多い。本遺跡からは、後期に属するものが多い様相であ

る (地文のみで明確な時期判断が困難なものが多いが)。 ただし、第412図 は第402図下段の晩期土器出土分

布図と同様の傾向が窺える。

(8)三角形土製品の分布状況について

西部捨て場からの出土数が、東部捨て場より若干多い。他遺跡の出土例を見ると、後期前半期に多い土製

品のようである。本遺跡から出土 している中で、文様から土器型式との比定が可能なものは、ほとんどが十

腰内 I式期であり、それより新 しい時期と思われるものはない。ただし出土分布地は、必ずしも十腰内 I式

期の多いグリッドではない。
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円盤状土製品出土分布図 (遺構内外)

三角形状土製品出土分布図

第412図 土製品出上分布図 5
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石器

土器や土製品に比べて、所属時期の不明なものが多い。本遺跡の土器出土量から考えて、石器についても

大部分は後～晩期に製作された可能性が高いと思われる。出土分布については、他の遺物同様に捨て場から

の出土が主体を占める。

(1)石鏃

他の遺物同様に東西の捨て場からの出土が大半を占め、若千ではあるが東部捨て場からの出土数が多い。

最も多 く出土 したのは、東部捨て場斜面下域のG25グ リッドである。

(2)石匙

東部捨て場が出土地の主体である。最も多 く出土 したのは、石鏃同様に東部捨て場斜面下域のG25グ リッ

ドからである。

(3)石錐

東部捨て場斜面下域のF26グ リッドと西部捨て場LHグ リッドからの出土が多い。両 グリッドは、第402

図上段の図を見るとおり、後期土器の出土量が多かった地点である。

(4)掻器・ 削器

東部捨て場が出土地の主体である。土器の総出土量も多かったD25。 E24・ E25グ リッドからの出土数が

圧倒的に多い。

(5)フ レーク・ チップ

東部捨て場が出土地の主体である。フレーク・ チップの出土分布を示 した第415図 と比較的似通 った分布

を示すのは、第403図右上の十腰内 I式の出上分布である。

(6)磨製石斧

東部捨て場が出土地の主体で、特に斜面中域から多く出土 した。西部捨て場においては、石錐が多く出土

した斜面上域 1の L llグ リッドに多 く、次いで斜面上域 2の P12～ 13グ リッドとなる。特記事項としては、

3431は東西の捨て場同士約70mの距離を持って接合 した (第417図下段の接合関係図参Ю 。土偶 2点や石刀・

石剣 2点 とほぼ同じ距離である。

磨製石斧は全般的に未製品が多いが、3431自体は刃のあり方から見て完成品である。実測図を見るとおり、

接合部位を合わせても胴～基部がなく、欠損品である。使用中に壊れたか意図的に壊 したかと言う問題が生

じるが、後者的な行為を推定するなら胴部中位付近に見られる剥離痕は非常に怪 しく見れる。ただし、筆者

の観察力でははっきりしなかった。あくまで推測の域を越えるものではないが、意図的に破壊 した後に別々

に廃棄された可能性は考えられると思う。3443、 3458に ついても同様の行為が見える。

996について、約28m離れたD19土坑 2号 とG26グ リッド出土が接合 したものである。刃のあり方や全体

の研磨の具合から未製品と判断される。意図的に切断した様相ではないことから、製作途中に壊れた可能性
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璽
硼
Ⅷ

1～ 10個

11～ 20個

21～ 30個

31～ 40個

41～50個

51～ 60個

石鏃出土分布図 (遺構内外)

石匙出上分布図 (遺構内外)

第413図 石器出上分布図 1
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石錐出上分布図 (遺構内外)

掻器・削器出上分布図 (遺構内外)

第414図 石器出上分布図 2
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フレーク・チップ出上分布図 (遺構内外)

第415図 石器出上分布図 3

が考えられる。出土の状況から推定すると、本来土坑に一括廃棄されたものが、その後の行為、例えば縄文

人による造成工事などにより土坑上部が破壊を受け、遺物が包含された状態の排土が他の場所に捨てられた

ことなどが考えられる。

(7)礫石器類

敲石、凹石、石皿、環状石器において、異なるグリッド出土同士が接合 したものを図示 した。全般に隣接

するグリッド同士での接合関係を示す。

石製品

(1)石棒・石剣・石刀

第420図上段の図は、石棒・石剣・石刀の 3者を合わせて作成 した。石棒は4点 (掲載 は 3点 )と 出土数

が極端に少ない製品の一つで、東部捨て場斜面中域から1点、西部捨て場斜面上域 2か ら3点出土している。

石剣・石刀は、東部捨て場斜面中域と西部捨て場斜面上域 1か らの出土が主体である。石剣・石刀は完形品

がなく、全て欠損品である。

第420図上段の図を見るとおり、3671の 石刀は約60m、 3681の石剣は約73m離れて接合 した。両者 とも接

合部位同士を合わせても欠損品であり、部品が調査区外に存在する。3671は 身部同士で接合 したが、その欠
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磨製石斧出上分布図 (遺構内外)

磨製石斧接合関係図 ※ トーンは捨て場の範囲

第416図 石器出上分布図 4
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石錘出土分布図 (遺構内外)

磨石出上分布・接合関係図

第417図 石器出分布図 5
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敲石・凹石・石皿 。環状石器接合関係図 ※トーンは捨て場の範囲

第418図  礫石器接合関係図

損部の状況としては意図的に折 られている可能性がある。磨製石斧と同様に意図的な破壊行為の後に、別々

の地点に廃棄 した可能性が考えられる。3681は、その欠損部自体は不自然な状態ではないが、3671と 同様に

別々の地点に廃棄 した可能性が考えられる。

簡単にまとめると、意図的に破壊 した後に別々に廃棄 したものと、使用中 (な にかに使用中に壊れた)に

壊れ別々に廃棄 したものの 2つ の行為の存在 した可能性が考えられる。

(2)軽石製品

出土地的には、圧倒的に東部捨て場の斜面中域に多い。所属時期や軽石の産地については不明である。た

だし、原産地 (火山活動地)と供給地 (軽石が降った場所)と 産出地 (拾える場所)は必ずしも一致 しない

類いの母岩と考えられる。全体的には沿岸部の遺跡からの報告例が多いように思うが、軽米町内の遺跡から

は比較的出土するようである。産出地については、今後検討 してみたい内容であるが、佐藤次郎氏の御助言

によれば、軽米町周辺では採取できるとのことである。
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石棒・石剣・石刀・出土分布・接合関係図 (遺構内外)

第419図 石製品出土分布図

軽石製品出土分布図 (遺構内外)
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第Ⅶ章 縄文時代後～晩期土器の器形について

本遺跡で出土 した縄文時代後～晩期の上器は、時期の大略を掴む目的で、施文される文様や特徴などから

十腰内式 。大洞諸型式に対比させて時期的な位置付けを行った。第Ⅲ群 1～ 5類、第Ⅳ群 1～ 2類に分類 し

たのがそれである。また、特徴的文様を持たない粗製土器や無文土器については、第Ⅲ群 6類及び第Ⅳ群 5・

6類に区分 した。本遺跡における後～晩期土器の器種構成比は、深鉢35%、 鉢19%、 浅鉢 9%、 皿 3%、 壷

20%、 注目土器 9%、 香炉形土器 3%、 その他 2%である。上記の数値は、第 2次登録段階 (掲載土器は第

3次登録段階)での割合であり、絶対的な数字とは言えないが、本遺跡の土器群の器種構成の傾向は窺える

と思っている。器形や文様・特徴の諸要素の中には、複数型式に跨がって継続する伝統性や、他地域か ら来

る強い要素 (十腰内式とは呼ばないような土器、異系統土器 ?)と本地域の属性も合わさり、本来その区分

(型式区分)は非常に難 しい作業であると判断された。分類上の問題と検討も兼ねて、本遺跡か ら出土 した

完形土器をモデルとし、それぞれの器種の中で器形分類図を作成 した。ttV章 において、それらモデルとし

た土器の文様帯の図示を行った。本章では、それらを基に型式学的区分を行い、本稿で行った土器分類の補

足を試みる。各土器は、器形の類似性を最優先とし、文様的特徴については文様の類似性より文様帯・ 無文

帯・地文帯の類似性を優先する。なお、完形資料が希少な浅鉢と皿及び特殊な土器と思われる香炉形土器、

筒形土器、双口土器、異形土器は除外 した。

各器種やタイプの細分基準については第V章を参照戴きたい。

深鉢

底部～口縁部までの器形で深鉢A～ Hの 8種類に設定・区分した。

(1)深鉢A

深鉢Aにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 4種である。

深鉢A― I-1-a(1269、 1586、 1605、 1649、 2042、 2047)

深鉢A― I-2-a(1216、 1606、 1920、 2022)

深鉢A― Ⅱ-1-a(2057、 2106)

深鉢A― Ⅲ-1-a(1219、 1301、 1383、 1910、 1955)

その他 (206、 589、 1204、 1207、 1226、 1307、 1342、 1401、 14H、 1545、 )

<出土数の傾向> 資料数は良好と言える。深鉢A― Iの割合が、深鉢A― Ⅱや深鉢A― Ⅲより高いことか

ら、器高に最大長を持つタイプが多いと言える。

<精製・粗製> 粗製と精製では、粗製の方が圧倒的に多い。

<口縁部・底部の形態> 口縁部は、平縁・波状の両者が見 られ、底部は平坦のみである。

<文様帯・特徴など> 主体を占める粗製深鉢は、日縁部文様帯が無文で、胴部に地文を施文するものを基

調とする。それら粗製深鉢は、日唇部に縄文を施文するものや、頸部に押圧縄文を施文するもの、全面に櫛

引文を施文するもの、胴部に網目状撚糸文を施文するものなどバ リエーションが豊富である。

精製深鉢としては、1216と 1920を深鉢Aと して採用 したが、傾向的に地文以外の文様を施文する土器は希

少と言える。また、その他の精製土器としては、底部が欠損する1204、 1342、 1411を 含めた。
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1920は、底部～胴部下半が無文で、胴部下半やや上付近に横位に一条の沈線が引かれ、胴部に幅広の磨消

縄文帯による曲線的なモチーフが描かれ、日縁部文様帯には地文の上に刺突文が施文される土器で、十腰内

Ⅱ式に相当すると思われる土器である。他の深鉢Aの器形と比較 して、頸部～日縁部にかけての外反の具合

が強いようである。全体の器形は2022の粗製のものに類似する。

文様帯について、本遺跡の資料からはその傾向を窺い知るのが難 しいが、Ⅱ帯が主要文様帯のようにとれ

る。精製の非完形品までを含めると、磨消縄文手法により底部～胴部下半が無文である場合が多 く、その部

位付近まで文様を施文する土器はない。

その他の特徴としては、深鉢A全般的に羽状縄文を施文する土器が見当たらないことが挙げられる。また、

底面に網代・木葉・縄文などの痕跡が確認されるものが目立つ。

<分類との対比> 本稿で行 った分類との対比として、深鉢Aの 中で土器型式との比定が可能なのは1216・

1920な どの深鉢A一 I-2-aと したもので、十腰内Ⅱ式期に相当する可能1性が高い。ただし、1920の 精製

深鉢の方が、1606や2022の粗製深鉢より全体のプロポーションが若干スマー トであり、外反も若干弱いなど

のことから、時期的に比定関係が成立するのか疑間である。また、頸部～日縁部にかけての外反については、

大きくは2種類が見 られる。①頸部～口縁部下半にかけて一度内湾 した後に外反するタイプと、②頸部から

直に外反するタイプである。両者の中間的なものもある。底部の残存がなくその他とした精製土器で比較す

ると、①が②より古い時期に多いように思われる。

羽状縄文を施文する土器がほとんどないことについて、羽状縄文は本遺跡の資料で見ると後期中葉～末葉

にかけて頻繁に見 られる。精製の深鉢に完形個体が少ないため強 くは言えないが、深鉢Aと したものが羽状

縄文が隆盛する前段階に多 く作 られた可能性は高いと思われる。

<総括> 本遺跡に十腰内Ⅱ式の資料が少ないことから明言はできないが、十腰内 I～ Ⅱ式期に多く製作さ

れた深鉢と思われる。

(2)深鉢 B

深鉢Bにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 5種である。 B― Ⅲ-2-aと して採用

した土器群は、深鉢Aと 深鉢Bの折哀的な器形と言えるが、今回は深鉢 Bに含めることとする。

深鉢 B― I-1-a(278、 1314、 1406、 1487、 19■ )

深鉢B― I-2-a(1319、 1524、 1679、 2159)

深鉢 B― Ⅱ-1-a(1902)

深鉢 B― Ⅲ-1-a(1585、 1990)

深鉢 B― 皿-2-a(217、 1386、 1402、 1485、 1519)

その他 (173、 207、 213、 313、 1201、 1202、 1260、 1278、 1316、 1382、 1392、 1466、 1473、 147k149k1646、

1840、  1924、  1963、  2062)

<出土数の傾向> 資料数は良好と言える。深鉢 B― Iの割合が、深鉢 B― Ⅲより高 く、また深鉢B― Ⅱは

希少と言える。このことから、器高に最大長を持つタイプが多 く、日径と器高がほぼ同じ長さのタイプがほ

とんど存在 しない可能性が高い。

<精製・粗製> 粗製と精製では、精製の割合が圧倒的に高い。

<口縁部・底部の形態> 回縁部は平縁・波状の両者が見られるが、波状口縁のものが若干多いようである。

底面は深鉢Aと 同様に平坦を基調とし、線状の擦過痕が残るものが比較的見 られる。
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<文様帯・特徴など> 文様帯としては、Ⅱa帯を主要ステージとする傾向が窺え、1同部下半は無文が多い。

口縁部文様帯については、 I帯が無文のものや日縁端が縄文帯で構成されるものなどがある。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは、以下の 2つ のグループである。

① 1406、 1473、 2159

② 1386、 1924

<分類との対比> 十腰内 I式期に多い傾向が窺える。十腰内 正式の新古で言えば、全般的に新 しい段階に

多いように思われる。文様モチーフで見れば、① とした土器群が②の土器群よりやや新 しい時期と推定され

る。

<総括> 十腰内 I式全般に見られる器形と思われる。精製土器で比較すれば、深鉢Aの隆盛する時期より、

若干古い時期に流行する器形と思われる。

(3)深鉢C

深鉢 Cにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 6種である。

深鉢 C― I-1-a(604)

深鉢 C― I-1-d(1231、 1407)

深鉢 C― Ⅱ-1-a(1589)

深鉢 C― Ⅲ-1-a(1288、 1587、 1595)

深鉢 C― Ⅲ-2-a(1285、 1310)

深鉢 C― Ⅲ-3-a(588)

その他 (652、 1281、 1409、 1424、 1483、 1517、 1544、 1565、 1598、 1960、 2058)

<出土数の傾向> 深鉢A・ Bと比較 して、資料数はやや少ない。

<精製・粗製> 精製、粗製の割合は、完形土器で比較すれば、ほぼ均等である。欠損品を含めれば、精製

が多い。

<日縁部・底部の形態> 平縁が多 く、大きめの突起が付く傾向が窺える。底部は平坦を基調に、比較的長

めのスマートな台が付 くタイプも見 られる。

<文様帯・特徴など> 文様はⅡ帯、Ⅱa帯が主体である。磨消縄文が用いられる場合が多い。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは、以下の土器群である。

電D  1285、  1407、  1409、  1424

<分類との対比> 精製土器で比較すれば、十腰内Ⅱ式と十腰内Ⅲ式を主体 とする。

<総括> 資料が少なく、文様帯の傾向を窺える様相ではない。時期的には、十腰内正式に出現する器形と

思われる。

(4)深鉢 D

深鉢Dに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 9種である。

深鉢D― I-2-b(2137)

深鉢D― Ⅱ-1-d(1341)

深鉢D― Ⅲ-1-a(1312、 1812、 1997、 2128)

深鉢D― Ⅲ-1-b(1362、 1503、 2111、 2130)
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深鉢D― Ⅲ-1-d(2139)

深鉢D― Ⅲ-2-a(1437)

深鉢D― Ⅲ-2-b(367、 1818、 2157、 2164)

深鉢D― Ⅲ-3-a(555)

深鉢D― Ⅲ-3-b(1631)

その他 (294、 358、 1429、 1445、 1509、 1562、 1614、 1632、 1790、 1849、 1891、 1982、 2004、 2028、 2029、 2

036)

<出土数の傾向> 本遺跡に見られる深鉢の中で、最 も豊富な資料数である。深鉢D―Ⅲが主体で、深鉢D―

Iは希少であることから、日径に最大長を持つものが多いと言える。

<精製・粗製> 精製のみで、粗製は見 られない。

<口縁部・底部の形態> 口縁部は、平縁、波状、山形状が見 られ、波状・山形状を呈するものは5単位が

多い。底部は平坦、上げ底状、台付きの 3種類が見られた。口径に最大長を持つものが多いことを考えると、

全般に底部径が小さいことは、直立させるにはバランスが悪いように思われる。

<文様帯・特徴など> 文様は、入組み帯状文によリモチーフされ、帯状文はほとんどが羽状縄文により構

成される。日縁部文様帯と胴部文様帯が、頸部の帯状文によりそれぞれ独立する様相を感 じる。また、Ⅱ a

帯が無文 (磨消縄文)で、 I帯に地文を施文するものも目立つ。2187は 、Ⅱb帯 とⅡ帯にそれぞれ 5単位で

瘤が付 く。2004は、 5単位の波状口縁で、Ⅱ帯の文様モチーフも5単位で描かれる。1818は、充填縄文によ

る入組み文が描かれ、日唇部の突起は5単位で、頸部に付 く瘤は4単位である。2157は、口唇部の突起、頸

部の貼瘤、胴部の貼瘤が 5単位で、入組み状文は充填縄文手法による。1997は、日唇部に円形突起と斜行突

起が交互に各 4単位で付き、頸部の瘤は4単位、Ⅱ帯の文様モチーフも4単位で充填縄文手法による。 1631

は、波状日縁・頸部の貼瘤・胴部の貼瘤 。文様モチーフ全てが 5単位である。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは、以下の土器群である。

① 1362、 1818、 2111、 2164

② 1997、 2137、 2139、 2157

③ 1631、 2004

<分類との対比> 十腰内Ⅳ式を主体に十腰内V式が見られる。文様モチーフで見れば、①の土器群は十腰

内Ⅳ～V式、②の土器群は十腰内Ⅳ式、③の土器群は十腰内Ⅳ式の古様相に相当すると思われる。精製土器

がほとんどである状況を考慮すると、器形や文様モチーフについては、本来細部まで吟味する必要があった

かと思う。

<総括> 十腰内Ⅳ式～十腰内V式に隆盛 し、それ以降は若干器形の変容により深鉢 Eと したものが主体と

なるのであろうか。晩期の大洞B式に衰退をみることは、言えると思 う。十腰内Ⅲ式の精製深鉢の資料が希

少なことから、この器形の深鉢の出現期ははっきりしない。関東の曾谷式段階では見られる器形であり、十

腰内式との併行関係をどこに置くかが問題となるのかもしれない。

(5)深鉢 E

深鉢Eに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 7種である。

深鉢 E― I-2-a(1776)

深鉢 E― Ⅱ-1-b(304、 1347、 1440、 1787)
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深鉢 E― Ⅱ-3-b(1855)

深鉢 E― Ⅲ-1-a(1558)

深鉢 E― Ⅲ-1-b(1264、 1266、 1347、 1833、 1856、 2091、 2092)

深鉢 E― Ⅲ-1-d(1721)

深鉢 E― Ⅲ-3-b(1772)

その他 (351、 520、 1420、 1423、 1506、 1570、 1634、 1660、 1770、 1781、 1828、 1859、 2077)

<出土数の傾向> 資料数は良好と言える。深鉢 E― Ⅲが主体である。

<精製・粗製> 精製・粗製の割合としては、精製が多い。

<日縁部・底部の形態> 口縁部は傾向としては平縁が多い。底部は上げ底状が、平坦より若干多いようで

ある。

<文様帯・特徴など> 帯状文上に付加される貼瘤が顕著となる。深鉢 Dと 比較 して、帯状文の幅が狭 く、

直線的なモチーフが多いようである。2077は、Ⅱb帯 とI帯に突き起こし状の刺突文 (※起こした凸で捉え

れば瘤であるが、本稿では凹で捉え図示 している)が 2列で連続施文され、縦長の貼瘤が 5単位で付加され、

日唇部は小波状気味に刻みが加えられている。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは①の上器群である。頸部に貼瘤が帯状に配置さ

れる点で類似するのが②の土器群である。

① 304、 1558、 1855、 2091

筵) 1266、  1440、  1770、 1721、  1787

<分類との対比> 十腰内V式期に多い器形であることは言えると思 う。

<総括> 全般に文様帯の類似性は感 じられないが、頸部に帯状文あるいは貼瘤帯を持つことでは類似性が

ある。十腰内V式に隆盛することはある程度言えると思う。深鉢Dと存立 して後期後半期に多い器形なので

あろう。1772な どは安行式の影響が窺える土器であり、深鉢 Eは関東系の上器との関連 (祖系 ?)が考えら

れるのかもしれない。

(6)深鉢 F

深鉢 Fに おいて、全体の器形が分かり得る状態の上器は、以下の 2種である。

深鉢 F― Ⅲ-1-a(1999、 2143)

深鉢 F― Ⅲ-1-b(1581、 1687、 1795、 2142)

<出土数の傾向> 本遺跡の資料では、全てF― Ⅲであることから、器高より口径に最大長を持つものがほ

とんどである。

<精製・粗製> 精製、粗製の割合としては、均等と言える。

<口縁部・底部の形態> 日縁部はほとんどが平縁で、突起が付 くものもある。底部は平坦と上げ底状が主

体で、台の付 くものは見 られなかった。

<文様帯・特徴など> 文様は、Ⅱ帯に広 く展開する。日縁部文様帯が無文であるものも日立つ。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは①の土器群である。日縁部文様帯が無文と言う

ことでは②の土器群が類似する。

① 1581、 1687

② 1999、 2142、 2143
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<分類との対比> 後期後葉～末葉に多い器形と思われる。①の土器群の文様モチーフは、十腰内Ⅳ式 と思

われる。②の上器群は明確ではないが、若千①の土器群より新 しい時期ではないかと推定される。

<総括> 精製土器で比較すれば、時期的には深鉢Dや深鉢 Eと存立するようである。

(7)深鉢G

深鉢Gに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の4種である。

深鉢G― Ⅱ-1-a(1446、 2149)

深鉢G― Ⅲ-1-a(1271、 1294、 1872、 1898、 1985、 1989、 1991、 2000、 2038、 2094、 2129、 2148、 2156、

2166)

深鉢G― Ⅲ-1-b(1223、 1311、 1332、 2032、 2103)

深鉢G― Ⅲ-1-d(2140)

その他 (1568、 1597、 2014)

<出土数の傾向> 資料数は良好である。深鉢 G― Ⅲが主体であることから、日径に最大長を持つタイプが

多い。

<精製・ 粗製> 粗製土器が大半を占める。確認された精製土器の完形品は、2148と 2156の 2点のみである。

<日縁部・底部の形態> 日縁部は、ほとんどが平縁である。底部は、平坦を主体に上げ底状が見 られる。

<文様帯・特徴など> 文様は、 2点の精製土器を見れば器面全体に展開する。粗製のものは、胴部下半～

底部にかけてわずかに無文帯が見 られる。地文は2種の原体により羽状縄文を構成するものが多い。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは①の土器群である。

① 2148、 2156

<分類との対比> 粗製が主体を占めることから、詳細は探 り得ないが、精製の 2点は十腰内V式に相当す

る。

<総括> 後期後半期に製作された深鉢である可能性が高い。時期の下限や上限は不明である。

(8)深鉢H

深鉢Hにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の11種である。

深鉢H― I-1-a(171、 193、 1350、 1738、 1806、 1975)

深鉢H― I-1-b(157)

深鉢H― I-1-d(364)

深鉢H― I-2-a(1493、 1695、 1762)

深鉢H一 Ⅱ-1-a(2074)

深鉢H― Ⅱ-1-d(238)

深鉢H― Ⅲ-1-a(415、 1268、 1661、 1806、 1975、 2094)

深鉢H― Ⅲ-1-b(554、 1665、 1667、 1674、 1737、 1742)

深鉢H― Ⅲ-1-d(115、 239、 253、 1743、 1778)

深鉢H― Ⅲ-2-a(1729)

深鉢H― Ⅲ-2-b(1620、 1715)

支:α)1旦  (65、  130、  134、  145、  250、  251、  252、  311、  394、  426、  737、  1339、  1355、  1452、  1666、  2099)
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<出土数の傾向> 資料数的に見れば完形品が多 く得られ、良好と言える。深鉢H― Ⅲが主体で、次いで深

鉢H― Iと なる。

<精製・粗製> 精製と粗製の割合としては、若干粗製が多い。

<口縁部・底部の形態> 口縁部は平縁が主体で、若干量小波状が見 られる。底部は平坦、上げ底状、台付

が見 られる。

<文様帯・特徴など> 文様はⅡa帯が主体で、Ⅱ帯は地文のみのものが多い傾向である。 1151よ 、突 き起

こし状の刺突文が連続施文され、文様の施文単位は不明であるが、文様モチーフの起点に貼瘤が付加される。

239は、文様の施文は5単位で割 り付けられる。煤の付着状況として、内外面ともほぼ全面に煤の付着が確

認されるが、内面の胴部下半付近のみ付着が見 られない。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

① 737、 1268、 1452、 1661、 1666、 1729、 2074

② l15、 1743

<分類との対比> 本遺跡の資料で見れば、後期末葉～晩期前葉にかけて隆盛 した器形である。239の 土器

は後期最終末～晩期最初頭とも言える土器であり、115は 同時期もしくは若干古いと思われる南東北的な特

徴の土器である。

<総括> 本遺跡の資料で見れば、後期末葉～晩期前葉にかけて隆盛 した深鉢と捉えられる。

2鉢

底部～日縁部までの器形の違いで10種類に区分 した後、回縁部の形態 (1～ 4)と底部の形態 (a～ d)

を加味 して区分 した。深鉢に比べ、絶対数が少なく、また出土点数の極端に少ない器形の鉢も多いことから、

分類後の所見として分析対象資料には不向きであったように思う。

(1)鉢A

鉢Aにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 3種である。

鉢A-1-d(1247)

鉢A-2-a(2030、 2035)

鉢A-2-d(1397)
その他(1884)

<出土数の傾向> 資料数は希少であるが、個々の土器の残存率は良好と言える。

<精製・ 粗製> 粗製は見 られない。

<口縁部・底部の形態> 口縁部は全て波状で、 4単位である。底部は平坦と台付が見 られる。

<文様帯・特徴など> 文様は、 I帯が無文、Ⅱa帯が主要文様帯、底部付近が無文といった構成で、比較

的明確に区分される傾向が窺える。1397と 2035は多条沈線によリモチーフが描かれる。1884と 2030は、地文

は何れも無節で、磨消縄文が施される。波状口縁の単位や文様の施文単位は、何れも4単位である。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

廻D  1397、  2030、  2035

<分類との対比> 十腰内 I式に見 られる器形と言える。
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<総括> 後期前葉期に見られる鉢であることは言えると思う。鉢 Bと の類似点が多い。

(2)鉢 B

鉢Bにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 2種である。

鉢B-1-a(1334、 1969)

鉢B-1-d(342、 1326)

その他 (1468)

<出土数の傾向> 資料数は希少であるが、個々の土器の残存率は良好と言える。

<精製・粗製> 精製の鉢が主体と言える。

<日縁部 。底部の形態> 342の 口縁部の突出を突起として捉えれば、日縁部は全て平縁である。底部は平

坦と台付で構成される。

<文様帯・ 特徴など> 文様帯は鉢Aと 同様の傾向を示すが、鉢B同士では若干の相違がある。地文を施文

する土器は1969のみである。

<分類との対比> 十腰内 I式に見られる器形と言える。

<総括> 後期前葉期に位置付けられるタイプと言えるが、鉢Aと の比較から、鉢Bの方が若千古い時期に

位置付けられる可能性がある。文様帯としては、1969と 鉢Aの2035に類似性が感 じられる。

(3)鉢 C

鉢 Cにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 1種である。

鉢C-1-a(2068)

<出土数の傾向> 2068の 1点のみである。

<精製 。粗製> 精製土器である。

<日縁部・ 底部の形態> 日縁部は、平縁で貼付けによる突起を持つ。底部は平坦である。

<文様帯・特徴など> Ⅱ帯に広く、沈線によるS字状・渦巻き状のモチーフが描かれる。日縁は2単位の

波状縁で、頂部下の渦巻き状文は 2単位で施文されるが、入組み状文の文様単位に規則性はない。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

鉢Aの 1247と 文様帯が類似する。

<分類との対比> 十腰内 正式の古い段階の土器であろう。

<総括> 文様帯の類似性で捉えれば、鉢Aと 同種に属 して差 し支えない鉢である。本稿で行った器形設定

に、不備があったと思う。

(4)鉢 D

鉢Dに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 3種である。

鉢D-1-a(1306、 1404、 1434、 1464、 1616、 1959、 2051)

鉢D-1-b(2130)

鉢D-1-d(1754)
その他 (1488、 1501)

<出土数の傾向> 資料数は普通である。
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<精製・粗製> 粗製が多い。

<日縁部・底部の形態> 口縁部は全て平縁である。底部は平坦が多い。

<文様帯・特徴など> 日縁部と胴部を分離する行為が感 じ取れる。鉢Dと して設定 した中でも、頸部～口

縁部の外反の具合に相違がある。

<分類との対比> 後期前葉～晩期までが混在 している。

<総括> 器形分類の設定を大きく捉え過ぎたことは否めない。1501、 1754を除けば、後期前葉～中棄と思

われ、該期に多い器形であろう。1754は、鉢 Eの 1908と 同種と捉えられる。

(5)鉢 E

鉢Eにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の4種である。

鉢E-1-a(1315、 1539、 1655、 1908、 2045)

鉢E-1-b(1930)

鉢E-2-a(1470、 1529、 1918、 1921)

鉢E-2-d(1486)

<出土数の傾向> 資料数は、良好と言えよう。

<精製・粗製> 精製が主体である。

<口縁部・底部の形態> 口縁部は、平縁と波状がある。底部は1930が上げ底状で、他は平坦と台付である。

<文様帯・特徴など> 傾向が窺い知れる資料とは言えない。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

① 1918、 1921

<分類との対比> 十腰内Ⅲ～Ⅳ式と思われる1436の位置付けが問題となるが、それ以外は後期前葉～中棄

と思われる。

<総括> 器形分類の設定を大きく捉え過ぎたことは否めない。1918と 1921については、本来深鉢Aに含め

るべきものであり、1342や 1204と 文様帯が類似する。

(6)鉢 F

鉢 Fに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 2種である。

鉢 F-1-a(2005)

鉢 F-1-d(1936)

その他 (1)

<出土数の傾向> 非常に希少である。

<精製・粗製> 2005は精製、1936は半精製と言える。

<日縁部 。底部の形態> 口縁部は平縁である。底部は平坦と台付である。

<文様帯・特徴など> 2005は Ⅱ帯に磨消縄文による幅広のモチーフが 4単位で描かれ、日縁端と頸部に複

数段の刻目帯を施文する。

<分類との対比> 十腰内Ⅲ式に多い器形と思われる。

<総括> 2005は、深鉢 Fの 1999と 文様帯が類似する。
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(7)鉢G

鉢 Gにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 4種である。

鉢 G-1-a(1542、 1979、 1981、 2081、 2120)

鉢 G-1-b(2154)

鉢 G-1-c(683)

鉢 G-1-d(605、 1578、 1842、 2082)

その他 (360、 2131)

<出土数の傾向> 資料数は良好と言える。

<精製・粗製> 精製を主体とする。

<口縁部 。底部の形態> 口縁部は平縁である。底部は平坦と台付を主体とする。

<文様帯・特徴など> Ⅱ帯を主要文様帯とする傾向は窺える。文様のモチーフとしては、 1979、 2120、

2131、 2154な どは入組み帯状文 (2種の原体による羽状縄文)に よる欅掛け状のモチーフが描かれる。2154

は、日唇部の突起が 2個一対で 7単位で付加される。1578は、Ⅱ帯に貼瘤が 7単位で付加される。ただし、

貼瘤同士の間隔は、まちまちである。2154は、日唇部の突起は2個一対で 7単位 ?、 I帯の瘤は7単位 ?、

Ⅱ帯の文様施文単位は4単位である。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

① 2120、 2154

<分類との対比> 十腰内Ⅳ式及び十腰内V式に多い器形と思われる。

<総括> バ リエーションに富んだ構成となったが、時期的には大差ない時期でまとまるようである。 1979

は、深鉢 Fの 1581、 1687と 文様帯が類似する。2082は鉢Hに類似する器形とも取れる。

(3)鉢H

鉢Hにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 2種である。

鉢H-1-a(1242、 1499)

鉢H-1-d(246、 1798)

その他 (416、 1505)

<出土数の傾向> 資料数は希少と言える。

<精製・粗製> 精製を主体とする。

<日縁部 。底部の形態> 平縁を主体とする。平坦と台付がある。

<文様帯・ 特徴など> Ⅱ帯を主要文様帯とする。Ⅱa帯 は入組み状文と無文がある。1798は、回唇部に 6

単位で突起が付加される。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

① 1499、 1798

<分類との対比> 十腰内V式に多い器形と思われる。

<総括> 資料数は少ないが、後期末葉に見 られる鉢と判断される。

(9)鉢 I

鉢 Iにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の6種である。
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鉢 I-1-a(235、 242、 326、 541、 1427、 1448、 1575、 1759、 1760、 1794、 1874、 1978、 2101、 2172)

鉢 I-1-b(450、 1359、 1751、 1834、 2093、 2144)

鉢 I-1-C(1888)

鉢 I-1-d(1239、 1560、 1072、 1700、 1707、 1730、 1771)

鉢 I-2-a(1212、 1456)

鉢 I-2-d(1699)

その他 (143、 176、 195、 197、 300、 301、 1692、 1713)

<出土数の傾向> 鉢類の中では最も出土数が多い。

<精製・粗製> 精製が主体である。無文の精製土器も見 られる。

<口縁部・底部の形態> 平縁が主体である。底部は平坦を主体として、台付、上げ底状となる。丸底状は

1888の 1点のみである。

<文様帯・特徴など> 文様帯の主要ステージはⅡa帯で、羊歯状文が見 られる。Ⅱ帯に文様帯を持つもの

は見当たらない。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の上器群である。

更D  450、  1456、  1760、  1874、  2101、 2172

② 1707、 1888

<分類との対比> 大洞BC式に多 く見 られる。

<総括> 晩期前葉に見られる鉢と判断される。

(10)鉢 」

鉢 」において、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 2種である。

鉢 」-1-a(2078)

鉢 」-1-d(156、 1267)

て:α)1色  (93、  174、  306、  365、  565、  1654)

<出土数の傾向> 底部が欠損するものが多 く、完形品は希少である。

<精製・粗製> 精製が主体である。

<日縁部・底部の形態> 平縁あるいは、小波状 (分類上は平縁とした)を呈する。底部は平坦と台付で構

成される。

<文様帯・特徴など> Ⅱa帯を主要文様帯とすることでは鉢 Iと類似する。Ⅱ帯にも文様 (入組み蜘

を施文する土器があることでは相違する。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

ЮD  93、  1654、  2078

<分類との対比> 大洞BC式に多く見 られる。

<総括> 晩期前葉に見 られる鉢と判断される。

3壺

底部～日縁部までの器形の違いで20種類に区分 した後、日径と器高の割合 (I～Ⅲ)と 口縁部の形態 (1
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～ 4)と 底部の形態 (a～ d)を加味して区分 した。器種別に見れば、最も完形率が良好なのは壺類と思わ

れ、特に小形の壷は出土時から完全な状態であるものが多々見られた。

(1)壺 A

壺Aに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 1種である。

壺A― I-2-a(2168)

その他 (1390、 2006、 2018、 2026、 2037)※底部欠損の中で 3点はA― I-2。

<出土数の傾向> 完形品は 1点のみである。残 り4点は底部を欠損する資料であるが、A― Iを主体とす

ると捉えられる。2018は、本遺跡においては土器全体で見ても、大形に属する規模である。

<精製・粗製> 確認された資料は、精製のみである。

<日縁部・底部の形態> 波状を呈する、広日の壺形土器である。波状の単位は4単位と5単位が見 られる。

底部が残存するのは2168の みで、平坦である。

<文様帯・特徴など> 口縁部は隆帯と沈線による方形 。楕円形区画文が見られ、接点に円形の刺突文を持

つ。Ⅱ帯を主要文様帯とし、胴部中位に区画帯を持ち、胴部下半は無文あるいは地文である。2168は、 4単

位の波状回縁で、頸部の方形区画文が 4単位となる。2006は、日頸部のクランク状文が 4単位で、胴部の文

様は磨消縄文による「V字」及び「逆V字」がモチーフされ、文様の起点に竹管文を施文する。1390は 、他

の 4つ とは明らかに違う特徴を持つ。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯には類似性が窺える。

煙D  2006、  2018、  2026、  2168

<分類との対比> 2018、 2026、 2168は十腰内 I式の新 しい段階に位置付けられると思われる。2006は、頸

部～口縁部の長さが上記 した 3つ と比べ短 く、胴部中位付近も横幅が広い。文様モチーフから、十腰内 I式

の中でも若千古い段階に位置付けられると思われる。1390は、十腰内 I式の最も古い段階あるいは前段階に

相当する土器と思われる。

<総括> 壺Aと して一括 した 5点は十腰内 I式期であるが、 3段階に時期細分される可能性がある。

(2)壺 B

壷Bにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、 1種である。壺Aと 比較 して口径が小さい。

壺 B― I-2-a(1408、 2024)

その他 (1327、 1861、 1396、 1481、 2033)※ 底部欠損の 2点はB― I。

<出土数の傾向> 完形品は2024の 1点のみである。出現率としては、重Aと 同じ割合と思われる。

<精製・粗製> 確認された資料は、精製のみである。

<日縁部・底部の形態> 日縁は波状を主体とするが、平縁もある。底部は、平坦とやや上げ底状の 2種が

確認された。

<文様帯・特徴など> 何れもⅡ帯を主要文様帯とし、胴部中位に区画帯を持ち、胴部下半は無文である。

頸部に円形の凹が見られる。1361は 、折り返 し口縁で、頸部の方形区画文が 4単位、胴部の渦巻き状文が 4

単位で施文される。2024は、 3単位の小波状縁で、頸部の方形区画が 3単位である。2033は、頸部の方形区

画が 4単位、胴部の文様が 4単位で割り付けられる。1396は、Ⅱ帯が横位の帯状文により分裂する。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。
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煙D  1361、  2033、 2024

<分類との対比>
広義的には十腰内 正式の範疇で捉えられる。新古に細分するなら、以下の順になるのではないかと筆者は

捉えている。

2024・ 2033(十腰内 I式古い?)→ 1361・ 1396・ 1481(十腰内 正式新)→1408(十腰内 I～ Ⅱ式)→ 1327

(十腰内Ⅱ式 ?)

<総括> 十腰内 I式～Ⅱ式にかけて、継続的に見られる。

(3)壷 C

壺 Cにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 2種である。

壷C-1-1-a(1389、 1471、 1869)

壷 C― I-2-a(2008)

その他 (1398、 1410、 1419)

<出土数の傾向> 数的には多 くない。

<精製・粗製> 精製と地文のみ 。無文の粗製がある。

<口縁部・ 底部の形態> 平縁が主体である。波状は2008の みである。底部は平坦である。

<文様帯・特徴など> Ⅱ帯が主要文様帯である。胴部中位より下半は無文を呈する。1389と 1471は磨消縄

文手法による入組み状文で、内面はナデ調整が施される。文様が複雑である2008は、日縁部に隆帯による縦

位の入組み文と沈線文、頸部に隆帯による区画文 3単位、胴部に沈線と多条沈線による「 X字状文」。「 S

字状」文を 3単位で施文する。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは①の上器群である。②の土器群は無文で粗面

(ミ ガキなどが施されていない)の ままの土器である。

① 1389、 1471、 2008

② 1398、 1410

<分類との対比> 2008が若干古い以外は、全般に十腰内 I式の新段階に相当すると思われる。1869は無文

の精製壺であるが、他の無文は粗製であり、時期差で捉えられよう。

<総括> 壺 Cの中で①としたものは、壷Bの①とした土器群と文様帯が類似する。文様モチーフから見て

も、ほぼ同時期的に比定できると思う。

(4)壺 D

壷Dにおいて、全体の器形が分かり得る状態の上器は、以下の 2種である。

壺D― I-1-a(1232、 1237、 1352、 1482、 1922、 1968、 2039)

壺D― I-1-c(1931)

その他 (1380)

<出土数の傾向> 完形品が多い。全て壺D― Iに相当することから、器高に最大長を持つ。

<精製・粗製> 精製、粗製の両者が見 られ、粗製がやや多い。

<口縁部・ 底部の形態> 口縁部は平縁で、日唇部の形態が「丸み」のものが主体を占める。1352と 1380は

日唇部に縄文を施文する。底部は1931の無文土器を除き全て平坦である。底面には網代、笹 ?な どの圧痕が
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見られる。

<文様帯・特徴など> 第V章で説明した分類設定の基準により、選ばれたものであるが、全体の形状には

バラツキが目立つ。1968は、頸部～口縁部が細長 く、Ⅱ帯は4単位で文様が割り付けられる。1232は 、胴部

中位の幅が広い形状である。文様を持つ1232、 1482、 1968は、文様帯は何れもⅡ帯で、胴部中位が無文ある

いは地文のみを施文する。1232は、日縁部と胴部の文様を合わせると、 X字状に見える。 1237は 頸部に、

1922は頸部と口縁部に原体押圧文を施文する。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

① 1232、 1482、 1968

<分類との対比> 全般に十腰内 I式に相当すると思われるが、無文のものについては、明確には時期同定

ができない。

<総括> 形状は様々であるが、時期的にはある程度のまとまりが感 じられる。

(5)壺 E

壺 Eに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 3種である。

壺 E― I-1-a(1222、 1248、 1300、 1469、 1647、 1701)

壺 E― I-1-b(1403)

壺 E一 I-2-a(1956)

その他 (1211、 1504)

<出土数の傾向> 完形品が多い。全て壷 E― Iに相当することから、器高に最大長を持つ特徴がある。

<精製・粗製> 全て精製である。

<日縁部 。底部の形態> 1956と したもの以外は、平縁である。1647は原体押圧文を、1403と 1647は日唇部

に縄文を施文する。底部は、1403が若干上げ底状を呈する以外は全て平坦である。

<文様帯・特徴など> 全体的にスマー トで、徳利の形に近似 したものが多い。1956は稚拙な沈線による特

殊な文様を施文する。1300、 1647、 1469は直線的な磨消縄文帯が横位に巡る。1248は、頸部の円形文が 3単

位で施文され、日唇部は平坦やや歪気味である。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

① 1248、 1403

② 1300、 1469、 1647

<分類との対比> 1248は十腰内 I式の新 しい段階、1211、 1300、 1403、 1469、 1647は十腰内Ⅱ式に相当す

ると思われる。

<総括> 1403の時期的な位置付けが問題となるが、十腰内 I式～Ⅱにかけて隆盛する壼と思われる。

(6)壺 F

壺 Fに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 3種である。

壺 F― I-1-a(1213、 1214、 1744、 1973)

壺 F― I-1-b(1453)

壺 F― I-1-c(1951)

<出土数の傾向> 資料数は少ないが、残存率は良好なものが多い。
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<精製・粗製> 全て精製である。

<日縁部・底部の形態> 全て平縁である。底部は、平坦を主体に上げ底状、丸底状が見られる。台付はな

い 。

<文様帯・特徴など> 1213と 1214は、Ⅱ帯全面に幅広の帯状文による鍵状のモチーフが 3単位で描かれる。

無文部分は、磨消縄文手法による。1453は、日唇部に叉状貼瘤状の突起が 2個一対で 3単位で付加され、 Ⅱ

帯に磨消縄文手法による入組み状文を施文 し、 3単位で叉状貼瘤が付加される。1213・ 1214と は胴部下半が

無文である点が相違する。また、1同部下半はミガキが粗雑である。1744、 1951、 1973は無文の精製壷である。

主要文様帯はⅡ帯のようである。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の上器群である。

① 1213、 1214

<分類との対比> 1213、 1214は十腰内Ⅱ～Ⅲ式、1453は十腰内Ⅳ～V式、その他は明確ではないが、後期

後半期と推定される。

<総括> 後期中葉～後葉に見 られる器形と判断される。壷 Eよ りは、新 しい時期に相当し、また壺Gと は

ほぼ同時期に見 られる器形と思われる。

(7)壺G

壷Gにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 1種である。

壷 G― I-1-c(1233、 1894、 2116)

その他 (1263、 2122)

<出土数の傾向> 資料は希少と言える。

<精製・粗製> 全て精製である。

<日縁部・底部の形態> 全て平縁で、底部は全て丸底状である。

<文様帯・特徴など> 主要文様帯はⅡ帯と受けとれる。頸～回縁部にかけては、磨消縄文帯を持つものが

見 られる。1233は、Ⅱ帯に弧線状入組み文を施文する。2116は 、Ⅱ帯に帯状文による変形鍵状のモチーフが

描かれ、帯状文内は羽状縄文を構成する。1894は、Ⅱ帯に横位に平行する磨消縄文帯を持つ。

<文様帯の類似する土器群> Ⅱ帯が主要文様帯である点では共通するが、類似性は捉えられない。

<分類との対比> 十腰内Ⅲ～Ⅳ式に相当する。2116は 両者の過渡期的な土器と思われる。

<総括> 後期中葉～後葉にかけて見られる器形と判断される。

(8)壺 H

壷Hに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 3種である。

壷H― I-1-a(1337、 1428、 1716、 1725、 1749、 1831、 1835、 1993)

壷H― I-1-b(1430、 2174)

壺H― Ⅲ-1-a(628)

その他 (1447、 1827、 1887)

<出土数の傾向> 資料数は良好と言える。壺H― Iが主体である。

<精製・粗製> 無文の精製が 2点見られる以外は、全て粗製である。

<日縁部 。底部の形態> 全て平縁である。底部は、平坦と上げ底状の 2種がある。2174は 4足であった と
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思われるが、明瞭ではない。

<文様帯・特徴など> 全面地文を施文するのが1387、 1430、 1725、 頸～口縁部を無文 とするのが1716、

1749、 1831で ある。1447は 口縁部に平行沈線、日縁部下半に磨消縄文を伴う。1887は壷Gな どと文様帯が類

似する。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

① 1337、 1430、 1725

② 1716、 1749、 1831

<分類との対比> 628、 1887は十腰内Ⅲ式に相当する。2174は 、晩期初頭と思われる。その他は明確では

ない。

<総括> 時期を判断できる文様を施文するものが希少と言える。諸特徴から判断すれば、後期中葉～晩期

初頭まで時期幅が広い可能性が窺える。

(9)壺 I

壺 Iにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 4種である。

壺 I― I-1-a(1265)

壷 I― I-1-b(1892、 1939)

壷 I― I-1-c(1369)

壺 I― I-1-d(1689、 1714、 1854、 2115)

<出土数の傾向> 資料数は少ないが、残存率は良好なものが多い。壺 I― Iのみであることから、全て器

高に最大長を持つ。

<精製 。粗製> 全て精製である。1265、 1892、 1714は無文の精製である。

<日縁部・ 底部の形態> 全て平縁である。底部は、平坦、上げ底状、丸底状、台付の 4種があり、台付が

主体である。

<文様帯・ 特徴など> 1369、 1689、 1854、 1939、 2115は Ⅱ帯を主要文様帯とし、Ⅱb帯あるいはそれに準

ずる文様帯を持つ。Ⅱ帯には入組み帯状文が施文される。また、1265、 1369、 1854は、器体側面の突起に、

縦方向に孔が穿たれているもので、釣り下げ形土器 (釣 り手土器)と推定される。孔は4単位と5単位があ

る。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

廻D  1369、  1689、 1854、 1939、 2115

<分類との対比> 1369、 1689、 1854は十腰内Ⅳ式に、1265、 1989、 2115は十腰内V式に比定されると思わ

れる。無文の精製壺である1714、 1892は、後期後～末葉と思われる。

<総括> 後期後～末葉に見 られる壷と思われる。壷 」や壺Mと 時期的には並行関係と思われる。

(10)壺 」

壷 」において、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 2種である。

壺 」―I-1-b(1602)

壺 」―I-1-d(1252、 1572)

<出土数の傾向> 資料数は希少である。
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<精製・粗製> 全て精製である。

<口縁部・底部の形態> 平縁で、上げ底状と台付が見られる。

<文様帯・特徴など> 頸～口縁部を無文とし、Ⅱb帯を持ち、主要文様帯はⅡ帯にある点で類似する。

1252は、工b帯に隆起線文、Ⅱ帯に叉状貼瘤が 4単位で付加される。1602は、欠損がほとんどない完形品で、

Ⅱ帯の文様は3単位で施文され、正立はしない。

<文様帯の類似する土器群> 壺」とした3点 は、文様帯に類似性が窺える。

① 1252、 1572、 1602

<分類との対比> 1252は十腰内Ⅳ式、1572は十腰内V式、1602は十腰内Ⅳ式に相当すると思われる。

<総括> 壺」に見られる頸部に段を持つ壷は、後期後半期に見られる器形と判断される。個体数は多くな

い 。

(11)壺 K

壺Kにおいて、全体の器形が分かり得る状態の上器は、以下の 1種である。

壺 K― I-1-c(223)

<出土数の傾向> 確認されたのは 1点のみである。

<精製・粗製> 精製である。

<口縁部・底部の形態> 平縁を呈 し、 2個一対で 4単位に突起が付加される。底部は丸底気味で、底面に

は円形気味の凹が見 られる。

<文様帯・特徴など> 日唇部には2個一対の貼瘤が 4単位、Ⅱ帯に入組み帯状文による欅掛け状のモチー

フが描かれる。Ⅱb帯には横位沈線が引かれ、 4単位で瘤が充填される。

<文様帯の類似する土器群> Ⅱb帯に貼瘤が付加されることでは、壺 」・壼 Lと 類似性が強い。

<分類との対比> 十腰内Ⅳ式の新 しい段階に相当すると思われる。

<総括> 後期後半期の希少な重と言える。

(12)壺 L

壺 Lに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 3種である。

こ L― I-1-a(1349、 2160)

壺 L― I-1-b(1774)

壺 L― I-1-d(531、 2079)

その他 (400、 1690、 1844)

<出土数の傾向> 資料数は壺類の中では良好と言える。全て壺 L― Iに比定されるものである。

<精製・粗製> 精製を主体にする。1774は無文の精製である。1349は、唯―の粗製である。

<日縁部・底部の形態> 全て平縁である。底部は、平坦、上げ底状、台付が見られる。壺Kに見 られた丸

底状を呈するものは確認されていない。

<文様帯・特徴など> 主要文様帯はⅡ帯をステージとする。頸～口縁部は、基本的に無文を呈するものが

多い。異なるのが、1690と 2160で ある。531は、 118土坑 4号から一括出土 したものの一つで、頸部 に貼瘤

を持ち、Ⅱ帯に入組み帯状文による欅掛け状の文様モチーフが描かれ、文様の起点に 4単位で貼瘤を配置す

る。胴部下半に焼成後に穿たれたと思われる孔があり単孔壺と捉えてぃたが、 118土坑 4号の精査を行った
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中川によれば、作業時に誤って、ボーリング棒で空けられた孔である可能性がある。2079は、Ⅱ帯に入組み

帯状文による変形連節木葉文を施文する。1690は釣 り下げ形壺で、釣り手が 2単位で付き、Ⅱ帯に入組み帯

状文を4単位で施文する。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

廼D  531、  2079、  2160

<分類との対比> 2160は十腰内Ⅲ～Ⅳ式、531、 2079は十腰内Ⅳ式、1690は十腰内V式に相当すると思わ

れる。

<総括> 十腰内式との比定関係で捉えれば、後期中葉～末葉にかけて製作された壷と思われる。

(13)壺 M

壷Mにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 2種である。

壺M― 正-1-b(1764)

壷M― I-1-d(530、 1510)

<出土数の傾向> 資料数は、希少である。全て、壺M-1で ある。

<精製・粗製> 精製である。

<口縁部・底部の形態> 何れも平縁である。底部は上げ底状と台付がある。

<文様帯・特徴など> 何れもⅡb帯を持つ。1764は、Ⅱ帯に縦位の楕円文が 4単位で施文される。1510は、

先鋭貼瘤が 2単位で付加され、瘤には孔が穿たれている。Ⅱ帯の文様は浮き彫り状を呈する。5301よ、 118

土坑 4号出土で、壺 Lに分類 した531と 共伴関係にある。Ⅱb帯には瘤が付加される。頸～口縁部の無文帯

はミガキが施されているが、胴部は粗面のままである。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯に類似性があるものはない。1510は、胴部に貼瘤帯が巡ることでは壺

」の1572と 類似する。

<分類との対比> 5301よ十腰内Ⅳ式、1510は十腰内V式に相当すると思われる。1764は、その文様モチー

フが特殊であり、位置付けが難 しい。十腰内V式と推定 しておく。

<総括> 後期後半期に位置付けられる壺と判断される。

(14)壺 N

壷Nに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 1種である。

壷N-1-1-b(1782)

その他 (2、 1628)

<出土数の傾向> 資料数は非常に希少である。胴部上半に最大長を持つ。

<精製・ 粗製> 1782は半粗製、1628は 粗製である。

<口縁部・底部の形態> 平縁である。1782は上げ底状である。

<文様帯・特徴など> 1782は I帯に帯状文が巡 り先鋭貼瘤が付加される。Ⅱa帯 は無文で、Ⅱb帯に縦長

の貼瘤を付加 し、Ⅱ帯は羽状縄文を施文する。1628は頸～口縁部が無文、Ⅱ帯に羽状縄文を施文する。

<文様帯の類似する土器群> 資料数が希少で、文様帯の類似性が窺える土器群ではないが、Ⅱ帯に羽状縄

文、Ⅱa帯を無文とすることでは類似する。

<分類との対比> 1782は貼瘤の様相から十腰内V式期と思われる。
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<総括> 資料は希少である。壺Nと 同様に、Ⅱ帯を無文帯とするものが多い壺H・ IoQな どとの時期的

な位置付けについて検討を要 しよう。

(15)壺O

壺Oにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 1種である。

壷0-I-1-a(532)
その他 (236)

<出土数の傾向> 資料数は非常に希少である。

<精製・粗製> 236、 532は半粗製的な壺である。

<日縁部・底部の形態> 平縁で、底部は平坦である。

<文様帯・特徴など> 日縁部に 2 cm程 の無文帯を持ち、横位沈線によりⅡb帯が区分 され、胴部 はLRを

施文する。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺える資料ではない。

<分類との対比> B21住居跡 3号出土の236は、他の土器との共伴関係から大洞Bl式に相当する可能性が

ある。 118土坑 4号出土の532は、他の土器との共伴関係から十腰内Ⅳ式、あるいは十腰内V式に相当する

と思われる。

<総括> 壺Oの 2点 は、時期を判別する特徴的な文様の施文がないものの、何れも遺構内出土であること

から、共伴遺物からある程度の時期推定が可能である。本遺跡の資料においては後期後葉～晩期初頭に出現

する壺形土器のようである。

(16)壺 P

壺 Pにおいて、全体の器形が分かり得る状態の上器は、以下の 1種である。
3

壷 P― I-1-a(194)                               4

て:翌)lL (96)                                                                                                      
子

<出土数の傾向> 資料は非常に希少である。 194の 他には、日縁部が欠損する96が類似す る資料 と思われ       _
る。

ノ
<精製 。粗製> 194は精製的な壺である。96も 精製的なものである。                         t
<口縁部・底部の形態> 平縁で、底部は平坦である。

<文様帯・特徴など> 194は 、 I帯に帯状文、Ⅱa帯が無文、Ⅱb帯に短沈線、Ⅱ帯に地文により構成さ

れる。

<文様帯の類似する土器群> 重 Rと は類似性が強いと思われる。

<分類との対比> 194が出土 したD19住居跡出土土器との共伴関係から、大洞B～BC式に比定される土器

と思われる。

<総括> 晩期初頭～前葉に比定される壺形土器と思われる。

(17)壺 Q

壷Qに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 2種である。

壷Q― I-1-a(267)
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壺Q― I-1-b(763)

その他 (150)

<出土数の傾向> 資料数は希少である。267、 763は Q― Iに相当することから、器高に最大長を持つ特徴

が窺える。

<精製・粗製> 267と 7631よ 粗製で、150は外面が丹念に磨かれた無文の精製土器である。

<口縁部・底部の形態> 平縁で、底部は平坦と上げ底状が見 られる。

<文様帯・特徴など> Ⅱa帯を無文とし、Ⅱ帯は地文を施文する。大きさ的には3点 とも相異がある。

<文様帯の類似する土器群> 口・頸部と胴部を区分することでは類似性が窺える。

<分類との対比> 150が出土 したE15住居跡出土土器との共伴関係から、大洞B～ BC式に比定 される土

器と思われる。

<総括> 晩期初頭～前葉に比定される壷形土器と思われる。

(18)壺 R

壺 Rに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器はなく、分類基準の設定 ミスの感も否めない。

その他 (286、 357)

<出土数の傾向> 資料数は希少である。壷 Rと したものは完形品がなく、こQと の類似性から平坦と仮定

して概念図を作成 した。

<精製・粗製> 半精製的と言える。

<日縁部・底部の形態> 平縁である。底部は不明である。

<文様帯 。特徴など> 286は、Ⅱa帯に丹念な ミガキが施され、胴部に 7つ孔が穿たれている。

<文様帯の類似する土器群> 資料数が希少であるため、類似性については言及ができない。他の器形の壺

と比較すれば、壺 Pと 類似する。

<分類との対比> 晩期と推定されるが、明確ではない。

<総括> 壺 Pと 同種に捉えるべき壺であったかもしれない。

(19)壺 S

壺 Sにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 2種である。

壼 S― I-1-a(1296、 1663)

壺 S― I-1-d(1659)

<出土数の傾向> 資料数は希少である。胴部中位に最大長を持つ。

<精製・粗製> 3点 共に無文の精製である。

<口縁部・底部の形態> 3点 ともに平縁である。底部は、1296と 1663は 平坦である。1659は 4つ足が付く。

<文様帯・特徴など> 1659は 日縁部に沈線が巡る。1296と 1663は、頸～口縁部にかけて外反する。1659は、

ほぼ直立気味に立ち上がった後に外反する。

<文様帯の類似する土器群> 無文の精製壷と言 う点では類似性が強い。

<分類との対比> 明確には不明であるが、調整の具合などから晩期に属する壺と思われる。

<総括> 壺 Sの器形の重は、無文である場合が多いことは言えると思う。無文の壺が見 られるのは壺H、

壺 I、 壺 S、 壺Tである。参考までに、全体の形状までを加味すれば、注目土器の中にも重 Sの器形は存在
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しないようである。パーッ的に見れば胴部中位の張りが大きいことは、算盤形を呈する注目土器に類似する

と思われる。

(20)壺T

壺Tに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 1種である。

壷T― I-1-a(1297)

その他 (1709)

<出土数の傾向> 資料は希少である。

<精製・ 粗製> 2点 ともに無文の精製土器である。

<回縁部・ 底部の形態> 2点 ともに平縁である。1297の底部は平坦である。

<文様帯・特徴など> 2点 とも丹念な ミガキが施される。1709は、 I帯に帯状文が巡る。

<文様帯の類似する土器群> 無文の精製壺と言 う点では類似性が強い。

<分類との対比> 明確には不甥であるが、調整の具合などから晩期に属する壺と思われる。

<総括> 壺Tは、器形分類上壺 Sと 分けて捉えたが、同種として扱って差 し支えないものであろう。

4 注 口土 器

底部～日縁部までの器形の違いで 7種類に区分 した後、日径と器高の割合 (I～ Ⅲ)と 口縁部の形態 (1
～ 4)と底部の形態 (a～ d)を加味 して区分 した。注目部は、先が上方向を向くものだけである。

(1)注目土器A

注目土器Aにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の3種である。

注目土器A― Ⅲ-1-a(1322、 1866、 1876)

注目土器A― Ⅲ-1-b(1345)

注目土器A― Ⅲ-1-d(348)

その他 (1257)

<出土数の傾向> 資料数は普通である。ほとんどが注目土器A― Ⅲで、日径に最大長を持つことを特徴と

する。

<精製・粗製> 全て精製である。

<日縁部・底部の形態> 日縁部は平縁を主体とし、突起が付加されるものもある。平縁で、底部は平坦、

上げ底状、台付きである。

<文様帯・特徴など> 1322、 1345、 1866、 1876は、頸部の括れが強く、日頸部が短い。対 して3481よ頸部

の括れが弱 く、日頸部が幾分長い。1322、 1345は、日縁端と頸部に刻目帯を持つ。1876は頸部にのみ刻 目帯

を持つ。主要文様帯はⅡ帯で、幅広目の入組み状文によるモチーフが描かれる。文様の施文単位が把握でき

る1866は、 3単位である。1866を除き全て羽状縄文で、1257と 1322は異方向縄文である。Ⅱa帯あるいはⅡ

b帯に無文帯を持つ。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

① 1322、 1876
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② 348、 1345、 1866

<分類との対比> 十腰内Ⅲ式に比定される土器群と思われる。

<総括> 時期的には後期中葉に位置付けられると思われる。広日の壺形土器に注目が付けられるもので、

壷 Fの器形に類似する。

(2)注目上器 B

注目土器Bにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 3種である。

注目土器B― I-1-a(1338)

注目土器B― I-1-b(1705、 1724、 1775)

注目土器B― I-2-c(1944)

その他 (1367、 2072)

<出土数の傾向> 資料数は普通である。注目土器 B― Iが主体である。

<精製 。粗製> 無文の精製が主体となる。

<口縁部・底部の形態> 平縁で、底部は平坦、上げ底状、丸底状がある。

<文様帯・特徴など> 1944は 、Ⅱ帯に入組み状文を施文する。1705は、Ⅱ帯に特殊な文様が施文され、胴

部下半は無文となる。1724と 1775は、無文で、頸部に段を持つ。

<文様帯の類似する土器群> 注目土器Bの中では、文様帯の類似性は窺えない。他の注目土器と比較すれ

ば、1705の 文様帯は注目土器Dの 1688・ 1858と 類似性がある。1944は、注目土器Aの②の土器群と類似性が

窺える。

<分類との対比> 施文文様から時期が推定できるのは1944で、十腰内Ⅳ式と思われる。その他は、詳細な

時期は不明であるが、概ね後期後半に位置付けられると思われる。

<総括> 時期的には、後期後棄～末葉の範疇で捉えられると思われる。文様帯は、注目土器Bや注目土器

Dと類似性がある。器形は、壺Hに分類 したものに類似する。

(3)注口土器C

注目土器Cにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 2種である。

注目土器 C― I-1-b(1676、 1745)

注目土器 C― I-1-d(2090)

その他 (497)

<出土数の傾向> 資料数は希少である。注目土器 C― Iが主体である。

<精製・粗製> 無文の精製である。

<日縁部・底部の形態> 平縁で、底部は上げ底状と台付がある。

<文様帯・特徴など> 4971ま、Ⅱb帯に微隆線が巡り、縦長貼瘤が付加される。

<分類との対比> 4971よ、縦長貼瘤が付加されることから、後期後～末葉に比定されると思われる。

<総括> 497以外は、時期を判別する特徴が弱い。無文の精製壺が多い傾向は、壼 Iと の類似性が窺える。

(4)注目土器 D

注目土器Dに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 3種である。
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注目土器 D― I-1-a(1688、 1858)

注目土器 D― I-1-b(1610、 1796、 1811、 1929、 2124)

注目土器 D― I-1-d(1497、 2080)

その他 (1895)

<出土数の傾向> 資料数は良好と言える。注口土器D― Iが主体である。

<精製・粗製> 全て精製である。

<口縁部・底部の形態> 平縁で突起が付 くものが多い。底部は上げ底状を主体に平坦が見 られる。

<文様帯・特徴など> Ⅱ帯を主要文様帯とする。口縁端に帯状文が巡り、工a帯を無文として、Ⅱb帯に

帯状文及び貼瘤を付加するものが多い。2080は、コb帯に4単位で瘤が付加され、Ⅱ帯には3単位で付加 さ

れるが注口部を含めると4単位を構成する。Ⅱ帯の瘤は、文様の起点に付けられていると思われる。1929は、

欠損部が全 くない完形品で、日唇部に叉状貼瘤が 6単位で付加され、Ⅱ帯には叉状貼瘤が 4単位で付加され

る。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯 (Ⅱ 帯)が胴部下半まで広範囲に展開するものと、胴部中位付近まで

のものに大月1し た。

① 1497、 1610、 1796、 1811、 1895、 1929、 2124

② 1688、 1858

<分類との対比> 文様モチーフや瘤の様相などで大きくは、十腰内Ⅳ式と十腰内V式に大別されると思わ

れ、また両者の過渡期的な位置付けの上器 もある。十腰内Ⅳ式に比定されると思われる土器群が、 1610、

1688、 1796、 1811、 1895で ある。十腰内V式に比定されると思われる土器群が、1497、 1929、 2080、 2124で

ある。1858は両者の過渡期的な土器と思われる。

<総括> 文様帯の類似性で、①と②の上器群に大別 したが、十腰内Ⅳ式とV式が両者に混在 している。

(5)注目土器 E

注目土器Eにおいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 3種である。

注目土器 E― I-1-a(1641、 1755)

注口土器 E― I-1-b(1302、 1442、 1555、 1735、 1779、 1836、 2089)

注目土器 E― I-1-d(1786)

その他 (395、 1460、 1642、 1703、 1789)※底部欠損の1789は E― I。

<出土数の傾向> 資料数は良好と言える。全て注目土器 E― Iが主体である。

<精製・粗製> 全て精製である。

<口縁部 。底部の形態> 注目土器 Eと したもので口縁部が残存するものは全て平縁で、日唇部の形状は平

坦に面取りを行ったと思われる角状を主体とする。底部は、上げ底状を主体に平坦と台付がある。

<文様帯・特徴など> 主要文様帯はⅡ帯となり、胴部中位付近より下は無文となる。Ⅱb帯の有無は様々

であるが、1302、 1836に 見られる上下に先鋭貼瘤帯によって区画され区画内に入組み状文を施文するのが一

般的と思われる。器体全面が無文のものについても、頸部に段が作られていることから、Ⅱb帯を意識 して

いるものと思われる。Ⅱa帯は、無文あるいは先鋭貼瘤帯が複数巡る。 I帯は先鋭貼瘤帯を持つものもある

が、基本的に無文である。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは、①の上器群である。他に無文のことした②に
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ついても類似性が強い。

① 1302、 1555、 1836

② 1641、 1755、 1779、 1786、 2089

<分類との対比> 先に第V章で行った分類では十腰内V式に比定させた。全て捨て場出上であることから、

他の種類の土器との共伴関係は掴めない。同グリッド・ ほば同一層から出土 したのが、L9グ リッドⅢ層下

位出土の1779、 1786、 1789である。その他にも同グリッドであったり、隣接するグリッド同士での出土が多

く、出土状況としては比較的まとまりが感 じとれる。

<総括> 後期末葉に製作されたこであることは、ある程度言えると思う。全体の形状は、Ⅱb帯を持つこ

とでは壺 」・壺M・ 壺Oと類似する器形であるが、上記の壷類との相異点として日頸部が外傾気味に立ち上

がるものが多い。

(6)注目土器 F

注目土器 Fに おいて、全体の器形が分かり得る状態の土器は、以下の 1種である。

注目土器F-1-1-d(1262)

その他 (221、 314、 1286、 1965、 1974、 2053)

<出土数の傾向> 資料数は良好であるが、個々の残存率が悪 く、全体の形状を把握できるものがない。

<精製・粗製> 全て精製である。

<口縁部・底部の形態> 口縁が残存する1262は平縁である。底部は台付が主体で、上げ底状、丸底状のも

のが見 られる。

<文様帯・特徴など> 主要文様帯はⅡ帯で、胴部中位より下半は無文となる。文様モチーフは加曽利B式

の特徴を具備 している。全般に胎上が良 く光沢が強い。文様の施文単位は、1286は注目部を含めると4単位

である。1262は、櫛目状沈線による8の字のモチーフが描かれ、日縁部及び胴部中位に刻目帯を持ち、台が

付 く。時期は加曽利Bl式併行期と推定される。2053は、沈線による菱形状のモチーフが描かれるが、X字

で捉えれば 8単位で文様の起点に円形刺突文が見 られる。円形刺突文は、文様を害1り 付けする際の目安的な

役割ではないかと推定される。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

① 221、 1262、 1286、 1965、 1974、 2053

<分類との対比> 十腰内Ⅲ式を主体に、十腰内Ⅱ式と思われるものが含まれる。

<総括> 時期的には、全て後期中葉相当の位置付けになると思われる。他地域との関連性を強 く感 じる土

器群が多 く、果たして十腰内式と言うべきものか疑間もある。

(7)注目土器G

注目土器Gにおいて、全体の器形が分かり得る状態の上器は、以下の 1種である。

注目土器G― I-1-c(240、 1282)

その他 (237、 553、 1432、 1644、 1803、 1907、 2107)

<出土数の傾向> 資料数は比較的良好と言えるが、個々の残存率が悪 く、全体の形状を把握できるものは

希少である。

<精製・粗製> 全て精製である。
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<口縁部・底部の形態> 平縁である。底部は丸底状を主体に台付がある。

<文様帯・特徴など> Ⅱ帯を主要文様帯とする。日縁が残存するものが少ないため、Ⅱa帯及びⅡc帯に

ついての傾向は窺い知れない。1282は、日唇部に付加されるB突起が、 2個一対のものを 2箇所、 1個のも

のを 1箇所に見られる。Ⅱa帯には4単位で文様がモチーフされる。1432は、器形的に胴部中位が直立気味

を呈する器形で、他とは相異するが文様帯の類似性を優先 して注目土器Gに含めた。

<文様帯の類似する土器群> 文様帯の類似性が窺えるのは以下の土器群である。

① 1282、 1432、 2107

<分類との対比> 大洞B～ BC式に比定される。

<総括> 晩期前葉期に隆盛する注回土器と思われる。240の無文の精製注目土器は、頸部に段を持つこと

では注目土器 Eに見 られた無文の精製注目土器である1779、 1786、 2089と の類似性も考えられるが、胴部中

位に最大長を持ち、丸底状を呈する点で相異する。注目土器Gの祖系は、注目土器 Eに求められると推定さ

れる。
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5 ま とめ

本章では、本遺跡の主体となる後～晩期の土器について、器形と文様帯に視点を置いて該期の上器につい

て若干の分析を行った。後期の土器は、器形的に型式を越えて存続するものと、短期間で消滅する器形があ

ると思われた。ただし、文様帯については、若千の器形変化の後も系統的に受け継がれ、存続する時間幅が

文様より幾分長いのではないかと思われた。文様の諸モチーフの中で、最も変化が著 しいと思われるのが後

期初頭～前葉期の文様で、同型式内においてもメルクマールが掴みづらい印象を持つ。また、後期中葉期に

おいては関東の加曽利 B式の、後期後～末葉においては東北地方北部以外の地域 (安行式、新地式など)と

の関係を匂わす資料が相当数散見されることから、型式学的検討を行うためには改めて本地域以外の土器に

対 しての見識の必要性を感 じた。

本章で行った器形と文様帯を重視 した区分は、概ねの時期的な流行を探る目的であれば、ある程度の傾向

は掴めると思われた。ただし、時期細分あるいは型式細分を念頭においた場合、改めて個々の文様に主眼を

置いた詳細な分析と層位的上下・共伴関係の追求が重要であろう。問題を棚上げした感が残るが、本章のま

とめとして、各時期毎に器形分類の見解を示 して終わりとする。

(1)後期初頭～前葉に見られる器形 深鉢A、 深鉢 B、 鉢A、 鉢 B、 鉢 C、 壷A、 壺 B、 壺 C、 壷D、 壺

E

(2)後期前～中葉に見られる器形 鉢 D、 鉢 E

(3)後期中葉に見られる器形 深鉢 C、 鉢 F、 注目土器A、 注目土器 F

(4)後期中～後葉に見られる器形 壺 F、 壷G

(5)後期中～末葉に見られる器形 壷 L

(6)後期中葉～晩期初頭に見られる器形 重H

(7)後期後～末葉に見られる器形 深鉢D、 深鉢 E、 深鉢 F、 深鉢 G、 鉢 G、 鉢H、 壼 I、 壼 」、壷 K、

壺M、 壼N、 壺 O、 注目土器 B、 注目土器 C、 注目土器D

(8)後期末葉に見られる器形 注目土器E

(9)後期末葉～晩期初頭に見られる器形 深鉢H

(10)晩期初頭～前葉に見られる器形 鉢 I、 鉢」、壺P、 壼Q、 壷R、 壺S、 壺T、 注目土器G
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第Ⅷ章 まとめと考察

本章では、本遺跡の主体である縄文時代後期及び晩期の遺構、遺物について、まとめと若千の考察を行う。

遺構

本遺跡から検出された遺構は、全て縄文時代後期及び晩期と推定される。各遺構の空間占地を明らかとし、

集落の構造や性格付けについて考察 してみたい。

(1)住居跡

住居跡と住居跡状の区分については、第Ⅳ章で記述 したとおり柱穴や炉の有無で行った。柱穴や炉の無い

竪穴を住居と認知できるのかどうかと言った問題があると思う。元々なかったのか、あるいは精査の方法

(見つけられなかった)や残存状態 (註 1)な どに起因する可能性も否定はできない。本稿では両者を合わ

せて居住施設 (住居)と 仮定 して稿を進めることとする。

<時期> 本遺跡で検出されている住居跡は、その所属時期を特定するには状況証拠が弱いと判断される資

料であるが、大略は縄文時代後期末葉～晩期前葉と推定されるものが大半を占める。後期前半期の住居跡は、

推定されるものを含めて 5棟で、殆どが削平を受け完全な形で捉えられるものはない。

住居跡の所属時期については、下記に示 したa～ fの 6つ の諸要素を推定材料 とした。複数の要素を持つ

住居跡も当然のことながら存在する。

a 床面出土土器を伴う住居跡 F18住居跡 1号、D19住居跡、B21住居跡状 3号の 3棟である。床面出

土土器を伴う住居跡について、何れも住居廃絶間際まで使用されていた家財道具ではな く、廃絶 された後

(住居としては使用されなくなった後)に土器が投棄された様相を示す。よって使用されていた時期を推定

できる材料ではなく、廃絶後 (直後 ?)の時期推定となろう。例えば、大洞Bl式 (古)に相当する床面出

土土器が得られたB21住居跡状 3号の場合は、大洞Bl式 (古)よ り古い時期に住居として機能 し、その後

に大洞Bl式 (古)土器を使 う人々が、廃棄場所 (捨て場)と して土器などを投棄 したと捉えられる。ただ

し、遺構の検出面や状況などから判断 して、廃棄された土器と大差ない時期の住居跡と思われる。

b 西部捨て場中に構築されている住居跡 Q12住居跡、Kll住居跡の 2棟である。Q12住居跡は、掲載

した出土土器は後期中葉 (十腰内Ⅲ式期)に相当するが、遺物包含層の上位付近から構築されていた可能性

が高いことなどから、晩期初頭前後の時期と判断した。

c 東部捨て場中に構築されている住居跡 C22住居跡状 1号、 C22住居跡状 2号、 C23住居跡状 1号、

C23住居跡状 2号、B21住居跡状 と号、 B21住居跡状 2号、B21住居跡状 3号、 B22住居跡 1号、B22住居

跡 2号の 9棟である。検出面的に遺物包含層の最上位～上位で検出された住居跡と、中位～下位で検出され

た住居跡に分かれる。前者が晩期初頭前後の時期、後者は後期前棄前後の時期と推定される。

d 調査区南側に見られる人工的に作 り出したと思われる平坦面上 (縄文時代晩期の大規模造成 ?)に立

地する住居跡 」12住居跡状、G12住居跡、G14住居跡、E15住居跡状 1号・ 2号の 5棟である。この空間

からの検出住居は、全般に晩期の上器の出土が圧倒的に多い。人工的に作り出したと思われる平坦面につい

ては、(11)の 縄文時代の造成工事についての項で説明する。

e ―括性が窺える埋土 (覆土)出土土器を伴う住居跡 F12住居跡が挙げられる。同住居跡は、人為堆
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積層と判断される埋上で、埋土上位から床面直上まで出土 した土器のほとんどが後期末葉の十腰内V式相当

である。比較的短時間で埋め戻されたと判断されることから、出土土器に限りなく近い時期に使用された住

居跡と推定される。床面出土土器を持つB21住居跡状 3号についても同種と判断される。

f 十和田b火山灰が床面直上に堆積 していた住居跡 Km住 居跡の床面直上からは、十和田b火山灰の

堆積が確認された。同住居跡は直径約16mの 大形の住居跡で、黒色土中を床面とするため、床面の同定が困

難であった。結果的には所々 (住居全面ではない)に散在 した十和田b火山灰が、床面検出のキーとなった。

十和田b火山灰は、弥生時代後半頃に降下 したと捉えられている火山灰であることから、同住居跡は弥生

時代後半より古いことはわかる。弥生土器は、同住居跡の床面～埋土では出土 しなかったが、同住居跡に伴

う可能性のある柱穴から数片出土 した。ただし、弥生土器を出土 した柱穴は、同住居跡に伴 うものか非常に

微妙な位置関係にあり、またその柱穴の検出面や覆土からは十和田b火山灰が検出されなかった。更に、本

遺跡から出土 した弥生土器の総量 (10片弱)な どを考慮すると、弥生時代の住居跡が存在 したとは捉え難い。

出土土器の中で主体を占めるのは、大洞BC式であることなどから判断して、晩期前葉前後の時期にとりあ

えず位置付けておくこととする。

9 その他 その他として、埋設土器炉を持つ F18住居跡は、炉内に埋設されていた土器が文様のない粗

製土器であるため、明確な時期判断材料とはなりえなかった。また、遺構同士の重複関係か ら概ねの時期を

推定 した住居跡もあるが、それについての詳細は第Ⅳ章の記載を参照いただきたい。

上記の諸要素から時期を推定 し、集成 したのが第401～ 405図 である。図の左側に記 した時期は、それより

古いかあるいは廃絶された直後の時期と捉えて戴きたい。

<規模> 最初に、本稿では住居の開日部における最大長 (長軸)の寸法を採用 している。本来、どの位の

規模の住居跡を大形と定義 し、普通規模の住居跡はどのくらいかと言う定義は非常に難 しく、安易な基準で

結論を出せる問題ではない。

本遺跡で検出された住居跡は、全般的に残存状態が悪いため、床面積などの分析資料には向かない。規模

についても厳密には同様であるが、壁の残存部分などから推定される住居跡の大きさで比較検討 した結果、

8m以上で一線が引けるように思われる。理由として、今回の調査で検出されている住居跡は、 6m以上 8

m以下の規模に該当するものが見当たらず、 8m以上の住居跡と6m以下の住居跡によって構成されるから

である。

a 大形の住居跡について

8mを越える住居跡としては、推定を含めてKll住居跡、G15住居跡、E19住居跡、 C16住居跡 2号 の 4

棟である。何れの住居跡にも共通する属性として、平面形は円形 もしくは楕円形で、柱穴が多数検出される

など複数回の立て替えが行われたことが推測される。

また、時期的には後期末葉～晩期前棄に構築されていると推定され、後期前半と思われる住居跡は含まれ

ない。なお、Kll住居跡に破壊され一端のみの検出である」12住居跡状についても、8m以上の住居跡であっ

た可能性が高い。

b 大形以外 (小形と中形)の住居跡について

上記 した8mを越える4棟以外は、全て 6m以下の住居跡である。大略としては① 3m以下、② 3～ 4m、

③ 4～ 6mの 3つ のグループに分けられる。①と②は柱穴が未検出のものが多く、地床炉を持つものと持た
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ないものの両者がある (割合的には半 )々。 ③は普通小形とは言わない規模である。 1例のみで、残存状態

が悪いため、傾向を窺い知れる資料と判断できない。

<炉の形態> 検出された炉の形態は、石囲炉、地床炉、土器埋設炉の 3種である。 3種 とも概ね住居中央

付近に位置する。なお今回の調査では、後期前半期の住居跡からは炉が検出されていない。

a 石囲炉 石囲炉を伴うのは、Kll住居跡 1棟である。他に単独の炉跡として登録 した 4基についても、

本来は石囲炉を伴う住居跡であった可能性が高い。石囲炉の形状は、円形気味に石を配列する。石囲炉内に

見 られる焼土は全般に発達が悪い。

b 地床炉 地床炉を伴う住居跡は9棟である。精円形気味に広がるものが多い。焼上の発達は全般に悪い。

焼土の規模については、その住居の規模にも関係すると思 うが、24～ 120cmま でのものが検出されている。

詳 しくは第 4表を参照戴きたい。

c 土器埋設炉 土器埋設炉を伴う住居跡はF18住居跡 1棟である。構築の状況は第Ⅳ章を参照戴 きたい。

<柱穴> 柱穴が検出された住居跡と未検出の住居跡がある。傾向としては、晩期初頭に位置付けた小形の

住居跡には柱穴がないものが多い。柱穴配列については、本遺跡の資料は全般に良好とは言い難い。唯―主

柱が推測できるのがKll住居跡 (大形の住居)で、 4本の柱により正方形状に配列される。同住居跡は、柱

穴同士の切 り合いも確認されることから、柱の建て替えが数回行われていることがわかる。

<壁溝・壁柱穴・石列> 壁溝を検出した住居跡は3棟であるが、何れも残存状態が悪 く不明瞭である。壁

際の一端に小形の柱穴が巡る住居は、 8棟検出している。石列が1/4周 ほど巡る住居跡は 1棟である。

住居跡の規模との関係からみると、 3m以下の小形の住居跡には上記の 3施設ともに見 られない。

また、壁溝・壁柱穴・石列とも全周するものはなく、山側 (本遺跡では斜面上方は主に南側になる)に の

み見 られ、谷側 (斜面下方は主に北側になる)か らは検出されていない。遺構の残存状態の問題 もあるが、

石列のあり方から、山側にのみ構築 した可能性は考えられると思う。ただし、壁溝・壁柱穴については、谷

側は元々の掘 り込み自体が浅 く、そのことに起因 して検出できなかったかあるいはすでに消失 していた可能

性も考えられよう。

<出入リロ施設> 出入 リロと推定される施設が確認されたのは、Kll住居跡、G15住居跡、F18住居跡 1

号、C16住居跡 2号の4棟である。Kll住居跡とG15住居跡に見られるタイプは、楕円形基調の土坑状の掘

り込みの中に 2個一対の柱穴状の掘り込みを伴う。 C16住居跡 2号は、柱穴状の小土坑 2つ と楕円形土坑が

セットで構成されると考えられるタイプである。 F18住居跡 1号は、竪穴に張り出し部を持ち、その中に楕

円形の掘 り込みが 2個 (両側に並ぶ)見 られるタイプである。出入り口施設の方向については、規則性はな

い。 3の総括で後述するが、地形的制約 (斜面下方)かあるいは風向きなどの気候環境に関係する可能性が

考えられる。

<分布状況> 先に、竪穴住居跡を居住施設 (居住空間)と して捉え、稿を進めることをお断りしておく。

後期初頭～前棄期と推定 した住居は5棟で、全て東部捨て場中の狭い空間に分布が確認される。

その他25棟は全て後期末葉～晩期前葉期と推定されるが、 2つ の配列が想定される。
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① 北西―南東方向に 2列の並列気味な居住空間を構成 して分布する。

② 大形住居 (KH住居跡)や後述する広場と思われる空間を考慮 した場合、大形住居から見て南東側に

馬蹄形の配列となる様相。

南側の列は上述 してきた人工的に作 り出したと思われる平坦面 (大規模なテラス)上に立地する。時期同

定の根拠の弱さを棚上げして稿を進めると、大望としては東側に位置する住居跡群が若千古 く、西側に位置

する住居跡群が若干新 しい様相で捉えられる。また、建て替えが数回行われているKll住居跡、 C16住居跡

2号、G15住居跡などの大形の住居跡は、その竪穴のスペースが南側かあるいは南西側へ変遷 して行 く傾向

で捉えられる。

上記のことから、居住空間は、大きくは東から西へ移動する様相である。そして比較的規模の大きな住居

を建て替える場合は、谷側から山側へ向かって変遷を繰 り返す。本遺跡の地形は、南側には山が、東西には

斜面地があることで平坦的な空間には制約がある。居住空間を西側や山側 (南)へ移動することで、希少な

平坦的空間を居住とは別の空間として再活用する行為が感 じ取れる。後述する掘立柱建物跡の空間占地と、

住居の空間占地が重なることにも何 らかの関係があると思われる。

また、風向きや日照条件といった気候環境は、日々の生活に際 して、重要な要素となる。高地に所在する

本遺跡は、特にも冬の風や雪と住居跡の占地は密接な関係があると思われる。

追記として、後期中葉～後葉期と推定される住居跡は、今回の調査では検出されていない。また、土器等

の総出土量の割合から考えて、後期の住居の絶対数は非常に少ない。調査区外に存在するのか、あるいは晩

期の遺構 (主 に住居跡や掘立柱建物跡などが該当する)構築時に破壊されたか課題を提供するものである。

<総括と他遺跡の事例との比較> 本遺跡で検出された住居跡についてまとめると、時期は後期末葉～晩期

前葉期を主体とする。該期の住居跡は、地床炉が大半を占め、石囲炉は単独で炉跡としたもの 4基を含めて

も5棟 と少ない。大形住居跡の定義付けの問題を考える目的で、該期の住居跡の事例を求めて見たが、岩手

県内の資料だけでは分析対象となる事例が希少と言える。よって、青森県の代表的な事例を含めて比較検討

を試みる。合わせて、本遺跡で主体を占める後期末葉期と晩期初頭～前葉期の住居について、大きく2分 し

てまとめてみたい。

後期末葉期の住居跡について、土器型式で十腰内Ⅳ～V式期に比定される時期であるが、十腰内Ⅳ式と十

腰内V式の捉え方 (同定法)によってもその位置付けは変わると思われるので、ここでは後葉 (概ね瘤が盛

行する時期以降)ま で時期幅を広げて模索する。晩期の住居跡については、大洞 B式～BC式期に比定され

る住居跡を模索 した。厳密に言えば大洞Bl式前後の時期 (大洞Bl式古段階の時期)については、後期・

晩期何れに含めるか見解が難 しい部分である。今回は晩期の上限を広げて捉えることとする。

①後期後葉～末葉期の住居跡 該期の住居跡を検出した遺跡は、「是川中居遺跡」(青森県八戸市)、「丹後

谷地遺跡」(青森県八戸市)、「馬場瀬 (1)遺跡」(青森県南郷村)、「大日向Ⅱ遺跡 1次調査・ 2～ 5次調査」

(岩手県軽米町)、「馬場野Ⅱ遺跡」(岩手県軽米町)、「君成田Ⅳ遺跡」(岩手県軽米町)、「小井田Ⅳ遺跡」 (岩

手県一戸町)な どが挙げられよう。

「是川中居遺跡」 (1998年)で検出された 5号住居跡は、十腰内V式期に捉えられる住居跡である。平面

形はほぼ円形、規模は約 6mで ある。住居中央付近に地床炉を伴う。主柱は4本を基本とし、壁際に小形の

柱穴が巡る。
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「馬場瀬 (1)遺跡」で検出された住居跡は、平面形は円形で、住居中央に地床炉を持ち、柱穴が未検出

のものが多いようである。時期は十腰内Ⅳ式期 (本稿では一部十腰内V式に比定させた時期)に相当する。

「馬場野Ⅱ遺跡」は、現在の東北縦貫道路の軽米インターの付近に相当する。該期住居跡が多数検出され

たが、床面出土土器を伴うLⅣ -05住居址、 LⅣ -06住居址、LⅣ -08住居址を取 り上げる。この 3棟に共

通する属性としては、平面形は円形で、住居中央付近に地床炉を持ち、壁際に小形の柱穴が巡る。また出入

り口に関連 したと思われる2個一対の長楕円形の上坑を伴う。規模は、 LⅣ -06住居址が4.2m程、 LⅣ ―

05住居址とLⅣ -08住居址が5.Om程で、若干相違がある。時期は、何れも十腰内Ⅳ～V式に比定 されると

思われる。

「大日向Ⅱ遺跡」は、上記 した「馬場野Ⅱ遺跡」から見て東へ500m強 に位置する遺跡である。調査報告

書は、 1次調査・ 2～ 5次調査・ 6～ 8次調査毎に発刊されている。その中で該期の住居跡資料が豊富なの

が、 1次調査分と2～ 5次調査分である。検出された住居跡は、平面形は円形で、住居中央付近に炉を持ち、

壁際に小形の柱穴を伴うことでは「馬場野Ⅱ遺跡」と共通する属性を示す。炉の形態としては、地床炉を主

体とするが、石囲炉を持つものも存在する。石囲炉は 1次調査で検出したHI-6住 居跡や Iエ ー 3住居跡

などに見 られる。また、 IⅡ -3住居跡には「馬場野Ⅱ遺跡」に見られるものと類似する出入り日施設を伴

う。

後期後葉～末葉の住居跡の全般的な傾向をまとめると、規模的には 3～ 6mで平均的な大 きさとしては

3.5～ 4mに相当するタイプが多いようである。晩期との相違点としては、10mを 越える特出 して大形な住

居跡の事例は見当たらなかった (筆者が探せなかっただけかもしれないが)。 炉の位置としては、住居ほぼ

中央である場合が多い。炉の形態は地床炉を主体とするが、一部石囲炉 も散見される。石囲炉は円形気味に

石を配列されるタイプが多いようであるが、「君成田Ⅳ遺跡」などに見 られるような「 C字状」 に石を配列

する (一端部分に石が配置されない)も のもある。柱穴配列は不明瞭であるものが多 く、柱穴数も少ないも

のが多いように思われた。傾向として、壁際に小形の柱穴が巡るタイプが多いように思われる。残存状態や

検出の問題もあると思われるが、上屋構造が不明である以上、柱穴配列の傾向を探るのは、非常に困難と思

われた。全資料を扱うより、明確に柱穴を検出できた良好な住居例のみをビックアップするなどの操作が必

要なのかもしれない。出入り口施設について、 2個一対の長楕円形の土坑を伴う住居跡は相当数見 られる。

出入り口施設自体は、「田面木平遺跡」(後期前葉期)、「ナll回 Ⅱ遺跡」(後期中葉期)、「ネ申明町遺跡」(後期中

葉)、「丹後谷地遺跡」(後期中葉～末葉期)な どでも検出されていることから、後期後半期に限った属性で

はない。参考までに、本遺跡で出入り口施設を伴 う住居跡としては、KH住居跡 (晩期前葉期)、 G15住居

跡 (後期末葉～晩期初頭期)、 F18住居跡 1号 (晩期初頭～前葉期)、 C16住居跡 2号 (晩期前葉期)の 4棟

で、時期幅を広 く捉えたG15住居跡 (後期末葉～晩期初頭)以外は晩期初頭以降に属 し、また規模的に大 き

めの住居跡に見られる。ただし、上記 した後期の遺跡例をみると、3.5m程の住居跡にも出入 り日施設は伴

う。本遺跡に見 られる出入り口施設のタイプは、 2個一対の長楕円形の土坑が並ぶタイプではない。タイプ

の違いは、本遺跡例が晩期であることから、時期による流行の違いや構造上の問題などが考えられると思う。

構造上の問題については柱配置や炉の偏在する方向などと関連する可能性があるため、上述 したとおり柱穴

配列が比較的明瞭な住居跡を取り上げて検討する必要があると思うが、ここでは割愛する。 このタイプの出

入 り口施設の出現期及び存続時期については、今回は検討 しなかった。出入り日施設を伴 う住居跡資料の増

加に期待する。

②晩期初頭～前葉の住居跡 晩期初頭～前葉期の住居跡について、土器型式で大洞B式～大洞BC式に比

―-551-



定される住居跡を模索 してみた。該期の住居跡の事例としては、「曲田 I遺跡」(岩手県安代町)、「道地Ⅲ遺

跡」(岩手県九戸村)、「十腰内 (1)遺跡」(青森県弘前市1999年 )、「大森勝山遺跡」(青森県弘前市)、「源

常平遺跡」(青森県浪岡町)、「駒板遺跡」(岩手県軽米町)な どで検出されている。岩手県北部の事例で言 う

と、該期土器を出土 した遺跡は相当数散見できるものの、住居跡を検出した遺跡となると希少と言える。

幾つかの事例を取 り上げ、住居跡の平面形、規模、炉の形態などをまとめてみたい。

「山田 I遺跡」 該期の住居跡は、推定を含めて57棟 (住居総数は69棟で、晩期以外には中期や後期が含

まれる)が検出されている。晩期前葉期が検出された調査事例 (遺跡)と しては、最大級の検出数と思われ

る。平面形は、概ね円形を呈 し、規模は推定であるものが多いが、大形 (7～ 13m)。 中形 (4～ 6m)・

小形 (1.9～3.5m)に大別される。中形が多いようである。

炉は住居中央に位置するタイプが多 く、地床炉、石囲炉、石囲埋甕炉、土器片囲炉、埋甕炉があり、地床

炉が主体のようである。柱穴は全般に検出されているものが多い。

規模13mの大形の住居跡であるGⅢ -016住居跡は、住居中央に石囲炉を持ち、主柱は4本 で壁際に小柱

穴が巡る。床の凹凸が激 しく、床面の比高が lmほ どあるなど傾斜が著 しい。時期は立て替えが多く、明確

ではないようであるが、上限 (古 い方)は大洞B式期と推定 している。本遺跡で検出されたKll住居跡に類

似する資料と言える。集落のほぼ中央に位置することから、居住者全体に関わる施設ではないかと推定され

ている。

「道地Ⅲ遺跡」からは、晩期の住居跡は7棟 (他 に中期 2棟)検出されており、大洞B式期が 5棟、大洞

C2式期が 2棟である。また、 3棟検出されている住居址状遺構の中で、 FⅡ -1住居址状遺構についても

該期の住居跡の可能性がある。よって、 6棟が当該期と思われる。

該期の住居跡と思われる6棟は、平面形は全て円形を呈 し、規模は3m程が 2棟 (1棟 は住居址状遺構)、

4m± 40cmが 3棟、 6m前後が 2棟である。規模から見て、大形住居跡と認知できるものは検出されていな

い。炉は住居中央部に位置 し、石囲炉 4、 地床炉 1、 炉を伴わないものが とである。石囲炉は、円形に石を

配置され、同遺跡から検出された中期住居跡などと比較すると、顕著にその配列の違いがわかる。柱穴は全

般に検出されてはいるが、その柱配置には規則性は感 じられない。大洞 B式期の住居跡は、出土土器などか

ら見て本遺跡で主体を占める住居跡と同時期に同定できよう。ただし、相違点としては石囲炉を伴う住居跡

が多い点が挙げられる。

「十腰内 (1)遺跡」 (1999年)か らは、 2棟の住居跡が検出されている。大洞B式期 1棟、大洞BC式

期 1棟である。平面形は 2棟共に円形である。規模は、第 1号住居跡 (大洞 B式期)は約 1.5m、 第 3号住

居跡 (大洞BC式期)は約13mである (2号住居跡と命名された遺構は掲載されていない)。 第 3号住居跡

については、規模や主柱穴・壁柱穴の配列のあり方などは、本遺跡で検出されたK ll住居跡と類似するタイ

プと言える。報告書をみる限り、集落の一端を調査 したに過ぎず、大形住居の性格付けを示唆する資料とは

言えない。

晩期初頭～前葉期の住居跡の全般的な傾向をまとめると、規模的には10mを越えるタイプと3m前後の小

形のタイプが存立する場合が多いようであり、該期の集落における大形の住居跡の存在理由が問題となろう。

ただし、本遺跡に見 られた大形住居跡は、その位置関係から推定 して、集落の例点的な性格の住居跡である

可能性が高いと思われる。

大形の住居跡について、「十腰内 (1)遺跡」、「曲田 I遺跡」、「大森勝山遺跡」、「源常平遺跡」で見つかっ

ている住居跡は、その形状、炉の位置、柱穴のあり方など類似する部分が多い。炉の形態は、「十腰内 (1)
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遺跡」、「曲田 I遺跡」、「大森勝山遺跡」及び本遺跡が石囲炉で、「源常平遺跡」が地床炉である。若干の時

期差なども考慮 しなければならないとは思うが、該期の大形の住居跡は、基本的に石囲炉を持つようである。

小形の住居跡については、円形を主体とし、基本的に中央に炉が位置する。柱穴については、全般に配列

が不明か未検出が多い。本遺跡の住居跡を見ると、竪穴の床面から柱穴が未検出な場合が多い。黒色土中を

床面とするため、検出できなかった可能性もある。上屋構造が不明であるため明確にはわからないが、屋外

柱穴の存在も考慮する必要があろう。炉の形態は、石囲炉、地床炉の両者を主体に、石囲埋設土器炉などが

見 られる。石囲炉に使用されている個々の炉石は、中期の炉石などと比較 して、選ばれたと思われない形の

不規則な石が使用される場合が多い。炉の形態について、他遺跡の類例から若干時期差によって石囲炉、地

床炉のどちらが多いかの傾向が窺えるように思われた。推測の域を越えるものではないが、土器型式で言え

ば大洞Bl式期は地床炉主体、大洞BC式期は石囲炉主体と思われる。大洞B2式期は両者が存立するよう

であるが、若干地床炉の方が優勢のように筆者は捉えている。

上述 したとおり、大形の住居跡は石囲炉が多い傾向に窺えるが、小形の住居跡の炉においては
｀
まちまち

〃

であるように思われた。また大形住居跡の性格付けについては、個々の事例同士での比較からだけではわか

らないように思われた。遺跡保存の理念に反するかもしれないが、集落の全貌がある程度明らかとなった事

例は「曲田 I遺跡」などの少数に留まることから、比較検討する資料の増加を待つことになると思われる。

今回取 り上げた遺跡は、土器型式的には大洞B式～大洞BC式に比定され、本遺跡と同時期に捉えられる。

地域的には、主要河川を指標とすれば、馬渕川流域遺跡と岩木川流域遺跡に分かれる。若千の地域差を考

慮する必要はあるが、極端な地域差 (色)は存在 しないように思われた。若千古い資料ではあるが、高橋興

右工門氏が「川向Ⅲ遺跡」の調査報告書の中で「岩手県における縄文時代晩期住居址の検出遺跡」として集

成 している。昭和56年段階での資料でまとめたものであるが、それによると岩手県内で晩期の住居跡が検出

された遺跡数は17例 である。その中で、本稿で取 り上げた晩期初頭～前葉に相当する遺跡数は6遺跡ある。

それから約20年 を経過 した現在の遺跡数がどの位あるものか今回は検索できなかった。比較的最近の事例と

しては、北上～秋田間の高速道路関連で調査された「本内Ⅲ遺跡」(岩手県湯田町)や「虫内 I遺跡」(秋 田

県山内村)な どから該期の住居跡が検出されている。該期における北上川流域の遺跡や沿岸部の遺跡との比

較を今後の課題としたい。

最後に、本稿では主に住居の形、規模、柱、炉の位置などについて検討 した。基本的に炉や柱穴が存在 し

ない竪穴を住居跡と認知できるのか疑問点が残った。また、本遺跡においては全般に地床炉と捉えた焼土は

発達が悪 く、常時使用 した炉とは考え難 く、定住用の住居ではない可能性を推定する (註 2)。 また、本遺

跡の大形の住居については、幾つかの疑問点が残った。一つには竪穴が存在 したのかどうか。もう一つは、

上屋構造の存在である。 8mを越える大形の住居跡の上屋構造を支えるためには、ある程度 しっかりした住

を必要とするはずである。黒色土中のため全般に検出が不明瞭である本遺跡の資料からは、柱穴の場所や規

模からのアプローチでは当時の竪穴住居の構造を解明するのに限界があるように思われた。考古学資料を基

に、「御所野遺跡」などで取り入れているように建築学などとのタイアップから竪穴住居跡の構造復元を行

う必要性を感 じた。

(2)掘立柱建物跡・柱穴状土坑

本遺跡で掘立柱建物跡としたものは、柱穴間隔や平面形から判断したもので、検出数は15棟である。住居

跡に付随する柱穴と比較 して、掘立柱建物跡に採用 した柱穴は、開口部径 。底部径ともに大きく、柱穴深度
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も特出して深い。柱材の残存は検出されなかったことから、当時柱が据えられていたことを断言はできない。

ただし、アタリのあり方から見て、柱が据えられていた可能性は極めて高いと捉えている。ここでは柱が据

えられていたと仮定 して稿を進める。

4本柱 (14棟)により構成されるものと6本柱 (1棟)に より構成されるものがある。野外調査時には把

握できずに室内整理時に図面上で検討、合成 したものも含めている。 4本柱や 6本柱の組み合わせ以外で構

成される掘立柱建物跡について、具体的には 5本や環状に配するものなどであるが、その存在については可

能性はあると思われるが解明できなかった。

石井寛氏は論文の中で、「掘立柱建物跡とするのは、平地式ないしは高床式の建物を指すが、現実にはそ

れらの判断は非常に難 しく、本来竪穴であったものも相当数含まれている可能性がある。」(石井寛1995年 )

と述べている。調査所見として、筆者もその記述を今もって痛感 している。例えば、KH大形住居跡精査中

に検出された4本柱 (K12掘立柱建物跡 2号としたM12柱穴状土坑 1号・ M14柱穴状土坑 1号 。L12柱穴状

土坑 1号 。L14柱穴状土坑 1号の4基)は、同住居跡に伴うもの (主柱)か単独の掘立柱建物跡なのか明確

には立証できなかった (遺構 。図面上は両者二重に登録 した)。 本稿を執筆 している現段階での見解 として

は、KH住居跡の主柱の可能性が高かったと考えている。

なお、焼土や浅い掘り込み (竪穴)を伴 うなどの、居住施設であった可能性を示唆する資料は、今回の調

査では検出されていない。

<柱穴の規模> 平均すると開口部径で80～ 100cmが多い。柱穴の深度 (深 さ)については、検出面の問題

もあるが、最大のもので200cm、 平均的には80～ 120cmが多い。

<柱穴間隔> 今回の調査からは、2.6～ 6.5mの 柱穴間隔のものが検出されている。縄文尺 (35cm)の 存在

などについても、検討を行いたい事象ではあるが、今回は割愛する。

<柱痕跡から推測する柱の規模について> 当時の柱材の規模は、柱痕跡と思われる土層 (ア タリ)か ら推

測を試みる。

15棟検出された中で、アタリが確認できる柱穴数は20基である。アタリの太さは、最小のもので約40cm、

最大のもので約80cm、 平均すると約60cmで ある。柱穴の底面には、柱の重圧によって土 (更新世の火山灰層)

が変色 したと推定される部分や堅 くしまっている部分が見 られる。

また、個々のアタリを観察すると、柱が抜き取 られた後に据え方部分の土が入 り込んだと思われるものや、

柱が抜き取 られた後にその部分を埋め戻 したと思われるものなど、その在 り方は様々である。

<付属施設的土坑について> 本遺跡で検出された柱穴状土坑には、一方向の開日部付近に浅い楕円形気味

の掘り込みを伴う場合が顕著に見られた。推測される事象としては、柱材を抜き取るかあるい柱材を据える

時の痕跡と考えられる。柱穴状土坑との新旧関係は、その土層断面からは判断の難 しい場合が多 く、一様で

はないが、浅い掘り込みの方が新 しいと判断した場合が多かった。断言できるものではないが、柱は抜き取

られた場合が多いと推定される。柱を抜き取る場合について、その方向は一様ではないが、傾向としては北

東側に多い様相である。遺跡の地形的特徴から言って、掘立柱建物跡の検出が多かった調査区中央部は全般

的に北東方向の標高が低い場合が多い。よって標高的に、低い方向に抜き取ったことが推定される。
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<その他の柱穴状土坑> 柱穴状土坑同士の位置関係などから、掘立柱建物跡とは認定できかねる柱穴状土

坑は、約400基 ある。何れも住居跡や建物跡に関連すると思われる。

<時期> 掘立柱建物跡の所属時期を断定できる出土状態を示 した遺物はない。遺構 との重複関係としては、

後期と推定される土坑群より新 しいことは確実である。晩期初頭～前棄 (大洞B式～BC式期)の住居跡と

の関係は、住居跡より新 しいことを確認できる場合が多い。ただし、調査区の中央付近に位置する大形住居

(Kll住居跡)と の新旧関係については、重複するK12掘立柱建物跡 1号より新 しいことがわかる (柱穴の

切 り合い関係から)。 同じく重複関係にあるK12掘立柱建物跡 2号と大形住居跡との新旧関係についても、

大形住居跡が新 しいと思われるが、上述 したとおり同掘立柱建物跡は大形住居跡の主柱の可能性が高い。

掘立柱建物跡については、厳密には時期を特定できない。住居跡などとの重複関係や大洞BC式以降の土

器の出土が皆無 (大洞Cl式が数点と弥生土器と思われる破片が微量出土 したのみである)である状況を考

慮すると、縄文時代晩期前葉の大洞BC式期に盛んに構築されたと推定される。

<分布状況> 第433図 に示 した掘立柱建物跡の分布図を見ると、空間占地は環状に点在するなどのなにか

しらの規則性を持って分布するようには捉えられない。中央広場的な空間 (晩期の遺構が存在しない空間で、

K16・ K17・ L16・ L17グ リッドを中心とする付近)と 思われるKH住居跡 (大形住居跡)の東側付近を除

き、アトランダムに分布する状況である。細部を考慮 して分布を考えれば、「 a」 調査区中央部に、広場の

外 (北側)を時計回りで弧状 (南東から北へ)に分布するように見える流れと、「 b_1反 時計回 りで広場を

背にして (広場を北側に見て)半円状 (南東から西へ)に分布するように見える流れの 2つ の分布状況に見

えなくもない。調査区東側には東部捨て場のある斜面地が所在する関係で、調査区外北側に「 a」 の分布の

流れが続いた場合、馬蹄形に分布する可能性はあると思 うが、環状気味に分布する可能性は考え難い。調査

区外北側に延びる可能性を橋渡 しする位置にあるのが、K12掘立柱建物跡 2号 とN15掘立柱建物跡である。

K12掘立柱建物跡 2号については、復唱となるが大形住居跡の主柱の可能性が高いと判断される。N15掘立

柱建物跡については、他の掘立柱建物跡と比較 して柱穴の規模、特に深さが極端に浅い。Nll掘立柱建物跡

は、野外調査時ではなく室内作業時に図面上から掘立柱建物跡と認定したものである。この 2つ の掘立柱建

物跡を除外 し、大形住居と広場を構成要素に加えた場合、以下のことが推測ができると思う。

① 始点を最も東側に位置するC21掘立柱建物跡に求め、終点をD16掘立柱建物跡 2号にして馬蹄形の分布

が考えられる。上述 した分布で捉えると、大形住居は馬蹄形の先端に、広場は馬蹄形の北に位置する関係と

なる。大形住居の出入り日は、住居の東側に構築されていることから、ほぼ馬蹄形の先端と広場の中心付近

に位置することとなる。第433図 の上段の晩期住居跡分布図を見るとおり、空間占地が重なる傾向が明 らか

に窺え、偶発的とは思われない分布を示す。住居跡の分布で上述 したとおり、住居跡は大きく捉えて東から

西に空間占地を変えて行く。掘立柱建物跡を構築するスペースを確保するために、空間が変遷 して行 くと言

う構図が推定される。

② 掘立柱建物跡の時期の細分が不可能なことからあくまで推測の域を越えないが、晩期住居跡の空間の変

遷を考慮すると、東側に所在する掘立柱建物跡と西側 。南側に所在する掘立柱建物跡では、多少の時期差が

存在する可能性が考えられる。掘立柱建物跡を構築するスペースを確保するために、居住空間が変遷 して行

くと言う構図が推定されなくもない。掘立柱建物跡の用途や性格及び上屋構造の存在自体が不明であるため、

住居跡との関係をどう捉えたらよいのか非常に難 しい問題である。仮説として、掘立柱建物跡が居住施設以
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晩期住居跡・土坑分布図

掘立柱建物跡分布図

第433図 晩期住居跡・ 晩期土坑・掘立柱建物跡分布図
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外の用途の遺構であるならば、晩期初頭～前棄期まで居住空間として住居跡が所在 していた空間が、突如他

の要素の空間 (高床の倉庫、祭司場 etc・・)に変わった (変えた ?)のであろうか。あるいは、掘立柱建物

跡が居住施設と仮定するならば、住居施設が竪穴から掘立柱建物に変化 したなどの事象も考えられるであろ

うか。ただし、上述 したとおり掘立柱建物跡が生活の場であった可能性を示唆する付属施設 (例えば掘立柱

建物跡に伴う焼土遺構など)は、一切検出されていない。

③ 本遺跡の住居としたものが、居住施設ではなく、掘立柱建物跡と同様の性格の遺構であるのなら、空間

占地が同じであっても不思議ではない。

3つ の仮説を上述 してきたが、結局結論は導けない。追記として、同じ空間内で軸線を変えて建て替えら

れている掘立柱建物跡が数力所見られることと、南側のテラス上の掘立住建物跡の中に6本で構成されるも

のがあること、そしてテラス上に立地する掘立柱建物跡が若干小形であることも、性格や用途及び集落構造

を考える上で考慮するべき要素と取れる。

<他遺跡の事例について> 掘立柱建物跡を検出した遺跡は見られるが、構築時期の特定が難 しい遺構であ

るため、本遺跡と同時期 (晩期前葉期と推定)と なると模索が難 しい。住居跡の項で列記 した遺跡の中では、

「大日向Ⅱ遺跡 2～ 5次調査」21棟 (後期後葉)、「山田 I遺跡」 3棟、「十腰内 (1)遺跡」 1棟を検出して

いる。また、後期初頭の「寺久保遺跡」からは、 5本で構成されるものも見つかっている。

他の遺構との重複関係から時期の下限や上限がわかる資料や単一に近い時期の遺跡資料などの増加に期待

することとなると思う。

(3)炉跡

4基検出される。何れも東部捨て場内の遺物包含層中に構築されている。

状況から判断 して、検出面 。構築面共に黒色土中であるため検出できなかった竪穴住居跡の可能性が高い

と思われる。野外調査時は、壁を検出できなかった竪穴住居跡と想定 して、石囲炉周辺で柱穴の検出を試み

たが、検出されなかったため単独の炉跡とした経緯がある。本遺跡で検出された住居跡・住居跡状を見ると、

竪穴内から柱穴が検出されなかったものが相当数散見されることから、竪穴住居跡であった可能性は充分考

えられる。

時期について、大略的に捉えれば全て晩期と推定される。炉石を円形気味に配置することからも、晩期に

多い形態であり、矛盾はないと思われる。

竪穴住居跡であった可能性を前提に稿を進めれば、本遺跡で検出された住居跡は、石囲炉を持たないため

(石囲炉を持つのはKll住居跡 1棟のみで、大洞BC式期と推定される大形の住居である)、 若千の時期差が

存在する可能性が考えられる。炉跡 4基の検出面は、全般に遺物包含層上位であるため、時期は晩期の中で

も新 しい時期の可能性として捉えられる。また炉跡を検出した付近から検出された地床炉を持つ住居跡は、

晩期初頭と推定されることから、根拠の弱さを棚上げして言うなら晩期前棄期の竪穴住居跡であった可能性

が考えられる。

(4)焼土

東部捨て場で検出された中で、現地性と判断される6基を焼土遺構として認知 した。屋外炉的な性格であ
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る遺構の可能性と捨て場に伴うなんらかの性格を有する遺構である可能性を示唆する資料である。

第Ⅳ章で上述 したとおり、東西の捨て場中からは、投げ込みによる焼土が多数検出された。今回の調査で

は、遺物の取 り上げに重点を置いたこともあいまって軽視 した経緯があり、検討するに充分な精査記録もな

い。当センターにおいて、近年の調査事例の中で縄文時代の大規模な捨て場が検出された藤沢町「相の沢遺

跡」や一関市「清水遺跡」などの状況をみると、やはり捨て場内に比較的大規模な焼土が散見されるようで

ある。本遺跡の場合も本来これらの焼土は、捨て場の形成になんらかの関係があった可能性も考えられる。

焼土遺構を軽視 したのは、本遺跡の調査における反省点として踏まえたい。

(5)土坑

今回の調査からは、452基 を検出した。

<検出状況・残存状態> 上部が削平を受けているものが多い。

<平面形> 円形、楕円形に大別され、円形が多い。

<断面形> 断面形は、フラスコ、 ビーカー、皿状を呈する土坑に分かれる。 ビーカー状を呈する土坑類が

主体である。皿状を呈する土坑についても、上部が破壊を受けている状況などから判断 して、本来 ビーカー

状であった可能性があろう。

<規模> 最大で開口部径255ctll、 底部径220clll、 深さ187cmで ある。最小のものは開口部径20cnほ どである。

平均的には、開日部径100clll、 底部径95cm、 深さ60～80cmの大きさのものが多い。柱穴状土坑などとの重複

が激 しく、著 しく破壊を受けている土坑が多い。

<埋上の様相> 検出されている土坑は、ほとんどが人為堆積と判断され、自然堆積と思われるものは少数

である。

<用途 (性格)> 明確ではないものがほとんどであるが、墓装、貯蔵穴、ゴミ捨て穴、土取り穴 (粘土採

掘穴 ?)の各用途が推定されよう。

ゴミ捨て穴と思われる土坑は幾つか見 られる。遺物の出土状況から判断 して、一括投棄された可能性があ

る土坑もある。列記するとC17土坑 (晩期初頭)、 E26土坑 (後期末葉)、 F12土坑 1号 (晩期初頭～前葉 )、

L14土坑 2号 (後期初頭～前葉)、 117土坑 8号 (後期後葉)、 118土坑 4号 (後期末葉)、 L16土坑 1号 (晩

期前葉)、 112柱穴状土坑11号 (晩期)な どが挙げられる。特に 118土坑 4号からは、完形の重が 3個体出

土 しており、あるいは捨てられたものではなく、供えられたものかもしれない (出土状況からは判断できな

かったが、墓装の可能性も考えられよう)。

その他については、推測の域を越えないが、断面形がフラスコを呈するものが貯蔵穴、平面形が楕円形を

呈するものが墓壊と推定 して置く。

<時期> 全般に遺物の出上が少なく、また使用時期の同定ができ得る遺物出土状況を示す土坑が少ない。

他の遺構との重複関係から時期を推定すると、晩期と推定される住居跡・掘立柱建物跡・柱穴状土坑などに

我 られている土坑が多いことから、晩期よりは古い時期に構築されている土坑が多いことは明確である。状

況 (遺跡から出土 した土器の量など)か ら推定 して、大部分の土坑は後期に構築 したと推定される。後期 と

推定される土坑は、ほとんどが人為堆積であるため、上記 した晩期の遺構構築の際に大規模な造成工事 (埋

め戻 しを行い整地)を行っていると考えられる。つまりは後期において、土坑域としていた空間を住居域や

掘立住建物域あるいは広場 ?と するため、土坑群を埋め戻 したと捉えられる。

なお、晩期と推定される土坑は41基で、後期に比べ極端に少ないが、遺物を伴 う場合が多い。これらは、
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遺物の投棄後に自然埋没 したと思われるものが多い。

<分布状況> 全般的傾向としては、調査区中央平坦部から東西の斜面部にかけて住居跡等と共に検出され

る場合が多い。ただし、細部まで考慮すると、東側斜面部の下方に 1基、西側斜面部に 5基それぞれ単独で

検出される土坑がある。西側にある2基を除き、何れも開口部径・底部径共に大きく、検出面か らかなり深

いと言う特徴がある。      、

また、一部分ではあるが、平坦部の中にも土坑が検出されないェリア (広場 ?)がある。

全般に時期の同定が困難な場合が多いことから、推定の域は越えないが、とりあえず後期と晩期に時期区

分を行った上で空間分布を述べることとする。

後期の上坑は、基本的にランダムに分布するが、 」15・ J16・ J17・ K15・ K16。 K17・ L15・ L16。 L

17グ リッド付近からの検出数が極端に少ない。上記 したグリッドの東側に土坑群は密集する傾向が窺える。

安易な判断かもしれないが、土坑構築が忌避されている空白域は、広場的空間ではなかったかと推定される。

晩期の上坑は、K16グ リッド付近を中心地と仮定 して捉えた場合、大形住居跡の北東側～東側には作 られ

ていない。この空間は、後期の土坑構築が行われていない空間と一部共有する。推定される事象としては、

後期同様広場的空間を構成するため、土坑を作 らなかったことなどが考え られる。晩期の土坑の空間分布

(土坑域)は、占地が広範囲的な様相であることから、晩期の集落構造を考える上で重要な要素を提供する

と思われる。

(6)柱穴列

南東～北西方向に延びる遺構で、性格・用途及び時期についても不明である。第Ⅳ章で上記 したとおり、

遺物包含層中に構築されていることから晩期前葉期かあるいはそれ以降の遺構であることはわかる。埋上の

様相としては現代の遺構とは捉えられなかった。

用途について、溝の底面から6基の柱穴が検出されていることから推定 して、溝内に柱が据えられていた

可能性は考えられる。両側共に途切れることも興味深い事象である。斜面を切るような位置に所在すること

から、平坦部と斜面部を区画する施設であろうか。また、風を回避するような施設であるならば、風が頻繁

に吹く方向に相当する西側や南西側に作るのが自然であろう。

(7)集石・立石

集石はE19住居跡のだめ押 し作業時に検出されたことから晩期以前と捉えている。遺構の性格などは不明

である。密集する角礫と混在 して後期の土器片が出上 している状況から推定 して、意図的に石を集めた遺構

ではなく、なにかしらの事象で生 じた礫が不必要となったため、一カ所にまとめて投棄 したものではないか

と推定する。

立石は調査区北側において、全長 8m程の範囲に、長さlm、 幅60cm、 厚さ20～40cmの 偏平な粘板岩が 7

個検出された。これらの石の下位からは、土坑は見つかっていない。配列的には半環状気味に捉えられる力＼

環状的に調査区外に延びる可能性は充分考えられる。本遺構の調査区外北側付近の等高線の分布を見る限り、

平坦地が広がった後に高地になる様相であるため、あるいは大規模な配列をなす配石遺構である可能性 も考

えられよう。時期は後～晩期の可能性が高いことは言える思うが、詳細な時期は不明である。

(8)溝状遺構
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竪穴状に掘 り込まれた平面形が溝状の遺構である。性格・ 用途は不明である。時期は晩期と推定される。

第Ⅳ章で上述 したとおり、フレーク・ チップ類が散在 していた状況から考えて、石器工房などに関わる施設

ではないかと推定 している。ただし、状況証拠が弱 く、推測の域は越えない。

(9)捨て場

東西の斜面部が捨て場として形成されている。遺物の出土量は、東西合わせて500箱分以上となる。野外

調査時においては、全般的に特殊性を示唆する遺物廃棄の様相は認められず、土器類、土製品、石器類 は混

在 した状態で出上 している。土器などの出土状態や接合具合を見ると、一括廃棄されたと判断されるものが

多 く、完形品やほぼ完形品の状態にまで復元されたものが多い。時期的な廃棄の傾向について、東西の捨て

場を比較 した場合、後期前半期は東部捨て場が主体を占めるが、十腰内V式期あたりから西部捨て場が主体

となる。土器出土状況を層位的に見た場合、時期的なまとまりの関係について概略すれば、東部捨て場より

西部捨て場の方が、全般に他時期との混在が少ない様相ではある。斜面の傾斜角度は、西部捨て場 (約 15度

前後)の方が東部捨て場 (約25度前後)よ り幾分穏やかであることに起因して、本来の廃棄単位の破壊が少

ないのかもしれない。遺物の接合状況について、整理作業をおこなった結果から、基本的に近隣グリッド出

土同士で接合する場合が多い。ただし第Ⅵ章で上述 したとおり、土偶や磨製石斧、石刀・石剣の中に東西の

捨て場同士で接合 したものが数例あり、距離にして70m以上となる。それらの遺物の出土地を見ると、西部

捨て場側はL12・ M9・ MHグ リッド、東部捨て場側はB24。 C23・ C24・ C26・ E25グ リッドで、 それぞ

れ若干の違いはあるものの、近接 した出土地と言える。これらの遺物は、以下の 2つの要因が考えられる。

① 別々に廃棄された可能性。

② 一次廃棄場が存在 し、二次廃棄場が東西の斜面地である可能性。

②の要因であるならば、土器などその他の遺物の中にも同様の状況 (70m離れて接合)を示すものがある

と思われることから、①の要因が有力であると推定 しておく。ただし、上記の 3種の遺物のみ一次廃棄 され

た後に、二次廃棄された可能性が理論上は考えられることから、あるいは3種の遺物に特別な意味 (性格)

がある可能性 も考えられる。

その他として、遺物包含層中には現地性ではない焼土や灰 。獣骨などが散見された。焼土の項で上記 した

とおり、捨て場の形成になんらかの関係があるのかもしれない。また、出土 した獣骨の中で注目すべき点と

して、イノンシの未成熟個体が多いと言う結果がある。縄文人は一般に子供の獣 (イ ノシンなど)は食べな

いと言う分析結果を示 した事例があることから、そこには特別な意味が隠されているように思う。

(10)広場について

土坑の項でも触れた」15。 J16・ J17・ K15・ K16・ K17・ L15・ L16・ L17グ リッド付近の空間が、本

遺跡の広場的空間である可能性が考えられる。広場 (遺構)は、非常に抽象的な内容であるため、その認知

は難 しいと言える。安易に結論付けられる内容ではないが、遺構の空間占地から集落構造を考えた時、広場

の存在を想像することができる。

広場と想定されるのは、大形住居の東側に位置する空間で、土坑が構築されていないかあるいは希薄なエ

リアであり、住居跡や掘立柱建物跡などの構築 も見 られない。立石遺構は、この広場と思われる空間の】ヒ側

に位置する。周辺の上坑の密集度を考えたときに、この空間のみ遺構構築が行われていない事実は、特別な

場であった可能性が限りなく高いと推定されよう。また、調査所見として、この付近は本遺跡の中でも風当
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たりが特に強 く、風を遮るような施設を設けない限り、居住空間には向かないと考えられる。

(11)縄文時代の造成工事について

本遺跡からは縄文人による人工的に作り出したと思われる平坦面や土坑域の整地化など、大規模な土木工

事が行われていることを示唆する内容が幾つか見 られる。それら上の移動行為について、調査所見から列記

し、まとめてみる。

造成工事として捉えられる内容としては、下記の 3つ の事象が考えられる。

a 人工的に作 り出したと思われる平坦面

調査区南側 (山側)の斜面地部分において、テラス状に作り出したと想定される平坦面 (以後テラスと呼

称 して記述する)で、住居跡群や掘立柱建物跡群が立地する。

現況地形での標高が295～296m付近に見 られた全長約30m、 幅 4～ 6m程の空間で、旧地形 (自然地形)

は山側 (南側)か ら平坦地にかけてスロープ状の斜面であったと想定される。地形的に見てこの付近からは、

南部浮石粒層の堆積が確認されるべき地点であるが、表土を除去 した段階で八戸火山灰層が直に確認された

(住居跡は八戸火山灰層中を掘り込み構築されている)。 自然地形的に見て不自然であり、またこのテラスか

ら検出された土坑の状況は、ほとんどが南部浮石粒と八戸火山灰層がブロック的に入る人為堆積層 (埋め戻

されている)で、全般に上部が破壊されている様相である。

上記のことから推定すると、南部浮石粒層付近までを削平 して平坦化 した空間を作 り出したと思われ、そ

の際に、土坑は削平を受けたと捉えられる。このテラス造成にかかわり、削平時に生 じた排土を利用 して、

斜面部に所在 した土坑類や調査区中央部の平坦地に所在 した土坑類は埋め戻されたと推定される。地形の様

相は写真図版24や 174か ら、土坑類の埋土が人為堆積であることは各土坑の断面写真から、 それぞれ読み取

れると思 うので参照戴きたい。

このテラスの造成された時期については、晩期と推定される。理由として、この空間からの検出住居は、

全般に晩期の上器の出上が圧倒的に多い。

b 土坑類の整地化

本遺跡で検出された土坑類は、全般に人為堆積と判断される場合が多く、特に 118グ リッド付近を中心に

所在する土坑群はそれの傾向が顕著である。上述 したaに関係する内容であるが、土坑を埋め戻 した後に住

居跡及び掘立柱建物跡が構築されている (註 3)。 なお、本遺跡で検出された土坑を埋め戻すためには、平

均すると 1基あたり約0.785だの土量が必要となるため、計算上膨大な土量を必要 とする。参考 までに野外

調査時に使用 した一輪車 1台には、0.08～0,1ピ前後の土量が入ることから、土坑 1基を埋めるのに一輪車 8

台前後の土量が必要となる。

c 平坦地の拡張

本遺跡の立地する地形は、南北側が高 く (南側が山の頂部で、北側は先端部付近から高位 となる)、 東西

が斜面地となる南北方向に長い痩せ尾根的である。平坦面的空間には限りがあり、遺構構築に際 して地形的

に制約を受ける。拍象的な内容となるが、東西の斜面地に形成されている捨て場は、単なるゴミ捨て場とし

てではなく、平地の拡張を促進することを念頭において、ある程度の計画性のもとに行われている可能性が

―-566-―



考えられる。

第Ⅵ章で上述 した遺物の分布状況か ら、東西の斜面地に形成 された捨て場への土器の廃棄量は、若干では

あるが時期による違いを確認できる。十腰内 I～Ⅲ式の時期は、東部捨て場を廃棄地の主体 とし、十腰内Ⅳ

式の時期は東西捨て場にほぼ均等廃棄、十腰内V式～大洞 BC式の時期においては西部捨て場が主体となる。

上記のことか ら、時期的に東部捨て場が西部捨て場に先行 して、埋め立ての目的地となり、廃棄地の主体

であったと言 う捉え方 もできる。住居跡や掘立柱建物跡などの遺構構築時期についても、東部捨て場に所在

する遺構が、西部捨て場に立地する大形住居など (註 4)よ り古期であることか ら、当初東側か ら集落 (遺

構構築)が形成されていったという解釈が成 り立つ と思 う。

<註>

(註 1)炉については、石囲炉であれば炉石の抜き取り行為が行われた可能性は念頭に入れて、精査時にはその痕跡を探した

つもりである。地床炉であれば、発達の悪い焼土が多かったとは言え、確認できなかったとは思えない。屋外炉の存在につい

ては、明確ではないが現地性の焼土遺構にその存在の可能性が示唆される。柱穴について、炉が検出されている竪穴でありな

がら、柱穴の存在が明らかでないものは、本遺跡に限らず該期の住居、特に2～ 3mの小形に見られるように思う。屋外に柱

穴の存在があったのか、あるいは発掘調査ではなかなか検出できない周堤部分にあったのであろうか。本遺跡は全般に黒色土

中での精査であったことから検出が難しい調査であったことは事実である。調査員の力量 (主担当の中川の調査途中でのケガ

による入院などにより、頻繁に調査員の変更があった)や その数の問題も勿論あるものの、作業に従事した作業員はかって馬

場野Ⅱ遺跡や大日向Ⅱ遺跡など同町で行われた代表的な発掘調査に参加してきた精鋭ぞろいである。見落としが頻繁にあった

とは思われない。筆者の見解として、B21住居跡状3号などは炉石の存在した可能性を匂わすものの、竪穴内には炉も柱穴も

実際になかったのではないかと推定する。炉や柱穴の検出できなかった竪穴は、本来別枠で捉え、居住以外の施設 。用途を考

えるべきなのかもしれない。

(註 2)具体的には、定住するための住居ではなく、季節的な住居ではないだろうか。

(註 3)住居跡と掘立柱建物跡が空間的に重なる場合は、掘立柱建物跡が新しい場合が多い。よって、遺構毎の構築順の傾向

としては、古い方から土坑→住居→掘立柱建物となる。但し、住居跡の時期推定となる土器の時間尺を、本書では示しえたと

は言えない。特に、後期終末から晩期初頭の土器は、検討課題を残したと思っている。

(註 4)Kll住居跡とした約16mの大形の住居跡は、プランの西半分程が遺物包含層中の範囲に構築されている。

<参考引用文献>
石井寛 (1995年 )「縄文時代掘立柱建物址に関する諸論議」『帝京大学山梨文化財研究所研究報告第 6集』帝京大学山梨文化財

研究所

その他参照した遺跡報告書は、後記する。
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遺物

3年間の調査で出土 した遺物の総量は、大コンテナに換算すると約600箱分である。

土器類はコンテナに換算すると約550箱分、土製品は2,320点、石器 。石製品は5,330点 (フ レーク・ チップ

などは除く)出土 している。台帳に登録 した遺物総数は■,104点 (第一次登録段階の点数)である (掲載遺

物はセレクトを行った第二次登録段階となる)。 そのほとんどが東西の斜面地に形成された捨て場か らの出

土である。上述 してきたとおり主体となる時期は、縄文時代後期初頭から晩期前葉である。その他の時期と

しては、縄文時代早期及び弥生時代の土器が微量と縄文時代前期末葉の土器が大コンテナ 5箱分ほど出土 し

ている。

遺物の種類毎に若干のまとめを行 う。

(1)各群土器の概要

第V章で示 した分類に従って各群の上器について概略する。

①第 I群土器 (早期)

貝殻腹縁文を施文する土器で、破片が数点出土 している。器種は全て深鉢で、吹切沢式、寺の沢式などに

相当するものが出土 している。第449図の集成図を参照戴きたい。

②第Ⅱ群土器 (前期)長 七谷地 3群に相当する土器が数点と円筒下層 dl～ 2式に相当する土器が 5箱分

程出土 している。第449図 の集成図を参照戴きたい。

円筒下層式に先行する土器群で、いわゆる長七谷地 3群に相当する土器群は、小片が数点出土 した。本遺

跡で出土 している円筒下層 d式 と比較すると、胎土中の植物繊維の混入量が多 く、特徴の一つと言えよう。

他の遺跡の出土例を見ると、中諏火山灰より古い時期に相当すると捉えられる土器である。今回の調査では

後～晩期の遺物包含層 (Ⅲ層)やⅢ層とⅣ層の漸移層部分から出土 している。

円筒下層 dl～ d2式に相当する土器群は、主に東部捨て場のⅢ層下位～Ⅳ層上位で出土 している。器種

は深鉢と鉢の 2種類があり、深鉢はさらに大形のものと小形のものに大別される (小形は希少 )。 日縁部に

押圧縄文、胴部に第 1種結束による羽状縄文施文を基調とする。最近の当センターの調査事例 としては、

「大日向Ⅱ遺跡」(軽米町)か ら円筒下層 a～ d式期の住居群が、「大鳥 I遺跡」 (軽米町)と「横間Ⅱ遺跡」

(安代町)か ら円筒下層式期の捨て場が検出されている。また、本遺跡から北約1.5kmに位置する「畑内遺囲

(青森県南郷村)か らは、円筒下層期の大規模な集落跡が検出されている。

③第Ⅲ群土器 (後期)

本遺跡で主体を成す後期の土器は、そのほとんどが捨て場 (遺物包含層)か らの出土で、遺構内出土は小

片が主体であり割合的には少い。捨て場出土土器は、継続的変遷が辿れる資料と判断されるが、一部共伴関

係を掴める出土状況を示 した以外は、層位的上下関係を掴める資料は存在 しないと判断される。本遺跡出土

土器にある程度の時間尺を設定するため、他遺跡の資料や構築された土器編年を参照 して分類を行った。岩

手県北部地方において、該期の土器が出土 した遺跡は相当数あり、資料の増加は著 しいが、 1遺跡から後期

全般を網羅する指標となるような資料、例えば該期の貝塚調査事例 (報告書が刊行されているのは「根井貝

塚」 くらいで極小のようである)や層位的に良好と判断できる事例はほとんど見当たらない。よって、指標

的な資料の主体は、青森県の該期の遺跡に求めることとした。最近の十腰内式土器編年についての研究動向

(註 1)を踏まえ、本遺跡出土土器群に見 られる特徴をまとめてみたい。土器の時期的な変遷の大望として、

―-568-―



第V章でおこなった分類毎に集成 したのが、第450～479図 である。集成図と観察表の時期区分のくい違いが

あるものについては、観察表を優先する。比較資料として、馬渕川流域における該期の代表的な遺跡の土器

資料を掲載 した。中葉期については、良好な資料が少ないことから、北上川流域の遺跡資料も加えた。

第Ⅲ群 1類

本遺跡で主体を占める後期土器の中で後～末葉に次いで出土量が多いのが、第Ⅲ群 1類とした初頭～前葉

の土器群である。本遺跡出上の当該期土器の器種構成は、深鉢、鉢、壺を主体に注目土器、片口鉢、切断蓋

付き壺が少数見られる。

第V章で行った分類では、第Ⅲ群 1類 -1が十腰内 I式の古い部分と思われる土器群、第Ⅲ群 1類 -2が

十腰内 正式の新 しい部分と思われる土器群、第Ⅲ群 1類-3が十腰内 I式 とⅡ式の漸移的な部分に位置付け

られると思われる土器群とし、 3つ に大別を行った。上記の分類にあたっては、鈴木克彦氏が行った上尾駁

2遺跡出土土器による「十腰内 1式の細分案」(註 2)を参照 して、第Ⅲ群 1類-1と 第Ⅲ群 1類 -2に区

分 し、十腰内Ⅱ式により近似する特徴のものを第Ⅲ群 1類 -3と して区分を試みた。おおよそ鈴木編年案 1

～ 3段階 (十腰内 la式)が第Ⅲ群 1類-1、 4～ 5段階 (十腰内 lb式)が第Ⅲ群 1類 -2に比定する

(註 3)。 比較資料として当該期の資料が豊富な「駒板遺跡 (軽米町)」、「田面木平遺跡 (八戸市)」、「赤坂A

遺跡 (鹿角市)」 の出土土器を第434～437図 に掲載 した。概ね第Ⅲ群 1類-1が「駒板遺跡J出土土器、第

Ⅲ群 1類 -2が「田面木平遺跡」出土土器、第Ⅲ群 1類 -3が「赤坂A遺跡」出土土器との類似を意識 し、

比較資料とした。ただし、「赤坂A遺跡」出土土器については、本遺跡から50km以上離れた距離に位置 し、

大湯式との折衷圏と思われる位置に所在することから、単純に比較資料とするのは安易であるかもしれない。

十腰内 I式の古い部分として位置付けを行った第Ⅲ群 1類-1については、十腰内 I式の最も古い部分と

古い部分の土器群の 2時期を併せて一括 した分類結果となったと筆者は判断している。何処で線を引くか基

準が曖味であった (判断できなかった)こ とに起因する。当初、本遺跡出土の後期初頭～前葉土器には、十

腰内 I式に先行する所謂「蛍沢遺跡」第Ⅲ群土器相当 (蛍沢式)が存在 しないと捉えていた。第450～ 451図

に掲載 した第Ⅲ群 1類 -1土器群の集成図を作成後、鈴木氏が十腰内 1式以前の型式を設定 し得る纏まった

資料として提示 した「馬立 I遺跡」(二戸市)第Ⅳ群 1～ 3類土器との比較を行った所見 として、本遺跡の

土器群の中にも十腰内 I式に先行する土器群が存在することに気が付いた (「馬立 I遺跡」出土土器が十腰

内 正式に先行する土器群と捉えた場合)。 例えば、626、 1202、 2012(集成図には掲載 していない)な どの土

器で、三角形状の沈線区画文及びモチーフが「コ」の字を向き合わせにしたようなものなどの文様が描かれ

る。これらの上器は、「馬立 I遺跡」出土土器に近い様相であり、近年当センターで発掘調査を行 った「上

村遺跡」(二戸市)、「秋浦 I遺跡」、「秋浦Ⅱ遺跡」(岩手町)か らも同様な土器群が出上 している。

また、1248な どに代表されるように報告書作成の最後まで難渋 した土器が多 く、集成図上と観察表の時期

が食い違っている土器が多々ある。筆者の現段階の見解としては、観察表を優先 して戴きたい。

第Ⅲ群 2類

十腰内Ⅱ式に相当すると思われる土器群を第Ⅲ群 2類 -1に、十腰内Ⅱ式と十腰内Ⅲ式のどちらに含まれ

るのか判断ができかねるものを第Ⅲ群 2類 -2と した。全般に関東の加曽利B式の影響が窺える土器群と言

える。基本的には曲線的な磨消縄文を主要なモチーフとする。比較資料とした第438図上段の「川日Ⅱ遺跡」

(岩手町)出土土器は、第Ⅲ群 2類 -2～第Ⅲ群 3類 との比較を意識 して掲載 している。第Ⅲ群 2類 -2土

器群は、全般に第Ⅲ群 2類 -1土器群より後出的な要素を持っていると判断した。

本遺跡の後期土器の中では、最も少ない出土量で、この現象は本遺跡に限ったことではなく、馬渕川流域

―-569-―



ⅢE 88-1住床面 Ⅲ J90-3住床面

埋土

ⅢE90住

℃ぬ0

ⅣA92住
駒板遺跡

第434図 駒板遺跡出土土器

―-570-―



一磁9-

貶

門

に



30号竪穴住居跡

13号竪穴住居跡

田面木平遺跡出土土器 2

--572-―



S114竪穴住居跡

第437図 赤坂A遺跡出土土器
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第 3号遺構 (1-5床面 6-8埋 土 )

第Ⅲ群土器

第439図 馬場瀬 (1)遺跡出土土器
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第H群 第 5類

第 6類

第441図 小井田Ⅳ遺跡出土土器
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全体的に言える傾向と捉えられる。

第Ⅲ群 3類

後期中葉の上器群で、加曽利B2～ B3式の影響が窺える土器群であり、十腰内式に比定 させれば十腰内Ⅲ

式に相当すると思われる。比較資料として「神明町遺跡」(青森県金木町)出土土器を第438図下段に掲載 し

た。本稿においては、第Ⅲ群 3類土器の大きな特徴として、①「 1種の原体による羽状縄文」、②「口縁部

上方や頸部に見 られる亥」目帯」、③「光沢が強く感 じる研磨手法が施される」の 3点に着眼した。

①について、羽状縄文を施文する土器の中で、 1種類の縄文原体を異方向に転がして施文するいわゆる異

方向縄文の割合は、約15%で ある。参考までに十腰内Ⅳ式では約 6%、 十腰内V式では約18%で あった。 2

種類の原体を施文するものよりかなり低い割合を示 した。メルクマールとして捉えるのは不適切ではないだ

ろうか。ただし、十腰内Ⅳ式との区分については、ある程度の目安になると思われる。

②について、加曽利B3式に顕著に見られる特徴で、複数段のものも見 られる。十腰内Ⅲ式とⅣ式の過渡

期的と思われる1345が、十腰内Ⅲ式に位置付けできるのであれば、十腰内Ⅳ式には通常見られない特徴と判

断できないでもないが、結論を安易に出すべきではない事象であろう。最近の資料としては、「市部内遺跡」

(葛巻町)か ら該期資料 (十腰内Ⅲ～Ⅳ式)が出土 している。

③について、加曽利B式の特徴と類似する。研磨手法の違いだけとは思われない光沢であり、精錬された

と思われる粘土を使用 して製作されているのではないかと捉えている。この特徴は本遺跡の資料で言及する

ならば、十腰内Ⅱ～Ⅲ式の特徴として捉えられると思われる。ただし、精錬された粘土説については最近の

研究では否定的な見方もあるようであり、研磨の手法の違いと取る説が有力のようである。

①～③の要素について、② o③はある程度の指標となるのではないだろうか。問題はむしろ十腰内Ⅳ式と

する土器の下限 (Ⅳ式の最も古い段階)を、何処 (何の要素)で引くかではなかったと思う。本稿で後期中

葉に位置付けた第Ⅲ群 2・ 3類 とした土器群については、関東の加曽利B式のみならず北海道のホッケマ式

(註 4)と の並行関係などから検討 してみるのも一考であったと思う。

第Ⅲ群 4類と第Ⅲ群 5類 後期後～末葉の土器群で、十腰内Ⅳ・ V式に相当する土器群である。本稿におい

ては、 4類土器と5類土器の区分を貼り瘤先端のとがり具合 (先鋭貼瘤と標記 した)に求め、先端の丸いも

のや叉状貼瘤を第Ⅲ群 4類に、先鋭貼瘤を付加するものを第Ⅲ群 5類 とした。また、東北地方南部や関東地

方からの搬入品あるいは、上記地域が祖系と思われる土器も、該期には相当数散見された。本遺跡出土土器

の分類にあたって、施文される文様や磨消縄文帯の幅の違いなどの微細な要素で、第Ⅲ群-4類 (十腰内Ⅳ

式相当の上器群)と 第Ⅲ群-5類 (十腰内V式相当の土器群)の区分を行うのは、非常に困難を極めた。

十腰内Ⅳ式相当として扱った土器群は、観察所見として大きくは3時期に細分される可能性を感 じたが、

その最も古いと思われる十腰内Ⅲ式との過渡期の土器 (十腰内Ⅳ式古段階)が、2004な どに求められるので

はないだろうか。また、本来は西ノ浜式 (註 5)な どとの関係を踏まえ、比較検討を行う必要があったと思

われる (東北地方南部との比較検討を行わなかったのは反省点としたい)。

十腰内Ⅳ～V式に相当する土器の一括性が窺える出土状況を示 した資料としては、 118土坑 4号、E26土

坑、 117土坑 8号、 F12住居跡出土土器が挙げられる。十腰内Ⅳ式の最も新 しい段階と十腰内V式相当との

区分は、混在 した可能性が多分にあり、 118土坑 4号出土土器、E26土坑出土土器がその最たるものである。

両者のどちらに区分されるのか位置付けが難 しい土器群の資料は、「馬場瀬 (1)遺跡」 (第 439図の土器

群)に豊富である。当該期を扱った論文中においても、「馬場瀬 (1)遺跡」出土の土器については、岡田

氏は十腰内Ⅳ式に、鈴木氏は十腰内V式に位置付けているなど見解の分かれる土器も介在する。本遺跡出土
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の中にも「馬場瀬 (1)遺跡」に見 られる土器群と類似する資料が散見される。 118土坑 4号の資料は、 3

個の完形品が一括 して出上 したもので、530～ 5321よ 同一時期の可能性を示唆させる。また、十腰内V式の範

疇で捉えている第443図に掲載 したF12住居跡埋土一括土器の中には、112、 115、 119な どのように文様モチー

フの在り方から異系統土器である可能性が高いものが含まれる。

最近の十腰内V式研究の動向に筆者が疎いため、型式判断に妥当性があるかわからないが、本遺跡の土器

を観察 した所見として、「蛍沢遺跡」12号住居跡 。13号住居跡出土土器や「根井貝塚」出土土器などが、十

腰内Ⅳ式と十腰内V式の漸移的な時期に相当するのではないだろうか。そして、第440図 に掲載 した「馬場

野Ⅱ遺跡」 L Ⅳ05住居、 L Ⅳ06住居、 L V08住居床面出土土器の段階は、十腰内V式の一括資料として捉え

れるのではないかと思っている。なお、「小井田Ⅳ遺跡」第Ⅱ群第 6類 は晩期初頭であろう。

本稿において該期の土器分類は、区分材料を見い出せずに難航 した。今回は鈴木編年を採用 して分類 した

(註 6)が、第Ⅲ群 1類と同様に筆者星の力不足を露呈する結果となった。本遺跡には該期の完形資料が豊

富で、型式学的には良好な資料であるが、本報告書では示 し得なかった。

第Ⅲ群 6類 詳細な時期の位置付けが困難な地文のみを施文する粗製土器を一括 した。主に粗製の深鉢や鉢

が該当する。文様のある土器との比較や器形、胎土などの特徴から時期推定を試みた。 6類 -1が初頭～前

葉、 6類 -2が前～中葉、 6類 -3が中～後棄、 6類 -4が後～末棄と位置付けした。

④第Ⅳ群土器 (晩期)

晩期の土器は、全体的に遺構内出土を主体とし、大洞B～ BC式までを網羅する資料と判断される。それ

らの中で、便宜的に後期 (第Ⅲ群土器)と 晩期 (第Ⅳ群土器)に振り分け、区分 した後期最終末～晩期最初

頭と言える土器群については、 1つの群を設けるべきであったと反省 している。岩手県北部において、該期

の資料は希少で、また東北地方北部を扱った該期の研究も少ないように思われ、東北地方に限れば該期の研

究は南高北低の感があるように思う。仙台湾周辺地域を扱った該期の研究としては、後藤勝彦氏の宮戸編年

(1960年後藤)や高柳圭一氏 (1988年高柳)の金剛寺貝塚の検討、及び『田柄貝塚発掘調査報告書』や『中

沢目貝塚』が代表的なものとして挙げられる。高柳編年を参照 して該期土器の編年を整理すると (註 7)、

「西ノ浜式」(高柳瘤付土器第 I段階)→「宮戸Ⅲa式」(高柳瘤付土器第Ⅱ段階)→「宮戸Ⅲb式」(高柳瘤

付土器第Ⅲ段階)→高柳瘤付土器第Ⅳ段階 (宮戸Ⅳ式併行)→「大洞 Bl(古 )式」 (宮戸Ⅳ式併行)→

「大洞Bl(新 )式」→「大洞B2式」の順を示す。本遺跡で行った分類を比定させれば、第Ⅳ群 1類 -1

としたものは、「大洞Bl(古 )式」及び「大洞Bl(新 )式」に相当すると思う。そ して、高柳瘤付土器

第Ⅲ・Ⅳ段階に相当する土器群は、第Ⅲ群 5類中に含めたものに比定すると思われる。よって、第Ⅲ群 5類

を高柳編年に比定させて捉えれば、新古の 2細分 (高柳瘤付土器第Ⅲ・ Ⅳ段階)ができる可能がある 02の。

第Ⅳ群 1類 -1 大洞Bl式 と捉えた晩期初頭の土器群であるが、時期的な位置付は検討を要するものも含

めた。大洞Bl式 (古)の資料は、B21住居跡状 3号から一括出土 している。B21住居跡状 3号 (集成図第

444図)か ら出土 した2391よ、「山井遺跡」下層② (26層 )出土に類似する資料であり、「山井遺跡」の報告書

を参照すると、大洞Bl式に比定される。今回は、宮戸編年や田柄貝塚など仙台湾周辺の資料との比較検討

を密に行っていないが、高柳編年で言えば「大洞Bl(古)式」(宮戸Ⅳ式併行)に比定されると思われる。

地文について、本遺跡の資料をみると、大洞Bl式 はRL主体 (遺構外は全てRL)、 大洞 B2式はLR

主体と言う興味深い結果となった。

第Ⅳ群 1類 -2と 第Ⅳ群 2類 土器の総量は後期に譲るが、検出された住居跡や掘立柱建物跡などが盛んに

構築されたのが、当該期土器 (大洞B2～ BC式)の時期と捉えている。

Ｉ
Ｌ
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後期の土器との相違点として、晩期の土器は遺構内出土が主体となる。野外調査時において、該期土器の

一括気味と判断した資料としては、第445図に掲載 したF18住居跡 1号出土の土器が挙げられる。文様の施

文が確認できる土器で検証すると、133の 破片は十腰内V式、1321ま大洞Bl式、1361ま 大洞 BCl式 に比定

されと思われることから、若干の混在は存在する。ただし、 F18住居跡 1号出土土器は全体的にみれば短い

時間幅と判断され、詳細な時期区分ができない129、 134、 135、 137の 粗製深鉢と138の壺については、晩期

前半期に属する可能性が高いと思われる。その他としては、西部捨て場中にまとまりを感 じる地点が局所的

に存在する。

第Ⅳ群 3類と第Ⅳ群 4類 晩期中葉の土器は皆無に等 しい出土点数である。大洞Cl式は、第V章で上述 し

たとおり、数点の出土である。大洞C2式については、その存在を認知できなかった。野外調査時から認知

したわけではなかったが、大洞BC式が多数出土 している状況から考えて、若千量は確認されると想定 して

分類項目を設定 した経緯がある。大洞BC式に後続する該期の土器が皆無である状況を考えると、晩期中葉

に集落の移動あるいは衰退 (消滅)が起こったと言った事象も考えられる。

第Ⅳ群 5類 詳細な時期の位置付けが困難な地文のみを施文する土器を一括する。主に粗製の深鉢・鉢が該

当する。

第Ⅳ群 6類 詳細な位置付けが困難な無文土器を一括する。主に無文の精製注目土器が該当する。

⑤第V群土器 (弥生)

弥生土器は、弥生時代初頭の砂沢式と弥生時代中頃の天王山式が、両者合わせて数点出土 した。何れも小

片であり、また該期の遺構は検出されていない。

(2)長倉 I遺跡出上の縄文時代後期土器の特徴について

過去の十腰内式土器を扱った論文で述べられた諸要素などについて、その幾つかの点に着眼して本遺跡出

土の後期土器のまとめとする。

①口縁部 。日唇部形態

<折り返 し日縁が見 られる土器群> 折り返 し日縁が見られる土器は、 1247、 1260、 1278、 1361、 1392、

1524、 1566、 1911、 1984、 2024で ある。後期初頭～前葉に限定されると捉えられる。

<日縁部が肥厚する土器群について> 口唇部が肥厚する土器は、第Ⅲ群 3類～ 5類に見 られる。出土数の

割合からは、第Ⅲ群 4類及び 5類 (十腰内Ⅳ・ V式相当)に多いことから、後期後葉以降に多い傾向が窺え

る。

②底部形態

<底部の形態> 平坦 (平底)、 上げ底、台付き、丸底の4形態に大別される。全時期に亘って平坦を基本

とする。上げ底や丸底状を呈するものは、後期後半から多くなる傾向が窺える。

<土器底面に何らかの圧痕跡がある土器群> 長倉 I遺跡において、土器の底面に見られる圧痕の種類は網

代痕・木葉痕・笹などが確認された。ほとんどが第Ⅲ群 1類と第Ⅲ群 2類 (十腰内 I・ Ⅱ式相当)及び第Ⅲ

群 6類に見られる。第Ⅲ群 3類 (十腰内Ⅲ式相当)以降の土器群は、底面にミガキなどが施され、底面に圧

痕は、ほとんど見られない。後期前半の段階の土器群と同該期の粗製土器に多い傾向が窺える。

③文様・特徴

<口唇部に縄文を施文する土器> 後期初頭～中棄期の深鉢、特に粗製の深鉢に多い傾向が窺える。

<後期初頭～前葉の土器に見られる沈線による特殊文様について> 十腰内 I式期の土器に伴う特殊 (珍 )
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文様について、沈線によリモチーフされる土器群の中で、その文様に特殊性を感 じる土器類がある (集成図

第501～502図 )。

特殊性を感 じる文様とは、球根状や幾何学的な文様を施文するもので、植物や人間など写実的な描写と捉

えられる。本遺跡で出土 した後期前葉土器には、主に沈線による幾何学的な文様が数多 く散見される。類似

する文様を持つ土器については、「近野Ⅲ遺跡」(青森県青森市)の報告書中 (成田滋彦1976年)で詳細な分

類が行われている。

土器の時期については、広義的には十腰内 正式と言う1型式にのみ見 られるようであり、「近野Ⅲ遺跡」

についても同様である。本遺跡で行った該期の上器分類の信憑性にも関わるが、第Ⅲ群 1類の集成図におい

ては、第Ⅲ群 1類-1と第Ⅲ群 1類 -2の両者に見 られる。筆者の現段階の見解としては、新古で言及する

なら十腰内 I式の新 しい段階に多いように捉えている。

<磨消縄文と充填縄文について> 後期と思われる土器の中で、磨消縄文の出現率は約26%(第Ⅲ群 6類を

含む)であった。時期毎の出現率は、第Ⅲ群 1類38%、 2類46%、 3類67%、 4類55%、 5類23%で ある。

後期と思われる土器の中で、充填縄文の出現率は約 6%である。そのほとんどが第Ⅲ群 4・ 5類とした十

腰内Ⅳ・ V式に比定する土器群であった。参考までに第Ⅲ群 1類中での出現率は約 2%、 第Ⅲ群 2類中での

出現率は約 0%、 第Ⅲ群 3類中での出現率は約 3%、 第Ⅲ群 4類中での出現率は約25%、 第Ⅲ群 5類中での

出現率は約12%で あった。

磨り消 し縄文と充填縄文の割合について、後期全般を通 じては前者が圧倒的に多い。ただし、充填縄文に

ついては、筆者の判別できなかったものが存在する可能性があるため、実際の数値はもう少 し高いと思われ

る。

<羽状縄文を施文する土器群について> 本遺跡から出上 している縄文時代後期中～末葉の土器群は、精製、

粗製に関わらず羽状縄文が多々見 られる。本遺跡で見 られるものは、非結束による羽状縄文である。

羽状縄文を構成する原体については、 1種類の原体による異方向縄文と2種の原体により構成されるもの

が見られる。岡田氏の指摘 した (岡田康博1986年)羽状縄文を構成するのが 1種の原体 (異方向縄文)か 2

種の原体かの違いで、中棄と後葉の境を区分するひとつのメルクマールとなり得るのかどうかは、非常に興

味のある属性である。下記には、第Ⅲ章 3で上記 した第二次登録 した段階での土器2664点の中で、羽状縄文

を施文する土器を分析対象とし、本稿で行 った分類毎に検索を行った。

後期土器 (粗製含む)と 思われる中で、羽状縄文を施文する土器の割合は、約11%で ある。

後期土器と思われる中で、時期別の出現率は、第Ⅲ群 1類 (十腰内 正式)0%、 第Ⅲ群 2類 (Ⅱ⊃ 11%、

第Ⅲ群 3類 (Ⅲ式)29%、 第Ⅳ群 4類 (Ⅳ式)40%、 第Ⅲ群 5類 (V式)9%、 時期不明 (後期と思われる

粗製)11%で ある。

羽状縄文を施文する土器において、異方向縄文の割合は、第Ⅲ群 2類36%、 第Ⅲ群 3類15%、 第Ⅲ群 4類

6%、 第Ⅲ群 5類18%で ある。結果としては、期待 したような数字は示さなかった。

次に 0段多条の原体を施文する土器について、後期土器全体での出現率は約 5%で あった。 0段多条の原

体を施文する時期については、十腰内Ⅳ式が主体で、次いで十腰内Ⅲ式である。

上記をまとめると、十腰内Ⅱ式期から羽状縄文が出現 し、十腰内Ⅲ～Ⅳ式期にかけて盛行 し、十腰内V式

期には衰退気味となる (た だし、後続する晩期においても消滅はしないようである)。 異方向縄文の割合に

ついては、十腰内Ⅱ式期に幾分高 く、十腰内Ⅳ式期に低いと言う結果となった。

また追記として、抽象的な内容ではあるが、原体の観察を行った所見として本遺跡の当該期土器 (特 に十
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腰内Ⅲ～V式)の中には、節の方向だけではLRな のかRLな のか判別の困難なものが多々見 られた。ある

いはその事象についても、本遺跡出土当該期土器の特徴の一つと言えるかもしれない。時間の関係で他遺跡

資料との比較検討は行っていないが、軽米町だけでも当該期土器が出土 した遺跡が多いことから、何れかの

機会に比較検討を行ってみたいと考えている。

<先鋭貼瘤を付加する土器群の位置付けについて> 後期後～末葉の上器群に顕著な貼り瘤について、観察

結果から若干所見を述べると、長倉 I遺跡出上の該期土器は、先鋭貼瘤が付 くほど新 しい段階に位置付けら

れる傾向を感 じ、本稿のⅢ群 5類土器に含める一つの要素として捉えた。先鋭貼瘤については、第V章で説

明した通 り、貼り瘤の先端がとがるものに対 して呼称 した。

先鋭貼瘤が確認された110点中 (第二次登録段階)、 第Ⅲ群 5類 (十腰内V式相当)が 98点、第Ⅲ群 4類

(十腰内Ⅳ式相当)と 思われるものが12点である。観察結果から、積極的に言えば十腰内Ⅳ式期の新 しい段

階から先鋭貼瘤が見 られる可能性が示唆される。ただし、先鋭貼瘤の有無によるⅣ式とV式の区分について

は、本稿で行った分類に恣意的要素が介入 した可能性があるため、今後に検討を要 しよう。

<帯状文内にX字状・格子状・網目状の沈線を施文する土器群> 帯状文内にX字状 。格子状・ 網目状の沈

線を施文する土器群は、本遺跡出土土器において本稿Ⅲ群-5類土器群 (十腰内V式に相当すると思われる

時期)土器にのみに見 られた手法である (集成図第503図 )。 同様の施文法が「小井田Ⅳ遺跡」DⅡ -3住居

址及び同遺跡第Ⅱ群第 5類土器の中に比較的豊富に見 られる。土器の時期的な位置付けとしては、「小井田

Ⅳ遺跡」出土土器も同時期に比定できると思われることから、該期に流行する手法と判断される。時期的流

行か地域色的なものかについては、類例の模索を密に行 っていないため厳密ではないが、前者ではないかと

思われる。

<後期後葉～末葉に見られる微隆線を施文する土器について> 福島県を中心とする新地式に類似する土器

で、2150、 1890、 1992の 注目土器に代表される。貼瘤は全般に微粒気味なものが多い。主に注目土器に見 ら

れる施文手法で、本遺跡で出土 しているものには朱の塗布が確認される場合が多い。搬入品の可能性で捉え

ているが、詳細は不明である。模造品説について、所見的な内容となるが、精巧な作 りのものであり、粘土

自体も在地産とは違うのではないかと思われることから、在地で製作 した可能性については否定的に捉えて

いる。北海道千歳市「キウス4遺跡」出土の中にも、非常に類似 した注目土器があることを阿部明義氏、末

光正卓氏にご教示戴いた。両氏は、在地産ではなく東北地方からの搬入品として捉えているようである。新

地式と言われる土器の交易が、想像以上に広範囲である可能性 も考えられよう。時期について、併行関係と

しては十腰内Ⅳ式の新 しい段階から十腰内V式の範疇で捉えられると思われるが、今後に検討を要する。

④その他特殊な土器について

今回の調査では、香炉形土器、釣り下げ形土器、単孔土器、人面付き土器、双口土器、異形土器などの特

殊性を感 じる土器が相当数得 られた。一部集成 したが、詳細な検討は時間の都合上行っていない。

香炉形土器は、本遺跡では十腰内Ⅳ式期に出現 し、十腰内V式期に隆盛する様相であるが、晩期の大洞式

に比定されるものの出土はない。香炉形土器については、松浦宥一郎氏の「岩手県軽米町内出上の香炉形土

器二例」(1990年松浦 考古學雑誌第76巻第 4号)が詳 しい。それによると、軽米町内で発掘 された晩期の

遺跡からは、大洞式に比定される香炉形土器は出上 していない。

釣 り下げ形土器は、本遺跡の資料では縄文時代後期後葉～末葉期に見られる。器種は、壺、香炉形土器、

注目土器に見 られる。孔については、 2～ 4単位まで散見される。

単孔土器は、器体側面に孔が穿たれる土器で、後期中葉の十腰内Ⅲ式に比定されるものが主体である。土
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器の形式で言えば、十腰内Ⅱ式～十腰内V式に見られる。14点 (内 1点は小破片のため不掲載とした)出土

した。出土地点別に見ると、 F12住居跡埋土中 (8層)か ら1点、C26沢跡埋土中から1点、東部捨て場か

ら4点、西部捨て場から9点である。また、残存部の関係で穿孔部は確認できなかったが、筒形土器とした

5点 (内 1点は不掲載)と 2110の棗状の壷形土器に単孔土器であった可能性が示唆される。存続時期につい

て、晩期に見 られないことから、今までの事例と同様の結果を示す。十腰内式で言えば 4型式で14点であり、

1型式を約 2百年と捉えれば、単純に考えて66年 に 1個の割合となり (調査地外にも存在する可能隆があり、

割合的にはもう少 し高い数値を示す可能性が考えられるが)、 特殊性の高い土器と言えると思う。

単孔土器については、熊谷常正氏の行った「単孔土器考」(熊谷1989年)が詳 しい。その中で熊谷氏の行っ

た分類の基準は、土器の器種で I～Ⅵ群に区分 し、穿孔される部分でa類とb類に区分 している。以下のよ

うな内容である。

I群 香炉形土器に穿孔するもの。胴部は球形を呈する。

Ⅱ群 壺形土器に穿孔するもの。

Ⅲ群 長胴の壷に穿孔するもの。頸部が一旦膨 らみ、日縁部が大きく広がる器形が特徴的である。

Ⅳ群 筒形土器に穿孔するもの。単孔土器に特徴的な土器である。下膨れ 。胴部中央が萎む例 も含めた。

V群 棗形の土器に穿孔するもの。球形を呈するものから、筒形に近いものまでを含めた。日縁は内湾し、

平縁である。上げ底もあるが、底部は 極端に小さく、座 りの悪いものが多い。

Ⅵ群 その他の形式に穿孔されるもの。

aタ イプ 胴部の最下位もしくは底部に近い部分に施されるもの

bタ イプ 胴部中央付近にも見られるもの

本遺跡から出土しているものは、孔が1同部の最下位もしくは底部に近い部分に施されるa類のみである。

土器の器種としてはI群は出土していない。筆者の調べられる範囲 (註 8)で単孔土器が出土した岩手県内

の遺跡を第447図 に示した。単孔土器について、特殊性の強い資料であるが、時間と紙面の都合もあり個々

の資料の詳細な観察などは行っていない。今後稿を改めて、資料の再観察を行い、紹介を行いたいと考えて

いる。

人面付き土器について、人面模倣文様の上器 。土製品として第497図 に集成を行った。土器については、

十腰内V式期の注目土器と香炉形土器に見られた。人面付き土器関連の最近の研究成果としては、渡辺誠氏

(現名古屋大学教授)の精力的な研究が挙げられる。

双日土器、異形土器については、集成図を作成 していない。双日土器は十腰内Ⅲ式期に、双胴土器などの

異形土器は十腰内V式期に見 られた。
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第446図 北東北 3県に見る縄文時代後期の主な遺跡
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縄文後期の主な遺跡

hlo 遺跡名 市町村名 備 考 遺 跡 名 市 町村 名 備 考

1 水木 沢 東 通 村 後 期 末 翼 主 体 吹屋 敦 Ⅱ 整 米 町

2 大湊近川 むつ市 吹屋敷Ⅲ 軽 米 町

大石平(

大石平(

★ ヶ
「
F対 後 期 初 頭 ～前 薬 駒 板 軽 米 町

後期初頭～前葉 小井田Ⅳ 一戸町 後期末葉

5 上尾験① 六ケ所村 根 井 貝塚 野 田村

上 尾 駁 ② 上 の 山Ⅶ 安代町

沖 附 | 六ケ所村 後期初頭～前葉 赤坂田 I 安 代 町 後 期 末 葉

沖附| くケ所村 D頭～前 翼 上 斗 内 Ⅲ 西根 町

弥 栄 平 後 期 前・ 末 粟 川 口 ] 西根町 後期中葉

蛍沢 青森市 長 者 屋 敷 松 尾 村

近 野 青 森 市 後期 初 頭 主 体 間洞 ] 玉山村 後期前棄

小牧野 青森市 後期前葉 蒋内 幕 岡 市

尻 高 (4 平 舘 村 後 期 後 翼 下 猿 田 I 騒 岡 TF 後 期 中翼

山崎 今別町 後期初頭 近内中村 宮古市

中の平 三厩 町 立 石 大 迫 町

神 明 町 金 木 町 後 期 中棄 安堵屋敷 石鳥谷町 晩期

堀内 五所川原市 ノ`天 北 上 市

餅 ノ沢 北 上 雨

大 曲 I 鯵 ケ沢町 崎山弁天 大槌町

上牡丹 大 鰐 熊 の平 大 東 町 後 期 ～ 晩 期

石 郷 平 貿 町 門前員塚 陸前高田市

堀合 平賀町 新 山権 現 社 平 泉 町

丹 後 谷 地 八 声 巾 後 期 初 頭 ～ 後 翼 貝鳥員塚 花泉町

韮窪 八戸市 後期初頭 大岱Ⅲ 田代 町

風 張 八 戸 市 真壁 地 育ヒttヨF 後 期 初 頭 ～前 棄

是ナII 八 戸 巾 伊勢堂岱 鷹巣町

田面木平① 八戸 市 後期初頭～前葉主体 萩 ノ台 Ⅱ 大 館 市

西 張 福 地 村 塚の下 大館市 後期前棄

馬場瀬 南郷村 後期後葉主体 大湯環 状 列 石 鹿 角 市

野 場 階 上 町 案 肉 I 鹿 角 TF

長倉 I 軽米町 後期初頭～晩期前葉 赤坂A 鹿角市 後期中葉主体

大 日向 Ⅱ 軽 米 町 館平 館 I 山本 町

馬 場 野 Ⅱ 竪 米 町 萱刈沢 八竜町 後期前葉

君成田Ⅳ 軽米町 後期前棄・後～末葉 鹿 の爪 大 内 町

吹 屋 敷 Ia 軽米 町 横手市 後期初頭～後葉

吹屋敷 Ib 軽米町

単孔土器出土遺跡

No 遺跡名 市町村名
l 水 木 沢 東通 ホ

神 明 町 金木 厭

風張 I 八戸市
4 西 張 福地 村

5 馬場瀬 南郷村
野 場 階 上 町

長 倉 I 軽 米 町

大日向I 軽米町

馬場 野 Ⅱ 軽 米 町

0 君成田Ⅳ 軽米町
江 束∬家 Ⅳ 九戸 村

小 井 田Ⅳ 一戸 町

館石 久慈市
三 崎 久慈 市

5 根井貝塚 野田村
上 の 山Ⅶ 安 代 町

赤 坂 田 I 安代 町

上斗内Ⅲ 西根町

長者 屋 敷 松 尾 村

蒋内 盛岡市
下猿 田 I 盛 岡市

安 堵 屋 敦 石鳥 谷 町

重茂館 宮古市
磯 鶏 宮古 市

新山権現社 平泉町

いも貝形土製品出土遺跡

No 遺跡名 市町村名
l 中 4ヽ坂 小坂 町

2 是川 八戸市
3 大 日向 Ⅱ 軽 米 町

4 長 倉 I 唾 米 町

5 蒔前 一戸町

6 山 井

7 大芦 久慈市
8 貝鳥 貝塚 花 泉 町

・単孔土器出土 。いも貝形土製品出土遺跡
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第447図 単孔土器出上の主な遺跡
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第448図  いも貝土製品出土遺跡
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<註>
(註 1)最近の十腰内式土器編年についての研究動向としては、主に竪穴住居跡床面一括資料などを基に型式学的編年 (一部

層位的)を試みた金子昭彦氏や鈴木克彦氏の精力的な研究が評価されると思う。金子昭彦氏は、『岩手考古学会』、『縄文時代』、

『岩手県埋蔵文化財センター紀要』に、十腰内式を扱った一連の研究論文を発表されている。筆者は、十腰内I式を扱った「十

腰内 I式 (新)に併行する東北地方中部の上器 (3)」『縄文時代』中での、「間洞遺跡」(同 じ組織で調査 した遺跡でありなが

ら、筆者星はその存在すら眼中になかった。不徳の致すところである。)出土資料に着眼した彗限は高く評価されるべきだと考

える。鈴木克彦氏は、「東北地方北部における十腰内式上器様式の編年学的研究」で、十腰内1～ 5式に亘る編年の指標を示 し

ている。本稿においては、従来の十腰内式編年と言うよりも、基本的には鈴木氏の編年案を参照して細分を行った。ただ、何

れの型式についても、非常に緻密であり、筆者が参照できているものか自信がないのも事実である。筆者の感 じた所見として

は、比較的広域的な資料を網羅する整備に着手しているのが金子編年で、地域色を重視した資料を扱って組み立てを行ってい

るのが鈴木編年のように受け止めている。細部については、両者の見解が分かれる部分もあり、今後に議論の余地が介在する

と思われるが、東北地方北部の後期土器編年の大望は、 2人の研究者によって整備されつつあると筆者は捉えている。

(註 2)『縄文時代』に掲載された「東北地方北部における十腰内様式の編年学研究 。4」 (1998年 )にある十腰内 1式 の細分

案。

(註 3)十腰内I式 は、これまで後期初頭～後期前葉期の土器を総括して、広義的に扱われてきた経緯があり、従来から指摘

されてきたとおり複数型式を保有する可能性が高い。本遺跡の上器分類は、平成 9年度整理の段階で中川が手掛けていたもの

を、平成10年度整理の担当となった星が引き継ぎ、分類作業を進めた経緯がある。引き継ぎの段階で、十腰内式に比定させる

分類を行うことでは意見の歩調を合わせていたが、数ある十腰内I群の編年研究成果の中で、どの (誰の)編年案を用いるの

か基準が曖味であった。途中から観察者が変わったことから、若千見解が相違する部分が生じる可能性があることを考えて、

全て再観察を行い、一部修正を行った。中川が分類した段階では、成田滋彦氏の「入江 。十腰内様式」を参照 して区分を行っ

ていた経緯がある。本遺跡の該期資料は、「入江・十腰内様式」に比定させれば、そのほとんどが十腰内 IA及び十腰内 IB式

に相当するものと捉えられる (若干数前十腰内式相当がある)。 沈線を主体とした十腰内 IA式に対して、沈線・磨消縄文を主

体とする十腰内 IB式 と言う区分は、傾向的に捉えれば概ね支持できると思う。ただし、整理担当を引き継いだ星は、十腰内

Ⅱ～V式に相当する土器群については鈴木氏の「東北地方北部における十腰内式上器様式の編年学的研究」 シリーズを参照 し

た経緯がある。同一の研究者の編年に比定させた位置付けを行った方が、混乱や混在が少ないと判断し、途中からは鈴木氏が

『縄文時代研究』N09に発表した「東北地方北部における十腰内式土器様式の編年学的研究 。4」 を基本ベースにして、十腰

内 I群を捉えた。

問題点は、勿論、本遺跡の資料が層位的上下関係が弱いことに加えて、参考とする編年案の途中変更を行ったことと星が該

期資料に明るくないことにある。鈴木氏は十腰内式を語る場合にアラビア数字 (十腰内1～ 5式)を用いているが、本稿でロー

マ数字 (十腰内I～ V式)を使用した最大の理由は、上記に関連して星の読解能力や理解力不足から、鈴木編年に比定 したつ

もりの土器分類が、論功と食い違いが多かった場合を懸念したものである。十腰内I式 は、十腰内式土器編年の中で最も細分

(分類)が難しいと思われる。当該期の編年研究は、主に葛西励氏、成田滋彦氏、本間宏氏などが取り組んで来た研究史がある。

最近の研究動向としては金子昭彦氏と鈴木克彦氏の研究がある。本遺跡の該期資料は、層位的な上下関係を持たないこと、そ

して当初の観察所見として十腰内I式に先行する土器群 (前十腰内相当)が存在しないように思われたことから、詳細な
｀
吟

味
″

が弱いまま分類した経緯がある。復Π昌となるが、該期土器の分類に際しては、複数回にわたって入れ替えを行ったため、

最終的にはかなり錯綜したものを提示する形となってしまった。筆者の不勉強によるところであり、不都合がある場合は訂正

願えれば幸いである。

(註 4)『忍路上場遺跡調査報告書』を参照すると、手稲式～ホッケマ式～堂林式までの変遷図 (第Ⅲ～�期)が掲載されて
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いる。後期中～後葉の土器を、 9時期に分けられることには疑問があるが、岩手県北部に十腰内Ⅱ・Ⅲ式の区分にあたって良

好と判断できる資料がない以上、北海道の該期土器との対比も考慮するべきであろう。

(註 5)西 ノ浜式とするものは、十腰内Ⅳ式の中相～新相に併行すると星は捉えて記述している。

(註 6)十腰内正式期と同様にV式期ついてもに鈴木克彦氏の論文を筆者が理解できたかどうか必ずしも自信がないことを述

べておく。

(註 7)後藤勝彦氏の宮戸編年は、変更前のもので捉え引用する。

(註 8) 本稿執筆後に「矢神遺跡」(二戸市)か らも単孔土器の可能性がある土器が出土していることを知る。十腰内編年に

比定させれば十腰内I式期と判断される土器で、焼成後に穿たれていることから、本遺跡出土とは穿孔の順が相違する。また、

宮古市の2遺跡は、調査で出上したものではない。
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(3)土製品

土製品として登録 した遺物の総点数は2324点である。内訳は、 ミニチュア土器678点、土偶313点、動物形

土製品 5点、鐸形土製品77点、土製装身具134点 (耳飾 り60点、飾り玉72点、ペンダント2点 )、 分銅形土製

品13点、土鈴 1点、釧形 7点、キノコ形土製品19点、スプーン形土製品10点、スタンプ形土製品 3点、土錘

12点、内面渦状土製品 (イ モ貝形土製品)8点、土器片再利用土製品835点 (円盤状土製品612点、三角形状

土製品223点 )、 その他34点である。各土製品の所属時期について、本遺跡の出土状況からは、同定ができな

い (土器型式との共伴関係や上下関係の比定ができない)。 よって、他遺跡の事例から推定を試みるが、時

間の関係で全製品の検討は行っていないことをお断りしておく。追記としては、本遺跡から出土 している土

器は、99%が後期初頭～晩期前葉 (土器形式で言えば、十腰内 I式の古段階～大洞BC式)であることから、

大略的に捉えれば該期の土製品である可能性は限りなく高いことは言えると思う。

上偶は、313点 (348片出土 し、接合 した部位30点は除いた点数が313点 である)と して登録 した。全て破

損品で完形個体はない。中空が27点でその他は全て中実である。アスファル トが付着する土偶は30点、朱が

塗布されている土偶が12点確認された。アスファル トは、頸部、腕部、胴部、脚部などの結合部に見 られ、

傾向としては頭部と頸部の接する部分に多い。またアズファル トが付着するものには、頭部がソケット状に

はめ込むタイプも見 られる。朱については頭部や腹部に多 く見 られるが、完形品ではないことか らその傾向

は窺い知れない。岩手県内で出土 した土偶については、『国立歴史民俗博物館研究報告第37集』 に掲載する

「岩手県の上偶」(稲野裕介、金子昭彦、熊谷常正、中村良幸1992年)が詳細である。それによると、岩手県

において土偶が100点以上出土 した遺跡は6遺跡で、盛岡市「蒋内遺跡」(257点 )、 大迫町「立石遺跡」 (297

点)、 盛岡市 (旧都南村)「手代森遺跡」(201点 )、 石鳥谷町「安堵屋敷」(140点 )、 大迫町「小田遺跡」 (130

点)、 北上市「九年橋遺跡」(667点)と ある。筆者の知 り得る範囲において、追加される遺跡 として平泉町

「新山権現社遺跡」(239点 )、 軽米町「大日向Ⅱ遺跡 2～ 5次調査」(372点)がある。第486～ 494図 は、本遺

跡出上の上偶を時期毎に集成 したものである。晩期の土偶は、土器と同じ文様を施文するものが多いため、

比較的時期の同定が可能と思われた。対 して後期の土偶は、文様を持たないものが多 く、文様の施文のある

ものでも土器と共通する文様でないものもあり、比定が困難であった。また本遺跡の出土状況か らは、伴出

土器が必ず しも土偶の編年に結び付 く資料とは判断できない。よって、時期区分は「新山権現社遺跡」及び

「大日向Ⅱ遺跡2～ 5次調査」で行った編年を参照として試みたが、中葉～後棄期については混在 した可能性

があることを追記する。

動物形上製品関係について、最新の研究成果としては、『東北民俗学研究』の誌上で、福田友之氏 と日下

和寿氏が青森県と岩手県をそれぞれ集成 したものが詳 しい。鐸形土製品について、分類は『大石平Ⅲ遺跡発

掘調査報告書』を参照とした。同製品が出土 している事例を見ると、時期的な位置付けとして、後期初頭～

前葉の十腰内 I式期に見られるようである。キノコ形土製品についても同時期と捉えられると思 う。

釧形土製品と内面渦状土製品 (イ モ貝形土製品)については、晩期初頭～前葉と推定される。

「その他」とした土製品については、人面付き土製品 3点、手作り (人為的作用が加えられているもの)

1点、長楕円形 1点、土版 2点、腕飾 1点 (826)、 角状 1点、三角状 1点、棒状 1点、くり形 1点、 くるみ

形 2点、貝形 1点、皿状 4点、不明器種 (見当がつかないもの)4点の12種 にとりあえず区部 したが、基本

的には不明である。 D19住居跡出土の腕飾と考えられる826に ついては、児玉大成氏が『北方 の考古学』

の中で「玉象嵌土製品」と呼び集成を行った製品と類似する。
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(4)石器

遺構内外合わせて5138点 の石器が出土 した。内訳は石鏃1148点、石槍・尖頭器53点、石錐300点、石匙248

点、異形石器13点、ピエス・ ェスキーユ91点、鋸歯状石器14点、削器925点、掻器54点、円形掻器H5点、石

斧755点、石鍬状 7点、石皿135点、敲石244点、砥石41点、磨石146点、凹石117点、台石15点、石錘396点、

扶入石器56点、礫器10点、刻線礫 9点、コア247点 である。この点数は調査 した面積を考えた場合、かなり

多い数字と言える。

剥片石器は、石鏃や削器を主体とする。石鏃、石錐、石匙などの定形石器は、様々な形態が見 られたこと

から形態分類を行った。石鏃は、有茎平基 2、 有茎平基 1、 有茎尖基 1、 有茎凹基の順に多い。石錐は、摘

み付きと、棒状、刺突状の順に多い。石匙は、横長 1、 縦長 1、 太い柄付きの順に多い。上記 した出土点数

の多かった形態が、本遺跡の主体となる後～晩期に多い形態であろうと推定される。また、剥片石器の中に

は、両極打法によって剥離されたと捉えられる楔形石器が含まれる。石材はチャー トを主体とするが、石材

鑑定の結果、折爪岳山塊から原石を採取 した可能性が高いことがわかった。

礫石器について、主体を占めるのは磨製石斧である。磨製石斧は完形品は少なく、欠損品や製作途上と思

われる未製品が多 く、本遺跡で製作行為を行 った可能性は高い。上記の内容を裏付けする資料として、捨て

場からは磨製石斧製作時に生 じたと推定される礫細片や剥片が出土 している。未製品や細片の中には製作途

中で壊れたと思われるものが含まれ、剥片はペッキングの状態において製作中に生 じたと捉えられる。また、

敲石などへの転用品と思われるものも相当数散見される。基部にソケットヘの装着痕と思われる跡が確認さ

れたものもある。

3407の大形の磨製石斧について、全長28。 9cm、 幅 8 cm、 厚さ5,lcm、 重量1856.2gの ものである。当センター

で調査 した遺跡から出土 した中では最大と思われる一品である。当初は呪術具とも考えたが、刃部は再加工

されていることから見て、永年使用されたものと思われる。

3461に ついて、擦り切り技法を行 う前段階 (分離する前)の原石であれば、石斧数個分と思われる。ただ

し、他の磨製石斧と比べて異質な石材であるため、分離後に製品用として加工されるものかについては多少

の疑間が残る。

また、磨製石斧の加工には、敲石とした断面形がサッカーボール状を呈するものをはじめ、礫石器の中に

加工に用いた石器が介在することが推定される。

(5)石製品

本遺跡からは239点の石製品が出土 した。内訳は石剣・石刀155点、石棒 4点、環状石製品 6点、ペンダン

ト8点、岩偶 4点、軽石製品131点、石製未製品63点である。

石製品の中で主体を占めるのが、石剣・石刀である。石剣・石刀は完形品での出土がなく、全て欠損品で、

石材は粘板岩を主体とする。なお、製品での出土はないが、東部捨て場からは、琥珀の砕片が少量出土 して

いる。

<参考文献>
稲野裕介、金子昭彦、熊谷常正、中村良幸 (1992年 )「岩手県の上偶」『国立歴史民俗博物館研究報告第37集』

福田友之氏 (1998年 )「青森県域出土の先史動・植物意匠遺物」『東北民俗学研究』東北学院大学民俗学OB会

日下和寿氏 (1998年 )「岩手県内における動植物形土製品の集成」『東北民俗学研究』東北学院大学民俗学OB会
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総括

最後に3年間の調査成果をもとに、本遺跡の性格付けについて検証して総括とする。

(1)本遺跡の変遷についての概略

縄文時代早期中葉～前期初頭においては、数片の土器が出土 したのみであり、周辺地域に生活の場が存在

した可能性を推測するにとどまる。前期末棄の円筒下層 d式期においては、小規模な捨て場が検出された。

今回の調査では該期の住居や土坑などは検出されていないが、捨て場の規模や円筒下層式土器の総量などか

ら推定 して、小規模な集落が調査を行っていない範囲に存在する (註 1)可能性がある。縄文時代中期の遺

構 。遺物が皆無なことから、短期間 (円筒下層 dl～ 2式)の人間活動の後、次の後期初頭までは断絶をみ

る。

本遺跡において、人間活動を再び始めるのが後期初頭で、初頭～末葉まで断絶することなく集落は推移 し

たと捉えられる。後期で確認された遺構は、前葉と推定される住居跡、後期後半期の住居跡、後期全般の土

坑、捨て場である。後期の遺構は、後続する晩期の遺構に破壊を受けている場合が多 く、全般に残存状態が

悪い上に詳細な時期同定ができない。捨て場から出土 した土器の量から判断 して、後期前葉と後期末葉に本

遺跡が隆盛 したことは窺える。後期中葉～後葉は、当該期の土器や土偶は出土 しているものの、住居跡の検

出がなかった。上記 したように晩期の遺構構築時に破壊を受けているのか、あるいは居住地が別の場所に存

在するのであろうか。

晩期は、土器の出土量などは後期に劣るものの、後期末葉からの流れを継承 して前葉まで隆盛が見られる。

住居跡や掘立柱建物跡が増加 し、土坑類が極端に少なくなる。後期とは場の利用状況が変移した可能性が

窺える。晩期中葉以降について、大洞BC式土器は相当量の出土が得 られているのに対 して、大洞Ci式以

降の土器が皆無となる状況 (忽然と姿を消す)について、短絡過ぎるかもしれないが集落の移動を行ったこ

とを推定させる。集落の移動については、資源の枯渇や気候変動、社会の変容などの要因が考えられよう。

(2)地形や気候に見た遺跡の立地環境

等高線の分布や地形の在り方などから推測 して、長倉 I遺跡の分布範囲は 1万～ 1万 5千だと推定され、

今回調査を行った範囲は遺跡全体の1/3～ 1/5と 推定される。遺跡は、南北方向に延びる痩せ尾根上に立地し、

東西にある斜面部分に捨て場が形成されている。この地形を南北方向で見ると、南側に高い面があり、調査

地中央部から調査地外北側にかけて平坦面を構成 した後、台地の先端部に相当する北端は再び高い面となる。

上述 した地形を南北方向で切り断面的に見れば、馬の背状を呈する。住居群・掘立柱建物群・土坑群は、馬

の背の凹部分に相当する範囲に占地する。今回の調査地は遺跡のほぼ中央部と思われる。

住居跡の項でも上述 したとおり人工的な造成が一部確認されたが、あるいはこの台地全てが多少の造成が

行われている可能性も考えられる。それらの鍵を握るのが、台地の北端部分 (北側調査地外)の高い面にあ

ると推定される。

また、風向きや日照条件といった気候環境は、日々の生活に際して、重要な要素と思われ、高地に所在す

る本遺跡は特にも冬の風や雪とは密接な関係があると思われる。

風向きについて野外調査時 (註 2)に は、西や南西からの風が多かったと記憶 している。風向きと密接な

関係があると思われる住居跡の出入り回施設を取 り上げて考察 してみる。
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住居跡に見られる出入 り日施設は、北側 1棟 (G15住居跡)、 東側 1棟 (KH住居跡)、 北東側 1棟 (F18

住居跡)、 北西側 1棟 (C16住居跡 2号)に作 られている。出入り口施設の方向に規則性 は存在 しないよう

であるが、風を真正面から受ける方向は回避 していると思われる (註 3)。 遺跡の中心を大形住居跡 (Kll

住居跡)付近と仮定すると、南側が高位 (山側)であるため、南側に所在する住居は、若干は風を遮れるよ

うな地形条件となる。また、壁溝、壁柱穴、石列が山側 (南側)か らのみ検出されたことについて、地形的

な要因も考えられないわけではないが、出入り回同様に風向きに関係する可能 Jl■ があろう。

日照条件について、上記 したように東西が斜面地で、南側が山となるため、日の出時は日光のあたりが良

好である。午前10時～午後 2時位にかけては南側の山の本に遮 られ、木陰や木漏れ日が随時発生する。季節

的な生活環境を考えた場合、夏は直射日光を幾分避けれることから良好かもしれないが、秋から冬にかけて

は良好とは思われない。ただし、当時の環境が現在と同様南側の山に木が分布 していたと仮定 しての推測で

ある。次に、日の出や日の入 りの方向と遺跡の関係を考えてみた場合、思いつ く事象として、大形住居跡の

出入り日がほぼ日の出方向を向くことと、日の沈む方向が遺跡の西側に眺められる名久井岳の方向とほぼ一

致する (秋においては)こ とが挙げられる。ただし、夏至や冬至と言った特別な日時に確認 したわけではな

いことを追記 しておく。

(3)軽米町内の遺跡との立地の比較

本遺跡に見られる集落構成要因の中で、ある程度の所属時期を推定できるのは、住居群、掘立柱建物隠

土坑群、捨て場などである。 1の遺構のまとめで上述 したとおり、それらの事象も後期と晩期に大別される。

上記 した以外で、集落を構成する要因として立石と広場であった可能性が考えられる空間がある。

本遺跡の標高は285～296mで、長倉小学校などが立地する現在の長倉集落とは約50mの比高がある。河川

との関係として、本遺跡と最 も近い位置関係にある雪谷川とは、水吉橋付近 (「水吉遺跡」や「畑内遺跡」

の近隣付近に位置する橋で、河床は標高80m前後)で比較すると約210mの 比高がある。軽米町における該

期の遺跡と比較 してみると、「大日向Ⅱ遺跡」が165～ 170m、「吹屋敷Ⅱ遺跡」が190～ 200m、「馬場野 Ⅱ遺

跡」が205～21lm、「君成田Ⅳ遺跡」が198～217m、「駒板遺跡」が280～320mである。軽米町内の当該期遺

跡と比較 して、「駒板遺跡」を除けば通常の集落より高地に本遺跡が所在することがわかる。遺物や遺構の

時期が本遺跡に非常に近い状況を示すのが上記 した「駒板遺跡」で、本遺跡との立地条件についても高地で

あると言 う点では共通性が窺える。

軽米町の縄文時代の遺跡の立地については、『大日向Ⅱ遺跡 2～ 5次調査発掘調査報告書』中で斎藤邦雄

氏がまとめたものが詳 しい。それによると、後期前葉の大規模な集落跡は「駒板遺跡」や「君成田Ⅳ遺跡」

に見られるように高位に位置 し、後期後葉の段階で遺跡の分散化とともに拠点集落的な遺跡が見 られ、晩期

の段階において遺跡の分散化とともに集落の小規模化の傾向が認められると述べている。上記の内容は、概

ね本遺跡にも当てはまる内容と判断できよう (註 4)。

(4)遺跡の性格付け

本遺跡のあり方として、後期前葉については検出住居は少ないものの、相当量の土器が出土 している状況

や軽米町の該期の遺跡が高地に所在する事例が見られることから判断して、高地で営まれた集落として捉え

ておきたい。ただし、四季に渡って定住 した集落とは捉え難 く、季節的に生活を営む場ではないかと推定さ

れる。後期中葉～晩期前葉について、遺跡の性格が前段階から変容 し、精神的な活動を行った特殊な場を兼
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ねた集落、例えば祭祀に関連する遺跡ではなかったかと考えている。通例的に祭祀的な遺構としては配石遺

構が代表的であるが、本遺跡からは立石遺構としたものを検出している。ただし、北側調査区外に延びるた

め、その全貌は不明である。

祭祀的な場とした場合、それに関係する遺物の有無が問題となろう。用途不明品、例えば特殊な土器、土

製品、石製品にとりあえずそれを求めてみた。上記に該当する可能性がある遺物は、朱が塗布された注目土

器、単孔土器、異形土器、香炉形土器、人面付き土器、土偶、動物形土製品、 ミニチュア土器、鐸形土製品、

分銅形土製品、土鈴、キノコ形土製品、スプーン形土製品、スタンプ形土製品、内面渦状土製品 (イ モ貝形

土製品)、 円盤状土製品、三角形土製品、粘土塊、石剣・ 石刀、石棒、環状石製品、岩偶、石製未製品など

である。ただし、上記 した遺物全てを、祭祀に関連する遺物として性格付けすることは危険であり、それ ら

の出土状態などを再吟味することを今後の課題としたい。

本遺跡の性格付けについてまとめると、後期前棄を集落遺跡に、それ以降の時期を祭祀場を兼ねた遺跡で

はないかと推定する。後期前葉を集落とした理由は、(3)で述べた「駒板遺跡」との類似性にある。 同 じ

後期前葉の隆盛が確認されるだけでなく、出土遺物的にみても鐸形土製品やキノコ形土製品など類似点が多

く、祭祀の場としての性格付けは難 しいと判断したためである。ただし、それでも集落内 (居住地)で祭祀

が行われた可能性は、捨て切れないと思う。

後期中葉～晩期前葉期を祭祀場を兼ねた集落と推測する材料としては、本章で述べてきた様々な事象を トー

タル的に考えれば、日々居住 したのみの集落と捉えるのは、むしろ不自然ではないかの判断にある。抽象的

な結論であり、勿論、遺物の細部やその出土状態などの検討は今後に課題を残すが、調査に携わった者 とし

て、あえて言及 しておきたいと思う。おそらく、将来的に】ヒ側調査区外の部分が調査される機会があれば、

祭祀場であることが解明できる手掛かりを得 られると確信 している。

最後に祭祀場として性格付けた諸要素をまとめて終わりとする。

① 住居跡と掘立柱建物跡の空間占地の重複

② 長期間に亘って継続的に営まれていた遺跡ではあるが、地床炉に伴う焼土の発達具合の悪さなどか ら、

毎時生活 した施設 (定住用)であることには否定的にとれる (註 5)

③ 大形住居、立石、広場の存在

④ 人面付土器、単孔土器、土偶、石剣に代表される用途不明遺物の多さ

⑤ 土偶、石剣 。石刀、磨製石斧に見られた別地点への廃棄

⑥ 西部捨て場出土の中に見られたイノシシの未熟個体と思われる獣骨 (縄文人は子供の獣は食べないと言

われる?)の存在

⑦ 地形や気候から見た立地環境

<註>
(註 1)1980年に行われた「長倉遺跡」の報告書を参照すると、若干量ではあるが円筒土器が出土している。また、本遺跡か

ら北約1.5kmに は該期の大規模な集落跡が検出された「畑内遺跡Jが、西約 3 kmに は円筒下層期全般にかけての捨て場が検出さ

れた「大鳥 I遺跡」がある。円筒下層式期に伴う捨て場が検出された遺跡からは、土器を中心に膨大な遺物が出土量するのが

常である。本遺跡の出土量はおおよそコンテナ5箱強である現状を考えると、円筒下層期の捨て場にしては遺物量が少ないよ

うに思われる。調査地外に集落の本体があるのか、あるいは晩期の遺構造成時に破壊を受けているのであろうか。本遺跡の乗
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る痩せ尾根が、馬背状 (馬の鞍状)を呈する地形であることについて、調査の主担当である中川は「晩期の大造成工事で中央

を削平して平坦化したのではないか」との仮説を立てている。将来的に調査地北側が発掘調査されることがあれば、高い面が

自然地形なのかあるいは人工的に盛土されたものであるのかが、解明される可能性はある。

(註 2)筆者が野外調査に携わった時期は、9月 中旬～■月初旬である。雪が積もるのはもう少し後であるにしても、■月初

旬で十分に寒い環境の地であり、長倉小学校などがある現在の集落とも約50mの比高がある場所である。冬季において、雪深

いこの高地の遺跡に、人が生活できるのか疑間である。

(註 3)出入り回施設を始め、壁溝、壁柱穴は、地形的な要因 (制約)に よる可能性も勿論ある。具体的には、出入 り口施設

は斜面上方相当以外の場所に、壁溝、壁柱穴は斜面上方側のみに構築された可能性である。通例的に捉えれば、上記 したよう

な地形的な制約が、気候環境的要因より優先して捉えれべきかもしれないが、筆者はこの遺跡が高地に立地すると言う気候環

境は無視できないとの判断に立脚して考察した。

(註 4)「晩期集落の小規模化の傾向」と言う点について、本遺跡を小規模集落と捉えるべきかどうかの判断は、同時期存在

の住居数が明確にわからないため難しい。

(註 5)②については、季節的に営まれる集落である可能性も否定はできない。
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第Ⅸ章 長倉 I遺跡出土動物遺存体

佐々木 務

今回の長倉 I遺跡の調査で確認されている動物遺存体は、哺乳綱がイノシシ。シカ・ ノウサギ・種不明、

鳥綱がキジ ?・ 種不明、硬骨魚綱がコイ科、軟骨魚綱がサメ類などである。確認されている動物遺存体の中

でイノンシ。シカが量的には主体となっており、さらにこの 2者のうちイノシシが多い。臼歯片を取り上げ

たまとまり毎に一括 して数えると、イノシシは79点、シカは43点出上 している。その他のものはいずれも 2

～ 3点程度でごく少ない。量的に主体を占めるイノシン・ シカは共通 して、日歯の出土が圧倒的に多い。他

の部位は指の骨などが少数見 られる程度である。表中で「臼歯片」としているものは臼歯であるが部位の特

定はできない破片が複数出土 しているものである。

長倉 I遺跡で出土 した骨類は変色など熱を受けた痕跡のある破片も多いが、そうした痕跡のない破片も同

様に多い。熱を受けた骨類が腐食せずに残存することは多いが、今回はそうではないものも多 く、貝塚で貝

殻が多いため残存 しているのと同様、骨類の量が多いことによって熱を受けていないものも残存 したと思わ

れる。

主体を占めているイノシンは前述のとおりほとんどが臼歯だが、これらには熱を受けた痕跡が認められる

ものがほとんど無い。また、歯根部が確認されないものがほとんどである。このことはシカについても共通

する。歯根部が確認されないことについては、未萌出の段階でまだ歯根部が形成されていない、あるいは歯

冠部のエナメル質だけが残存 し歯根部は腐食 したといったことが可能性として考えられる。萌出前のものだ

と咬合面の摩耗が無いはずだが、今回出土 したイノシシの臼歯の状況を見ると、咬合面が摩耗 しているもの

としていないものの両方が認められる。また、歯根部の外れそうになった左下顎M3や萌出前の左上顎M3

が確認されている。こうしたことから、歯冠部だけが残った場合が多いと考えられる。ただ、確認されたM

3の多 くが摩耗のないものであることや、歯以外の部位で骨端部が癒合 していない部位も出土 していること

から、今回長倉 I遺跡で出土 しているイノシシのかなりの割合が未成熟な個体であると考えて差 し支えない

と思われる。

シカの日歯についてはばらばらになったものが多 く必ずしも十分には確認できなかったが、咬合面の摩耗

が確認されたものはほとんど無 く、基本的に未成熟な個体が多くを占めていると推定される。

種不明で小型のほ乳類としたものは、ノウサギ程度の大きさか、それよりやや小型のほ乳類であるが、比

較標本の不足のため同定できなかったものである。多くが熱を受けているが、シカ・ イノンシで見られたよ

うな未成熟な個体は無い。

コイ科は椎骨の出土で、熱を受けて白く変色 している。椎体の径が 3～ 4 mmで 比較的大型のコイ科魚類の

椎骨と考えられる。種までの同定はできないが比較的大きな個体のものと考えられる。サメ類については歯

が 2点出土 している。種名の特定まではできなかったが、 2点 とも平面形がほぼ正三角形で鍾歯縁をもつ。

イノシン・ シカで未成熟個体が多 く歯が主体を占めることが長倉 I遺跡の特徴と言える。歯自体が残りの

よい部位だが、他の部位がこの包含層内に初めからあったのかどうか検証することができないとなぜ臼歯が

多 く出土 しているのか説明できない。今後の課題になる。
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グ リ 位 種 名 部位 備 考

第一 トレン 黒色上下位 左中節骨 1 近位骨端部未癒合

黒褐色土 臼歯片

Ln土 坑 No l 埋 土 中 日歯 h
し13～ 013(P12) 日歯片

し13～ Q13(P12) 臼歯片

L13～ 013ベ ルト(P12) Ⅱ(34) 自歯片

し13～ Q13ベ ルト(P12) 皿(3■ ) 臼歯片

L i3～ 013ベ ル ト(P12) 臼歯片

Ⅲ中位 自歯片

日歯 片

日歯片

Ⅱ上～中位 腹稚 1 熟を受 けている

Ⅱ中位 臼歯片

Ⅱ中位 臼歯片

Il上位 不明 右大腿骨 1 近位端、 /ウ サ

Ⅱ上位 自歯片

H上位 チメ類 歯

還 位 端

Il上位 日 歯 片

Ⅱ上 位 末節骨 2 未成獣 (骨 端部未癒

合 )

Ⅱ上位 右上腕骨 1

Ⅱ上～中位 自歯 1

IIl上 ～中位 自由片

Ⅱ■～中位 鳥 類 左胆骨 1 遠位端、キジ ?

皿上～中位 B歯片

Ⅱ上 ～ 中位

Ⅲ上～中位 日歯片

Ⅱ上～中位 臼歯片

亜上～中位 自歯片

Ⅲ上～中位 自由片

Ⅲ中位 自由片

Ⅱ中位 右踵骨 l

Ⅱ中位 日歯片

歯

Ⅱ中位 石下顎Ma、 2

Ⅲ中位 中節骨 1 近位端末癒合

Ⅲ中位 臼歯片

Ⅲ中位 自歯片

Ш中位 臼歯片

Ⅲ中位 日歯片

皿中位 臼歯片

Hl最上位 日歯片

ul最上位

Hl上位 臼歯片

Ⅲ中位 白歯片

Ⅲ上～中位 不明 左距骨 1 小型のほ乳類

Hl上～中位 ネズミ科 ? 左上顎骨 1

Ⅲ上～中位 自由片

Ⅲ上～中位 不明 右胆骨 1 近位端、 ノウサイ大
の小型ほ乳類

Ⅲ中位 自歯片

Ⅲ中位 不明 中節骨 1

Ⅲ中位 不明 左尺骨 1 近位端、小型 ほ乳類

Ⅱ中位 臼歯片

IIl中 位 臼歯片

Щ中位 不明 左踵骨 1 小型ほ乳類

Ⅲ中位 臼歯片

Ш中位 左下顎Ma、 1

Ⅱ中位 自歯片

Hl中 位 自歯片

Ⅲ中位 自歯片

Ⅱ中位 臼歯片

Ⅲ中位 臼歯片

Ⅱ中位 臼歯片

Q Ⅱ下位 自由片

Ⅱ下位 不明 右尺骨 1 小型 ほ乳類

Ш上位 臼歯片

Ш上位 上腕覺左 1 遠位端

Ⅱ上位 島類 上腕骨左 1 近位端、種不明

臼歯片

臼歯片

臼歯片

左 上 顎 M2、 M 上顎脅の一部が残詭

M3は 萌出 しつつあ

西部捨て場 臼歯片

西部捨て場 右下顎骨 1 未成熟個体 ?

西部捨て場 右肩肝骨、 1

西部捨て甥 左下顎 M3、 1 歯根部は外れかか っ

西部捨て場 自歯片

西部捨て場 自歯片

Ⅱ上～下位 自歯片

Ⅱ上～下位 頭骨片 ?

臼歯片

臼歯片 2 ノ
数

イ

多

ンン日歯小破片

臼歯片

臼歯片

中節骨近位端、1

不 IIB 小型の動物

肛中 位 日歯片

日歯片

日歯 片

MW?選 位 端 、1

皿中位

Ⅱ下位～Ⅳ

上位

1点 は未成熱個体

Ⅱ下位～Ⅳ

上位

口菌 片

Ⅱ上位～Ⅳ

上位

不 明 下顎骨 2

Ⅲ上位 臼歯片

皿上位 MtV?遠 位端、1

Ⅲ上位 日歯片

Ⅲ上位 右下顎 12、 1
左下顆M3、 1

Ⅱ上 位

左 下 顎 M3、  と

H中 位

Ш中位

Ш下位 臼歯片

C26 Ⅳ上位 臼歯片

皿上位 臼歯片

Ⅱ上位 臼歯片

肛上位 臼歯片

Il上 位 臼歯片 上下不明のM3含 む

皿上位 右下顎M8、 2

皿上～中位 不明 左中節骨 1

左上顎M8、 1

右胆骨 1 遠位端

臼歯片

左下頸骨 1

Ⅱ下位 左下観M8、 1

Ⅱ下位 自歯片

Ⅱ下位 臼歯片

Ⅱ下位 臼歯片

Ⅱ下位 自歯片

下顎 M3、 1

日歯片

※部位名のうしろの数字 は点数  「下顎 M3、  1」

動物遺存体 表
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C1
6t
L居

跡
1号

東
側

埋
上

中

平
縁

、
角

状
、
B突

起
羊

歯
状

文

C1
61
1居

跡
2号

口
土

器
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部

三
叉

文
、
ミ
ガ

キ
無

女
Ⅳ
-1
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埋
土

中
鉢
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部
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線

、
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ガ
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外
面
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付
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居
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埋
土
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鉢

胴
部
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文
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縄
文
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貼
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又
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鉢
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叉
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縄
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鉢
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縁
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縁
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鉢
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鉢
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縁
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縁
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縁
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叉
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台
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鉢

□
縁

部
平

縁
、
丸

み
し

無
師

、
早 「

HI
ll
G条

体
(L
tt
p

外
面

煤
付

着

CZ
34
1層

跡
卿

号
豊

土
中

口
～

4同
部

上
半

波
状

回
縁

、
丸

み
、折

り
返

し
口
縁

帯
状

文
、
充

填
縄

文
(R
L)
、

網
目
状

撚
り
糸

文
RL
、

単
軸

絡
条

体
(R

無
節

?)
ハ
外
向
煤
付
看

C2
3住

居
跡

状
2号

埋
土

中

理
土

中
演

鉢
日
～
胴

部
上

半
小

波
状

口
縁

、
丸

み
沈

線
に

よ
る
特

殊
文

様
、
外

面
燦

付
着

RL

小
波

状
口
縁
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縄
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台
付

き
豪

鉢
突

運
上

に
刻

み
日
(4
判

り
、

弧
線

状
文

、
刻

み
日
、
磨

消
縄

文
RL
(0
段

多
条

)
台

加
冒

不
」
B2
本

並
行

CИ
住

居
跡

状
・

D2
5'

D2
6

埋
土

中
壺
Kl
lc

ほ
ぼ
完

形
突

起
(4
単

位
)

丸
底

状
、
中

央
凹

、
鰹

マ
十

腰
内

Ⅳ
式

新
～

十
腰

内
V式

顕
～

底
部

入
組

み
状

文

C2
4住

居
跡

状
埋
土

中
(1
)

LR
胴

部
切

断
?

理
土

中
(1
)

深
鉢

回
縁

部
平

縁
、
角

状
弧

線
状

文

突
起

耳
状

突
起

RL
22
8

CИ
住

居
跡

状
帯

状
文

LR
Ⅱ
-1
-2



淋 営 � 　 呻 離 吾 卜 報 （ ９

１ ｌ ω ∞ 〇 ― ―

1 掟 ヨ
入
組

み
帯

状
文

、
非

結
束

羽
状

縄
文

LR
・
RL

台
十

腰
内

Ⅳ
式

古
段

階
の
可

能
性

有
C閉

住
居

跡
状

平
縁

、
内

削
ぎ

Ⅲ
-6
-2

外
面

煤
付

着

23
3

24
住

居
跡

状
E上

中
胴

部

沈
線

、
円
文

ミ
ガ
キ

Ⅳ
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又
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縁
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叉
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鉢
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縁
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縦
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縁
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縁
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鉢
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縁
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土

器
AⅡ

l
ほ

ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
、
突

起
ぺ
組

み
状

文
、
非

結
束

羽
状

縄
文

、
充

填
縄

文
、

ミ
ガ

キ
ケ
ズ

リ
上

げ
底

状

E2
6土

坑
哩

土
中

ほ
ぼ

完
形

(底
部

欠
娼

Ⅲ
突

起
、
貼

瘤
貼

頼
、
入

組
み

状
文

、
磨

消
縄

文
RL

ガ
キ
、
ケ

ズ
リ

内
面
煤

微
量

付
着

、
十

腰
内
V～

十
腰

内
Ⅵ
式

E2
6土

坑
(E
27
～

F2
6)
1埋

上
下

位
(Ⅱ

中
)

深
鉢
D2

口
～

胴
部

上
半

(4
 o
r5
単

位
)

熙
ズ

外
血

黒
色

隊
料

塗
布

12
土

坑
1号

d
外

面
煤

付
着

(口
縁

部
付

近
)

12
土

坑
3号

  
  
1埋

土
中

DⅢ
2b

回
縁

部
波

状
回
縁

(山
形

状
)、

角
状

、
突
起

貼
瘤

、
入

組
み
状

文
、
充

填
縄

文
、
ケ

ズ
リ

39
9

埋
土

中
深

鉢
日
縁

部
半

稼
、
丸

み
刺

矢
又

El
-6
-4

内
外

面
煤

付
着

、
刺

突
文

は
突

き
起

こ
し
状

に
施

文
す

る
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羊

RL

G唸
土
坑

6号
土

中
深

鉢
HⅢ

la
ほ

ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
W-
5

縄
文

施
文

後
に
表

面
を
磨

い
て

い
る

内
外

面
煤

徽
量

付
着

44
3

G1
9土

土
中

深
鉢

日
縁

部
小

波
状

回
縁

、
丸

み
、
循

り
返

し
回
縁

無
又

H1
2土

土
中

鉢
回

～
底

部
小

炭
状

口
縁

、
亥
1み

目
ナ

デ
、
ケ

ズ
リ

平
jl
H、

ケ
ズ

リ
意

図
的

な
打

ち
欠

き
、
胎

土
に

右
乗
・

雲
母

涅
入

、
外

面
燦

後
置

付
着

H1
7土

坑
1号

埋
土

中
注

口
土

器
胴

～
底

部
無

文
ケ
ズ

リ
者

千
上

げ
底

状
Ⅳ
-6

時
期

検
討

要
す

、
外

面
注

田
部

付
近

着

埋
主

甲
在

日
上

器
貼

瘤
、
ミ
ガ
キ

無
文

十
腰

内
Ⅳ

～
V式

、
時

期
検

討
要

す
る
、



第28表 遺構内土器 (9)

一-684-―
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53
11

I1
8土

玩
4号

理
土

中
壷
L 
II
d

完
形

jI
S期

、
人

租
み

状
又

、
ll
El
部

卜
半

に
■

石
り

Ⅱ
-4
・

5
孔

は
作

業
中

に
誤

っ
て

開
け

ら
れ

た
も

の
の
可

能
性

が
あ

る
。

」
14
土

瓦
1号

豊
上

中
果

形
土

器
Bl
l～

底
部

X状
栗

起
楕

円
形

状
を
呈

す
る
特

殊
土

器
、
時

期
検

討
要

す
る

山
形

状
日
稼

、
宍

塵
、
叉

択
jI
S

瘤

LR
・
RL

内
外

面
煤

付
着

、
十

腰
内

Ⅳ
式

新
段

階

K1
0土

坑
埋

土
中

鉢
胴

部

纏
マ

、
ミ
ガ

キ
RL

十
腰

内
Ш

～
Ⅳ

式
時

期
検

討
要

す
る

、



第30表 遺構内土器 (11)

―-686-―



第31表 遺構内土器 (12)

-687-―



第32表 遺構内土器 (13)

―-688-―



第33表 遺構内土器 (14)

一-689-―
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文
様

特
徴

地
  

文

12
01

上
Ⅲ

中
深

鉢
BI

回
～

胴
部

中
位

平
縁

、
角

状
S写

状
文

、
網

目
状

撚
り
糸

文
単

軸
絡

条
体

第
5

類
(L
)、

と
R

加
曽
利
Bl
式

、
内

面
煤

?付
着

上
深

鉢
Bl

口
～

胴
部

小
波

状
回
縁

、
角

状
、
突

起
(5

単
位

)

円
文

(隆
帯

)、
方

形
区

画
文

、
磨

消
縄

文
し
R

螢
沢

式
?、

内
外

面
煤

微
量

付
着

上
肛

上
・

下
(3
a・

3e
)

切
断

孟
付

き
壷

ほ
ぼ

完
形

方
形

区
画

文
し
無

節
ケ

ズ
リ

平
坦

外
面

剥
落

部
分

多
い
、
内
外

面
朱

塗
布

、
胴

部
中
位

内
面

黒
い

深
鉢
Al

口
～

胴
部

中
位

平
縁

、
丸

み
方

形
区

画
文

、磨
消

縄
文

ミ
ガ

キ
、
ナ

デ
肛
-1
-3

加
曽
利
Bl
式

、
外

面
煤

付
着

沈
線

文
、
隆

帯
文

(渦
巻

き
?)

無
文

ミ
ガ

キ

12
06

上
Ⅲ

下
鉢

無
文

皿
-6
-2

台
付

き
鉢

の
可

能
性

有

上
B2
3

II
l下

深
鉢
A2

回
～
胴

部
中
位

波
状

口
稼
(5
単

位
)、

強
部

に

凹
有

、
丸

み
網

日
状

文
撚

り
糸

又
単

軸
絡

条
体

第
5

類
(L
無

節
う

器
形

か
ら
後

期
中

薬
と

し
た

、
内

外
面

煤
付

着

上
B2
3・

B2
4・

B2
5

圧
下

深
鉢

1/
2完

形
平
縁

、
丸

み
多

条
沈

線
文

(櫛
引
状

)
ナ

デ
内
外

面
燦

徴
量

付
着

12
09

上
B2
3

台
付

き
鉢

?
脚

部
?

円
形

刺
突

上
B2
3

深
鉢

回
～
胴

部
上

半
平
縁

、
丸

み
撚

り
糸

文
早

軸
絡

条
体

第
1

類
(L
無

節
)

内
外

面
煤

付
着

上
肛

上
(3
b)

壷
Ea

ほ
ぼ

完
形

(ロ

縁
部

欠
損

)

曲
線

帝
状

文
(波

藩
状

看
し

く
は
S字

状
文

?)
、

平
坦

直
立
気

味
に

出
上

、
外

面
朱

塗
布

?

鉢
12
a

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
B突

起
羊

歯
状

文
ザ

キ
平

坦
内
外

面
煤

付
着

1/
2完

ん
平

縁
、
丸

み
ク
ラ

ン
ク
状

文
(3
単

位
)、

磨
消

縄
文

ガ
キ
、
ナ

デ
平

坦

上
B2
4

Ⅱ
上

(3
a

壼
F 
ll

ほ
ぼ

完
形

帝
状

文
(鍵

状
文

、
3単

位
)、

ミ
ガ

■
(光

沢
強

)
RL

ガ
キ
、
ナ

デ
平

坦
内
面

調
整

は
口
縁

部
ミ
ガ

■
、
1同

部
ナ

デ
、
底

部
内

南
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
付

着

沈
線

、
磨

消
縄

文
台

?
内
面

漆
?付

着

上
B2
4

肛
中

(3
c)

深
鉢
A1
2

平
坦

内
面

煤
?付

着
B2
4

Ⅲ
中

深
鉢

口
縁

部
平

縁
、
角

状
、
大

形
円

形
状

突
起

口
縁

部
波

状
口
縁

、
丸

み
弧

線
状

入
組

み
文

無
文

GE
上

皿
下

深
鉢

AⅡ
l

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
丸

ろ
異

条
異

節
(L
R・

R)
ナ
デ
、
ケ
ズ

リ
平

坦
、
擦

過
痕

Ⅱ
-6
-1

内
外

面
煤

付
着

12
20

上
演

鉢
1/
2完

形
平

縁
、
丸

み
波

状
入
組

み
文

(幾
何

学
文
様

)
無

文
ナ
デ

?
平

坦
沈

線
に

よ
る
特

殊
文

様
、
内
面

煤
付

着

上
Ⅱ

中
(3
b)

鉢
ほ

ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
刺

突
文

無
文

石
十

上
イ メ
臓
K

擦
過

痕

GE
上

B2
4

皿
下

壷
El
la

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
無

又
輸

積
涙

半
lH

十
腰

内
肛
式

?、
底

部
外

面
煤

?、
底

部
内

面
タ

12
28

GE
上

B2
4

Ⅲ
下

深
鉢

GⅡ
lb

口
～

胴
部

下
半

平
縁

、
角

状
LR
(0
段

多
条

?)
者

干
上

げ
底

状
補
修

孔
が
対

に
な

っ
て

上
下

に
あ

り

GE
上

B2
4

Ⅱ
下

深
鉢

底
部

無
又

ケ
ズ

リ
平

坦
、
木

葉
痕

Ⅱ
-6
-1

GE
上

Ⅱ
上

(3
a)

鉢
回
～
胴

部
下

半
平

縁
、
角

状
、
縄

文
ナ

デ
、
顎

部
原

体
押

l■
文

ナ
デ

台
付

き
浅

鉢
の
可

能
性

有
、
器

形
か

ら
後
翔

中
棄

?

12
26

上
B閉

。
C2
3・

C2
4

Ⅱ
下

深
鉢
Al
l

回
～

胴
部

下
半

平
縁

、
角

状
網

目
状

撚
り
糸

文
単

軸
絡

条
体

第
5

類
(L
無

節
)

ナ
デ
、
ケ
ズ

リ
Ⅱ
-6
-1

外
面

加
熱

?

GE
上

B2
4

壷
(注

目
土

器
?)

底
部

平
坦

Ⅲ
-2
-1
・

2
底

部
に
穿

孔
有

台
付

き
鉢

台
部

沈
線

文
、
子
L有

12
29

上
Ⅲ
上
(3
D

ほ
ぼ

完
形

(□

～
頸

部
欠

損
)

入
組

み
帯

状
文

、磨
消

縄
文

半
lH
、

笹
?

徳
利

形
壷

、 顎
部

の
欠

け
回

は
磨

滅
(□

縁
磨

き
に

よ
る
再

加
工

?)
が

激
し

く
欠

損
後

に
穿

た
れ

た
よ

う
な

lE
鉢

`4
単

付
?)
が

tt
Jテ

る
12
31
1

B2
4・

C2
3

平
行

沈
線

、
帯

状
文

(幅
広

)
LR

ミ
ガ

キ
皿
-2
-2

B閉
Ⅲ

上
(3
a)

台
付

き
深

鉢
CI
Id

ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
丸

み
L無

節
ガ
キ
、
ナ

テ
Ⅲ
―
?-
2

内
面

調
整

は
回
縁

部
ミ
ガ

キ
胴

部
ナ

デ
、
外

面
は

剥
落

が
多

く
煤

の
付

着
も
多

い
こ

と
か

ら
強

く
焼

成
を
受

け
た

あ
と
が

窺
え

る
、
内

外
面
煤

付
着

I(
la
)

壷
DI
Ia

完
形

平
縁

、
丸

み
平

行
沈

線
文

、
山
形

文
、
口
縁

部
と
胴

部
の
文

様
を
合

わ
せ

る
と
X字

状
に
見

え
る

熙
文

平
坦

、
笹

?
Ⅲ
-1
-2

Ⅲ
上

(3
a)

霊
G1
1で

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
丸

み
41
線

状
入
組
み
文

丸
底

回
縁

部
波

状
回
縁

、
丸

み
、
刻

み
目

櫛
引

文
(3
条

)、
入

組
み

区
画

文

上
Ⅱ

上
鉢

無
文

ナ
デ

若
干

上
げ

底
状

Π
-6

台
付

き
浅

鉢
台

部
ミ
ガ

キ

12
37

上
平
縁

、
丸

み
ミ
ガ

キ
無

文
ナ

デ
、
ケ

ズ
リ

12
38

Ⅲ
中

浅
鉢

連
続

S字
状

文
LR

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

台
付

き
鉢

II
d

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
先

鋭
台

Ⅲ
-6
-2

表
裏

と
も
剥

落
が

激
し
ヽ

片
口
鉢

回
～
胴

部
上

半
者

干
波

打
つ

、
日
唇

部
に
瘤

沈
線

、
山
形
状

沈
線

文

無
文

台

Ⅲ
上

(3
1

鉢
Hl

完
形

非
結

束
羽

状
縄

文
LR
oR
L

ナ
デ

平
坦

十
腰

内
IV
式

?、
内
外

面
媒

付
着
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侶
説
番
号

|と
土
地
点

出
土

地
点

回
唇

部
形

態
支

様
終

徴
地
  

文
分
  

類
備
  

考

12
48

B2
6

浅
鉢

日
縁

部
装

飾
突

起
、
刻

み
日

羊
歯

状
文

、平
行

沈
練

、
短

沈
線

LR

上
深

鉢
底

部
平
坦

、
椋

過
痕

12
45

皿
1/
2完

形
平
縁

、
丸

み
無

文
平

坦
、
笹

?

C2
2

Ⅱ
上

注
目

土
器

胴
～

底
部

雲
形

文
、
浮

き
彫

り
丸

底
状

、
雲

形

文
、
ミ
ガ

キ

Ⅳ
-3

12
47

GE
上

C2
2

台
付

き
鉢
Al
d

1/
2完

形
平

縁
、
突

起
、
折

り
返

し
回
縁

弧
練

状
文
(S
字

状
・

楕
円

)
無

文
ナ

デ
Ⅱ
-1
-2

台
部

に
刻

み
(3
単

位
)

12
48

上
C2
2

Ⅲ
下

壷
E 
II

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
方

形
区

画
文

(ク
ラ

ン
ク
状

。
円
形

3単
位

)、
弧

ガ
キ
、
ナ

デ
?

平
坦

沖
附
(D
tt
 o
r螢

沢
式
の
可
能
性
有

GE
Ⅲ

中
鉢

小
波

状
口
縁

無
文

ナ
デ

平
坦

上
Ш

中
、
下

鉢
?

底
部

LR
平

坦
、
木

薬
痕

、
Ⅲ
-6
-1

CE
上

深
鉢

口
～

胴
部

上
半

平
縁

、
丸

み
竹
管

文
、
菱

形
文

CE
上

台
付

き
壷

J 
II
d

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
内
削

ぎ
叉

状
貼

瘤
(頸

部
・

胴
部

と
も

4単
位

で
施

文
)、

Ⅱ
b帯

に
微

隆
起

線
、
Ⅱ
帯

に
入

組
み
帯

状
ス

LR
・
RL

台

GE
上

C2
3・

C2
4

胴
～

底
部

円
形

文
、菱

形
文

、
刺

突
LR
(原

体
細

い
平

坦
、網

代
痕

Ш
-1
-2

12
醜

GE
上

深
鉢

口
～

胴
部

下
半

L無
節

内
外

面
媒

付
着

上
C2
3

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

う
波

状
文

無
文

ナ
デ

平
坦

文
様

は
細

目
の
沈

線
に

よ
り
施

文
、
ミ
ユ

チ
ュ
ア

?

上
C2
3

胴
～

底
部

入
組

み
帯

状
文
(3
単

位
,

平
坦

、
木

葉
痕

上
C2
3

注
口

土
器
Aa

顕
～

底
部

曲
線

帯
状

文
(幅

広
)、

磨
消

縄
文
、
刺

突
列

、
突

起
(縦

長
)、
非

結
束

羽
状

縄
文

(異
方

向
)

ナ
デ
、
ケ

ズ
リ

平
坦

加
曽
利
B2
式

並
行

上
C2
3

壺
平

縁
、
角

状
ガ

キ
ナ

デ
、

夫
洞
BC
式

?

上
C2
3

不
明

口
縁

部
平
縁

、丸
み

、賠
瘤

入
組
み
状
文

(浮
き
彫

り
状

)、
三
角

形
状

の
透

か
し

無
文

ミ
ガ

キ
他

地
域

搬
人

品
?

上
深

鉢
B2

口
縁

部
小

波
状

口
縁

、
角

状
、
折

り
返

し

口
縁

渦
巻

き
状

文
、
三

角
状

文
、
磨

消
縄

文
L無

節
外

面
煤

微
量

付
着

上
C閉

II
l中

浅
鉢

ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
角
状

S~
T状

又
、
ミ
ガ

キ
RL
(0
段

多
条

平
坦

椀
形

12
62

上
C2
4

延
中

注
回
土

器
FI
Id

ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
丸

み
刺

突
列

、
弧

状
平

行
沈

練
無

文
ミ
ガ

キ
、
ナ

テ
台

加
曽
利
Bl
新

併
行

、
搬

出
品

?(
在

地
産

と
は
思

わ
れ

な
い
様

相
を
示

す
)

12
63

GE
上

Ⅲ
中

壷
Gl

回
～

胴
部

中
位

平
縁

、
縄

文
Ⅱ
-6
-1

12
64

上
Ⅲ

上
・

下
深

鉢
EⅡ

lb
口
～
底

部
平
縁

、
内
削

ぎ
縦

長
貼

層
、
入

組
み
状

帯
状

文
、
充

墳
縄

文

浮
き
彫

り

ナ
デ

上
げ
底

状
外

面
底

部
付

近
に

黒
色

顔
料

?、
内

外
面

煤
微

量

付
着

上
皿

上
(3
a。

3m
)

壷
I 
II
a

回
～

胴
部

卜
半

F稼
、
X状

矢
塵

胴
部

中
位

に
叉

状
突

起
(5
単

位
?)
、

突
起

縦
無

文
平

坦
釣

リ
ト
げ

形
主

器
?

12
66

上
亜

上
深

鉢
EⅢ

lb
ほ

ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
先

鋭
賠

瘤
、沈

線
文

、
ミ
ガ

キ
無

文
上

げ
底

状

土
C2
5

II
l上

四
足

鉢
?J
ld

1/
2完

形
平

縁
、
丸

み
三
叉

文
無

文
足
(4
個

)、
円

形
文

底
部

中
位

は
凹

み

12
68

上
C2
5

完
形

平
縁

、丸
み

、
B突

起
(7
単

位
)

羊
歯

状
文

(突
起

下
に
施

文
)、

平
行

沈
線

、
ミ
ガ

キ

LR
、
RL

ミ
ガ

キ
平

坦
LR
と

RL
を

交
互

に
施

文
、
補

修
孔

有
、
内

外
面

模
付

着

12
69

上
C2
4～

D2
5

Ш
中

(3
c)
・

Ⅲ
下

(3
m)

深
鉢
Al
l

ほ
ぼ

死
形

平
縁

、
丸

み
LR

平
坦

、網
代

痕
、

ミ
ガ

キ
内
面

煤
付

着

上
C2
5

台
付

き
鉢

台
部

平
行

沈
線

無
文

C2
6・

C2
5

深
鉢

GⅡ
la

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
角

状
RL

平
坦

肛
-6

内
外

面
煤

付
着

Ⅱ
上

香
炉

形
土

器
突

起
貼
瘤

、
貫
通

孔

上
肛

上
単

孔
土

器
平

縁
、
丸

ろ
楕

円
文

、
磨

消
縄

文
平

坦

CE
上

C2
6

鉢
日
～
】同
部

平
縁

、
角

状
三

叉
入

組
み
文

、平
行

沈
繰

、
ミ
ガ

キ
RL

ミ
ガ

キ
広

回
鉢

、
内

外
面

煤
付

看

CE
上

C2
6

浅
鉢

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
角

状
無

文
ミ
ガ

■
上

げ
底

状

Ш
下

鉢
平

縁
、
丸

み
、
縄

文
円
形

刺
突

、磨
消
縄

文

D2
2

肛
下

深
鉢

底
部

LR
ケ
ズ

ウ
平
坦

、
擦

過
痕

上
D2
3

Ⅲ
中

深
鉢
B2

回
～

胴
部

下
半

小
波

状
口
縁
(5
単

位
)、

丸
み

、

折
り
返

し
回
縁

縦
長

粘
土

紐
貼

り
付

け
(5
単

位
)、

長
襦

円
又
・

円
支

靴
岳

藻
続

S宰
状

文
(沈

線
)、

磨
消

縄
文

L無
師

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
平

坦
内

外
面

燦
微

量
付

看

12
79

上
D2
2

深
鉢

回
縁

部
波

状
口

縁
、
丸

ろ
L無

節
?

Hl
-1
-1

外
面

煤
微

量
付

着
、螢

沢
式

相
当

12
80

上
Ш

上
香

炉
形

土
器

ほ
ぼ
完

形
ブ

リ
ッ
チ

叉
状

貼
瘤

LR

上
E2
0

Ⅱ
上

台
付

き
深

鉢
Cd

胴
部

上
半

～
底

部

曲
線

文
、
磨

消
縄

文
LR

煤
は
内

面
底

部
付

近
に
の

み
付

着
、
内

外
面

煤
微

量
付

着

上
Ⅱ

中
注

目
土

器
G1
1

ほ
ぼ

完
形

(色

口
部

欠
損

)

平
縁

、
丸

み
、
B突

起
Ⅱ
a帯

に
構

か
れ

る
モ

チ
ー

フ
は

4単
位

、
三

叉
文

、
B突

起
、
ミ
ガ

キ
無

文
ナ

デ
丸

底
、
ミ
ガ

キ
、

Ⅳ
-1
-2

大
洞
B2
式

GE
皿

中
壷

ほ
ぼ

完
形

く
□

先
鋭

貼
瘤

、
入

組
み

帯
状

文
、
磨

消
網

文
L無

節
上

げ
底

状
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掲
載
番
号

文
様

特
徴

地
  

文

上
E2
0

日
～

頸
部

半
縁

、
内

削
き
、
大

小
の

叉
状

突

起
(各

4単
位

)、
微

隆
線
(3
単

位
)

叉
状

貼
瘤

、非
緒

束
羽

状
縄

文
、暦

消
縄

文
(

ガ
キ

)

LR
oR
L

口
唇

部
の
叉

状
突

起
は
大

小
交

互
に

付
加

さ
れ

、
突

起
間

に
貼

り
付

け
徽

隆
線

を
付

加
す

る

変
深

鉢
CⅡ

2a
ほ

ぼ
完

形
波

状
口
縁
(3
靴

頂
鍋

劉
的

、
帯

状
文

(波
溝

状
)、

磨
消

縄
文

平
坦

、
網

代
痕

内
外

薗
煤

付
看

変
注

目
土

器
Fd

ほ
ぼ

完
形

弧
練

状
入

組
み
文

、
表

形
文

、
平
行

沈
線

、
磨

消
加

冒
利
B3
式

並
行

、
文

様
は
と

回
部

を
含

め
る

と
4単

位
回
～

胴
部

平
縁

、縄
文

、
刺

突
を
伴

う
突

起
隆

帯
に

よ
る
曲
線

文
(S
字

状
)、

磨
消
縄

文
RL

変
C2
4

Ⅲ
下

LR
ナ

テ
平

坦
Ⅲ
-2
-2

皿
下

浅
鉢

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
角

状
椀

形

変
深

鉢
胴

部
下

半
～
底

沈
線

異
節
(L
R)

平
坦

R無
師

の
条

の
太

さ
の
達

う
も
の

を
撚

り
合

わ
せ

て
施

文
し
て

い
る

肛
下

浅
鉢

口
～

胴
部

中
位

平
縁

、
角

状

波
状

口
縁

、
丸

み
、刻

み
目

磨
消
縄

文
LR

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

12
93

変
Ⅱ

下
深

鉢
平

坦
、網

代
痕

亜
-6
-1

深
鉢

CⅢ
l

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
角

状
、
肥

厚

12
95

変
C2
4

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ⅱ
-6
-4
?

12
97

変
C2
5

圧
下

壼
TI
Ia

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
丸

み
ミ
ガ

キ
、
顕

部
に
沈

線
無

文
ナ

デ
平

坦
Ⅳ
-6

朱
が

重
の

中
に

入
っ

て
い

た
可

能
性

有
、
大

洞
B

式
?、

内
外

面
失

塗
布

12
98

無
文

上
げ

底
状

Π
下

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

平
坦

Ⅲ
-2
-1

徳
利

形
重

、
外

面
剥

落
部

分
多

い

1/
2完

形
平

縁
、
角

状
Ⅱ

中
注

口
土

器
E1
lb

上
げ
底

状
注

田
部

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
?付

着

変
台

付
き
皿

1/
2完

形
平
縁

、
丸

み
沈

線
台

器
形

か
ら
後

期
中

案
と

し
た

変
含

付
き
鉢

?
台

部

状
の

刺
突

Ⅲ
-6
-2

平
縁

、
角

状

変
D2
4・

E2
5

磨
消
縄

文

変
D2
4

Ⅱ
上

浅
鉢

回
～

胴
部

平
縁

、
角
状

縦
長

贈
瘤

、欅
掛

状
文

、
磨

消
縄

文
、
浮

き
影

り
状

ナ
デ

台
付

き
浅

鉢
の

可
能

性
有

深
鉢

底
部

平
坦

、
網

代
痕

変
D"
,D
あ

口
～

底
部

波
状

回
縁

、
内

削
ぎ
、
肥

厚
刻

み
目
列

、
非

結
束

羽
状

縄
文

、
磨

消
縄

文
LR
・

RL
(0
段

多
峯

う

平
坦

変
深

鉢
GⅡ

lb
lρ

完
形

平
縁

、
角

状
平

行
沈

線
異

条
果

節
(L
R・

L)
若

干
上

げ
底

状

変
D2
5

Hl
下

深
鉢

DⅢ
la

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
内

削
ぎ
、
瘤

状
小

突
起

(5
単

位
?)

人
組

み
状

又
(欅

掛
状

)、
充

填
縄

文
ナ

デ
平

坦
内

面
黒

色
処

理
?

変
E2
3

Ⅲ
上

鉢
日
縁

部
小

波
状

口
縁

、頂
部

刻
み

日
、
丸

平
行

沈
線

、
沈

線
FH
E円

形
刺

突
、
内

面
に

貼
瘤

。

刺
突

文
Ⅲ
-1

内
面

の
貼

瘤
上

及
び
そ

の
周
辺

に
円

形
刺

突

変
E2
3

肛
中

深
鉢
B1
la

□
～

底
罰

`

半
縁

、
角

状
綱

目
状

撚
り
糸

文
単

軸
絡

条
体
(L

平
坦

皿
-6
-1

内
外

面
煤

微
量

付
着

CE
変

Ⅲ
上
(3
a～

3b
)

ほ
ぼ

完
形

網
目
状

撚
り
糸

文
単

軸
絡

条
体

(
半

坦
、
笹

?
燥

は
内

面
胴

部
下

半
付

近
に
の

み
付

着
、
内

外
面

煤
付

着
GE

変
E2
3

平
縁

、
角
状

平
行

沈
線

、
S字

状
文

(括
弧

状
文

)、
ミ
ガ

キ

浅
鉢

胴
～

底
部

平
坦

、
沈
線

文
Ⅲ
-1
-1

GE
中

B2
3・

D2
4

1/
R鉢

1/
2完

形
疲

状
□
縁

(頂
部

叉
状

)、
角

状
、

楕
円
形

透
か

し
(4
単

位
?)
、

口
縁

部
刺

突
文
・

結
束

第
1種

LR
平

坦
胎

上
に
繊

維
混

入
、
外

面
煤

徴
量

付
着

CE
D2
4・

Dあ
・

E2
4

Ⅲ
中
・

下
深

鉢
B1
2a

ほ
ぼ
完

形
波

状
□
縁
(5
単

位
)、

丸
み

、刻
渦

巻
き
状

文
(平

行
沈

線
に

よ
る
、
5単

位
)、

磨
消

編
マ

?

平
坦

、
笹

?
Ⅱ
-1
-2

煤
は
内
面

底
部
付

近
及

び
外

面
胴

部
中

位
付

近
に

D2
4・

E閉
Ⅲ

上
・

下
口
～

顕
部

平
縁

、
内
削

ぎ
先

鋭
貼

瘤
、
al
l線

状
文

(菱
形

)、
充

填
縄

文
?

ミ
ガ

■
、
淳

き
彫

り
Ⅲ
-5

注
目
土

器
?

顕
～

底
部

Ⅱ
-6
-2

13
22

中
DЙ

Ⅲ
中

E日
土

器
AⅢ

I
ほ

ぼ
完

形
平

縁
、
角

状
回
縁

端
と
頸

部
に
刻

目
帯

、弧
線

状
文

(木
の
葉

状
)、

非
結

束
羽

状
編

支
(異

方
向

)、
ミ
ガ
キ

ミ
ガ

キ
半

lH

13
23

GE
鉢

胴
～

底
部

入
組

み
状

文
(経

掛
状

)、
ミ
ガ

キ
平

坦
内
外

面
煤

付
着

、
十

腰
内

Ⅳ
式

古
段

階
の

可
能

性

注
回
土

器
?、

内
面

黒
色
処

理
?

13
25

中
G2
3・

G2
4・

Ⅲ
下

、
Ⅳ

深
鉢

口
～

胴
部

平
縁

、
丸

み
回
縁

部
原

体
押

圧
文

、
頸

部
刺

突
文

、胴
部

羽
状

結
束

第
1種

LR
・

RI
フ

付
加

条
胎

土
に

緻
維

混
入

、
外

面
繰

付
着



糾 駕 � 　 膊 離 】 卜 弟 （ じ

― ｌ ω Φ ∞ ― ―

層
  

位
器

種
名

残
存

部
位

内
面

調
整

底
部

形
態

分
 

類

18
26

CE
中

DZ
・

Dあ
肛

下
台

付
き
鉢
Bl
d

1/
2完

形
半

縁
、
丸

み
渦

巻
き
状

文
、
平

行
沈

線
、括

弧
状

文
、刺

突
文

無
文

台
、
曲

線
文

、
円

文

13
27

中
D2
4・

E2
5

圧
下

,中
壷
B2

国
～

胴
部

中
位

政
状

回
縁
(4
単

位
)、

頂
部

は

凹
ん

で
い

る

沈
線

文
単

軸
絡

条
体
(L

ガ
キ
、
ナ

デ
全

体
的

に
自

い

中
D2
4

肛
下

鉢
口

～
胴

部
下

半
平

縁
、
角

状
RL

ミ
ガ

キ
、
ナ

テ

CE
中

D2
4・

F2
4・

F2
3

Hl
下

残
鉢

ほ
ぼ

完
形

(属
部

欠
損

)

平
縁

、
小

突
起

、
沈

線
、
亥
1み

日
円
形

文
(隆

帯
)、

円
文

無
文

13
31
1

中
DИ

圧
下

深
鉢

口
縁

部
L無

節

中
D2
4・

25
,G

23
・
F,
3

肛
下

、
Ⅳ

深
鉢

ほ
ぼ

完
形

く
底

部
欠

損
)

小
疲

状
口

縁
(4
単

位
,、

丸
み

楕
円
形

透
か

し
(4
単

位
)、

口
縁

部
原

体
押

圧
結

束
第

1種
L、

LR
ナ

デ
、
ミ
ガ

キ
胎

上
に
繊

維
混

入
、
凌

頂
部

下
に
透

か
し
、
胴

部
E

結
束

第
1藩

I、
TR
を

加
支
、
外

面
懐

微
量

付
着

中
DИ

深
鉢

G 
ll

li
 b

ほ
ぼ

完
形

非
結

束
羽

状
縄

文
ナ

デ
上

げ
底

状
Ⅲ
-6
-4

1朗
中

DИ
鉢

無
文

上
げ

底
状

中
鉢
BI

1/
2完

形
平
縁

、
丸

み
口
縁

部
端

顕
部

原
体

押
圧

文
、撚

り
糸

文
L無

節
、
単

軸
絡

条
体

(L
)

ナ
デ

平
坦

中
D2
4・

E2
3・

深
鉢

ほ
ぼ

完
形

(底
部

欠
!目

)

平
縁

、
丸

み
回
縁

部
原

体
押

圧
文

、胴
部

木
目
状

撚
り
糸

文
単
軸

絡
条
体

第
1

ナ
デ

Ⅱ
-2
-1

胎
上

に
織

維
混

入
、
内

外
面

煤
付

看

中
D2
5

香
炉

形
上

器
ほ
ぼ
完

形
角

状
貼

瘤
、
口

縁
部

に
穿

孔
有
(4
単

位
?)
、

胴
部

に

置
通

孔
有
(4
単

位
)

無
文

合
煤

は
内

面
上

部
に
付

着

中
完

形
平

縁
、
丸

み
LR

ナ
デ

平
坦

中
無

文
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

平
坦

平
縁

、
角

状
先

鋭
貼

瘤
、
充

填
縄

文
LR

台
付

き
皿

ほ
ぼ
完

形
波

状
回
縁
(6
単

位
?)
、

内
肖
1

磨
消

縄
文

RL
(0
段

多
条

:

中
ほ

ぼ
完

形
貼
瘤

、
ミ
ガ

キ
無

文
ナ

デ

D2
5。

E2
6

口
～

胴
部

中
位

平
縁

、
角
状

、縄
文

帯
状

文
(連

節
鍵

状
文

)、
磨

消
縄

文
LR

中
D2
5

Ⅲ
上

平
坦

、網
代

痕
Ⅲ
-6
-1

中
口

～
】 同

罰
`

半
縁

、
大

小
の
X荻

哭
起

叉
状

貼
瘤

、平
行

沈
線

文
、
入

組
み
帯

状
文

し
R

口
唇

部
の
突

起
は
大

9単
位

。 小
2個

一
対

で
9

単
位

(ほ
個

)と
推

定
さ
れ

る
、
内

外
面
煤

付
着

中
Dワ

5
Ⅲ

上
注

目
土

器
A江

lb
ほ

ぼ
晃

形
半

縁
、
内

削
ぎ
、
肥

厚
、
X状

貼
蔵

獄
小

黎
記
(6
単

41
V?
う

叉
状

貼
瘤

、連
弧

文
(木

葉
状

)、
2段

の
亥
1目

よ
LR
・

RL
(
0段

多
条

)

上
げ
底

状
Ⅱ
-3

二
段

の
刻

目
帯

は
口

縁
部

と
頸

部
に

観
ら
れ

る

GE
台

Ⅲ
-3

加
曽

利
B2
式

?

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
角

状
先

鋭
貼

瘤
、
帯

状
文

(浮
き
彫

り
状

)、
充
捜

電
煮

ミ
ガ

キ
ケ

ズ
リ
、
ナ

デ
上

げ
底

状
瘤

は
先

鋭
の
他

に
縦

長
状

も
有

、
外

商
煤

微
量

付

着

底
部

平
坦

、
網

代
痕

エ
ー
6-
1

中
D2
5

Ⅲ
下

壷
LI
la

完
形

平
縁

、
丸

み
LR
?(
L鰤

?)
オ

デ
丸

底
状

十
腰

内
IV
式

?

平
縁

、
内

削
ぎ
、
肥

厚
LR

平
坦

ほ
ぼ
完

形
ク

ラ
ン
ク
状

文
、
非

結
束

羽
状

縄
文

(異
方

向
)、

し
R(
0段

多
条

)
ナ

デ
平

坦
Ⅱ
-2
-2

13
52

中
D2
5,
G2
5,

E2
6

Ⅱ
中・

下
壷
D1
la

1/
2完

形
平

縁
、
角

状
、
終

文
LR

平
坦

、紹
代

痕
Ⅲ
-6
-1

十
腰

内
I式

?

13
Fx
3

GE
中

D2
5

Ⅲ
下

注
目
土

器
胴

～
底

部
先

鋭
貼

瘤
、沈

線
、
注

目
付

け
根

に
人

面
状

の
文

綾
、
ミ
ガ

キ
上

げ
底

状

1よ
猟

GE
中

ll
l上

深
鉢

口
縁

部
波

状
回

縁
、
丸

み
〔
文

Ⅲ
-1
-1

GE
中

D2
「
D

肛
下

深
鉢
Hl

LR
・
RL

Ⅲ
-6
-3

煤
は
外

面
口
縁

部
付

近
の

み
付

着

平
坦

Ⅲ
中
(3
b

鉢
胴

～
底

部
曲
線

帯
状

文
(幅

広
)、

磨
消
縄

文
LR

ナ
デ

平
坦

破
損

し
た

部
分

を
整

形
(再

調
整

,し
て

口
縁

を
作

り
tB
し
た
可
能
性
有

平
縁

、
丸

み
、
横

長
突

起
叉

状
貼

瘤
無

文
ミ
ガ

キ
足
(4
個

?〕

中
D2
5

Ⅲ
下

鉢
1l
b

1/
2完

形
平

縁
、
内
削

ぎ
、
肥

厚
無

文

18
61
1

中
Ⅲ

下
浅

鉢
完

形
平

縁
、
角

状

13
61

GE
中

D2
5

Ⅱ
下

壷
B1
1

口
～

胴
部

中
位

平
縁

?、
丸

み
、
折

り
返

し
口

縁
顎

部
隆
将

に
よ

る
万

形
区

国
文

く
4早

位
,、

渦
巻

き
状

文
(4
単

位
)、

磨
消

縄
文

LR
ナ
デ
、
ケ
ズ

リ

13
62

GE
中

D2
5・

F2
6

Ⅲ
下

深
鉢

D 
Ⅲ

lう
1/
2完

形
平

縁
、
内

削
ぎ
、
肥

厚
、
先

鋭
貼

κ
組

み
帝

状
文

、
非

緒
束

羽
状

縄
文

、
磨

消
縄

又
上

げ
底

状
内

面
煤

微
量

付
着

Ⅲ
下

香
炉

形
土

器
台

部
叉
状

貼
瘤
(4
単

位
)、

ナ
デ

CE
中

D2
5

ll
l下

鉢
底

部
抗

線
平

坦
、
穿

孔
有

加
曽
不
JB
 2
式

並
行

、
底

部
は
外

面
か

ら
焼

成
後

に
穴

が
穿

た
れ

て
い

る
、
13
65
と

同
一

個
体

1〕
 “

中
D2
5

肛
下

鉢
底

部
沈

線
平

坦
、
穿

孔
有

Ⅲ
-2
-2

加
曽
利
B2
式

並
行

、
底

部
は
外

面
か

ら
焼

成
後

に
穴

が
寧

た
れ

て
い

る
、
13
64
と

同
一

個
体

中
D2
6・

D2
5

注
目
土
器

胴
部

叉
状

貼
瘤

、
平

行
沈

線
、
刺

突
束
1突

は
沈

線
間

に
施

文
さ

れ
る
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文
様

時
徴

地
  

文

CE
中

D2
5

注
□
土

器
BI
b

ほ
ぼ

完
形

半
稼

、
購

層
(1
1単

位
?,

口
唇

部
に

貼
層

(1
1単

位
?)
、

胴
部

に
貼

瘤
(3

上
げ

底
状

GE
中

F2
4・

25
,D

25

匝
下

、
Ⅳ

深
鉢

口
～

胴
部

平
縁

、
丸

み
早

軸
絡

条
体

第
1

At
tL

Ⅱ
-2
-1

胎
土

に
繊

維
混

入
、
外

面
煤

付
着

中
D2
5

壺
I 
II

!帝
、
突

起
LR

丸
底

状
街

り
下

げ
形

壷
、
ミ
エ

テ
ュ

ア
?

GB
中

D閉
肛
中

壺
完

形
平

縁
、
丸

み

GE
台

付
き
鉢

?
口
～
胴

部
平

縁
、小

実
起
(5
単

位
?)
、
丸

縦
長

先
鋭

貼
瘤

、
刺

突
文

(刻
み

目
状

)、
磨

消
縄

支
、
淳

吉
彫

り
状

台
?

十
腰

内
V式

新
段

階
あ

る
い

は
十

腰
内
M式

13
72

中
D2
6・

D2
7

皿
上

壷
?

胴
部

上
半

～
底

部
叉

状
貼

瘤
(4
単

位
?)
、

人
組

み
帝

状
文

、暦
消

縄
文

ケ
ズ

リ
、
ナ
デ

平
坦

外
面

剥
落

部
分

有
、
内
面

黒
色

処
理

?

CE
胴

～
底

部
非
結

束
羽

状
縄

文
(異

方
向

)、
磨

消
縄

文
(無

文
平

坦
徳

利
形

壷

13
74

中
D2
6

Ⅲ
下

霊
回
～
顕

部
平

縁
、
角

状
刻

目
帯

、非
結

束
羽

状
縄

文
(異

方
向

)、
磨

消
縄

文

ナ
デ

加
曽
利
B2
並

行

中
D2
6

圧
下

台
付

き
重

ほ
ぼ

完
形

(日

縁
部

欠
損

)

叉
状

貼
瘤

、
隆

帝
(刻

み
日
、
円
形

索
」突

文
)、

入
組

み
状

文
(2
～

3条
平

行
沈

線
)、

ミ
ガ
キ

無
文

ナ
テ

顕
部

の
瘤

に
孔

が
穿

た
れ

て
お

り
、
ま

た
台

部
に

孔
が

2ケ
所

有
る

こ
と
か

ら
釣

り
下

げ
形

壺
と
推

Ⅲ
下

深
鉢

?
胴

～
底

部
若

干
上

げ
底

状
内
外

面
煤

付
着

江
中

香
炉

形
土

器
ほ

ぼ
完

形
平

縁
、大

小
の
叉

状
突

起
(4
単

叉
状

貼
瘤

、
刻

み
日
、
隆

帯
、
透

か
し
∈

角
形

め
、

′
1、
穴

台
台

部
内

面
調

整
は

ナ
デ

(比
較

的
荒

い
)、

台
部

2

Ⅱ
下

鉢
底

部
丸

底
El
-6
-4

深
鉢

?、
内
外

面
燦

付
者

胴
～

底
部

入
組

み
帯

状
文

、非
結

束
羽

状
縄

文
、
磨

消
縄

文
内

外
面

煤
付

着
13
80

GE
中

D2
6

Ⅱ
下

平
縁

、
縄

ヌ
ミ
ガ

キ
、
ナ

デ
徳

利
形

壷
、
器

形
か

ら
十

腰
内

I式
新

段
階

の
可

能
性

有
13
81

中
D2
7

平
縁

、
B突

起
、
刻

み
目

羊
速

状
文

、三
叉

状
LR

中
E2
4

Ш
上

深
鉢
BI

□
～

胴
部

卜
半

半
縁

、
丸

み
単

軸
絡

条
体
(L

特
嫁

な
絡
条
体
、補

修
■
有
、内

直
煤
付
看

38
3

中
E2
4,
EE
5

回
縁

部
に
無

文
幕

(幅
約
2m
)

L無
節

平
坦

Ⅱ
上

深
鉢

底
部

平
坦

、
紹

代
痕

Ⅲ
-6
-1

胴
～

底
部

内
面

底
部

に
黒

い
物

質
付

着
13
86

中
E2
4

Ⅲ
中
・

下
1/
2完

形
波

状
回
縁

、
角

状
、縄

文
、
刻

み
目

区
画

文
、帯

状
文

(花
弁

状
意

匠
)、

充
填

縄
文

し
無

節
半

坦
沈

線
に

よ
る
特

殊
文

標
、
内

外
面

煤
付

着
、
黒

色
処

理
?

13
87

中
ほ

ぼ
完

形
平
縁

、
丸

み
入
組

み
状

曲
線

文
(擦

掛
状

)
直

立
は

し
な

い
(蓋

?)
、

内
面
媒

微
量

付
着

13
88

中
肛

中
・

下
(3
m)

浅
鉢

無
文

中
E2
4・

E2
5・

E2
7

Ⅲ
中

壺
Cl
la

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
角

状
し
無

節
平

坦
F2
7～

E2
6土

層
断

面
6層

出
土

13
90

中
E2
4

壺
A2

1/
2完

形
小

波
状

口
縁

?、
丸

み
方

形
区

画
文

、
磨

消
縄

文

中
E2
4

肛
中
・

下
波

状
口
縁
(7
単

位
?)
、

角
状

平
行

沈
線

、精
円
文

、
磨

消
縄

文
Ⅲ
-2
-1

十
腰

内
I式

新
段

階
?、

内
外

面
燦

微
量

付
着

13
92

GE
中

Ⅲ
中
・

下
口

～
胴

部
下

半
平
縁

、
丸

み
、折

り
返

し
回
縁

風
撚

り
糸

文
単

軸
絡

条
体
(L

銀
箭

う
外

面
煤

微
量

付
着

中
深

鉢
回
～

胴
部

上
半

平
縁

、
丸

み
渦

巻
き
状

文
、
日

縁
部

に
無

文
帯

(幅
約

55
cI
)、

磨
消

纏
マ

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
Ⅲ
-2
-1

CE
中

E2
4

肛
中

口
～

頸
部

突
起
(4
単

位
?)
、
丸

み
桁

円
文

、
渦

巻
き
状

文
、
ミ
ガ

キ
無

文
ナ

デ
、
ミ
ガ

キ
Ⅱ
-2
-1

十
腰

内
Ⅱ
式

?、
日
縁

部
の

欠
損

部
分

に
ア
ス
フ

ル
ト
付

着
中

E2
4

肛
中

壺
?

胴
部

L無
節

GE
中

E2
4・

F2
3・

F2
4

Ш
中
・

下
壺
B2

口
～

胴
部

中
位

小
波

状
□
縁

、丸
み

人
組

み
状

文
(ク

ラ
ン

ク
状

)、
磨

消
縄

文
ミ
ガ
キ
、
ケ
ズ

リ

E2
4・

E2
5

Ⅱ
下

台
付

き
鉢
A2
d

ほ
ぼ

完
形

無
文

台

壺
CI

口
～
胴

部
中
位

平
縁

、
丸

み
無

文
肛
-6
-1

GE
中

E2
4

波
状

回
縁

、
山
形

状
突

起
、縄

文
短

沈
練

E2
4

Ⅱ
下

浅
鉢

無
文

口
～
胴

部
中
位

波
状

口
縁
(6
単

位
?)
、
丸

み
磨

消
縄

文
Ⅲ
-1
-3

GE
中

E2
4・

E2
5

Ⅱ
下

磨
消

縄
文

L無
飾

Ⅱ
下

壺
El
lb

完
形

磨
消

縄
文

ナ
デ

音
干

上
げ

底
状

14
04

中
1/
2完

形
平

縁
、
丸

み
頸

部
に

原
体

押
圧

文
ナ

デ
平

坦
正
-6
-1

GE
中

Ⅱ
下

深
鉢
BI
I

無
文

GE
E閉

・
G2
5・

H2
5

台
付

き
深

鉢
Cl
ld

1/
2完

形
平

縁
、
大

形
突

起
、
丸

み
曲
線

文
ナ

デ
、

Ⅲ
-2
-2

加
曽

利
B2
式

並
行

、
煤

の
付

着
は

内
面

少
量

外
面

級
目

CE
中

E2
4・

F2
4

Ⅱ
下

壷
B1
2

1/
2冗

形
小

波
状

口
縁

、
頂

部
刻

み
日
、
丸

み
平

行
沈

線
(弧

状
)

無
文

平
坦

14
∞

GR
E2
4・

E?
5

Ⅲ
下

深
鉢
Cl

日
～

4同
部

平
縁

、
大

み
、大

形
突

起
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ⅲ
-2
-2
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無
文

中
E2
4

Ⅱ
下

深
鉢
A2

ほ
ぼ

完
形

(底
波

状
コ
縁
(5
単

位
)、

丸
み

鋏
状

文
(5
単

位
、
球

根
状

?)
、

山
形

状
文

ナ
デ

沈
線

に
よ

る
特

殊
文

様
、
内

外
血

煤
付

看

中
Ⅲ

下
鉢

?
突

起
複

数
の
刻

目
帯

Ⅲ
上

壺
?

回
縁

部

部
短

沈
線

)

平
行

沈
線

、
束
J突

文
(押

し
引

き
状

)
ミ
ガ

キ
皿
-1
-3

時
期

検
討

要
す

る

中
浅

鉢
口

～
胴

部
波

状
口

縁
、
頂

部
刻

み
目

L無
節

沈
線

に
よ

る
特

殊
文
様

、
文

様
は
人

体
を

表
現

し

て
い

る
可

能
性

有

中
Ⅱ

上
鉢

?
底

部
円
形

の
透

か
し

無
文

平
坦

、
円

形
の

透
か

し

甑
形

土
器

?

無
文

平
坦

蓋
?、

煤
は

日
縁

部
内

面
付

近
に

の
み
付

着

中
Ⅱ

中
台

付
き
皿

ほ
ぼ
完

形
平
縁

、突
起

非
緒

束
羽

状
縄

文
RL

ケ
ズ

リ
、
ナ

デ

中
E2
5,
F2
5

壺
Cl

回
～
胴

部
中
位

平
縁

、丸
み

14
20

中
Ⅱ

上
深

鉢
E3

回
～

胴
部

上
半

山
形

状
口

縁
、
突

起
交

互
に

付

中
瓜
中

～
下

回
縁

部
平
縁

、
丸

み
弧
線

状
入

組
み
文

無
文

ナ
デ

回
縁
ヨ

`

山
形

状
口
縁
(7
単

位
)、

先
鋭

貼
瘤

中
E2
5。

F2
4・

F2
5

Ⅲ
中

深
鉢
CI

日
～

B同
部
下
半

平
縁

、
叉
状

突
起
(3
単

位
)、

丸
み

運
弧

文
、
磨

消
縄

文
台

付
き
鉢

の
可

能
性

有

中
Ⅱ

下
壷

胴
～
底

部
磨

消
縄

文
(ミ

ガ
キ

)
平

坦
Ⅲ
-6
-1

十
腰

内
I式

?

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
丸

み

外
南

熱
I落

部
分

有

中
壺
H1
la

完
形

平
縁

、
丸

み
無

文
平

坦
Ⅱ
-6
-1

中
E2
5,
E2
6

Ⅲ
下

(3
r)

深
鉢
D

口
～

胴
部

平
縁

?、
角

状
、
大

形
突

起
?

貼
瘤

、
入

組
み

帯
状

文
、
非

結
東

羽
状

縄
文

、
磨

消
縄

文

外
面

剥
落

部
分

有
、
内

面
煤

付
着

壷
H1
lb

完
形

平
縁

、
内

削
ぎ

上
げ
底
状

GE
中

注
口
土

器
?G
d

顕
～

底
部

半
歯

状
文

、
入

組
み
三

叉
文

?、
ミ
ガ
キ

無
文

足
(4
個

)、
沈

14
33

中
鉢

口
縁

部

中
鉢
Dl
a

1/
2完

形
平
縁

、
丸

み
頸

部
に
原

体
押

圧
文

、
ミ
ガ

キ
ナ

デ
、
ミ
ガ
キ

平
坦

、
木
葉

痕
後

期
前

～
中
棄

、
内
外

面
煤

微
量

付
着

E2
FJ

注
目

土
器

胴
～

底
部

叉
状

貼
瘤

、
入

組
み

帯
状

文
、
磨

消
縄

又
上

げ
底

状
Ⅱ
-5

瘤
は

8単
位

(注
目
部

を
含

め
て

4単
位

)で
付

加
さ
れ
、磨

消
縄

文
帯

と
の
合

成
に

よ
り
玉

抱
き

状
を
呈

す
る

(文
様

の
起

点
部

分
)、

内
面

黒
色
処
理

?

E2
6

台
付

き
鉢
E2
d

ほ
ぼ

完
形

腹
状

口
縁
・

小
突

起
(4
単

位
)、

非
結

束
羽

状
縄

文
、
磨

消
編

文
ナ

デ
台

皿
-3
・

4
上

面
観

は
方

形
状

、
内

外
面

煤
付

着

14
37

中
82
6

Ⅲ
下

深
鉢

D 
Ш

2
ほ

ぼ
完

形
漉

状
口

縁
、
丸

み
、
叉

状
突

起
RL

平
ナH

内
外

南
媒

付
着

14
38

中
浅

鉢
回

縁
部

平
縁

、
丸

み

日
縁

部
平
縁

、
角

状
縦

長
先

鋭
貼

瘤
、充

填
縄

文
、
ミ
ガ

キ

中
C2
4・

E邪
・

■
25

Ⅲ
中
・
下

、
Ⅳ

深
鉢

胴
～

底
部

羽
状

縄
文

結
束

第
1種

LR
・

平
坦

胎
土

に
繊

維
混

入
、
内

外
面

煤
付

着

中
Ⅱ

下
注

口
土

器
EI
Ib

完
形

平
縁

、
丸

み
先

観
Hj
瘤

、
短

Й
繰

、
把

手
、
ミ
ガ

キ
、
喜

き
彫

り
状

熙
又

中
E2
6

底
部

代
痕

Ⅲ
-6
-2

中
F2
6,
E2
6

ml
下

深
鉢
D3

回
～

胴
部

山
形

萩
口
縁
(5
隼

位
?)
、

内

削
ぎ
、
肥

厚
磨

消
縄

文
、
浮

彫
り
状

十
膿

内
Ⅳ

式
古

段
階

、
内

外
面

煤
付

着

加
営

利
B2
式

並
行

中
E2
6

Ш
(3
1・

3c
)

鉢
回
縁

部
平
縁

、
丸

み
、肥

厚
貼

瘤
、磨

消
縄

文
ナ

デ

F2
7～

E2
6

Ⅱ
(3
1)

深
鉢

回
縁

部
平
縁

、
丸

み
入
組

み
状

文
(幾

何
学

的
)、

磨
消
縄

文
Ⅲ
-2
-2

加
曽

利
B2
式

並
行

中
Ш
上

。 下
壺
Fl
lb

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
内
削

ぎ
、
2個

一
対

の
叉

状
貼

瘤
(3
単

位
)

叉
状

貼
瘤
(3
単

位
?)
、

磨
消

縄
文

上
げ

底
状

注
目
土

器
?、

胴
部

下
半

の
無

文
帯

は
ミ
ガ

キ
が

悪
い
、
十

腰
内

Ⅳ
式

と
十

腰
内
V式

の
境

と
し
て

捉
え

ら
れ

る
?
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掲
載
番
号

と
土
地
点

文
様

特
徴

中
F2
7～

E2
6

匝
(3
b)

深
鉢

口
縁

部
山

形
状

口
縁

、
S字

状
沈

線
支

殖
」突

列
、
磨

消
縄

文
加

曽
不
lB
つ

式
並

行

中
Ⅱ

上
深

鉢
4同
部

LR
、
RL

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ

中
Π

中
鉢

12
a

1/
2完

形
小

波
状

日
縁

、
刻

み
日

、
丸

み
RL

ナ
デ

平
坦

IV
-2
-つ

中
肛

中
台
付

き
鉢

1同
部

下
半

～
底

郎
刻

目
帯

、
羽

状
沈
線

、
磨

消
縄

文
RL
?

ナ
デ

台
肛
-2
-2

加
曽
利
B2
式

並
行

、
内
面

内
黒
処

理
?、

外
面

ア
ス

フ
ァ
ル

ト
付

着

中
皿

下
完

形
平

縁
、
内

削
ぎ

回
縁

部
端

に
縦

長
貼

瘤
(5
単

位
)

ケ
ズ

リ
、
ナ
デ

丸
底

、
縄

支

中
E2
7

皿
下
(9

胴
～

底
部

先
鋭
貼
瘤
、叉

状
貼
瘤
(4
単
位

)、
入
り
細
犬
な

無
文

平
坦

顕
部

に
付

く
贈
瘤
(4
単

位
,の

側
面
に
■

が
雰

た
れ
て

い
る

中
Ц
～

皿
(3
r)

注
目
土

器
Ed

ほ
ぼ
完

形
ナ

デ

深
鉢

胴
～
底

部
先

鋭
貼

瘤
、
入

組
み

帯
状

文
、
磨

消
縄

文
ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
平

坦

人
面

付
き
注

口
土

器
注

□
部

付
け
根

注
口
部

付
け
根

に
人

面
、
沈

線

中
F2
3

口
～

胴
部

下
半

小
波

状
口

縁
、
丸

み
撚

り
糸

文
単

軸
絡

条
体
(L

鉢
Dl

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、丸
み

斜
行

沈
線

文
(平

行
沈

線
)、

磨
消
縄

文
、
内

面
ロ

縁
部

付
折

に
紹

支
L無

師
平

坦
Ⅲ
-1
-2

内
面

に
黒

色
顔

料
の
痕

跡
と
思

わ
れ

る
斑

点
、
内

中
Ш

中
深

鉢
底

部
平

坦
、
笹

?
皿
-6
-1

Ⅲ
中

。 下
深

鉢
B2

日
～

4同
部

小
波

状
回
縁

、
角

状
帝

状
文

(半
円

状
文

様
が

5単
伝

ク
ラ

ン
ク
n、

磨
消

纏
マ

ナ
デ

Ⅱ
-1
-1

内
外

面
煤

付
着

中
Ⅱ

中
浅

鉢
?

胴
部

上
半

～
底

LR
(O
段

多
条

?う

平
坦

Ⅱ
-2
-2

底
部

に
ミ
ガ

キ
痕

有

中
F2
4

肛
中

鉢
BI

口
～

胴
部

平
縁

、
丸

み
単

軸
絡

条
体
(L

内
外

面
療

付
着

中
F2
4

肛
中

壷
EI
I

死
形

平
縁

、
角
状

、縄
文

(原
体

押
圧

文
)

磨
消

縄
文

(ミ
ガ
キ

)
し
無

節
半

lH
徳

利
形

壷
、
加

曽
利
Bl
式

並
行

(新
山

権
現

社
1

中
鉢
E2
a

ほ
ぼ

完
形

波
状

口
縁
(4
単

位
)、

実
起

上
に
刻

み
目
、
丸

み
原

体
押

圧
文

L無
節

平
坦

、
笹

?
Ⅱ
-1
-3

壺
CI
Ia

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
平

行
沈

線
、
曲

線
文

、
磨

消
縄

文
L無

節
ナ

デ
平

坦
Ш
-1
-3

中
FИ

深
鉢

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
丸

み
、
縄

文
平

坦
外

面
煤

付
着

、
内
面

黒
色
処

理
?

GE
中

F2
4・

F2
5

圧
下

、
Ⅳ

深
鉢
B2

口
～

胴
部

小
波

状
回
縁
(6
単

位
?)
、

丸
み

帯
状

文
(楕

円
形

文
S単

位
?)
、

磨
消

縄
文

L無
師

GE
壺

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、丸

み
、片

回
状

?
ナ

デ
、
ミ
ガ
キ

平
坦

広
回

片
□

壷
14
75

中
鉢

口
縁

部
波

状
口
縁

、
頂

部
亥
1み

目
2?

CE
中

深
鉢

回
縁

部
刺

突
文

ナ
デ

Ⅲ
-2
-1

GE
中

Ш
上

単
孔

土
器

1/
2完

形
ボ

タ
ン
状

の
贈

付
隆

帯
・

横
位

隆
帯

く隆
帯

上
刻

目
列

)、
入

組
み
帯

状
文

(幅
広

)、
磨

消
縄

文
平
坦

、網
代

痕

GE
中

F2
4・

F2
5・

F2
6

Ш
下

深
鉢
BI

口
～

胴
部

半
縁

、
丸

み
網

目
状

撚
り
糸

文
、
沈

線
文

単
軸

絡
条

体
(L

施
文

順
番

は
沈

線
が

41
B目

状
撚

り
糸

文
よ

り
新

し

14
79

GE
中

深
鉢

小
波

状
口

縁
、
刻

み
目

磨
消

縄
文

R無
節

?
外

面
煤

付
着

中
Ⅲ

下
鉢

底
部

F2
4・

F2
5

Ⅲ
下

壷
B2

日
～

胴
部

中
位

硬
猿

□
縁
(4
早

立
)

□
縁

部
橋

状
IB
手
(4
単

位
)、

入
組

み
状

文
(ク

ラ
ン
ク・

弧
状

)、
磨

消
縄

文
L無

節

中
F2
5

II
l中

壺
D 
II
a

平
行

沈
線

、
磨

消
縄

文
L無

節

肛
中

合
付

き
深

鉢
Cd

1/
2完

形
LR

台

中
Ⅱ

中
底

部
平

坦
、網

代
痕

亜
-6
-1

燦
は
内
面

底
部

付
近

に
付

着
、網

代
痕

は
1本

越
え

1本
潜

り
1本

送
り
に
別

の
条

が
斜

め
に
入

る
中

深
鉢

BⅢ
2a

ほ
ぼ

完
形

波
状

口
縁
(3
単

位
)、

角
状

、縄
口
～
頸

部
に
無

文
帯

(幅
約

3 
cI
)

平
坦

Ⅲ
-2
-2
?

上
面

観
は
三

角
形

、
後

期
前

～
中

葉
?

中
片

口
鉢

1/
2完

形
平

縁
、
角
状

無
文

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
ケ

ズ
リ

上
げ
底

状
皿
-6
-1

器
形

か
ら
十

腰
内

I、
E式

?、
内

面
黒

色
処

理
?

Ⅲ
中
・

下
深

鉢
B

ほ
ぼ
完

形
波
状

回
縁
(4
単

位
?)
、
丸

み
顎

部
に

平
行

沈
線

LR
ナ
デ
、
ミ
ガ
■

平
坦

突
起

頂
部

は
丸

い
、
内

外
面

煤
付

着
(内

面
底

部
付

近
に
多

量
に
付

着
)

GE
中

F2
5

Ⅲ
中

鉢
Dl

回
～

1同
部

上
半

半
縁

、
丸

み
、霜

(内
側

に
張

り
出

す
)

頸
部

に
2条

の
原

体
押

圧
文

L無
節

瘤
の

内
面

に
は
十

字
に
原

体
押

圧
文

14
89

中
皿
中・

下
台
付

き
深

鉢
平

縁
、
角

状
、
縄

文
Ⅱ
-6
-1

ッ
プ
状

台
付

き
鉢

、
内
外

面
煤

付
着

GE
中

Ⅲ
中

台
付

き
鉢

胴
罰
`中

位
～
底

部
帯

状
文

(幅
3～

35
m)
、

磨
消
縄

文
(ミ

ガ
キ

)
Ⅱ
-2
-2

一
部
LR

中
皿

中
深

鉢
胴

～
底

部
平

行
沈

線
に

よ
る
幾

何
学

ナ
デ

平
坦

、
笹

?
Ⅱ
-1
-1

内
外

面
煤

℃
14
92

中
Ⅱ

中
・

下
胴

部
上

半
水

状
支

、
渦

巻
き
状

支
、
磨

L無
節

ナ
デ

Ⅱ
-1
-1

14
93

中
F2
5・

C2
7

深
鉢
H1
2a

口
～

底
部

若
干

波
状

?、
丸

み
撚

り
糸

文
単

軸
絡

条
体
(L

無
飾

)

平
坦

、経
依
痕

?
Ⅱ
-6
-1

Fあ
Ⅲ

下
台
付

き
浅

鉢
ほ

ぼ
完

形
無

文
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掲
載
番
号

出
土
地
点

残
存

部
位

口
唇

部
形

態
地
  

文
備
  

考

Ⅱ
下

深
鉢

底
部

平
坦

、
網

代
痕

網
代

痕
は

2本
超

え
2本

潜
り

2本
送

り
に
別

の

条
が

斜
め

に
入

る

中
F囲

憲
～

Ⅱ
(2
b)

台
付

き
浅

鉢
ほ

ぼ
完

形
平

縁
、
刻

み
日
、
B突

超
?

羊
歯

状
文

、
ミ
ガ

キ
台

、
ミ

ガ
キ

Ⅳ
-2
-2

口
縁

部
に
孔

有
(約

2側
)

14
97

CE
中

F2
6

E上
注

目
土

器
DI
Id

ほ
ぼ

完
形

(注

□
部

欠
椙

)

平
縁

、
叉

状
突

運
三

叉・
叉
状

貼
瘤

、弧
線

状
入

組
み
文

無
女

ナ
テ

注
回
部

に
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
付

看

14
98

GE
中

Ⅲ
下

深
鉢
Bl

回
～

胴
部

上
半

平
縁

、
丸

み
網

目
状

撚
り
糸

又
、
曲

線
文

、
暦

脂
縄

文
単

軸
絡

条
体
(L

錘
飾

】

地
文

施
文

後
に
稚

拙
な
沈

線
に

よ
る
特

殊
文

様
が

モ
チ

ー
フ

占
れ

る
、外

面
煤

付
着

中
Ⅱ
上

。 中
鉢
Hl
a

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
内
肖
1ぎ

、肥
厚

、
大

小
の

叉
状

突
起
(5
単

位
)

縦
長

先
鋭

貼
瘤

、玉
抱

き
状

R無
節

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

平
坦

一
部

で
あ

る
が

瘤
が
玉

抱
き
状

、
内
外

面
煤

付
着

15
00

GE
中

Ⅲ
上

合
付

き
皿

合
部

無
文

穿
孔

が
台

部
側

面
に

2個
(焼

成
後

?)
、

底
部

に

1個
有

(焼
戒

前
)

中
F2
6

I
口

～
胴

部
下

半
平

縁
、
内
削

ぎ
磨

消
縄

文
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

肛
-6
-4

15
11
2

中
F2
6・

F2
7

鉢
ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
内
削

ぎ
、
肥

厚
ナ

デ
平

坦
外

面
脆

い
(加

熟
の

た
め

)、
輪

積
み
痕

明
瞭

、
内
外

面
煤

付
着

中
F2
6

Ⅲ
上

深
鉢

DⅡ
Ib

1/
2冗

形
平
縁

、
丸

み
先

鋭
貼

瘤
、入

組
み

帯
状

文
、
磨

消
縄

文
、
浮

彫
ナ

デ
、
ミ
ガ
キ

上
げ
底

状
肛
-0

内
面

煤
付

着

肛
中

壷
Ea

ほ
ぼ

完
形

(ロ

縁
部

欠
損

)

無
文

平
坦

Hl
-6

中
鉢
HI

口
～
胴

部
下

半
平
縁

、
角
状

顕
部

に
先

鋭
貼

瘤
、
ミ
ガ

キ
無

文
ナ

デ

中
F2
6・

H2
6

肛
中

深
鉢
El

口
～

胴
部

平
縁

、
角

状
先

鋭
貼

瘤
、
入

組
み
帯

状
文

、
充
填

縄
文

、
浮

き

彫
り
状

L無
節

ナ
デ

中
F2
6

合
付

き
浅

鉢
口
～

底
部

(台
平
縁

、
丸

み
非

結
束

羽
状

縄
文

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

台

中
F2
6

Ⅱ
中

四
足

皿
底

～
脚

部
(脚

無
文

足
(4
個

)
胎

土
か

ら
晩

期
?

15
11
9

中
Ⅲ

中
深

鉢
D2

回
～

胴
部

上
半

波
状

□
縁

、
内
削

ぎ
、
肥

厚
、
大

先
鋭

貼
瘤

、入
組

み
帯

状
文

、
非

結
束

羽
状

縄
丈

(異
方

向
)、

磨
消
縄

文
(ミ

ガ
キ

)

大
型

叉
状

突
起

。 縦
長

小
突

起
・

小
型
X状

栗
運

に

よ
り
構

成
さ
れ

る

中
皿
上

(3
)

台
付

き
壷
MI
Id

完
形

平
縁

、
丸

み
先

鋭
貼

瘤
、
ミ
ガ
キ
、
浮

き
彫

り
状

無
文

釣
り
下

げ
形

壷
(側

面
の
貼

瘤
と
台

部
に

孔
2単

中
F2
6

皿
中
・
下

深
鉢

非
結

束
羽

状
縄

文
Π
-6
-3

上
面

観
は
楕

円
形

(籠
を
模

倣
)、

補
修

孔
有

中
F邪

Ш
中

口
縁

部
平
縁

、
角

状
ク

ラ
ン
ク
状

文
、非

結
東

羽
状

縄
文

(異
方

向
)、

ミ
ガ

キ

加
曽

利
Bl
式

並
行

、
外

面
燦

付
着

GE
中

F2
6

Ⅱ
中

鉢
突

起
大

形
突

記
、
前

み
沈

練
文

、
刺

突
列

LR
Ⅲ
-2
-2

縄
文

の
節

は
細

か
い
、加

曽
利
B2
式

並
行

中
F2
6・

G2
6

Ⅱ
中・

下
座

日
土

器
無

又
輪

積
み

痕
明

瞭
、
内
面

黒
色

処
理

?

中
壷

回
～

胴
部

卜
半

平
縁

、
丸

み
渦

巻
き
文

、
平

行
沈

線
RL

Ⅳ
-1

胴
部

中
位

に
段

を
も
つ

器
形

、
朱

は
外

面
は
全

面
、

内
面

は
回
～
顕

部
に
観

ら
れ

る

GE
中

F2
7～

F2
8

台
付

き
鋏

?
台

部
台

、穿
孔

Ⅲ
-6

GE
中

F2
6・

C路
台

付
き
深

鉢
?C
2

口
～
胴

部
中
位

波
状

回
縁

、
大

形
突

起
刺

突
列

(半
裁

竹
管

)、
栢

円
又

、
渦

巻
き
状

文
、

ミ
ガ

キ

LR
(0
段

多
条

?)
ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
内

外
面

煤
付

着

中
F2
6

非
結

束
羽

状
縄

文
平

坦
亜
-6
-3

内
面

黒
色

処
理

?

15
19

CE
中

G2
4

深
鉢

B皿
2

ほ
ぼ
完

形
波

状
口
縁
(6
単

位
?)
、

や
や

曲
線

帯
状

文
(S
字

状
、
渦

巻
き
状

)、
踏

7肖
縄

文
L無

師
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

平
坦

内
面

黒
色

顔
料

塗
布

、
十

腰
内

1新
の

可
能

性
あ

り

GE
中

ll
l上

波
状

口
縁

、
丸

み
、
波

頂
部

に
刻

稚
拙

な
平

行
沈

線
、
内
面

に
鋏

状
況
線

文
無
k

内
面

に
沈

線
に

よ
る
特

殊
文
練

中
G2
4

al
下

片
口

鉢
□

縁
部

小
疲

状
口

縁
、
丸

ろ
沈

線
に

よ
る
木

状
文
様

が
楢

か
れ

る
、
内

面
に

沈
線

文
(X
字

状
)

LR
15
27
と

同
一

個
体

GE
G2
3

皿
下

浅
鉢

口
縁

部
平

縁
、
丸

み
渦

巻
き
状

文
(縦

位
連

続
)、

円
文

(括
弧

状
)、

沈

線
文
(3
条

平
行

沈
線

)

無
文

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ

中
深

鉢
口
縁

部
平

縁
、
丸

み
束
1実

文
)

早
lt
u絡

条
体

第
1

At
tL

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
胎

上
に
繊

維
混

入

GE
中

F2
6

平
縁

、
丸

み
、
折

り
返

し
回
縁

状
口
縁

部
に
約

2銀
の
無

文
帯

(ナ
デ

)
平

坦
、
ミ
ガ

キ
煤

は
内

面
底

部
付

近
に
の

み
付

着

中
GИ

・
C2
5・

G2
7

深
鉢

口
～

胴
部

小
波

状
口
縁
(4
単

位
)、

丸
み

口
縁

部
原

体
押

圧
文

、
胴

部
綾

絡
文

(羽
刃
髄

Ю
結

束
第

2種
LR
。

RL
ナ

デ
、
ミ
ガ
キ

15
26

GE
中

C2
3

深
鉢

回
～
胴

部
平
縁

、
丸

み
回
縁

部
原

体
押

圧
文

L

■
-2
-1

胎
土

に
繊

維
・

長
石

混
入
、
外

面
燦

微
量

付
着

中
GИ

肛
下

片
回

鉢
口

縁
部

(注
ぎ

口
)

平
縁

、
丸

み
沈

線
に

よ
る
木

状
文

様
が

摘
か

れ
る
、
内

面
に

沈
練

支
(X
字

状
)

沈
線

に
よ

る
特

殊
文

様
、
15
21
と

同
一

個
体

15
28

中
C2
3・

24
・
コ

24

Ⅳ
深

鉢
】同
部

□
縁

部
不

整
撚

り
糸

文
、
胴

部
木

目
状

撚
り
糸

文

単
軸
絡
条
体
第

1

At
t 
L

ナ
デ

胎
上

に
繊

維
混

入
、
時

期
検

討
要

す
る
、
内
面

煤
付

着

15
29

中
鉢
E2
a

ほ
ぼ
完

形
波

状
回
縁
(4
単

位
)、

丸
み
、
疲

平
行

沈
線

、
多

条
沈

線
(2
 o
r8
条

)に
よ

る
入

組
み
状

文
(渦

巻
き
、
S字

状
?)
、

磨
消

縄
文

LR
?(
L無

節
?)

ミ
ガ
キ

平
IB

上
面

観
は
方

形
、
日
縁

部
内

面
に
L無

節
、胴

部
内

面
に
特

殊
文

糠
(球

根
状
・

種
状

文
様

4単
位

)

1開
0

GE
中

G2
4

Ⅳ
深

鉢
口
～
胴

部
平

縁
、
丸

み
回
縁

部
原

体
押

圧
文

(組
み
紐

?)
、

顕
部

束
1突

支
、

結
節

が
2
種

類
で

原
体
L

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

胎
土

に
繊

維
混

入
、原

体
の
種

類
検

討
、
外

面
煤

微
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出
土

地
点

層
  

位
残

存
部

位
口
唇

部
形

態
文

様
特

徴
地
  

文
底

部
形

態
分
 

類
1 
  
  
  

備
 

考
15
31

CE
中

Ⅱ
下

浅
鉢

1/
2完

形
波

状
国
縁
(4
単

位
)、

丸
み

多
条
沈
線

(2
条

)に
よ
る
入
組

み
状

文
(渦

巻
き
、鋏

状
)、
磨
消
縄
支
、内

面
に
縞
マ

L無
節

平
坦

CE
壷

□
～

胴
部
上

半
平

縁
ナ
デ
、輪

積
痕

器
形

か
ら
見

る
と
晩

理
?、

内
面

黒
缶
楓

理
?

中
G2
4・

25
深

鉢
口

～
胴

部
上

半
疲

状
口
縁

、
丸

み
、
波

頂
部

刺
突

卯
|

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

無
文

Ⅱ
-6
-1

後
期

中
粟

?

15
34

中
Ⅲ

下
台

付
き
浅

鉢
1/
2完

形
波

状
回
縁

、
丸

み
曲
線

文
、刺

突
文

無
文

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

台
、
沈

線
Ⅱ
-1
-1

台
部

に
3単

位
で

切
れ
込

み
有

、十
腰

内
I新

の
可

能
‖

あ
め

深
鉢

平
縁

、
角

状
円

文
中

Gワ
4

深
鉢

回
～

胴
部

平
縁

、
丸

み
回
稼

司
`原

体
押
L文

、頸
部

刺
突

文
、
ハ
状
押
底

胴
部

羽
状

縞
支

結
束

第
1種

LR
・

胎
土

に
繊

維
混

入

G閉
無

文
中

C2
4

深
鉢

口
～

胴
部

波ヽ
状

口
縁

、丸
み

U豚
部

原
葎

FI
IL
又

、
顎

部
刺

失
又

、
胴

罰
`木

日
単

HI
I絡

条
体

第
1

At
t 
L

胎
上

に
繊

維
混

入
、
内

外
面

煤
付

着

中
鉢
EI
a

暦
消

縄
文

中
G2
4

深
鉢

口
～

胴
部

平
縁

、
丸

み
回
塚

部
原

体
押
L文

、
胴

部
羽

状
縄

文
結

束
第

1
種
LR

胎
上

に
繊

維
混

入

G2
5

Ⅱ
上

口
繰

部
波

状
口
縁

、
内

削
き
、
肥

厚
、
大

小
の
叉

状
突

起
叉
状

貼
瘤

、
入

組
み
帯

状
文

、
非

結
東

羽
決

饉
患

磨
消

編
支

、淳
芦
彫

め
II

LR
・
RL

穂
修

孔
有

Ⅱ
上

完
形

半
縁

、
丸

み
顕

部
に
沈

線
無

文
ナ

デ
、
ミ
ガ

キ
、
ヶ

ズ
リ

平
坦

内
面

調
整

は
口
縁

部
が

ナ
デ
、
頸

～
胴

部
下

半
が

丹
念

な
ミ
ガ

キ
、
底

部
付

近
が

荒
め

の
ケ

ズ
リ
、胴

部
下

半
内

面
タ
ー

ル
?付

着
中

鉢

皿
上

胴
部

内
外

面
煤

付
着

GE
中

肛
上

深
鉢
A2

口
～

胴
部

中
位

疲
状

口
縁

、
角
状

、縄
文

回
縁

部
に

3～
4側

の
無

文
帯

(ミ
ガ

キ
)、

内
面

に
縄

文
LR
(0
段

多
条

?)
肛
-2
-1

波
頂

部
の

内
面

は
一

つ
置

に
縄

文
を

施
文

、
外

面
に
黒

い
付

着
物

(煮
こ
ぼ

れ
?)

CE
中

G2
5

Ⅱ
上

鉢
回

縁
部

平
縁

、
耳

状
突
起

、
叉

状
突

起
、

沈
線

支
円
形

刺
突

列
、
ク

ラ
ン
ク
状

文
?、

磨
消

縄
文

LR
ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
夫

起
の

形
択

は
tH
状

を
呈

し
、
そ

の
両

端
に

は
叉

状
宴

fE
を

付
加

、
同
底

部
に

/1
綿

中
ll
l上

深
鉢

回
～
底

部
平

縁
、
角

状
、
縄

文
燃

り
糸

文
?

単
軸

絡
条

体
(L

無
節

)

El
-6
-1

司
`分

H」
に
種

類
不

明
の
原

体
が

見
ら

れ
る

、
外

面
煤

付
着

CE
中 百

02
5

G2
5

皿
上

壺
口
～

底
部

無
文

平
坦

Ⅲ
-6
-1
?

深
鉢

1/
2嘉

形
オ

デ
平

坦
15
51
1

中
G2
6

Ⅱ
下

深
鉢

口
縁

部
半

縁
、
丸

み
LR
(ビ

ッ
チ

リ
編

支
う

ナ
デ

胎
上

に
繊

維
混

入
、外

面
煤

付
着

、
早

稲
田
第

6黒

E
HZ

胴
部

十
腰

内
I式

新
段

階
の
可

能
性

有
中

H2
3・

H2
4

I、
Ⅱ

下
深

鉢
口

～
胴

部
平
縁

、丸
み

回
縁

部
原

体
押

圧
文

、頸
部

刺
突

文
、
胴

部
綾

杉
縄

文
単
轍
絡
条
体
第

1

At
tL
?

胎
上

に
綴

維
混

入
、
内

外
面

燦
微

量
付

着

GE
中

Ⅱ
中

浅
鉢

胴
部

下
半

～
底

部
穿

孔
有

(側
面

か
ら
底

部
に
抜

け
る

)
無

文
平

坦
■

は
向

IR
lか

ら
穿

た
れ

て
い

る
、
内

外
面

朱
塗

布

中
Ⅲ

上
浅

鉢
1/
2完

形
小

波
状

□
縁

、突
思

1朝
立

?)
、

角
状

平
行

沈
線

、
穿

孔
有

L無
節

LR
ナ
デ
、
ミ
ガ

キ

平
坦

、網
代

痕

上
げ
底

状

Ⅲ
-2
-1

突
起

の
形
状

は
段

状
を
呈

し
、
内

面
に

平
行

沈
線

に
よ

る
V字

状
文

様
が
描

か
れ

る
、
外

面
燥

微
量

付
着

F2
6

Ⅱ
下

注
□
土

器
E1
lb

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
角
状

先
鋭

貼
瘤

、
短

沈
線

、
磨

消
縄

文
、浮

き
彫

り
状

CE
F2
6

H下
合
付

き
鉢

日
～

底
部

(台

部
欠

損
)

平
縁

、
叉

状
貼

瘤
小

突
起

(9
単

LR
台

、縄
文

台
部

に
見

ら
れ

る
縄

文
は
、
接

合
面

を
強

化
す

る
た
め

の
凹

凸
を
付

け
た

と
思

わ
れ

る
下

無
文

五
-2
-2

F2
6・

C2
6

皿
中・

下
深

鉢
EⅡ

la
ほ

ぼ
完

形
半
縁

?、
大

小
の
叉

状
突
起

先
晩

jI
S瘤

、縦
長
貼

瘤
、
入

組
み
需

状
文

、
玉

抱
き
状

、磨
消
縄

文
?

平
坦

内
外

面
煤

付
着

F2
6

皿
下

鉢
胴

～
底

部
先

鋭
jI
S層

、
人

組
み
帯

状
文

、
短

沈
線

、
磨

消
縄

文
、
浮

き
彫

り
状

LR 銀
支

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ

ナ
デ

刈 　 一合
GE

F2
6

圧
下

台
付

き
鉢

II
d

先
鋭

貼
瘤

、
短

沈
線

、
浮

き
彫

り
状

下 一 下

F2
6・

F2
7

F2
6

Ⅲ
下

Щ
下

平
縁

、
刻

目
帯

15
62

GE
無

文
山
形

状
回
縁

(大
小

の
三

角
形

状
)

先
鋭

貼
層

、
入

組
み
帯

状
文

、
充

填
縄

文
、
ミ
ガ

キ
、
浮

き
彫

り
状

LR
く

0段
多
条

)
ナ

デ

F2
6

皿
下

□
～
胴

部
上

半
平

縁
、
丸

ろ
抗
線

、
非

結
束

羽
状

縄
文

(異
方

向
)、

磨
消

縄
文

(ミ
ガ

キ
)

LR
H-
3

Ⅲ
-6
-1
?

15
65

下
F2
6・

G2
6

Ⅱ
下

合
付

き
深

鉢
?C

胴
部

平
坦

、擦
過

痕
萩

又
踏

消

篤
文

LR
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ⅱ
-2
-2

加
曽
利
B2
式

並
行

下
F2
6

Ⅲ
下

切
断

董
付

き
憂

口
縁

部
小

波
状

国
縁

、 刻
み

目
、折

り
返

t´
□
綴

切
断

無
文

外
面

朱
塗

布

GE
下

F2
6,
C2
6

Ⅱ
下

深
鉢

】同
部

叉
状

貼
瘤

、
縦

長
賠

瘤
、
入
組

み
帯

状
文

、
磨

消
縄

支
LR

外
面

煤
多
量

付
着

、
内
面

黒
い
物

質
付

着
、
十
腰

内
Ⅳ

式
新

段
階

の
可

能
性

有
下

F%
・

G2
6

皿
下

深
aI
IC
 I

□
～

胴
部

半
縁

、
内

削
ぎ
、
肥

厚
、
先

鋭
突

記
先

鋭
貼

瘤
、
入
組

み
帯

状
文

ナ
デ

内
外

面
煤

付
者
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掲
載
番
号

也
土
地
点

出
土

地
点

層
  

位
器

種
名

F%
・

G2
6

舶
部

中
位

～
底

部

疲
誦

又
、
磨

lH
縄

叉
?

LR
ナ

デ
、
ケ

ズ
リ

平
坦

、
網

代
痕

15
70

GE
下

F2
6

Ⅱ
下

深
鉢
E3

口
縁

部
波

状
回

縁
、
1巴

厚
、
大

小
叉

状
貼

瘤
突

起

叉
状

貼
瘤

、
入
組

み
帯

状
文
、
ミ
ガ

キ
、
を

き
彫

り
状

口
縁

部
は
大

形
叉

状
突

起
を

も
ち
、
間

に
小

形
の

叉
状

貼
瘤

状
突

起
が

2個
一

対
て

付
加

さ
れ

る
、

内
面

煤
付

着

平
縁

、
内

肖
‖
ぎ

先
鋭

貼
瘤

、
刺

突
ア

!、
弧

線
状

入
組

み
文

無
文

15
72

下
ul
下

台
付

き
壺

」
1l
d

完
形

平
縁

、
丸

み
先

鋭
貼

瘤
・

方
形

区
画

文
(微

隆
帯

と
沈

線
に

よ

り
構

成
)、

ミ
ガ

キ

RL

下
F2
7

圧
下

口
～

胴
部

上
半

平
縁

、
角
状

先
鋭

貼
瘤

、磨
消

縄
文

、
浮

き
彫

り
状

GE
F2
7

皿
中

台
付

き
壷

胴
部

先
鋭

贈
層

、
人
継

み
状

文
く解

き
彫

り
荻

)、
磨

消

縄
文

台

GE
下

口
～

胴
部

無
文

GE
下

圧
下

合
付

き
壷

台
付

き
鉢
Gl
d

1/
2完

形
半

縁
、
丸

み
先

鋭
貼

瘤
(台

部
の
貼

瘤
は

7単
位

)、
入

組
み

LR
Ⅱ
帯

の
文

様
単

位
は
不

明
、
台

部
の

7単
位

の
貼

瘤
は
間

隔
が

均
―

で
は

な
い

台
、
穿

孔
胴

部
と
の
接

続
部

ア
ス

フ
ァ
ル

ト
付

着

下
Ⅲ

下
台

付
き
皿

台
部

十
腰

内
Ⅱ
式

?

下
C2
5・

H2
5

深
鉢

FⅡ
lb

1/
2完

形
起

X状
突

起
、人

組
み

状
又

(欅
rl
灰

,、
身
F繕

東
羽

状
縄

文
(異

方
向

)、
磨

消
縄

文

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
上

げ
底

状
内
面

黒
色

処
理

?

頸
部

の
上

面
観

は
袴

円
形

、
外

面
煤

付
着

Ⅱ
下

鉢
胴

～
底

部
疑

似
口

縁
?(
再

加
正

?)
平

行
沈

練
、
曲
線

文
、
磨

消
縄

文

I幽
GE

下
H2
5,
G2
5

Ⅲ
上

浅
鉢

口
～

胴
部

平
縁

、
丸

み
、
や

や
肥

厚
平

行
沈

線
、
方

形
区

画
文

、
磨

消
縄

文
LR

内
面

調
整

は
丹

念
に

ミ
ガ

キ
が

施
さ

れ
て

い
る

(光
沢

が
感

じ
ら
れ

る
)、

内
面

黒
色

処
理

?

15
85

下
Ⅱ

中
深

鉢
BШ

la
完

形
平
縁

、
角

状
、
刻

み
目

活
弧

状
文
(6
単

位
)、

弧
線

状
文

(平
行

沈
線

、

6単
位

)、
ミ
ガ

キ

無
文

平
坦

内
外

面
煤

付
着

GE
下

皿
中
・

下
深

鉢
A1
la

口
～
底

部
平
縁

、
角

状
、縄

文
LR

平
坦

Ⅱ
-6
-1

内
面

調
整

は
回

縁
部

横
ミ
ガ

■
、
胴

部
縦

ミ
ガ

キ

後
繊

ナ
デ

1/
2完

形
平

縁
、
丸

み
沈

線
に

よ
る
幾

何
学

文
様

無
文

ナ
デ

平
坦

CE
下

G2
5

肛
中
・
下

深
鉢

回
縁

部
波

状
回
縁

、
円

形
突

起
鮪

み

"
充
線

文
く太

め
)、

楕
円
文

?、
刺

突
列

、
磨

消
縄

文

LR
突

起
は
上

面
観

が
円
形

で
、
縁

辺
に

東
1突

列
が

施
さ
hる

下
工
中・

下
深

鉢
CⅡ

la
ほ

ぼ
完

形
平
縁

、
丸

み
網

目
状

撚
り
糸

文
単

軸
絡

条
体
(L

無
節

)

平
坦

外
面

剥
落

部
分

多
い

、
内

外
商

繰
付

看

下
Ⅱ

中
台

付
き
深

鉢
胴

部
下

半
～

台
部

半
円
刺

突
列
(2
条

)、
ミ
ガ
■

LR
ナ

デ
印

の
細

か
い

櫂
文

を
施

文

壺
ほ
tF
完

形
(口

平
行

沈
練
(4
条

)、
入

組
み
帯

状
文

、
ミ
ガ
キ

LR
平

坦
原

体
の

施
文

方
向

は
横

回
転

入
組

み
帯

状
文

L無
節

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

G2
5

Ⅲ
下

壺

無
文

オ
デ
、
ケ

ズ
リ

若
干

丸
底

状
Ⅲ
-6

ヨ
ッ
プ
状

G2
5

Ⅲ
下

深
鉢
CH
Ia

ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
丸

み
、
複

合
回
縁

網
目
状

撚
り
糸

文
単

軸
絡

条
体
(L

無
飾

)

平
坦

、
笹

?
肛
-6
-1

煤
は

内
面

胴
部

下
半

付
近

に
の

み
付

着
、
外

面
剥

台
付

き
皿

1/
2完

形
小

波
状

□
縁

、
丸

み
ナ

デ

CE
G2
5

Π
下

02
5

□
～

】同
部

半
稼

、
月

択
網

目
状

撚
り
糸

文
単

軸
絡

条
体
(L

鐘
飾

)

Ⅱ
-6
-1

内
外

面
煤

付
着

LR
(0
段

多
条

|

下
Ⅱ

下
深

鉢
口
縁

部
平

縁
平
行
沈
線
、沈

線
に
よ
る
花
状

?文
様

が
摘

か
れ
る

無
文

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
沈

線
に

よ
る

特
殊

文
様

G2
5

Ⅱ
下

壺
頸

～
胴

部
上

半
入
組

み
帯

状
文

?、
磨

消
縄

文
(ミ

ガ
キ

)
LR

ナ
デ
、
輪

積
痕

胴
部

中
位

で
切

断
さ

れ
て

い
る

と
思

わ
れ

る
、
外

面
赤

色
顔

料
?

壺
J1
lb

完
形

平
縁

、
丸

み
入

組
み
帯

状
文

(標
掛

状
、
3単

位
を
基

調
)、

充
RL
(0
段

多
条

)
上

げ
底

状
底

面
が
安

定
し
な

い
た

め
、
正

立
し
な

t

若
干

上
げ

底
状

16
04

G2
6

注
目
土

器
?

口
縁

部
平
縁

、
B突

起
入
組

み
三

叉
文

(唐
草

文
様

風
意

匠
)、

短
沈

線
、

ミ
ガ

キ
無

文

G2
5,
■

25
深

鉢
AI
〕

は
ぼ
完

形
平
縁

、
角

状
回
縁

部
に
無

文
帯

(約
4 
cI
・

ミ
ガ

キ
)

RL
平

坦
Ⅱ
-6
-1

内
外

面
と

も
鼠
1落

部
分

多
い
、
□
縁

部
に

補
修

孔
2ケ

所
(1
つ

は
貫

通
し
て

い
な

い
)、

内
外

面
煤

補
修

孔
有

Ⅱ
上

香
炉

形
土

器
1/
2完

形

G2
6

単
孔

土
器

ほ
ぼ

冗
形

(日

縁
部

欠
損

)

人
組

み
需

状
文

、
非

結
束

羽
状

縄
文

、
ミ
ガ

キ
LR
・
RL
?

上
げ

底
状

底
部

内
面

付
近

特
に
磨

か
れ

て
い

る
、
羽

状
縄

文
は
LR
一

種
類

に
よ

る
異

方
向
縄

文
の

可
能
性

有
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器
種

名
残

存
部

位
文

様
特

徴
地
  

文
備
  

考
下

C2
6

Ⅱ
上

片
口

壷
日

～
顕

部
波

状
口
縁

、縄
文

平
行

沈
線

、
入
組

み
帯

状
文

、磨
消

縄
文

(ミ
ガ

キ
】

鳥
の

畷
涼

片
口

で
徳

利
形

壷
と
思

わ
れ

る

G2
6

Ⅱ
～

皿
(2
b)

注
口

土
器
Dl
lb

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
内
削

ぎ
、
叉
状

突
起

X状
貼

瘤
、入

組
み

帝
状

文
、
非

結
束

羽
状

縄
文

(異
方

向
)、

磨
消
縄

文
、
浮

き
彫

り
状

LR
上

げ
底

状

Ⅲ
上

台
付

き
鉢

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
□
縁

端
に

4個
の
横

長
突

起
、突

起
に

は
縦

方
向

に
孔

有
、
沈

線
し
無

節

Ⅲ
上

皿
1/
2完

形
平

縁
、
丸

み
無

文
丸

底
状

、
抗

線
底
部

に
見

ら
れ

る
沈
線

は
規
則
性
が
無

く
、
ひ

っ
か

き
痕
状
で
あ

る
、
ミ
ユ
チ
ュ
ア

?

G2
6

Ⅱ
上

台
付

き
重

先
鋭

貼
瘤

、4
同
部

中
位

に
は
縦

に
孔

が
開

い
た

瘤
と
孔

の
無

い
瘤

が
交

互
に
付

加
、
台

部
に

孔
(つ

ケ
所

)、
ミ
ガ
キ

無
文

釣
り
下

げ
形

壷

Cつ
6・
G2
7

皿
中

深
鉢
Dl

口
～

胴
部

下
半

半
縁

、
角

状
先

鋭
贈

層
、
入

組
み
帯

状
文

、
磨

消
縄

文
LR

C2
6

Ш
上

浅
鉢

ほ
ぼ

完
形

:状
口

縁
(3
単

位
?)
、

丸
み

無
文

平
坦

内
外

面
煤

微
量
付

着
皿

上
鉢
Dl
a

ほ
ぼ

完
形

半
縁

、
角

状
、
絡

陳
LR

半
jI
H

G2
6

肛
中

深
鉢

回
縁

部
疲

状
口

縁
、
大

小
の

叉
状

突
起

貼
層

、
入
組

み
帯

状
文

、
磨

消
縄

文
LR

師
の

細
か

い
縄

文
を
施

文
す

る
、
内
面

黒
色
処
理

?

ト
Ⅲ

中
深

鉢
回

縁
部

半
稼

、
内

削
き
、
小

突
起

(頂
部

平
縁

)

貼
瘤

、
入

組
み
帝

状
文

、
X字

状
沈
線

、
磨

消
縄

文
LR

内
外

面
燦

微
量

付
着

C'
6

Ⅱ
下

完
形

半
縁

、
丸

み
縦

位
Й
線

、
沈
線

間
磨

消
縄

文
帯
(5
単

位
)

LR
平

坦
棗
形

壷
、
外

面
黒

色
顔

料
塗

布
Ⅱ

中
深

鉢
H皿

2b
口

～
底

部
半

縁
、
角

状
、
先

鋭
貼

瘤
状

突
起

非
結

束
羽

状
縄

文
RL

内
面

黒
色

処
理

G2
6

Ⅱ
下

香
炉

形
土

器
完

形
琢

形
状

叉
状

貼
瘤

、透
か

し
(弧

状
)、

刺
突

列
、
日

形
束

J

突
文

、
沈

線
文

無
文

台
台

部
内

面
調

整
は
粗

雑
な

ナ
デ

を
主

体
と
す

る
が

一
部

指
(指

紋
?う

1こ
よ

り
整

形
さ
れ

て
い

る
GE

G2
6

Ⅱ
下

鉢
ほ

ぼ
完

形
撚

り
糸

文
早

7B
I絡

条
体

く
L

無
節

)

平
坦

Ⅲ
-6
-1

GE
下

G2
6

Ⅱ
下

浅
鉢

口
～

胴
部

下
半

平
縁

、
丸

み
叉
状

貼
瘤

、
先

鋭
貼

瘤
、
入

組
み
帯

状
文

(連
続

円
う
、
充

壇
蘊

支
LR
(0
段

多
条

)
台
付

き
浅
鉢

?

下
皿

中
胴

部
貼

瘤
、
変

形
工

字
文

、
剤

突
文

(斜
tF
に

束
1実

)
無

文

下
皿

下
口

縁
部

平
縁

、
内

削
ぎ
、
山

形
状

突
起

(三
角

形
状

)

網
目
状

沈
線

(千
鳥

格
子

状
文

様
)、

磨
消
縄

文
LR

ナ
デ
、
ミ
ガ
■

内
向

の
色

調
は
部

分
的

に
黒

色
(黒

色
処

理
?)
を

呈
す

る
下

G2
6

鉢
底

部
平

坦
、
紹

代
痕

底
面

付
近

に
黒

色
の

物
質

付
着

下
G郷

深
鉢

口
～
胴

部
平

縁
、
丸

み
先

鋭
Xb
層

、
暦

消
縄

文
(ミ

ガ
キ

)、
浮

き
彫

り
状

LR
ナ

デ
外

面
煤

微
量

付
着

下
G昴

壷
NI

口
～
胴

部
中
位

平
縁

、
丸

み
□

～
顎

部
無

文
、
,F
結

束
羽

状
縄

文
(異

方
向

)
LR

16
29

下
G邪

重
頸

部
(口

縁
部

欠
損

)

先
鋭

出
期

、
半

行
隆

線
(浮

き
彫

り
状

)、
ミ
ガ

■
無

凍
輪

積
痕

下
深

鉢
日
縁

部
山

形
状

口
縁

(頂
部

が
叉

状
)

網
日

状
況

線
、
磨

消
縄

文
RL

時
期

検
討

要
す

る
16
31

下
G2
6

Ⅱ
～

ll
l(
2b
,

深
鉢

D 
Ⅲ
3b

ほ
ぼ

完
形

山
形

状
□
縁
(5
単

位
)、

丸
み
、

肥
厚

叉
状

貼
瘤
(5
単

位
)、

入
組

み
帯

状
文

(メ
ガ

ネ
状

5単
位

)、
非

結
束

羽
状

縄
文

、
磨

消
縄

文
、
浮

き
彫

り
状

LR
oR
L

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
上

げ
底

状
内

外
向

煤
付

着

下
G2
6

深
鉢
Db

顎
～

底
部

平
行

沈
線

、磨
消

縄
文

上
げ
ほ
状

形
態

か
ら
後

期
後

葉
?、

内
外

面
煤

付
着

GE
Ⅲ

上
香

炉
形

土
器

回
～

胴
部

(台

部
欠

損
)

橋
状

突
起

先
鋭

貼
瘤

、平
行

沈
線

、
透

か
し

(口
唇

部
)

無
文

台
皿
-5

時
期

検
討

要
す

る
、
内

面
煤

付
着

下
G2
6

深
鉢

E
胴

～
底

部
先

鋭
貼

瘤
、磨

消
縄

文
オ
デ
、
ミ
ガ

キ
平

坦
瘤

は
文

様
の
接

点
に
付

く
、胴

部
上

半
の

欠
損

部
分

は
磨

か
れ
再

加
工

し
回
縁

化
さ
れ

て
い

る
可
能

性
有

、顕
部

外
面
煤

付
着

鉢
1/
2完

形
S字

状
文

、
ミ
ガ

キ
底

面
の
痕

跡
は
笹

の
可

能
性

有
1∞

6
下

台
付

き
浅

鉢
台

部
無

文
台

部
に

2ケ
所

の
孔

下
深

鉢
口
～

胴
部

上
半

平
縁

、
丸

み
無

文

下
C2
6

波
状

回
縁

、
耳

状
突

起
沈

練
文

、
S字

状
文

補
修

乳
有

、
内

外
面

嬢
付

着
下

G2
7

Ⅲ
上

】 同
彗

`

先
鋭
貼
瘤
、弧

線
状
文

(微
隆
線

)、
ミ
ガ

キ
、
淳

き
周
夕
り

I犬

無
又

下
G2
7

深
鉢

回
縁

部
平

縁
、
内

削
ぎ

先
鋭

貼
瘤

、
入

組
み
帯

状
文

、
ミ
ガ
キ

、
充

填
縄

文
、
浮

き
彫

り
状

内
外

面
煤

付
着

CE
下

G2
7

注
目
土

器
EI
I

ほ
ぼ

完
形

(注
口

部
欠

椙
)

平
縁

、
丸

み
無

ヌ
平

坦
十

腰
内
W式

?

下
注

目
土

器
Ed

頸
～
底

部
L無

節
台

十
腰

内
V式

新
段

階
、
台

部
欠

損
CE

下
G2
7

皿
上

深
鉢

回
縁

部
平

縁
、丸

み
、
貼
瘤

鋸
歯

状
沈

練
、
磨

消
縄

文
時

期
検

討
要

す
る

GE
下

Ⅱ
上

沈
練

、
ミ
ガ
キ

無
陳

ミ
ガ

キ
、
ナ

デ
、
ケ

ズ
リ

丸
底

状
、

ミ
ガ

内
面

調
整

は
頸

部
に
丹

念
な

ミ
ガ

キ
、
胴

部
は

荒
い

ケ
ズ

リ
、
底

部
は
比

較
的

丁
寧

な
ナ

デ
が

施
さ

れ
る

深
鉢

口
縁

部
網

目
状

沈
線

CE
下

Ш
下

深
鉢
BI

t/
2完

形
平

縁
、
丸

み
単

軸
絡

条
体
(L

無
節

)

縄
文

施
文

後
ナ

デ

GE
壷
EI
Ia

完
形

帯
状

文
く暦

消
帯

)
LR

徳
利

形
壺

、
内
面

黒
い
物

質
付

着
、外

面
煤

付
着
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層
  

位
器

種
名

文
様

特
徴

備
  

考

下
12
5

底
部

平
坦

、
木

棄
痕

深
鉢
Al
la

ま
ぼ

完
形

平
縁

、
角

状
、
縄

文
底

部
に

2 
ca
弱

の
熙

ズ
焉

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

平
坦

、
網

代
煩

内
面

調
整

は
全

体
に

丹
念

に
整

形
さ

れ
て

い
る

猟
面

嬢
徹

畳
付

着

16
開

胴
部

無
文

下
■

あ
深

鉢
口

縁
部

叉
状

突
起

刺
突

列
(右

側
斜

位
か

ら
半

円
状

に
見

え
る

)

ク
ラ

ン
ク
状

支
、
磨

消
編

支
(ミ

オ
キ

)

LR
(0
段

多
条

?)
突

起
は
内
側

に
張

り
出

す

台
付

き
浅

鉢
LR

内
外

面
煤

付
着

GW
上

1
平
縁
、
3個

対
の
小

突
起

、
丸

み
台

CW
と

1
鉢

」
I

口
～
胴

部
平

縁
、
B突

起
、
刻

み
目

羊
歯

状
文

、入
組

み
三

叉
文

、
平

行
沈

線
、
短

沈

練
、
ミ
ガ
キ

L無
節

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
口
縁

部
内

面
端

煤
?付

着

1/
2完

形
平
縁

、
丸

み
LR

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ

香
炉

形
土

器
貼

瘤
、
貫

通
乳

GW
突

起
部

CW
上

1
深

鉢
口
縁

部
平

縁
、
丸

み
員
殻

腹
縁

文
、
爪

に
よ

る
刺

突
文

ナ
デ

胎
上

に
石

英
混

入
、
補

修
孔

有
、
外

面
煤

付
着

、
吹

壷
S1
ld

ほ
ぼ
完

形
無

文

CW
上

1
17
・

19
Ⅲ

上
深

鉢
El

□
～

胴
部

平
縁

、
内
肖
1ぎ

口
縁

部
に
先

鋭
貼

瘤
列・

網
目
状

沈
線

、
頸

部
に

2個
一

対
の
先

鋭
貼
瘤

(4
単

位
?)
。

リ
ン

グ

状
貼

瘤
(4
単

位
?)
。

カ
ッ
コ
状

沈
線

文

外
面

煤
微

量
付

着
、後

期
終

末
期

?

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
B実

起
LR

17
I下

台
付

き
皿

平
縁

、
角

状
ミ
ガ

キ

CW
上

1
17
・

」
7

I、
Ⅲ

上
壷

(注
目

土
器
?'
SI

ほ
1ど
完

形
平

縁
、
角

状
無

文
平

坦
、
ミ
ガ

キ
太

胴
BC
式

?、
内

外
面

剥
落

部
分

多
い

GW
上

1
17

含
付

き
浅

鉢

部

三
叉

文
?、

ミ
ガ
キ
、
沈
線

内
外

面
朱

塗
布

3W
上

1
18
・

19
I中

深
鉢

HⅡ
lb

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
角

以
ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
、
ケ

上
げ
底

状
補

修
孔

有
、上

面
観

は
楕

円
形

、
外

面
煤

付
着

GW
上

1

,1
0

I、
Ⅱ

上
深

鉢
■

1
□

～
胴

部
中

位
平

縁
、
刻

み
日

入
組

み
三

叉
文

、平
行

沈
線

、
ミ
ガ

キ
LR

外
面
煤

微
量

付
着

CW
上

1
18

深
鉢

H皿
lb

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
、
ケ

ズ
リ

Lげ
底

状

16
68

注
口

土
器

胴
～
底

部
無

文
上

げ
底

状

壺
貼

瘤
、
充

墳
縄

文

浅
鉢

1/
2完

形
平

縁
、
角
状

、三
角

形
状

小
突

起
無

文
ナ

デ
、
ケ

ズ
リ

II
l中

台
付

き
皿

平
縁
、れ

7J
回
縁

端
に
先

鋭
貼
瘤

、
ミ
ガ

キ
台

GW
ほ

ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み

GW
上

1
台

付
き
鉢

胴
～

底
部

賠
瘤

、連
弧

文
、
平

行
沈

線
、
沈

線
間

刺
突

列
、

無
文

台
口
縁

再
加

工
の
可

能
性

有
、
当
該

期
の

他
土

器
と

は
様

相
を
異

に
す

る
、
内
面

煤
付

着
、
水

木
田
遺

跡
に
類

例
有

CW
上

1
18
・

19
平

縁
、
内

削
ぎ

上
げ

底
状

CW
上

1
注

目
土

器
CI
ib

ほ
ぼ

完
形

(注

口
部

欠
損

)

平
縁

、
丸

み
無

文
上

げ
底

状
皿
-6
-4

GW
上

1
平

縁
、
丸

み
上

げ
底

状
II
l-
6-
4

台
付

き
浅

鉢
無

文
内

外
面

に
細

か
な

剤
落

多
い

、
ミ
ニ

チ
ェ

ア

CW
ほ

ぼ
完

形
平

坦

沈
線

、
ミ
ガ

キ

GW
Ll

I土
深

鉢
回
～

胴
部

上
半

平
縁

、
角
状

刺
突

列
、
磨

消
縄

文
高

柳
第

Ⅲ
段

階
or
田

柄
貝

塚
Ⅵ
群

土
器

に
類

似
、

後
期

終
末

期
?

深
al

回
縁

部
RL

GW
上

1
19

I、
Ⅱ

上
深

鉢
□

～
胴

部
上

半
卜
縁

、
肉

肖
1き

先
鋭

賠
瘤

、
入
組

み
帯

状
文

、磨
消
縄

文
、
浮

き
し
R(
0段

多
条

)
回
縁

部
及

び
一

部
分

の
瘤

周
辺

に
通

常
の
節

よ
り

細
か

い
節

の
原

体
を
施

文
す

る

皿
上

先
鋭

貼
瘤

、
X字

状
沈

線
内

面
黒

色

CW
上

1
19
・

11
0,

」
9

I、
ll
l上

深
鉢

ほ
ぼ

完
形

(底
平

縁
、
丸

み
異

条
異

節
(L
・
L

ナ
デ

内
外

面
煤

付
着

CW
上

1
Ⅱ

上
注

目
土

器
ほ

ぼ
冗

形
(ロ

縁
部
・

注
目

部

が
キ
、
顕

部
に
段

を
も
つ

無
凍

平
坦

、
ミ
ガ

キ

1∝
7

CW
上

1
皿

上
深

鉢
FⅢ

lb
1ユ
ぼ
完

形
平

縁
、
角
状

、
2個

一
対

の
叉
状

突
起
(4
単

位
)

叉
状

賠
瘤
(4
単

位
)、

入
組

み
状

文
(欅

掛
状

)、

洗
線

文
、
磨

消
縄

文

LR
ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
上

げ
底

状
内
面

調
整

は
回
縁

部
が

ナ
デ
、
胴

部
が

ミ
ガ

キ
を

施
す

CW
上

1
19

肛
上

注
口

土
器
D1
1

完
形

平
縁

、
内
削

ぎ
、
叉
状

先
鋭

剣
g.

小
突

起
(4
単

位
)

先
鋭

貼
瘤

、
叉

状
貼

瘤
、
人

組
み

将
状

文
(運

緒

帯
状

文
)、

短
沈

線
、
口

縁
部

に
約

3 
5c
Iの

無
文

帯

`磨

消
編

支
)、

非
結

束
羽

状
縄

支

LR
・
RL

平
坦

口
唇

部
の
大

型
実

起
(叉

状
先

鋭
実

起
)間

に
付

く

小
突

起
は

2個
―

対
で

付
加
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掲
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番
号

出
土
地
点

文
様

特
徴

地
  

文

GW
上

1
19

ll
l上

台
付

き
壺

1 
1l
d

完
形

平
縁

、
丸

み
収

つ
手

状
層

、
人

組
み

帯
状

文
、
非

結
東

羽
状

縄
LR
・
RL

台
部

に
2ケ

所
の
孔

有
、釣

り
下

げ
形

壺

1帥
GW

上
1

19
台

付
き
壺
Ld

ほ
ぼ

完
形

先
鋭

貼
霜

、
貼

層
、
人

組
み
帯

状
文
(4
単

位
?)
、

充
填

縄
文

?、
淳

き
彫

り
状

L無
節

台
部

付
近

に
白
色

に
変

色
?し

た
部

分
有

、
釣

り
下

げ
形

壷
て

、孔
が

穿
た
れ

て
い

る
突

起
は

2単
位

で
あ

る
。

Ll
」

7・
J8

浅
鉢

ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
丸

み
、
B突

起
?

羊
歯

状
文

、
短

沈
線

、
ミ
ガ

キ
無

文
者

干
丸

底
状

、
ミ
ガ
キ

短
沈

線
施

文
後

に
ミ
ガ

キ
を
施

し
て

お
り
窪

み
状

に
な

っ
て

い
る

こ
1

鉢
II

1/
2完

形
(底

部
欠
福

)

平
縁

、
B突

起
羊

歯
状

文

GW
上

1
I、

H上
浅

鉢
口
～

底
部

平
縁

、
丸

み
事

函
状

文
、
ミ

ガ
キ

若
干

上
げ
園

太
ミ
ガ

キ
内

外
面

剥
落

部
分

有

CW
と

1
と
、
肛
上

皿
1/
2完

形
平

縁
、
丸

み
ミ
ガ

キ
無

文
丸

底
状

?
W-
6

内
外

面
剥

落
部

分
有

CW
上

1
[、

Ⅲ
上

深
鉢
H1
2a

よ
ぼ

完
形

小
波
状

回
縁

、丸
ろ

ヲ F
結
東
羽
状
縄
文

LR
・

Rし
平

坦
上

面
観

は
楕

円
形

、
羽

状
縄

文
は

口
縁

部
に

局
所

的
に
見

ら
れ

大
部

分
は
LR
横

回
転

を
施

文
す
る
、

外
面

煤
徴

量
付

着
注

口
土

器
口

～
胴

部
下

半
平

縁
、
丸

み
、
B突

起
羊
歯

状
文

LR 無
文

1∞
8

GW
上

1
人
面
袋

飾
付

き
壷

口
縁

部
半

縁
、
丸

み
粘

土
紐

貼
り
付

け
に

よ
る
人

面
文
様
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入

組
ら

帯
状

文
?

LR
十
腰

内
Ⅳ

式
?、

外
商

朱
塗

布

16
99

CW
上

1
Ⅱ

上
非

結
東

羽
状

縄
菜

し
Ro
Rl

ミ
ガ

キ
台
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上

1
I、

Ⅱ
上
・

中
台
付

き
鉢

II
d

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
角

状
非

結
束

羽
状

緯
陳

LR
・

RL
(0

段
多

条
)

内
面

黒
色

処
理

?

壺
E1
la

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
ナ

デ
平

坦
、網

代
痕

II
l上

透
か

し
入

り
壺

?
口

縁
部

平
縁

、
角

状
頸

部
に
貼

瘤
(瘤

上
に
刺

突
)、

胴
部

上
半

に
透

か
し
(5
単

位
)、

ミ
ガ
キ

内
面

調
整

は
上

部
と
の
接

合
部

分
が

荒
い

ナ
デ

、
そ

の
他

の
部

分
は
丁

蓮
な

ミ
ガ
キ
が

施
さ
れ

て
い
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上

1
Π

上
在

□
土

器
Ed

1/
2完

形
(口

～

頸
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・
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□
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胴

部
中
位

に
績

長
貼
瘤

(側
面

に
束
1突
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方
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無

文
ケ
ズ

リ
、
ナ
デ

台
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型
)

横
長

魅
瘤

の
側

向
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刺

突
は

貫
通

し
て

い
な

ヽ

(途
中
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中
止

?)

皿
ほ

ぼ
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形
平

縁
、
丸
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上
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底

状
Ⅱ

上
注

目
土

器
BI
Ib

完
形

平
縁

、
内
削

ぎ
、
肥

厚
杷

手
状

貼
瘤

、横
長
・
縦

長
貼

瘤
、
浮

き
彫

り
状

の
隆

線
に

よ
り
円
形

文・
ハ

ー
ト
形

文
を

施
文

す
る
、
ミ
ガ

キ

無
文

上
げ

底
状

、
ミ

釣
り
下

げ
形

注
回
土

器
、
特

殊
性

を
示

唆
す

る
文

様

無
文

CW
上

1
鉢

1l
d
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ぼ
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形
平
縁

、
丸

み
平
行

沈
線

、
沈
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半

裁
竹

省
に

よ
る
刺
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無

文
上

げ
FE
状

時
期

検
討

要
す
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刺

突
後
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軽

く
ナ

デ
て

い
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、

GW
上

1
吾
炉

形
土

器
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形
先

鋭
貼
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摘

み
状

飾
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孔

有
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ミ
ガ

キ
、
浮
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闇
′
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状

台

壺
Tl

口
～
胴

部
上

半
平
縁

、
角
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大

洞
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式

?
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上

1
茂
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形
緩

や
か

な
疲

状
口
縁
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突

起
(1
単

位
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B突

起
(6
判

∽

短
沈

線
、
三

叉
文

、
口
縁

端
に
波

状
隆

帯
(浮

き
彫

り
状

)、
磨

消
縄

支
、
ミ
ガ

キ
ミ
ガ
キ

石
十

丸
底

状
、

突
起

部
内

面
に

隆
需

と
瘤

で
表

現
し
た

文
練

有

CW
上

1
LR

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

GW
上

1
I、

Ⅲ
上

深
鉢

口
～

胴
部

中
位

平
縁
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内
削

き
み
文

、
X字

状
沈
線

、
菱

形
状

文
、
磨

消
縄

文
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内
面

黒
色
処

理
?

Щ
上

鉢
II

口
～

胴
部

上
半

平
縁

、
角

状
Ⅱ
-6
-3

CW
上

1
Ⅱ

土
台

付
き
壷

I 
II
d

完
形

平
縁

、
丸

み
磨
消
縄
文

(局
所
的

に
僅
か

に
縄
文

が
観

察
で

き
る

)

LR
?

台
、
ミ
ガ

キ
花

瓶
の

形
態

を
呈

す
る
遠

CW
上

1
」

9。
J1
0

LR

GW
上

1
Ⅲ

上
壷
Hl
la

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
丸

み
□

～
頸

部
に

6倣
程

の
無

文
帝

、
非

結
束

羽
状

LR
RL

平
IB

肛
上

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
丸

み
平

坦
皿
-5

GW
上

I
皿

上
深

鉢
胴

～
底

部
入
組

み
帯

状
文

、非
結

東
羽

状
縄

文
(異

方
向

)、
RL

平
坦

上
1

」
9・

J1
0

Ⅱ
上
・

中
深

鉢
ほ
ぼ

完
形

(底

部
欠
指

)

平
縁

、
角
状

非
結

束
羽

状
縄

文
晩
期

?、
内
外

面
煤

微
量

付
着

突
起

部
飾

り
部

分
、取

っ
手

状
Й
線

、
三

叉
文

?

CW
上

1
J9

Ⅲ
上

台
付

き
深

鉢
EⅢ

Id
ほ

ぼ
完

形
平

縁
、
角

状
先
鋭

貼
瘤

、
帯

状
文

(方
形

区
画
、
浮

き
彫

り
め

、
充
填

縄
文

、
ミ
ガ

キ
LR

台
内

血
煤

付
看

CW
上

1
J9

肛
上

香
炉

形
上

器
1/
2完

形
先

鋭
貼
瘤

、透
か

し
(三

叉・
円
形

)、
浮

き
彫

り
無

文
台

CW
上

〕
J1
0

注
目

土
器

ほ
ぼ

完
形

(ロ
羊
歯

状
文

、沈
線

、
ミ
ガ

キ
無

文
丸
底

状
、
ミ
ガ

外
面

は
光

尺
が

強
く
座

日
部

付
近

に
剥

落
が

多
数
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望

∞
常
・０
】

∞
ｎ
・∞
】

ω
▼

０
望 ヨ 1里

口
・∞
ｎ
・０
▼

■
H 引 十三洋引 引 1覇引 引 → → Ц Ч 引

一
引 引 引 引 引 引

13 十寓

Ｏ

≡

０

嘉

Ｏ

隣

０

〓

υ

〓

Ｏ

言

〇

芸
〇

言
〇

隣

Ｏ

隣

Ｏ

隣

０
畠 隣

〇

罵

棺

Ｆ
「 ８

』

３
卜
一

】Ｎ

一

０
甘
ド
一

曇 に 豊 |こ 封到豊
３

Ｌ

第47表 遺構外土器 (14)
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掲
載
番
号

tL
土
地
点

層
  

位
器

種
名

口
唇

部
形

態
文
様

特
徴

地
  

支
底

部
形

態
分
  

類
備
  

考
GW

上
1

Ш
上

台
付

き
壺

台
部

台
、
貫

通
孔

2

ケ
所

釣
り
下

げ
形

土
器

?

17
66

CW
上

1
L8

皿
上

台
付

き
浅

鉢
ほ

ぼ
完

形
平
縁

、
丸

み
、
先
鋭

貼
瘤

状
突

起
(
9単

位
)

ミ
ガ

キ
無

文
台

17
67

GW
上

1
L8

Ⅱ
上

台
付

き
壷

ほ
ぼ

完
形

(ロ

～
顕

部
欠

椙
)

先
鋭

貼
瘤

、
短

沈
線

、
ミ
ガ

キ
無

文
胎

土
に

石
英

混
入

[1
Ⅲ

上
浜

鉢
口
～
胴

部
下

半
半

縁
、
内

日
Jぎ

、
3個

一
対

の
4｀

莫
淀

先
鋭

貼
瘤

、
刻

み
目

無
文

文
様

は
花

び
ら
状

で
あ

り
、
中
央

の
接

点
に

は
瘤

が
付

く
、
台

付
き
浅

鉢
?

GW
上

1
し
8

皿
中

(3
Dl
)

香
炉

形
土

器
完

形
先

鋭
貼

瘤
(4
単

位
)、

叉
状

貼
瘤
(4
単

位
)、

円
形
銹

か
し
、
ミ
ガ
キ

無
又

CW
上

〕
Ⅲ

上
深

鉢
EI

平
縁
(7
単

位
で

凹
)、

丸
み

貼
瘤

、
入
組

み
帯

状
文
、
ミ
ガ

キ
LR

El
-5

内
外

面
燥

付
着

GW
上

1
Ⅱ

中
(3
Dり

鉢
II
d

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
内
削

ぎ
、
叉
状

突
起

(7
単

位
)

ナ
デ

、
輪

積
痕

上
げ
底

状
X萩

架
運

は
外

傾
気

味
に
付

加
、
外

面
燦

付
着

CW
上

1
肛

中
(3
D2
)

深
鉢

EΠ
3b

ほ
ぼ

完
形

山
形
状

口
縁
(4
単

位
)、

角
状

先
鋭

貼
層

、菱
形
状

文
(6
単

位
?)
、

麟
肖
麓

患
外

面
の
調

整
は
荒

い
上

げ
底

状
縄

文
殖

文
後

に
ミ
ガ
キ

?、
突
起

頂
部

は
4ケ

所
中

2ケ
所

に
貼

瘤
状

が
付

加
す

る
、
内
面

煤
付

着
、

全
体

的
に
赤

色
を
帯

び
る
、果

素
紡

十
黒

?
CW

上
1

L9
,P
19
。

CH
Ш

上
歳

鉢
完

形
F縁

、
角

状
無

文
半

lH
、

ミ
ガ

キ
約
20
m離

れ
て
接

合

上
1

Ⅱ
上

台
付

き
壷
Ll
ld

完
形

半
縁

、
丸

み
無

文
台

台
部

は
焼

成
後

ケ
ズ

リ
を
施

し
調

整
し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
CW

注
目

土
器
BI
Ib

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
内

削
ぎ

無
文

上
げ

底
状

CW
上

1
皿
上

深
鉢
E1
2a

ほ
ぼ
完

形
波

状
口
縁

、
丸

み
、 刻

み
目

縦
長

貼
瘤

平
坦

回
唇

部
は
小

さ
い
波

頂
部

に
刻

み
目
(8
単

位
)

内
外

面
煤

付
着

GW
上

1
鉢

底
罰

`

無
文

平
坦

、
ミ
ガ

キ
CW

L9
,1
0

合
付

き
深

鉢
HⅡ

ld
ほ

ぼ
完

形
平

縁
、
角
状

非
結

束
羽

状
縄

文
LR
・
RL

台
?、

外
面
煤

付
着

GW
L9

注
目
土

器
E1
lb

完
形

平
縁

、
角
状

無
文

上
げ
底

状
が

4ヽ
さ

く
直
立

し
な
ヽ

CW
上

1
L9

Ⅱ
上

鉢
回
～

胴
部

中
位

平
縁

、
内
削

ぎ
、
叉

状
突

起
(4

単
位

?)
環
1突

夕
J(
石

側
か

ら
東
1突

さ
れ

て
い

る
)

無
文

CW
上

1
L9

ll
l上

深
鉢

El
回
～
胴

部
平

縁
、丸

み
先
鋭

貼
瘤

、
平

行
沈

線
に

よ
る
弧

線
状

入
組

み
文

(洋
き
彫

り
状

)、
ミ
ガ

キ
無

文
ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
Ⅲ
-5

十
腰

内
V式

新
段

階

17
82

上
1

Ⅲ
上

1/
2完

形
先

鋭
魅

瘤
、縦

長
の
貼

瘤
、
非

結
東

羽
股

編
支

L 
Ro
R 
L

上
げ

底
状

L9
Ⅲ

上
胴

部
撚

り
糸

文
絡

条
体

?
GW

mI
上

鉢
?

日
縁

部
波

状
口
縁

、
刻

み
目

像
文

無
文

Ⅲ
-3

17
85

GW
香

炉
形

土
器

突
起

部
電
、
刺

突
列

、
貫

通
孔

外
面
朱

塗
布

17
86

CW
L9

注
目
土

器
E1
ld

平
縁

、
角
状

無
文

台
OW

上
1

肛
上

深
鉢

EⅡ
ib

1/
Z冗

形
平

縁
、
角
状

、 橋
状

突
起

(頂
部

に
刻

み
目

)

・
tR
部

縦
長

IS
層

、
胴

部
ミ
ガ

キ
LR

上
げ
底

状
外
面

煤
・

内
面

煤
多

量
付

着

CW
し
9,
M9

鉢
口

～
胴

部
平

縁
、刻

み
目

三
叉

女
内
面

黒
色

処
理

?
OW

上
1

L9
。
M9

Ш
上

注
目
土

器
EI
〕

回
～

胴
部

ド
半

平
縁

、
丸

ろ
購

霜
、
半

行
沈

繰
、
楕

円
文

、
ハ

ー
ト
形

文
無

文
特

殊
性

を
示

唆
す

る
文

様
、
注

目
部

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
付

着
GW

上
1

Ⅱ
上

深
鉢
D2

口
～

胴
部

中
位

波
状

回
縁

(5
単

位
)、

内
削

ぎ
、

肥
厚

、大
川ヽ

の
叉
状

突
rE

魅
層

、
人

組
み
帯

状
文

、
磨

消
縄

文
、
ミ
ガ

キ
ナ

デ
大

形
突

起
間

に
は
小

形
の

叉
状

貼
瘤

と
先

の
丸

い
突

起
が

付
く
、
内
外

面
装

付
着

GW
上

1
Ⅲ

上
胴

部
貼

瘤
(2
個

―
対

)、
磨

消
縄

文
時

期
検

討
要

す
る

GW
上

1
Π

上
注

目
土

器
ほ
ぼ

冗
形

(口
～

頸
部

欠
損

)

況
17
R、

ミ
ガ
キ

無
文

ナ
デ

台

CW
皿

上
皿

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
角
状

非
結

芙
羽

状
鰻

マ
LR
・
RL

ナ
デ

上
げ

底
状

Ⅲ
-6
-3

GW
平

坦
後

期
末

棄
?

上
L9

深
鉢

FⅡ
Ib

ほ
ぼ
完
形

無
ナ

デ
上

げ
底

状
外

面
煤

微
量

付
着

GW
上

1
Ⅲ

上
注

目
土

器
DI
Ib

完
形

(回
縁

突
起

一
部

欠
損

)

平
縁

、
内
削

ぎ
、
叉

状
貼

瘤
突

起
又

状
魅

瘤
(4
単

位
)、

貼
瘤
(4
単

位
)、

入
組

み
帯

状
文

、非
結

束
羽

状
縄

文
、
充

填
縄

文
、
ミ
ガ

キ

LR
・

RL
(0
段

多
条

)

ナ
デ

?
若
千

上
げ
底

状
外

面
朱

?

17
97

GW
上

1
肛

上
台

付
き
鉢

ほ
ぼ

完
形

(台

部
欠

損
)

平
縁

、
B突

起
?(
4単

位
)

刻
み

日
、楕

円
文

、
ミ
ガ
キ

無
文

ナ
デ

十
腰

内
V式

新
段

階
?

17
98

GW
上

1
Ⅱ

上
台

付
き
鉢
Hl
d

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
角
状

、
2個

一
対

の
叉

状
貼

瘤
(6
単

位
?)

叉
状

貼
瘤

、
入
組

み
帯

状
文

、磨
消

縄
文

閣
外

IH
煤

微
量

付
着

、
後

期
最

終
末

CW
上

1
Ⅲ

上
合

付
き
浅

鉢
日

～
台

部
平

縁
、
丸

み
ミ
ガ

キ
無

文
台

擁
形

LH
歳

鉢
ほ
ぼ
完

形
半

縁
、
内

削
ぎ

ミ
ガ

キ
無

文
平

坦
、
ミ
ガ

キ
内

面
黒

色
処

理
?・

炭
化

物
?付

着
GW

上
1

皿
上

香
炉

形
土

器
?

回
～

胴
部

平
縁

、
内
削

ぎ
先

鋭
賠

瘤
、
沈

線
(細

目
)、
透

か
し

(十
字

状
・

円
孔

状
)

熙
文

胴
部

中
位

に
透

か
し
を

も
つ

こ
と
か

ら
器

種
は
明

確
で

は
な

い

GW
上

1
I上

注
口
土

器
Gl

回
～

胴
部

平
縁

、
角
状

が
■

(光
沢

強
)

無
文

ミ
ガ

キ
、
ケ

ズ
リ

Ⅳ
-1
-1

1/
2完

形
平

縁
、丸

み
、肥

厚
非
結

束
羽

状
縄

文
LR
oR
L

Ⅲ
-6
-4
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掲
載
番
号

dl
土
地
点

分
  

類
備
  

考

18
05

GW
上

1
Ⅱ

上
合
付

き
深

鉢
ほ
ぼ

完
形

(台

部
欠

損
)

平
縁

、丸
み

磨
消
縄

文
(ミ

ガ
キ

)
LR

外
面
剥

落
部

分
有

18
06

GW
上

1
Ш

上
深

鉢
H 
ll
11

完
形

平
縁

、
角
状

無
文

平
坦

煤
の
付

着
は
内
面

日
～

胴
部

中
位

付
近

に
多

量
・

18
08

CW
上

I
在

口
上

器
胴

～
底

部
X状

貼
痛

(■
抱

き
状

)、
)F
緒

束
羽

状
縄

又
、
磨

消
纏

支
?

LR
・

RL
(0
段

上
げ

底
状

CW
上

1
Ⅱ

上
台

付
き
浅

鉢
口
～

FH
部

(合

部
欠

損
)

平
縁

、
内

肖
1ぎ

、
叉
状

貼
瘤

状
突

起
人

Ft
tみ

状
文

(く
ノ
7状

'、

多F
結
束

羽
状

縄
又

意
匠
、磨

消
縄
文

上
1

Ⅲ
上

注
回
土

器
D 
ll
b

完
形

平
縁

、
叉

状
貼

層
状

突
起

叉
状

貼
瘤
(3
単

位
で

玉
抱

き
状

)、
平

行
沈

線
、

入
組

み
帯

状
文

、非
結

束
羽

状
縄

文
、
充
壌

鑑
患

ミ
ガ

キ

上
げ
底
状

叉
状

貼
瘤

状
突

起
は
大

小
各

4単
位

で
付

加
さ
れ

る

CW
上

1
L■

Ⅱ
上

深
鉢

DⅢ
l

1/
2完

形
平

縁
、
内
肖
1ぎ

、
叉

状
実

起
(2

個
―

対
3単

位
う

入
組

み
帯

状
文

(欅
掛

状
)、

磨
消
縄

文
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

平
坦

十
腰

内
V式

古
段

階
の
可

能
性

有
、
内

外
面

煤
付

CW
上

1
Ⅱ

上
占
炉

形
土

器
ほ
ぼ
完

形
先

鋭
賠

瘤
、
円

形
。
長

方
形

透
か

し
、
刻

み
目

無
文

台
□

縁
部

形
態

は
釣

り
手

状

GW
上

1
L 
ll

Ⅱ
上

香
炉

形
土

器
□
縁

部
突

起
、
刻

み
目

貼
瘤

、級
隆

起
線

文
、
三

叉・
三

日
月
状

透
か

し
、

無
文

CW
上

1
L■

,L
12

合
付

き
鉢

台
部

半
行

抗
線

、
抗

線
間

刻
日
岳

、
台

部
に

円
形

透
か

無
又

CW
上

1
Ⅱ

中
～

卜
(3
Z,

重
ほ

1ぎ
亮

形
(ロ

～
頸

部
欠

損
)

ぺ
組

み
帝

状
文

(縛
掛

状
)、

磨
消

縄
文

L無
節

平
坦

18
17

CW
上

1
Ⅲ

上
深

鉢
胴

部
燃

り
糸

文
を
斜

回
転

の
後

、
縦

回
転

で
施

文
す

単
軸

絡
条

体
第

1
ナ

デ
胎

上
に
繊

維
の
混

入
は
観

ら
れ

な
い

、
時

期
検

討

GW
上

1
L 
ll

Ⅲ
上

深
鉢

D 
Ⅱ
2b

ほ
ぼ
完

形
渡

状
口
縁

、
内
削

ぎ
、大

小
の

叉

状
突

起
(5
単

位
)

貼
瘤

(4
単

位
)、

入
組

み
帯

状
文

、
非

結
東

羽
状

縄
文

、
充

填
縄

文

LR
,R
L(

0段
多

条
?)

上
げ

厩
状

太
形

突
起

間
に

は
小

形
の

叉
状

貼
層

や
撤

位
の
隆

帯
が
付

く
、外

面
一

部
分

と
底

部
内

面
剥

落
部

分

多
い
、
内

外
面

煤
付

着

GW
上

1
Ll
つ

Ⅱ
上

深
鉢

口
縁

部

GW
上

1
L1
2

Ⅲ
上

深
鉢

?
突

起
部

沈
線

、
円

形
透

か
し
、
ミ
ガ

キ
無

文

CW
上

1
Ш

上
台

付
き
浅

鉢
1/
2完

形
(台

部
平

縁
、
丸

み
、
叉

状
突

起
(4
単

位
?)

弧
線

状
文
(C
字

状
)、

磨
消
縄

文
ミ
ガ

キ
台

GW
上

1
皿

上
深

鉢
口

縁
部

山
形

状
口

縁
、
角

状
刺

突
文

、
磨

消
縄

文

CW
上

1
Ⅲ

上
深

鉢
?

日
縁

部
山

形
状

口
縁

、
内

肖
1ぎ

叉
状

貼
瘤

、非
結

束
羽

状
縄

文
LR
・

RL
(0
晨

13
24

CW
上

1
し
13
～
M1
3

深
鉢

回
縁

部
突

起
、
短

沈
線

CW
上

1
Ⅲ

上
・

下
壷

胴
～
底

部
綸

積
反

半
坦

、
ミ
ガ

キ
内

面
は
漆

?が
染

み
込

ん
で

い
る
よ

う
に

も
と
れ

る

13
26

CW
■

1
L1
2

Ⅱ
中

深
鉢

?
回

縁
部

波
状

口
縁

、
角

状
、
円
形

大
型

突
波

薦
状

文
、

ミ
ガ

キ

CW
上

1
壷
Hl

13
28

CW
■

1
M9
,M
ll

I、
Ⅱ

上
深

鉢
El

口
～

胴
部

中
位

平
縁

、
内
削

ぎ
叱
瘤

、
先

鋭
貼

瘤
、
入

組
み
帯

状
文

(鍵
状

木
葉

文
、文

様
内

に
網

目
状

沈
線

)、
非

結
束

羽
状

縄
文

、充
填

縄
文

?、
ミ
ガ

キ

□
唇

部
・

口
縁

部
端
・

顕
部

に
ラ

ン
ダ

ム
に

貼
瘤

、
羽

状
縄

文
は

口
縁

部
の

み
施

文
、
外

面
煤

付
着

M9
,M
10

ll
l上
・

中
注

口
土

器
ほ

ぼ
完

形
(底

平
縁

、
内

削
ぎ

注
口
部

先
端

に
括

れ
無

文
器

形
か

ら
後

期
末

棄
と

し
た

18
80

CW
上

1
L1
4

Ⅲ
上

深
鉢

回
縁

部
突

起
刺

突
列

、
沈

線
文

18
31

CW
上

1
江ヽ
10

Ⅲ
上

壺
Hl
l

完
形

平
縁

、
丸

み
口

～
頸

部
4 
cI
程

無
文

帯
(磨

消
縄

文
:

18
32

CW
上

1
M1
0

Ⅱ
上

深
鉢

日
縁

部
平

縁
、
内
削

ぎ
、
叉
状

突
起
(3

個
一

対
う

貼
瘤

、
平
行

沈
線

熊
文

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

時
期

検
討

要
す

る

18
33

GW
上

1
M1
0

Ⅱ
上

深
鉢

EⅢ
lb

1/
2完

形
半

縁
、
丸

み
縦

長
状

貼
層

、
方

形
区

画
文

、
橋

円
文

、
暦

消
縄

ナ
デ

上
げ
底

状
外

面
微

量・
内

面
回
縁

部
付

近
煤

付
着

18
34

CW
上

1
M1
0

Ⅱ
上

鉢
1l
b

ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
角

状
RL
(0
段

多
条

)
ナ

デ
、
ケ

ズ
リ

?

M1
0

Ⅱ
上

壷
Hl
la

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
丸

み
縦

位
耳

状
把

手
(4
単

位
、穿

孔
有

)、
非

結
束

羽
平

坦
PH
画

黒
色

処
理

?、
風

張
道

跡
に

類
例

言

18
86

CW
上

1
M1
0

Ш
上

注
口
土

器
E1
lb

ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
角

状
先

鋭
貼

瘤
、入

組
み

状
帯

状
文

(ク
ラ

ン
ク
状

)、
LR
(0
段

多
条

)
上

げ
底

状
注

目
部

付
近

に
三

日
月

形
の

透
か

し
?

GW
上

1
M1
0

ll
l上

香
炉

形
土

器
突

起
部

CW
上

1
M1
0

皿
上

香
炉

形
土

器
ほ
ぼ

完
形

(台

部
欠
損

)

先
鋭

貼
瘤

、
沈

線
、
透

か
し
(入

組
み
状

。 長
方

形
無

文
口

縁
部

形
態

は
釣

り
手

状
?

18
39

GW
上

1
M1
0

Ⅱ
上

壺
ほ
ぼ

完
形

(回
上

げ
底

状
内

面
黒

色
処

理

上
I

Ⅱ
上

。
中

台
付

き
深

鉢
?B
 
Ⅲ

2
1/
2完

形
小

炭
状

口
縁

、
内

肖
1ぎ

頸
部

に
横

位
沈

線
、
入

組
み

状
文

(運
節

本
葉

状

文
)

L無
節

ナ
デ

台
?

縄
文

施
文

後
に
沈

線
に

よ
る
文

様
が

描
か

れ
る
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器
種

名
残

存
部

位
口
唇

部
形

態
分
  

類
備
  

考

CW
上

1
MI
O・

Ml
l

Ⅱ
上

皿
回

～
底

部
平

縁
、
内

削
き

へ
組

み
帝
状
文
、暦

消
縄
文

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

上
げ

底
状

、
帯

状
文

Ш
-2
-1

全
体

に
赤

い
色

調
の

上
器

で
あ

る

MI
O

皿
上

台
付

き
鉢
Gl
d

1/
2完

形
平

縁
、
丸

み
、
小

突
起

(3
 o
r4

単
位

)

先
鋭

貼
瘤

、η
同
部

下
半

に
円
形

透
か

し
(直

径
5

～
6ロ

ロ
で

3単
位

と
推

定
)、

台
部

に
1ケ

所
穿

ミ
ガ

キ
、
ナ

デ
台

部
に

切
れ

込
み

2ケ
所

GW
上

1
Mi
O

皿
上

深
鉢

1/
2完

形
(底

部
欠

損
)

小
腹

状
□

縁
、
丸

み
LR

ナ
デ
、
ケ

ズ
リ

煤
は
外

面
□
縁

部
付

近
に
の

み
付

着

GW
上

1
M1
0

Ⅲ
上

台
付

き
壷
Ld

ほ
ぼ

完
形

(口
先
鋭

貼
溜

、
叉

状
貼

瘤
(4
単

位
?)
、

隆
線

に
よ

る
入

組
み
状

文
(隆

線
)

無
文

ナ
デ
、
ケ
ズ

リ

GW
上

1
M1
0

巨
上

深
鉢

口
～

胴
部

中
位

平
縁

、
内

肖
1ぎ

縦
長

貼
瘤

、
先

鋭
賠

瘤
、入

組
み
状

帯
状

文
、
網

目
状

沈
線

、
充

填
縄

文
、
ミ
ガ

キ
、
浮

き
彫

り
状

LR
外

面
煤

付
着

GW
M1
0

Ⅱ
上

深
鉢

口
～

胴
部

上
半

平
縁

、
先

鋭
し
R

ナ
デ
、
ミ
ガ
■

18
47

GW
上

MI
O

Ⅲ
上

深
鉢

沈
線

LR

GW
上

Mi
O

Ⅲ
上

貼
瘤

、
磨

消
縄

文
LR

ナ
デ

内
面

黒
色
処

理
?、

大
洞
Bl
式

?

CW
上

1
Mi
O

Ш
上

口
～

底
部

平
縁

、
内
削

ぎ
、
肥

厚
、
大

形
突

緯
、
2価

一
対

の
瘤

状
突

起
入

組
み
帯

状
文

(変
形

連
節

木
葉

文
)、

非
結

束
羽
状

縄
文

、充
壊

縄
文

、
ミ
ガ

キ
LR
・
RL

内
面

黒
色

処
理

?

完
形

平
縁

、
角

状
先
鋭

貼
瘤

、短
沈
線

、
隆
線

、
ミ
ガ

キ
、
ナ

デ
型

態
は
壺

形
土

器
の

回
～
顕

部
に
類

似

CW
上

〕
Ⅲ

上
深

鉢
ほ
ぼ
完

形
小

波
状

口
縁

、
丸

み
LR

平
坦

底
面

は
丸

い
が
上

面
観

は
若

干
糖

円
形

気
味

(電

を
模

檄
?う

CW
ヒ

1
Ml
l

Ⅱ
上

壺
顕

～
胴

部
先
鋭

貼
瘤

、
円
形

貼
瘤

(刺
突

有
)、

弧
線

状
文

(隆
線

う
、
ミ
ガ

キ
無

陳
内

面
光

沢
が

強
い
、特

殊
性

を
示

唆
す

る
文
様

18
硝

CW
上

1
Ml
l

Ⅱ
上

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
内
削

ぎ
無

文
ナ

デ
平

坦
外
面

は
ケ

ズ
リ
に

よ
る
荒

い
調

整
と
指

で
な

ぞ
っ

た
と
Rわ

れ
る
癌

跡
が

あ
る

18
54

CW
上

1
Ml
l

Ⅲ
上

(3
A)

台
付

き
壺

I1
ld

完
形

平
縁

、
丸

み
束
1突

列
、瘤

状
突

起
(4
単

位
)

無
文

台
台

部
は

ア
ス

フ
ァ
ル

ト
に

よ
っ
て
補

修
さ
れ

て
い

る
、釣

り
下

げ
形

壷

GW
上

1
MH

肛
土

深
鉢
EE
ab

1/
2完

形
山

形
状

口
縁

、
先

鋭
層

状
小

突
起

先
鋭

貼
瘤

、
入

組
み
帯

状
文

LR
ナ

テ
上

げ
底

状
内

面
煤

付
着

GW
上

〕
MH

Ⅲ
上

深
鉢

E■
lb

1/
2完

形
平

縁
、
内
削

ぎ
先

鋭
貼

層
、
顕

部
に

帝
状

文
(需

内
短

抗
線

)
RL

若
干

■
l刃

翻
庶

ケ
ズ

リ
痕

II
l-
5

外
面

一
部

煤
付

着
、
内

面
黒

色
処

理
?

18
57

CW
ヒ

1
MH

肛
上

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
先

鋭
突
起

叉
状

貼
瘤

、
入

組
み
帯

状
文

、
磨

消
縄

文
LR
、
RL

平
坦

瘤
は
文

糠
の

接
点

に
付

け
ら
れ

る
、
RL
主

体
に

LR
が

局
所

的
に
施

文
さ
れ

る

CW
上

1
Ml
l

皿
上

注
目

土
器
DI
Ia

完
形

平
縁

、
角

状
先

鋭
貼

瘤
(Ⅱ

b帯
は

4単
位

、
胴
部

は
3朝

の
、

連
結

円
弧

線
状

文
、
ミ
ガ

キ

RL
平

lB
胴

部
の
貼

層
は

3単
位

で
あ

る
が

、
注

目
部

を
加

え
る

と
4単

位

CW
上

1
Ml
,

Ⅲ
上・

下
深

鉢
EⅢ

l
□
～
胴

部
平

縁
、
内
肖
1ぎ

、大
形

叉
状

突
起

先
鋭

貼
層

、
入

組
み
帯

状
文

、
充

壊
縄

文
、
ミ
カ

キ

RL
内
外

面
擦

微
量

付
着

平
縁

、
角

状
無

文
ナ

ア

台
部

孔
2ケ

所

18
62

CW
M1
3

Ш
上

(3
A)

深
鉢

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
角
状

平
坦

S字
状

文
、
剤

突
文

上
1

肛
上

(3
A

単
孔

土
器

胴
部

下
半

～
底

部

入
組

み
状

文
(変

形
鍵

状
文

)、
ミ
ガ

キ
RL

ケ
ズ

リ
と
げ

底
状

朱
は
外

面
全

体
及

び
底

面
に
塗

布
さ
れ

て
い

る

18
65

沈
線

文
、
刺

突
列

無
文

Ⅲ
-5

時
期
検

討
要

す
る
、弥

生
?

GW
上

1
皿

上
(3
A

疵
口

土
器

AⅡ
I

ほ
ぼ

完
形

(注
□

部
欠

指
】

平
縁

、
角

状
入

組
み
状

文
(鍵

状
文

3単
位

)
LR

ガ
キ
、
ナ

デ
?

平
坦

II
l-
3

内
面

調
整

は
回

縁
部

ミ
オ

キ
、
胴

部
ナ

デ
?

CW
上

1
M1
3

肛
上

深
鉢

回
縁

部
平

縁
、
角

状
、
突

起
、
縄

文
、
環
1突

口
縁

部
端

内
面

に
入

面
?(
3個

の
刺

突
文

で

継
歳

ヽ

時
期

検
討

要
す

る
、
一

戸
町
熊

野
遺

跡
に
類
例

有

18
68

CW
上

1
江ヽ
12

人
面

付
き
香

炉
形

土
器

ほ
ぼ

完
形

釣
り
手

状
先

鋭
貼

層
、
人

組
み
需

状
文

(隆
線

,、
円

形
・

褥
円
形

透
か

し
(人

面
を
模

微
)

無
文

平
坦

上
1

Ⅲ
上

(3
A

注
口
土

器
】同
部

連
続

円
弧

線
状

文
、
磨

消
縄

文
LR

輪
積

痕
晩
期

初
頭

、
東

関
東

系
か

ら
の
影

響
を

感
じ

る
土

器
(搬

入
品

?)
で

あ
る
、
内
外

面
に
赤・

黒
色
顔
料

?

GW
し

1
Ⅲ
上

(3
A

浜
第

1/
2完

形
平
縁

、
角

状
、
肥

厚
沈

線
、
入
組

み
状

文
(隆

線
)、

ミ
ガ

キ
無

文
台

付
き
演

鉢
?、

底
部

欠
狽

部
分

に
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
付

着

GW
Ll

M1
3・

P1
3

肛
上

。
中

深
鉢

GⅡ
l

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
角

状
非

結
束

羽
状

縄
文

LR
・

RL
(0
段

平
坦

Ш
-6

外
面

剥
落

激
し
い

(加
黙

の
た

め
)、

内
面

煤
付

着

18
73

GW
上

1
べ
面
付

き
土
器

人
面

と
思

わ
れ

る
目

(短
沈

線
)・

鼻
(刻

み
目

)、

束
J突

文

中
空

土
製

品
?、

時
期

検
討

要
す

る

鉢
11

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
小

実
起

(7
単

位
)

羊
歯

状
文

、沈
線

文
LR

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ

GW
上

1
N■

・
OH

I、
Ⅱ
上

浅
鉢

回
縁

部
突
起

、
刻

み
目
、
丸

み
入
組

み
三

叉
文

、
短

沈
線

、玉
抱

き
三

叉
文

、
ガ
キ

LR
内

面
黒

色

18
76

CW
上

1
Ⅲ
上

(3
A)

注
目
土

器
AⅢ

la
ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
丸

み
入

組
み
状

文
(鍵

状
文

)、
販

部
に
刻

営
帝

、
注

目

執
福

元
に
瘤

、
非

結
束

羽
状

縄
支

、
磨

消
縄

支
平
坦

、
Ⅱ
-3

明
確

で
は
な

い
が
RL
に

よ
る
異

方
向
縄

文
の
可

能
性

有
(実

剤
図

は
LR
・

RL
で

図
化

し
て
い
る

)

CW
上

1
平

坦
釣

り
下

げ
形

土
器

?、
底

面
の

面
端

に
穿

孔
有
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器
種

名
残

存
部

位
口
唇

部
形

態
内

面
調

整
底

部
形

態

CW
上

1
Ⅱ

上
入

組
み

帯
状

文

浅
鉢

口
縁

部
平

縁
、
丸

み
LR

Ⅱ
-2
-1

外
面

燦
徹

最
付

着

Ⅱ
上

深
鉢

底
部

18
81

GW
上

1
Ⅱ
上
・

中
霊

曲
線

帯
状

文
、
球

根
状

文
、
売

填
縄

文
?、

ミ
ガ

H-
1-
2

沈
線

に
よ

る
特

殊
文

様

18
82

CW
上

1
皿

上
深

鉢
曲

線
文

外
面

煤
付

着

18
88

GW
上

1
突

起
部

ブ
リ
ッ

ジ
状

突
起

、
B実

起
沈
練

、
ミ
ガ

キ
突
起

部
内
面

が
内

側
に
張

り
出

す

18
84

GW
上

1
Ⅱ
上
・

鉢
A2

ほ
ぼ

完
形

(底
部

欠
指

〕
波
状

回
縁
(4
単

位
)、

丸
み
、
頂

円
文

、
入

4E
み

帝
状

文
、
磨

消
縄

文
L無

節
上

面
観

は
方

形
、
台

付
き
残

鉢
?

GW
上

1
平

縁
、
丸

ろ
原
体

押
圧

文
2条

皿
-6
-1

18
86

GW
と

1
on
・
PH

ll
l上

注
目
土

器
1/
2完

形
(口

～
額

記
欠

椙
う

叉
状

貼
瘤

、
入

4E
み

帯
状

文
(鍵

状
木

案
文

)、
非

結
束

羽
状

縄
文

、
充

填
縄

文
、
ミ
ガ

キ

LR
・
RL

上
げ
底

状

CW
上

1
01
3・

P1
2・

I、
肛

上
壺
Hl

口
～

胴
部

中
位

平
縁

、
角

状
帯

状
文

(ク
ラ

ン
ク
状

)、
非

結
束

羽
状

縄
文

、
充

鐘
纏

支
、
ミ
ガ

キ

LR
・
RL

沈
線

で
軽

く
割

り
付

け
を

し
た
後

に
縄

文
を
施

文

し
そ

の
後

に
沈

線
、
ミ
ガ

キ
を
施

す

01
0

Π
上

鉢
II
c

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
角

状
横

位
沈
線

、
口
縁

部
に
孔
(4
単

位
)、

ミ
ガ

キ
ミ
ガ
■

丸
底

状
Ⅳ
-6

椀
形

、孔
は
縄

文
施

文
後

に
直

径
3m
□

で
穿

た
れ

て
い

る

壺
胴

部
熊

文

CW
上

1
01
3・

PH
・

PI
ク
・
P1
3

Ⅱ
上

(3
■

)、
■

中
(3
H)

注
目

土
器

ほ
イF
冗

形
(ロ

～
頸

部
欠

損
)

叉
状

貼
瘤
(3
単

位
)、

入
組

み
状

文
(微

隆
起

に

よ
る

樫
掛

lt
う

、
ミ
ガ

キ

無
文

ナ
デ

上
げ

底
状

新
地

式
、
全

面
朱

塗
布

GW
上

1
P1
2。

P1
3

Ⅲ
上

深
鉢
D2

回
～

胴
部

波
状

日
縁
(5
単

位
)、

内
削

ぎ
、

叉
状

貼
瘤

、
曲
線

帯
状

文
(入

組
み
、
玉

抱
き
伺

、

非
結

束
羽

状
縄

文
、
充

填
縄

文
、
ミ
ガ

キ
LR
・

RL
(0
段

多
条

?う

ミ
ガ

キ
西

ノ
浜

?相
当

、
大

形
突

起
間

に
縦

位
の

II
S瘤

、
内

壺
I 
II
b

完
形

上
げ
底

状

18
93

GW
西
部

捨
て
場

磨
消

縄
文

し
無

節
外

面
朱

塗
布

CW
西

部
捨

て
場

ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
丸

み
平

行
帯

状
文

、非
結

東
羽

状
網

文
、
磨

消
縄

文
LR
oR
L(
0段

多
条

)

丸
底

状

CW
P1
3・

Q1
3

Ⅲ
上

注
目

土
器
DI
b

ほ
ぼ

完
形

(日

～
頸

部
欠

損
)

叉
状

貼
瘤
(3
単

位
)、

刻
目
帯

、
入

組
み
帯

状
凍

(篠
掛

状
)、

非
結

束
羽

状
縄

文
、
充

填
縄

文
、
ミ

LR
,R
L(

0段
多

条
)

ナ
デ
、
ケ

ズ
リ

上
げ

底
状

叉
状

貼
瘤

は
胴

部
中

位
注

□
部

併
せ

4単
位

,1
51

と
同
一

個
体

?

西
部

捨
て

場
台
付

き
浅

鉢
?

18
97

GW
上

2
Ml
l

Щ
中

浅
94

口
～

底
剖

`

波
状

回
縁

、
丸

み
網

目
状

撚
り
糸

文
単

軸
絡

条
体
(L

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

平
坦

、
ケ

ズ
リ

CW
上

2
非

結
束

羽
状

縄
文

RL

18
99

CW
NH
・

N1
2

Ⅱ
上

注
目
土

器
頸

～
胴

部
先

鋭
貼
瘤

、刺
突

文
、
ミ
ガ
キ
、
浮

き
彫

り
状

無
文

Ⅲ
―
う

刺
突

文
は
微

隆
帯

部
分

に
先

端
が

平
た

い
工

具
で

肺
支

1フ
て

い
る

GW
上

2
Π

上
注

口
土

器
回
～

胴
部

下
半

平
縁

叉
状

貼
瘤

、
平

行
沈

線
、
沈
線

間
刺

突
、
ミ
ガ

キ
無

文
ナ

デ
注

口
部

の
向

き
が
上
を
向

く
方

を
天

(上
方

)と
し

た

CW
上

2
I、

Ⅲ
上

ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
丸

み
平

坦
Ⅳ
-5

19
02

CW
上

2
Ⅲ

上
深

鉢
BI

Ia
1/
2完

形
平

縁
、
丸

み
網

日
状

撚
り
糸

文
単

軸
絡

条
体
(L

平
坦

、
笹

?
Ⅲ
-6
-1

内
外

面
煤

付
着

上
2

亜
上

台
付

き
鉢

?
台

部
切

り
込

み
状

の
穴
(4
単

位
)、

沈
線

台
、
充

線
ヌ

外
面

朱
塗

布
、
台

部
に
観

ら
れ

る
文

様
は

左
右

対

称
を
成

す

CW
上

2
Dl
上

鉢
口
縁

部
装

飾
突

起
(円

形
透

か
し
、g
Ll

ミ
ガ

キ
RL

突
起

内
面

に
掘

り
込

み
に

よ
る

複
数

の
三

叉
文

(5
個

)

CW
上

2
N1
2・

N1
3

Π
上

鉢
回

～
胴

部
中

位
平

縁
、
丸

み
、肥

厚
入
組

み
状

文
(三

角
形

状
区

画
)、
磨

消
縄

文
(ミ

ガ
キ

)

LR
内

面
調

整
は

光
沢

が
感

じ
ら
れ

る
ほ

ど
丹

念
に
暦

か
れ

て
い

る
、
内

面
黒

色
処

理
?

GW
上

2
皿

上
深

鉢
LR

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ

GW
上

2
I、

■
■

ほ
ぼ

冗
形

(回

縁
部

。
注

目
部

ミ
ガ
キ

無
文

ナ
デ

丸
底

状
、
ミ
方

キ

nl
上

鉢
EI

ほ
ぼ
完

形

GW
上

2
Ш
上

(3
K)

壷
ほ
ぼ

完
形

(回

～
頸

部
欠

損
)

弧
線

状
入

組
み
文

(幾
何

学
文

様
)、

1同
部

下
半

に
横

位
隆

帯

無
文

ナ
デ

平
坦

、
ミ
ガ

キ
外

面
朱

塗
布

CW
上

2
頸

部
に

原
体

押
圧

文
L無

節
ナ

デ

CW
上

2
Ⅲ

上
深

鉢
B 
II

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
角

状
、
縄

文
、
折

り
返

し
RL

ナ
デ

半
tt
t

内
外

面
煤

微
量

付
着

GW
上

2
Ⅲ

上
～

中
深

鉢
口

～
胴

部
上

半
小

波
状

口
縁

、丸
み
、
突

起
(原

体
押

圧
文

)

顕
部

に
原

体
押

圧
文

LR
外

面
燥

微
量

付
着

CW
上

2
al
上

～
中

鉢
長

楕
円

形
状

の
隆

帯
無

文

口
綴

部
平

縁
、
縄

文
平
行

沈
線

、幾
何

学
文

様
、
磨

消
縄

文

GW
上

2
N1
3・

01
3.

01
4・

P1
2

Ⅱ
上

深
鉢

口
～

1同
部

下
半

平
縁

、
丸

み
櫛

引
文
(5
～

7条
)

無
文

Ⅲ
-6
-1

内
外

面
撲

微
量

付
着

GW
上

2
肛
中
(3
K)

壺
ほ
ぼ

完
形

(ロ
沈
線

、
Y字

状
文

L無
節

平
坦

、
ミ
ガ

キ
Ⅲ
-1
-1

口
縁

磨
い

て
再

加
工
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出
土
地
点

残
存

部
位

口
唇

部
形

熊
文

様
特

徴
地
  

文
備
  

考
GW

上
2

N1
3

Ⅲ
中
(3
K)

ほ
ぼ

完
形

(口

縁
部

欠
損

)

頸
部

に
原

体
押

圧
文

平
坦

肛
-6
-1

CW
上

2
皿

中
(3
K)

ほ
ぼ

完
形

波
状

口
縁
(6
単

位
?)
、

丸
み

、
平

行
沈
線

、
内
面

頂
部

に
沈

線
ナ

デ
平

坦

GW
上

2
壷

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
顎

部
に

原
体

押
圧

文
L無

節
半

IH
Ⅲ
-1
-3

GW
上

2
N1
3

深
鉢
A1

2a
1/
2完

形
刺

突
文

、
磨

消
縄

文
肛
-2
-1

19
21

GW
上

2
N1
4・

P1
3

鉢
E2
a

ほ
ぼ
完

形
平

行
沈

線
、
禰

円
文

内
外

面
燦

微
量

付
着

CW
上

2
II
l上

平
縁

、
丸

ろ
2条

の
原

体
押

圧
文

L無
節

平
坦

CW
N1
4・

N1
4

柱
穴

2号
・

ll
l上

1/
2完

形
(日

ヽ

顕
部
欠
損

)

弧
線

状
文

(多
条

沈
線

)、
胴

部
中
位

に
隆

帯
無

又
ナ

デ
平

坦
底

部
黒

色

CW
上

2
深

鉢
B2

1/
2完

形
波

状
日
縁
(4
o1
5単

位
う

曲
線

帯
状

文
、
磨

消
網

文
外

面
煤

微
量

付
着

19
25

CW
上

2
01
2

Ⅲ
上

～
中

ほ
ぼ

完
形

(ロ
無

文
半

jl
H、

網
代

涙
、

胎
上

の
様

相
か

ら
後

期
中

～
末

業
?

19
26

GW
上

2
Ⅱ

～
Ⅲ

上
深

鉢
底

部
平

坦
、
網

代
痕

、

孔
有

皿
-6
-1

側
縁

に
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
付

着
、
補

修
に
伴

う
も
の

?

深
鉢

?、
角

状
、縄

文
、
刻

み
目

沈
線

文
、
内
面

に
幾

何
学

文
様
・

縄
文

内
面

に
沈
線

に
よ

る
特

殊
文

様
19
28

GW
浅

鉢
1/
2完

形
丸

み
ナ

テ
平

坦
GW

上
2

Ⅲ
上

(3
H)

注
口
土

器
D1
lb

完
形

平
縁

、
丸

み
、
叉

状
贈

瘤
状

突
起

(6
単

位
)

叉
状

貼
瘤
(4
単

位
)、

入
組

み
状

文
(標

掛
状

)、

ミ
ガ

キ
無

文
ナ

デ
上

げ
底

状
Ⅱ
-5

入
組

み
状

文
(櫛

描
文

)を
構

成
す

る
沈

線
は

3条
1単

位
CW

上
2

01
3

鉢
EI
b

ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
丸

み
異
条

異
節
(L
R

看
十

上
げ

底
状

胎
上

に
粗

礫
混

入
、
外

面
煤

徴
量

付
着

19
31

GW
上

2
01
2

壺
D 
ll
c

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
無

文
丸

底
状

Ⅳ
-6

19
32

GW
上

?
香

炉
形

土
器

ほ
ぼ

完
形

(台

部
欠

椙
)

先
鋭

貼
瘤

、
入

組
み
状

文
(檸

掛
状

)、
透

か
し

(楕
円
形

状
)、

ミ
ガ

キ
LR

入
組

み
状

文
は

3条
の
平

行
沈

練
に

よ
り
浅

め
に

描
か

れ
る

GW
上

2
01
3・

01
4

Ⅱ
、
工
上

注
回

土
器

ほ
ぼ

完
形

(回
沈

線
、
ミ
ガ

キ
無

文
平

坦

19
34

CW
上

2
浅

鉢
口

～
胴

部
隆
帯

、刻
目
帯

、
ミ
ガ

キ
【
又

内
ケ

に
ミ
ガ

キ
が

施
さ

れ
て

い
る

19
35

GW
上

2
深

鉢
□
縁

部
波

状
□
縁

(段
状

)、
丸

み
平
行

沈
線

、
S字

状
文

LR
内

外
面

煤
微

量
付

着
GW

上
2

01
3,
P1
3

台
付

き
鉢
Fi
d

1/
つ
完
形

平
縁

、
丸

み
RL

Ⅲ
-2
-?

加
曽
利
B2
式

並
行

、
外

面
底

面
付

近
剥

落
多

ヽ
GW

上
2

在
日

土
器

胴
～

底
部

人
44
み

状
文

く連
続

円
弧

線
状

文
、連

続
逆

S字
状

文
)、

ミ
ガ
キ

無
文

看
十

丸
底

状
注

目
部

付
近

か
ら
切

断
し
た
可

能
性

有
、
安

行
3

式
?

CW
上

2
01
3

含
付

き
皿

台
部

電
夢
(

RL
(0
段

多
条

)
Ⅱ
-6
-2

縄
文

の
節

は
細

か
ヽ

上
2

Ⅱ
上

(3
A)

完
形

平
縁

、
丸

み
み
需

状
文

(縛
掛

状
)、

沈
線

文
無

文
上

げ
底

状
上

2
Ⅱ

上
(3
4)

ほ
ぼ

完
形

(口

～
顕

部
欠

損
)

半
JI
H

徳
利

形
壷

深
鉢

口
縁

部
平
縁

、
角

状
Ⅲ
-1
-2

19
42

GW
01
3

Ⅲ
上

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
丸

み
平

坦
、
笹

?
徳

利
形

壺
、
上

面
観

は
三

角
形

状
を
呈

す
る

CW
上

2
Ⅱ

上
台

付
き
皿

ほ
ば
完

形
半

縁
、
丸

み
平

行
沈

線
、斜

行
沈

線
(綾

杉
状

)、
内
面

に
刺

突
支

無
文

加
雪
利
B2
式

併
行

CW
上

2
Hl
上

注
目
土

器
B1
2

ほ
ぼ

完
形

(注
目
部

欠
損

)

平
縁

、先
鋭

貼
瘤

状
突

起
(8
単

位
)、
瘤

状
突

起
(4
単

位
)

先
鋭

IS
霜

、
人

組
み
帯

状
又

(経
掛

状
)、

非
結

束
羽

状
縄

文
、磨

消
縄

文
LR
・
RL

丸
底

状
注

目
部

ア
ス

フ
ァ
ル

ト
付

着
、
口
唇

部
に

付
く
瘤

状
突

起
の

頂
部

に
は
十

字
状

の
刻

み
目
を
施

文
す

る
、
胴

部
に
付

く
瘤

の
断

面
形

は
山

形
状

を
呈

す
る
備

先
は
企

が
ら
な

い
】

19
45

GW
上

2
鉢

口
縁

部
波

状
目
縁

、
丸

み
、刻

み
目

(頂
部

)

沈
線

文
(3
条

1単
位

)、
内

面
に
人

形
状

文
様

肛
-1

内
向

に
沈

線
に

よ
る
特

殊
文

様

19
46

GW
上

2
Ⅲ
上

(3
H)

壺
ほ
tF
完

形
(回

沈
線

、
磨

消
縄

文
平

坦
Ⅱ
-2
-1

19
47

CW
上

つ
深

鉢
底

部
平

坦
、網

代
痕

肛
-6
-1

者
CW

上
2

01
3・

01
4

I、
Ⅱ
、
Ⅱ

上
回
～
胴

部
下

半
平

縁
、
丸

み
櫛

ぢ
1文

く
4～

7条
)

ナ
デ
、
ケ

ズ
リ

櫛
引
文

の
施

文
方

法
は
棒

状
の

正
具

?を
4～

7

本
束

ね
た

も
の

と
思

わ
れ

る
19
49

CW
上

2
Ⅱ

上
単

孔
土

器
胴

～
底

部
沈

線
、
方

形
区

画
文

(ク
ラ

ン
ク
状

)、
磨

消
縄

文
ナ

デ
、 指

紋
、
輪

積
平

坦
、
笹

?
穿

孔
部

は
焼

成
後

に
穿

た
れ
、
周

辺
に

は
ア
ス
フ

ル
ト
が

付
着

す
る

GW
上

2
浅

鉢
平
行

沈
線

、
S字

状
文

L無
節

ミ
ガ

キ
、
ナ

デ
平

坦
加

曽
利
BI
式

並
行

、
内
面

黒
色

処
理

?
CW

上
2

壺
F 
ll
c

完
形

沈
線

、
ナ

デ
、
ミ
ガ
キ

無
文

丸
底

状
?

底
部

付
近

剥
落

多
ヤ

19
52

GW
上

2
鉢

底
部

不
明

平
坦

、
木

葉
痕

19
開

GW
上

2
鉢

口
縁

部
頂
部

内
面

に
人

形
状

文
(人

を
模

倣
?)

GW
上

2
01
4

Ⅱ
上

第
ほ

ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
無

文
平

坦
Ⅱ
-6
-1

ミ
ニ

チ
ュ
ア

?、
日
縁

部
付

近
の
孔

は
焼

成
前

に
寧

た
れ

て
い

る
CW

上
2

Ⅱ
上

回
～
底

部
平

縁
、
角

状
□
縁

部
3 
5c
m程
・

底
部

5 
cI
程
無

文
帯

付
加

条
(L
R
、

R)
平

坦
内
面

回
～
胴

部
中
位

付
近

煤
付

着
CW

上
2

Ⅱ
上

(3
K)

ほ
ぼ

完
形

(ロ

縁
部

欠
損

)

波
状

口
縁

、
丸

み
万

形
区

画
文

、
球

根
状

文
?(
花

弁
状

)
無

文
平

坦
Ш
-1
-3

沈
線

に
よ

る
特

殊
文

様
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出
十

地
点

層
  

位
器

種
名

文
族

特
徴

分
  

類
備
  

考

GW
上

2
Ⅱ

上
皿

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
丸

み
ナ

デ
、
ミ
ガ

キ
無

文
丸

底
状

小
型

深
皿

状
、
内

外
面

燦
徽

量
付

着

CW
上

2
Ⅲ
上

(3
K)

浅
鉢

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
丸

み
無

文
丸

底
状

19
59

CW
上

2
Ⅲ

上
(3
K)

鉢
Dl

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
角

状
、
叉

状
突

起
(3
単

位
)

し
無

節
平

坦
Ⅱ
-6
-1

上
2

Ⅲ
上

深
鉢
CI

口
～

胴
部

中
位

平
縁

、
丸

み
平
行

沈
線

、刺
突

文
Ⅱ
-2
=2

刺
実

文
は
竹

管
に

よ
る

も
の

と
思

わ
れ

る
、
内

面

CW
上

2
深

鉢
口

縁
部

小
波

状
口
縁

、
丸

み
、
刻

み
目

球
根

状
文

様
(沈

線
)、

内
面

に
球

根
状

又
標

L無
節

内
面

に
沈

線
に

よ
る
特

殊
文

様

CW
上

2
Ⅱ

上
深

鉢
口
縁

部
平

縁
、
丸

み
半

円
状

文
、
網

日
状

撚
り
糸

又
単

軸
絡

条
体
(R

饉
節

う

ナ
デ
、
ケ

ズ
リ

沈
線

に
よ

る
特

殊
文

様
、
内
外

面
煤

付
着

1餌
8

GW
上

2
P1
4・

P1
5,

01
4・

01
5

Ⅲ
上

深
鉢
B

回
～
胴

部
中

位
小

波
状

口
縁

、
角

状
櫛

引
状

沈
線
(3
～

5条
)に

よ
る

ru
R線

状
文

(楕
円

形
状

や
三

角
形

状
な

ど
の

幾
何

学
文

様

が
屁

閉
十

る
う
、
布

適
纏

支
?

L無
節

ミ
ガ

キ
構

引
状

の
沈

線
を
構

成
す

る
以

外
の

抗
線

は
丸

く

や
や
太

い
工

具
で

施
文

さ
れ

る
、
外

面
煤

微
量

付

CW
上

2
Ⅲ

上
壺

ほ
ぼ

完
形

(日
底

部
付

近
2 
cI
程

無
文

需
ケ
ズ

リ
平

坦

CW
上

2
01
4・

P1
4

Ⅱ
上

座
口

土
器

Fb
胴

～
底

部
S字

状
文

(隆
帯

)、
ミ
ガ

キ
若

千
■
・
刃
剤
点

ミ
ガ
キ

GW
上

2
平

縁
、
丸

み
幾

何
学

文
様

(沈
線

)、
磨

消
縄

文
沈

線
に

よ
る
特

殊
文

様
、
内

外
面

漂
付

看

GW
上

2
鉢

口
縁

部
平

縁
、
角
状

多
条

沈
線

文
無

文
ミ
ガ

キ

GW
上

2

01
2

壺
D1
la

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
渦

巻
き
状

文
(4
単

立
?)
、

ミ
ガ

キ
平

坦
Ⅲ
-1
-3

GW
P1
2・

P1
3・

Q1
2

Ш
上

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、丸
う

平
行

沈
線

、入
組

み
帝

状
文

(渦
巻

き
状
・

弧
状

)
平

坦

CW
上

2
P1
2,
P1
3

正
上

深
鉢

平
縁

、
内

削
ぎ
、
肥

厚
、
叉

状
突

起
(3
個

一
対

)

貼
瘤

、
方

形
区

画
文

、
非

結
束

羽
状

II
R文

LR
・
RL

胎
上

に
石

英
混

入
、
文

様
か

ら
加

曽
利
B2
式

並

行
と
判

断
さ
れ

る
が

叉
状

貼
瘤

が
付

く
こ
と
か

ら

十
腰

内
Ⅳ
式

に
比

定
す

る
可

能
性

有
、
内

面
煤

微
置

付
着

上
2

P1
3

Ⅲ
上

(3
1)

注
目
土

器
ほ
ぼ

完
形

(注

目
部

欠
椙

)

平
縁

、
角

状
顕

部
に
鱚

状
突

起
、
3列

の
刻

目
帯

、
入
組

み
帯

状
文

(変
形

鍵
状

文
)、

磨
消
縄

文

LR
(0
段

多
条

)
平

坦
証
-3

胎
上

に
粗

礫
混

入
 

壷
Dタ

イ
プ

に
類

似

GW
上

2
Ⅲ

上
ほ
ぼ

完
形

(ロ

縁
部

欠
損

)

平
行

沈
線
・

微
隆

線
、
ミ
ガ

キ
無

文
平

坦

CW
上

2
Ш
上

(3
K)

壺
F1
la

完
形

平
縁

、
角

状
平

行
沈

線
、
ミ
ガ

キ
無

文
ナ

デ
平

坦
内
面

黒
い
物

質
付

着
、
精

製
壷

GW
上

つ
P1
2・

P1
3

皿
上

注
目

土
器
Fd

胴
～

底
部

線
、
刻

目
帯

、
ミ
ガ

キ
無

文

GW
上

2
肛

上
深

鉢
HⅢ

la
1/
2完

形
平

縁
、
丸

み
】
状

縄
文

L 
Ro
R 
L

平
坦

後
簸

中
棄

～
後

業
、
内

外
面

煤
付

着

CW
上

2
肛

上
深

鉢
ほ
ぼ

完
形

(ロ

縁
部

欠
損

)

平
縁

、
丸

み
ナ
デ
、
ケ

ズ
リ

無
文

ナ
デ

平
坦

3ヽ
V

上
2

Ⅱ
上

深
鉢
1l
b

口
～

底
部

平
縁

、
丸

み
上

げ
底

状
内

外
面

煤
付

着

上
2

Ⅱ
上

鉢
II
a

1/
ワ
完
形

平
縁

、
角

状
非

緒
束

羽
状

縄
文

平
坦

ll
l-
6

後
期

中
葉

～
後

葉

GW
上

2
Ш

上
(3
H)

鉢
Gl
a

1/
2完

形
平

縁
、
内

削
ぎ
、
2個

一
対

の
賠

瘤
状

小
突

起
先

鋭
貼

瘤
、
入

組
み
帯

状
文

(欅
掛

状
)、

非
結

束

羽
状

縄
文

、充
填

縄
文

平
坦

文
様

か
ら
は
十

腰
内
W式

と
思

わ
れ

る
が

先
鋭

貼

瘤
が
付

加
さ
れ

る
こ

と
か

ら
十

腰
内
V式

の
可

能

CW
上

2
Ⅱ

上
鉢

部

先
鋭

貼
瘤

、入
組

み
帯

状
文

(欅
掛

状
)、

充
填

縄

文
、
ミ
ガ
キ

RL
上

げ
底

状
内
面

煤
付

着
、
文

様
か

ら
は
十

腰
内

�
式

と
思

わ

れ
る
が

先
鋭

貼
瘤

が
付

加
さ
れ

る
こ

と
か

ら
十

腰
内
V式

の
可

能
性

有

CW
1/
2完

形
平

縁
、
丸

み
無

文
平

坦

CW
上

つ
台
付

き
深

鉢
Dd

ほ
ぼ

完
形

(ロ
入

組
み

帯
状

文
(ク

ラ
ン

ク
状
・

本
乗

状
)、

弟
佑

束
羽

状
縄

文
、
磨

消
縄

文

台

19
83

GW
上

2
小

波
状

口
縁

?、
丸

み
櫛

引
文

(縦
位

)
無

文
内

外
面

煤
付

着

19
84

GW
上

2
口

～
底

部
平

縁
、
丸

み
、
折

り
返

し
口

縁
無

文
ナ

デ

GW
上

2
Ш

上
深
鉢

GⅢ
I

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
内

肖
1ぎ

、
肥

厚
非
結

東
羽

状
縄

文
LR
・

RL
(0
段

多
条

)

ナ
デ

平
II

内
外

面
煤

付
着

19
86

CW
上

2
Ⅲ

上
浅

鉢
1/
2完

形
RL

平
坦

19
87

CW
上

2
P1
3,
P1
4

Ⅲ
上

(3
A)

台
付

き
浅

鉢
ほ

ぼ
完

形
く
台

平
縁

、
丸

み
叉
状

貼
瘤
(5
単

位
?)

RL
(0
段

多
条

)

19
88

CW
上

2
浅

鉢
口
～

胴
部

下
半

平
縁

、
内
削

ぎ
無

女
芥

状

19
89

GW
上

2
肛

上
深

鉢
GⅡ

l
ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
LR
(0
段

多
条

)
ナ

デ
平

坦
Ш
-6
-1

内
外

面
煤

付
着

1∞
O

GW
上

2
P1
2,
P1
3

肛
上

深
鉢

BⅡ
la

1/
2完

形
平

縁
、
角

状
RL

ナ
テ

平
坦

外
面

は
黒
1落

部
分

多
い

、
内

外
面

煤
付

看

CW
上

2
Ⅲ

上
深

鉢
GⅢ

la
1/
2完

形
平

縁
、
角

状
平

坦
底

面
剥

落
有

上
2

P1
3

Ⅲ
上

注
回
土

器
ほ

ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
、
叉

状
貼

瘤
状

突
起

(4
単

位
)

叉
状

お
層
(4
単

位
)、

人
組

み
萩

又
(微

隆
線

,、
無

文
上

げ
底

状
胎

土
に

海
面

青
子

?混
入

、
外

面
朱

塾
布

、
新

地
式

CW
壷
HI
la

1/
2完

形
平
縁

、
丸

み
平

坦
Ⅱ
-6
-4

19
94

GW
上

2
肛

上
台

付
き
浅

鉢
ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
角

状
、
先

鋭
瘤

状
突

起
(5
単

位
う

平
行

沈
線

、
ナ

デ
LR

台
胎

土
に

粒
径

1～
3m
口

の
粗

礫
を

多
量

に
含

む
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掲
載
番
号

出
土
地
点

文
様

特
徴

19
95

CW
止

2
P1
3・

P1
4・

Q1
4

Ⅱ
上

(3
J1
6・

3」
1

鉢
口

縁
部

半
縁

、
角

状
へ
組
み
帝
状
文
、
ミ
ガ
キ

LR
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

CW
上

2
P1
3

Ш
上

浅
鉢

十
腰

内
I新

の
可

能
性

あ
り

19
97

CW
上

2
P1
2・

P1
3

Ⅱ
上

深
鉢

DⅡ
la

ほ
ぼ
完

形
半

縁
、
内

HJ
ぎ

、
円
形
・

斜
行

突
起

(各
4単

位
)

Xt
tI
S瘤

(頸
部

に
4単

位
)、

入
組

み
帯

状
文

(木
葉

状
鍵

状
文

、
4単

位
)、

非
結

束
羽

撹
電

患
芥

壇
縄

支
、
ミ
ガ

キ

LR
・
RL

平
坦

内
外

面
煤

付
着

GW
上

2
ul
上

浅
鉢

ほ
ぼ

完
形

LR
ナ

デ
平

坦
Ⅲ
-6
-3

内
外

面
剥

落
有

GW
上

2
Ⅲ

上
深

鉢
FⅡ

la
1/
2完

形
平

縁
、
内
削

ぎ
入
組

み
帯

縄
文
(4
単

位
)、

非
緒

束
羽

状
縄

文
、

磨
消
縄

文

LR
・
RL

平
坦

入
組

み
状

文
は

3単
位

で
施

文
さ
れ

る
、
十

腰
内

Ⅳ
式

苦
F4
階

?

GW
上

2
Ⅲ

上
深

鉢
GH
I

ほ
ぼ

完
形

非
結

束
羽

状
縄

文
(回

～
胴

部
上

半
付

近
の

み
)

LR
・
RL

ナ
デ

平
坦

、
ミ
ガ

キ
Ⅲ
-6
-3
?

内
外

面
煤

付
着

GW
上

2
Ⅲ

上
筒

形
土

器
日

～
胴

部
下
半

平
縁

、
丸

み
菱

形
文

。
X字

状
文
・
星

形
文

(各
4単

位
)、

磨
消
縄

文
?(
ナ

デ
う

LR
Ⅲ
-2
-1

外
EI
全

体
に

朱
塗

布
、
単

孔
土

器
の

可
能

性
有

20
02

CW
上

2
Ⅲ

上
香

炉
形

土
器

台
部

貼
瘤

、透
か

し
(楕

円
形

状
)、

平
行

沈
線

、
ミ
ガ

GW
Ⅲ

上
重

頸
～

胴
部

中
位

人
組

み
帯

状
文

(変
形

鍵
状

文
)、

暦
消

縄
文

ケ
ズ

リ
GW

上
2

Ⅱ
上

深
鉢

D 
Ⅱ

2
ほ
ぼ

冗
形

く
底

部
欠
損

)

山
形
状

回
縁
(5
単

位
)、

内
削

ぎ
、
肥

厚
入

組
み

状
帯

状
文

く
Ⅱ
a帯

変
形

木
葉

状
文
・

Ⅱ

帯
S字

状
5単

位
)、

非
結

束
羽

状
縄

文
、
充

填
編

支
、
ミ
ガ

キ

LR
oR
L(
0段

多
条

)

十
腰

内
Ⅳ

式
古
段

階

上
2

P1
3・

P1
4

Ⅲ
上

鉢
Fl
a

ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
角

状
半

荷
抗

線
間

に
複

数
段

の
亥
1日

言
、
人

組
み

状
文

(ク
ラ

ン
ク
状

、
4単

位
)、

ミ
オ

キ
ナ

デ
平

坦
Ⅱ
-3

複
数

段
の
刻

目
帯

は
口
縁

部
と
頸

部
に
観

ら
れ

る

CW
上

2
Ⅲ

上
壺

Al
つ

口
～
胴

部
下

半
小

波
状

口
縁

、
丸

み
方

形
区
画

文
(4
単

位
?)
、

円
形

策
J突

文
、弧

線
状

文
、横

位
隆

帯
、
磨

消
縄

文
し
無

節
帯

状
文

上
に
施

文
さ
れ

る
束
J突

文
は
文

様
の
接

点
に
付

く
、
外

面
煤

微
量

付
着

GW
上

2
P1
3。

,1
4・

II
l上

(3
A)

日
～

胴
部

下
半

平
縁

、
丸

み
撚

り
糸

文
単

軸
絡

条
体
(L

無
銃

ヽ
胎

上
に
礫

混
入

、
外

面
燦

付
着

GW
上

2
亜

上
壷
C1
2

1/
2完

形
波

状
口
縁

縦
位

賠
付

隆
帯
(3
単

位
)、

多
条

沈
線

文
(X
字

状
・

S字
状

3単
付

う
、Л
同
部

に
訂

無
文

平
坦

肛
-1
-2

CW
上

2
P1
3。

P1
4

深
鉢

口
～

胴
部

平
縁

、
丸

み
櫛

引
文

(縦
位

)
無

文
ナ

デ
、
ケ

ズ
リ
、輪

積
痕

内
外

面
擦

付
着

20
10

GW
上

2
深

鉢
口
縁

部
山

形
状

口
縁

、丸
み

非
結

束
羽

状
縄

文
(異

方
向

)、
磨

消
編

支
加

曽
利
B3
式

並
行

、外
面

燥
付

着
CW

上
2

Ⅱ
上

深
鉢

口
縁

部
山

形
状

口
縁

、
内

肖
1ぎ

、乳
頭

状
磨

消
縄

文
ナ

デ
外
面

煤
付

着

20
12

Ⅱ
上

回
～

胴
部

上
半

平
縁

、
丸

ら
磨

消
縄

文
ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
外
面

煤
微

量
付

着
、馬

立
I式

段
階

?

上
2

P1
3

Ш
上

深
鉢

胴
下

半
～

底
部

LR
(0
段

多
条

)
上

げ
底

状
、
ミ

外
面

煤
付

着

20
14

GW
上

2
P

亜
上

深
鉢

G亜
1

平
縁

、
内

削
ぎ

非
結

束
羽

状
縄

文
LR
・
RL

平
坦

肛
-6
-3

胎
上

に
粗

礫
混

入
、外

面
煤

付
着

20
15

CW
上

つ
P

Ⅲ
上

深
鉢

口
縁

部
波

状
回
縁

、
丸

み
又

Ⅲ
-1
-1

内
面

煤
徴

量
付

着
CW

上
2

P
Ⅲ

上
深

鉢
】同
部

原
体

押
圧

文
、
ル
ー

プ
け

つ
L照

師
結

師
有

り
内
面

煤
付

着
CW

上
2

Ⅱ
上

鉢
底

部
平

坦
、
弧

線
状

Ⅲ
-1
-1

3ヽ
V

上
2

Ⅱ
上

壷
A1
2

ほ
ぼ
完

形
波

状
□
縁

、丸
み
、
隆

帯
渦

巻
き
状

文
、
曲
線

文
、
隆
帯

、綾
繰

文
(原

体
押

圧
文

)、
磨

消
縄

文
半

lH
?

上
2

Ⅲ
上

深
鉢

?
山

形
状

日
縁

、
角

状
ミ
ガ

キ
無

文
胎

土
に
石

英
混

入
、加

曽
利
B2
式

並
行

上
2

P1
3

皿
上

深
鉢

口
～

胴
部

疲
状

回
縁
(5
単

位
)、

角
状

多
条

沈
線

又
(X
字

状
、精

円
状

、三
角

状
、
円
形

状
)

無
文

内
外

面
療

微
量

付
着

上
2

Ⅱ
上

深
鉢

口
縁

部
疲

状
口
縁

(5
単

位
、
頂
部

斜
位

の
刻

み
目

)、
丸

み
円
文

、
沈

線
文

、
磨

消
縄

文
L無

節
Ⅲ
-1
=2

GW
上

2
P1
3・

P1
4

Ⅲ
上

(3
K。

3J
16
)

口
～

底
部

波
状

口
縁

、
角
状

網
目
状

撚
り
糸

文
単

軸
絡

条
体
(L

無
節

)

ナ
デ

平
坦

Ц
-6
-1

外
面

剥
落

有
、
内
外

面
煤

付
着

GW
上

2
P1
2・

P1
3・

Q1
2

肛
上
・

中
ほ
ぼ
完

形
波

状
□
縁
(6
単

位
)、

角
状

、縄
文

口
縁

部
万

形
区

画
文

(隆
・

沈
線

)、
頸

部
刺

突
k

(6
単

位
)、

1同
部

上
半

弧
線

状
文

(沈
線

翻
、

胴
部

中
粒

平
行

路
帯

、
1同

部
下

半
銀

マ

L無
節

ナ
デ

平
坦

CW
上

2
肛

上
ほ

ぼ
完

形
小
波

状
回
縁

(3
単

位
)、

丸
み
、

折
り
返

し
日
縁

隆
帯

、
帯

状
文

(曲
線

文
)、

磨
消
縄

文
L無

師
ミ
ガ

キ
、
ナ

デ
平

坦
内
面

調
整

は
日
縁

部
ミ
ガ

キ
、胴

部
ナ

デ
、外

面
一

部
燥

?級
置

付
着

CW
上

2
皿

上
口

～
胴

部
平

縁
、
丸

み
入

組
み

帯
状

文
、
磨

消
縄

文
、
淳

き
彫

り
状

Ⅱ
-3

CW
上

2
P1
3,
Q1
2

Ⅲ
上

。 中
壷
A1
2

ほ
ぼ

晃
形

(底

部
欠

損
)

波
状

口
縁

、
丸

み
、
大

形
突

起
(5
単

位
)、

折
り
返

し
口
縁

X字
状

隆
帯

文
、方

形
区

画
文

(隆
帯

)、
弧

練
状

帯
状

文
(ク

ラ
ン
ク
状

、
三

角
形

状
、方

形
)、

横
位

隆
帯

、磨
消

縄
文

OW
ll
l上

深
鉢

口
～

胴
部

疲
状

口
縁

、
丸

み
複

数
段

の
刻

目
帯

、
非

結
束

羽
状

縄
文

、磨
消
縄

文
LR
oR
L(
0段

外
面

煤
微

量
付

着

GW
上

2
P1
3・

Q1
3

匝
上

深
鎌
Dl

□
～

胴
部

中
位

起
(各

5単
位

)

入
組

み
帯

状
文

、
磨

消
縄

文
(ミ

ガ
キ

)
RL

一
部

分
LR
に

み
え

る
節

有
(判

別
困

難
)、

内
外

面
燥

付
着

GW
上

2
Ⅲ

上
深

鉢
Dl

□
～

胴
部

平
縁

、
内
削

ぎ
、肥

厚
、
叉

状
突

起
(矧

日
)

貼
瘤

、
入

組
み
帯

状
文

、
非

結
東

羽
状

縄
文

、
磨

消
縄

文
LR
・
RL

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

外
面

煤
付

着
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tL
土
地
点

出
土

地
点

層
  

位
器

種
名

底
部

形
態

分
  

類
備
  

考

昴
30

CW
上

2
亜

上
。
下

鉢
A2

ほ
ぼ

冗
形

波
状

口
縁
(4
単

位
)、

角
状

帯
状

文
(楕

円
文・

円
文・

渦
巻

き
状

文
4璃

の
、

L無
節

平
坦

、
ミ
ガ

キ
波

頂
部

は
2ケ

所
が

刻
み

日
、
2ケ

所
が

ボ
タ

シ

状
の
貼

り
付

け
を

も
つ

CW
上

2
Ⅱ

上
。 下

壷
1/
2完

形
平

縁
、
丸

み
、
先

鋭
贈

層
状

突
運

貼
層

、
ミ
ガ

キ
無

文
上

げ
底

状
棗

状

CW
上

2
P1
2・

P1
3

Ⅲ
上
・

下
深

鉢
GH

ib
ほ

ぼ
完

形
平

縁
、
内

削
ぎ
、
肥

厚
非

結
爽

羽
状

縄
文

し
R・

RL
上

げ
底

状

CW
上

2
P1
3・

Q1
2

Ⅱ
上
・

下
壼

B】
ほ

ぼ
完

形
(□

唇
部

欠
損

)

方
形

区
画

文
(隆

帯
、
4単

位
)、

渦
巻

き
状

文

(4
単

位
う
、
磨

消
駕

支

LR
平

坦
黒

色
瀕

料
は

漆
と

思
わ

れ
る

GW
上

2
P1
3

Ⅱ
上

(3
F)
・

下
筒

形
土

器
?

胴
～

底
部

無
文

平
坦

、
網

代
痕

匝
-2
-1

単
孔

土
器

の
可
能

性
有

、加
曽
利
Bl
式

並
行

?

GW
上

2
P1
2,
P1
3・

Q1
2

Ⅲ
上

(3
H)
・

下
鉢
A2

1/
2完

形
平

縁
、丸

み
、
突

起
(2
単

位
、
斜

位
の
刻

み
目

)

多
条

沈
線

文
(S
字

状
、
楕

円
状

、三
角
状

)
無

文
ナ
デ
、
ケ
ズ

リ
平

坦

20
36

CW
上

つ
P1
2,
P1
3・

Ⅱ
上

。 中
深
鉢
Dl

1/
2完

形
(底

部
波

状
口
縁

、
肥

厚
、大

小
の
突

起
(各

4単
位

)
ミ
ガ
キ

□
唇

部
の
実

起
は
偏

平
山

形
状

突
起

と
大

形
十

字
流

線
入

り
突

tE
が

杢
五

に
付

く
、
内
外

南
燦

付
着

GW
上

2

,1
4・

01
2

Ⅱ
下

壷
A2

回
～
胴

部
中

位
小

波
状

口
縁
(5
単

位
)、

角
状

、

縄
文

方
形

区
画

文
(隆

沈
線

に
よ

る
4単

位
)、

渦
巻

LR
ガ

キ
、
ナ

デ
胴

部
下

半
は
無

文

20
38

GW
上

2
肛

上
深

鉢
G亜

la
ほ

ぼ
完

形
小

波
状

口
縁

、
丸

み
無

文
平

坦
El
-6
-1

上
面

観
は
楕

円
形

、
内

面
口
～
胴

部
上

半
付

返
環

付
着

GW
上

2
皿

上
壷
DI
I

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
網

目
状
撚

り
糸

文
単

軸
絡

条
体

く
L

無
節

)

半
lH
、

笹
?

内
面

黒
い
物

質
が
付

着

GW
上

2
Ⅱ

上
ほ
ぼ

完
形

(回
ミ
ガ

キ
RL

平
坦

、
網

代
涙

小
突

起
(a
単

位
)、

丸
み

無
文

ミ
ガ

キ
、
ケ

ズ
リ

平
坦

完
形

平
縁

、
丸

う
櫛

引
文

(縦
位

)
無

文
ナ
デ
、
ケ

ズ
リ

平
坦

Ⅱ
-6
-1

CW
上

2
Ⅱ

上
台

付
き
浅

鉢
ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
角
状

方
形

区
画

文
(5
単

位
)

無
文

CW
上

2
Ⅱ

上
皿

完
形

突
起

?(
1単

位
)、

丸
み

無
女

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
丸

底
状

、
ミ

ガ
浅

い
丸

底
の
郭

?、
突

起
?の

下
付

近
に
穿

孔
有

、
蓋

の
可

能
性

有

Ⅱ
上

鉢
EI
a

日
～

底
部

平
縁

、
丸

み
平
行

沈
線

、
S字

状
文

、磨
消
縄

文
LR

ナ
デ

CW
上

2
匝

上
台
付

き
壷

ほ
ぼ

完
形

(□
叉

状
貼

瘤
(5
単

位
)、

横
位

隆
帝

(隆
帝

上
刺

突

GW
上

2
Ⅱ

上
深

鉢
A1
la

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
角

状
、
縄

文
磨

消
縄

文
LR

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
?

平
坦

CW
上

2
P1
4・

01
4

匝
上

浅
鉢

(杯
状

)
1/
2完

形
平

縁
、
丸

み
、
段

状
突

起
ガ

キ
、
穿

孔
有

無
文

丸
底

状
、

ミ
ガ

口
唇

部
の
突

運
は
段

状
で
半

円
気

味
に
択

れ
て

い

る

CW
上

2
Ⅲ

上
台
付

き
皿

回
～

胴
部

平
縁

、
叉

状
貼

瘤
状

突
は

泌
風

入
組

み
状

文
(連

結
木

葉
状

文
)、

非
結

束
羽

状
LR
・
RL

台

上
2

H上
深

鉢
ほ

ぼ
完

形
半

縁
、
丸

み
□
縁

部
・
胴

部
下

半
無

文
帯

LR
平

坦
、
ミ
ガ

キ
、

内
外

面
煤

付
着

GW
鉢
Dl
a

平
縁

、
丸

み
外

面
燦

微
量

付
着

若
干

上
げ
底

状
形

態
か

ら
晩

期
初

頭
と
思

わ
れ

る

GW
ヒ

2
Ⅱ

上
注

目
土

器
Fd

1/
2完

形
平

行
沈

線
、
菱

形
状

沈
線
(X
字

で
見

れ
ば

8単
位

)円
形

刺
突

、
ミ
ガ

キ
LR

外
面

は
光

沢
を
感

じ
る
ほ

ど
丹

念
に
磨

か
れ
て

い

る
、
加

曽
利
B2
～

B8
併

行

船
M

GW
上

2
肛
上

台
付

き
鉢

?
台

部
台

Щ
-6

底
部

の
穿

孔
は
焼

成
前

に
穿

た
れ

て
い

る

郷
55

GW
上

2
P1
4・

P1
6

Ⅲ
上

(3
」

16
)

胴
～
底

部
入
組

み
帯

状
文

、磨
消

縄
文

LR
ナ
デ
、
ケ
ズ

リ
平

坦
、
木

葉
痕

肛
-3

21
15
6

GW
上

2
旺

上
ほ
ぼ

完
形

(底
平

縁
、丸

み
頸

部
に

橋
状

突
起

(6
単

位
)

RL
胎

上
に

粗
礫

混
入

GW
上

2
01
4・

P1
3・

Ⅲ
上

深
鉢

AⅡ
la

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
ケ

ズ
リ
、
胴

部
下

半
に

6 
cI
程

無
文

帯
RL

ナ
デ

平
坦

皿
-6
-1

上
面
観

は
楕

円
形

、
内
外

面
煤

付
着

LR
平

坦
加

曽
利
BI
式

並
行

、
内
面

燦
付

着

2t
59

GW
上

2
Ⅲ

上
深

鉢
回

縁
部

小
波

状
口
縁

、
角
状

網
目
状

撚
り
糸

文
ナ

デ

20
60

CW
上

2
P1
4

Ⅲ
上

台
付

き
鉢

脚
部

無
文

台

GW
上

2
P1
4・

P1
6

肛
上

深
鉢

□
～

胴
部

平
縁

、
丸

み
、
耳

状
突

起
(3
単

帯
状

文
(ク

ラ
ン
ク
状

)、
磨

消
縄

文
?

LR
内
外

面
燦

付
着

肛
上

回
～

胴
部

中
位

半
稼

、
月

涼
撚

り
糸

文
単

軸
絡

条
体
(L

ミ
ガ

キ
、
ナ

デ

平
坦

、
網

代
痕

CW
上

2
肛

上
壷

胴
～
底

部

内
面

燦
付

着

台
付

き
鉢

,部
無

文
合
、平

行
沈

線
Ⅲ
-6
-4

20
67

GW
上

2
P1
4

皿
上

深
鉢

底
部

平
坦

、
網

代
痕

、

指
紋

外
面

煤
付

着

CW
上

2
皿
上

。 下
鉢
CI

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
丸

み
、
突

起
(2
単

位
)

突
起

部
貼

付
文

、
S字

状
文
・
渦

巻
き

状
文

(沈
無

文
平

埋
外
面

一
部

剥
落

21
B9

CW
上

2
LR

内
面

黒
色

顔
料

塗
布

平
縁

、
角

状
荻
1突

冽
k磨

消
縄

支
LR

加
曽
利
B2
式

並
行

、
内
外

面
煤

付
着



層
  

位
器

種
名

回
唇

部
形

態
文

様
特

鶴
内
面

調
整

底
部

形
態

分
  

類
CW

中
1

深
鉢

口
縁

部
半

縁
、
丸

み
、
貝

殻
腹

縁
文

貝
殻

腹
縁

文
胎

上
に
雲

母
混

入
、
時

期
検

討
要

す
る

20
72

GW
L7
・
M9

Ⅲ
上

注
目
土

器
B

頸
～
胴

部
先

鋭
貼

瘤
、
入

組
み
状

文
(変

形
連

節
木

棄
文

)
無

文
ll
-5

時
鶏

検
討

要
す

る
中

1
M8

Ⅱ
上

(3
C)

注
回
土

器
ほ
ぼ

完
形

(口

～
頸

部
・

注
回

ミ
ガ
キ

無
文

ナ
ア
、
ケ

ズ
リ

上
げ
底

状
亜
-6
-4

内
面

黒
色

処
理

?

W
中

1
L7

Ⅲ
上

深
鉢

H■
la

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
B突

運
羊

歯
状

文
平

坦
、
ミ
ガ

キ
Ⅳ
-2
-2

外
面

煤
付

着
CW

中
1

M8
肛
上

鉢
日

縁
部

平
縁

、
丸

み
、
B突

起
入

組
み
状

文
(X
字

文
意

匠
)、

短
沈

線
、三

兄
な

ミ
ガ

キ
Ⅳ
-1
-2

20
76

GW
中

1
M9

Ⅲ
上

台
付

き
歳

鉢
完

形
平

縁
、
角

状
無

文
ミ
ガ
キ

台
Ⅲ
-6
-4

椀
形

、
合

状
を
呈

す
る

CW
中

〕
I、

Ⅱ
上

深
鉢
E1
1

ほ
ぼ

完
形

(底

部
欠

損
)

半
縁

、
内

肖
1き

、
刻

み
目
列

平
行

沈
線

間
内

に
列

点
状

刺
突

(突
き

起
こ

し

状
)、

縦
長

隆
帯

状
貼

瘤
(隆

帯
上

に
刻

み
目
、
5

単
付

う

無
文

胎
土

は
赤

色
を
帯

び
る
、器

形
か

ら
十

腰
内
V式

と
判

断
し
た
、
安

行
式

?

OW
中

1
M8

Ⅱ
上

鉢
Jl
a

1/
2完

形
平
縁

、
丸

み
、
B突

起
LR

Ⅳ
-2
-2

21
17
9

GW
中

1
M9

皿
上

台
付

き
壷
L1
ld

完
形

半
縁

、
丸

み
貼
瘤

、帯
状

文
(変

形
連

節
木

棄
文

)、
磨

消
縄

文
台

瘤
は
文

様
の
接

点
に
付

く
20
80

CW
Ⅱ

上
注

国
土

器
DI
Id

ほ
ぼ

完
形

(注
目
部

欠
損

)

平
縁

、
角

状
貼
瘤

、
刻

み
目
、
入
組

み
帯

状
文

、磨
消

縄
文

正
-5

上
面

観
は
方

形
、
口
唇

部
両

側
縁

に
小

形
の

刺
突

文
を
配

す
る

CW
中

1
M9

Ⅲ
上

鉢
CI

平
縁

、
丸

み
頸

部
に

先
鋭

貼
瘤

LR
ナ

テ
平

坦
口

縁
部

は
無

文
、
貼

瘤
は
小

さ
ヽ

GW
中

1
江ヽ
9

Ⅱ
上

台
付

き
鉢
CI
d

1/
2完

形
平

縁
、
角

状
先

鋭
貼

周
(約

2 
5c
m間

隔
)、

2条
の

横
位

帯
状

支
LR

台
底

部
内

面
付

近
剥

落
多

い

20
83

CW
中

1
M9
,M
12

I、
Ⅱ

上
ほ
ぼ

完
形

(底

部
欠

損
)

平
縁

、
内

削
ぎ
、
肥

厚
非

結
東

羽
状

縄
文

LR
・
RL

ケ
ズ

リ
、
ミ
ガ
キ

?
胎

土
に
粗

礫
混

入
、外

面
煤

付
着

GW
中

1
M9

双
胴

注
口

土
器

ほ
ぼ

完
形

(上
部

欠
損

)

双
4同
形

先
鋭

貼
瘤

、
隆
線

に
よ

る
入
組

み
帯

状
文

(檸
掛

状
櫛

描
文

?)
無

文
上

げ
底

状
双

胴
部

と
胴

部
の

接
点

(接
着

部
分

)に
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
が

付
着

す
る
事

か
ら
補

修
し
て

い
る

可
能

性
有

20
85

Ⅱ
上

晃
形

平
縁

、
角

状
把

手
状

貼
瘤

(横
に
孔

有
)、

入
組

み
状

文
(連

結
帯

状
支

)、
ミ
ガ

キ
無

文
平

坦
、
ミ
ガ

キ

CW
中

1
Ⅱ

上
深

鉢
口

縁
部

平
縁

、
内
削

ぎ
、
3個

―
対

の
瘤

状
小

突
起

鋸
錮

状
文

、
帯

状
文

上
に

刺
突

列
無

文
内
外

面
煤

付
着

、刺
突

文
は
人

間
の

指
の

大
き

さ
に
比

較
し
て

小
さ
め
で

あ
る
が

指
頭

圧
痕

の
可

能
性

が
あ

る
20
87

GW
中

Ⅲ
上

浅
鉢

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
丸

み
平

行
沈

線
、
刺

突
文

、
ミ
ガ

キ
無

文
ミ
ガ

■
上

げ
底

釈
Ⅳ
-6

20
88

CW
中

Ⅲ
上

深
鉢

回
縁

部
平
縁

、
内
肖
1ぎ

貼
層

、網
目
状

沈
線

、磨
消
縄

文
20
89

CW
中

皿
上

注
目

土
器
E1
lb

ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
角
状

無
文

上
げ
底
状

20
90

GW
N1
0・

01
0

Ⅲ
上

注
目
土

器
C 
II
d

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
ミ
ガ

キ
無

文
ナ

デ
Ⅲ
-6
-3

胎
土

が
赤

色
を
帯

び
る

中
Ⅲ

上
深
鉢

EⅢ
lb

平
縁

、
丸

み
先

鋭
HS
霜

、
人

4t
tみ

帝
状

文
、
磨

薦
縄

文
上

げ
底

状
内
外

面
煤

付
着

Ⅱ
上

深
鉢

EⅡ
lb

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
内
肖
1ぎ

内
外

面
煤

微
量

付
着

Ⅱ
上

鉢
1l
b

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
内
肖
1ぎ

非
結

東
羽

状
縄

文
LR
oR
L

げ
厩

状
Ⅲ
上
・
中

深
鉢
HⅡ

l
ほ

ぼ
完

形
平

縁
、
丸

う
□

縁
司
`璃

に
先

Fj
t貼

霜
、
抗

線
LR

半
lb

内
外

面
煤

付
着

、縄
文

施
文

後
に
沈

線
、
ミ
ガ
■

を
施

し
て

い
る
、文

様
は
粗

雑
な
様

相
、
内
面

調
整

は
日
縁

部
付

近
ミ
ガ

キ
、
底

部
付
近

ナ
デ

GW
中

1
深

鉢
回

縁
部

平
縁

、
丸

み
刺

突
列

無
文

ナ
デ

束
1突

文
は
先

端
二

股
の

工
具

(竹
管

?)
中

1
H上

深
鉢

ほ
ぼ

完
形

(底
部

友
掴

Ⅲ
半

縁
、
内

削
ぎ
、
小

突
起

(8
単

位
?)

ナ
デ

内
外

面
煤

付
着

CW
Ⅲ

上
～

下
香

炉
形

土
器

口
縁

剖
`

突
起

叉
状

貼
瘤

、
平

行
沈

線
、
売
‖突

夕
に
言

瀬
招

無
文

GW
Ⅲ

上
深

鉢
帯

状
文

上
に
先

鋭
貼

瘤
、縦

位
の
連

ll
l文

、磨
消

縄
文

、浮
き
彫

り
状

胎
土

に
石

英
?混

入

Hl
上

深
鉢
Hl

回
～

胴
部

下
半

平
縁

、
内

削
ぎ
、
肥

厚
、
叉

状
突

先
鋭

jI
D瘤

、人
組

み
帯

状
文

(欅
掛

状
)、

充
墳

縄
マ

LR

皿
上

台
部

透
か

し
く
円

形
、
台

形
様

)、
ミ
ガ

キ
LR

中
1

N1
0。

01
0・

OH
肛

上
鉢

11
1/
2完

形
平
縁

、
角

状
、
B突

起
芋

歯
状

又
平

坦
、
ケ

ズ
リ

B突
起

は
3 
cI
間

隔
で
付

加
、外

面
煤

付
着

GW
中

1
01
0

Ⅱ
上

深
鉢

回
～

胴
部

平
縁

、
内
削

ぎ
、
半

円
状

突
起

三
叉

文
、
磨

消
網

文
RL

内
外

血
煤

付
看

、
掘

り
込

み
に

よ
る
三

叉
文

、
入

組
み

状
文

は
3段

の
繰

り
返

し
に

よ
り

構
成

、
福

田

員
塚

に
類

例
有

CW
Ⅲ

上
深

鉢
CШ

Ib
ほ

ぼ
完

形
平
縁

、
内
肖
1ぎ

、月
巴
厚

非
結

束
羽

状
縄

文
LR

RL
上

げ
底

状
Ⅱ
-6
-4

上
面

観
は
楕

円
形

、
煤

は
内

外
面

と
も

口
～

胴
部

中
位

付
所

に
付

着
GW

中
1

On
'0
12

I、
Ⅱ
上

皿
回

～
胴

部
装
飾

突
起

、
B突

起
人

組
み

三
叉

文
、
沈

線
台
付

き
皿

?、
国
縁

部
内
面

に
隆

帯
に

よ
る

入
組

み
文

GW
中

1
皿

上
注

目
土

器
ほ

ぼ
死

形
(□

ミ
ガ
キ

無
文

小
形

上
げ
底

状
庸
状

十
腰

内
Ⅵ
式

?

CW
Ⅱ

上
深

鉢
AⅡ

la
口
～

底
部

平
縁

、
丸

み
口
縁

部
3 
ca
程
・

底
部

a5
ca
程

無
支
帯

ナ
テ

内
面

煤
付

着
21
07

CW
Ⅲ

上
注

目
土

器
Cc

Iユ
ぼ

晃
形

(回

縁
部

欠
損

)

三
叉

文
、
雲

形
文
、
列

点
沈

線
(短

沈
線

)
無

文
ミ
ガ

■
丸
底

状
、
ミ
ガ

IV
-1
-2
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文
様

特
徴

地
  

文
内

面
調

整
底

部
形

態
分
  

類
備
  

考

GW
中

1
On

Ⅱ
上

浅
鉢

突
起

部
表

飾
突

起
隆
帯

、
沈
線

、
ミ
ガ

キ
、
動

物
意

匠
(土

偶
の

顔
?)
、

内
面

に
沈

線
・

三
叉

文

Ⅳ
-2
-1

CW
I、

Ⅱ
上

】阿
部

へ
組

み
弧
線
状
文

(微
隆
需

)、
ミ
ガ
キ

無
文

単
孔

土
器

?、
外

面
朱

塗
布

CW
中

1
PH

正
上

深
鉢

DⅡ
lb

1/
2完

形
平

縁
、
内
削

ぎ
、
肥

厚
、
大

小
の

叉
状

突
起
(5
単

位
)

叉
状

貼
溜

、
入
組

み
帯

状
文

、充
填

縄
文

、
ミ
ガ

キ
LR
(0
段

多
旬

、
RL

ナ
デ
、
ミ
ガ

キ
上

げ
底

状
内
面

黒
色

処
理

?、
口
～

胴
部

中
位

ま
で

は
LR

を
施

文
し
胴

部
下

半
～
底

部
に
か

け
て

Rと
を
施

文
す

る

残
鉢

回
～

胴
部

平
縁

、
丸

み
LR

正
-6
-2

内
外

面
煤

付
着

瓜
上

(3
Z,

憂
ほ
ぼ

完
形

(□

縁
部

欠
損

)

代
組

み
状

文
く欅

掛
状

)、
ミ
ガ

キ
無

文
上

げ
底

状
胎

上
に

雲
母

混
入

CW
中

1
P1
2

深
鉢

?
□

縁
部

波
状

回
縁

、
突

起
(突

起
頂

部
に

貼
瘤

、
円
形

文
、
非

結
束

羽
状

縄
文

、磨
消
縄

文
LR
oR
L

ナ
デ

CW
中

1
P1
2

Ⅲ
上

台
付

き
壺

1 
1l
d

完
形

平
縁

、
丸

み
叉

状
貼

瘤
(4
単

位
)、

刻
み

目
、弧

線
状

入
組

み

文
(徽

隆
線

)

無
文

CW
中

1
P1
2

重
G1
1

死
形

平
縁

、
内

削
ぎ

入
組

み
帯

状
文

(変
形

鍵
状

文
)、

非
結

束
羽

状
縄

文
、磨

消
縄

文

RL
丸

底
状

胎
上

に
粒

径
1～

3 
mm
の

粗
礫

を
多

量
に

含
む

、

3ヽ
V

単
■

土
器

晃
形

平
縁

、
丸

み
帝

状
文

(撤
位

)、
磨

消
縄

文
LR
、

L無
節

平
坦

縄
文

は
LR
が

2ケ
所

で
他

は
Lで

あ
る

、
穿

孔

部
は

焼
成

後
に

穿
た

れ
て

い
る

外
面

煤
付

着
GW

中
1

亜
上

台
付

き
浅

鉢
ほ
ぼ

完
形

(台
小

波
状

日
縁

、
2個

―
対

の
叉

ヲ
F緒

東
羽

状
縄

又
、
ミ
ガ

キ
LR
・

RL
(0
段

多
条

)

GW
中

1
Ⅱ

上
鉢
Gl
a

ほ
ぼ
完

形
半

縁
、
内

日
Jぎ

、
21
回

一
対

の
jt
S

瘤
状

小
窄

置
人

組
み
状

文
(檸

掛
状

)、
非

結
束

羽
状

櫂
文

、
暦

消
縄

文

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

平
坦

十
腰

内
IV
式

の
可

能
性

有

CW
中

1
皿

上
平

埋

21
22

CW
中

I
Ⅱ

上
(3
1)

壷
Gb

ほ
ぼ

完
形

(ロ
入

組
み
状

文
(標

掛
状

)、
磨

消
縄

文
上

げ
底

状

21
23

CW
中

1
Ⅱ
上

(3
J)

早
孔

土
器

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、
丸

み
刻

目
帯

、
入

組
み
帯

状
文

(運
節

木
案

文
)、
非

結
束

羽
状

縄
文

、磨
消

縄
文

LR
RL

ナ
デ

上
げ
底

状
顕

部
の
上

面
観

は
方

形

GW
中

1
P1
2

Ⅱ
上

注
目

土
器
Dl
lb

ほ
ぼ

完
形

(注
平

縁
、
内
削

ぎ
、
叉

状
貼

瘤
状

突
叉

状
貼

瘤
、
弧

線
状

入
組

み
文

(微
隆

線
)

無
文

上
げ
底

状
在

日
部

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
付

看
、
新

地
式

GW
中

1
P1
2

Ⅲ
上

台
付

き
皿

部
欠

損
)

半
縁

、
叉

状
貼

瘤
状

突
起

入
組

み
帝

状
文

(欅
掛

状
)、

内
面

に
縄

文
LR
?

Ⅲ
-4

Ⅲ
上

(3
Z)

香
炉

形
土

器
ほ

ぼ
完

形
(台

部
欠

損
)

平
縁

、
内

肖
!ぎ

、
大

小
の

叉
状

貼
叉

状
貼

瘤
、三

叉
透

か
し
、
弧

線
状

文
(微

甥
動

、
円
形

透
か

し
(注

目
部

?)
、

安
孔

有
無

文
台

形
態

は
注

目
土
器

に
類

似
す

る

鉢
1/
2完

形
平
縁

、
角
状

平
行

沈
線

、
S字

状
文

、藩
消

縄
文

LR
21
28

GW
中

1
H■

深
鉢

DⅡ
la

1/
2完

形
平

縁
、
2個

一
対

の
叉

状
突

起
(4
単

位
)

入
組

み
状

文
(欅

掛
状

)、
充

填
縄

文
LR

ナ
テ

平
坦

胎
上

に
金

雲
母

混
入

、
内

面
煤

付
着

平
縁

、
内
削

ぎ
、肥

厚
ナ

デ
平
坦

、
ミ
ガ

キ
匝
-6
-4
?

CW
中

1
Hl
上
(3
Z)

深
鉢

DⅡ
lb

ほ
ぼ

冗
形

半
縁

、
内

削
ぎ
、
大

小
の

突
運

(4
単

位
)

叉
状

貼
瘤

、
入
組

み
帯

状
文

、非
結

束
羽
桝

儲
な

磨
消
縄

文

LR
oR
L

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

上
げ

FH
状

Ⅲ
-5

GW
中

1
肛

上
鉢
Gl

回
～

胴
部

中
位

平
縁

、
内
削

ぎ
、
叉

状
突

起
叉
状

貼
瘤

、
入

組
み
帯

状
文

(欅
掛

状
)、

非
結

東
羽
状

縄
文

、
充

填
縄

支
、
ミ
ガ

キ
LR
・
RL

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

口
唇

部
の
叉

状
突

起
は

3個
一

対
(大

1、
小

2)
と

2個
一

対
(小

2)
が

交
互

に
付

く
皿

上
台

付
き
鉢

台
部

ミ
ガ

キ
無

文
高

台
時

期
は
十

腰
内

Ⅱ
～

Ⅳ
式

と
思

わ
れ

る
、
馬

台
付

き
鉢

GW
中

1
P1
2

皿
上

注
口

土
器

胴
部

叉
状

貼
瘤

、
入

組
み
状

文
(擦

掛
状

、
5条

平
行

沈
線

)

無
文

櫛
的

な
工

具
に

よ
り
入
組

み
状

文
が

施
文

さ
れ

る
新

地
式

?

El
上

台
付

き
鉢

?
台

部
台

部
の

穿
孔

は
径

2 
cI
程

□
縁

部
波

状
□
縁

、丸
み

球
根

状
文

様
(沈

線
)、

磨
消

縄
文

LR
21
36

GW
中

1
肛

上
深

鉢
口

縁
部

波
状

回
縁
(5
単

位
)、

内
削

ぎ
、

肥
厚

、
叉

状
貼

瘤
状

突
起

、
隆

帯
叉
状

貼
瘤

、
入

組
み
帯

状
文

、
非

結
束

羽
嶼

饉
患

磨
消
縄

文
、淳

き
彫

り
状

LR
・
RL

ナ
デ

内
外

面
煤

付
着

GW
中

1
P1
2・

Q1
2

皿
上

深
鉢
D1
2b

ま
ぼ

完
形

波
状

回
縁

、
大

形
叉

状
突

起
(う

単
付

?】
、
小

形
V状

寮
れ

X状
魅

層
く
5単

位
)、

人
組

み
帝

伏
文

(5
 e
tD
、

非
結

束
羽

状
縄

文
、
充

填
縄

文
、
ミ
ガ

キ
LR
,R
L

若
千

上
げ

底
状

内
外

面
煤

微
量

付
着

CW
中

止
Ⅲ

上
深

鉢
LR
・
RL

平
坦

内
外

面
煤

付
着

CW
中

1
P1
2・

Q1
2

Ⅲ
上
～
下

(3
G・

3

■・
3Z
)

台
付

き
深

鉢
D肛

ld
ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
丸

み
、
肥

厚
、
瘤

状
突

起
7単

位
)

人
組

み
帝

状
文

、非
緒

東
羽

状
縄

文
く共

万
同

)、

充
墳

縄
文

、
ミ
ガ

キ

RL
(0
段

参
条

?
台

Ш
-5
?

内
面

煤
付

着
(煤

の
付

着
は
外

面
に

は
観

ら
れ

な

い
)、

内
面

黒
色

処
理

?

21
40

GW
中

1
Ⅲ
上
・

下
深

鉢
GⅡ

ld
ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
内
削

ぎ
、
肥

厚
非

結
束

羽
状

縄
文

LR
・
RL

平
坦

nl
-6
-4
?

炭
化

物
は
胴

部
下
半

～
底

部
内

面
に

付
着

、
後

棄
以

隆
と
推

‡
さ
れ

る

GW
中

平
縁

、
角

状
、
FF
厚

非
結

束
羽

状
縄

文
LR
・
RL

上
げ

底
状

Ⅲ
-6
-3

GW
中

Ql
l

Ⅲ
上

深
鉢

FⅢ
ib

頸
部

に
縦

長
貼

瘤
LR

ナ
デ

平
坦

GW
Ql
l

Ⅲ
上

深
鉢

F肛
la

ま
ぼ
完

形

は
ぼ

完
形

平
縁

、
角

状
羽

状
縄

文
意

匠
LR
・
RL
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掲
載
番
号

出
土
地
点

層
  

位
器

種
名

残
存

部
位

□
唇

部
形

態
地
  

文
分
  

類
中

1
Ⅲ

上
深

鉢
回
縁

部
幾

何
学

文
様

、磨
消

縄
文

内
外

面
に
沈

線
に

よ
る
特

殊
文

様
Ⅱ

上
(3
Z)

台
付

き
浅

鉢
1/
?完

形
平

縁
、
丸

み
無

文
CW

鉢
平

縁
、
丸

み
L無

節
台

棟
形

、
内

面
炭

化
物

夕
付

着
CW

中
1

Q1
2

Ⅲ
上

(3
G)

深
鉢

CⅢ
la

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
丸

み
?、

肥
厚

、
2個

一

対
の
叉

状
突

起
(5
単

位
)

貼
瘤

、
入

組
み
帯

状
文
、
非

結
東

羽
状

縄
文

(異
方

向
、
規

則
性

が
弱

い
)、

ミ
ガ

キ
平

坦
内
外

向
煤

付
着

、
貼

瘤
は
文

様
の
起

点
に

玉
抱

き
状

に
配

す
る
、
内
外

面
煤

付
着

21
49

GW
中

1
Q1
2

深
鉢

G■
la

ほ
ぼ

完
形

平
縁

、丸
み

平
坦

土
に
粗

礫
混

入
、補

修
孔

有
、
一

括
出
土

CW
中

1
Ⅱ
上
(3
HD

獲
口

土
器

完
形

平
縁

、
角

状
、
叉

状
突

起
(4
単

位
)

先
鋭

貼
瘤

、弧
線

状
入
組

み
文

(微
隆

線
)

無
文

平
坦

、沈
線

外
画

全
体

朱
塗

布
・

胴
部

の
中
央

部
分

が
ド
ー

ナ
ツ
状

(環
状

)を
呈

し
、
貼

瘤
は
隆
線

上
に
付

加
、 新

hV
式

01
2

肛
上

口
～

顕
部

平
縁

、
丸

み
、突

起
?、

刻
み

日
18
95
と

同
一
個
体

?
GW

Ⅲ
上

単
孔

土
器

完
形

平
縁

、
内
削

ぎ
刻

み
日
、斜

行
文

、平
行

沈
線
(3
条

1単
位

)

非
結

東
羽

状
縄

文
、
磨

消
縄

文
?

RL
上

げ
底

状

21
硝

CW
中

1
Q1
2

匝
上

台
付

き
蕨

鉢
1/
2完

形
平

縁
、
内
削

ぎ
、
叉
状

突
起

、
沈

線
ナ

デ
無

文
台

Ⅲ
-6
-4

GW
中

1
Ⅱ

上
鉢
Gl
b

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
内
削

ぎ
、肥

厚
、
2個

―

対
の

叉
状

突
tE
`7
単

怖
】

叉
状

貼
瘤

、
入
組

み
帯

状
文

(襟
酬

太
4釧

笠
?)

、磨
消

縄
文

LR
、
RL

上
げ

底
状

21
55

01
2

Ⅲ
上

平
縁

、
内
削

ぎ
LR
・
RL

GW
中

1
Ⅱ
上

(3
■

)
深

鉢
GH

l
ほ

ぼ
晃

形
平

縁
、
内

削
ぎ
、
肥

厚
、
大

小
の

叉
状

突
起
(6
単

位
)

先
晩

lt
h層

、
人

組
み

帝
状

又
、
ミ
ガ

キ
LR
、
RL

半
坦

口
縁

部
に
付

く
叉

状
突

起
は
大

形
突

起
間

に
3個

―
対

の
小

形
突

起
(真

ん
中

が
よ

り
小

形
)を

配
す

る
、
内

面
黒

色
処

理
?、

底
部

外
面

付
折

黒
,

GW
中

1
Q1
2

Щ
上

深
鉢

DⅢ
2b

ほ
ぼ
完

形
小

波
状

口
縁

、
内

削
ぎ

、
肥

厚
、

大
小

の
突

起
(5
単

位
)

叉
状

貼
瘤

(5
単

位
)、

入
組

み
帯

淀
恵

篠
齢

力
、

非
結

束
羽

状
縄

文
、
充

填
縄

文
、
ミ
ガ

キ
LR
・

RL
(0
段

多
条

?〕

看
十

上
げ

底
状

内
面

黒
色

処
理

?・
療

付
着

21
58

CW
中

1
Ⅲ

上
深

鉢
平
縁

、丸
み

中
1

Q1
2

深
鉢
B

ほ
ぼ

完
形

波
状

口
縁
(6
単

位
)、

丸
み

9条
平

行
沈

線
(S
字

状
文

)、
ミ
ガ

キ
・

ケ
ズ

リ
無

文
GW

中
1

肛
上

壷
LI
I

ほ
ぼ
完

形
平
縁

、
角

状
叉

状
II
I瘤

、
入

組
み
帯

状
文

、
非

結
束

羽
刃
饉
患

磨
消

縄
文

(ミ
ガ
キ

)

LR
・

RL
(0
段

多
条

)

平
坦

CW
中

1
肛

上
台

付
き
皿

ほ
ぼ
完

形
半

稼
、
丸

み
、
突

起
(4
単

位
)

平
行

沈
線

、
非

結
束

羽
状

縄
文

、
磨

消
縄

文
(

ガ
キ

)、
内
面

に
流
繰
・
籠

支
LR
・

RL
(0
段

多
条

)

台
日
唇

部
の
突

起
は
頂

部
に
十

字
状

の
刻

み
目
が

メ
る

21
62

CW
中

1
亜

上
鉢

胴
～

底
部

入
組

み
帯

状
文

、充
墳

縄
文

?、
ミ
ガ
キ

LR
・
RL

ミ
ガ

キ
辛

坦
LR
と

RL
が

不
規

則
気

味
に
施

文
さ
れ

て
い

る
部

分
が

あ
る
、 外

面
剥

落
有

、
内
面

黒
色
処

理
?

CW
中

1
Ⅱ

上
(3
H6
1

浅
鉢

1/
2元

形
平

縁
、
丸

み
上

げ
底

状
内

面
に

オ
レ

ン
ジ
色

に
変

色
し
た
部

分
(付

着
?)

有
CW

中
1

皿
上

深
鉢

D 
Ⅲ
2b

1/
2完

形
波

状
回
縁

、
内
削

ぎ
、
肥

厚
、
先

先
鋭

貼
瘤

、
人
組

み
帯

荻
文

(欅
掛

状
、
帯

状
文

内
多

条
沈

線
)、

ミ
ガ

キ
、
浮

き
彫

り
状

無
文

上
げ
底

状
外

面
剥

落
部

分
有

21
6「
D

CW
中

1
Ⅱ

上
鉢

胴
～

底
部

亥
1日

帯
、
ク

ラ
ン
ク
状

文
、充

填
縄

文
?

LR
、
RL
(0
段

多
条

)

平
坦

LR
と

RL
が

不
規

則
気

味
に
施

文
さ
れ

る

Ⅱ
上

(3
F)
・

Ⅱ
下

ほ
ぼ
完

形
平

縁
、
角

状
RL
(0
段

多
条

)
オ
デ
、
ミ
ガ

キ
平

坦
外

面
擦

付
着

、後
期

中
～
末

葉
と
推

庁
さ
れ

る
21
67

CW
中

1
Ⅱ

上
鉢

口
～
】同

部
中
位

平
縁

、
内
削

ぎ
、肥

厚
複

数
段

の
刻

目
帯

、
入
組

み
帯

状
文

(変
形

木
葉

状
文

)、
非

結
束

羽
状

縄
文

、
磨

消
縄

文
?

し
R・

RL

CW
中

I
Щ

上
霊
A1
2a

1/
2完

形
炭

状
回
縁
(4
単

位
)、

丸
み

口
～
顕

部
方

形
区

画
文

(隆
帯

、
4単

位
)、

胴
部

胴
部

中
位

に
横

位
隆
帯

L無
節

平
坦

Ⅱ
-1
-2
?

内
外

面
煤

付
着

、
外

面
の
一

部
に

ア
ス

フ
ァ
ル

GW
Ⅲ

上
鉢

部

非
結

東
羽

状
縄

文
LR
・
RL

ナ
テ

平
坦

H-
6-
3

後
期

中
～
末

葉
と
思

わ
れ

る

Ш
上

(3
K)

ほ
ぼ
完

形
菱

形
文
、
S字

状
文

、
円
文

、磨
消

縄
文

(ミ
ガ
キ

)
RL

内
外

面
煤

付
着

CC
外

E1
3第

イ
ト

鉢
?

】 同
部

磨
消
縄

文
(九

十
九

折
り
状

)
器
厚

は
薄
手

で
あ

る

21
72

GC
外

E1
3第

7
匝

上
1/
2完

形
平

縁
、
B突

起
、
刻

み
目

羊
歯

状
文

平
坦

、
剥

落

CC
外

注
口

上
器

顕
～

底
部

羊
歯

状
文

、
ミ
ガ
キ

丸
属

、
沈
線

、
ミ

ガ
キ

Ⅳ
-2
-1

CC
外

広
口
四
足

童
HI
Ib

平
縁

、
丸

み
無

文
足

(4
個

)
外

11
0

台
付

き
皿

1/
2完

形
無

文
Ⅳ
-6

時
期

検
討

要
す

る
、
ミ
ニ

チ
ュ

ア
?

CC
11
0

壺
日
～
胴

部
中
位

平
縁

、
角
状

顕
部

に
4 
cm
ほ

ど
の
無

文
帯

、非
結

束
羽

状
縄

文
、
ミ
ガ

キ
LR
・
RL

ナ
デ

11
0

口
～

胴
部

卜
稼

、
丸

み
入

組
み
三

叉
文

、
沈

線
、
ミ
オ

キ
LR

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

内
面

調
整

で
指
跡

と
思

わ
れ

る
部

分
有

、
内

面
黒

色
処

理
?

外
_J

鉢
突

起
部

沈
線

に
よ

る
横

位
L形

状
文

様
無

文
堀

ノ
内

2式
並

行
?、

今
銘

の
可

能
‖

有
21
79

CC
民
殻

腹
縁

文
、
員
殻

条
痕

文



F22柱 穴状土坑

E24 無 文

束1突 列、RL
回督部形態は丸みの部

分 と内削 ぎ気味の部分

とに分れる

沈線文、LR
後期中葉

縦位平行沈線 (5朝り、

無文

後期中葉

上 1 L8～ M8土 層観察断

面

Hl(再 堆積層 ) 鉢

第59表 土製品 (1)ミ ニチュア土器
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L8～ M8土 層観察断

面

皿(再 堆積層 )

沈線文

無 文

沈 線 文 、貼 霧 、層 消縄蒸

沈線文

台付 き鉢 沈線文

鉢

上 2 網 目状況線文

葉

I、 41上 人組三X文 、ミガキ、沈
線、しR
刺突文

文

後期中粟

上 1 沈線文、磨消縄文、沈線、

無 文

部
無 文

上 2 ぬ線、入組状文、ミガキ

RL(0段 多条 )

沈線文

第60表 土製品 (2)ミ ニチュア土器
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第61表 上製品 (3)土偶
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後頭部・耳貫通孔有

アスファル ト付着、口柄 I式

沈線文、R LoL

後頭部・耳貫通孔 有 、鼻・乳 部 孔

有、アスクァル ト付着

後頭部貫通孔有、朱 ?塗 布、田柄
二式

肩左～腕部 左、胸 ～

下腹部
アスファル ト付着

第62表 土製品 (4)土偶
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部   位

GW 上 2 013
乳 部

廉1突 文

皿上

肩部左 後期中葉 ?

CW 肩部右 刺突文

孔 有

土 偶 足部右 (21) 後期末葉～晩

期

皿 上

腰部、腕部左

(lall (126) 耳・口■有、頭頂部 開 いて い る、

中空土偶

■ 1 肩部、胸部 、腕 部右 、

乳部

沈線文 後期中～後棄 顕部 ツケッ ト状 (田 部 )

H7

土 偶 肩部右、胸部右、腕部

右、乳部右

(&1) 後期後～末案

斎1突 文

土 偶 腹左～下腹 部
=、

ヘ

そ部

後期 後 秦

CW 上 1 頭 部 耳貫通孔有、鼻・口孔 有 、田柄 I

式

頭部飾 り

土偶

足部差 沈線文

上 偶 月 部 右 、胸 ～ 足部 、腕 (17) 後 期 中棄

後期中葉 ?

束I突 文 (77) (41) 下腹部に 2ケ 所孔有、顕部 ツケ

ト状 (凹 部 )

上 偶

足部左

皿上 上 福 頭 部 市1突 文 、沈 線 文 、 (22) 後期後葉 後 頭 部 貫 通 孔 有 、二 ■ 隔

(■3)

頭部 後期後葉

刺突文、沈線文 赤色顔料 ?

(40)

(■5)

土侶 肩部右、胸～腹部、乳

部左

刺突 又 後朗後葉

67)

lll上 上 側 下腹～足部 右 (足 先

欠損 )

後期後案 ?

沈線文、RL 孔 有

Π 上

先欠損 )

(26) 後 期 末 案 朱塗布

胸～腹部 後期後葉

と ,

左

沈線文、RL 赤色顔料 ?

皿上 土 偶 頭～下腹部、肩部右、
へそ部

後期中葉 耳貫通孔有、昇・へ そ■ 石 、毀部

ッケ ット状 (凹 部 )

左、乳部

燕1突 文 耳・鼻・乳 (横 )孔有、新山 Ⅱ式

足部左 後期中葉

選光器土偶

(32)

Hl上 土偶 (■ 1)

上 I 頭 部 後期後葉 頭部・後頭部・耳貫 通孔 有 、ア

ファル ト付着

口孔有

Ⅱ上 (26) 後期中～後葉

肩部差

Ke～ M9上 層観察断面 (2■ )

土 偶 後期後棄

阪～足部 石 く足 先欠

損 )、 へそ部

(401 (23) (17)

足部左

鼻・□孔有

後頭部・耳貫通孔有

CW
LR

後 期 後 票 赤色顔料 ?、 KH住 居跡 上 部 出

土

土偶 腹～足部左 (足 先左

欠損 )

廉I突 文 、充 線 文 、 後期中～後葉

察断面

土 偶 足部左 況 線 文 後期中葉

第63表 土製品 (5)上偶
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■ 偶 足部右

沈線文、無節 R (■ 8)

伴 う)

上 1 (52)

理 されているように見え る

上 1 充 線 文 晩期 ? 土器の―部の可 能性 有 、中 空 土

偶 ?

K9～ M9上 層 観 察 断 面 Ⅱ上～中 土 偶 足部右 後 期 後 ～ 末 乗 中空 土 偶

腕部右 ?

Ⅱ上

欠損 )

後期中棄

土偶 頭部 後lln部・■貫通孔有、アスフ ァル
ト付着

腕 部 (左 右 ?) 沈線文、LR
日上、中空土偶

内 B21住 居跡状 3号 口を意識 したと思われる円形の孔有、外面 は丁重 な ミガキ、
内面 は荒いケズ リ

動物形土製品

内面渦状土製品

単

第64表 土製品 (6)上偶・内面渦状土製品・動物形土製品 。その他
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第65表 土製品 (7)飾 り玉・耳飾り
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摘み部分及び器体側面 に穿孔有、外面調整は丁重な ミガキ、内面調整は粗 雑 な ケ

ズ リ、晩期 ?

D25土 層観察断面

傘部内面及び茎部に指頭圧痕

キノコ形土製品 傘部・茎部欠損

備   考

第66表 土製品 (8)鐸形上製品・分銅形土製品 。上鈴 。キノコ形土製品 。スタンプ形土製品
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掲載番号 出土地域 斜 面 出土地点 層 位 器種名 長さ(a) 幅 厚 さ 備   考

D13 坑 3号 埋主中 スプー ン形上製品 完形、内外面 とも丁重なナデ、ミガキ、柄先は性器を意識 していると思われる

F12■ 坑 1号 埋土中 スブー ン形土製品 (201

スブー ン形土製品 (21) 外面指頭圧痕有

Ш上 スアー ン形土製品

上 内画面 ともに丁重 な ミガキ、柄 は途中欠損

上 内外面 とも荒い調整

外面沈線 による弧状のモチーフ

斜 面 出土地点 層 位 器種名 長 さ(cI) 幅 厚 さ 備   考

91形 土製品 (47) 3/4欠損、外面ミガキ、内面概めのミオキ

釧形土製品 (49)

上 2 (65)

上 1 (281

CW 上 1 4/5欠 損、内外面 とも丁重 な ミガ■

完形、内外面 とも丁重 な ミガキ、所々に指頭圧痕、穿孔途中の孔有

ほぼ完形、内外面 とも丁重な ミガキ、所々に指頭圧痕

掲載番号 出土地域 斜 面 出土地点 層 位 部 位 長さ(al) 幅 厚 さ 分 類 備   考

GE 上 Ⅱ中 土錘 完 形 沈線 について、幅はa5mm程、断面形 は半 1

CE 上 C24 主錘 完 形 沈線 について、幅は4 0mm程 、断面形 は半円

GE 中 Щ上 土錘 完 形 沈線 について、幅はaO剛 程、断面形 は逆台形状

CE 東部捨て場 土錘 (34) (Z8)

上 1 土 錘 完 形 部に14m程 の貫通孔有、器面 の調整は丁重な ミガキが施 されている

上 2 Ⅱ 上 土 錘

上 2

LR・ RL非 結束羽状縄文、胎上 の様相 は後期後棄 ?

層 位 器種名 文様特徴 長さ(cI) 底 辺 厚 さ 重量 (g) 時 期 備   お

埋土中 三角形状土製品 完 形 後期 側縁打欠

埋土中 三角形状土製品 完 形 沈 線 後期前葉 ? 側縁打欠、胎土 に長石

E224坑 1号 埋土中 三角形状土製品 完 形 (23) 後期 側縁磨

内 H18■ 坑 3号 埋土中 三角形状土製品 完 形 無 文 後 期 側縁磨

内 119t坑 1号 埋土中 三角形状土製品 完 形 沈 線 後期前葉 al縁打欠

内 Kl吐 坑 埋上中 三角形状土製品 完 形 無 文 後 期 側縁磨

N 内 K20■ 坑 2号 埋土中 三角形状土製品 完 形 無 文 後 期 al縁磨

内 L12■ 坑 I号 埋土中 三角形状土製品 完 形 後 期 側縁磨

内 し12上 坑 2号 埋土中 三角形状土製品 完形 無 文 後 期 al縁打欠

内 Mi吐 坑 1号 埋土中 三角形状土製品 完 形 無 文 後 期 側縁磨

内 01■坑 3号 埋土中 三角形状土製品 完形 撚 り糸文 ? 後 期 側縁打欠

内 F22柱穴状土坑 埋土中 三角形状上製品 完形 無 文 後 期

内 し12柱 穴状土坑 埋土中 三角形状土製品 完形 沈線、LR
N 内 し12tL穴状土坑 埋土中 三角形状土製品 完形

内 C2創 日沢跡 三角形状土製品 完 形 沈 線 IRl縁 打欠

GE 上 Ⅲ上 三角形状土製品 完形 沈線文 非再利用品

GE 中 三角形状土製品 完形 沈線文

CE 変 C23～ D25■ 層観察断面 三角形状土製品 完形 沈線、し無節 側縁打欠

上 三角形状■製5 完形 羅文 ? 側縁打欠

中 三角形状■ 期前棄 側縁打欠

上 三角形状■製品 沈 線 後期初頭 おむすび型

三 角 形 状 土 雲 側縁磨

皿 ■ 後期初頭 側縁磨

G24 後期前棄 側縁打欠

後期前葉 側縁打欠

後期 ? 側縁磨

t土製品 後期 ? 土器片鏃、側縁磨

後期 側縁打欠磨

側縁打欠

後期 側縁磨

後期 側縁磨

三角形状土製品 完 形 撚 り糸文 後期 一次加工品

I～ Ⅱ上 三角形状土製品 完 形 し無節 後期 側縁打欠

工上～中 三角形状土製品 完 形 RL 後期 一片磨

三角形状土製品 完 形 RL 後期 側縁磨

Ⅱ上 三角形状土製品 完 形 RL 後期 側縁磨

中 1 皿上 三角形状土製品 完 形 沈線、RL 後期 側縁磨

CW 中 1 皿上～下 三角形状土製品 完 形 沈線文 後期前索 側縁磨

中 1 Q12 Ⅲ上～下 三角形状土製品 完 形 後期 側縁磨

上 1 三角形状土製品 完 形

第67表 土製品 (9)スプーン形土製品 。釧形土製品・ 土錘 。三角形状土製品
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第68表 土製品 (10)円盤状土製品
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凝 欠 岩 質 格 板

岩

箇 み付 き 2 十 字 形

内 K■住居跡 P'10 埋土中 石 鏃

板岩

(05) 中生界

E151t居 跡 状 1号 チ ャー ト質赤

褐色凝灰岩

中生界 軽 米 一九 戸―

岩泉

粘板者質チ ャ 中生界 軽 米 無茎凹甚

ャ
岩

テ
板

有 茎 尖丞 1

中生界 軽 ネ

内

埋■中 石 鉱 チ ャー ト質粘

板岩

中生界 軽 米

チヤー ト質粘 軽米 (折 爪岳
山塊 )

言茎 尖 墓 1

内 B23炉 跡 埋土中 石 鏃 ャ
中石

，
板

中生界

粘 板 岩 質 テ ャ 有茎 平 墓 2

埋土中 石 鏃

チ ャー ト質盛

内 E26土 坑 埋上下位 石 鏃 (10)

辺三角形

チ ャー ト質疑 中 生 界 軽 米 有茎平基 2

F13■ 坑 1号 埋土下位 石 鏃

掲色凝灰岩
不
泉

整
岩 角 形

無茎平基

CE土 坑 4号 埋土下位 石 鏃 (a21

板 岩

111土 坑 1号 竪土中 石 鏃 (17)

板 岩
不
泉

整
岩

中生界 軽 米

粘版者質 テ 中 生 界 軽 米 棒 状 錐の可能性有

M12土坑 埋土 中 石 鏃 粘板岩質 チ 中生界 軽 米

M14上坑 4号 HE■ 中 石 鏃 (C61 格板岩質 チ 中生界 軽 米

粘板岩 有茎平基 2

C22柱 穴状土坑 埋土中 石 鏃

E16H穴状上坑 2号 埋 土 中 石 嫉 チ ャー ト質凝

灰岩

中生界 軽 米 大形

チ ャー ト質 万 塁 部 付 返 言≡ 平 昼 1

B23(第 9ト レンチ) 石 鏃

板 岩

チ ャー ト質粘 有茎平基 ]

石 鏃

有茎平基 】

石 鏃

中生界 軽 米 基部付近

石鏃

石 鏃 テャー ト質粘

板岩

中生界 軽 米 有茎平墓 1

石 鏃 粘板岩質テ 中生界 軽 米 有茎平基 1

板 岩

石鏃 中生界 軽 米 有茎平基

中

Hl上 石鏃 (06)

中

板 岩

石鏃 チ ャー ト質赤

褐色凝灰岩

中生界 軽 米 ―九 戸 ―

岩泉

身先端～茎

部の中央

有茎平基 2

第69表 石器 (1)石鏃
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GE 上 石 鏃 ャ
岩

テ
板

卜質 粘 中生界 軽 米

有茎平基 2

CE 石 鏃 中 生 界 軽 米

粘板岩 有茎平墓 2

上

岩

軽 米

Ⅱ 上 チ ャー ト質粘

板岩
有 茎 平 基 2

石 鏃 テ ヤー ト質粘
板岩

中生 界 軽 米

岩

有茎平基 2

上 石 鏃 粘 板 岩 質 チ 中生界 軽 米

(12)

板 岩

有茎平基 2

C8 石鏃 中生界

(l10) 身 中央 ～ 茎

部

有茎平基 2

CE 石鏃 中生界
Ⅱ 中 有茎平基 2

中 石 鯨 格 倣 岩 質 チ ャ 中生 界 軽 米

Ⅲ中 ャ
岩

テ
板

卜質粘 有茎平基 2 未製品の可能性
あり

石鏃 中生界 軽 米

粘板岩
上 B23(第 9ト レンチ)

灰 岩

騒 米 墓部付近

粘板岩質チ ャ 膏茎 平 墓 2

軽 米

石 鏃 中生界

(10
板 岩

有茎平基 3

石 鏃 中生界
Ⅱ下

板 告

有茎尖墓 1

石 鏃 (27) 職灰岩質粘版 中生界

(231 茎部 有茎尖基

GE 石 鏃 チ ャー ト質粘

板岩

中生界 有 垂 尖 墓 1

石鏃 チ ャー ド質粘
板岩

中生界

有茎尖基 1

チ ャー ト質凝

灰岩
中生界 言茎 尖 冨 1

上
軽 米

石鏃 中生界
H■ チ ャー ト質凝

灰岩
有茎尖墓 1

石鏃 (50 疑 灰 岩 質 粘 板

昔

中生界 軽 米

(■ 0) 有茎尖基 2

茎 部

石鏃 チ ヤー ト質粘
板岩

中生界

岩 泉

板 岩

有茎円基

Ⅱ上 (10) 粘板岩

見られる
有茎凹墓

石鏃 チ ャー ド質要
灰岩

中生界 軽 米

板 岩

騒 米 有茎凹基

チ ャー ト質赤

褐色凝灰岩
不
泉

電
岩

有要 凹基

GE 石鑑 チ ャー ト質凝

灰岩

中生界 軽 米

る 鏃

板 岩

尖茎平基

C25(第 4ト レンテ) Hl上 粘板岩質チ ャ 尖憂 平 基

中

中生界 軽 米

赤褐色凝灰岩

板 岩

無茎円基

中生界 米

上 る 鐵

板 岩

中生 界 無茎円基

Ⅲ上 無茎凹墓

第70表 石器 (2)石鏃
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中生界 軽 米 棒 状

板 岩

中生界 軽 米

Ⅱ(3g)
岩

粘板岩 中生界 軽 米 棒 状 錐 の可能性有

CE

石鏃 粘板岩質テ 中生界 軽 米

石 鏃 チャー ト質粘

板岩

中生界 軽 米

チ ヤー ト質粘 樺 状

赤褐色疑灰岩

テ ャー ト質粘
板岩

騒 米 茎 部 有茎平基 〕

B23(第 9ト レンチ) Ⅱ下 百鏃

板 岩

チ ャー ト質粘

板岩

中生界 軽 米

板 者

軽 米

Π上 石 鏃 (25)

板 岩

ul上～下 石鏃 (19) (α 7) 中生界

まばら

Il上 石鏃 チ ャー ト質凝

灰岩

疑吹岩質粘捩
岩

有墓 平 基 2

石鏃 ャ
岩

テ
板

卜質帖 中生界 軽 米

粘 板 岩 質 チ ヤ 言茎 平 基 3

上 1 石鏃 (38)

チャー ト質粘 有茎平基 8

上 1 IIl上 石 鏃

板 岩

ャ
岩

チ
板

卜質粘 中 生 界 軽 米 有茎平基 3

十
】石

チ
灰

育≡ 平 屋 3

(201

板 岩

上 1 Ⅲ 上 石 鏃 (291 チャー ト質粘

板岩

中生界 獲米

有 ≡ 平 基 3

(331

卜質 粘 有 茎 平 基 4 大 形 、石 槍 状

上 1 Щ上 石 鏃

槍 状

石 鏃 禁灰岩質格版

岩

中生界 軽 米

上 2 石鏃

灰 岩

中生界 軽 *

チ ャー ト質粘
板岩

有 茎 尖 基 1

岩

石 鉱 チ ャー ト質赤

掲色疑灰岩

中生界 竪米 一九 戸 ―

者泉

有茎尖基 1

チ ヤー ト質粘

板岩
有 茎 尖 墓 1

上 1 石 鏃 凝灰岩質粘板

岩

中生界 軽 米 室部

チ ャー ト質 赤 本

写

確
■

有 茎 尖 墓 2

第71表 石器 (3)石鏃
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上 1 格 枚 岩 質 チ 有茎尖基 2

岩

上 2 チ ャー ト質凝
灰岩

中生界 軽 米

上 2 Ⅱ 上 有茎田墓

石 鉱

板 岩

上 2 凝灰岩質粘板

岩

中生界 軽 米

Ⅱ 上 石 鏃 尖≡尖基

粘板岩質チ ャ

凝灰岩質粘板

岩

中生界 軽 米

凝 灰 岩 質 粘 板 中 生 界 軽 米 無茎凹基

石 鏃 (25)

板 岩

■ 2 票灰岩質格板 中生界 軽 米

石鏃

灰 岩

棒 状

疑灰岩質粘板 中生界

チ ャー ト質赤

褐色凝灰岩

中生界 軽米 ―九戸―

者泉

石鏃 有茎平墓 3

チ ャー ト質粘

板岩

中生界 獲 米

チヤー ト質粘 中 生 界 軽 米

石 鏃 ャ
岩

テ
板

有茎凹墓

チャー ト質凝

灰岩

中生界 軽 米

ャ
岩

テ
灰

有茎凹基

板 岩

石 鏃 チ ャー ト質粘
板岩

中生界 軽 米

石 鏃 (&3)

板 岩

無茎平基

第72表 石器 (4)石鏃
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チ ャー ト質 粘 板 岩 軽 米 (折 爪 岳

山塊 )

本 乗 形 状

チ ャー ト質 粘 板 岩 基 部 IRlに 付 着 物 有 、先 端 部 択

中 E24 Ⅱ中～

下

尖蕨器

GE I

′―卜質粘板岩

尖 咬 器 跛璃質流紋岩 中生界 軽 米 棒 状 形態の詳細 は不明、先端部欠

損

中 E27
基部欠損

大型の石鏃状

中 生 界 軽 米 小 形 石 槍 の折 れ た もの ?、 昼

部 欠 伯

尖頭器

能性有、先端部欠損

第73表 石器 (5)尖頭器
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GH住 居跡状

(23)

中生界 軽 米 摘み付 き 1

衛み付 き 1

質粘板岩

質凝灰岩

中生界 軽 米 簡み付 き 1

石 錐 (30) (α 8)

粘板岩

上

質粘板岩

中生界 軽 *

石 錐 摘 み付 き 1

上 中 生 界 軽 米 摘み付 き 1

石 錐

粘板岩

中 粘板岩質 中生界 軽 米 緒み付 き ユ

石 錐 卜

石̈

一
板

ヤ
粘

チ
質

中

質粘板岩

中生界 軽 紫 摘み付 き 2

石 錐 (29) 未 製 品 の 可 能

Ⅱ上 赤 褐 色 凝

灰 岩

中 生 界 畷 米 凍1突 状

粘板者

上 中 生 界 軽 米 刺突状

石 錐

岳山塊 )

質牲板岩

中生界 軽米 棒 状

石 錐

粘板岩

上 赤褐色凝

灰岩

中生界 軽 米 憾駅 先端部欠損

Ⅱ 上 石錐

粘板岩質 中生界 軽 米 棒 状

Ⅲ 上 石錐 箇み付 き 1

石錐 (27) 卜

些
一　
籠

ヤ

壇

チ

菅

上 1

質粘板岩

中生界 軽 米 刺突状 尖頭器の墓部 ?

Ⅲ ■ 石錐 (42) 卜

オ̈

一
拒

ャ
壮

テ

蒼

質粘板岩

IIl上 質岩
岩瓢

腕
学 生 界 軽 米 樺 状 石鉱 ?

石 錐

粘板岩

第74表 石器 (6)石錐
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質凝灰岩

中 生 界 軽 米 横長 2

縦長 3 小形、石英

内 E26■ 坑 埋土中 石 匙

E26■ 坑 埋土下位 石匙 粘板岩 中生界 軽 ネ 横長 2

117■塊 9号 中生界 軽米 (折爪

岳山塊 )

縦 長

石匙

質凝灰岩

中生界 軽 来 縦長 1

石赳 中生界 軽 ネ 縦長 】

GE 下 Ⅱ 中 石匙 卜

中〓

一　
ｆ

ヤ

壮

テ

暫

中生界

中 石匙

質擁灰岩

質粘板岩

縦 長 3

質魅板岩

中生界 軽 米 縦長 4

軽 * 縦長 4

Ⅱ下 石匙 中生界 軽 * 縦長 5

石 匙 卜

“石

一
板

ャ
粘

チ

質
中生界 軽 ※ 縦長 6 摘みが 3段になっ

上 石赳 (76)

質粘板岩

中生界 軽米一常 縦 長

Ⅱ上 石 匙 卜

妻
一　
籠

ャ

競

テ

唇

中生界 軽 ※

上 石匙

変 Ⅱ中～下

質凝灰岩

柄にアスフ ァル

ト付着

中 生 界 騒 米 縦 長 1 摘み部アス フ

ル ト付着

粘板岩

中生界 軽 米 縦長 1

石匙

質疑灰岩

中生界 軽 米 横長 2

石赳 震灰者質

粘板岩

中生界 軽 米 横長 2

上 第 0ト レンチ 石匙 中生界 撃 紫

太 い柄 付 き

変 El中 石匙

粘板岩 太い柄付 き

質粘板岩

債長小形

太い柄付 き

縦 形三 角形 状

横長小形

太い柄付 き

変 石 匙 粘板岩 中生界 軽 米 積長小形

太い柄付 き

石 匙 粘板岩 中生界 軽 米 横長小形

太い柄付 き

Ⅱ 上 石匙 粘板岩 中生界 軽 米 縦長 :

上 1 Ⅱ 中 石匙 (α 6)

質疑灰岩

卜

】石

一
灰

ャ
疑

テ

質
中生 界 縦 長 1

卜

岩
一
板

ャ
格

テ

質
中生 界 軽 米 縦長 I

上 1 Ⅱ 上 石匙 遊質泥岩 中生界 軽米 (折 爪

岳山塊 )

横長 2

上 1 Ⅱ 上 卜

】石

一
板

ヤ
粘

チ

質
中生界 軽 米 縦長 2

上 1 Ш上 石匙 粘板岩質 中生界 軽 米 縦長 3

上 1 石匙

石匙 粘板岩 中生界 軽 米 縦長 3

環灰岩質

粘板岩

中生 界 竪 米 縦 長 7 L字形 状

石 匙

質撰灰岩

中生界 軽 米 縦長 1

皿 上 石匙

質粘板岩

中生界 軽 米 横長 2

上 2 IIl上 石匙 中生界 軽 米 縦長 と

上 1 Hl上 石匙

上 1

上 1 皿上 石 廷 粘板岩 中生界 軽 米 横長 2 縦長剥片の側 縁

に摘みをつ けて

横長に している

上 1 Ⅱ上～下 石匙 凝灰岩質

粘板岩

中生界 軽 米 縦長 1

上 2 皿 上 石匙 粘板岩質 中生界 軽 米 縦長 1

上 1 皿上 石 匙 粘板岩質 中生界 軽 米 横長小形

上 2

質粘板岩

太い柄付 き

第75表 石器 (7)石匙
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上 2 Ⅲ 上 石匙 粘板岩質 中生界 軽 米

太 い柄 付 き

CC 外 G9 石匙

軽米

CE 中 Ш上 異形石器 完形 石鏃状

十字形状 凝灰岩質粘板岩 中生界 軽米

CE 中 異形石器 完形 石鏃状

灰 岩

中 異形石器 一先端部

異形石器 一先端部 錐 状 (13) 学生界 竪米

テャー ト質粘板岩 中■界 軽米

Ⅲ上 冥形石器 先端部 3本脚状

Ⅱ 上 冥形石器 完 形 石鏃状 格板岩 中生界 軽 メ

凝灰岩質格板岩 中生界 軽 米

異形石器 完 形 石鏃状 チャー ト質粘板岩 中生界

縦長状 中生界 軽米 (折 爪岳山塊 ) 両極打法、楔状

117土 坑 4号 埋土中 楔形石器

GE 上 Ⅱ上～中 楔形石器

粘板岩 中生界 軽米 (折 爪岳山塊 )

中 Ⅱ上～中 楔形石器

楔 形 石 器 縦長状 チャー ト質粘板岩 中生界 軽米 (折 爪岳山塊 ) 上下両端に剥離が観 られ

る、片画は凹んでいる

楔形石器

上 Hl上 楔形石器 方形状 凝 灰 質 粘 板 岩 上下 両 端 に剥 離 が観 られ

上 楔形石器 縦長状

中生界 軽米 (折 爪岳山塊 ) 片面 に表皮が残 る

土 Ⅱ上 楔形石器 縦長状

凝灰岩質チ 中生界 軽米 (折 爪岳山塊 ) 両極打法

凝 灰 質 粘 板 岩 中 生 界 撃
峨

折 爪 岳 縦 長 剥片の一 部 に調整

が加え られる

死 形 粘板岩 中生界 ネ
塊

軽
山

折爪岳 横 長 剥片の一 部 に調整

が加え られる

粘 板 岩 中生界 米
塊

軽
山

折爪岳 三角形状 剥片の一 部 に調整

が加え られる

鋸 歯 状 る 器

縁 部

粘板岩 中生界 米

塊

軽

山
折爪岳 不定形 則片の一 部 に調整

が加え られ る

鋸歯状石器 打面部 粘板者 中生界 軽米 (折 爪岳

山塊 )

縦 長 剥片の一 部 に調 整

が加え られる

中 1 Ⅱ 上 鋸歯状石器 完 形 チ ャー ト質粘 中生界 米

塊

軽

山
折爪岳 横 長

が加 え られ る

中 1 皿上 鋸歯状石器 完 形

山塊 )

剥片の一 部 に調 整

が加え られ る

上 2

事
峨

不 明 角錐状の剥片 の一

部に加工 される

粘板岩 中生界 軽米 (折 爪岳

山塊 )

横 長 薄い剥片利用

鋸 歯 状 石 器 完 形 中生界 米
塊

軽
山

折爪岳 横 長 剥片の一 部 に調整

が加え られる

上 1 Ⅱ 上 鋸歯状石器 完 形 粘板岩 中生界 米

授

軽

ｈ
折爪岳 横 長 比較的厚 み の あ る

景!片 利用

上 2 Ⅱ上 鋸歯状石器 完 形

山塊 ) が加え られる

外 Ⅱ上 露歯状石器 完 形

岩

軽 米 一大 野 際片の縁 辺 に調整

が見 られ る

第76表 石器 (3)石匙・異形石器・楔形石器・鋸歯状石器
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層位

内 KH住 居跡 PP4 埋土中 肖1器 完 形 不定形 チ ャー ト質粘

板岩

中生界 折爪岳山塊

KH住 居跡 P P59 埋上中 汚!器 完 形 三角形 チ ャー ト質粘

板岩

中生界 折爪岳山塊

理三 中 割 器 完 形 三 角 形 状 疑灰質粘板岩 中生 界 折爪岳山塊 大形剥片 の 欠片

を利用、石錐状

縦 長 チ ャー ト質 票

灰 管 粘 板 岩

内 C ll住居跡状 02 埋土中(0 肖I器

内 GH住 居跡状 02 埋土中(0 肖1器

内 F101■ 居跡状 PP4 埋土中 肖じ器 完 形 不定形 粘板岩 中生界 折爪岳山塊

F18E居跡 1号 商 tRl 肖!器

F18tL居 跡 1■ Q4 テ ャー ト質 環 軽 米 (折 爪 岳 山

F18住 居跡 2号 埋土中 肖じ器

E15住 居跡状 1弓 埋土中 削 器 先端側 縦長状 ? 凝灰質泥岩 中生界 軽米一九戸―岩泉 小形剥片

E15tF居 跡状 1号 埋土中 削 器 赤褐色凝灰岩 中生界 折爪岳山塊

C16住 居跡 2号 埋土中 肖1器 完 形 不定形 チ ャー ト質粘

板岩

中生界 コアの可能性有

C23住 居跡状 2弓 埋土中
ル ト付 き

内 C24住 居跡状 埋土中 削 器 粘板岩 中生界 折爪岳山塊

内 C24住 居跡状 埋土中 (10) 削 器

内 埋 土 中 肖1器 打点部 縦 形 凝灰質泥岩 中生界 軽米一九戸―岩泉

凝 灰 質 泥 岩 中 生 界

内 B22住 居跡 埋土中 削 器 完 形 三角形状 中生界 折爪岳山塊

内 B22住 居跡 1号 炉 内 円形掻器 中生界 軽米 (折 爪岳 山

塊 )

内 B22住 居跡 1号 Q4 埋上中 削 器 完 形 不定形 チ ャー ト質凝

灰岩

中生界 折爪岳山塊 小形剥 片 に調 整

痕があるもの

内 埋土中 肖J器 凝灰質粘板岩 中生界 折爪岳山塊

B22a居跡 号Q4 埋土■ 削器

C23焼 土 埋土中 着1器

内 D13■ 坑 5号 埋上下位 削 器

E20■ 坑 3号 埋土中 肖1器 完 形 縦 形

E21■ 坑 1号 埋土中 肖1器 完 形 縦 形 チ ャー ド質粘

板岩

中生界 折爪岳山塊

内 E26■ 坑 埋土中 削 器 打点部・

側縁

不定形 凝灰質粘板岩 中生界 折爪岳山塊 方形状

E26■ 坑 理 土 中 肖1器 完 形 横 長 チャー ト質凝

灰岩

中生界 折爪岳山擁

不 定 形 格 板 岩 中生界 折 爪 岳 山塊

内 E26■ tt0 2 埋上下位 青1器 影器 ?

内 E26■ 坑 04 埋土中 嶺器 完 形 横 長 チャート質凝
灰岩

中生界 軽米 (折 爪岳 山

塊 )

内 E26土 坑 埋土中 脳器 打 点 部

側

縦 形 中生界 軽米 (折 爪岳 山

塊 )

内 E26土 坑 04 埋主中 円形掻器 完 形 円形状 中生界 軽米 (折 爪 岳 山

塊 )

内 F12土 坑 1号 埋 土上 位 削 器 墓 部 三角形状 チ ャー ト質霞

灰質粘板岩

中生界 軽米―九戸―岩泉 石鏃 の 未 製 品 と

内 8土 坑 1号 埋土中 削 器 完 形 横形 粘板岩 中生界 折爪岳山塊

内 3■ 坑 2号 埋土中 肖1器 完 形 縦 長 凝灰質泥岩 中生界 軽米=九戸―岩泉

内 土坑 9号 埋土中 削 器

内 う土坑 2号 埋土中 削 器

内 1土坑 1号 埋■中 肖1器 中生界 折爪岳山塊

内 3土 坑 2号 埋上下位 削 器 完 形 縦 長 粘板岩 中生界 折爪岳山塊

内 吐 坑 9号 埋土中 削 器 折爪岳山塊

内 H22■ 坑 1号 埋土中 削 器 完 形 方形状 チャー ト質粘

板岩

中生界 折爪岳山塊

1■抗 1号 削 器

内 9■ 筑2号 埋土中 肖1器

内 119土 坑 2号 ベル ト 埋土中 削 器 チャー ト質粘

板岩

中生界 折爪岳山塊

内 9土 坑 1号 埋土中 削 器

内 吐 坑 理土中 削 器 完 形 縦 形 粘板岩 中生界 折爪岳山塊 石箆状の小型品

内 K10土 筑 埋土中 肖1器

内 K15土 坑 1号 埋土中 削 器 チ ャー ト質粘

板岩

中生界 折爪岳 山塊

第77表 石器 (9)肖J器・掻器
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掲載番号 出土地点 層 位 器種名 長さ(側 ) 幅 厚 さ 重量(=) 地 域 構  考
L12■ 坑 1号 削 器

内 L12■ 坑2号 削 器 打点部 縦 形 チャー ト質震

灰岩

中生界 縁辺 の一部 に調

整剥離有
内 L12■ 坑 2号 肖」器 完 形 不定形 凝灰質粘板岩 中生界 折爪岳山塊

―部挟れている
内 し13土 坑 5号 埋土中 完 形 縦 形 チ ャー ト質粘

板岩

中生界 折爪岳山塊

内 L13■ 坑 5号 埋土中 肖J器 完 形 方形状 チ ャー ト賓格
板岩

中生界 折爪岳山塊

L16土 坑 1号 埋土中 肖1器

し16土 坑 2号 埋土中 削 器 中生界 折爪岳山塊

内 埋土中 削 器 完 形

板 岩

折爪岳山塊

内 M121坑 理 土 中 肖J器 打点部 方形状 緑色細粒凝灰 折 爪岳 山塊

内 M14土 坑 1号 Hl器 完形 縦 長 中生界 折爪岳山塊 刃部 が一部 テ ロ

テロしている
内 Nlう 土坑 1号 肖」器 完形 方形状 中生界 折爪岳山塊
内 N15土 坑 1号 埋土中 完 形 不定形 凝灰質泥岩 中生界 折爪岳山塊 先 端 が 看 十 挟 れ

て い る、片 制 か ら

の調 確 則 離

内 Nl吐坑 1号 割 器 打点部 縦 形 凝灰質泥岩 中生界 折爪岳山塊 縁辺 の一 部 に調

整剥雅有、表皮一

部残存
Dl磯穴状土坑 1号 削 器

D21柱 穴状土坑 1号 肖J器 完 形 縦 形 粘板岩 中生界 折爪岳山塊
内 E15柱 穴状土坑 1号 埋主中 割 器

内 F21柱 穴状土坑 5号 埋土中

内 F21柱 穴状土坑 5号
(F21立 石 と同 じ)

埋土中

E16柱 穴状土坑 4号 埋土中 打 点 部 。

側 縁 部

縦形状 疑灰質格板岩 中生雰 折爪岳山塊 dl縁 に僅 か に加
工有

C20柱 穴状と坑 2号 埋土中 肖J器

112柱 穴状土坑 10号 埋土中 削 器 縦 形 状 チ ャー ト質粘 中生界 折爪岳山塊

内 埋■中 肖J器

埋土中 肖1器 完 形

坂 岩

折爪岳山塊 一側 縁 に片側 か

らの尿1離 力∫見 ら

内 埋土中 削 器 完 形

板 岩

折爪岳山塊 末端 の縁 辺 に細
かい剥離痕有

N 内 M12柱 穴状土坑 肖J器 完形 縦 形 チ ャー ト質凝

灰岩
五爪 岳 山塊 石箆状、先端尖 る

内 N15柱 穴状土坑 1号 肖1器 完 形 縦 形 凝灰質粘板岩 中生界 縁辺 の一 部 に調

整剥離有
内 N15柱 穴状土坑 1号 埋土中 完 形 縦 形 緑色細粒凝灰

岩
中生界 折爪岳山塊

N15柱 穴状土坑 1号 埋土中

Ⅱ (再 堆 積
′目)

先 端 部 粘 板 岩 中生界 折爪岳山塊

削 器 縦 形 中生界 折爪岳山塊
Ⅱ中 肖Ⅱ器 中生界 軽米一九戸―岩泉

上 肖」器 完 形 凝灰質泥岩 獲米―九戸―岩泉
上 削 器 完 形 縦 形 チ ャー ト質粘

板岩
中生界

肖I器 完形 縦 形 チ ャー ト質震

灰質粘板岩

中生界 先端 尖 る

皿中 完形 縦 形 猪板岩 中生界 折爪岳山塊

縦 形 疑 火 質 泥 岩 中生界 軽米一九戸―岩泉

削 器 縦 形 中生界 折爪岳山塊
下 肖1器 完 形 粘板岩 折爪岳山塊
下 肖!器 完 形 縦 形 療灰質泥岩 中生界

CE 肖Ⅱ器 完 形 縦 形 凝灰質泥岩 中生界 軽米一九戸―岩泉
Ⅲ中 完 形 縦 形 チャー ト質粘

板岩

中生界 折爪岳山塊

縦 形 粘 板 岩 中生界 折爪岳山塊
CE Ⅳ(4c) 肖J器 縦 形 テヤー ト質豪 中生界 折爪岳山塊

GE 削 器 完 形 折爪岳山塊
GE 上 削 器 完 形 擬質

岩
卜
板

一
粘

ャ
質

テ
灰

垂米一九戸―岩泉

上 釣型状肖J

器

完 形 縦 形 粘板岩 中生界

削 器 完形 横 形 粘板岩 中生界 折爪岳山塊

晃 形 縦 形 中生界 折爪岳山塊

石器の可能性有器

肖I器 横 形 騒ス質泥岩 中生界 軽米一九戸―岩泉 一端尖 る
Hl中 鈎型状削

器
中生界 折爪岳山塊

上 Ⅱ 上 肖1器 完形 横 形 粘板岩

肖I器 完形 縦形状 赤褐色獲灰岩 中生界 小形 の打 製 石 斧

状である
中 削 器 完 形 横 形 チ ャー ト質粘

板岩
中生界

肖J器 完 形 横形 疑灰質泥岩 中生界 米一九戸―岩泉
Ⅱ上 肖J器 完 形 形 簾灰質泥岩 中生界 米一九戸―者泉T 買殻状

25南 北 肖1器 完 形 彫
一

板 岩 中生界 折爪岳山塊 端尖る

削 器 完 形 板 岩 中生界 折爪岳山塊

変 削 器 完 形 板 岩 中生界 折爪岳山塊

紙

寄

―

ち
帝

ｗ
　

　

ヱ

↓
射

フ
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重量(g) 石 賓 時 代 地 域 備  考

中 削 器 完 形 方形状 チ ャー ト質凝

灰岩

中生界 折爪岳山塊 ―側 縁 に片 側 か

らの剥 離 が見 ら

削 器 完 形 三角形状 チ ャー ト質凝

灰岩

中生界 折爪岳山塊

中 Ш下 削 器 完 形 三角形状 粘板習質チャー 中生 界 折 爪 岳 山塊

中 削 器 完 形 三角形状 チ ャー ト質粘

変 肖L器 折爪岳山塊

上 チ ャー ト質凝

灰岩

中生界 折爪岳山塊

粘板者 中生界 折爪岳山塊

削 器 中生界 折爪岳山塊

GE 変 肖1器 チ ャー ト質粘

板岩

中生 界 所爪 岳 山塊

中 削 器 チ ャー ト質 粘

中 Ⅱ(3c) HJ器 折爪岳山塊

凝灰質格板岩 中生界 折爪岳山塊

中 Ⅱ下 削 器

中 削 器

中 削 器

粘板岩 中生界 折爪岳山塊

削 器 完 形 縦 形 凝灰質泥岩 中生界 軽米一九戸―岩泉

上 Ⅱ上～中 削 器 完形 縦 形 中生界 折爪 岳 山塊

上 肖1器 完 形 縦 形

Ⅲ 上 折爪岳山塊 細身小形剥片

上 凝灰質粘板岩 中生界 折爪岳山塊

削 器 完 形 縦 形 粘板岩 中生界 折爪岳山塊 先端部 の刃部者

鈎型状削

器

完形 縦 形 粘板岩 中生界 折爪岳山塊 刃部 の一部 が択

れて鳥 の嘴状 に

似た鈎 形 を呈 す

凝灰質粘板岩 中生界 折爪岳山塊 縁辺 の一部 に調

整剥離有

肖1器 打点部・

側縁

縦 形 凝灰質泥岩 中生界 折爪岳山塊

Π上 肖1器 完 形 縦 形 凝灰質泥者 中生界 析爪岳山塊 厚 子 の承I片 、る 箆

状 、先端 尖 る

上 1 肖J器 完 形 縦 形 チ ャー ト質凝

灰岩 状、先端尖る

上 1 肖I器 完 形 縦 形 チ ャー ト質粘

板岩

打点 部 側剥 片剥

離の際に欠損、石

匙の来製品 ?

上 2 Ⅲ 上 削 器 完 形 縦 形

皿 上 折爪岳山塊

上 1 粘板岩 中生界 折爪岳山塊 急角度の刃部、掻

器に近い

縦 形 チ ャー ト質凝

灰岩

中生界 折爪岳山塊 礫か ら獄1が した

表度 が残 って い

る剥片利用

環灰質泥岩 中生界 軽米一九戸―岩泉 大形靴箆状

皿中 削 器 完 形 縦 長 粘板岩 中生界 折爪岳山塊

上 Ⅱ上 肖J器 完 形 縦 長 凝灰質泥岩

中 I Ш 上 削 器 完 形 縦 長 チ ャー ト質 格

軽米一九戸―岩泉

チ ャー ト質凝

灰質粘板岩

中生界 軽米一九戸―岩泉

I～ Ⅱ上 削 器 先 端 縦 長 チ ャー ト質凝

灰質粘板岩

中生界 軽米一九戸―岩泉

Ⅱ上 削 器 完 形 縦 長 凝灰質泥岩

上 2 Ⅱ 上 削 器 折爪岳山塊 大形靴箆状

上 2 粘板岩 中生界 析爪岳山塊 刃部がテロテロ

している

粘板岩 中生界 折爪岳山塊

[～ Ш上 削 器 完 形 縦長状 ? 赤 褐 色 疑 灰 岩

近 い

上 I Ⅲ 上 削 器 完 形 横 形 凝 灰 質 泥 者 員殻状象1片 利用、

刃部は丸 ノ ミ状

■ 2 汚1器 先 端 側 IIk長 状 ? 折爪岳山塊 尖頭器 も しくは

鼈の可能性有

チ ャー ト質粘

板岩

中生界 折爪岳山塊 チ状の刃部

■ 1 テ ャー ト質粘

板岩

中生界 折爪岳山塊

楕円状 チ ャー ト質凝

灰質粘板岩

中生界 軽米―九戸―岩泉

先端部 不定形 チ ャー ト質褒

灰質粘板岩

中生界 軽米一九戸―岩泉 ― 見 石 匙 状 、錐 状

Ⅲ上 削 器 部

側

点

右

打

一
縁

不定形 テ 十~卜 質粘

板岩

中生界 折爪岳山塊 三 日月状

削 器 完 形 不定形 粘板岩 中生界 折爪岳山塊

上 1 Ⅲ上 削 器

Ⅲ 上 削 器 完 形

板 岩

中生界 析爪岳山塊 小形 の打製 石 斧

状

Ⅲ上 湾1器 粘板岩

|
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CW

削 器 完 形 縦 形 チャー ト質粘

板者

中生界 折爪岳山塊 薄手の剥片、先端

尖 る

療灰質泥岩 中生界 軽米一九戸―岩泉

疑質
岩

卜
板

一
粘

ヤ
管

チ
灰

腹 面 に 主 要 刃 部

CC C13 肖1器 凝灰質粘板岩 中生界 折爪岳山塊

上 掻 器 完 形 横 長

ち糧)

上 掻 器 完形 縦 形 粘板岩 中生界 軽米 (折 爪岳 山

塊 )

変 掻 器 完形 縦 形 チャー ト質撰

灰岩

中生界 軽米 (折 爪岳山
ち糧)

刃部 一 部摩耗 し

上 ml上 掻 器 完 形 縦 形 中生界 軽米 (折 爪岳 山

塊 )

刃部 は先端部 か

ら側縁

Ⅲと

上 1 掻 器 打 点 部

側

縦 形 凝灰質泥岩 中生界 経米一九戸―岩泉 刃部一部欠け、厚

子の破片

上 1 Dl上 掻 器 打 点 部

側

縦 形 震灰質泥岩 中生界 軽米―九戸―岩泉 石匙の祐み部分 ?

凝灰質泥岩 中生界 軽米一九戸一岩泉 石箆状

勝候岩質 チャ

中 こ Ⅲ上 掻 器 完 形 績 長

ち枢)

上 1 工上 掻 器 打 点 部

側

縦長 ? チャー ト質凝

灰岩

中生界 軽米 (折 爪岳 山

塊 )

上 2 Ⅱ 上 甚 器 完形 横 長 粘脳 賢チャー 中生界 軽米―九戸―岩泉 貝殻 扶 剥片 を利

用 している

上 2 ほ 器 完形 績 長 疑灰質泥岩 中生界 軽米―九戸―岩泉 貝殻 状 剥片 を不」

用 している

CW 中 〕

塊 )

外 Ⅱ上 掻 器 完 形 縦 形 粘板岩 中生界 軽米 (折 爪岳 山

塊))

外 Ⅱ上 掻 器 完形 縦 形 粘板岩 中生界 軽米 (折 爪岳 山

塊 )

中 円形掻器 完形 円形状 赤褐色凝灰岩 中生界 軽米 (折 爪 岳 山

塊 )

円形 掻 器 完 形 円形状 中生界 軽米 (折 爪 岳 山

塊 )

円形 種 器 円形 状 中生 界 軽米 (折 爪 岳 山

塊 )

聾 米 (折 爪 岳 山

CE 中

Ⅱ上 円形機器 完形 円形状 粘板岩 中生界 軽米 (折 爪 岳 山

塊 )

Ⅱ 上 円形掻器 チャー ト中生

界

軽米 (折 爪岳 山

塊 )

CE 中

板岩

上 Ⅱ中 円形掻器 完 形 円形状 療灰質泥岩

Ⅱ上 (再 堆

債層 )

円形掻器 完形 円形状 赤褐色凝灰岩 中生界 軽米 (折 爪岳 血

塊 )

円形 掻器 の未製

品 ?

凝灰質泥岩 中生界 軽米―九戸―岩泉

上 Il中 円形掻器 完形 円形状 チャー ト質粘

板岩

中生界 軽米 (折 爪岳 山

塊 )

重量(=) 石 質 地 域 備  考

GE 中 El中 石鍬状石器 (153) (3凛 81 粘板岩 中生界 折爪岳山系

石鍬状石器 (148) (3245) 安山岩 中生界 大野―種市―久慈

上 H■ 石鍬状石器 粘板岩 析爪岳山系

石鍬状石器 (■ 4) (768) 41S板 岩 中生界 折爪岳山系

第80表 石器 (12)削器・掻器 。円形掻器・石鍬
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出土地域 TII面 出土地点 層 位 器種名 長さ(図 ) 幅 (cII)

赤褐色凝灰岩 中生界

チャー ト質泥 中生 界 折 爪 岳 山 系 剥片の先 端部 が丸 く処

理 されて い るその側 縁
の一部が狭れている

内 チャー ト質格

板岩

中生 界 折 爪 岳 山 系 剥片の側縁に調整剥離

内 F13■ 坑 う弓 埋土中 チャー ト質Ib

板岩
折 爪 岳 山 系 黒!片 の側 縁 に調 整 忌1離

内 D17柱 穴状土坑 1号 埋土中 快入石器

供 入 石 器

岩

チ ャー ト質泥 中生界 折爪岳山系 剥片の側縁 に調整剥離

粘板岩 中生界 折爪岳山系 大形礫 片 の一 部 が快 れ

粘 板 岩 質 チ 中 生 界 折爪 岳 山 系 剥片の側縁 に調整剥難

上 1 I上

供 入 石 器

粘板岩 中生界 折爪岳山系

掲載香弓 出土地域 石 質 時 代 地 域 分 類 備   考

内 G"色居跡 埋土中 石 皿 全 局 簿 る 安 山 岩

亜 系

北 上 山 地 (海 岸 不 明

埋土中 石 皿 8方向 (1271)

礫

3方向 (138) (12061) 安山岩 (溶 岩 ) 第四系 岩手火山 ? 糖円形状 ? 敲打痕有

礫

(5236) 輝石安山岩 中生界 白

亜系

北上 山地 (海 岸

地方 )

槽円形状 ? 片面が擦れてヽ

内 E26土 坑 砂 岩 中生界 軽米―九戸―岩泉 不 明

内 Gl吐坑 3号 埋 土 石 皿 2方向 (77) 砂 岩 憂 米 一九 戸 一岩 泉 糖 円形 状 片面 が 擦 れ て ヽ

内 G18T坑 3号 埋 土 石 皿 全周 (a61 片 面 が 標 れ て t

内 [19■ 坑 1号 埋 ■ 石 皿 3方向 (102) (3659)

内 」21■ 坑 2号 埋 土 石 皿 3方向 (α81 (3600) 安山岩 (溶 岩 ) 第四系 岩手火山 ?

英部 は窪んでい

石 皿 2方 向 (135) (103) 輝石安山岩 中生界 白

亜系

北上 山地 (海 岸

地方 ) み、転用品

石 皿 3方 向 (■ 3) (1876) 砂 岩 中生界 軽米一九戸―岩泉 方形状 ? 縁が尖 って高い、

接合部位有

中新統 二戸 (白 鳥川上
う比)

楕円形状 縁が若 干高 ヽ

接合部位有

土

蔓面

砂 岩 中生界 軽米一九戸―岩泉 楕円形状 ? 若干 凹 凸有、縁
が高い

下 Ш下 石 皿 2方 向 砂 岩 騒米一九戸―者泉 格円形状 ? 縁が丸 く者干高

■ 石 皿 2方向 (122) (,9) 二 月 (自 鳥 川 上

流 )

袴 円形 状 縁が丸く高 t｀

CE 石 皿 3方向 (228) (400α O)

亜 系

北上 山地 (海 岸
地方 )

万 形 状 ?

石 皿 半分 凝灰質硬砂岩 中生界 岩 泉

石 皿 3方 向 中新統 二戸 (自 鳥 川 上

競 )

楕円形状 縁が丸 く高 t

接合部位有

全 月 、霰

面

(367) 砂 岩 中生界 軽米一九戸―岩泉 不 明 中央部が窪んで

GE 中 2万 何 (125, 中新統 二戸 (白 鳥 川上

流 )

格円形状 ? 片面の縁が丸 く

高い、裏面 は中

央部が長 く窪ん

石 皿 2方 向 砂 岩 中生界 軽米―九戸―者泉 方形状 中央部 は窪んで

いる、縁 が丸 く

者干高い

Ⅱ (再 髪

積層 )

石皿 全周 霊 レイ岩 中生界 自

亜系

―戸 (石 切所 ) 不 明

石 皿 2方向 中新統 二戸 (白 鳥 川上

流 )

楕円形状 縁が高 くなって

CW 2万 同 中新統 二戸 (自 鳥 川上

抗 )

円盤状 縁が厚 い丸形 、

片面はIIE石 とし

て使用 されてい

Ⅱ 上 石皿 2方向 (99) (72) (2349) 淡緑色凝灰岩 新第二系

中新統

奥羽山地
てい る、凹石 と

しての転用品

上 I Ш 上 石皿 (168) (1301 (1∞ 45) 二 月 (自 属 川 上

石 皿 半 分 (■ 9) (100) (38子 6) 砂 岩 中生界 軽米一九戸―者泉 足付 き隅丸

長方形

中央部が窪んで

砂 岩 中生界 軽米一九戸―岩泉 隅丸長方形 中央部若干窪ん

第84表 石器 (16)快入石器・石皿
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出土地点 層 位 器種名 欠損部位 形 態 長さ(ca) 幅 地 域 備   考

内 M14■ 坑 2号 埋土中 凹 石 半 分 楕 円形 状 標灰質硬砂岩 中生界 軽 米 (折 爪岳

北部 )

両面 に深い円錐状の窪み

E16柱 穴状土坑 1号 埋 土 中 凹 石 完 形 長 石 円形 状 凝灰質硬砂岩 中生界 軽 米 (折 爪 岳

北部 )

端が潰れていることか ら

慰石 との複合石器可能性

有

内 G17柱 穴状■坑 1号 埋土中 台 石 3方向 方 形 状 ? (88&6) 中新統 両面中央にあばた状の窪

内 116柱穴状土 IjL 2号 埋 土 中 粘板岩 中生界 軽米 (折 爪岳

山塊 )

画面に比較的浜 いあばた

状の窪み

M15濤 跡 方形状 (145) (114α 0 チ ャー ト質凝

灰岩

中生界 軽米 (折 爪 岳
山塩 )

凹 石 完 形 円形状 米
証

垂
北

Ⅱ下 凹 る 完 形 球形状 安 山岩

野 畑

磨 り石の転用品

中 凹 石 完 形 方形状 中生界 軽 米 (折 爪 岳

北部 )

下 凹 石 一部欠損 球形 状 環灰質硬砂岩 中生界 軽米 (折 爪岳
】ヒ部)

磨 り石の転用品

上 凹 石 万形 状 アルヨース砂

岩

中生界 軽米 (折 爪岳

北部 )

安山岩 中生界 久慈―普代―日

野畑

暦 りる の転 用 品

アル コース砂

岩

中生界

北部 )

側縁が磨れていることか

ら梅状磨 り石の転用品

Ш下 凹 石 半分 板 状 安山岩 中生 界 久 窓 ―晋 代 ―田

Ⅲ下 凹 石 完形 糖円形状
1ヒ部)

I中 凹 石 裏面全部 板 状

灰 岩

中生界 軽米 (折 爪 岳

山塊 )

接合部位有

中 1 Ш 上 凹 石 半分 糖 円形 状 安山岩 中生界 久慈―普代―日

野畑

磨 り石の転用品

CW 上 1 Ⅱ 上 凹 石 半 分 万 形 状 (186の 凝灰質硬砂岩 中生界 軽 米 (折 爪 岳

北部 )

上 〕 アルコース砂 中生界 軽米 (折 爪岳
】ヒ増8)

石皿 看 し くは魅 る の転 用

上 2 方形状 あ る 中生 界 騒 米 (折 爪 岳
」ヒ増高)

凹 石 完 形 楕円形状 アルコース砂

岩

I中 凹 石 完 形 楕円形状 職 灰 者 軽 米 (折 爪 岳

北部 )

上 2 Ⅲ上 凹 石 完 形 長縮円形 中生界 軽米 (折 爪 岳

山塊 )

上 2 Ш 上 凹 石 IO分 の ] 悔 円形 状 安山岩 中生界 久慈―普代―ロ

野組

磨 り石の転用品

上 2 Π 上 凹 石 3分 の 1 栢 円形 状 (2823) 凝灰質硬砂岩 中生界 軽 米 (折 爪 岳

北部 )

上 1 凝灰質硬砂岩 中生界 軽 米 (折 爪 岳

北部 )

板 状 粘板岩 中生 界 騒 米 (折 川ヽ 岳

山塊 )

凹 石 完 形 権円形状 粘 板 岩

山塊 )

蜂の巣石 とするものに似

台 石 1方 向 直方体状 (263) 00009 山形―者泉 敲打痕状が無数に見 られ

台 石 完形 直方体状 硬砂岩 中生界 山形一岩泉 砥石の転用 ?

上 1 3万 同 、 (12119り 中新統

層 位 器種名 長さ(団 ) 幅 最大厚 最小厚 重畳(g) 石 質 備   考

内 K■住居跡 埋土中 砥 石 (531 第四系 岩手火山 ?

H15柱 穴 状 土 坑 14号 (う 891) 票灰質砂岩 中生界 普代一日野畑 両面が大 きく擦 り減 る、片

面には細い溝が 2条平行 し

て観 られる

(2440つ 淡緑色凝灰岩 中生界 久慈―岩泉 片面が 2条の濤 と中央部が

大 きく凹む

(1414) テイサイ ト質

疑灰岩

新第二系中

新統

3面 にわたつて断面 U状の

細い潜が 12条 見 られ る、縁

辺が高いことか ら石皿の転

用品

砥 石 (″ 9)

凝灰岩

新第三系中

新統

二 戸 方 形 両面が断面 U状の藩が見 ら

れ片面 は特に深 い、石皿 の

転用品

CE 上 砥 る 中新統 二 戸 方 形

(1026) デイサイト質
票灰岩

新第二系中

新統

小型の石皿の可 能 性 有、片

面は凹凸があ り凹石 と して

の不!用 も考え られる

上 1 Щ 上 砥 石 安山岩 中生 界 (白

重紀 )

久慈―普代―田

野畑

片面凹石 として利 用、大 形

の石器を研 ぐために使用 し

たものか ?

砥 石 デイサイ ト質

凝灰岩

新第二系中

新統

二 戸 方 形 片面は石皿 として便用され

た痕跡有、断面 浅 い U条溝

第85表 石器 (17)凹石・砥石
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掲載番号 出土地域 斜 面 長さ(皿 ) 幅 石 質 時 代 地域

内 KH住居跡炉 (7α5) 粘板岩 久慈 (夏 井 ) 糖円形状 全縁辺使用、1/2欠損
埋土中 敲 石 玄武岩質安山岩 中生界 全縁辺使用、3/4欠損

内 埋土中
(2)

敲 石 索武岩質安山岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 全縁 辺 使 用

内 F13住 居跡 中生界 久慈 (夏 井 ) 楕円形状
D19tI居 跡 埋土中 敲 石 樺 状 側縁使用

埋土中 敲 石 玄武岩質安山岩 中生界 久慈 (夏

内 中生界 格円形状
K12■ 坑 埋土中 敲 石 玄武岩質安山岩 楕円形状 面先端部を使用

談 石 アルコース砂者 中生界 久慈 (夏 先端部使用、1/2欠 損
内 Ln■坑 号 中生界 久慈 (夏 棒 状

DИ住穴状土坑 5号 埋土中 撰灰質硬砂岩 楕 円形状 先端部を使用
里土中 敲 石 中生界 析爪岳山塊 両端使用

凸 M15潜 跡 久慈 (夏 楕円形状

敲 石 凝灰質硬砂岩 棒 状 先端・側縁使用、1/2欠 損
内 敲 石 中生界 久慈 (夏 両端使用、磨 り石転用品

M16溝 跡 中生界 久慈 (夏 構円形状

敲 石 粘板岩 楕円形状 両先端使用
敲 石 玄武岩質安山岩 中生界 全縁辺使用

上 中生界 棒 状

Ⅲ上 敲 石 玄武岩質安山岩 宿円形状 縁辺使用
中 敲 石 粘板岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 先端部使用、1/3欠損
上 中生界 久慈 (夏 井 ) 樺 状

皿下 玄武岩質安山岩 棒 状 両先端部使用

祓 石 粘板岩 中生界 縁辺使用

中生界 惰円形状 縁辺使用

敲 石 擁灰質硬砂岩 縁辺使用、1/4欠 損
Ⅱ 上 敲 石 粘板者 中生界 両先端部使用

中生界 捧 状 両先端部使用
Ⅲ上 敲 石 玄武岩質安山岩 楕円形状 両先端部使用、磨 り石転用品

中 磁 石 格板岩 中生界 久慈 (夏 井 両先端部使用
上

棒 状 両先端部使用
Ⅲ中 敲 石 玄武岩質安山岩 球形状 縁辺使用

中 敲 石 壌灰質硬砂岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 両先端部使用

球形状

戴 石 樺 状 両先端部使用
中 敲 石 凝灰質硬砂岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 両先端部使用

中生界 球形状 先端部使用

該 石 棒 状 両先端使用
中 敲 石 泥岩・細粒砂岩互層 中生界

中生界 久慈 (夏 井 ) 糖円形状

上

敲 石 粘板岩 軽米一九戸―岩泉 糟円形状 縁辺部 に散打痕 と擦痕有

I上 敲 石 粘板岩 中生界 長脩円形状 先端部 を使用
中 1 玄武岩質安山岩 中生界 久慈 (夏 井 )

皿上 玄武岩質安山岩 格 円形状 両端使用
敲 石 粘板岩 中生界 先端部を使用、1/3欠損

上 1 敲 石 玄 武 岩 質 安 山岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 球形状
Ⅲ上 玄武岩質安山岩 猪円形状 全縁辺使用
Ⅲ上 散 石 中生界 両先端部を使用

外 中生界 久慈 (夏 井

粘板岩 久慈 (夏 井 ) 長楕円形状 両先端部を使用、磨 り石転用

第86表 石器 (18)敲石
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掲載番号 出土地域 欠損部位 形 態 長さ(91) 幅 厚 さ 備   考

F18住 居跡 1号 P P17 埋土中 磨 石 3/4欠損 楕 円体 凝灰質硬砂岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 表裏面が特 Iこ 磨れ

内 C22住 居跡状 1号 埋土中 磨 石 完 形 安山岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 全面磨 かれ、片 面

者干窪 ん で い る、

凹石兼用

G12土 坑 3号 埋上中 磨 石 表面全域 球形 ? 花闘因緑岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 風化のため表面剥

落

内 G13土 坑 1号 埋土中 磨 石 表面 全 域 花嵩関線岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 風化が激 しいため

計測不能

内 ■18■ 坑12号 埋土中 磨 石 安山岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 全面磨かれている、

接合部位有

内 楕円体 凝灰質硬砂岩

埋上中 磨 石 表 皮 1/3
欠損

格 円体 TE同 因線岩 小 型

埋土中 磨 石 完 形 直方体 中生界 久慈 (夏 井 ) 4面磨かれている

上 磨 石 1/3欠損
状

疑灰質硬砂岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 縁辺部分が暦かれ

ている、中期 頃 に

見 られる半円状打

製石器に似ている

中 Ⅱ下 磨 石 1/9欠損 棒状三角

形状

(IBOl 硬砂岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 石の一側縁が磨か

中 磨 石 完 形 袴 円体 安山岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 両面磨 きが見 られ

る、石 皿 また は台

石に近い

中 磨 石 安山岩 中生界 久慈 (夏 井 )

上 楕円体 安山岩

磨 石 完 形 楕円体 凝 灰 質 硬 砂 岩 久慈 (夏 井 ) 全面磨 かれ、片 面

者干窪 ん で い る、

凹石兼月

磨 石 完形 構円体 安 山岩 表裏面が特に磨れ

磨 石 完形 直方体 久慈 (夏 井 ) 全面磨 か れ、両 面

一部若干窪んでい

る、凹石兼用

磨 石 完形 脩円体 中生界 久慈 (夏 井 ) 全面磨かれている

CW 上 1 Ⅲ 上 磨 石 半 分 安山岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 表裏面が特 に磨れ

ている、接合 部 位

有

上 1 樺状磨 り石 完 形 籐 状 三 角 硬砂岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 石の一側縁が暦か

れている

上 1 花闘閃緑岩 中生界 久慈 (夏 井 )

磨 石 完 形 棒 状 先端部に磨 き有

皿中 樺状磨 り石 完 形 棒状三角

形状

硬砂岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 石の一側縁が磨か

れる、反 対側 の側

縁叩かれて欠けて

磨 石 完 形 権 円体

Hl上 磨 石 半 分 楕 円体 安山岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 表裏面が特に磨れ

ている、接 合部 位

有

小型磨 り石 完 形 楕円体 凝灰質硬砂岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 全面磨かれている

磨 石 完 形 環灰質硬砂岩 中生界 久慈 (夏 井 ) 全面磨 か れ、画 面

窪んで い る、凹 石

兼用

硬砂岩 中生界 久慈 (夏 井 )

掲載番号 斜 面 出土地点 幅 厚 さ 琶三(g) 石質 時 代

埋土中(2) 円盤状石器

内 F12住居跡 Ql 埋土上位 円盤状石器 流紋岩質細粒簗灰岩 中生界 折爪岳山系

K10土 坑 粘板岩 中生界

円盤状石器 砂 岩

上 円盤状石器 砂 岩 中生界 折爪岳山系

CE 中 粘板岩 中生界 折爪岳山系

円催状石器

Ⅲ上 円盤状石器 砂 岩 中生界 折爪岳山系

上 1 砂質粘板岩 中生界

I下 円盤状石器 砂 岩

Ⅱ上 円盤状石器 中生界 折爪岳山系

外 砂 岩 中生界 折爪岳山系

三角形状石製品 砂 岩

Ⅲ上 流紋岩質細粒擁灰岩 中生界 折爪岳山系

外 緑色凝灰岩 中生界 折爪岳山系

(19)磨石・
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出土地域 斜 面 出土地点 層 位 長さ(cII) 幅 厚 さ 重量(g) 石質 時 代 地 域 分類 備   考

石 鍾 分銅型 短軸側面端中央部 を打ち欠いている

内 K ll住 居跡 P P81 埋土中 石 鍾 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側両端中央部 を打ち欠いている

内 C23焼 土 埋土中 石 錘 粘板岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側両端中央部を打ち欠いている

E10土 坑 A4■ 中(3) 石 鍾 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側の両端中央部を打ち欠いている

E26土 坑 埋土中 石 饉 硬砂岩 分銅型 短軸側両端中央部を打 ち欠いている

内 E26土 坑 埋土中 石 錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側両端中央部を打ち欠いている

内 K10土 坑 埋土中 石 錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側両端中央部を打ち欠いている

内 K12土 坑 1号 埋土中 石錘 粘板岩 中生界 折爪岳山系 牌 状 短軸側両端中央部を打 ち欠いている

埋土中 石 錘 分銅型 短軸側の両端中央部を打ち欠いている

内 L12土 坑 1号 埋土中 石錘 覆砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側両端中央部 を打 ち欠いている

下 石 錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側の両端中央部を打ち欠いている

上 石錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側両端中央部 を打 ち欠いている

GE 中 石錘 粘板岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側両端中央部 を打 ち欠いている

Hl上 石錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型

チ ャー ト質 粘

中 皿上 石錘 チャー ト質粘

板岩

中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側両端中央部 を打 ち欠いている

中 石錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短 ll IHl両 端中央部 を打 ち欠いている

硬 砂岩 中生 界 分 銅 型 短軸IRl両 端中央部 を打 ち欠 いて い る、
メノウ製

中 Ш中 石錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側両端中央部 を打ち欠いている

上 石錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側両端中央部 を打ち欠いている

短軸側片側中央部 を打ち欠いている

CE 中 石錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側面端中央部 を打ち欠いている

石 錘 チャー ト質粘

板岩

中生界 折爪岳山系 分鋼型 短軸側面端中央部 を打ち欠いている

中 石錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側面端中央部 を打ち欠いている

石錘 粘板岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側両端中央部 を打ち欠いている

中 石錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側両端中央部 を打ち欠いている

硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側両端中央部 を打ち欠いている

中 石錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 三角形状 短軸側両端中央部 を打ち欠いている

硬砂岩 中生界 折爪岳山系 三角形状 短軸側両端中央部 を打ち欠いている

中 Ⅲ下 石 錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 三角形状 短軸側面端中央部を打ち欠いている

中 Ⅱ 下 石 鐘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 棒 状 短軸側両端中央部を打ち欠いている

上 1 石 鐘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側の両端中央部を打ち

中生界 分銅型 短軸側の両端中央部 を打 ち欠いている

上 2 Ⅱ上 石 錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側の両端中央部を打ち欠

硬砂岩 中生界

上 1 H中 石 錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側の両端中央部を打ち

粘板岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側の両端中央部を打ち欠いている

上 1 Ш上 石 錘 チャー ト質粘

版岩

中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側の両端中央部を打ち欠いている

上 1 Ⅱ 上 石 錘 チャー ト質粘

板者

中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側の両端中央部を打ち欠いている

硬砂岩 分銅型 短軸側の両端中央部を打 ち欠 いている

上 1 Ⅲ上 石 錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側の両端中央部を打 ち

上 2 Ⅲ 上 石 錘 チャー ト質粘

板岩

中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側の両端中央部 を打ち欠いている

短軸側の両端中央部 を打 ち欠いている

上 2 Ш上 石 錘 硬砂岩 中生界 折爪岳山系 分銅型 短軸側の両端中央部を打ち欠いている

ち欠いている

上 ] Ⅱ上 石 錘 硬砂岩 折爪岳山系 三角形状 短軸側面端中央部 を打 ち欠いている

上 〕 Ⅲ上 石 饉 粘板岩 中生界 折爪岳山系 三角形状 短軸側の両端中央部を打 ち欠いている

上 2 Ⅱ上 石 鍾 短軸側両端中央部を打 ち欠いている

上 ] Ⅲ上 石 鍾 チャー ト質粘

板岩

中生界 折爪岳山系 方形状 短軸側の両端中央部を打 ち欠いている

石 鍾 赤褐色凝灰岩 中生界 折爪岳山塊 分銅型 短軸側両端中央部を打 ち欠いている

第88表 石器 (20)石錘
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掲載番号 斜 面 石 質 時 代 地域 備   考

硬砂岩 大野―種市―久悪

(海 浜礫 )

Π上 粘 板 岩

大野―種市―久慈

(海 浜礫 )

上 1 新第三系

流紋岩質極細粒凝灰岩

Ш 上

上 1 新第三系

流紋岩質極細粒凝灰岩

皿上 石 製 未 製 品

上 1 段丘砂礫層～浜石 軽 米

軽 石

中 皿 ■ 百製未製品

中生界起 源 (段 丘 砂

礫層～旧浜石 )

軽 米

長さ(団 ) 幅 厚 さ 萱量(g) 石 質 時 代 地 域 備   考

内 C23tt居 跡状二号 埋土中 石 刀 身～先端

内 E26土 坑 中生界 折爪岳山系

柄 と先端 (1&2) (2536) 凝灰岩質粘

板岩

中生界 軽 米 (折 爪

岳山塊 )

Ⅱ中 石刀 身～先端 (75) (1,6) 粘板岩 中生界

中 石刀

砂質格板岩 中生界 軽 米 (折 爪

岳山塊 )

積層 ) 片 側

(242) (4643) 中生界 軽米―大野

Ш下 石刀 身～先端 (2鬱 0) 中生界 軽米一大野

Hl下 石 刀 柄 と身～先端 (1202) 粘板岩

下 C25～ H25 石 刀 折爪岳山系

(2■7) 砂質粘板岩 中生界 軽 米 (折 爪

岳山塊 )

身～先端 (180) (16&0) 粘板岩 中生界 折爪岳山系

石 剣 身～柄 (145) (627) 砂質粘板岩 中生 秀 獲 米 (折 川ヽ

岳�塊)

先端尖 る

中 石 刀 折爪岳山系

変 (1&5) 粘板岩 中生界 折爪岳山系

石 刀 身～柄 (62) (2α 6) 石灰岩質粘

板岩

中生 界 獲 米 (折 爪

岳 山 塊 )

上 I 皿上 石 刀 柄 と先端 (1&8) 側縁 に潜有、接合部位有

上 2 L13～ Q13ベ ル ト
012

Ⅲ ■ 石 剣 身 ～ 先 端 粘板岩 中生界 折爪岳山系

上 1 (2881) 凝灰岩質粘

板岩

中生界 軽 米 (折 爪

岳山塊 )

石 剣 柄 と先端 (220) (2432) 中生界 軽米一大野

Ⅲ上 石 剣 身～先端、片側 (147) 格板岩

■ 1 石 剣 身～先端 (158) 凝 灰 者 質 粘

岳山塊 )

接合部位有

CW 上 1 Ⅱ 上 石 刀 楯 と先 端 中生界 軽 米 (折 爪

岳山塊 )

粘板岩 中生界 折爪岳山系 2条の沈線が巡 る

石 刀 身～先端 砂質粘板岩 中生界 軽 米 (折 爪

岳山塊 )

Ⅲ上 石 剣 身～先端、片側 (&2) (722) 粘板岩 中生界 折 爪 岳 山系 柄部文丸 く仕上げ ら■ 1条 の沈線

が巡 る

中 1 M9 石 剣 柄 と先端 (103)

上 1 身 ～ 先 端 、片 IRl 砂質粘板岩 中生界 軽 米 (折 爪

岳山塊 )

沈線が巡 る

粘板岩 中生界 折爪岳山系 沈線が巡 る

石 刀 身～先端、片側 砂質粘板岩 中生界 軽 米 (折 爪

岳山塊 )

ペンダンド・石製未製品・石刀 。石剣
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GE 中 石棒 棒 状 安山岩 中生界 種市―久慈

流紋岩 古第二系 久慈―浄主 ケ浜 接合部位有

出土地域 斜 面 出土地点 層 位 器種名 長さ(a) 幅 厚 さ 重量(g) 石 質 時代 地 域 備   考

硬砂岩 中生界

中 皿下 礫 器 療砂岩 中生界 折爪岳山系

砂質粘板岩 中生界 折爪岳山系

中 1 Ⅱ上 礫 器 (210) (9466) 硬砂岩 中生界

硬砂岩 中生界 折爪岳山系

上 1 KH El上 三角柱状石製品 アルコース砂岩 中生界 折爪岳山系

細粒凝灰岩 中生界 折爪岳山系

掲載番号 出土地域 斜 面 出土地点 層 位 器種名 長さ(側 ) 幅 厚 さ 重電(g) 石質 時代 地 域 備  考

内 K■住 居 跡 入 日 (上 坑 ) 埋 上 中 未製 品 (コ ア ) 硬砂岩 中生界 大野―種市―久慈

(海 浜礫 )

内 M14土抗 1号 埋土中 刻線礫

粘板岩 中生界 折爪岳山系

上 第 12ト レンテ 岩掘

軽石質細粒凝灰岩 新第二系

E24 皿下 有孔石製品

灰 岩

I下 有孔石製品 珪質細粒凝灰岩 中生界 折爪岳山系

粘板岩

中 Ⅱ上 有孔石製品

Ⅲ中～下 有孔石製品 珪質細粒凝灰岩 中生界 折爪岳山系

粘板岩 中生界 折爪岳山塊

■ 2 Ⅲ上 刻線礫

■ 1 19南北ベル ト Ⅱ 上 宏I線 礫 軽石質細粒凝灰岩 新代三系 折爪岳山塊

軽石質細粒凝灰名

■ 1

上 】 皿上 刻線礫 粘板岩 中生界 二 戸

中生界 折爪岳山塊

上 2 皿上 ノリッチ状石製品

第90表 石器 (22)石棒・礫器・三角状石製品・刻線礫・岩偶・有孔石製品
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出土地点 層 位 器種名 欠損部位 長さ(a) 備   考

内 E15住 居跡状 1号 (07) 惰円形状

完 形 方形状

923焼 土 埋上中 軽 石 完形

M12土 坑 (111) 方形状 ? 板 状

有孔軽石 裏面 と下側 (47)

内 E15柱 穴状土坑 10号 埋土中 有孔軽石 頭 部 (60) 板状製作途上者 しくは使用中に欠 けたと思われ る

GE 上 第 12ト レンテ 長方形状 板 状

有孔軽石 上部 (501 (4つ )

Ш上 有乳軽石 下 側 薄 い坂状

中 方形 中央部が窪んでいる、版状

有孔軽石 完 形

中 皿中 有孔軽石 完 形 板 状

CE 構円形状 板 状

軽 石 下半部 (113)

Ⅱ上 軽 石 薄い板状

変 (750) かまば こ状 半円状

塞 石 左側縁 (37)

C23～ D25 Ⅲ(3c) 軽 石 完 形

変 (63) 台形状

軽 石 下半部

Ⅲ中 有孔軽る 完 形 厚みのある板状、沈線が一条見 られる

中 かまばこ状 半円状

軽 石 完 形 格円形状

皿中 有孔軽石 下側 (ll1 6) 厚みのある板状

中 楕円形状 板状、両面中央が強 く窪んでいる

有孔軽石 下側 (37) 板 状

Ⅲ下 有孔軽石 完形 厚みのある板状、下側中央部 に切 り込 みが あ り、■

偶 のよ うに見える

中 Π中 軽 石 楕円形状 板状、両面中央が窪んでいる

方形状 板 状

Ⅲ(3c) 軽 石 下半部 (40)

CE 変 軽 石 桁円形状 全面を擦 っている

上 (292) 楕円形状 製作途上者 しくは便用中に欠けたと思われ る

Ⅱ中 有孔墾石 下半部 孔が途中まで しか穿たれていていない、片側に痕跡

Ш下 有孔軽石 完 形 厚みのある板状

中

完 形 方形状

Ⅲ下 軽 石 下半部 要面が擦 り滅 って若干窪んでいる

(15) 糟円形状 薄 い板状

有孔軽石 左側縁 と右側縁 (61)

Ⅱ中 有孔軽石 完 形 ■が途中までしか穿たれていない、片alに 痕跡有

(150) 合形状 厚みのある板状

軽 石 右下側縁

Ⅲ下 軽 石 全面 を擦 っている

中 (■ 4) 方形状 両面が擦 られている

軽 石

皿上 有孔軽石 右側縁 ? 制作時に壊れた ものと思われる、板状

CW (78) 楕円形状 厚みのある板状

有孔軽石 完 形

皿上 有孔軽石 完形 厚みのある板状、沈線が一条見 られる

長方形状 板 状

有孔軽石 完 形 (05) 角柱状

上 Ⅲ上 有孔軽石 左半分 板 状

三角柱状 角柱状

有孔軽石 下半分 (46) (51)

Ⅱ上 軽 石

(228) 格円形状 片側が擦 り減 っている

軽 石 左側縁～下半部 (6つ )

Ⅲ上 軽 石 下側 両面が擦 られ、断面形が凸上である

(109) 楕円形状 両面が擦 られ、断面形が凸上である

軽 石 一側縁

第91表 石器 (23)軽石製品
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